


















整形外科講師新任の岩原先生、第２代前田教授（昭和５年）

二・二六事件当日の救護班の風景　左端 岩原講師、中央 前田教授（昭和 11 年） 

「医局の過去を偲ぶ」



戦後最初の同窓会　─第３代岩原教授を中心に─　（昭和 24 年）

岩原教授慶應病院長就任パーティー　－後楽園会館にて－　（昭和 31 年）



戦後初の日米整形外科合同会議　─京都にて─　（昭和 37 年）

医局ゴルフコンペ　（昭和 48 年）



日整会野球大会　─博多にて─　（昭和 57 年）

中部日本整形外科学会評議員パーティーにて　（昭和 50 年）



医局野球大会　（平成 11 年）

医局旅行　─修善寺温泉にて─　（昭和 62 年）
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慶
大
整
形
外
科
主
宰
の
第
８４
回
日
整
会
総
会
も
余
す
６
か
月
に

な
り
ま
し
た
。
最
後
の
追
い
込
み
準
備
で
教
室
の
関
係
諸
先
生
は

お
忙
し
い
毎
日
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
日
整
会
年
次
学
術
総
会
は
昨

年
よ
り
運
営
方
針
が
変
わ
り
、
日
整
会
で
運
営
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
主
宰
大
学
の
負
担
は
軽
減
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
２
万
人
を
越
え
る
大
学
会
学
術
総
会
で
す
か
ら
、
主
宰
大
学
教

室
の
苦
労
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
と
思
い
ま
す
。
最
近
の
日
整

会
学
術
総
会
は
発
表
演
題
数
は
一
五
〇
〇
題
を
越
え
、
１０
会
場
以

上
に
及
び
、
国
際
学
会
を
含
め
て
も
最
大
の
学
会
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
学
会
演
題
内
容
は
整
形
外
科
学
術
分
野
に
限
ら
ず
、
整

形
外
科
関
係
の
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
社
会
的
分
野
に
も
広
く
演
題

が
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
で
あ
り
、
社
会
に
溶
け

込
ん
だ
学
会
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
術
総
会
発
表
抄
録
を

み
ま
す
と
、
す
で
に
発
表
さ
れ
論
文
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
発
表

が
散
見
さ
れ
ま
す
。
私
が
若
か
り
し
現
役
時
代
に
私
の
恩
師
岩
原

寅
猪
先
生
は
学
術
総
会
場
で
「
す
で
に
１０
年
前
に
発
表
し
、
論
文

に
な
っ
て
い
る
、
よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
発

言
を
し
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
ま
す
。
今
に
な
っ
て
岩
原
先
生
の

気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
先
人
の
発
表
し
た
論
文

を
、
時
折
目
を
通
す
こ
と
も
先
を
目
指
す
こ
れ
か
ら
の
若
い
先
生

と
っ
て
は
大
切
で
あ
り
ま
す
。
温
故
知
新
の
諺
に
惹
か
れ
る
の
も
、

唯
高
齢
に
な
っ
た
め
だ
け
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

  

今
年
の
日
整
会
学
術
総
会
の
テ
ー
マ
は
「
整
形
外
科
の
進
歩
が

支
え
る
人
間
１
０
０
年
の
世
紀
」
で
し
た
。
世
界
一
の
長
寿
国
と

な
っ
た
日
本
は
、
そ
の
背
景
に
は
医
学
、
医
療
の
進
歩
、
と
り
わ

け
整
形
外
科
医
療
の
進
歩
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
は
医
学
、
医
療
の
進
歩
に
後
押
し
さ
れ
て
寿
命
が
の

び
、
長
命
国
と
な
っ
た
が
、
現
実
に
は
寝
た
き
り
老
人
が

２
０
０
万
人
を
超
え
、
必
ず
し
も
長
寿
国
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
明

る
く
活
動
的
な
人
生
を
全
う
す
る
長
寿
社
会
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
う
あ
る
た
め
に
は
健
康
な
運
動
器
で
あ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
四
宮
会
長
の
テ
ー
マ
主
旨
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
高
齢
者
が
健
康
で
明
る
い

生
活
を
送
り
、
さ
ら
な
る
長
寿
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
い
つ
ま

で
も
健
康
な
運
動
器
で
あ
る
こ
と
で
す
。
日
本
整
形
外
科
学
会
で

は
平
成
１８
年
、
中
村
耕
三
理
事
長
の
も
と
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
・
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」（ 

運
動
器
症
候
群
）
を
提
唱
し
、ロ
コ
モ
の
略
称
で
、

運
動
器
機
能
の
関
心
を
あ
つ
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
ま
し

た
。「
メ
タ
ボ
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

ご
あ
い
さ
つ

 

同
窓
会
長

　
　
大
　
谷
　
　
清
（
37
）
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ロ
コ
モ
に
も
関
心
を
持
ち
、
健
康
な
運
動
器
を
保
つ
こ
と
は
メ
タ

ボ
の
予
防
に
も
な
り
な
す
か
ら
、
今
日
の
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
は
、

健
康
で
長
寿
を
全
う
す
る
た
め
に
は
ロ
コ
モ
の
認
識
が
重
要
で
あ

り
、
根
幹
で
あ
り
ま
す
。

  

平
成
１９
年
、
日
本
整
形
外
科
学
会
で
は
日
整
会
認
定
運
動
器
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。
制
度
の
内
容
に

は
ま
だ
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
運
動
器
疾
患
に
対

す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
た
と
み

て
よ
い
で
し
ょ
う
。
高
齢
化
の
進
む
今
日
で
は
、
ロ
コ
モ
を
予
防

す
る
た
め
に
は
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
な
役
割
を

な
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
運
動
器
局
所
の
み
な

ら
ず
、
全
身
的
に
も
活
力
を
あ
た
え
、
健
康
創
出
へ
の
足
が
か
り

と
な
り
ま
す
。
本
年
の
日
整
会
学
術
集
会
の
抄
録
を
み
て
も
７０
％

近
く
が
変
性
疾
患
関
連
演
題
で
あ
り
、
加
齢
変
性
疾
患
に
対
す
る

治
療
は
、
益
々
重
要
と
な
り
ま
す
。
加
齢
は
全
身
的
現
象
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
加
齢
の
ひ
ど
い
局
所
修
理
を
試
み
て
も
患
者
の
満
足

は
得
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
引
き
替
え
運
動
器
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
全
身
的
に
も
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
明
る
さ
、
活
気
が
見
え
て
き
ま
す
。
私
は
数
年
前
、
腰
痛
、

間
欠
跛
行
に
な
や
ま
さ
れ
、
１
０
０
ｍ
歩
行
も
不
可
能
で
あ
り
ま

し
た
。
一
時
は
手
術
を
決
意
し
ま
し
た
が
、
待
て
よ
運
動
療
法
を

や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
腹
、
腰
、
背
筋
運
動
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
で
は
腰
痛
、
間
欠
跛

行
は
忘
れ
て
し
ま
う
ま
で
に
な
ま
し
た
。
肩
こ
り
、
肩
胛
骨
下
の

鈍
痛
に
も
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
肩
、
上
腕
筋
強
化
運
動
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
で
改
善
し
ま
し
た
。
自
ら
の
経
験
か
ら
み
て
も
高

齢
者
変
性
疾
患
に
対
し
て
は
運
動
療
法
が
第
一
選
択
肢
で
あ
る
と

実
感
し
て
ま
す
。
運
動
療
法
の
欠
点
は
速
効
性
に
欠
け
、
患
者
、

整
形
外
科
医
師
に
受
け
入
れ
難
い
こ
と
、
医
療
経
済
的
に
み
て
不

採
算
医
療
に
な
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
正
し
い
、
適
切
な
医
療
を

行
っ
て
い
れ
ば
、
採
算
性
の
と
れ
る
医
療
制
度
で
あ
っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

　　
第
８４
回
日
整
会
学
術
総
会
の
テ
ー
マ
は
「
原
点
と
挑
戦
」
で
あ

り
ま
す
。
慶
大
整
形
外
科
９０
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
原
点
に
た

っ
て
未
来
先
導
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
福
澤
諭
吉
先
生
の
掲
げ

た
不
偏
不
党
を
真
髄
に
、
慶
応
ら
し
い
学
会
の
も
と
で
、
成
功
裡

に
終
了
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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平
成
２０
年
秋
か
ら
２
年
間
の
義
塾
、
医
学
部
・
病
院
、
そ
し
て
教

室
の
あ
ゆ
み
を
綴
り
ま
す
。

（
１
）
義
塾
、
医
学
部
・
病
院
の
現
状
と
将
来
構
想

　
昨
年
５
月
末
よ
り
慶
應
義
塾
が
安
西
塾
長
か
ら
清
家
塾
長
へ
と

体
制
が
代
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
先
ず
慶
應
義
塾
の
現
状
と
今
後
、

そ
し
て
義
塾
創
立
１
５
０
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お

き
ま
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
慶
應
は
８
年
間
続
い
た
安
西
体
制

か
ら
商
学
部
の
学
部
長
を
務
め
て
き
た
清
家
篤
教
授
（
昭
和
２９
年

生
ま
れ
、
昭
和
５３
年
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
、
専
門
は
労
働

経
済
学
、
父
親
が
著
名
な
建
築
家
）
に
体
制
が
移
行
致
し
ま
し
た
。

私
も
清
家
塾
長
の
下
、
常
任
理
事
（
８
名
）
に
指
名
さ
れ
、
正
確

に
は
昨
年
の
５
月
２８
日
よ
り
理
事
に
就
任
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

人
事
は
私
に
と
っ
て
全
く
の
想
定
外
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も

運
命
と
思
い
、
当
初
は
病
院
長
と
兼
務
の
形
で
こ
の
大
役
を
お
引

き
受
け
し
た
次
第
で
す
。
昨
年
８
月
か
ら
病
院
長
兼
務
を
解
き
、

そ
の
後
任
に
は
武
田
純
三
麻
酔
科
教
授
（
５２
回
）
が
選
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
よ
っ
て
、
現
在
の
私
の
専
任
職
は
慶
應
義
塾
の
常
任
理

事
で
あ
り
、
整
形
外
科
教
授
は
兼
任
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
私
の
想
い
、
心
の
中
は
整
形
外
科
教
授
で
あ
り
、
今
後

も
ス
タ
ッ
フ
、
教
室
員
、
同
門
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
教
室
発
展
の

た
め
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
教
室
で
は
、
千
葉
一
裕
准
教

授
（
６２
回
）、
松
本
守
雄
准
教
授
（
６５
回
）、
須
田
康
文
講
師
・
医

局
長
（
６５
回
）、池
上
博
泰
講
師
（
６４
回
）、中
村
雅
也
講
師
（
６６
回
）

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を
十
二
分
に
果
た
し
て
く
れ
て
お
り
、
そ

の
上
、
私
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
、
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
も
補
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
教
室
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
等
は
問
題
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心
下
さ
い
。
同
門
の
先
生
方
に

は
引
き
続
き
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の
程
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
石
川
元
慶
應
義
塾
長
時
代
以
降
の
医
学
部
出
身
常
任
理

事
を
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
先
ず
は
眼
科
の
故
植
村
恭
夫
教
授

（
３２
回
）、
解
剖
学
の
安
田
健
次
郎
教
授
（
３３
回
）、
そ
し
て
、
安

西
前
塾
長
時
代
に
内
科
学
の
猿
田
享
男
教
授
（
４３
回
）
と
日
吉
ス

ポ
ー
ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
で
内
科
学
出
身
の
山
崎

　
元
教
授

（
４７
回
）
が
理
事
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
常
任
理

事
は
他
学
部
も
含
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
学
部
長
経
験
者
で
あ
り
、

数
年
間
学
部
長
を
経
験
し
た
後
に
理
事
に
指
名
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
私
の
よ
う
な
病
院
長
か
ら
の
ケ
ー
ス
は
無
い

教
授
挨
拶

あ
ゆ
み
─
そ
の
⑹
：
教
室
こ
の
２
年戸

　
山
　
芳
　
昭
（
54
）
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よ
う
で
す
が
、
私
の
担
当
は
病
院
／
病
院
経
営
改
革
（
主
管
）・

教
育
（
共
管
）・
経
営
改
革
（
共
管
）
で
あ
り
、
部
門
と
し
て
の

担
当
箇
所
は
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
・
月
が
瀬
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
・
日

吉
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
等
で
す
。

つ
ま
り
、
慶
應
義
塾
の
医
学
・
医
療
・
健
康
管
理
に
関
す
る
総
責

任
者
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
で
も
、
２
０
１
７
年
医
学
部
創
立
１
０
０
年
に
向
け
て
の
信
濃

町
キ
ャ
ン
パ
ス
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
新
病
院
棟
建
設
は

三
四
会
員
を
含
め
た
医
学
部
・
病
院
の
総
意
、
悲
願
で
あ
り
、

２
０
１
７
年
、
平
成
２９
年
ま
で
に
は
何
と
し
て
も
実
現
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
私
に
与
え
ら
れ
た
最
大
の
使
命
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
資
金
調
達
を
含
め
大
変
な
事
業
と
な
り

ま
す
が
、
常
任
理
事
の
任
期
４
年
を
終
え
る
頃
ま
で
に
は
新
病
院

棟
建
設
の
着
工
、
遅
く
て
も
基
本
設
計
ぐ
ら
い
ま
で
は
到
達
し
て

お
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
と
し
て
も
医
学
部
創
立

１
０
０
年
記
念
式
典
を
新
病
院
棟
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る

所
存
で
す
。
現
在
、
三
四
会
の
皆
さ
ん
か
ら
の
新
病
院
棟
建
設
基

金
寄
付
総
額
は
１０
億
円
を
超
え
て
お
り
、
慶
應
医
学
部
関
係
者
の

新
病
院
棟
に
懸
け
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
さ
て
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
状
と
将
来
（
近
未
来
）
に
つ

い
て
概
略
を
説
明
し
て
お
き
ま
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
義
塾
で

は
平
成
２０
年
１１
月
に
日
吉
に
て
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の

下
、
創
立
１
５
０
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

既
に
２
年
弱
が
経
ち
、
次
の
創
立
１
７
５
年
、
２
０
０
年
に
向
け

て
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。
創
立
１
５
０
年
記
念
事
業
へ
の
寄
付

活
動
も
こ
の
９
月
末
で
終
了
と
な
り
、
残
さ
れ
た
小
中
一
貫
校
開

設
や
日
吉
の
記
念
館
建
設
、
そ
し
て
何
よ
り
新
病
院
棟
の
建
設
の

行
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
執
行
部
も
資
金
の
目

途
が
つ
き
次
第
、
順
次
進
め
て
い
く
方
向
で
す
が
、
中
で
も
新
病

院
棟
は
巨
額
の
建
設
資
金
を
要
す
る
た
め
、
ど
の
様
に
資
金
調
達

を
行
う
か
を
今
後
は
塾
と
信
濃
町
が
一
体
と
な
っ
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
も
平
成
２１
年
度
の
医
学
部
・
病
院

の
収
支
は
大
き
く
改
善
し
、
病
院
部
門
で
は
消
費
収
支
が
５
億
円

強
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
（
従
来
、
約
６
億
円
の
私
学
助
成
金
は

病
院
に
組
み
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２０
年
度
よ
り
こ
の
助
成

金
を
医
学
部
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
従
来
の
計
算
で
判

断
す
る
と
約
１０
億
円
弱
の
黒
字
で
あ
り
ま
す
）。
こ
こ
数
年
、
義

塾
と
信
濃
町
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
病
院
経
営
改
革

が
少
し
ず
つ
実
を
結
ん
で
き
た
よ
う
で
す
。
今
年
度
は
大
学
病
院

に
は
有
り
難
い
診
療
報
酬
改
訂
と
な
っ
て
お
り
、
更
な
る
黒
字
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
収
支
改
善
を
基
盤
に
病
院
建
設
資
金
計
画

を
練
り
上
げ
て
い
く
方
針
で
す
。「
世
界
に
冠
た
る
慶
應
病
院
」

を
目
指
し
て
建
設
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
う
か
整

形
外
科
同
門
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
も
、
御
協
力
、
ご
支
援
の



程
を
重
ね
て
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
前
号
「
ふ
る
さ
と
」
で
既
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
臨

床
研
究
棟
（
Ⅰ
）
が
平
成
２０
年
１
月
３１
日
に
竣
工
と
な
り
、
別
館

に
あ
っ
た
整
形
外
科
を
含
め
た
医
局
全
て
が
こ
の
研
究
棟
に
移
り

ま
し
た
。
早
い
も
の
で
、
移
転
か
ら
２
年
半
以
上
経
過
し
た
わ
け

で
す
が
、今
度
は
臨
床
研
究
棟
（
Ⅱ
）〈
３
号
館
北
棟
と
名
称
変
更
〉

が
今
年
末
に
完
成
致
し
ま
す
（
図
１
）。
こ
こ
に
は
主
に
内
科
系

臨
床
教
室
が
入
っ
て
い
る
現
在
の
２
号
棟
が
移
り
ま
す
。
地
下
１

階
、
地
上
６
階
、
総
面
積
７
６
０
０
㎡
で
、
医
局
の
あ
る
臨
床
研

究
棟
と
現
在
の
新
棟
へ
は
３
階
部
分
で
連
絡
橋
が
設
置
さ
れ
、
雨

な
ど
に
も
濡
れ
ず
に
医
局
と
病
院
間
を
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
建
物
の
地
下
に
は
経
済
産
業
省
の
支
援
を
得

て
低
侵
襲
療
法
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
１
階
部
分
に

は
現
在
の
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
２
階
に
あ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
部
が
移
転

致
し
ま
す
。
そ
し
て
、
２
階
か
ら
６
階
部
分
に
は
２
号
棟
の
内
科

系
教
室
が
全
て
入
居
す
る
予
定
で
す
。

　
別
館
跡
地
の
南
側
に
建
設
予
定
の
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
は
「
３

号
館
南
棟
」
と
名
称
を
変
更
し
、
東
京
都
か
ら
の
病
院
耐
震
補
強

支
援
事
業
に
て
２０
億
円
弱
の
補
助
金
を
頂
け
る
こ
と
に
な
り
、
９

月
に
建
設
業
者
の
選
定
が
東
京
都
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
。
来
年
か

ら
急
ピ
ッ
チ
で
建
設
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
当
初
計
画
よ
り
は
遅
れ

ま
し
た
が
平
成
２４
年
春
頃
ま
で
に
は
竣
工
予
定
で
す
。
こ
の
３
号

− 10 −

図１
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館
南
棟
は
、
当
初
Ｐ
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
企
画
さ
れ
、
そ
こ
に

別
館
に
あ
っ
た
健
診
セ
ン
タ
ー
を
加
え
た
形
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
義
塾
創
立
１
５
０
年
記
念
事
業
の
中
に
新
病
院

棟
建
設
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
、
現
在
の
１
号
棟
病
棟
部
門
を
併
設

し
た
案
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
但
し
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
義

塾
の
厳
し
い
財
政
難
に
よ
り
当
初
の
予
算
か
ら
縮
小
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
地
下
に
設
置
を
予
定
し
て
い
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
用
サ
イ
ク
ロ

ト
ロ
ン
を
１
階
に
移
し
、
２
階
に
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
3.0
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

な
ど
の
放
射
線
核
医
学
・
最
先
端
画
像
診
断
部
門
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
を
、
３
階
に
健
診
セ
ン
タ
ー
、
４
階
に
外
来
化
学

療
法
部
門
と
会
議
室
、
そ
し
て
５
階
と
６
階
に
１
号
棟
３
〜
５
階

の
個
室
病
棟
を
移
す
予
定
で
す
（
図
２
）。
ま
た
、
現
在
の
１
号

棟
１
階
に
あ
る
中
央
臨
床
検
査
部
は
中
央
棟
地
下
に
移
動
し
ま

す
。
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
は
約
２
万
坪
で
す
が
、
空
き
地
は
全
く

な
い
た
め
、
従
来
の
施
設
を
移
し
な
が
ら
１
号
棟
と
２
号
棟
跡
地

に
新
病
院
棟
を
建
設
し
て
い
く
予
定
で
す
。
新
病
院
棟
建
設
に
要

す
る
総
予
算
は
こ
れ
か
ら
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
世
界
に
冠
た
る
慶

應
大
学
病
院
を
目
指
し
、
そ
の
名
に
相
応
し
い
病
院
と
な
る
よ
う

努
力
す
る
所
存
で
す
。
こ
の
４
月
か
ら
は
、
東
海
大
学
病
院
の
大

幅
な
経
営
改
善
と
新
病
院
建
設
を
成
し
遂
げ
た
慶
大
内
科
出
身
の

堺
秀
人
氏
（
４３
回
）
に
病
院
長
補
佐
と
し
て
正
式
に
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
頂
き
、
ま
た
、
新
病
院
棟
建
設
企
画
室
（
仮
称
）
の

図２
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教
授
と
し
て
本
年
５
月
か
ら
呼
吸
器
外
科
の
渡
辺
真
純
氏
（
６４
回
）

が
就
任
し
、
確
実
に
新
病
院
棟
建
設
に
向
け
て
の
第
１
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
最
終
的
な
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
計
画
完
成
予

想
図
を
こ
こ
に
示
し
て
お
き
ま
す
（
図
３
）。

　
新
た
な
慶
應
大
学
病
院
と
し
て
の
基
本
理
念
・
構
想
に
は
、
患

者
中
心
の
医
療
提
供
、
医
療
関
係
者
の
働
き
や
す
い
環
境
、
電
子

カ
ル
テ
を
含
め
た
全
Ｉ
Ｔ
化
と
業
務
効
率
化
、
診
療
科
再
編
と
診

療
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
実
現
化
、
外
来
診
療
体
制
整
備
、
最
先
端
医

療
開
発
と
実
用
化
、
再
生
医
療
・
が
ん
診
療
等
の
拠
点
形
成
、
低

侵
襲
手
術
推
進
、
手
術
室
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
機
能
拡
充
、
臨
床
研
究
・
臨

床
治
験
の
推
進
な
ど
を
盛
り
込
む
つ
も
り
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

新
病
院
棟
を
基
盤
に
世
界
と
戦
え
る
優
れ
た
国
際
的
若
手
臨
床
医

の
育
成
を
目
指
す
つ
も
り
で
す
。
更
に
、
今
後
の
向
か
う
べ
き
医

療
は
患
者
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
医
療
で
あ
り
、
慶
應
も
医
師
、

薬
剤
師
、
看
護
師
等
が
一
体
と
な
っ
て
治
療
を
行
え
る
診
療
体
制

の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
慶
應
で
は
幸
い
に
も
薬
学
部
と
看

護
医
療
学
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
学
生
の
段
階
か

ら
チ
ー
ム
医
療
を
進
め
る
た
め
の
教
育
体
制
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
構
築
し
ス
タ
ー
ト
す
る
方
向
で
検
討
中
で
す
。
私
が
委
員
長

と
な
っ
て
３
学
部
で
の
教
育
体
制
に
関
す
る
検
討
部
会
を
立
ち
上

げ
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
３
学
部
混
成
に
よ
る
学
生
教
育
の
基
本

方
針
は
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
前
期
・
中
期
・
後
期
の
３
つ
に

図３
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分
け
、
入
学
時
か
ら
の
２
年
間
を
前
期
と
し
て
３
学
部
合
同
で
の

新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
医
学
・
医
療
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

の
教
育
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
医
療
を
実
践
で
き
る
医
療

従
事
者
の
教
育
、
語
学
教
育
や
体
育
な
ど
は
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
基
本
構
想
と
し
、
中
期
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
学
部
に
戻
っ
て
の
基
本
教
育
を
、
そ
し
て
後
期
で
は
現
在
の
医

学
部
学
生
が
実
習
し
て
い
る
〝
ポ
リ
ク
リ
〟
に
、
薬
学
部
と
看
護

医
療
学
部
の
学
生
も
参
加
し
て
患
者
さ
ん
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム

医
療
の
実
践
を
行
う
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
え
る
方
向
で
一
致

し
て
い
ま
す
。
３
学
部
教
員
の
配
置
や
大
学
病
院
の
ハ
ー
ド
面
で

の
環
境
整
備
が
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
実
施
可
能
な

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
最
終
的
に
は
新
病
院
棟
建
設
構
想
に

３
学
部
合
同
で
行
え
る
教
育
機
能
も
盛
り
込
む
こ
と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
最
終
的
に
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
医
学
部
創
設
以
来
慶
應

医
学
が
進
め
て
き
た
基
礎
医
学
と
臨
床
医
学
の
融
合
に
加
え
、
予

防
医
学
が
加
わ
り
、
更
に
は
医
学
部
と
薬
学
部
、
看
護
医
療
学
部

の
３
学
部
が
一
体
と
な
っ
た
学
生
教
育
と
基
礎
・
臨
床
研
究
が
展

開
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ぞ
、
世
界
に
向
か
っ

て
誇
れ
る
慶
應
医
学
の
構
築
で
あ
り
、
優
れ
た
臨
床
医
が
慶
應
か

ら
多
数
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
が
、〝
慶

應
医
学
─
次
の
百
年
に
向
け
て
〟
の
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
改
革
・

刷
新
、
そ
し
て
将
来
構
想
の
概
要
で
す
。      

　
さ
て
人
事
・
体
制
面
で
も
、
平
成
２１
年
１０
月
よ
り
慶
應
医
学
部
・

病
院
執
行
部
体
制
が
若
干
変
更
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
医
学
部
・

病
院
執
行
部
は
医
学
部
長
＝
末
松
医
化
学
教
授
（
６２
回
）、
医
学

部
長
補
佐
＝
栗
林
放
射
線
診
断
科
教
授
（
５２
回
）、福
田
内
科
学
〈
循

環
器
内
科
〉
教
授
（
６２
回
）、
坂
元
病
理
学
教
授
（
６４
回
）、
そ
し

て
病
院
長
＝
武
田
麻
酔
科
教
授
、
副
病
院
長
＝
岡
本
内
科
学
〈
血

液
内
科
〉
教
授
（
５８
回
）、
高
橋
小
児
科
教
授
（
６１
回
）、
天
谷
皮

膚
科
教
授
（
６４
回
）
で
す
。
ま
た
、
平
成
２２
年
４
月
よ
り
病
院
長

補
佐
と
し
て
前
述
し
た
堺
秀
人
氏
が
病
院
経
営
改
革
と
新
病
院
棟

建
設
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
執
行
部

入
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
院
研
究
科
委
員
長
の
方
は
岡
野
生

理
学
教
授
（
６２
回
）
が
留
任
、
常
置
委
員
会
委
員
長
は
教
育
委
員

会
が
小
川
耳
鼻
咽
喉
科
教
授
（
６０
回
）、
研
究
科
委
員
会
が
須
田

発
生
分
化
生
物
学
教
授
（
５３
回
特
）、
診
療
委
員
会
が
日
比
内
科

学
〈
消
化
器
内
科
〉
教
授
（
５２
回
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
致
し
ま
し

た
。
医
学
・
医
療
が
政
治
・
経
済
と
共
に
大
き
な
曲
が
り
角
に
あ

る
中
、
慶
應
医
学
も
創
立
１
０
０
年
に
向
け
て
の
診
療
科
再
編
や

最
先
端
基
礎
・
臨
床
研
究
拠
点
形
成
、
病
院
経
営
改
善
、
そ
し
て

次
の
５０
年
、
１
０
０
年
を
見
据
え
た
新
た
な
慶
應
医
学
の
方
向
性
、

戦
略
を
練
り
上
げ
て
行
く
重
要
な
時
期
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期

に
教
授
と
し
て
、
ま
た
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
担
当
理
事
と
し
て
仕
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事
が
出
来
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
そ
し
て
私
に
与
え
ら
れ
た
宿

命
、
運
命
と
思
い
、
私
心
を
捨
て
慶
應
の
た
め
に
最
大
限
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　
以
上
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
将
来
像
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま

し
た
が
、
一
つ
残
念
な
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
慶
應

義
塾
が
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
完
全
撤
退

す
る
件
で
あ
り
ま
す
。
教
室
で
は
当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
当
時
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、
現
地
で
の
医
療
や
研
究
、
教
育
、
そ
し
て
運

営
等
に
全
面
的
に
協
力
し
、
先
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ご
存
知

の
よ
う
に
、
当
セ
ン
タ
ー
は
日
本
損
害
保
険
協
会
の
御
支
援
に
よ

り
昭
和
５２
年
に
設
立
さ
れ
、
今
日
ま
で
日
本
に
於
け
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
メ
ッ
カ
と
も
言
え
る
役
割
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
初
代
セ
ン
タ
ー
長
に
は
教
室
の
斉
藤
正
也
先
生
（
専

４
）
が
、
２
代
目
セ
ン
タ
ー
長
に
も
岩
田
清
二
先
生
（
４１
回
）
が
、

そ
し
て
平
成
１４
年
か
ら
は
３
代
目
と
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
の
木
村
彰
男
先
生
（
５３
回
）
が
跡
を
継
ぎ
、
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
今
ま
で
に
当
セ
ン
タ
ー
に
は
多
く
の
教
室
員
が
出
向
し
、

運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
勉
強
の
場
と
し
て
、
ま
た
学
位

研
究
の
場
と
し
て
、
更
に
は
地
域
医
療
・
整
形
外
科
医
療
の
研
修

の
場
と
し
て
活
躍
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
も
教
室
か
ら
は
橋

本
健
史
准
教
授
（
６３
回
）
と
専
修
医
の
計
２
名
が
出
向
中
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
中
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
内
容
を
大
き
く

変
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
整
形
外
科
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
様
変
わ
り
し
、
長
期
臥
床
や
長
期
リ
ハ
ビ
リ
の
必
要
性
は
ほ

と
ん
ど
無
く
な
り
、
加
え
て
交
通
事
故
等
に
よ
る
重
度
運
動
器
障

害
も
激
減
し
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
信
濃
町
の
慶
應
病
院
か
ら

月
が
瀬
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
に
転
院
す
る
患
者
も
少
な
く
、
神
経
内
科

等
か
ら
の
転
院
も
ほ
と
ん
ど
無
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
月
が
瀬
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
の
入
院
患
者
は
近
隣
の
順
天
堂

伊
豆
長
岡
病
院
等
か
ら
の
転
院
が
多
く
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
現
地
の
過
疎
化
に
伴
い
、
外
来
患
者
数
も
半
減
し
、

こ
こ
１０
年
は
支
出
超
過
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
昭

和
５２
年
に
竣
工
し
た
建
物
も
老
朽
化
が
目
立
ち
、
早
々
に
抜
本
的

な
改
築
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
更
に
、
内
科
医
を
含
め
た

現
地
へ
の
医
師
派
遣
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
同
セ
ン
タ
ー
の

継
続
は
極
め
て
困
難
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ず
、
慶
應
医
学
が
取
り

組
む
べ
き
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
方
向
性
、
将
来
展
望
に

つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
、
誠
に
残
念
な

が
ら
平
成
２４
年
３
月
末
を
も
っ
て
閉
院
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。
苦
渋
の
選
択
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ

の
教
育
拠
点
等
も
含
め
、
教
室
と
し
て
も
整
形
外
科
に
お
け
る
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
教
育
体
制
、
役
割
、
位
置
付
け
等
を
再
検

討
し
て
い
く
所
存
で
す
。
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（
２
）
教
室
こ
の
２
年
の
あ
ゆ
み

　
教
室
開
講
８０
周
年
記
念
祝
賀
事
業
を
２
０
０
２
年
、
平
成
１４
年

１１
月
１６
日
（
土
）
に
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
於
い
て
執
り

行
い
ま
し
た
が
、
早
い
も
の
で
既
に
８
年
が
経
過
し
た
わ
け
で
す
。

私
が
教
授
に
就
任
し
て
か
ら
も
１２
年
半
経
ち
ま
し
た
。
本
当
に

あ
っ
と
い
う
間
の
１２
年
で
し
た
。
教
授
就
任
当
初
に
描
い
て
き
た

６
年
毎
の
教
室
作
り
構
想
か
ら
言
え
ば
、
初
期
６
年
の
教
室
基
盤

形
成
・
人
材
育
成
期
、
中
期
６
年
の
基
礎
・
臨
床
研
究
推
進
・
成

長
期
、
そ
し
て
最
後
の
後
期
６
年
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
後
期
６

年
で
は
、
教
室
１２
年
間
の
基
礎
・
臨
床
研
究
の
集
大
成
の
時
期
、

成
果
の
出
始
め
た
基
礎
研
究
を
臨
床
応
用
に
向
け
る
時
期
、
成
長

し
た
教
室
員
を
適
材
適
所
に
配
置
し
活
躍
の
場
を
与
え
る
時
期
、

次
々
代
を
担
う
若
手
を
育
て
る
時
期
、
教
室
に
と
っ
て
有
益
と
思

え
る
学
会
や
研
究
会
を
担
当
す
る
時
期
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
集
大
成
、
次
代
に
繋
ぐ
時
期
で
あ
る
後
期
６
年
を
、
教
室
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
責
任
を
果
た
す
所
存
で
す
。
そ
し
て
、
２
年
後
の

２
０
１
２
年
、
平
成
２４
年
に
は
開
講
９０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
当
教
室
が
開
講
と
な
っ
た
日
、
６
月
１６
日

に
開
講
９０
周
年
記
念
式
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
同
門
の
先
生
方
に
は
改
め
て
お
知
ら
せ
す
る
つ

も
り
で
す
。
多
く
の
先
生
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
２０
年
１０
月
以
降
の
教
室
こ
の
２
年
を
綴
り
ま
す
。

　
現
在
の
教
室
の
体
制
は
有
給
教
員
２１
名
（
１
枠
は
ス
ポ
ー
ツ
医

学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
松
本
秀
男
教
授
（
５７
回
）
に
貸
し
出
し
中
）

に
加
え
、
５
つ
の
寄
附
講
座
に
在
籍
す
る
６
名
、
計
２７
名
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
教
室
で
は
、
従
来
通
り
教
育
・

診
療
・
研
究
の
３
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
設
け
、
そ
の
上
に

教
室
最
高
決
定
機
関
と
し
て
教
室
運
営
会
議
を
置
い
て
引
き
続
き

運
営
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
が
慶
應
義
塾
の
常
任
理
事
に

昨
年
５
月
末
よ
り
就
任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
千
葉
一
裕
准
教
授
に

教
室
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
教
室
主
任
の
役
職
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
同
門
の
先
生
方
に
は
、
ど
う
か
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協

力
の
程
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
さ
て
、
現
在
の
各
委
員
会
委

員
長
で
す
が
、
教
育
委
員
会
は
松
本
守
雄
准
教
授
留
任
、
診
療
委

員
会
も
池
上
博
泰
講
師
留
任
、
そ
し
て
研
究
委
員
会
も
中
村
雅
也

講
師
が
留
任
し
て
い
ま
す
。
教
室
運
営
会
議
は
２
週
に
１
回
の

ペ
ー
ス
で
現
在
も
開
催
し
て
お
り
、
関
連
病
院
を
含
め
た
教
室
の

諸
問
題
を
分
析
、
検
討
し
、
加
え
て
今
後
の
教
室
の
目
指
す
方
向

を
慎
重
に
協
議
し
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
１６
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
臨
床
研
修
制
度
も
今
年
で

７
年
目
に
入
り
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

何
と
か
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
私
見
で
す
が
、

こ
の
制
度
は
も
う
一
度
根
本
か
ら
見
直
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。
整
形
外
科
を
将
来
選
択
す
る
に
し
て
も
、
確
か
に
内
科
や
小
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児
科
、
麻
酔
科
、
救
急
の
知
識
は
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
が
、
産

婦
人
科
な
ど
を
研
修
す
る
必
要
性
は
無
い
で
し
ょ
う
。
せ
め
て
本

制
度
は
１
年
に
す
べ
き
で
、
内
科
、
小
児
科
と
麻
酔
科
、
救
急
の

４
つ
で
十
分
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
ス
タ
ー
ト
当

初
は
入
局
者
状
況
に
も
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

従
来
の
姿
に
戻
っ
て
来
た
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
２
年
間
の
入
局
者

数
を
お
知
ら
せ
し
て
お
き
ま
す
。
全
国
的
に
も
若
干
整
形
外
科
へ

の
志
望
者
数
は
減
少
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
慶
應
で
は
平
成
２０

年
度
２１
名
、
２１
年
度
１６
名
、
そ
し
て
今
年
度
が
２１
名
（
１
名
が
入

局
後
に
他
大
学
麻
酔
科
へ
異
動
）
と
、
将
来
有
望
な
素
晴
ら
し
い

医
師
が
多
数
入
局
し
て
く
れ
ま
し
た
。
嬉
し
い
限
り
で
す
。
今
年

度
、
全
国
の
整
形
外
科
で
２０
名
以
上
の
入
局
者
を
迎
え
た
教
室
は

慶
應
以
外
に
、
東
京
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
大
阪
大
学
の
計
４
大

学
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
入
局
者
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
責
任
も
重
大
で
す
。
素
晴
ら
し
い
整
形

外
科
医
に
育
て
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
と
関
連
病
院
の
先
生
方
が
一

体
と
な
っ
て
教
育
に
当
た
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
、
関
連

病
院
の
先
生
方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
出
向
中
の
教
室
員
に
対
し

て
厳
し
く
ご
指
導
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。    

　
教
室
員
の
皆
さ
ん
！！
　
い
よ
い
よ
教
室
作
り
構
想
の
後
期
６
年

と
な
り
ま
し
た
。
前
号
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
教
室
の
大
目
標
は

教
育
・
研
究
・
臨
床
・
業
績
・
教
室
員
数
・
獲
得
研
究
費
等
、
全

て
に
お
い
て
全
国
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
世
界
で
５
本
の
指
に
入
る
慶

大
整
形
外
科
学
教
室
の
構
築
に
あ
り
ま
す
。
最
終
コ
ー
ナ
ー
を

回
っ
て
直
線
に
入
っ
た
教
室
後
期
６
年
を
、
頑
張
っ
て
駆
け
抜
け

ま
し
ょ
う
。

（
３
）
基
礎
・
臨
床
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
況
と
今
後
の
展
望

　
先
ず
基
礎
部
門
で
は
、
日
整
会
基
礎
学
術
集
会
で
の
研
究
成
果

発
表
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
命
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
か
、
平
成
１３
年
以
降
の
演
題
数
は
平
成
１７
年
に
阪
大
に
ト
ッ
プ

の
座
を
譲
っ
た
以
外
全
て
ト
ッ
プ
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
残
念
な
が
ら
千
葉
大
、
阪
大
に
次
い
で
３
位
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
以
前
の
教
室
で
は
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
教

室
の
基
礎
研
究
の
力
、
実
力
は
付
い
て
き
ま
し
た
。
演
題
数
だ
け

で
な
く
、
そ
の
質
も
か
な
り
高
い
と
こ
ろ
に
来
て
お
り
、
ア
メ
リ

カ
整
形
外
科
基
礎
学
会
（
Ｏ
Ｒ
Ｓ
）
に
も
１０
数
題
の
演
題
を
毎
年

出
せ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
医
局
廊
下
の
壁
に
は
論
文
掲
載

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
脊
椎
脊
髄
班
、
上
肢
班
、
下
肢
班
、
腫
瘍
班
、

骨
代
謝
班
毎
に
分
け
て
英
文
論
文
をIm

p
act F

actor

を
付
け
て

掲
示
し
て
お
り
ま
す
。
教
室
員
は
整
形
外
科
に
関
連
し
た
、
ま
た

基
礎
の
教
室
が
良
く
投
稿
す
る
国
際
医
学
誌
のIm

p
act F

actor

は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
実
績
を
以
下
に
記
し

ま
す
。
ま
ず
平
成
２０
年
に
教
室
が
関
係
し
た
英
文
原
著
論
文
数
は
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７６
編
、
合
計
のIm

p
act F

actor

は
何
と
２
１
０
・
２
８
５
点
（
脊

椎
班
６
７
・
６
７
９
点
、
腫
瘍
班
３
１
・
９
９
７
点
、
骨
代
謝
班

３
６
・
７
９
９
点
、
上
肢
班
３
１
・
６
５
５
点
、
下
肢
班
４
２
・
１
５
５

点
）
で
し
た
。
こ
こ
数
年
順
調
に
延
び
て
き
た
英
文
業
績
は
昨
年
、

平
成
２１
年
は
残
念
な
が
ら
下
が
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
英
文
原

著
論
文
数
は
６５
編
、
合
計
のIm

p
act F

actor

も
１
７
１
・
０
０
０

点
（
脊
椎
班
６
８
・
２
８
４
点
、
腫
瘍
班
１
８
・
１
２
５
点
、
骨
代
謝

班
６
２
・
３
７
８
点
、
上
肢
班
１
４
・
２
６
４
点
、
下
肢
班
７
・
９
４
９

点
）
で
あ
り
ま
す
。
３
年
続
け
て
き
たIm

p
act F

actor

２
０
０

点
の
大
台
が
途
切
れ
ま
し
た
が
、
日
本
の
ビ
ッ
ク
な
基
礎
研
究
室

に
も
決
し
て
負
け
な
い
業
績
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
雑
誌
も
、

こ
の
２
年
間
はN

atu
re

系
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、C

ell

系

のC
ell S

tem
 C

ell

やJou
rn

al of E
x
p
erim

en
tal 

M
ed

icin
e

、A
m

erican Jou
rn

al of H
u
m

an G
en

etics

等
、

ど
れ
も
超
一
流
の
国
際
医
学
雑
誌
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
平

成
２２
年
は
８
月
末
現
在
で
既
に
６０
編
の
英
文
論
文
（
総Im

p
act 

F
actor

２
４
０
点
）
が
教
室
掲
示
板
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
調
子
で
行
く
と
、
今
年
の
目
標
と
し
て
き
た
英
文
総
数
８０
編
に

到
達
し
そ
う
な
勢
い
で
す
。
実
は
、
私
と
し
て
は
教
室
の
年
間
英

文
論
文
数
１
０
０
編
、Im

p
act F

actor

２
５
０
点
を
最
終
目
標

と
し
て
教
室
作
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
教
室
の
力
か
ら

し
て
、
全
く
不
可
能
な
数
字
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
り
今
年
度
、

少
な
く
と
も
在
職
中
に
は
到
達
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
教
室
員
の
皆
さ
ん
、頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
大
目
標
達
成
の
曉
に
は
、
皆
さ
ん
と
共
に
美
味
し

い
お
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。
大
学
の
使
命
は
、
や
は
り
業
績
で
す
。

ど
れ
だ
け
世
界
に
向
け
発
信
で
き
る
基
礎
・
臨
床
業
績
を
一
流
の

国
際
誌
に
出
せ
る
か
が
全
て
で
す
。
政
治
は
個
人
で
あ
り
、
そ
の

一
代
で
終
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
、ど
ん
な
に
政
治
的
に
優
れ
た
リ
ー

ダ
ー
で
あ
っ
て
も
、
教
室
に
業
績
を
残
せ
な
け
れ
ば
継
続
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
代
限
り
で
す
。
組
織
と
し
て
、
教
室
と
し
て
次
代
に

繋
げ
る
基
礎
研
究
、
臨
床
研
究
を
発
展
さ
せ
、
財
産
と
し
て
残
し

て
い
く
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
の
使
命
と
考
え
て
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
教
室
の
現
在
の
研
究
体
制
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て

お
き
ま
す
。
ま
ず
、
臨
床
研
究
棟
の
２
階
に
あ
る
整
形
外
科
学
教

室
の
研
究
室
は
主
に
骨
・
軟
骨
代
謝
と
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
が
使
用
し

て
い
ま
す
。
動
物
室
も
併
設
し
て
お
り
、
小
動
物
の
実
験
か
ら
病

理
や
生
化
学
、
分
子
生
物
学
、
そ
し
て
細
胞
培
養
ま
で
の
実
験
が

可
能
で
す
。
こ
の
研
究
室
の
責
任
者
は
千
葉
一
裕
准
教
授
が
担
当

し
、
副
責
任
者
を
宮
本
健
史
特
別
研
究
准
教
授
（
７３
回
特
）
と
森

岡
秀
夫
講
師
（
６７
回
特
）
が
務
め
て
い
ま
す
。
事
実
上
、
現
場
で

は
宮
本
准
教
授
が
全
て
を
取
り
仕
切
っ
て
お
り
ま
す
。
研
究
室
で

は
整
形
外
科
の
大
学
院
生
３
名
と
他
教
室
か
ら
の
大
学
院
生
１

名
、
さ
ら
に
中
国
か
ら
の
研
究
生
（
修
士
課
程
）
と
研
究
助
手
数
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名
が
在
籍
し
、
毎
日
遅
く
ま
で
主
に
骨
代
謝
の
研
究
を
中
心
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
特
に
宮
本
准
教
授
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
本

人
も
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
日
本
整
形
外
科
学
会
奨
励
賞
受
賞
に

引
き
続
き
、
そ
の
後
の
２
年
間
で
軟
骨
代
謝
学
会
や
骨
代
謝
学
会

の
学
会
賞
や
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
慶
應
三
四
会
北
里

賞
も
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。
慶
應
医
学
の
若
手
・
中
堅
基
礎
医
学

研
究
者
の
中
で
期
待
さ
れ
て
い
る
一
人
で
あ
り
ま
す
。
更
な
る
上

を
目
指
し
て
努
力
下
さ
い
。
こ
の
研
究
室
か
ら
はJ 

E
x
p
erim

en
tal M

ed
icin

e
な
ど
の
超
一
流
国
際
誌
に
学
位
論
文

が
掲
載
さ
れ
、
大
学
院
を
中
心
に
既
に
数
名
が
学
位
を
取
得
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
も
骨
代
謝
、
特
に
破
骨
細
胞
の
発
生
・
分
化
、

機
能
解
析
を
中
心
に
世
界
的
レ
ベ
ル
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
国
内

外
で
注
目
さ
れ
る
研
究
室
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
益
々
楽
し

み
な
研
究
室
で
あ
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
臨
床
研
究
棟
研
究
室
以
外
に
、
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
内

に
整
形
外
科
と
し
て
学
内
基
礎
医
学
教
室
と
の
共
同
利
用
を
含
め

３
室
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
企
業
や
基
礎
の

教
室
と
の
共
同
研
究
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
５
階
の
５
Ｓ
（
約
９０
㎡
）
に
は
脊
髄
損
傷
再
生
に
関
す
る

基
礎
研
究
が
生
理
学
教
室
（
岡
野
教
授
）
と
の
共
同
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
中
村
雅
也
講
師
が
研
究
室
主
任
と
し
て
中
心
的
に

チ
ー
ム
を
リ
ー
ド
し
て
く
れ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
は
大
学
院
生
が

現
在
８
名
、
そ
し
て
研
究
助
手
数
名
と
共
に
深
夜
ま
で
研
究
を
続

け
て
お
り
ま
す
。
東
京
大
学
出
身
の
脳
神
経
外
科
大
学
院
生
や
フ

ラ
ン
ス
か
ら
の
留
学
生
も
在
籍
し
て
お
り
、
世
界
的
に
も
注
目
さ

れ
て
い
る
ラ
ボ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
脊
髄
再
生
と
い
う
�
夢
の
実

現
�
に
向
か
っ
て
総
力
を
挙
げ
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
研
究
室
か
ら
は
、
こ
の
２
年
間
で
質
の
高
い
素
晴
ら
し
い
国

際
医
学
雑
誌
へ
の
発
表
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
ご
く
最
近
で
は
昨

年
大
学
院
を
卒
業
し
た
辻

　
収
彦
君
（
８２
回
）
の
学
位
論
文
が
ｉ

Ｐ
Ｓ
の
生
み
の
親
の
山
中
京
都
大
学
教
授
と
の
共
同
研
究
で
、
こ

の
ｉ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た
脊
髄
再
生
研
究
を
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｓ
）に
載
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
の
研
究
室
は
、

世
界
中
が
脊
髄
再
生
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
い
る
中
、
世
界
が

注
目
し
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走
っ
て
い
る
研
究
室

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
脊
髄
再
生
研
究
に
対

し
て
平
成
１９
年
度
か
ら
５
年
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
が
採
択
さ

れ
て
お
り
、
他
に
も
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
拠
点
」
や
「
中
枢
神
経

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

：

脊
髄
損
傷
再
生
を
中
心
に
」
の
テ
ー
マ
で

ス
ー
パ
ー
特
区
に
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
慶
應
医
学
の
創
始
者

で
あ
る
北
里
柴
三
郎
先
生
が
掲
げ
た
〝
基
礎
と
臨
床
が
同
じ
屋
根

の
下
で
一
家
族
の
如
く
…
…
〟
の
基
礎
・
臨
床
一
体
型
研
究
を
正

し
く
実
行
し
て
い
る
研
究
班
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
岡
野
教
授
と

の
共
同
研
究
は
彼
が
大
阪
大
学
に
在
籍
中
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
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り
、
既
に
１０
年
近
く
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
研
究
成

果
を
臨
床
応
用
に
向
け
る
時
期
で
あ
り
、
特
に
患
者
さ
ん
か
ら
の

要
望
、
期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
前
回
の
「
ふ
る
さ
と
」

で
も
書
き
ま
し
た
が
、
間
違
い
な
く
こ
こ
１
〜
２
年
が
本
当
の
意

味
で
勝
負
の
年
と
思
い
ま
す
。
是
非
と
も
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。

期
待
し
て
い
る
分
野
で
す
。

  

次
に
、
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
６
階
の
６
Ｎ
（
約
９０
㎡
）
に
設
け
て

い
る
運
動
器
生
体
工
学
・
歩
行
解
析
研
究
室
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

の
研
究
室
は
今
年
の
１０
月
か
ら
名
倉
武
雄
特
別
研
究
講
師
（
７１
回
）

が
准
教
授
に
昇
進
し
、
責
任
者
と
し
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
久

光
製
薬
Ｋ
・
Ｋ
の
ご
厚
意
に
よ
り
立
ち
上
が
っ
た
運
動
器
生
体
工

学
講
座
を
こ
こ
に
置
き
ま
し
た
。
そ
し
て
８
月
よ
り
２
年
間
の
米

国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
慶
大
理
工
学

部
出
身
の
桐
山
善
守
君
（
８４
回
特
）
が
、
こ
の
研
究
室
の
ス
タ
ッ

フ
に
特
別
研
究
講
師
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
室
か
ら

fresh cad
av

er

を
用
い
た
運
動
器
生
体
工
学
研
究
や
臨
床
例
を

用
い
た
歩
行
解
析
な
ど
の
研
究
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
Ｏ
Ｒ
Ｓ
を

含
め
た
国
際
学
会
に
多
く
の
演
題
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
九
大
や
新
潟
大
、
阪
大
な
ど
に
負
け
な
い
慶
應
独
自
の
世
界

的
レ
ベ
ル
の
研
究
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
で
も
、
名
倉
准
教
授
ら
の
努
力
に
よ
り
毎
年
数
名
の
医
学
部

学
生
の
自
主
研
究
を
指
導
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
海
外
の
学
会

で
発
表
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
上
肢
班
、

下
肢
班
を
中
心
に
１０
名
以
上
の
教
室
員
が
生
体
力
学
的
研
究
を
継

続
し
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
、
発
展
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
そ
し
て
最
後
が
、
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
９
階
の
９
Ｓ
（
約
９０
㎡
）

に
あ
る
骨
・
軟
骨
代
謝
研
究
室
で
す
。
こ
こ
は
中
外
製
薬
と
の
共

同
研
究
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
堀
内
圭
輔
特
別
研
究
講
師
（
７３

回
）
が
チ
ー
フ
と
な
り
精
力
的
に
最
先
端
の
骨
・
軟
骨
代
謝
研
究

を
進
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
開
設
か
ら
６
年
半
が
経
ち
ま
し
た
が
、

前
任
の
高
石
官
成
助
教
（
６９
回
）
の
指
導
に
よ
る
骨
代
謝
研
究
も

大
学
院
を
中
心
に
素
晴
ら
し
い
成
果
が
出
さ
れ
、
大
学
院
生
を
中

心
に
数
名
が
学
位
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
を
引
き
継
い
だ

堀
内
講
師
も
、
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
機
能
解
析
を
中
心
に
精

力
的
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
結
果
も
出
始
め
、 Im

m
u
n
olog

y

な
ど
の
超
一
流
国
際
誌
に
論
文
が
数
編
掲
載
さ
れ
、
学
位
取
得
者

も
出
始
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
基
礎
部
門
を
支
え
て
い
る
大
学
院
生
は
、
現
在
１５

名
〈
小
林
英
介
君
（
８０
回
）

：

骨
軟
部
悪
性
腫
瘍
の
分
子
生
物
学

的
・
遺
伝
子
学
的
解
析
─
現
在
ア
メ
リ
カ
留
学
中
、
高
橋
勇
一
朗

君
（
８０
回
特
）

：

脊
髄
再
生
、
内
川
伸
一
君
（
８０
回
）

：

骨
代
謝
、

海
苔
聡
君
（
８２
回
）

：

脊
髄
再
生
、
安
田
明
正
君
（
８２
回
）

：

脊
髄
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再
生
、
宮
本
裕
也
君
（
８２
回
特
）

：

骨
代
謝
、
許
斐
恒
彦
君
（
８２

回
特
）

：N
eu

roim
ag

in
g

、
小
林
喜
臣
君
（
８３
回
）

：

脊
髄
再
生
、

鬼
塚
奈
緒
子
君
（
８３
回
）

：

骨
軟
骨
発
生
分
化
・
遺
伝
子
解
析
、

金
川
裕
矢
君
（
８３
回
特
）：

骨
軟
骨
代
謝
、高
野
盛
登
君
（
８４
回
）：

脊
髄
再
生
、
森

　
智
章
君
（
８４
回
）

：

骨
代
謝
・
骨
免
疫
、
大
木

聡
君
（
８４
回
）

：

運
動
器
生
体
工
学
、
西
村
空
也
君
（
８４
回
）

：

脊

髄
再
生
、
岩
井
宏
樹
君
（
８４
回
特
）

：

脊
髄
再
生
〉
お
り
、
慶
應

基
礎
医
学
教
室
や
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
等
で
厳
し
い
教
育
を

受
け
、
研
究
生
活
に
明
け
暮
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
１５
名
の
大

学
院
生
に
対
し
て
は
、
直
接
指
導
し
て
く
れ
て
い
る
中
村
雅
也
専

任
講
師
、
堀
内
圭
輔
特
別
研
究
講
師
、
宮
本
健
史
特
別
研
究
准
教

授
、
名
倉
武
雄
特
別
研
究
准
教
授
、
二
木
康
夫
学
部
内
講
師
（
７２

回
）
ら
も
参
加
し
て
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
の
２
年
間
で
９
名
の
大
学
院
生
〈
藤
吉
兼
浩
君
（
８０

回
特
）

：N
eu

roim
ag

in
g

、
北
村
和
也
君
（
８１
回
）

：

脊
髄
再
生
、

名
越
慈
人
君
（
８１
回
）

：
脊
髄
再
生
、
辻

　
収
彦
君
（
８２
回
）

：

脊

髄
再
生
、
日
方
智
宏
君
（
７９
回
）
骨
軟
骨
分
化
・
再
生
、
高
木
岳

彦
君
（
７９
回
）

：
末
梢
神
経
再
生
とN

eu
roim

ag
in

g

、
箱
崎
彰
裕

君
（
７９
回
）

：

骨
軟
骨
代
謝
、
菊
田
一
貴
君
（
８１
回
）

：

骨
軟
部
悪

性
腫
瘍
の
分
子
生
物
学
的
・
遺
伝
子
学
的
解
析
、
古
川

　
満
君

（
８２
回
）

：

骨
代
謝
〉
が
卒
業
し
ま
し
た
。
９
名
と
も
素
晴
ら
し
い

研
究
成
果
を
発
表
し
、
既
に
一
流
英
文
雑
誌
に
投
稿
し
て
学
位
を

取
得
、
な
い
し
近
々
取
得
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
困

難
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

心
か
ら
「
お
め
で
と
う
」
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。
臨
床
に
戻
る
と
、

ま
た
大
変
な
こ
と
ば
か
り
と
思
い
ま
す
が
、
更
な
る
活
躍
に
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
来
年
３
月
末
に
は
現
在
在
籍
中
の
３
名

が
卒
業
と
な
り
ま
す
が
、
新
た
に
次
年
度
も
数
名
の
大
学
院
入
学

希
望
者
が
い
る
よ
う
で
す
。
教
室
の
基
礎
研
究
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
大
学
院
生
に
は
、
整
形
外
科
基
礎
研
究
の
幅
広
い
知
識
の
習

得
と
国
際
性
を
身
に
付
け
、
願
わ
く
ば
次
代
整
形
外
科
の
中
心
と

な
っ
て
活
躍
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

  

大
学
院
生
以
外
に
、
２
年
間
の
学
位
な
い
し
臨
床
研
究
を
目
的

と
し
た
国
内
留
学
制
度
を
設
け
て
お
り
、
現
在
は
以
下
の
２
名
が

他
施
設
で
基
礎
・
臨
床
研
究
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
菊
田
一

貴
君
（
８１
回
）
が
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
で
学
位
研
究
を
終
え

た
後
も
臨
床
研
究
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
高
橋
洋
平
君

（
８３
回
）
が
理
化
学
研
究
所
ゲ
ノ
ム
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
同

セ
ン
タ
ー
の
池
川
教
授
と
教
室
の
松
本
准
教
授
の
指
導
の
下
に
特

発
性
側
彎
症
遺
伝
子
解
析
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し

い
成
果
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
既
に
２
年
間
の
研
究
生

活
を
終
え
て
大
久
保
匡
君
（
８２
回
）
が
慶
應
医
学
部
病
理
学
教
室

（
軟
骨
代
謝
研
究
）
か
ら
、
三
宅

　
敦
君
（
８１
回
）
が
理
化
学
研
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究
所
ゲ
ノ
ム
医
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
遺
伝

子
解
析
）
か
ら
帰
室
し
て
お
り
ま
す
。
両
人
と
も
素
晴
ら
し
い
研

究
成
果
を
持
ち
帰
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
研
究
機
関

で
学
ん
だ
基
礎
技
術
を
後
輩
の
指
導
の
た
め
に
還
元
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
学
位
研
究
は
基
本
的
に
ネ
ー
ベ
ン
テ
ー
マ
が
終
了
し
、
語
学
試

験
に
合
格
し
て
い
れ
ば
、
希
望
者
に
は
研
究
テ
ー
マ
を
授
与
し
て

い
ま
す
。
以
前
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
テ
ー
マ
授
与
で
し
た
が
、

最
近
で
は
中
村
雅
也
講
師
が
委
員
長
と
な
っ
て
い
る
教
室
研
究
科

委
員
会
で
学
位
テ
ー
マ
を
十
分
検
討
頂
き
、
適
当
と
思
わ
れ
る

テ
ー
マ
の
み
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
テ
ー
マ
も
、
各
研
究

班
で
進
め
て
い
る
テ
ー
マ
が
主
で
、
脊
髄
再
生
や
骨
・
軟
骨
代
謝
、

遺
伝
子
解
析
、
バ
イ
オ
メ
カ
／
歩
行
解
析
、
骨
腫
瘍
基
礎
科
学
な

ど
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
学
年
と
も
１０
名
弱
に
テ
ー
マ
が

授
与
さ
れ
、
脊
椎
班
・
腫
瘍
班
・
下
肢
班
・
上
肢
班
に
分
け
て
必

ず
年
１
回
の
学
位
研
究
進
捗
状
況
報
告
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
研
究
者
に
は
厳
し
い
注
文
や
指
摘
が
な
さ
れ
、
場
合
に
よ
り

テ
ー
マ
変
更
も
行
わ
れ
ま
す
。
学
位
論
文
と
し
て
執
筆
許
可
が
出

さ
れ
た
段
階
で
、
こ
の
進
捗
状
況
報
告
会
は
卒
業
と
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
項
の
最
後
に
こ
の
２
年
間
の
学
位
取
得
者
と
学
位
論

文
を
記
載
し
ま
し
た
が
、
年
々
、
教
室
員
の
学
位
取
得
者
は
確
実

に
増
え
て
お
り
、
今
年
度
も
ほ
ぼ
毎
月
１
名
程
度
の
学
位
審
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
位
取
得
者
に
は
毎
週
水
曜
日
の

朝
に
行
っ
て
い
る
モ
ー
ニ
ン
グ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
学
位
研
究
内

容
を
３
０
分
程
度
、
全
教
室
員
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
学
位
取
得
ま
で
の
長
か
っ
た

道
の
り
、
苦
労
話
、
研
究
生
活
の
面
白
さ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
！！

　
ま
た
、
教
室
の
基
礎
研
究
評
価
と
し
て
、
医
学
部
三
四
会
賞
も

平
成
１１
年
以
来
、
１１
年
連
続
し
て
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
２

年
で
は
、
平
成
２０
年
度
が
名
越
慈
人
君
、
そ
し
て
昨
年
度
は
日
方

智
宏
君
が
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
辻

　
収
彦
君
が
国
際

誌
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｓ
に
投
稿
し
た
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
損
傷
脊
髄
再

生
に
関
す
る
基
礎
研
究
」
で
本
賞
の
受
賞
が
内
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
で
１２
年
連
続
受
賞
で
あ
り
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
こ
の
勢
い

を
今
後
も
是
非
継
続
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
但
し
、
最
先
端
基
礎
研
究
を
推
進
す
る
に
は
十
分
な
研
究
資
金

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
大
学
院
生
を
含
め
、
よ
う
や

く
教
室
員
の
多
く
が
競
争
的
外
部
資
金
を
獲
得
で
き
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
因
み
に
、
文
部
科
学
省
関
連
研
究
費
（
科
研
費
）
は

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
や
（
Ｃ
）、
若
手
研
究
（
Ａ
）、（
Ｂ
）
な
ど
全

部
で
２３
名
が
獲
得
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
こ
の
管
轄
で
大
型
の

研
究
費
を
中
村
雅
也
講
師
が
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
「C

R
E

S
T

」
を
、
宮
本
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健
史
准
教
授
が
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
「
さ
き
が
け
」
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

厚
生
科
学
関
連
研
究
費
も
私
が
長
寿
科
学
総
合
研
究
事
業
の
「
腰

痛
の
診
断
と
治
療
法
に
関
す
る
研
究
…
痛
み
と
し
び
れ
の
可
視
化

技
術
の
確
立
並
び
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
た
脊
髄
投
射
路
及
び
末
梢
神

経
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
法
の
確
立
」
や
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
の

「
脊
柱
靭
帯
骨
化
症
に
関
す
る
調
査
研
究
」、
障
害
者
対
策
総
合
研

究
事
業
の
「
筋
骨
格
系
の
慢
性
疼
痛
に
係
わ
る
調
査
研
究
」
の
３

つ
の
研
究
班
の
研
究
代
表
者
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
他
に
も
数
名

が
他
の
研
究
班
の
分
担
研
究
者
と
し
て
研
究
費
を
獲
得
し
て
お
り

ま
す
。
更
に
、
企
業
主
導
の
競
争
的
研
究
事
業
に
も
多
く
の
教
室

員
が
申
請
し
、
数
名
が
獲
得
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
更

に
大
型
の
研
究
費
獲
得
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
慶
應
医
学
を
基
礎
医
学
と
共
に
支
え
る
臨
床
医
学
に
関

し
て
、
教
室
こ
の
２
年
の
活
動
状
況
を
述
べ
ま
す
。
従
来
か
ら
の

４
つ
の
臨
床
班
は
そ
の
ま
ま
継
続
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
各

臨
床
班
チ
ー
フ
と
ス
タ
ッ
フ
数
は
、
上
肢
班
が
池
上
博
泰
講
師
で

ス
タ
ッ
フ
４
名
、
下
肢
班
は
柳
本 

繁
講
師
（
５９
回
）
の
後
任
で

須
田
康
文
講
師
以
下
６
名
、
脊
椎
班
が
千
葉
一
裕
准
教
授
の
後
任

で
松
本
守
雄
准
教
授
以
下
で
６
名
、
腫
瘍
班
が
矢
部
啓
夫
講
師

（
５３
回
）
の
後
任
で
森
岡
秀
夫
講
師
以
下
２
名
で
す
。
整
形
外
科

の
固
有
ベ
ッ
ド
数
は
６
８
床
で
す
が
、
常
に
８０
〜
９０
床
近
く
の
入

院
患
者
が
あ
り
、
全
身
麻
酔
に
よ
る
手
術
も
毎
週
２０
件
以
上
こ
な

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
２１
年
５
月
時
点
で
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ

評
価
分
科
会
の
資
料
に
よ
る
東
京
２３
区
内
の
特
定
機
能
病
院
（
主

に
大
学
病
院
やN

ation
al C

en
ter

な
ど
）
入
院
治
療
数
・
手
術

数
の
比
較
で
は
、
整
形
外
科
手
術
有
り
・
腫
瘍
・
脊
椎
・
肩
／
上

肢
の
分
野
で
第
１
位
、
股
関
節
分
野
で
第
３
位
、
膝
／
下
肢
分
野

で
第
４
位
、
そ
し
て
リ
ウ
マ
チ
分
野
で
第
５
位
と
、
多
く
の
整
形

外
科
分
野
で
入
院
数
・
手
術
数
が
都
内
の
他
大
学
を
圧
倒
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
テ
レ
ビ
を
含
め
て
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
す
る
ス

タ
ッ
フ
も
多
く
、
全
国
か
ら
紹
介
患
者
さ
ん
が
殺
到
し
、
入
院
・

手
術
の
予
定
を
組
む
こ
と
に
極
め
て
難
渋
し
て
い
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
慶
應
を
頼
っ
て
、
慶
應
で
治
療
を
受
け
た
い
と
全
国

か
ら
患
者
さ
ん
が
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
は
、
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、

有
り
難
い
こ
と
で
す
が
、
関
連
病
院
や
同
門
の
先
生
方
か
ら
の
紹

介
患
者
さ
ん
を
ス
ム
ー
ズ
に
入
院
治
療
が
行
え
ず
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
る
点
に
関
し
て
は
、
改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
ト
ッ
プ
の
症
例
数
を
誇
る
慶
應
で
も
、

基
礎
研
究
に
比
べ
て
真
の
臨
床
研
究
は
成
さ
れ
て
ま
せ
ん
。
前
号

で
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
触
れ
ま
し
た
が
、
慶
應
も
含
め
て
日
本

医
学
界
全
体
の
弱
点
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
素
晴
ら
し
い
前
向
き
研

究
が
な
か
な
か
起
動
し
ま
せ
ん
。
慶
應
か
ら
、
海
外
の
超
一
流
医

学
雑
誌
に
掲
載
で
き
る
臨
床
研
究
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
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ん
。
臨
床
研
究
で
一
流
国
際
医
学
雑
誌
に
載
せ
る
た
め
に
は
関
連

病
院
を
含
め
た
大
規
模
な
前
向
き
研
究
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
後

期
６
年
で
、
何
と
か
関
連
病
院
と
一
体
と
な
っ
た
前
向
き
臨
床
研

究
体
制
の
構
築
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に

は
是
非
と
も
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
教
室
で
は
私
が
担
当
し
た
平
成
１０
年
よ
り
多
く
の
研
究
会
が
立

ち
上
が
り
、
今
で
も
最
先
端
の
知
識
を
習
得
す
る
た
め
に
研
究
会

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
ご
紹
介
致
し
ま
す
が
、
興
味
あ
る

方
は
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
参
加
下
さ
い
。

1)
軟
骨
代
謝
研
究
会
…
…
慶
大
病
理
学
岡
田
教
授
（
軟
骨
代
謝
、

特
に
Ｍ
Ｍ
Ｐ
を
含
め
た
関
節
破
壊
機
序
に
関
す
る
第
一
人
者
）
の

参
加
を
頂
き
平
成
１０
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
年
４
回
開
催
し

（
平
成
２２
年
１
月
、
４
月
、
７
月
、
１１
月
）、
平
成
２２
年
７
月
の
研

究
会
で
６１
回
目
を
迎
え
て
い
る
。
原
則
的
に
第
２
火
曜
日
７

：

０
０
ｐ
ｍ
開
始
、
幹
事
＝
千
葉
准
教
授
、
担
当
＝
榎
本
学
部
内
講

師
（
７０
回
）、
二
木
学
部
内
講
師
。

2)
骨
発
生
・
再
生
研
究
会
…
…
慶
大
発
生
分
化
生
物
学
須
田
教
授

（
幹
細
胞
生
物
学
の
第
一
人
者
）、
東
京
理
科
大
生
命
科
学
穂
積
教

授
、
埼
玉
医
大
血
液
内
科
木
崎
教
授
、
慶
大
医
科
学
開
放
型
研
究

セ
ン
タ
ー
松
尾
教
授
、
東
京
医
科
歯
科
大
口
腔
病
理
学
山
口
教
授

と
当
整
形
外
科
宮
本
准
教
授
、
戸
山
ら
が
世
話
人
と
し
て
平
成
１５

年
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
年
１
回
開
催
し
、
今
年
度
は
第
１３
回

目
で
平
成
２２
年
１１
月
１３
日
（
土
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
担
当

＝
宮
本
准
教
授
。

3)
整
形
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
研
究
会
…
…
慶
大
理
工
学
部
山
崎
教

授
（
生
体
工
学
の
第
一
人
者
）
の
参
加
を
頂
き
平
成
１
０
年
よ
り

ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
年
６
回
、
奇
数
月
の
第
２
な
い
し
第
３
火
曜

日
７

：

０
０
ｐ
ｍ
開
始
。

今
回
の
平
成
２２
年
７
月
開
催
で
６５
回
を
数
え
る
。
担
当
＝
名
倉
准

教
授
。

4)
先
進
リ
ウ
マ
チ
医
学
研
究
会
…
…
現
京
都
大
学
内
科
三
森
教
授

が
慶
大
内
科
に
在
籍
中
に
代
表
世
話
人
と
し
て
整
形
外
科
と
立
ち

上
げ
た
研
究
会
で
、
平
成
１０
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
原
則
年
２
回
開

催
さ
れ
、
今
回
の
平
成
２２
年
６
月
開
催
で
２５
回
目
を
迎
え
る
。
代

表
世
話
人
は
一
時
松
本
秀
男
教
授
に
移
り
、
現
在
の
代
表
世
話
人

は
慶
大
内
科
桑
名
准
教
授
が
務
め
て
い
る
。
担
当
＝
二
木
講
師
。

5)
脊
髄
・
末
梢
神
経
研
究
会
…
…
脊
髄
損
傷
・
再
生
研
究
を
中
心

に
岡
野
教
授
、
中
村
雅
也
講
師
と
私
で
立
ち
上
げ
た
研
究
会
で
、

平
成
１１
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
原
則
年
２
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
は
年
１
回
と
し
て
ま
す
。
昨
年
の
５
月
に
第
１６
回
本
研
究
会

を
海
外
か
ら
演
者
を
お
招
き
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
担
当
＝
中

村
講
師
。

6)
小
児
整
形
外
科
研
究
会
・
・
・
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、

こ
ど
も
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
、
都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
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慶
大
整
形
外
科
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
小
児
整
形
外
科
を

勉
強
す
る
研
究
会
で
、
平
成
１７
月
９
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
代
表
幹

事
は
高
山
真
一
郎
君
（
５７
回
）。
原
則
年
２
回
開
催
さ
れ
、
今
回

の
平
成
２２
年
４
月
開
催
で
１２
回
目
を
迎
え
る
。
担
当
＝
藤
田
助
教

（
７４
回
）。

7)
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｏ
整
形
外
科
手
術
手
技
フ
ォ
ー
ラ
ム
…
…
同
門
の
先
輩

方
が
築
い
て
く
れ
た
臨
床
の
慶
應
、
手
術
の
慶
應
の
力
を
後
輩
達

に
是
非
と
も
伝
え
た
い
と
言
う
想
い
で
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
あ
く
ま
で
講
演
で
は
手
術
手
技
、
そ
れ

も
動
画
を
使
っ
て
同
門
の
先
生
方
が
自
ら
学
ん
で
き
た
、
自
ら
が

切
り
開
い
て
き
た
手
技
の
極
意
を
お
教
え
頂
こ
う
と
い
う
主
旨
で

平
成
１６
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
原
則
年
１
回
、
７
月
～
８
月
の
土
曜

日
に
六
本
木
ヒ
ル
ズ
内
ア
カ
デ
ミ
ー
ヒ
ル
ズ
で
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
平
成
２２
年
７
月
開
催
で
７
回
目
を
迎
え
る
。
担
当
＝

松
本
准
教
授
。

　
こ
れ
ら
以
外
で
も
、
各
基
礎
研
究
班
や
臨
床
班
が
週
１
回
～
月

１
回
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
関
連
病
院
の
先
生

方
で
興
味
あ
る
方
、
な
い
し
珍
し
い
症
例
や
困
っ
た
症
例
な
ど
を

お
持
ち
の
先
生
方
は
ど
ん
ど
ん
こ
れ
ら
の
勉
強
会
で
御
相
談
下
さ

い
。

　
さ
て
、
私
は
後
期
６
年
に
関
し
て
も
、
今
ま
で
と
同
様
に
〝
最

先
端
基
礎
研
究
〟
と
〝
臨
床
の
慶
應
〟
と
の
共
存
す
る
教
室
を
目

指
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
、
こ
の
２
年
間
（
平
成
２０
年
１０
月
以
降
）

に
学
会
や
研
究
会
、
財
団
、
大
学
等
で
賞
を
受
け
た
教
室
員
を
紹

介
し
て
お
き
ま
す
（
全
て
を
記
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
こ
と
を
お
断

り
し
て
お
き
ま
す
。
ま
た
頭
に
付
け
た
印
は
基
礎
と
臨
床
研
究
を

分
け
た
も
の
で
す
。
基
礎
研
究
＝
★
、
臨
床
研
究
＝
☆
）。
こ
の

２
年
間
で
、
教
室
員
１７
名
が
国
内
外
２３
の
学
会
等
で
賞
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
受
賞
し
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
賞
が
貰
え
る
よ

う
努
力
下
さ
い
。
特
に
１
人
で
２
回
以
上
受
賞
し
た
辻
君
、
名
越

君
、
田
島
君
、
宮
本
君
達
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

自
信
を
持
っ
て
、
更
に
前
に
進
ん
で
下
さ
い
。
大
い
に
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

★
辻

　
収
彦
君
（
８２
回
）

：

第
２３
回
日
本
整
形
外
科
学
会
基
礎

　

学
術
集
会
─
最
優
秀
演
題
賞
〈
平
成
２０
年
１０
月
〉                                                     

☆
松
本
守
雄
君
（
６５
回
）

：36th C
erv

ical S
p
in

e R
esearch 

　Society

（U
SA

）
─3rd P

lace C
linical  R

esearch A
w

ard 

　〈
平
成
２０
年
１２
月
〉

★
名
越
慈
人
君
（
８１
回
）

：36th C
erv

ical S
p
in

e R
esearch 

　S
ociety

（U
S
A

）─3rd P
lace B

asic S
cien

ce R
esearch 

　A
w

ard
〈
平
成
２０
年
１２
月
〉                        

★
名
越
慈
人
君
（
８１
回
）

：

第
５
回
宮
崎
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ

　
─
最
優
秀
賞
〈
平
成
２１
年
２
月
〉 



− 25 −

★
辻

　
収
彦
君
（
８２
回
）

：

第
５
回
宮
崎
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ

　
─
優
秀
賞
〈
平
成
２１
年
２
月
〉 

★
森
田
晃
造
君
（
７４
回
）、
宮
本
健
史
君
（
７３
回
特
）

：

第
１４
回
日

　
本
軟
骨
代
謝
学
会
─
学
会
賞

　〈
平
成
２１
年
３
月
〉      

☆
三
尾

　
太
君
（
７７
回
特
）

：

第
１４
回
日
本
軟
骨
代
謝
学
会
─
学

　
会
賞
〈
平
成
２１
年
３
月
〉

☆
田
島
康
介
君
（
８０
回
）

：

平
成
２０
年
度
整
形
・
災
害
外
科
─
優

　
秀
論
文
賞
〈
平
成
２１
年
４
月
〉 

☆
田
島
康
介
君
（
８０
回
）

：

第
６０
回
日
本
東
洋
医
学
学
術
総
会
─

　
ポ
ス
タ
ー
優
秀
賞
〈
平
成
２１
年
６
月
〉

☆
中
山
ロ
バ
ー
ト
君
（
８０
回
）

：42nd A
nnual M

usculoskeletal 

　T
um

or M
eeting of the Japanese O

rthopaedic A
ssociation

　
─E

xcellent Paper A
w

ard 

〈
平
成
２１
年
７
月
〉                  

★
加
藤
雅
敬
君
（
８０
回
特
）

：
第
２７
回
日
本
骨
代
謝
学
会
─
優
秀

　
ポ
ス
タ
ー
演
題
賞
〈
平
成
２１
年
７
月
〉 

★
宮
本
健
史
君
（
７３
回
特
）

：

第
２７
回
日
本
骨
代
謝
学
会
─
研
究

　
奨
励
賞
〈
平
成
２１
年
７
月
〉         

★
藤
巻
亮
二
君
（
７７
回
）

：

平
成
２１
年
度
日
本
骨
代
謝
学
会
─
Ｊ

　
Ｂ
Ｍ
Ｍ
論
文
賞
〈
平
成
２１
年
７
月
〉   

・
奥
山
訓
子
君
（
７３
回
）：

平
成
２０
年
度
慶
大
医
学
部B

est T
eacher 

　A
w

ard

─
第
５
学
年
３
位
、
第
６
学
年
１
位
〈
平
成
２１
年
９
月
〉   

★
藤
吉
兼
浩
君
（
８０
回
特
）

：

第
３７
回
日
本
磁
気
共
鳴
医
学
会
大

　
会
─
学
術
奨
励
賞

　〈
平
成
２１
年
１０
月
〉        

☆
千
葉
一
裕
君
（
６２
回
）

：37th International Society for the 

　Study of the L
um

bar Spine

─B
est P

aper P
resentation

　A
w

ard

〈
平
成
２２
年
４
月
〉                                   

☆
廣
瀬
裕
一
郎
君
（
８０
回
）

：

第
１５
回
日
本
軟
骨
代
謝
学
会
─
学

　
会
賞
〈
平
成
２２
年
４
月
〉

☆
岡
田
英
次
朗
君
（
８０
回
特
）

：

第
２２
回
日
本
脊
椎
脊
髄
病
学
会

　
─
学
会
奨
励
賞
〈
平
成
２２
年
４
月
〉 

☆
石
井

　
賢
君
（
７２
回
）

：1st C
ervical Spine R

esearch 

　Society

（A
sia P

acific Section

）─P
oster A

w
ard 

〈
平
成
２２ 

 
年
４
月
〉

★
名
越
慈
人
君
（
８１
回
）

：

平
成
２１
年
度
日
本
整
形
外
科
学
会
─ 

　
学
会
奨
励
賞
〈
平
成
２２
年
５
月
〉

☆
鈴
木

　
拓
君
（
８３
回
）

：A
sia Pacific League of A

ssociations 

　for R
heum

atology 2010

─T
ravel G

rant

〈
平
成
２２
年
６
月
〉

★
宮
本
健
史
君
（
７３
回
特
）

：

平
成
２２
年
度
北
里
記
念
式
─
三
四

　
会
賞
（
北
里
賞
）〈
平
成
２２
年
７
月
〉 

☆
原
藤
健
吾
君
（
７８
回
）

：

第
５９
回
東
日
本
整
形
災
害
外
科
学
会

　
─
鬼
の
手
賞
〈
平
成
２２
年
９
月
〉
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（
４
）
寄
附
講
座
活
動
状
況

　
医
学
部
で
は
外
部
資
金
導
入
に
よ
る
寄
附
講
座
開
設
を
推
進
し

て
お
り
、
平
成
２２
年
１０
月
か
ら
は
新
規
と
従
来
の
講
座
を
合
わ
せ

計
２７
講
座
が
運
営
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
企
業
か

ら
の
寄
付
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
講
座
で
、
研
究
員
の
給
与
や
研
究

費
に
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
期
間
は
３
年
か
ら
５
年
契
約

で
、
単
年
度
３
０
０
０
万
円
以
上
で
承
認
さ
れ
ま
す
。
整
形
外
科

学
教
室
で
も
現
在
以
下
の
５
つ
の
寄
附
講
座
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
寄
附
講
座
の
資
金
と
運
営
、
人
事
な
ど
を
管
理
す
る
寄
附
講

座
管
理
運
営
委
員
会
を
教
室
内
に
設
置
し
、
千
葉
准
教
授
を
委
員

長
と
し
て
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
２２
年
２
月
６
日
（
土
）
に
は
、
堀
内
圭
輔
特
別
研
究

講
師
の
企
画
に
よ
り
「
寄
附
講
座
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」
を
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
１
階
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
末
松
医
学
部
長

と
岡
野
研
究
科
委
員
長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、
５
つ
の
寄
附
講
座
の

責
任
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
平
成
２１
年
度
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寄
付
を
頂
い
て
い
る
企
業
の
方
々
に
も
参
加

を
頂
き
、
大
変
有
意
義
な
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
是
非
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
は
「
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
・
整
形
外
科
学
教
室
寄

附
講
座
報
告
書
２
０
０
９
」
と
し
て
製
本
し
、
学
内
外
の
関
係
者

等
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
本
報
告
書
を
希
望
す
る
先
生
方
は
担

当
責
任
者
で
あ
る
堀
内
講
師
に
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
こ
こ
で
５
つ
の
寄
附
講
座
の
概
要
を
以
下
に
紹
介
し
て
お
き
ま

す
。

　
①
Ｊ
Ｍ
Ｍ
─
運
動
器
機
能
再
建
・
再
生
学
講
座

：

平
成
１８
年
４

月
か
ら
５
年
の
有
期
で
ス
タ
ー
ト
し
た
講
座
で
す
。
各
種
人
工
関

節
や
脊
椎
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
・
運
動
器
生
体
材
料
・
新
規
骨
粗
鬆
症

治
療
薬
・
運
動
器
再
生
医
療
等
の
開
発
に
加
え
て
、
運
動
器
機
能

再
建
に
関
す
る
新
た
な
治
療
法
（
手
術
法
）
の
開
発
等
を
目
的
と

し
た
講
座
で
す
。
資
金
管
理
責
任
者
は
池
上
博
泰
講
師
、
構
成
メ

ン
バ
ー
は
奥
山
訓
子
特
別
研
究
講
師
（
７３
回
）
が
在
籍
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
ま
で
に
、上
肢
班
チ
ー
フ
の
池
上
講
師
が
中
心
と
な
っ

て
関
連
病
院
の
手
の
外
科
メ
ン
バ
ー
と
ナ
カ
シ
マ
メ
デ
ィ
カ
ル
と

の
共
同
開
発
に
よ
り
慶
應
独
自
の
人
工
肘
関
節
を
完
成
さ
せ
、
国

か
ら
の
承
認
を
得
て
既
に
多
く
の
臨
床
例
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
良
い
臨
床
成
績
が
得
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
こ
の
人
工
関
節

を
世
界
市
場
に
向
け
て
発
信
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
脊
椎
班
チ
ー
フ
の
松
本
准
教
授
を
中
心
に
Ｊ
Ｍ
Ｍ

と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、
や
は
り
慶
應
独
自
の
腰
椎
後
方

in
stru

m
en

tation

を
完
成
さ
せ
、
現
在
国
に
対
し
使
用
認
可
申

請
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
近
々
、
申
請
が
承
認
さ
れ
、
臨

床
応
用
さ
れ
る
日
も
近
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
前
述
し
た
臨
床
研
究
と
は
別
に
、
本
講
座
在
籍
の
奥
山
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講
師
に
は
臨
床
、
研
究
を
全
く
離
れ
て
学
生
教
育
に
の
み
専
念
し

て
も
ら
っ
て
お
り
、
毎
年
、
学
生
が
選
ぶ
医
学
部B

est T
eacher 

A
w

ard
を
獲
得
し
て
お
り
ま
す
。
ポ
リ
ク
リ
の
学
生
を
中
心
に

医
学
生
に
は
極
め
て
評
判
が
良
く
、
今
後
は
他
の
診
療
科
や
他
大

学
に
も
教
育
担
当
専
任
教
員
の
役
職
が
拡
が
る
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
今
後
の
学
生
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
当
教
室
が
先
導
し
て

い
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
②
エ
ー
ザ
イ
─
抗
加
齢
運
動
器
学
講
座

：

本
講
座
は
平
成
１８
年

１０
月
か
ら
５
年
の
有
期
で
開
講
し
ま
し
た
。
資
金
責
任
者
は
千
葉

一
裕
准
教
授
で
、
構
成
メ
ン
バ
ー
は
堀
内
圭
輔
特
別
研
究
講
師
が

兼
任
し
て
お
り
ま
す
。
世
界
に
類
を
見
な
い
超
高
齢
社
会
に
あ
る

日
本
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
「
健
康
寿
命
延
伸
」
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
成
２１
年
時
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
７
９
・
５
９
歳

で
世
界
５
位
、
女
性
は
８
６
・
４
４
歳
で
何
と
連
続
２５
年
世
界
一

の
長
寿
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
６５
歳

以
上
の
高
齢
者
比
率
は
現
在
２３
％
と
な
り
、
２１
％
以
上
は
高
齢
社

会
で
な
く
超
高
齢
社
会
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
が
、
正
し
く
世
界
ト
ッ

プ
の
超
高
齢
社
会
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
２
０
５
０
年
に
は
何
と

高
齢
者
比
率
が
４０
％
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
７５
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
も
現
在
１０
％
を
超
え
、
こ
れ
は
東
京
都
の
総

人
口
に
匹
敵
し
ま
す
。
大
変
な
時
代
に
突
入
し
た
よ
う
で
す
。
安

全
・
安
心
で
要
支
援
・
要
介
護
に
な
ら
ず
、
生
き
生
き
活
動
で
き

る
超
高
齢
社
会
の
構
築
に
は
、
や
は
り
健
康
寿
命
延
伸
が
最
も
重

要
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
も
「
健
康
日
本
２１
」
や
「
新
健
康
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
戦
略
」
な
ど
の
施
策
を
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
健
康

寿
命
延
伸
に
大
き
く
影
響
す
る
運
動
器
の
加
齢
現
象
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
当
て
、「
抗
加
齢
運
動
器
学
講
座
」
を
開
講
し
た
次
第
で
す
。

骨
・
関
節
・
椎
間
板
・
神
経
・
筋
肉
等
、
全
て
の
運
動
器
の
加
齢

現
象
を
解
明
し
、
少
し
で
も
運
動
器
疾
患
発
症
の
予
防
や
加
齢
現

象
進
行
防
止
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
ま
す
。
主
に
臨
床
研
究
棟
９

Ｓ
研
究
室
を
使
用
し
て
活
動
中
で
す
。

　
③
小
野
薬
品
─
先
進
脊
椎
脊
髄
病
治
療
学
講
座

：

本
講
座
は
平

成
１８
年
１０
月
か
ら
３
年
の
有
期
で
開
講
致
し
ま
し
た
が
、
小
野
薬

品
Ｋ
．
Ｋ
の
ご
厚
意
に
よ
り
平
成
２１
年
１０
月
よ
り
更
に
３
年
間
の

延
長
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
資
金
責
任
者
は
松
本
守
雄
准
教
授
で
、

構
成
メ
ン
バ
ー
は
渡
辺
航
太
特
別
研
究
講
師
（
７６
回
）
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は
、
上
位
頚
椎
疾
患
や
頚
髄
症
、
脊
柱

管
狭
窄
症
、
脊
柱
側
彎
症
、
変
性
側
彎
症 

な
ど
を
対
象
に
臨
床

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
新
し
い
手
術
法
や
医
療

機
器
の
開
発
、
薬
剤
臨
床
治
験
、
患
者
情
報
登
録
シ
ス
テ
ム
の
稼

動
、
各
種
脊
椎
疾
患
の
遺
伝
子
解
析
な
ど
を
中
心
に
各
施
設
と
の

共
同
研
究
で
進
行
中
で
す
。                                                                 

　
④
帝
人
フ
ァ
ー
マ
─
骨
免
疫
学
講
座

：

平
成
２１
年
４
月
よ
り
３

年
間
の
有
期
と
し
て
開
講
し
た
講
座
で
す
。
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資
金
責
任
者
は
宮
本
健
史
准
教
授
で
、
同
時
に
こ
の
講
座
の
運
営

に
も
咸
臨
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
平
行
し
て
兼
務
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
医
局
の
あ
る
臨
床
研
究
棟
２
階
の
教
室
研
究
室
を
中
心
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
骨
免
疫
学
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
高

柳
教
授
が
先
導
し
て
い
る
１
人
で
、
極
め
て
重
要
か
つ
今
後
益
々

注
目
さ
れ
る
領
域
と
思
わ
れ
ま
す
。
彼
の
理
論
は
「
多
く
の
臓
器

が
何
ら
か
の
骨
髄
由
来
因
子
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
る
」
と
す

る
も
の
で
、
骨
代
謝
学
に
免
疫
学
を
組
み
合
わ
せ
た
領
域
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
骨
は
骨
代
謝
学
、
幹
細
胞
医
学
、
血
液
学
、
発
生

分
化
生
物
学
な
ど
多
く
の
分
野
と
深
く
関
係
し
て
お
り
、
こ
こ
に

骨
免
疫
学
が
加
わ
っ
て
新
た
な
展
開
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
本
当
に

楽
し
み
な
分
野
の
一
つ
で
す
。
こ
の
分
野
の
研
究
を
将
来
を
見
据

え
て
教
室
で
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
本
講
座

開
設
に
至
っ
た
次
第
で
す
。
宮
本
准
教
授
の
指
導
の
下
に
大
学
院

生
を
中
心
に
夜
遅
く
ま
で
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
大
き
な

成
果
も
出
始
め
て
お
り
、
今
後
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
⑤
久
光
製
薬
─
運
動
器
生
体
工
学
講
座

：

本
講
座
は
平
成
２１
年

４
月
よ
り
運
動
器
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、
特
にfresh cad

av
er

を
使
っ
た
運
動
器
生
体
力
学
と
歩
行
解
析
を
中
心
に
基
礎
・
臨
床

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
３
年
の
有
期
講
座
で
あ
り
、
資
金
責
任

者
は
名
倉
武
雄
特
別
研
究
准
教
授
、
構
成
メ
ン
バ
ー
に
は
本
年
８

月
に
米
国
留
学
よ
り
帰
国
し
た
桐
山
善
守
特
別
研
究
講
師
が
新
た

に
加
わ
り
ま
し
た
。
教
室
が
以
前
か
ら
解
剖
学
教
室
の
支
援
を
得

て
進
め
て
き
たfresh cad

av
er

を
用
い
た
生
体
力
学
的
研
究
を

さ
ら
に
発
展
す
べ
く
、
上
肢
・
下
肢
・
脊
椎
班
の
若
手
教
室
員
が

学
位
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、ポ
イ
ン
ト
ク
ラ
ス
タ
ー

法
に
よ
る
歩
行
解
析
も
膝
班
が
中
心
と
な
っ
て
学
位
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
既
に
数
名
の
学
位
取
得
者
が
出
て
お
り
、
そ
の
成
果

は
Ｏ
Ｒ
Ｓ
な
ど
の
国
際
学
会
で
発
表
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
国
際
医

学
誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は
順
調
に
結
果

を
出
し
て
く
れ
て
お
り
、
医
学
部
学
生
に
よ
る
自
主
学
習
と
し
て

例
年
数
名
の
応
募
が
あ
り
、
名
倉
准
教
授
の
指
導
に
よ
り
学
生
が

国
際
学
会
で
発
表
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
医
学
生
た

ち
の
多
く
は
運
動
器
に
興
味
を
持
ち
、
卒
業
後
は
整
形
外
科
学
教

室
に
入
局
す
る
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
講
座
か
ら

慶
應
独
自
の
最
先
端
運
動
器
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
が
世
界
に
向
け
て

発
信
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
日
本
全
国
か
ら
、

更
に
は
中
国
や
韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
多
く
の
研
究
生
が

運
動
器
バ
イ
オ
メ
カ
を
学
ぶ
た
め
に
本
講
座
に
集
ま
る
よ
う
に
な

れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
本
講
座
の
更
な
る
発
展
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
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（
５
）
教
室
／
同
窓
人
事
・
そ
の
他

①
教
室
関
連
人
事
・
そ
の
他

　
教
室
で
は
、平
成
２０
年
１０
月
に
松
本
守
雄
特
別
研
究
准
教
授
（
小

野
薬
品
先
進
脊
椎
脊
髄
病
治
療
学
寄
附
講
座
）
が
整
形
外
科
学
講

座
准
教
授
に
、
そ
し
て
渡
辺
航
太
助
教
が
特
別
研
究
講
師
（
小
野

薬
品
先
進
脊
椎
脊
髄
病
治
療
学
寄
附
講
座
）
に
就
任
し
ま
し
た
。

同
年
１１
月
に
は
宮
本
健
史
特
別
研
究
講
師
が
総
合
医
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
・
咸
臨
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
准
教
授
に
、
同
じ
く
堀
内
圭
輔

特
別
研
究
講
師
が
同
セ
ン
タ
ー
咸
臨
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
講
師
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
窓
会
担
当
、
教
室
運
営
会
議
メ
ン

バ
ー
、
下
肢
班
・
股
関
節
班
チ
ー
フ
と
し
て
教
室
発
展
の
た
め
、

基
礎
・
臨
床
研
究
の
推
進
、
股
関
節
班
若
手
へ
の
教
育
な
ど
、
多

大
な
る
業
績
を
残
し
て
く
れ
た
柳
本

　
繁
講
師
（
５９
回
）
が
平
成

２１
年
１
月
よ
り
東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
の
整
形
外
科
部
長
と
し

て
赴
任
致
し
ま
し
た
。
教
室
を
多
方
面
か
ら
支
え
、
股
関
節
班
を

全
国
区
に
押
し
上
げ
た
功
績
に
対
し
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
長
い
間
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

益
々
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
平
成
３
年
７
月
に
慶
應
義
塾
大
学
病
院
に
外
来
部

門
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
部
門
を
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

設
置
さ
れ
、
そ
の
後
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
と
名
称
を
変

え
て
松
本
秀
男
准
教
授
が
部
長
職
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

教
授
会
に
て
セ
ン
タ
ー
長
兼
教
授
職
の
選
考
が
行
わ
れ
、
目
出
度

く
松
本
秀
男
准
教
授
が
平
成
２１
年
２
月
付
け
で
教
授
（
有
期
）
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
教
授
就
任
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
松
本
教
授
の
教
授
就
任
祝
賀
会
が
平
成
２１
年
３
月
４
日

（
水
）
に
明
治
記
念
館
富
士
の
間
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
教
室
員
、
同
門
、
慶
應
関
係
者
等
の
御
出
席
を
頂
き
、
大
変

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
素
晴
ら
し
い
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

松
本
教
授
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
分
野
に
於
け
る
益
々
の
活
躍
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
前
述
し
た
通
り
、
平
成
２１
年
５
月
よ
り
私
が
慶
應
義
塾

の
常
任
理
事
に
、
そ
れ
に
伴
い
千
葉
一
裕
准
教
授
が
整
形
外
科
教

室
主
任
に
就
き
ま
し
た
。
そ
し
て
教
室
で
は
、
平
成
２１
年
１０
月
よ

り
佐
藤
和
毅
助
教
（
６８
回
）
が
専
任
講
師
に
、
榎
本
宏
之
助
教
と

石
井

　
賢
助
教
（
７２
回
）、
二
木
康
夫
助
教
の
３
名
が
同
時
に
学

部
内
講
師
に
昇
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
教
室
を
支
え
て
く
れ

る
４
名
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
学
人

と
し
て
、
精
一
杯
努
力
下
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
平
成
２２
年
１０
月

よ
り
、
名
倉
武
雄
特
別
研
究
講
師
（
久
光
製
薬
運
動
器
生
体
工
学

寄
附
講
座
）
が
同
准
教
授
に
、
同
じ
く
桐
山
善
守
君
が
ア
メ
リ
カ

留
学
を
終
え
て
同
特
別
研
究
講
師
に
就
任
し
ま
し
た
。
教
授
、
准

教
授
、
講
師
に
就
任
さ
れ
た
先
生
方
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
ま
で
の
努
力
が
少
し
は
報
わ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
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が
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
で
す
。
役
職
が
付
く
と
、
教
室
員

や
同
窓
の
先
生
方
、
そ
し
て
他
大
学
か
ら
常
に
評
価
さ
れ
る
立
場

と
な
り
ま
す
。
慶
應
整
形
の
名
を
大
い
に
高
め
、
ご
自
分
の
研
究
、

業
績
も
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
後
輩
の
指
導
に
も
当
た
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
教
室
も
少
し
ず
つ
人
事
や
役
職
の
交
代
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
役
職
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。（
平
成
２２
年
１０
月
１
日
現
在
で
、
括
弧
は
卒
業
回
数
）

（
１
）
整
形
外
科
学
教
室

教
　
授

：

戸
山
芳
昭
（
５４
）	

研
究
主
任
、（
慶
應
義
塾 

常
任
理
事
）

准
教
授

：

千
葉
一
裕 

（
６２
）	

教
室
主
任
、
診
療
部
長
、
教
室
危
機	

	

管
理
責
任
者
、 
臨
床
研
究
棟
教
室
研	

	

究
室
（
２
Ｆ
）
責
任
者

	

日
整
会
学
術
総
会
企
画
運
営
総
責
任
者

　
　
　
　
松
本
守
雄
（
６５
）	

診
療
副
部
長
、
教
授
会
学
務
委
員
会	

	

委
員
、
脊
椎
班
チ
ー
フ
、
教
室
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
委
員
長
、
日
整
会
学
術
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
責
任
者

	

教
室
研
修
会
／K

E
IO

整
形
外
科
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
術
手
技
フ
ォ
ー
ラ
ム
担
当 

講
　
師

：

矢
部
啓
夫
（
５３
）	

中
央
手
術
部
副
部
長
、
日
整
会
学
術	

	

総
会
企
画
運
営
副
責
任
者

　
　
　
　
池
上
博
泰
（
６４
）	

会
計
、
教
室
診
療
委
員
会
委
員
長
、	

	

上
肢
班
チ
ー
フ
、
同
窓
会
担
当
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
会
学
術
総
会
財
務
・
募
金
担
当
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
者

　
　
　
　
須
田
康
文 

（
６５
）	

教
室
幹
事
、
下
肢
班
チ
ー
フ 

	

日
整
会
学
術
総
会
企
画
運
営
副
責
任	

	

者
・
併
設
行
事
担
当
責
任
者  

　
　
　
　
中
村
雅
也
（
６６
）	

研
究
副
主
任
、
教
室
研
究
委
員
会
委	

	

員
長
、
国
際
部
門
担
当
、
リ
サ
ー
チ	

	

パ
ー
ク
脊
髄
再
生
研
究
室
（
５
Ｓ
）	

	

責
任
者

	

日
整
会
学
術
総
会
国
際
部
門
・
宿
泊	

	

／
交
通
担
当
責
任
者

　
　
　
　
中
村
俊
康
（
６７
）	

卒
訓
主
任
（
専
修
医
担
当
）、
卒
後	

	

臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
員
、
日
整
会
学	

	

術
総
会
広
報
担
当
責
任
者                       

　
　
　
　
森
岡
秀
夫
（
６７
特
）
臨
床
研
究
棟
教
室
研
究
室
副
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
、
教
室
個
人
情
報
対
策
委
員
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
整
会
学
術
総
会
会
場
・
展
示
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
責
任
者
、
腫
瘍
班
チ
ー
フ

　
　
　
　
佐
藤
和
毅
（
６８
）	

教
室
副
幹
事
、
手
術
部
委
員

（
学
部
内
講
師
）

榎
本
宏
之
（
７０
） 	

研
修
医
担
当
主
任
、
モ
ー
ニ
ン
グ
カ	
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ン
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
、
職
場
環
境
問	

	

題
担
当
、
教
室
感
染
症
対
策
委
員
長

	

院
内
安
全
対
策
委
員
会
整
形
外
科
責	

	

任
者

　
　
　
　
石
井

　
賢
（
７２
）	

病
棟
医
長

　
　
　
　
二
木
康
夫
（
７２
）	

保
険
医
長
、
業
績
集
係
、
同
窓
会
誌	

	
「
ふ
る
さ
と
」
編
集
担
当

助
　
教

：

早
稲
田
明
生
（
７０
特
）
外
来
医
長
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ン
外
来
担
当

　
　
　
　
辻

　
　
崇
（
７４
）	

教
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
、
教
室
広

	

報
担
当

　
　
　
　
藤
田
貴
也 

（
７４
） 	

病
棟
医
長
補
佐
、
薬
事
委
員
会
委
員
、

	

教
室
Ｐ
Ｅ
／
Ｄ
Ｖ
Ｔ
対
策
委
員
会
委	

	

員
長

　
　
　
　
岡
崎
真
人
（
７４
）	

病
棟
医
長
補
佐
、
予
演
会
担
当
、		

	
C

adaver

ラ
ボ
運
営
委
員
会
委
員

　
　
　
　
船
山

　
敦 

（
７６
）	

卒
訓
／
研
修
医
担
当
補
佐
、
書
類
係
、

	

教
室
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
担
当

　
　
　
　
細
金
直
文
（
７６
）	

外
来
医
長
補
佐
、
当
直
係
、

　
　
　
　
須
佐
美
知
郎
（
77
）
保
険
医
長
補
佐

（
２
）
特
別
研
究
教
員
（
寄
附
講
座
・
総
合
医
科
学
研
究
棟
・
Ｊ

　
　  

Ｓ
Ｔ
若
手
独
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

准
教
授

：
宮
本
健
史
（
７３
特
）
Ｊ
Ｓ
Ｔ
若
手
研
究
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ト
（
咸
臨
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
床
研
究
棟
教
室
研
究
室
副
責
任
者

　
　
　
　
名
倉
武
雄
（
７１
）	

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
運
動
器
生
体
工
学	

	

研
究
室
（
６
Ｎ
）
責
任
者

講
　
師

：

堀
内
圭
輔
（
７３
）	

Ｊ
Ｓ
Ｔ
若
手
研
究
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク	

	

ト
（
咸
臨
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

	

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
骨
軟
骨
代
謝
研
究	

	

室
（
９
Ｓ
）
責
任
者

　
　
　
　
奥
山
訓
子
（
７３
）	

学
生
教
育
／
ポ
リ
ク
リ
担
当
、
カ
リ	

	

キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
委
員

	

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
／
Ｆ
Ｄ
／
Ｃ
Ｂ
Ｔ
委
員
会	

	

委
員

　
　
　
　
渡
邉
航
太
（
７６
）	

図
書
係
、
卒
訓
補
佐
、

	

研
修
会
／K

E
IO

手
術
手
技
フ
ォ
ー	

	

ラ
ム
担
当
補
佐

　
　
　
　
桐
山
善
守 

（
８４
特
）

教
室
で
は
、
ま
だ
ま
だ
世
代
交
代
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今

後
も
若
返
り
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
や
役
職
の
交
代
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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と
こ
ろ
で
、
私
は
現
在
、
慶
應
常
任
理
事
の
仕
事
量
が
日
に
日

に
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
後
期
６
年
は
教

室
内
の
多
く
の
こ
と
は
ス
タ
ッ
フ
に
あ
る
程
度
は
任
せ
、
私
は
外

部
の
仕
事
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
教
室
に
と
っ
て
、
整
形
外
科
に
と
っ
て
、
慶
應
に
と
っ
て

必
ず
や
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
と
信
じ
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
一
応
、
教
室
の
ト
ッ
プ
が
、
今
ど
の
様
な
仕
事
を
外

で
こ
な
し
て
い
る
の
か
、
少
し
は
教
室
員
、
同
門
の
皆
さ
ん
も
知
っ

て
お
い
て
頂
き
た
い
と
思
い
、
現
在
の
外
部
で
の
役
職
を
若
干
紹

介
し
て
お
き
ま
す
。
厚
生
労
働
省
関
係
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
厚

生
労
働
省
厚
生
科
学
審
議
会
専
門
委
員
〈
免
疫
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

部
門
〉
お
よ
び
〈
生
活
習
慣
病-

慢
性
疼
痛
対
策
部
門
〉 

、
厚
生

労
働
省
厚
生
科
学
研
究
〈
免
疫
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
・
治
療
研
究
事

業
〉
評
価
委
員
、
厚
生
労
働
省
厚
生
科
学
研
究
〈
循
環
器
等
生
活

習
慣
病
対
策
総
合
研
究
事
業
〉
評
価
委
員
、
厚
生
労
働
省
保
険
医

療
専
門
審
査
員
〈
保
険
医
療
材
料
専
門
組
織
・
薬
価
算
定
組
織
〉、

厚
生
労
働
省
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会-

副
作
用
・
感
染
等
被
害

判
定
部
会
委
員
、
厚
生
労
働
省
先
進
医
療
専
門
家
会
議
構
成
員
、

人
事
院
健
康
専
門
委
員
、
社
団
法
人
日
本
専
門
医
制
評
価
・
認
定

機
構
理
事 

、
財
団
法
人
長
寿
科
学
振
興
財
団
長
寿
科
学
総
合
研

究
推
進
専
門
委
員
会
委
員
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総

合
機
構
専
門
委
員
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究

費
委
員
会
専
門
委
員
、
日
本
損
害
保
険
協
会-

交
通
事
故
に
関
わ

る
臨
床
的
研
究
助
成
選
考
委
員
、
東
京
労
働
保
険
医
療
協
会
評
議

員
、
財
団
法
人
整
形
災
害
外
科
学
研
究
助
成
財
団
理
事
、
財
団
法

人
上
原
記
念
生
命
科
学
財
団
選
考
委
員
、
財
団
法
人
中
冨
健
康
科

学
振
興
財
団
選
考
委
員
、
東
京
都
特
定
機
能
病
院
医
療
連
携
推
進

協
議
会
委
員
、
財
団
法
人
国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
、
な
ど

で
す
。

②
関
連
大
学
／
関
連
病
院
人
事
・
そ
の
他

　
関
連
大
学
で
は
、
平
成
２１
年
２
月
に
藤
田
保
健
衛
生
大
学
の
山

田
治
基
教
授
（
５８
回
）
が
同
病
院
副
院
長
に
、
同
年
４
月
に
は
北

里
大
学
北
里
研
究
所
病
院
の
阿
部 

均
君
（
５７
回
特
）
が
同
臨
床

教
授
に
、
同
じ
く
月
村
泰
規
君
（
６７
回
特
）
が
同
臨
床
准
教
授
に
、

そ
し
て
同
大
学
北
里
研
究
所
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
の
小
竹

森
一
浩
君
（
６４
回
特
）
が
同
臨
床
准
教
授
に
、
同
じ
く
阿
部
智
行

君
（
７１
回
）
が
同
臨
床
講
師
に
、
ま
た
防
衛
医
科
大
学
校
の
今
林

英
明
君
（
７４
回
）
が
同
指
定
講
師
に
、
同
じ
く
４
月
付
け
で
藤
田

保
健
衛
生
大
学
第
２
教
育
病
院
の
小
宮
浩
一
郎
君
（
７４
回
特
）
が

同
講
師
に
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
の
原
藤
健
吾
君
（
７８

回
）
と
藤
田
順
之
君
（
７９
回
）
が
同
講
師
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
致
し

ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
２１
年
１０
月
に
杏
林
大
学
の
市
村
正
一
准
教

授
（
５９
回
）
が
同
臨
床
教
授
に
、
平
成
２２
年
１
月
に
は
東
京
女
子

医
科
大
学
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
の
岩
本
卓
士
君
（
７９
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回
）
が
同
准
講
師
に
、
同
年
４
月
に
は
東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合

病
院
の
穴
澤
卯
圭
講
師
（
６９
回
特
）
が
同
准
教
授
に
、
同
じ
く
４

月
に
杏
林
大
学
の
森
井
健
司
講
師
（
７０
回
）
が
同
准
教
授
に
就
任

し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
、
ご
就
任
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
次
に
、
関
連
病
院
に
お
い
て
病
院
長
、
副
病
院
長
等
へ
就
任
し

た
同
窓
の
先
生
方
は
、
平
成
２１
年
４
月
に
堀
内
行
雄
先
生
（
５２
回
）

が
川
崎
市
立
川
崎
病
院
理
事
に
、
同
じ
く
４
月
に
鈴
木
信
正
先
生

（
４８
回
）
が
東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
脊
柱
側
彎
症
セ
ン
タ
ー
長

に
、
同
じ
く
鎌
田
修
博
君
（
６１
回
）
が
け
い
ゆ
う
病
院
副
病
院
長

に
、
同
年
６
月
に
は
西
川
雄
司
君
（
５５
回
）
が
東
京
電
力
病
院
副

病
院
長
に
、
そ
し
て
、
同
年
１１
月
に
宮
坂
敏
幸
君
（
６５
回
）
が
日

本
相
撲
協
会
診
療
所
の
所
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
平
成
２２
年
に
入

る
と
、
３
月
に
下
村
哲
史
君
（
６４
回
）
が
新
し
く
設
立
さ
れ
た
都

立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
形
外
科
部
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
。
小
児
整
形
外
科
は
こ
れ
に
よ
り
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
と

都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
大
学
と
の
強
固
な
臨
床

体
制
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
極
め
て
そ
の
意
義
は
大
き
い

と
判
断
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
整
会
も
小
児
整
形
外
科
の
研

修
は
今
後
必
要
な
研
修
の
一
つ
に
位
置
付
け
て
お
り
、
慶
應
が
小

児
整
形
外
科
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
全
国
に
向
け
発
信
す
る
こ

と
で
、
全
国
か
ら
小
児
整
形
の
研
修
を
希
望
す
る
専
修
医
が
集

ま
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
脊
椎
・
脊
髄
外
科
や
手
の
外

科
、
骨
腫
瘍
と
共
に
、
小
児
整
形
が
慶
應
の
大
き
な
柱
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
く
、
今
後
は
魅
力
あ
る
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
研

修
体
制
の
構
築
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。
何
か
ア
ド

バ
イ
ス
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
室
ま
で
是
非
と
も
お
寄
せ
下
さ

い
。
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
更
に
同
年
４
月
に
は
、
臼
井

宏
先
生
（
５１
回
）
が
国
立
病
院
機
構
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
山
岸

正
明
病
院
長
（
４９
回
）
の
後
任
と
し
て
病
院
長
に
、
同
じ
く
堀
内

行
雄
先
生
が
同
じ
川
崎
市
立
川
崎
病
院
病
院
長
に
、
ま
た
崎
原

　

宏
先
生
（
５２
回
）
が
柳
橋
病
院
病
院
長
に
、
そ
し
て
同
じ
く
４
月

に
高
畑
武
司
君
（
５６
回
）
が
伊
勢
原
協
同
病
院
病
院
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
皆
様
、
病
院
長
、
副
病
院
長
等
へ
の
ご
就
任
、
誠
に
お

め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。
現
在
約
６０
弱
あ
る
慶
大
整
形
外
科
関
連

病
院
の
中
で
、
１６
の
病
院
に
お
い
て
同
窓
の
先
生
方
が
理
事
長
や

病
院
長
な
い
し
副
病
院
長
の
要
職
に
就
い
て
お
り
、
本
当
に
伝
統

あ
る
慶
大
整
形
外
科
の
力
を
感
じ
る
次
第
で
す
。
そ
の
反
面
、
平

成
２１
年
３
月
に
藤
村
祥
一
先
生
（
４７
回
）
が
国
立
病
院
機
構
相
模

原
病
院
病
院
長
を
、
同
じ
く
磯
田
功
司
先
生
（
４７
回
）
が
稲
城
市

立
病
院
副
病
院
長
を
、
そ
し
て
前
述
し
た
山
岸
正
明
先
生
が
国
立

病
院
機
構
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
退

任
さ
れ
た
３
名
の
先
生
方
に
は
、
教
室
員
の
指
導
を
含
め
、
多
方



面
に
亘
る
教
室
へ
の
ご
貢
献
、
ご
尽
力
に
対
し
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。
長
い
間
、
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生

方
の
ご
健
康
と
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

③
留
学
（
海
外
）

　
教
室
が
求
め
、
目
標
と
し
て
き
た
優
れ
た
臨
床
医
と
は
、「
国

際
感
覚
を
有
し
、
心
・
技
術
・
科
学
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
持
っ
た
医

師
」
と
何
時
も
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
、
こ
れ
に
該

当
す
る
若
手
教
室
員
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
嬉
し
い
限
り
で
す

が
、
今
後
も
こ
の
様
な
若
手
医
師
を
ど
れ
だ
け
多
く
慶
應
か
ら
世

界
に
向
け
て
輩
出
出
来
る
か
が
課
題
で
す
。
益
々
医
学
・
医
療
界

に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
今
後
の
慶
大
整
形
を
支
え
る
で

あ
ろ
う
教
室
の
若
い
先
生
方
に
は
、
是
非
と
も
国
際
的
視
野
を
広

げ
、
語
学
力
を
高
め
、
各
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
海
外

留
学
を
考
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
教
室
員
に

は
、
皆
さ
ん
が
国
際
学
会
等
で
海
外
の
方
と
対
等
に
討
論
で
き
る

語
学
力
を
是
非
身
に
付
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
人
事

面
等
で
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
可
能
な
限
り

海
外
留
学
は
今
後
も
押
し
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。
そ
の
際
に
留

学
助
成
金
制
度
に
よ
る
金
銭
面
で
の
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
い
て

お
り
ま
す
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
本
誌
上
を
お
借
り
し
、
改
め
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
制
度
下

で
助
成
を
受
け
海
外
に
留
学
す
る
若
い
先
生
方
は
、
感
謝
の
気
持

ち
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
し
っ
か
り
勉
強
を
し
て
き
て
下
さ
い
。
そ

し
て
帰
国
後
は
そ
の
成
果
を
教
室
に
還
元
し
て
下
さ
い
。
そ
れ
が
、

援
助
し
て
頂
い
た
同
窓
の
先
生
方
に
対
す
る
恩
返
し
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
（
平
成
２２
年
９
月
現
在
）、
国
外
留
学
は
西
本

和
正
君
（
７３
回
─
ア
メ
リ
カ
）、
前
野
晋
一
君
（
７６
回
─
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
）、西
脇

　
徹
君
（
７７
回
─
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
）、

岩
波
明
生
君
（
７７
回
─
ア
メ
リ
カ
）、
須
佐
美
知
郎
君
（
７７
回
─

ア
メ
リ
カ
）、
八
木

　
満
君
（
７８
回
─
ア
メ
リ
カ
）、
藤
田
順
之
君

（
７９
回
─
ア
メ
リ
カ
）、
岡
田
英
次
朗
君
（
８０
回
特
─
ア
メ
リ
カ
）、

小
林
英
介
君
（
８０
回
大
学
院
─
ア
メ
リ
カ
）
の
９
名
で
す
。
更
に

来
年
か
ら
も
数
名
が
海
外
留
学
を
希
望
し
て
お
り
、
是
非
と
も
適

え
て
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
こ
の
２
年
間
に
金
治

有
彦
君
（
７３
回
─
ア
メ
リ
カ
）、中
道
憲
明
君
（
７３
回
特
─
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
）、
森
末

　
光
君
（
７４
回
特
─
ア
メ
リ
カ
）、
森
澤

　
妥
君
（
７５

回
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、
畔
柳
裕
二
君
（
７８
回

─
ア
メ
リ
カ
）、
中
山
ロ
バ
ー
ト
君
（
８０
回
─
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、

桐
山
善
守
君
（
８４
回
特
）
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
留
学
先
か
ら
大
き
な

収
穫
を
得
て
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
そ
の
研
究
成
果
を

教
室
に
還
元
し
、
後
輩
の
指
導
に
当
た
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
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（
６
）
教
室
／
関
連
大
学
等
に
お
け
る
学
会
・
研
究
会
主
催

　
こ
の
２
年
間
に
多
く
の
研
究
会
や
学
会
を
同
窓
の
先
生
方
が
主

催
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
平
成
２０
年
１０
月
に
藤
田
保
健
衛
生
大
学

の
中
井
定
明
教
授
（
５２
回
）
が
第
１７
回
日
本
脊
椎
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
を
、
同
年
１２
月
に
は
国
立
病
院
機
構
箱
根

病
院
の
坂
巻
豊
教
副
病
院
長
（
５０
回
）
が
第
１９
回
日
本
小
児
整
形

外
科
学
会
を
、
同
じ
月
に
都
立
清
瀬
小
児
病
院
の
下
村
哲
史
君
が

第
２０
回
日
本
整
形
外
科
学
会
骨
系
統
疾
患
研
究
会
を
、
そ
し
て
平

成
２１
年
２
月
に
東
海
大
学
大
磯
病
院
の
岡

　
義
範
教
授
（
５０
回
）

が
第
２１
回
日
本
肘
関
節
学
会
を
、
３
月
に
は
杏
林
大
学
の
里
見
和

彦
教
授
（
４９
回
）
が
第
４９
回
関
東
整
形
災
害
外
科
学
会
を
、
同
年

４
月
に
は
川
崎
市
立
川
崎
病
院
の
堀
内
行
雄
理
事
が
第
５２
回
日
本

手
の
外
科
学
会
、
９
月
に
防
衛
医
科
大
学
校
の
根
本
孝
一
教
授

（
５５
回
）
が
第
２０
回
日
本
末
梢
神
経
学
会
を
、
同
じ
９
月
に
戸
山

が
第
１０
回
運
動
器
科
学
研
究
会
を
、
更
に
１１
月
に
は
東
海
大
学
の

持
田
讓
治
教
授
（
５４
回
）
が
第
４３
回
日
本
側
彎
症
学
会
、
同
じ
く

１１
月
に
防
衛
大
学
校
の
朝
妻
孝
仁
准
教
授
（
５７
回
）
が
第
１８
回
日

本
脊
椎
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
２２
年
に
は
３
月
に
戸
山
が
第
２１
回
腰
痛
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
、
そ
し
て
６
月
に
は
里
見
和
彦
教
授
が
第
３３
回
日
本

骨
・
関
節
感
染
症
学
会
を
、
同
年
９
月
に
鈴
木
信
正
先
生
が
日
本

で
開
催
さ
れ
る
国
際
側
彎
症
学
会
を
そ
れ
ぞ
れ
主
催
致
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
学
会
・
研
究
会
と
し
て
は
、
平

成
２２
年
１０
月
に
持
田
讓
治
教
授
が
第
２５
回
日
本
整
形
外
科
学
会
基

礎
学
術
集
会
を
、
同
年
１１
月
に
は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
の
山
田
治

基
教
授
が
第
１５
回
日
本
関
節
症
研
究
会
を
、
同
じ
く
済
生
会
横
浜

市
東
部
病
院
整
形
外
科
部
長
の
山
中
一
良
君
（
６１
回
）
が
第
１６
回

日
本
最
小
侵
襲
整
形
外
科
学
会
を
、
同
じ
１１
月
に
は
教
室
の
松
本

守
雄
准
教
授
も
第
１３
回
日
本
内
視
鏡
低
侵
襲
脊
椎
外
科
学
会
を
、

更
に
平
成
２３
年
の
２
月
に
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
松

本
秀
男
教
授
が
第
２
回
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ス
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、

そ
し
て
同
年
５
月
に
戸
山
が
前
述
し
た
第
８４
回
日
整
会
学
術
総
会

を
、
更
に
７
月
に
は
済
生
会
神
奈
川
県
病
院
の
佐
々
木
孝
副
病
院

長
（
５２
回
）
が
第
３７
回
日
本
骨
折
治
療
学
会
を
、
更
に
平
成
２４
年

に
は
持
田
讓
治
教
授
が
第
５２
回
関
東
整
形
災
害
外
科
学
会
を
、
山

田
治
基
教
授
が
第
２５
回
日
本
軟
骨
代
謝
学
会
を
、
松
本
秀
男
教
授

が
第
２３
回
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
学
術
集
会
を
、
教
室
の
千

葉
一
裕
准
教
授
が
第
３
回C

ervical Spine R
esearch Society-

A
sia/P

acific S
ection

を
、
戸
山
が
第
１９
回
Ｂ
Ｍ
Ｐ
研
究
会
を
、

そ
し
て
、
平
成
２５
年
に
同
じ
く
戸
山
が
第
４２
回
日
本
脊
椎
脊
髄
病

学
会
を
、
須
田
康
文
講
師
が
第
２７
回
日
本
靴
医
学
会
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
学
会
や
研
究
会
を
同
門
の
先
生
方
が
主
催
す

る
こ
と
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
関
連
病
院
の
先
生

が
学
会
や
研
究
会
を
主
催
す
る
場
合
に
は
、
全
面
的
に
教
室
と
し
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て
も
協
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
慶
大
整
形
外
科
の
名
を
高
め
る

た
め
に
も
、
是
非
多
く
の
研
究
会
、
学
会
の
会
長
に
同
門
、
教
室

員
が
推
薦
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
７
）
日
整
会
関
係

　
日
整
会
理
事
会
は
平
成
２１
年
度
よ
り
理
事
長
は
中
村
耕
三
東
大

教
授
が
留
任
致
し
ま
し
た
。
現
理
事
会
に
は
同
門
か
ら
里
見
和
彦

教
授
が
理
事
・
副
理
事
長
、
同
じ
く
堀
内
行
雄
先
生
も
理
事
・
副

理
事
長
、
ま
た
佐
々
木
孝
先
生
が
理
事
と
し
て
、
慶
應
同
門
の
３

名
が
執
行
部
に
入
り
活
躍
中
で
す
。
会
員
数
約
２
万
３
千
人
と
内

科
、
外
科
に
次
ぐ
規
模
に
な
っ
て
い
る
日
整
会
を
責
任
を
も
っ
て

運
営
し
て
い
る
理
事
会
は
、
公
益
法
人
化
へ
の
移
行
や
専
門
医
制

度
、
日
整
会
主
導
３
学
会
の
運
営
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
理
事
職
も
以
前
と
異
な
り
極
め
て
多
忙
な
毎
日
か

と
存
じ
ま
す
。
ど
う
か
健
康
に
留
意
さ
れ
、
日
整
会
で
の
益
々
の

ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
号
の
テ
ー
マ
は
「
日
整
会
開
催
に
向
け
て
」
で
あ
り

ま
す
が
、
詳
細
は
別
項
で
述
べ
る
と
し
て
慶
應
が
主
催
と
な
る
来

年
の
第
８４
回
日
整
会
学
術
総
会
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
ま

す
。
ご
存
知
の
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
２
０
１
１
年
（
平
成
２３

年
）
５
月
１２
日
（
木
）～
１５
日
（
日
）
ま
で
の
４
日
間
、
本
学
術

総
会
を
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
致
し
ま
す
。
２
年
前
の
北
大
主

催
に
よ
る
第
８１
回
日
整
会
総
会
で
私
が
本
学
術
総
会
会
長
に
立
候

補
し
御
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。
教
室
で
は
昨
年
４
月
に
準
備
委
員

会
を
設
け
、
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
き
ま
し
た
。
本
準
備

委
員
会
の
責
任
者
を
千
葉
一
裕
准
教
授
に
お
願
い
し
、
教
室
ス

タ
ッ
フ
や
関
連
病
院
の
先
生
方
に
も
参
加
頂
き
、
本
委
員
会
と
担

当
部
門
別
の
小
委
員
会
を
設
け
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
協
議
を
続

け
て
お
り
ま
す
。
本
号
発
刊
時
に
は
、
い
よ
い
よ
開
催
ま
で
半
年

程
度
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、本
学
会
の
テ
ー
マ
は
「
整

形
外
科
─
原
点
と
挑
戦 C

hallenges founded on originality

」

と
致
し
ま
し
た
。
整
形
外
科
も
外
科
か
ら
分
か
れ
て
１
０
０
年
以

上
が
経
過
し
、
医
学
・
医
療
が
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
現
在
、
も

う
一
度
、
整
形
外
科
も
原
点
を
見
つ
め
原
点
に
帰
っ
て
、
そ
こ
か

ら
整
形
外
科
の
進
む
べ
き
、
挑
戦
す
べ
き
道
、
方
向
性
を
少
し
で

も
見
い
出
せ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
基
調
講
演
や
招
待
講
演
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
な
ど
全
て
の
タ
イ
ト
ル
と
演
者
は
既
に

決
定
し
、
本
号
が
発
刊
す
る
頃
に
は
一
般
演
題
の
募
集
も
終
了
し

て
演
題
採
用
の
可
否
を
審
査
し
て
い
る
頃
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ

ま
で
は
教
室
員
、
同
門
、
関
係
者
の
協
力
に
よ
り
順
調
に
、
ほ
ぼ

予
定
通
り
進
ん
で
お
り
ま
す
。
慶
應
ら
し
い
、
素
晴
ら
し
い
学
術

集
会
に
な
る
よ
う
最
終
段
階
の
調
整
、
協
議
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

本
学
術
総
会
が
盛
会
で
、
価
値
あ
る
学
術
集
会
に
な
る
よ
う
、
教

室
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
す
が
、
同
門
の
先
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生
方
に
も
尚
一
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
う
か
今
か
ら
時
間
を
作
っ
て
頂
き
、

是
非
と
も
本
学
会
に
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
次
に
、
こ
こ
数
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
整
形
外
科
専
門
医
制
度

に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
ま
す
。
国
民
が
求
め
る
分
か
り
や
す

い
、
全
診
療
科
が
ほ
ぼ
同
様
の
基
準
で
専
門
医
が
認
定
さ
れ
る
よ

う
な
基
準
を
定
め
よ
う
と
、
現
在
、
日
本
専
門
医
制
評
価
・
認
定

機
構
が
中
心
と
な
っ
て
各
診
療
科
・
学
会
代
表
者
が
集
ま
り
調
整

中
で
す
。

こ
の
専
門
医
機
構
で
は
今
年
５
月
の
総
会
で
理
事
・
監
事
の
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
慶
應
で
は
私
と
池
田
前
内
科
学
教
授
（
４７
回
）

に
加
え
、
産
婦
人
科
の
吉
村
教
授
（
５４
回
）
が
理
事
に
当
選
致
し

ま
し
た
。
８０
弱
の
学
会
が
こ
の
専
門
医
機
構
に
入
会
し
て
お
り
ま

す
が
、
整
形
外
科
関
係
の
学
会
は
日
整
会
と
日
本
手
の
外
科
学
会

の
２
学
会
の
み
で
あ
り
、
当
然
落
選
を
覚
悟
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

私
に
投
票
し
て
く
れ
た
他
学
会
代
表
者
の
方
々
も
い
ら
し
て
、
当

選
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
機
構
で
今
期
２
年
以
内
に
取
り
組
む

課
題
は
以
下
の
通
り
で
す
。
先
ず
は
基
本
領
域
の
１８
学
会
に
対
し

て
正
式
に
専
門
医
制
を
認
定
す
べ
く
、
各
学
会
に
評
価
基
準
に

沿
っ
て
基
本
事
項
を
整
備
さ
せ
る
こ
と
、
次
に
本
機
構
と
は
別
に

外
部
の
評
価
委
員
を
加
え
た
第
３
者
機
関
（
評
価
認
定
）
を
設
置

す
る
こ
と
、
そ
し
て
最
後
が
各
学
会
の
研
修
施
設
に
対
す
る
評
価

基
準
と
評
価
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。
日
整
会
も
以
上
３
つ

の
項
目
を
念
頭
に
入
れ
、
今
後
の
対
応
を
検
討
す
べ
き
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
各
学
会
や
組
織
が
一
般
法
人
か
公
益
法
人
か
の
選
択
で

現
在
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
が
、
日
整
会
で
は
公
益
法
人
化

に
向
け
て
理
事
長
を
中
心
に
調
整
に
入
り
、
何
と
か
今
年
度
中
に

は
認
可
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
公
益
法
人
と
な
る
と
税
の

面
な
ど
で
か
な
り
優
遇
は
さ
れ
ま
す
が
、
一
般
公
開
が
原
則
で
あ

り
、
組
織
・
学
会
・
委
員
会
等
の
運
営
方
法
も
大
き
く
変
化
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
今
後
の
学
会
の
変
化
を
十
分
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
、
日
整
会
の
現
理
事
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
運
動
器
」

の
学
術
研
究
推
進
と
国
民
へ
の
啓
発
・
啓
蒙
活
動
に
関
し
て
簡
単

に
触
れ
て
お
き
ま
す
。「
運
動
器
の
１０
年
」
運
動
や
「
健
康
日
本

２１
」
等
で
活
発
に
啓
発
・
啓
蒙
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
で
最
終
年
を
迎
え
、
今
後
の
方
針
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
幸
い
に
も
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
ほ
ど

は
一
般
国
民
に
定
着
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、理
事
長
の
発
案
で
「
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
が
マ
ス
コ
ミ
等
を
使
っ
て
広
く

普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、平
成
１９
年
度
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た
「
新
健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略
」
で
も
、
ご
存
知
の
よ
う

に
「
骨
折
・
骨
粗
鬆
症
・
腰
痛
・
膝
痛
対
策
」
が
本
戦
略
に
盛
り
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込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
２０
年
度
か
ら
厚
生
科
学

研
究
事
業
と
し
て
運
動
器
疾
患
が
重
点
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
運

動
器
の
疫
学
や
早
期
診
断
法
の
開
発
、
骨
粗
鬆
症
対
策
、
膝
痛
・

腰
痛
対
策
等
へ
の
臨
床
研
究
が
３
～
５
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
ま
す
。
慶
應
も
幾
つ
か
の
研
究
事
業
の
代
表
者
に
就
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
研
究
事
業
は
厚
生
科
学
研
究
の
中
で
長
寿
科
学
研

究
事
業
に
入
り
ま
す
が
、
私
と
松
本
秀
男
教
授
、
藤
田
保
健
衛
生

大
学
の
山
田
治
基
教
授
の
３
名
が
研
究
代
表
者
と
し
て
全
国
レ
ベ

ル
の
組
織
を
立
ち
上
げ
、
調
査
・
研
究
活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
行
政
と
国
民
か
ら
評
価
さ
れ
う
る
成
果
を
出
せ
る
よ
う
、
班

員
が
全
力
を
挙
げ
て
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
高
齢
社

会
が
益
々
進
み
、
運
動
器
に
関
す
る
愁
訴
が
多
く
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
重

要
性
が
広
く
国
民
に
認
識
さ
れ
、
国
も
積
極
的
に
健
康
寿
命
延
伸

政
策
を
推
進
し
て
い
く
方
向
に
あ
る
中
、
運
動
器
は
確
実
に
今
後

の
医
療
の
中
心
に
な
る
べ
き
器
官
で
あ
り
、
整
形
外
科
に
明
る
い

未
来
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
次
に
、
こ
の
２
年
間
で
教
室
・
同
門
か
ら
国
な
い
し
日
整

会
に
関
連
し
た
賞
を
受
賞
し
た
先
生
方
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

先
ず
は
、
平
成
２２
年
度
春
の
叙
勲
受
賞
者
と
し
て
宇
沢
充
圭
先
生

（
４４
回
）
が
『
瑞
宝
双
光
章
』
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。
群
馬
県
庁

で
知
事
よ
り
表
彰
状
と
勲
章
を
、
そ
し
て
皇
居
春
秋
の
間
で
天
皇

陛
下
の
拝
謁
を
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
日
整
会
関
係

で
は
、
先
ず
は
学
会
功
労
賞
で
す
が
、
平
成
２０
年
度
に
若
野
紘
一

先
生
（
４７
回
）
が
、
平
成
２１
年
度
に
は
戸
松
泰
介
先
生
（
４６
回
）

と
斉
藤

　
進
先
生
（
４６
回
）、
伊
藤
恵
康
先
生
（
４６
回
）
の
３
名

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

同
窓
の
先
生
方
が
こ
れ
ら
各
賞
の
候
補
者
に
ど
ん
ど
ん
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ
し
て
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々

の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
２１
年
度
に
は
骨

髄
や
後
根
神
経
節
な
ど
に
存
在
す
る
神
経
堤
幹
細
胞
に
関
す
る
研

究
で
名
越
慈
人
君
が
学
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
（
対
象
論
文

掲
載
雑
誌

：C
ell S

tem
 C

ell, 2008

）。
今
後
も
教
室
か
ら
本
賞

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
若
手
研
究
者
が
多
数
出
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
現
在
研
究
中
の
大
学
院
生
そ
し
て
教
室
員
の
皆
さ
ん
、

是
非
と
も
先
輩
に
続
い
て
受
賞
で
き
る
よ
う
努
力
下
さ
い
。

（
８
）
こ
れ
か
ら
の
慶
大
整
形
外
科
が
向
か
う
べ
き
道

　
教
授
就
任
後
１２
年
半
を
経
過
し
た
現
在
、
後
期
６
年
の
慶
大
整

形
が
進
む
べ
き
道
、
方
向
性
に
つ
い
て
私
の
考
え
を
述
べ
て
お
き

ま
す
。
本
号
の
〝（
２
）
教
室
こ
の
２
年
の
あ
ゆ
み
〟
の
項
で
も

述
べ
ま
し
た
が
、
私
の
教
授
任
期
１８
年
の
後
期
６
年
を
、
①
基
礎
・

臨
床
研
究
の
集
大
成
の
時
期
、
②
成
果
の
出
始
め
た
基
礎
研
究
を
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臨
床
応
用
に
向
け
る
時
期
、
③
成
長
し
た
教
室
員
を
適
材
適
所
に

配
置
し
活
躍
の
場
を
与
え
る
時
期
、
④
次
々
代
を
担
う
若
手
を
育

て
る
時
期
、
⑤
教
室
に
と
っ
て
有
益
と
思
え
る
学
会
や
研
究
会
を

担
当
す
る
時
期
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
集
大
成
の
時
期
、

次
代
に
繋
ぐ
時
期
が
後
期
６
年
で
す
。
具
体
的
課
題
は
前
号
の「
ふ

る
さ
と
」
で
書
い
た
内
容
と
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
慶
大
整
形
外
科
が
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、
①
基
礎
研

究
成
果
の
臨
床
応
用
実
現
化
、
②
関
連
病
院
を
含
め
た
前
向
き
大

規
模
臨
床
研
究
の
企
画
、
実
行
、
③
運
動
器
疫
学
セ
ン
タ
ー
の
設

置
、
④
他
施
設
、
特
に
他
大
学
へ
の
教
授
職
を
含
め
た
人
事
推
進
、

⑤
優
れ
た
若
手
臨
床
医
の
育
成
と
適
材
適
所
へ
の
配
置
、
⑥
新
た

な
整
形
外
科
臨
床
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
、
⑦
基
礎
医
学
研

究
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
人
事
推
進
、
な
ど
が
目
標
と
す
べ
き
項
目

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
号
の
最
後
に
、「
皆
さ
ん
と
共
に
、
世
界
の
中
で
五

指
に
入
る
基
礎
と
臨
床
の
融
合
し
た
整
形
外
科
学
教
室
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
」
と
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
本
号
で
も
同
じ
想
い

で
あ
り
ま
す
。

　
慶
大
整
形
外
科
は
常
に
上
を
目
指
し
、
常
に
前
向
き
で
、
常
に

世
界
を
相
手
に
挑
戦
し
続
け
ま
し
ょ
う
。
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１）廣瀬裕一郎（80 回）　平成20年10月20日　＊泉田賞（平成20年度）

・ A functional polymorphism in THBS2 that affects alternative splicing and 

   MMP binding is associated with lumbar disc herniation.

   〈The American Journal of Human Genetics〉 

   →平成21年度第15回日本軟骨代謝学会・学会賞受賞論文

２）名越慈人（81回─大学院）	 平成20年10月20日	＊三四会賞（平成20年度）

・ Ontogeny and multipotency of neural crest-derived stem cells in mouse bone 

   marrow, dorsal root ganglia, and whisker pad.

   〈Cell Stem Cell〉

   →平成21年度日本整形外科学会・学会奨励賞受賞論文

３）船山　敦（76回）	 平成20年12月８日

・ Repair of full-thickness articular cartilage defects using injectable type Ⅱ 

   collagen gel embedded with cultured chondrocytes in a rabbit model.

   〈Journal of Orthopaedic Science〉

■ 2010 年『ふるさと』発刊対象期間中（平成 20 年 10 月～平成 22 年９月までの

２年間）の学位取得者と、その研究論文、掲載雑誌、学位取得日（学位が承

認された研究科委員会開催日）を以下に記します。６年前の「ふるさと」か

ら学位論文を紹介することにしましたが、前号では 21 名の学位論文を紹介し

ました。その後の２年間で、本号でも 24 名の学位論文を掲載することが出来

ました。私は平成 10 年４月から教授職を務めてまいりましたが、現在までに

１０５名の教室員が学位を取得することが出来ました。多分、慶應医学部で

最も学位取得の多い教室と思います。本人の努力は言うに及びませんが、直

接的・間接的に研究指導をしてくれた関係者各位に本誌上をお借りし感謝申

し上げる次第です。どの学位論文も素晴らしい内容であり、中には極めて高

い Impact Factor を有する雑誌に掲載された研究もあります。学位を取得した

先生方、本当におめでとうございます。しかし、学位は先生方の次の目標へ

の一つのステップ、通過点に過ぎません。どうぞ、今後も努力を惜しまず、

さらなる活躍を期待しております。
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４）北村和也（81 回ー大学院）	 平成20年12月８日 

・ Hepatocyte growth factor promotes endogenous repair and functional recovery 

   after spinal cord  injury.

   〈Journal of Neuroscience Research〉

５）小林　秀（80回）　平成21年２月23日　＊泉田賞（平成21年度）

・ A role for the aryl hydrocarbon receptor and the dioxin TCDD in  rheumatoid 

   arthritis.  〈Rheumatology〉

６）谷田部拓（75回特）　平成21年２月23日　＊池田賞（平成21年度）

・ Hyaluronan  inhibits  expression  of  ADAMTS4（aggrecanase-1） in  human 

   osteoarthritic chondrocytes.

   〈Annals of the Rheumatic Diseases〉

７）日方智宏（79回─大学院）　平成21年２月23日　＊三四会賞（平成21年度）

・ PIAS3 negatively regulates RANKL-mediated osteoclastogenesis directly in 

   osteoclast precusors  and indirectly via osteoblasts.

   〈Blood〉

８）川北敦夫（78回） 　平成21年５月11日　＊前田賞（平成21年度）

・ Nicotine acts on growth plate chondrocytes to delay skeletal growth through 

   the α 7 neuronal nicotinic acetylcholine receptor.

   〈PLos ONE〉

９）原藤健吾（78回）　平成21年７月11日

・ A gait analysis of simulated knee flexion contracture to elucidate knee-spine  

   syndrome.

   〈Gait & Posture〉

10）高木岳彦（79回─大学院）　平成21年９月７日　＊岩原賞（平成21年度）

・ Visualization of peripheral nerve degeneration and regeneration : Monitoring  

   with diffusion tensor tractography.

   〈NeuroImage〉

11）西本和正（73回）　平成21年９月７日

・ Association  study  of  TRAF1- C5  polymorphisms  with  susceptibility  to 
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   rheumatoid arthritis and systemic lupus erythematosus in Japanese.

   〈Annals of the Rheumatic Diseases〉

12）岡田英次朗（80回特）　平成21年10月19日　＊泉田賞（平成21年度）

・ Aging of the cervical spine in healthy volunteers ; A 10-year longitudinal 

   magnetic resonance imaging study.

   〈Spine〉 

   →平成21年度第21回日本脊椎脊髄病学会・学会奨励賞受賞論文

13）菊田一貴（81回─大学院）　平成21年12月14日　＊前田賞（平成22年度）

・ Nucleophosmin as a candidate prognostic biomarker of Ewing's sarcoma 

   revealed by proteomics.

   〈Clinical Cancer Research〉

14）古川　満（82回─大学院）　平成21年12月14日　＊泉田賞（平成22年度）

・ IL - 27   abrogates   receptor   activator   of   NF-κB   ligand-mediated 

   osteoclastogenesis of human granulocyte-macrophage colony-forming unit 

   cells through STAT1-dependent inhibition of c-Fos.

   〈The Journal of Immunology〉

15）金子大毅（77回）　平成22年１月18日

・ Temporal effects of cyclic stretching on distribution and expression of integrin 

   and cytoskeleton by ligament fibroblasts in vitro.

   〈Connective Tissue Research〉

16）市原大輔（78回特）　平成22年１月18日

・ Longitudinal magnetic resonance imaging study on whiplash injury patients ; 

   minimum 10-year follow-up.

   〈Journal of Orthopaedic Science〉

17）川崎俊樹（80回）　平成22年３月８日　＊岩原賞（平成22年度）

・ The effect of timing in the administration of hepatocyte growth factor to 

   modulate BMP- 2- induced osteoblast differentiation.

   〈Biomaterials〉

18）箱崎彰裕（79回─大学院）　平成22年３月８日　＊泉田賞（平成22年度）
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・ Receptor activator of NF-κB（RANK）ligand induces ectodomain shedding 

   of RANK in murine RAW264 .7 macrophages.

   〈The Journal of Immunology〉

19）山根淳一（79 回─大学院）　平成22年４月12日      

・ Transplantation of Galectin-1-expressing human neural stem cells into the 

   injured spinal cord of adult common marmosets.

   〈Journal of Neuroscience Research〉

20）太田憲和（76回）　平成22年４月12日

・ Accelerated cartilage resorption by chondroclasts during bone fracture healing 

   in osteoprotegrin-deficient mice.

   〈Endocrinology〉

21）田島康介（80回）　平成22年６月14日

・ Inhibition of STAT1 accelerates bone fracture healing.

   〈Journal of Orthopaedic Research〉

22）山口　徹（78回）　平成22年７月５日　＊池田賞（平成22年度）

・ Fra-1/AP-1 impairs inflammatory responses and chondrogenesis in fracture 

   healing. 

   〈Journal of Bone and Mineral Research〉

23）松村　昇（81回）　平成22年７月５日

・ Effect of shortening deformity of the clavicle on scapular kinematics - A 

   cadaveric study.

   〈The American Journal of Sports Medicine〉

24）小林英介（80回─大学院）　平成22年９月６日

・ Reduced argininosuccinate synthetase is a predictive biomarker  for the 

   development of pulmonary metastasis in patients with osteosarcoma.

   〈Molecular Cancer Therapeutics〉



特　集

日整会開催に向けて
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第
８４
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
を
平
成
２３
年
５
月
１２
日

（
木
）～
１５
日
（
日
）、
横
浜
市
に
あ
る
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催

致
し
ま
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
横
浜
は
１
５
０
年
前
の
幕
末
期

に
慶
應
義
塾
の
創
始
者
で
あ
る
福
澤
諭
吉
を
含
む
若
人
た
ち
を
乗

せ
た
「
咸
臨
丸
」
が
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
け
て
出
港
し

た
地
（
品
川
）
に
近
く
、
幕
末
か
ら
明
治
、
そ
し
て
現
在
に
至
る

ま
で
一
貫
し
て
海
外
に
開
か
れ
た
地
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
近
代
日
本
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
発
展
し
て
き
た

横
浜
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
本
学
術
総
会
を
開
催
す
る

に
相
応
し
い
場
所
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
明
治
維
新
の
偉
人
た
ち

が
動
乱
期
、
変
革
期
の
中
で
日
本
の
進
む
べ
き
道
、
方
向
性
を
忌

憚
な
く
議
論
し
た
よ
う
に
、
本
学
術
総
会
で
整
形
外
科
の
進
む
べ

き
方
向
が
示
さ
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。  

　
こ
の
日
整
会
総
会
は
、
第
１
回
総
会
が
大
正
１５
年
に
東
大
の
田

代
義
徳
教
授
の
下
、
東
京
大
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
総

演
題
数
は
２４
題
で
し
た
。
第
２
回
（
演
題
数
３５
題
）
も
田
代
教
授

が
担
当
し
ま
し
た
が
、
開
催
は
京
都
大
学
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

慶
應
は
昭
和
１８
年
の
第
１０
回
総
会
を
前
田
和
三
郎
教
授
が
担
当
し

ま
し
た
が
、
場
所
は
東
京
大
学
で
、
演
題
数
も
３３
題
で
し
た
。
そ

し
て
昭
和
２５
年
の
第
１８
回
総
会
も
前
田
教
授
が
会
長
と
な
り
、
今

度
は
慶
應
信
濃
町
の
北
里
講
堂
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
（
演
題
数

５６
題
）。
そ
の
後
、
昭
和
２５
年
に
岩
原
寅
猪
教
授
（
５
回
）
が
第

２３
回
総
会
を
や
は
り
北
里
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
（
演
題
数
９０

題
）。
そ
れ
か
ら
３６
年
間
は
慶
應
主
催
は
な
く
、
昭
和
６１
年
に
泉

田
重
雄
教
授
が
第
５９
回
総
会
を
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
（
演
題
数
５
３
６
題
）。
そ
し
て
、
平
成
８
年
に

矢
部
裕
前
教
授
が
第
６９
回
総
会
を
同
じ
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
（
演
題
数
８
０
７
題
）。
そ
れ
か
ら
１５
年
が
経
ち
、

今
度
は
横
浜
で
第
８４
回
本
学
術
総
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と

な
り
、
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
学
術
集
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
整
形
外
科
―
原
点

と
挑
戦 C

h
allen

g
es fou

n
d
ed on orig

in
ality

」
と
致
し
ま
し

た
。
２１
世
紀
に
入
り
、
政
治
・
経
済
と
共
に
我
が
国
の
医
療
も
大

き
な
曲
が
り
角
、
変
革
期
に
あ
り
ま
す
。
医
師
不
足
、
地
域
医
療
、

小
児
・
産
科
・
救
急
医
療
、
高
齢
者
医
療
、
病
院
経
営
、
社
会
保

は
じ
め
に

 

第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
会
長

戸
　
山
　
芳
　
昭
（
54
）

【
特
集
】
日
整
会
学
術
総
会 

　
　
　 

開
催
に
向
け
て
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険
・
医
療
保
険
制
度
な
ど
の
諸
問
題
、
そ
し
て
医
療
訴
訟
の
増
加

…
…
等
々
、
日
本
の
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変
す
る
中
、「
専

門
医
制
度
」
の
構
築
や
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
医
療
の
提
供
が
国

民
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
科
学
論
文
数
・

引
用
数
が
諸
外
国
に
比
べ
て
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状
が
あ
り
、
医

学
研
究
も
医
療
同
様
に
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
今

こ
そ
、
医
学
・
医
療
、
そ
し
て
整
形
外
科
の
原
点
を
も
う
一
度
見

つ
め
直
し
日
本
と
世
界
の
動
向
を
見
据
え
、
人
口
動
態
、
少
子
高

齢
化
、
疾
患
動
態
、
医
療
環
境
の
変
化
を
分
析
し
た
上
で
整
形
外

科
の
役
割
、
進
む
べ
き
方
向
、
将
来
展
望
を
討
論
し
、
再
確
認
す

る
時
期
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
学
術
総

会
の
テ
ー
マ
を
「
整
形
外
科
―
原
点
と
挑
戦
」
と
致
し
ま
し
た
。

運
動
器
疾
患
を
扱
う
整
形
外
科
の
原
点
と
そ
こ
か
ら
の
挑
戦
に
関

連
し
た
演
題
を
広
く
募
集
し
、
次
世
代
に
繋
が
る
学
術
集
会
に
な

る
よ
う
企
画
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て

「tran
slation

al research

」「
再
生
医
療
」「
骨
折
の
最
新
治
療
」

「
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
」「
整
形
外
科
の
保
存
治
療
」「
最
小
侵
襲

手
術
」「
関
節
再
建
術
」「
高
齢
者
の
整
形
外
科
」
を
取
り
上
げ
て

お
り
ま
す
。

　
学
術
集
会
初
日
の
５
月
１２
日
（
木
）
の
開
会
式
に
引
き
続
き
、

「
独
立
自
尊
」「
実
学
の
精
神
」「
学
問
の
す
す
め
」
な
ど
、
国
際

的
視
野
と
学
問
、
経
済
の
重
要
性
を
説
き
、
中
で
も
自
然
科
学
と

演
説
・
討
論
を
重
ん
じ
て
幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
変
革
期
に
日
本

の
文
明
開
化
、
近
代
社
会
の
基
礎
を
築
い
た
〝
福
澤
諭
吉
〟
に
焦

点
を
当
て
、「
福
澤
諭
吉
か
ら
学
ぶ
も
の
」
と
題
し
て
講
演
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
ク
チ
ャ
ー
と

し
て
「
整
形
外
科
―
原
点
と
挑
戦
」
の
テ
ー
マ
で
各
分
野
を
先
導

し
て
く
れ
た
方
々
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
学
会
初
日

午
後
に
は
、
や
は
り
特
別
企
画
と
し
て
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
癌

な
ど
他
領
域
で
既
に
十
分
な
疫
学
研
究
の
実
績
を
有
す
る
研
究
者

を
含
め
て
「
我
が
国
のC

om
m

on disease

に
対
す
る
大
規
模
コ

ホ
ー
ト
研
究
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画

し
て
お
り
ま
す
。
大
規
模
な
疫
学
調
査
、
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
実
施

し
て
こ
な
か
っ
た
整
形
外
科
に
と
っ
て
、
他
学
会
か
ら
学
ぶ
べ
き

こ
と
も
多
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
更
に
、
第
８２
回
と
第
８３
回
の
学

術
集
会
で
好
評
を
得
たS

p
ecialty d

ay

も
、
本
学
術
集
会
で
継

続
し
５
月
１３
日
（
金
）
に
行
い
ま
す
。
日
整
会
も
こ
の
企
画
を
継

続
さ
せ
て
、
米
国
の
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｓ
と
同
様
に
各
分
野
の
専
門
性
を
高

め
、
最
新
の
知
識
と
技
術
を
提
供
で
き
る
場
、
討
議
で
き
る
場
を

学
術
総
会
に
求
め
て
い
ま
す
。

今
回
も
脊
椎
、
上
肢
、
膝
関
節
、
股
関
節
、
足
・
小
児
、
骨
粗
鬆
症
・

リ
ウ
マ
チ
、
外
傷
、
腫
瘍
・
感
染
症
、
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
器
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
９
分
野
に
分
け
、
最
新
の
診
断
法
や
最
先
端

治
療
な
どu

p to d
ate

の
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の



− 47 −

　
い
よ
い
よ
戸
山
教
授
が
会
長
を
さ
れ
る
第
84
回
日
本
整
形
外
科

学
会
学
術
総
会
が
８
ヶ
月
後
（
執
筆
時
点
）
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
４
月
に
第
１
回
準
備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
す

で
に
１
年
以
上
が
経
過
し
、
準
備
委
員
会
も
す
で
に
第
13
回
が
開

催
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
学
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
松
本
守
雄
委
員

長
）、
式
典
社
交
委
員
会
（
須
田
康
文
委
員
長
）、
会
場
・
展
示
委

員
会
（
森
岡
秀
夫
委
員
長
）、
総
務
・
会
計
委
員
会
（
池
上
博
泰

委
員
長
）、
国
際
・
宿
泊
・
交
通
（
中
村
雅
也
委
員
長
）
そ
し
て

広
報
・
制
作
委
員
会
（
中
村
俊
康
委
員
長
）
が
立
ち
上
が
り
、
順

調
に
準
備
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
て
、
第
84
回
総
会
の
テ
ー
マ

は
戸
山
教
授
の
発
案
で
「
原
点
と
挑
戦
」
と
な
り
ま
し
た
。
長
い

教
室
の
歴
史
の
中
で
諸
先
輩
が
築
か
れ
た
素
晴
ら
し
い
業
績
を
土

台
と
し
て
、
原
点
を
大
切
に
し
つ
つ
、
し
か
も
若
手
の
、
時
と
し

て
無
謀
に
も
思
え
る
、
挑
戦
を
決
し
て
押
さ
え
る
こ
と
な
く
後
押

し
し
て
こ
ら
れ
た
戸
山
教
授
の
教
室
運
営
方
針
に
沿
っ
た
ふ
さ
わ

し
い
テ
ー
マ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
戸
山
教
授
が
示
さ
れ
た
大
き
な

指
針
を
念
頭
に
置
き
、
各
委
員
会
が
委
員
長
を
中
心
と
し
て
独
自

S
p
ecialty d

ay

で
も
、
本
テ
ー
マ
で
あ
る
「
原
点
と
挑
戦
」
を

基
本
に
活
発
な
討
議
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。                                            

　
教
室
で
は
昨
年
４
月
よ
り
準
備
委
員
会
を
設
け
、
そ
の
責
任
者

を
千
葉
一
裕
准
教
授
に
お
願
い
し
、
総
務
・
併
設
行
事
担
当
を
須

田
康
文
講
師
、
学
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
松
本
守
雄
准
教
授
、
会
場
運

営
・
展
示
が
森
岡
秀
夫
講
師
、
広
報
が
中
村
俊
康
講
師
、
財
務
が

池
上
博
泰
講
師
、
国
際
・
宿
泊
等
が
中
村
雅
也
講
師
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
部
署
を
責
任
を
も
っ
て
対
応
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
教
室
ス
タ
ッ
フ
と
関
連
病
院
の
先
生
方
に
も
参
加
を
頂
い

て
前
述
の
準
備
委
員
会
を
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、
協
議
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
本
号
発
刊
時
に
は
、
い
よ
い
よ
開
催
ま
で
半

年
程
度
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
は
教
室
員
、

同
門
、
関
係
者
等
の
協
力
に
よ
り
順
調
に
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
進
ん

で
お
り
ま
す
。
本
学
術
総
会
が
慶
應
ら
し
い
価
値
あ
る
、
そ
し
て

素
晴
ら
し
い
学
術
集
会
に
な
る
よ
う
、
教
室
の
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
同
門
の
先
生
方
に
も
尚
一
層
の
ご
支

援
、
ご
指
導
を
頂
け
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
同
門
の
先
生
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

日
整
会
開
催
に
向
け
て
─
準
備
の
現
況

第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
担
当
責
任
者

千
　
葉
　
一
　
裕
（
62
）
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に
自
由
な
発
想
で
綿
密
な
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
各

委
員
長
の
報
告
に
譲
り
ま
す
が
、
教
室
員
一
同
、
慶
應
ら
し
い
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
か
つ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
総
会
と
す
べ
く

鋭
意
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
同
窓
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
か
と
存

じ
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
大
き
な
声

で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
は
運
営
委
員
長
を
拝
命
し
て
お
り

ま
す
も
の
の
、
優
秀
な
後
輩
た
ち
が
て
き
ぱ
き
と
仕
事
を
こ
な
し

て
く
れ
る
お
陰
で
ず
い
ぶ
ん
楽
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

お
そ
ら
く
私
の
最
大
か
つ
唯
一
の
仕
事
は
、
学
会
が
始
ま
っ
た
後

に
寄
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
苦
情
の
処
理
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
い
ま
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
（
ド
キ
ド
キ
）
し
な
が
ら
待
っ
て
お
り

ま
す
。
体
力
と
精
神
力
を
鍛
え
つ
つ
…
…
。

　
平
成
23
年
５
月
、
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
を
戸

山
教
授
が
主
宰
い
た
し
ま
す
。
ま
こ
と
に
光
栄
で
あ
り
、
喜
ば
し

い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
既
に
、
教
室
の
全
力
を
挙
げ
て
、
準
備
万

端
怠
り
な
く
、
計
画
を
進
め
て
来
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
春
の
慶
大
整
形
外
科
同
窓
会
で
、
慶
應
ら
し
い
学

術
総
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
強
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
慶
應
に
は
塾
祖
福
沢
諭
吉
先
生
以
来
、
私
学
の
雄
と
し
て
学

問
を
す
す
め
、
ま
た
教
室
に
は
日
整
会
開
催
に
関
し
て
も
、
前
田

〈
和
〉、
岩
原
、
泉
田
、
矢
部
、
戸
山
教
授
と
続
く
90
年
の
す
ぐ
れ

た
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
原
点
に
か
え
り
、
こ
の
伝
統
を
継
承

し
、
こ
の
上
に
新
し
い
時
代
に
挑
戦
す
る
業
績
を
積
み
重
ね
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
学
術
総
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

原
点
と
挑
戦
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
こ
と
に
慶
應
に
相
応
し
い
コ

ン
セ
プ
ト
と
考
え
ま
す
。

　
さ
て
、
慶
應
ら
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
15
年
前
の
第
69
回
日

第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会 

開
催
を
祝
し
て

—

慶
應
ら
し
い
学
術
総
会
を—

矢
　
部
　
　
　
裕
（
36
）



− 49 −

整
会
学
術
集
会
開
催
の
際
に
も
論
じ
ら
れ
、
１
９
９
５
年
の
「
ふ

る
さ
と
」
に
「
慶
應
ら
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
ス
マ
ー
ト
で
あ
る
、

中
庸
、
実
学
、
私
学
と
し
て
の
特
徴
を
折
り
込
む
等
話
し
合
い
ま

し
た
が
、
来
会
さ
れ
る
全
て
の
方
に
学
問
的
に
も
、social

に
も

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
学
術
集
会
の
設
定
に
あ
り
ま
す
。」
と
の

記
載
が
あ
り
ま
す
。

　
幸
い
に
、
教
室
に
は
各
専
門
分
野
が
揃
っ
て
お
り
、
時
代
の
ト

ッ
プ
を
行
く
す
ぐ
れ
た
業
績
を
上
げ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

整
形
外
科
学
各
領
域
を
包
括
し
、
国
際
的
に
も
深
い
内
容
を
有
し
、

す
ぐ
れ
た
企
画
を
行
う
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

総
合
大
学
の
利
点
を
活
用
し
て
、social
に
も
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
企
画
を
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
す
べ
て
の
来
会
者

のn
eed

s

に
合
わ
せ
て
、
縦
の
企
画
と
横
の
流
れ
が
円
滑
に
進
む

よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
等
種
々
の
配
慮
を
行
い
、
学
術
集
会
実

行
委
員
会
冨
士
川
委
員
長
に
言
わ
せ
る
と
空
前
絶
後
だ
っ
た
と
の

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
具
体
的
に
慶
應
で
あ
る
か
ら
で
き
た
２
〜
３
の
事
項

に
つ
い
て
、
触
れ
て
み
ま
す
。

　
先
ず
は
記
念
講
演
、
石
川
忠
雄
前
塾
長
に
お
願
い
し
た
「
福
沢

諭
吉
と
日
本
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
政
治
、
社
会
、
経
済
、

宗
教
か
ら
医
療
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
行
く
先
不
透
明
で
あ
っ

た
当
時
に
お
い
て
、
明
治
維
新
を
学
問
、
実
学
に
よ
り
見
事
に
切

り
開
い
た
福
沢
諭
吉
の
原
点
に
帰
り
、
考
え
て
み
る
必
要
性
を
感

じ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
別
途
印
刷
し
た
第
69
回
日
本
整
形
外

科
学
会
学
術
集
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
表
紙
に
は
彼
の
著
書
「
学
問
の

す
す
め
」
の
表
紙
と
そ
の
本
文
第
１
ペ
ー
ジ
を
設
え
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
市
民
公
開
講
座
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
学
会
前
月
、

読
売
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、「
都
市
生
活
と
骨
の
健
康
」
に
つ

い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
村
田
幸
子
氏
に
司
会
、
講
演
者
に
つ
い

て
は
山
崎
元
、
太
田
博
明
先
生
等
、
そ
し
て
裏
で
は
、
正
力
社
主

の
ご
支
援
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
こ
の
市
民
公
開
講
座
の

内
容
は
、
翌
３
月
４
日
の
読
売
新
聞
の
紙
面
１
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
、

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
そ
れ
か
ら
15
年
、
教
室
は
大
変
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

特
に
研
究
分
野
で
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本

整
形
外
科
学
会
も
大
き
く
な
り
、
時
代
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
学
問
の
原
点
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
と
か
く

忘
れ
ら
れ
が
ち
な
学
問
の
原
点
に
帰
り
、
伝
統
を
重
ん
じ
つ
つ
、

現
時
代
か
ら
未
来
へ
挑
戦
す
る
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術

総
会
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
参
会
者
に
ご

満
足
し
て
頂
け
る
慶
應
ら
し
い
学
術
総
会
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。
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第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
式
典
・
社
交
部
門
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
須
田
（
65
）
で
す
。
式
典
・
社
交
部
門
で
取
り

扱
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
内
容
と
そ
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
部
門
で
は
、
総
会
の
開
会
式
、
晩
餐
会
（
会
長
招
宴
）、

全
員
懇
親
会
、
閉
会
式
、
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
サ
ッ
カ
ー
、
野

球
）
へ
の
準
備
、
運
営
、
教
室
・
慶
應
義
塾
紹
介
用
ビ
デ
オ
の
作

製
を
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
部
門
に
お
け
る
準
備
委
員
会
は
、

委
員
長
・
須
田
、
委
員
・
奥
山
訓
子
先
生
（
73
）、
岡
崎
真
人
先

生
（
74
）、
船
山
敦
先
生
（
76
）、
渡
辺
航
太
先
生
（
76
）
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
。
現
時
点
で
の
準
備
状
況
は
次
の
通

り
で
す
。
開
会
式
で
は
、
慶
應
義
塾
ワ
グ
ネ
ル
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー

男
声
合
唱
団
に
よ
る
国
歌
斉
唱
、
塾
関
連
の
歌
の
披
露
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
開
会
式
は
例
年
の
総
会
と
も
出
席
者
が
少
な
く
、

い
か
に
多
く
の
学
会
員
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
か
、
目
下
検
討
中

で
す
。
そ
の
際
放
映
す
る
教
室
な
ら
び
に
慶
應
義
塾
紹
介
ビ
デ
オ

で
は
、
約
15
分
間
前
半
を
慶
應
義
塾
の
紹
介
に
、
後
半
を
教
室
の

紹
介
に
あ
て
て
お
り
、
教
室
紹
介
で
は
、
教
室
歴
代
教
授
の
診
療

風
景
、
学
会
活
動
中
の
お
姿
、
医
局
員
の
親
睦
会
風
景
な
ど
、
で

き
る
だ
け
多
く
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
べ
く
、
現
在
同
門
の
先
生

方
よ
り
お
写
真
を
ご
提
供
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

多
く
の
先
生
方
よ
り
、
貴
重
な
お
写
真
を
お
借
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生
に
は
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
募
集
は
ま
だ
ま
だ
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

は
と
い
う
お
写
真
を
お
持
ち
の
先
生
は
、
是
非
担
当
の
須
田
ま
た

は
学
会
担
当
秘
書
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
晩

餐
会
は
学
術
総
会
初
日
の
５
月
12
日
（
木
）
夕
刻
か
ら
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
学
会
場
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
近
く
の
埠
頭
よ

り
乗
船
い
た
だ
き
、
大
桟
橋
ホ
ー
ル
に
到
着
後
、
同
ホ
ー
ル
を
会

場
と
し
て
行
い
ま
す
。
会
に
先
立
ち
余
興
を
、
会
の
最
中
、
場
所

の
移
動
中
に
生
バ
ン
ド
演
奏
を
、
会
の
後
半
で
再
び
余
興
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
余
興
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
交
渉
中
の
と

こ
ろ
も
あ
り
、
固
有
名
詞
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
広

く
、
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
趣
向
を

凝
ら
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
５
月
13
日
（
金
）

開
催
の
全
員
懇
親
会
は
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
の
展
示
会
場
の
一
区

事
務
局
・
式
典
社
交

　
　
　   
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
事
務
局
長

　
　
　    

兼
　
式
典
社
交
担
当

　
　
須
　
田
　
康
　
文
（
65
）

各
委
員
長
よ
り
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画
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
余
興
と
し
て
、
慶
應
義
塾

応
援
団
や
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
に
依
頼
を
か
け
て
お
り
ま
す
。

５
月
15
日
（
日
）
の
閉
会
式
で
は
、
会
期
中
に
撮
影
し
た
ビ
デ
オ

を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
計
画
で
す
。
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し

て
、
例
年
通
り
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
場
確

保
に
関
し
ま
し
て
は
、
け
い
ゆ
う
病
院
副
院
長
の
鎌
田
修
博
先
生

（
61
）、
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
副
院
長
の
福
井
康
之
先
生

（
61
）
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
プ
ロ
球
団
使
用
の
球
場
を
お
借
り

す
べ
く
目
下
交
渉
中
で
す
。
さ
て
、
以
上
が
現
時
点
で
の
式
典
・

社
交
部
門
に
お
け
る
準
備
状
況
で
す
が
、
松
本
守
雄
准
教
授

（
65
）
担
当
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
が
完
了
し
ま
す
と
、
い
よ
い
よ

式
典
・
社
交
部
門
が
脚
光
を
浴
び
る
段
階
と
な
っ
て
き
ま
す
。
委

員
一
同
、
教
室
の
顔
と
な
り
ま
す
各
種
式
典
を
滞
り
な
く
運
営
で

き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
同
門
の
先
生
方
に
は

引
き
続
き
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
続
き
ま
し
て
、
須
田
は
現
在
、
学
術
総
会
事
務
局
も
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
準
備
状
況
全
般

に
つ
い
て
、
残
り
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
現
在
教
室
で
は
、
第
84
回
日
整
会
学
術
総
会
準
備
委
員
会

を
、
戸
山
芳
昭
会
長
（
54
）、
千
葉
一
裕
実
行
委
員
長
（
62
）、
各

小
委
員
会
委
員
長
（
松
本
准
教
授
、
池
上
博
泰
講
師
（
64
）、
中

村
雅
也
講
師
（
66
）、中
村
俊
康
講
師
（
67
）、森
岡
秀
夫
講
師
（
67
）、

須
田
康
文
）、
矢
部
啓
夫
講
師
（
53
）、
佐
藤
和
毅
講
師
（
68
）、

宮
本
健
史
Ｊ
Ｓ
Ｔ
准
教
授
（
73
）、
岡
崎
真
人
助
教
（
74
）、
藤
田

貴
也
助
教
（
74
）
に
加
え
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
臼
井
宏
国
立

村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
（
51
）、
佐
々
木
孝
済
生
会
神
奈
川
県

病
院
副
院
長
（
52
）、堀
内
行
雄
川
崎
市
立
川
崎
病
院
病
院
長
（
52
）、

松
本
秀
男
慶
大
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
教
授
（
57
）、
大

谷
俊
郎
慶
大
看
護
医
療
学
部
教
授
（
59
）、
柳
本
繁
済
生
会
中
央

病
院
整
形
外
科
部
長
（
59
）、
鎌
田
修
博
け
い
ゆ
う
病
院
副
院
長

（
61
）
に
、ま
た
学
会
運
営
を
担
当
す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
会
社
（
コ

ン
グ
レ
）、
学
術
総
会
担
当
秘
書
（
本
江
亜
貞
奈
さ
ん
）
に
参
加

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
13
回
の
委
員
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
第

１
回
は
平
成
21
年
４
月
27
日
で
す
。
こ
の
会
は
、
学
会
準
備
の
方

向
性
を
示
し
、
ま
た
確
認
す
る
最
高
決
定
機
関
と
し
て
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
と
し
て
、
各
委
員
会
の
進
捗
状
況
報

告
、
後
に
述
べ
ま
す
日
整
会
学
術
集
会
運
営
委
員
会
か
ら
の
報
告
、

過
去
の
学
術
総
会
の
準
備
状
況
や
終
了
後
の
様
子
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
、
審
議
事
項
の
議
決
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
委
員

会
は
来
年
の
学
術
総
会
直
前
ま
で
開
催
予
定
で
す
。
お
忙
し
い
中
、

会
に
参
加
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
発
言
を
頂
戴
し
て
い
る
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
の
先
生
方
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
と
半
年

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
学
会
準
備
と
し
ま
し
て
は
、
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こ
の
準
備
委
員
会
が
立
ち
上
が
る
前
の
平
成
20
年
５
月
に
戸
山
教

授
の
学
会
長
が
確
定
し
た
翌
月
６
月
よ
り
、
戸
山
教
授
、
須
田
は
、

毎
月
１
回
、
本
郷
の
日
整
会
事
務
局
で
開
催
さ
れ
る
日
本
整
形
外

科
学
会
学
術
集
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
（
平
成
21
年
６
月
よ
り
日

整
会
学
術
集
会
運
営
委
員
会
に
名
称
変
更
）
に
参
加
し
、
学
会
開

催
に
向
け
て
の
日
整
会
側
か
ら
の
要
望
の
確
認
、
当
教
室
で
の
準

備
状
況
の
報
告
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
須
田
に
と
り
ま
し
て

は
、
大
相
撲
に
例
え
る
と
、
序
ノ
口
、
序
二
段
ク
ラ
ス
の
力
士
が
、

い
き
な
り
横
綱
審
議
会
に
参
加
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
と
て
も
場

違
い
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
な
が
ら
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
参
加

し
た
頃
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
同
門
の
里
見

和
彦
杏
林
大
学
教
授
（
49
）、
佐
々
木
孝
先
生
、
堀
内
行
雄
先
生
、

持
田
讓
治
東
海
大
学
教
授
（
54
）
に
は
『
頑
張
れ
よ
』
と
温
か
い

お
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
ふ
ー
っ
と
一
息
つ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
諸
先
輩
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
会
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
整
会
が
意
図
す
る
学
会
運
営
方
針
、
カ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
進
歩
、
教
育
研
修
講
演
申
し
込
み
手
続
き
の
変

遷
、
学
術
総
会
参
加
費
の
変
化
、
事
前
登
録
制
度
の
導
入
か
ら
廃

止
に
至
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
、
一
般
学
会
員
で
は
知
り
え
な
い
情

報
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
代
学
術
総
会
を
担
当

さ
れ
た
三
浪
明
男
北
海
道
大
学
教
授
（
81
回
）、
岩
本
幸
英
九
州

大
学
教
授
（
82
回
）、
四
宮
謙
一
東
京
医
科
歯
科
大
学
名
誉
教
授

（
83
回
）
の
ご
苦
労
話
な
ど
伺
え
た
こ
と
も
大
収
穫
で
し
た
。
こ

の
会
で
得
ら
れ
た
情
報
を
教
室
の
準
備
委
員
会
で
披
露
す
る
こ

と
、
ま
た
準
備
委
員
会
で
検
討
し
た
内
容
や
進
捗
状
況
を
、
戸
山

教
授
に
日
整
会
の
委
員
会
で
報
告
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
補
足
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
私
の
主
な
業
務
で
す
。
来
年
の
学
術
総
会
直

前
ま
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
第
84
回
の
学

会
運
営
に
向
け
た
意
気
込
み
を
日
整
会
の
重
鎮
の
先
生
方
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
第
84
回
日
整
会
学
術
総
会
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
は
、
同
門
の
先
生
方
の
ご
支
援
が
是
非
必
要
で
す
。
皆

様
ご
多
忙
の
折
と
は
存
じ
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
同
門
の
先

生
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ま
た
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学
会
成
功
の
も
っ
と
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
で

す
。
２
０
０
９
年
４
月
の
第
一
回
の
準
備
委
員
会
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
に
つ
い
て
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
最
初
に
学
会
の
テ
ー
マ
が
「
原
点
と
挑
戦
」
と
い
う
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講
演
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
む
と
い
う
方
向
性

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
基
礎
か
ら
臨
床
へ
、
古
く
か

ら
の
問
題
に
対
す
る
新
し
い
治
療
・
診
断
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
教
室
諸
先
輩

か
ら
ご
指
摘
を
常
々
受
け
る
「
慶
応
ら
し
さ
を
出
す
」
と
い
う
こ

と
も
（
非
常
に
難
し
い
命
題
で
は
あ
り
ま
す
が
）
念
頭
に
置
い
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
詳
細
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
詰
め
て
い
く
作
業
を
行
う
た
め
に
各
臨
床
班
代
表
か
ら

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
小
委
員
会
を
立
ち
上
げ
２
０
０
９
年
９
月
３
０

日
の
第
１
回
会
議
を
皮
切
り
に
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
会
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
学
会
日
程
と
し
ま
し
て
第
１
、２
日
目
（
５
月
12
日
、
13
日
）

は
専
門
性
が
高
い
内
容
、
第
３
、４
日
目
（
５
月
14
日
、
15
日
）

は
一
般
性
が
高
い
内
容
に
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。
特
に

第
２
日
目
は
日
整
会
の
意
向
を
受
け
、
第
82
回
か
ら
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
専
門
分
野
ご
と
に
一
日
、
縦
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む

specialty day

と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
地
域
性
を
考
慮
し
て
卒

業
年
次
ご
と
に
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
開
業
の
同
門
の
先
生
方

に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の
貴
重
な
意
見
を
と

り
い
れ
、
土
曜
日
、
日
曜
日
に
は
な
る
べ
く
多
く
の
講
演
を
組
む

よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先

生
方
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
講
演
は
、
ま
ず
基
調
講
演
の
演
者
が
戸
山
教
授
の
意
向
で
、
清

家
篤
塾
長
、
岸
本
忠
三

　
大
阪
大
学
免
疫
機
能
統
御
学
教
授
（
文

プ
ロ
グ
ラ
ム
進
捗
状
況
に
つ
い
て

学
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

　
　
松
　
本
　
守
　
雄
（
65
）

プログラム小委員会メンバー
　　松本　　守雄
　　森岡　　秀夫
　　佐藤　　和毅
　　榎本　　宏之
　　早稲田　明生
　　岡崎　　真人
　　藤田　　貴也
　　細金　　直文
　　宮本　　健史

 準備委員会メンバー
　　戸山　芳昭
　　千葉　一裕
　　松本　守雄
　　矢部　啓夫
　　池上　博泰
　　須田　康文
　　中村　雅也
　　中村　俊康
　　森岡　秀夫
　　佐藤　和毅
　　岡崎　真人
　　藤田　貴也
　　臼井　　宏
　　佐々木　孝
　　堀内　行雄
　　松本　秀男
　　大谷　俊郎
　　柳本　　繁
　　鎌田　修博
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化
勲
章
そ
の
他
受
賞
）、
須
田
立
雄
埼
玉
医
科
大
学
ゲ
ノ
ム
医
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
（
日
本
学
士
院
賞
そ
の
他
受
賞
）
の

３
先
生
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
内
特
別
講
演
と
し

て
井
田

　
良
慶
應
義
塾
常
任
理
事
、
古
川
俊
治
参
議
院
議
員
を
お

招
き
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
各
分
野
で
ご
活
躍
の
海
外
招
待
講
演

16
名
、
教
育
研
修
講
演
43
名
を
講
師
と
し
て
お
招
き
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
海
外
か
ら
招
待
す
る
先
生
方
は
研
究
や
留
学
を
通

し
て
慶
應
と
ゆ
か
り
の
あ
る
先
生
を
中
心
に
選
定
い
た
し
ま
し

た
。
教
育
研
修
講
演
に
は
同
門
の
何
名
か
の
先
生
方
に
も
講
師
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
講
師
を
全
員
慶
應
で
固
め
る
こ
と
も
可

能
な
く
ら
い
教
室
、
同
門
に
は
業
績
の
あ
る
先
生
方
が
多
い
の
で

す
が
、
一
定
の
公
平
性
は
必
要
で
す
の
で
泣
く
泣
く
数
名
に
限
定

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

　
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
に
取
り
込
む
の
が
困
難
な
ほ
ど
多
く
の
企
業
（
54
社
）
か
ら

の
参
加
申
し
込
み
を
頂
き
ま
し
て
、
さ
ら
に
サ
テ
ラ
イ
ト
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
申
し
込
み
も
５
社
か

ら
頂
い
て
お
り
ま
す
。
希
望
す
れ
ば
学
会
期
間
中
は
朝
か
ら
夜
ま

で
頭
も
い
っ
ぱ
い
、
お
な
か
も
い
っ
ぱ
い
と
い
う
状
況
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
教
室
の
各
班

や
基
礎
研
究
室
か
ら
の
提
案
に
加
え
、
日
整
会
関
連
学
会
や
日
整

会
各
委
員
会
に
案
を
広
く
募
集
し
、
総
計
１
５
４
の
案
が
集
ま
り

ま
し
た
。
類
似
の
案
を
統
合
し
、
学
会
テ
ー
マ
か
ら
外
れ
る
と
考

え
ら
れ
た
案
を
除
外
す
る
作
業
を
行
い
、
最
終
的
に
49
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
。

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
各
分

野
を
広
く
網
羅
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
７
月
に
は
一
般
演
題
の
公
募
が
始
ま
り
、
10
月
末
に
は
採
否
を

決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
般
口
演
の
採
用
率
は
20
％
弱
の
狭

き
門
と
な
り
ま
す
し
、
ポ
ス
タ
ー
採
用
率
も
50
％
弱
と
な
り
ま
す

の
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
採
用
さ
れ
た
演
題
は
厳
密
なrev

iew
 

p
rocess

を
経
て
採
用
さ
れ
た
価
値
あ
る
演
題
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
多
く
の
先
生
方
の
ご
協
力
や
ご
教
示
を
得
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
は
定
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
戸
山
教
授
の
掲
げ
る
「
原
点
と
挑
戦
」
と
い
う
テ
ー
マ
、
教
室

諸
先
生
か
ら
ご
指
摘
い
た
だ
い
て
い
る
「
慶
應
ら
し
さ
」
を
実
現

で
き
る
土
壌
は
作
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
学
会
に
参
加
す
る
先
生
方
に
よ
っ
て
最
終
的
な
完
成
を
見

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
是
非
、
教
室
、
同
門
の
先
生
方
に
は
学
会

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
加
わ
り
い
た
だ

き
、
学
術
総
会
を
学
ぶ
と
こ
ろ
の
多
い
す
ば
ら
し
い
学
会
に
で
き

ま
す
よ
う
、
ご
協
力
、
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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い
よ
い
よ
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
が
来
年
の
五

月
に
せ
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
に
与
え
ら
れ
た
役
目
は
、
副

責
任
者
と
総
務
・
会
計
で
あ
り
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
15
年
前
の
ふ
る
さ
と
が
手
元
に
あ
り
ま
す
が
、
１
９
９
５

年
発
行
の
ふ
る
さ
と
の
〝
日
整
会
開
催
に
向
け
て
〟
に
、
第
69
回

日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
集
会
に
つ
い
て
各
担
当
の
先
生
方
の
コ

メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
め
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
15
年
と
い
う
年
月
の
せ
い
か
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
学
術
総
会
は
第
82
回
か
ら
日
本
整
形
外
科

学
会
が
取
り
仕
切
る
よ
う
に
な
り
、
会
計
に
つ
い
て
も
各
主
催
校

が
独
自
に
行
う
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
学
会
に
お
伺
い
を
立
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
、
予
算
案
を
２
０
０
９

年
に
提
出
し
、
さ
ら
に
そ
の
修
正
案
を
今
年
の
４
月
に
提
出
し
、

学
会
に
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
細

か
く
な
り
ま
す
の
で
日
本
整
形
外
科
学
会
誌
を
参
照
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
す
が
、
総
予
算
は
お
よ
そ
五
億
円
で
す
。
金
額
だ

け
み
て
も
大
事
業
で
あ
る
と
容
易
に
想
像
が
つ
き
ま
す
。

　
日
本
整
形
外
科
学
会
が
取
り
仕
切
る
前
ま
で
は
、
主
催
校
の
同

窓
生
が
一
丸
と
な
っ
て
寄
付
を
集
め
、
こ
の
大
事
業
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
第
82
回
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
寄
付
等
は

不
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
正
式
に
戸
山
教
授
が
会
長
に
決
ま
っ
た

時
か
ら
、
何
と
か
し
て
寄
付
を
し
た
い
と
い
う
暖
か
い
お
言
葉
を

た
く
さ
ん
の
同
窓
の
先
生
方
か
ら
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

日
本
整
形
外
科
と
い
う
名
前
を
用
い
た
寄
付
や
学
会
期
間
中
に
別

の
名
前
で
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
会
計
基
準
も
厳
し
く
な
り
、
せ
っ
か
く
学
会
に
来
て

い
た
だ
い
た
外
国
の
先
生
や
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
方
々
に
十

分
な
接
遇
が
学
会
の
予
算
だ
け
で
は
難
し
い
と
い
う
状
況
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
状
況
は
日
本
整
形
外
科
学
会
が
公
益
法
人

に
な
っ
た
り
す
れ
ば
（
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
未
定

で
す
が
、
早
い
と
11
月
に
は
認
可
が
お
り
る
の
で
は
と
い
う
情
報

も
あ
り
ま
す
）、
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
会
計
担
当
と
し
ま
し
て
は
、
慶
應

義
塾
大
学
ら
し
い
総
会
が
で
き
る
よ
う
に
な
ん
と
か
い
ろ
い
ろ
と

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
の
皆
様
か
ら
も
貴

重
な
ご
意
見
と
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
・
会
計

総
務
・
会
計
担
当
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学
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
で
、
い
か
に
海
外
か
ら
の

参
加
者
を
増
や
し
交
流
を
深
め
る
か
は
重
要
な
問
題
で
す
。
国
際

担
当
委
員
と
し
て
榎
本
、
堀
内
、
細
金
の
３
先
生
方
と
一
緒
に
、

海
外
学
会
長
の
招
待
や
海
外
講
演
者
の
受
け
入
れ
の
準
備
な
ど
を

日
本
整
形
外
科
学
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
し

た
。

　
先
ず
、
海
外
学
会
長
の
招
待
は
日
本
整
形
外
科
学
会
で
既
に
決

定
さ
れ
て
い
るA

m
erican A

cad
em

y of O
rth

op
aed

ic 

S
u

r
g

e
o
n

s 
(A

A
O

S
), 

S
o
c
ie

te
 
In

te
r
n

a
tio

n
a
l 

d
e 

C
h

iru
rg

ie
O

rth
o
p

e
d

iq
u

e (S
IC

O
T

), A
sia P

a
c
ific 

O
rth

o
p

a
e
d

ic A
sso

c
ia

tio
n
 (A

P
O

A
),T

h
e C

h
in

e
se 

O
rth

op
aed

ic A
ssociation (C

O
A

), E
u
rop

ean F
ed

eration 

o
f N

a
tio

n
a
l A

sso
c
itio

n
s o

f O
rth

o
p

a
e
d

ic
s a

n
d 

T
rau

m
atolog

y (E
F

F
O

R
T

)

の
５
学
会
長
と
、
戸
山
会
長
の
裁

量
でA
m

erican O
rth

op
ed

ic A
ssociation (A

O
A

), T
h
e 

K
re

a
n

O
rth

o
p

a
e
d

ic A
sso

c
ia

tio
n
 (K

O
A

), T
a
iw

a
n 

O
rth

o
p
a
e
d
icA

sso
cia

tio
n
 (T

O
A

), T
h
e H

o
n
g
 K

o
n
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O
rth

o
p

a
e
d

ic 
A

sso
c
ia

tio
n
 
(H

O
A

), 
T

h
e
 
In

d
ia

n 

O
rthopaedic A

ssociation (IO
A

)

の
５
学
会
を
加
え
て
招
待
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
教
室
に
ゆ
か
り
の
あ
る
海
外

の
先
生
方
16
名
に
招
待
講
演
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
海
外
か
ら
参
加
い
た
だ
く
先
生
方
のw

elcom
e party

の
準
備

も
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
日
時
は
学
会
３
日
目
に
あ
た
る
平
成
23

年
５
月
14
日
に
横
浜
で
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
ナ
ー
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ク
ル
ー
ザ
ー
を
貸
し
切

り
に
し
て
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
を
入
れ
て
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
和
や
か
な
雰

囲
気
で
行
え
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
片
手

に
ジ
ャ
ズ
を
聴
き
、
横
浜
の
夜
景
を
見
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る
日
本
整
形
外
科
学
会T

rav
elin

g 

fellow

（
10
名
）、
整
形
災
害
外
科
研
究
助
成
財
団A

sian 

trav
elin

g fellow

（
10
名
）
の
選
出
は
学
会
抄
録
を
参
考
に
厳
正

な
審
査
の
も
と
で
選
定
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
担
当
す
る
国
際
（
宿
泊
・
交
通
）
部
門
は
こ
れ
か
ら

が
最
も
大
変
な
時
期
を
迎
え
る
と
思
い
ま
す
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
協
力
し
な
が
ら
、
海
外
の
先
生
方
に
も
満
足
い
た
だ
け
る
慶
應

ら
し
い
学
会
に
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
最
後
に
、

海
外
学
会
長
や
教
室
か
ら
招
待
し
た
海
外
の
先
生
方
に
は
、
特
に

国
際
・
宿
泊
・
交
通

国
際
（
宿
泊
・
交
通
）
担
当 
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失
礼
が
な
い
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
も
こ
れ
ら
の
先
生
方
に
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
対
応
が
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
教
室
員
の
先
生
方
に
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
度
５
月
に
横
浜
パ
シ
フ
ィ
コ
で
戸
山
芳
昭
教
授
の
元
で
開

催
さ
れ
る
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
集
会
の
広
報
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
67
回
の
中
村
俊
康
で
す
。
広
報
委
員
会
は
私
と

名
倉
武
雄
特
別
研
究
講
師
（
70
回
）、
石
井
賢
講
師
（
72
回
）
の

３
名
で
構
成
さ
れ
る
部
門
で
、
お
も
に
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
広
報
委
員
会
で
は
日
整
会
会
員
へ
の
情
報
の
開
示
と

周
知
を
目
的
に
、
ロ
ゴ
の
デ
ザ
イ
ン
、
封
筒
お
よ
び
レ
タ
ー
の
ヘ

ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
、
ポ
ス
タ
ー
の
決
定
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
会

告
の
草
案
作
り
、
海
外
学
会
用
の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
フ
ラ
イ

ヤ
ー
）
作
成
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。
作
成
日
程
が
ほ
と
ん
ど
決

ま
っ
て
い
る
た
め
に
最
も
早
く
か
ら
活
動
を
始
め
た
委
員
会
で

す
。
戸
山
教
授
の
ご
指
示
に
よ
り
ロ
ゴ
は
慶
應
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
ペ
ン
の
マ
ー
ク
と
三
色
旗
（
ブ
ル
ー
レ
ッ
ド
ア
ン
ド
ブ
ル
ー
）

を
基
盤
と
し
た
も
の
で
、JO

A
2011

と
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

を
心
が
け
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
派
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
横

浜
み
な
と
み
ら
い
の
景
色
を
背
景
に
パ
シ
フ
ィ
コ
と
三
田
の
図
書

広
報
・
制
作

広
報
担
当
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館
を
中
央
円
内
に
配
置
し
た
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
ま

し
た
。
港
町
横
浜
の
海
と
空
の
青
を
背
景
と
し
た
鮮
や
か
な
も
の

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
原
点
と

挑
戦
」
を
最
も
わ
か
り
や
す
い
位
置
に
配
置
す
る
た
め
に
、
何
度

も
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
海
外
学
会
用
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
も
青
を
基

調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
ポ
ス
タ
ー
と
の
統
一
感
を
持
た
せ
て
い

ま
す
。
英
語
に
強
い
千
葉
准
教
授
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
、
間
違
い
な
い
英
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
イ
ヤ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
は
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
海
外
学
会
用
の
フ
ラ
イ
ヤ

ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
に
作
成
し
ま
し
た
。
平
成
22
年
９
月
現
在
、

演
題
募
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

広
報
委
員
会
の
最
後
の
仕
事
と
し
て
コ
ン
グ
レ
ス
バ
ッ
グ
の
選
定

と
作
成
の
作
業
が
12
月
に
あ
り
ま
す
。
戸
山
教
授
か
ら
あ
ま
り
学

会
名
が
表
の
目
立
つ
と
こ
ろ
に
出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
指
示

さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
日
整
会
の
後
も
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
な

普
段
使
い
も
可
能
な
バ
ッ
グ
（
自
分
で
も
毎
日
使
い
た
く
な
る
よ

う
な
バ
ッ
グ
）
を
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
４
の
書
類
が
横
に

入
る
こ
と
は
必
須
で
、
手
持
ち
、
肩
掛
け
の
ど
ち
ら
も
可
能
な
も

の
を
考
え
て
い
ま
す
。
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
を
平
成
23
年
５
月
12
日

か
ら
15
日
に
戸
山
芳
昭
教
授
が
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
る

際
の
会
場
・
展
示
の
委
員
長
を
拝
命
し
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
御
存
じ
の
よ
う
に
、
日
本
整
形

外
科
学
会
学
術
総
会
は
、
そ
の
総
参
加
者
が
１
０
，０
０
０
人
に

達
す
る
巨
大
が
学
術
集
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
整
形
外
科

学
会
も
こ
の
学
会
開
催
の
会
場
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
国
際
的

ス
ケ
ー
ル
の
空
間
と
し
て
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
を
位
置
づ
け
て
お

り
、
現
在
ま
で
幾
度
と
な
く
本
会
場
が
使
用
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
本
会
場
は
、
平
成
22
年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
に
開
催
さ
れ
る
日
本
整
形
外
科
学
会
の
学
会
と

し
て
は
、
本
会
が
ま
さ
に
初
め
て
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
慶

應
の
た
め
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
戸
山
教
授
な
ら
び
に
教
室
の
運
の
強
さ
を

感
じ
ま
す
。

　
都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
加
え
、
歴
史
と
ロ
マ
ン
と
国

際
性
に
あ
ふ
れ
た
横
浜
の
新
し
い
都
市
「
み
な
と
み
ら
い
21
」
で

会
場
・
展
示
部
門

会
場
・
展
示
担
当 

　
　
森
　
岡
　
秀
　
夫
（
67
特
）



− 59 −

本
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
全
世
界
、
全
国
の
各
都
市
か
ら
も
ス

ム
ー
ズ
に
集
う
こ
と
が
で
き
、
近
年
の
国
際
化
が
著
し
い
本
会
に

と
っ
て
ま
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
会
場
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
開
催
概
要
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
基
調
講
演
や
招
待
講
演
な
ど

を
含
む
口
演
会
場
と
し
て
国
立
大
ホ
ー
ル
（
初
日
の
み
）、
会
議

セ
ン
タ
ー
内
に
６
会
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
展
示
ホ

ー
ル
に
併
設
さ
れ
て
い
る
１
３
５
０
㎡
の
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
を

分
割
し
３
会
場
を
設
置
、
合
計
12
会
場
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
例

年
の
参
加
者
数
の
デ
ー
タ
解
析
か
ら
、
整
形
外
科
各
専
門
分
野
の

会
場
割
の
概
略
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
ま
す
。
空
席
が
目
立
た
な
い
、

立
ち
見
が
出
な
い
よ
う
に
適
正
配
置
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
各
会
場
へ
の
入
場
者
数
を
予
測
す
る
こ
と
は
な
か
な

か
困
難
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
展
示
は
、
展
示
面
積
２
０
０
０
０
㎡
を

誇
る
展
示
ホ
ー
ル
内
に
、
企
業
展
示
と
と
も
に
計
画
中
で
あ
り
ま

す
。
企
業
か
ら
の
提
案
も
あ
り
、
近
年
重
視
さ
れ
て
い
る
エ
コ
ロ

ジ
ー
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。
学
術
総
会

に
お
け
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
、
ポ
ス
タ
ー
会
場
と
し
て
若
手
研
究

者
の
発
表
の
場
で
あ
り
、
企
業
展
示
と
し
て
最
新
の
医
療
情
報
を

入
手
で
き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
視
覚
的
に
も
学
会
の
華
と
し
て

重
要
な
会
場
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
窓
の
皆
様
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
参
加
者
全
員
に
御
満
足
い
た
だ
け
る
会
場
に
な
る

よ
う
に
全
力
で
臨
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
今
回
の
学
術
集
会
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
原
点
と
挑
戦 C

h
allen

g
es fou

n
d
ed on orig

in
ality

」
と

い
う
壮
大
な
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ス
ペ
ー
ス
を
目
指
し
て
、

ま
た
そ
の
会
場
が
多
く
の
参
加
者
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
、
今
後
と
も
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
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脊
椎
脊
髄
班
は
千
葉
准
教
授
が
教
室
主
任
に
就
任
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
松
本
が
平
成
21
年
10
月
よ
り
チ
ー
フ
を
務
め
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
戸
山
教
授
、
千
葉
准
教
授
に
も
臨
床
に
お
加
わ
り
頂

き
な
が
ら
、
中
村
雅
也
講
師
、
石
井
賢
学
内
講
師
、
辻
崇
助
教
、

渡
邊
航
太
特
別
研
究
講
師
、
細
金
直
文
助
教
、
松
本
の
６
名
の
ス

タ
ッ
フ
で
診
療
、
研
究
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
秘
書

４
人
（
う
ち
１
人
は
厚
生
労
働
省
班
会
議
事
務
局
、
１
人
は
脊
髄

研
究
室
所
属
）、
中
国
か
ら
１
人
の
留
学
生
も
一
緒
に
働
い
て
お

り
ま
す
。

臨
床

　
主
に
、
脊
椎
疾
患
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
（
松
本
担
当
）
と
、

脊
髄
疾
患
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
（
中
村
担
当
）
に
大
ま
か
に
別

れ
て
お
り
、
変
性
疾
患
や
脊
椎
腫
瘍
、
炎
症
性
疾
患
な
ど
は
全
員

で
治
療
に
当

　
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
手
術
件
数
は
年
々
増
加
し
２
０
０
８
年
に
は
４
２
７
件
、
２
０
０
９

年
に
は
５
４
４
件
で
す
。
頚
椎
症
性
脊
髄
症
、O

P
L

L

、
脊
柱
管

狭
窄
症
な
ど
の
変
性
疾
患
に
加
え
、
脊
髄
腫
瘍
（
２
０
０
９
年
度

99
件
）、
脊
柱
変
形
（
同
１
０
０
件
）
の
手
術
例
が
多
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。

　
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
は
な
か
な
か
入
院
が
困
難
な
こ
と
も
あ

り
症
例
数
は
少
な
い
で
す
が
、
内
視
鏡
下
後
方
ヘ
ル
ニ
ア
摘
出
術

（M
E

D

）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
松
本
と
石
井
が
日
本
整
形
外
科

学
会
の
技
術
認
定
医
を
有
し
て
お
り
、
内
視
鏡
下
施
設
認
定
基
準

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
の
保
険
点
数
改
訂
で
従
来

法
よ
り
髙
い
手
術
点
数
の
算
定
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

脊
柱
管
狭
窄
症
は
除
圧
術
を
基
本
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
渡
邊
が

本
症
に
対
し
て
考
案
し
た
棘
突
起
縦
割
式
椎
弓
形
成
術
は
本
法
で

も
追
試
す
る
施
設
が
広
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
当
科
で
も
行
っ
て
お

り
、
従
来
法
に
比
べ
術
後
創
部
の
痛
み
や
筋
肉
の
萎
縮
が
少
な
い

こ
と
が
臨
床
研
究
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
り
や
不
安
定
性
の
強
い
症
例
に
は
経
椎
間
孔
後
方
椎
体
間
固

定
術
（T

L
IF

）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
石
井
を
中
心
に
侵
襲

の
少
な
いm

in
im

ally in
v
asiv

e T
L
IF

の
手
法
を
取
り
入
れ
て

お
り
ま
す
。

　
頚
椎
疾
患
は
脊
髄
症
に
対
し
て
は
平
林
先
生
の
片
開
き
式
脊
柱

管
拡
大
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
術
後
の
頚
部
痛
、
肩
甲
部
痛

脊
椎
脊
髄
班

 

松
　
本
　
守
　
雄
（
65
）

各
臨
床
班
の
現
況
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を
軽
減
す
る
た
め
に
筋
肉
の
温
存
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
。

　
側
彎
症
を
代
表
と
し
た
脊
柱
変
形
は
外
来
を
毎
週
月
曜
日
午
後

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
手
術
は
松
本
、
渡
辺
、
細
金
を
中
心
に
行

っ
て
お
り
ま
す
。
思
春
期
の
側
彎
症
に
対
し
て
は
椎
弓
根
ス
ク
リ

ュ
ー
を
使
用
し
て
、
よ
り
高
い
矯
正
を
目
指
し
て
治
療
し
て
お
り

ま
す
。
特
発
性
側
彎
症
だ
け
で
な
く
、
全
身
の
合
併
症
を
伴
っ
た

様
々
な
原
因
に
よ
る
症
候
性
の
側
彎
症
例
に
対
し
は
、
他
科
と
の

協
力
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
症
例
に
あ
っ
た
適
切
な
治
療
法
を
選

択
し
て
お
り
ま
す
。
術
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る
幼
児
の
側
彎
症

に
対
し
て
は
、
脊
椎
の
成
長
に
合
わ
せ
て
ロ
ッ
ド
を
適
宜
延
長
し

て
い
くgrow

ing rod technique

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
生
ま

れ
つ
き
の
脊
椎
の
異
常
に
よ
り
生
じ
る
先
天
性
側
彎
症
に
対
し
て

は
骨
切
り
術
な
ど
を
用
い
た
難
易
度
の
高
い
手
術
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
最
近
増
加
し
て
い
る
成
人
例
の
側
弯
彎
に
対
し
て
は
、
椎

弓
根
ス
ク
リ
ュ
ー
に
加
え
、
骨
切
り
術
、
椎
体
間
固
定
術
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
手
技
を
併
用
し
て
、
で
き
る
だ
け
安
全
か
つ
効
果
の
高

い
手
術
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
脊
髄
疾
患
に
つ
い
て
は
次
章
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

研
究
お
よ
び
学
術
的
活
動

：

臨
床
・
基
礎
の
様
々
な
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
国
内

外
の
学
会
や
雑
誌
に
発
表
し
て
お
り
ま
す
。
中
に
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
研
究
も
多
く
、
学
会
のaw

ard

も
数
多
く
受
賞
し
て

お
り
ま
す
。
２
０
０
９
年
度
の
脊
椎
脊
髄
班
の
英
語
論
文
総
数
は

28
編
（
主
著
14
編
）
で
、
今
年
度
は
６
月
ま
で
の
半
期
で
す
で
に

20
編
（
主
著
14
編
）
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
脊
椎
脊
髄
病
学

会
に
お
け
る
演
題
数
も
大
学
ス
タ
ッ
フ
が
関
与
し
た
研
究
だ
け
で

も
毎
年
25
を
超
え
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
施
設
の
中
で
ト
ッ
プ
を
キ

ー
プ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
慶
應
の
強
み
は
臨
床
、
基
礎
、
変
性

疾
患
、
脊
髄
疾
患
、
脊
柱
変
形
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
の
演
題

が
出
て
い
る
こ
と
と
、
関
連
施
設
の
先
生
方
か
ら
の
演
題
も
多
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

主
な
研
究
テ
ー
マ
を
下
記
に
記
し
ま
す
（
脊
髄
関
係
の
研
究
は
次

章
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

1)
　
臨
床
研
究

各
種
変
性
疾
患
の
手
術
成
績
の
検
討
な
ど
に
加
え
、
以
下
の
よ
う

な
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

脊
柱
靭
帯
骨
化
症

：

２
０
０
８
年
よ
り
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補

助
金
（ 

難
治
性
疾
患
克
服 

研
究
事
業
）
に
よ
る
脊
柱
靭
帯
骨
化

症
の
研
究
の
主
任
研
究
員
に
戸
山
教
授
が
就
任
し
、
当
科
が
事
務

局
と
な
り
難
治
性
疾
患
と
さ
れ
て
い
る
脊
柱
靱
帯
骨
化
症
の
研
究

を
全
国
規
模
で
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。O

P
L

L

の
関

連
遺
伝
子
同
定
、
胸
椎O

P
L
L

手
術
成
績
、
頚
椎O

P
L
L

のC
T

分
類
作
成
な
ど
を
多
施
設
研
究
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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M
R

I

に
よ
る
頚
椎
加
齢
変
化
の
研
究

：

日
本
損
害
保
険
協
会
か

ら
の
助
成
を
得
て
、
10
年
間
健
常
者
をM

R
I

でfollow
-u

p

し
た

研
究
で
す
。
頚
椎
が
10
年
で
、
ど
の
よ
う
な
加
齢
の
過
程
を
経
る

の
か
、
ま
た
そ
の
危
険
因
子
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
調
査
し
ま
し

た
。
結
果
は
岡
田
英
次
朗
君
（
80
回
）
がS

p
in

e

誌
に
投
稿
し
、

２
０
１
０
年
度
の
脊
椎
脊
髄
病
学
会
奨
励
賞
（
大
正
富
山
ア
ワ
ー

ド
）
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
同
時
に
む
ち
う
ち
患
者
も
10

年
間follow

-u
p

し
健
常
者
と
の
加
齢
変
化
の
比
較
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
成
果
は
市
原
大
輔
君
（
78
回
）
と
松
本
が
そ
れ
ぞ
れ

Jou
rn

al of O
rth

op
aed

ic S
cien

ce
とS

p
in

e

に
発
表
し
て
お

り
ま
す
。

特
発
性
側
彎
症
関
連
遺
伝
子

当
科
が
代
表
施
設
と
な
り
全
国
８
施
設
が
参
加
し
て
特
発
性
側
彎

症
の
発
生
お
よ
び
進
行
関
連
遺
伝
子
の
同
定
を
行
う
研
究
が
始
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
済
生
会
中
央
病
院
に
も
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま

す
し
、
け
い
ゆ
う
病
院
、
慶
友
整
形
外
科
病
院
、
川
崎
市
立
病
院
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
に
も
サ
ン
プ
ル
収
集
に
ご
協
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
か
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
海

外
で
は
す
で
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
側
彎
進
行
関
連
遺
伝
子

を
同
定
し
、
遺
伝
子
診
断
に
よ
り
進
行
の
可
能
性
が
高
い
症
例
で

は
早
期
に
装
具
あ
る
い
は
手
術
治
療
を
開
始
す
る
な
ど
の
治
療
に

役
立
て
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
高
橋
洋
平
君
（
83
回
）

が
理
化
学
研
究
所
・
ゲ
ノ
ム
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
池
川
志
郎

教
授
の
も
と
で
解
析
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
疾
患
関
連
遺
伝
子

こ
れ
も
理
化
学
研
究
所
・
ゲ
ノ
ム
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
池
川

志
郎
教
授
の
も
と
で
三
尾
太
君
（
77
回
）
以
下
、
廣
瀨
裕
一
郎
君

（
80
回
）、
三
宅
敦
君
（
80
回
）
が
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
患
者
の
疾
患

感
受
性
遺
伝
子
を
同
定
し
、
国
内
外
の
学
会
やq

u
ality jou

rn
al

に
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
２
０
１
０
年
度
に
は
廣
瀨
君
が
日
本

軟
骨
代
謝
学
会
賞
、
千
葉
准
教
授
が
国
際
腰
椎
学
会
でb

est 

paper

賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

2)
　
基
礎
研
究

脊
椎
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
開
発

：

慶
應
理
工
学
部
、
日
本
メ
デ
ィ
カ

ル
マ
テ
リ
ア
ル
社
と
の
共
同
で
脊
椎
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
開
発
が
進

行
中
で
す
。
脊
椎
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
日
本
人
の
脊
椎
骨
格
を
晒
し

骨
、
Ｃ
Ｔ
な
ど
か
ら
測
定
し
て
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
サ
イ
ズ
を
決

定
し
、
生
体
力
学
的
な
検
討
は
理
工
学
部
が
担
当
し
、M

ark I

が
完
成
致
し
ま
し
た
が
、
現
在
さ
ら
に
性
能
の
向
上
を
は
か
る
た

めM
ark II

を
開
発
し
厚
生
労
働
省
の
認
可
を
待
っ
て
い
る
状
態

で
す
。

人
工
骨

：

上
智
大
、
明
治
大
と
の
共
同
研
究
と
し
て
開
発
研
究
が

進
行
し
て
お
り
ま
す
。
再
生
医
療
に
お
け
るscaffold

と
し
て
、

あ
る
い
はB

M
P

な
ど
のcarrier

と
し
て
そ
の
有
用
性
が
期
待
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で
き
ま
す
。
ま
だ
、
動
物
実
験
の
段
階
で
す
が
良
好
な
結
果
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
石
井
講
師
が
中
心
と
な
り
抗
菌
性
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
の
開
発
研
究
も
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
国
内
外
の

学
会
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

研
修
医
教
育

研
修
医
教
育
の
一
環
と
し
て
毎
年
２
月
に
レ
ク
チ
ャ
ー
と

S
aw

b
on

e

を
用
い
た
基
本
的
な
脊
椎
手
術
手
技
のh

an
d
s on 

session

か
ら
な
る
研
修
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
若
い
先
生
方

に
と
っ
て
は
脊
椎
脊
髄
外
科
の
基
本
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
思
い
ま

す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
と
め

臨
床
・
研
究
・
教
育
の
３
分
野
で
の
脊
椎
班
の
現
況
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
臨
床
、
研
究
で
は
現
在
日
本
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
世
界
の
医
学
界
の
流
れ
で
は
エ

ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
高
い
大
規
模
研
究
や
前
向
き
研
究
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。M

an p
ow

er

の
不
足
も
あ
り
な
か
な
か
こ
れ

が
実
現
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
是
非
関
連
病
院
の
先
生
方
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
慶
應
発
の
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
を
世

界
に
発
信
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
慢
性
的
な
手
術

枠
不
足
で
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
患
者
の
皆
さ
ん
を
長
期
間
待
た
せ

て
し
ま
う
こ
と
も
問
題
で
す
。
手
術
室
と
常
に
交
渉
し
枠
外
手
術

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
ま
た
脊
髄
腫
瘍
、
脊

柱
変
形
な
ど
大
き
な
手
術
が
増
え
る
に
つ
れ
、
一
般
的
な
変
性
疾

患
の
手
術
が
行
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
も
問
題
の
一
つ
で
す
。

以
上
、
こ
の
よ
う
な
解
決
す
べ
き
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
を
し
て
慶
應
の
脊
椎
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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戸
山
芳
昭
教
授
の
慶
應
義
塾
大
学
常
任
理
事
就
任
に
伴
い
、
脊

椎
脊
髄
班
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
千
葉
一
裕
准
教
授
が
教
室
主
任
に

な
ら
れ
た
た
め
、
昨
年
よ
り
松
本
守
雄
准
教
授
を
脊
椎
脊
髄
班
チ

ー
フ
と
す
る
新
た
な
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
脊
髄

班
を
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
主
に
脊
髄
疾
患
を
扱
っ
て
お
り
ま
す

が
、
勿
論
脊
椎
疾
患
の
手
術
も
行
い
ま
す
し
、
メ
ン
バ
ー
が
固
定

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
に
私
と
石
井
賢
（
72
）

先
生
さ
ら
に
は
辻
崇
（
74
）
や
細
金
直
文
（
76
）
先
生
ら
が
加
わ

っ
て
、
脊
髄
疾
患
の
治
療
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
慶
應
の
関
連
病
院
の
先
生
方
か
ら
の
み
な
ら
ず
、

全
国
の
他
大
学
や
病
院
か
ら
の
紹
介
患
者
も
増
え
て
き
て
お
り
、

年
間
約
９０
例
の
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
最
も
手
術

件
数
が
多
い
の
が
脊
髄
腫
瘍
で
す
。
私
が
帰
室
さ
せ
て
頂
い
た

２
０
０
０
年
以
降
の
症
例
だ
け
で
も
既
に
６
５
０
例
を
越
え
、
特

に
髄
内
腫
瘍
は
１
５
０
件
以
上
に
な
り
、
脳
外
科
を
含
め
た
他
大

学
・
他
施
設
と
比
較
し
て
も
格
段
に
多
く
の
症
例
数
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
訳
は
上
衣
腫
、
星
細
胞
腫
、
血
管
芽
細
胞
腫
、
海
綿

状
血
管
腫
な
ど
で
、
星
細
胞
腫
を
除
い
た
ほ
ぼ
全
症
例
で
腫
瘍
全

摘
出
が
可
能
で
あ
り
、
機
能
的
予
後
に
関
し
て
も
か
な
り
良
好
な

成
績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
星
細
胞
腫
で
あ
っ
て
も
低
悪
性
度
の

場
合
は
約
６
割
の
症
例
で
腫
瘍
の
全
摘
出
が
可
能
で
す
が
、
高
悪

性
度
の
場
合
は
腫
瘍
の
全
摘
出
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
残
念
な

が
ら
生
命
的
・
機
能
的
予
後
と
も
に
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
胸
髄
発
生
の
高
悪
性
度
星
細
胞
腫
に
対

し
て
、
機
能
を
犠
牲
に
し
て
も
生
命
予
後
を
優
先
す
る
観
点
か
ら

脊
髄
離
断
術
を
７
例
に
施
行
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
３
例
は

３
年
以
上
経
過
し
た
現
在
も
生
存
し
て
お
り
、
症
例
を
絞
れ
ば
有

効
な
治
療
法
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
悪
性
度
星

細
胞
腫
の
根
治
療
法
は
手
術
の
み
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
そ
の
病
因
の
解
明
に
向
け
た
腫
瘍
遺
伝
子
解
析
を

既
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
大
学
院
を
卒
業
し
た
岩
波
明

生
君
（
77
）
がG

liom
a

の
第
一
人
者
で
あ
るU

C
L

A

の

M
isch

el

教
授
の
も
と
に
留
学
し
て
お
り
、
必
ず
慶
應
に
大
き
な

成
果
を
持
ち
帰
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
こ

れ
ら
の
成
果
に
よ
り
高
悪
性
度
星
細
胞
腫
も
根
治
出
来
る
日
が
必

ず
訪
れ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
硬
膜
内
髄
外
腫
瘍
で
は
神
経

鞘
腫
や
髄
膜
腫
が
多
く
、
特
に
関
連
病
院
や
他
院
・
他
大
学
か
ら

ご
紹
介
頂
く
症
例
に
は
上
位
頚
髄
発
生
例
の
砂
時
計
腫
や
腹
側
発

生
例
の
髄
膜
腫
な
ど
の
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
術
中
モ
ニ

脊
髄
診
療
班
の
現
況

 

中
　
村
　
雅
　
也
（
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）
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タ
リ
ン
グ
やC

U
SA

や
超
音
波
な
ど
の
最
新
手
術
器
機
を
駆
使
し

て
、
何
と
か
良
好
な
成
績
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た

最
近
私
た
ち
が
腰
椎
高
位
に
発
生
す
る
粘
液
乳
頭
状
上
衣
腫
の
治

療
成
績
を
ま
と
め
て
報
告
し
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
か
ら
紹
介
さ

れ
る
患
者
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
終
糸
に
発
生
す
る
こ
の
腫
瘍

は
、
発
生
段
階
の
初
期
に
は
被
膜
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
被
膜

ご
と
摘
出
で
き
れ
ば
再
発
の
危
険
性
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
度
被
膜
を
破
る
と
髄
腔
内
播
種
を
き
た
す
た
め
治
療
に
難

渋
し
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
被
膜
を
破
っ
た
粘
液
乳
頭
状
上

衣
腫
に
対
し
て
は
摘
出
術
後
に
全
脳
・
全
脊
髄
放
射
線
照
射
を
施

行
し
、
良
好
な
成
績
を
得
て
お
り
ま
す
。

　
脊
髄
空
洞
症
も
近
年
症
例
数
は
増
加
し
て
お
り
、
治
療
方
針
も

過
去
に
幾
つ
か
の
変
遷
が
あ
り
ま
し
た
が
、
少
な
く
と
も
キ
ア
リ

奇
形
に
伴
う
空
洞
症
の
大
部
分
の
症
例
は
大
後
頭
孔
減
圧
術
で
良

好
な
成
績
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
の
症
例
で
は
大

後
頭
孔
減
圧
術
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
現
在
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
にp

rosp
ectiv

e stu
d
y

を
行
い
、
そ

の
結
果
偏
在
型
の
空
洞
、
長
期
罹
病
期
間
の
症
例
に
対
し
て
は
空

洞
く
も
膜
下
腔
短
絡
術
を
行
う
べ
き
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
脊
髄
係
留
症
候
群
、
脊
髄
ヘ
ル
ニ
ア
、
脊
髄
動

静
脈
奇
形
、
脊
髄
先
天
奇
形
な
ど
多
様
な
疾
患
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
総
合
す
る
と
年
間
約
９０
件
以
上
の
手
術
症
例
と
な
り
、
整
形
外

科
・
脳
外
科
を
含
め
て
も
そ
の
症
例
数
は
全
国
で
も
屈
指
の
施
設

と
言
え
ま
す
。
こ
れ
も
一
重
に
関
連
病
院
の
先
生
方
か
ら
の
ご
協

力
に
よ
る
も
の
と
こ
の
場
を
か
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
慶
應
の
整
形
外
科
に
は
岩
原
先
生
以
来
脈
々
と
し
た
脊
髄
外
科

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
長
い
歴
史
と
伝
統
に
恥
じ
な
い
た
め

に
も
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
脊
髄
外
科
に
精
進
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
脊
髄
再
生
研
究
が
お
そ
ら
く
２
〜
３
年
以
内
に
は
臨
床
応
用

に
向
か
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
諸
先
輩
や
関
連
病
院

の
先
生
方
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る

か
と
存
じ
ま
す
が
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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戸
山
教
授
が
臨
床
班
を
大
き
く
４
つ
（
脊
椎
・
脊
髄
、
腫
瘍
、

上
肢
、
下
肢
）
に
分
け
ら
れ
、
私
、
池
上
博
泰
（
64
回
）
が
現
在
、

上
肢
班
の
責
任
者
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
昨
年
の
４
月
16
、
17
日
に
京
王
プ
ラ
ザ
で
第
52
回

日
本
手
の
外
科
学
会
を
堀
内
会
長
の
も
と
で
行
う
に
あ
た
っ
て
、

同
窓
の
先
生
方
か
ら
多
大
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
学
会
参
加
者
も
１
７
０
０
名

を
越
え
、
学
術
集
会
も
大
成
功
で
し
た
。

　
現
在
の
上
肢
班
の
現
況
で
す
が
、
所
属
し
て
い
る
先
生
方
は

１
０
０
名
を
越
え
、
現
在
、
年
に
３
回
の
セ
ミ
ナ
ー
（
１
月
、
４

月
、
９
月
）
と
１
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
月

は
新
年
会
を
兼
ね
て
お
り
同
門
の
先
生
か
ら
講
演
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
４
月
は
日
本
手
外
科
学
会
学
術
集
会
の
初
日
に
行

わ
れ
、
他
大
学
の
先
生
に
講
演
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
９
月
は

新
た
に
学
位
取
得
し
た
先
生
自
身
に
よ
る
研
究
内
容
の
発
表
と
同

門
の
先
生
か
ら
の
講
演
、
症
例
検
討
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
１

回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
昨
年
は
第
41
回
を
む
か
え
ま
し
た
。
例
年

６
月
の
梅
雨
時
に
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
雨
に
降
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
こ
の
10
年
は
晴
れ
か
曇
り
で
す
。

　
さ
て
、
上
肢
班
に
は
肩
・
肘
班
と
手
の
外
科
班
が
あ
り
ま
す
。

若
い
先
生
に
は
で
き
る
限
り
、
指
の
先
か
ら
肩
ま
で
上
肢
全
体
に

興
味
を
持
っ
て
勉
強
し
て
も
ら
い
、
実
際
の
臨
床
に
も
励
ん
で
も

ら
う
よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。
手
の
外
科
班
に
つ
い
て
は
中
村
俊

康
先
生
か
ら
報
告
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
現
在
の
肩
・
肘
関

節
班
の
現
況
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
平
成
18
年
の

ふ
る
さ
と
で
も
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、
小
川
清
久
先
生
（
50
回
）

が
退
職
さ
れ
、
私
、
池
上
博
泰
（
64
回
）
が
現
在
、
班
の
責
任
者

を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
肩
班
の
歴
史
お
よ
び
活
動
は
、
過
去
の
ふ
る
さ
と
に
詳
細
に
記

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
、
平
成
21
年
か
ら
の
現
況

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
大
学
で
の
診
療
で
す
が
、
以
前
と
同
じ
火
曜
日
の
午
後
に

肩
・
肘
関
節
外
来
（
14

：

00
か
ら
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

こ
の
外
来
は
、
私
と
帰
室
し
て
い
る
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
が
中
心

と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
肩
・
肘
の
障

害
に
つ
い
て
は
、
第
２
、４
月
曜
日
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
外

来
に
私
が
で
て
診
療
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
よ
り
若
い
メ
ン
バ
ー
で
現
在
活
発
に
活
動
し
て
い
る
の
は
、

井
口
理
君
（
66
回
）、
宇
井
通
雅
君
（
68
回
）、
浪
花
豊
寿
君
（
70

上
肢
班
お
よ
び
肩
・
肘
関
節
班
の
現
況

 

池
　
上
　
博
　
泰
　（
64
）
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回
）、
中
道
憲
明
君
（
73
回
）、
小
林
修
三
君
（
74
回
）、
丹
治
敦

君
（
77
回
）、
三
笠
貴
彦
君
（
78
回
）、
塩
野
将
平
君
（
80
回
）、

松
村
昇
君
（
81
回
）、
宮
本
裕
也
君
（
82
回
）、
森
岡
健
君
（
82
回
）、

河
野
友
祐
君
（
83
回
）、
で
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
会
や

研
究
会
で
、
先
輩
の
三
笠
元
彦
先
生
（
44
回
）、
小
川
清
久
先
生

（
50
回
）、
山
中
芳
先
生
（
53
回
）、
濱
田
一
壽
先
生
（
56
回
）、
吉

田
篤
先
生
（
62
回
）、
高
橋
正
明
先
生
（
63
回
）
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
豊
富
な
臨
床
経
験
を
踏
ま
え
た
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
目
立
っ
た
こ
と
は
、
留
学
し
て
い
た
中
道
憲
明
君

（
73
回
）
が
昨
年
帰
国
し
た
こ
と
と
松
村
昇
君
（
81
回
）
が
今
年

学
位
を
取
得
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
中
道
憲
明
君
（
73
回
）
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
ス
イ
ス
の
ベ

ル
ン
に
あ
るL

indenhofspital 

（P
rof. R

alph H
ertel

）
を
拠
点

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
肩
関
節
外
科
の
臨
床
留
学
を
さ
れ
、
さ
ら
に
ブ

ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
病
院
で
も
臨
床
留
学
を
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
川
崎
市
立
川
崎
病
院
で
肩
の
手
術
を
た
く
さ
ん
行
う

だ
け
で
な
く
、
後
輩
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
松
村
昇
君
（
81
回
）
は
、〝
鎖
骨
の
変
形
が
肩
関
節
の
運
動
に

及
ぼ
す
影
響
〟
と
い
う
テ
ー
マ
を
戸
山
教
授
か
ら
２
０
０
５
年
12

月
に
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
デ
ー
タ
をT

h
e A

m
erican 

Journal of Sports M
edicine

に
投
稿
さ
れ
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

鎖
骨
骨
折
の
変
形
治
癒
に
つ
い
て
論
じ
る
場
合
に
は
、
必
ず
彼
の

論
文
が
引
用
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
９
月
に
は
３
年
に
１
回
行
わ
れ
て
い
る
国
際
肩
・
肘
学

会
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
行
わ
れ
、
慶
大
肩
班
か

ら
も
４
題
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
の
国
際
学
会
に
出
席
し
て

改
め
て
思
う
の
は
、
故
福
田
宏
明
先
生
（
40
回
）、
三
笠
元
彦
先

生
（
44
回
）、
小
川
清
久
先
生
（
50
回
）、
山
中
芳
先
生
（
53
回
）、

濱
田
一
寿
先
生
（
56
回
）
方
の
な
さ
れ
た
仕
事
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

は
じ
め
、
世
界
の
肩
関
節
外
科
医
の
中
で
も
有
名
で
、
分
類
や
治

療
法
な
ど
で
数
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ

れ
ら
同
窓
の
肩
関
節
外
科
の
先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、

小
川
先
生
が
残
し
て
く
れ
た
多
く
の
資
料
（
特
に
20
年
間
以
上
に

わ
た
る
貴
重
な
手
術
記
録
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
各
班
員
の

臨
床
研
究
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
）
と
と
も
に
、
肩
・
肘

関
節
班
の
財
産
で
あ
り
、
今
後
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
肩
・
肘
関
節
班
は
、
大
学
の
中
で
は
小
さ
な
班
で
す
が
、
諸
先

輩
方
が
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
な
ん
と
か
世
界
の
中
で
引
用
さ
れ

る
よ
う
な
臨
床
・
基
礎
研
究
を
残
せ
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
若
手
の
班
員
が
関
連
病
院
で
お
世
話
に
な
り
、
あ
る
い
は
ご

迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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手
の
外
科
班
の
報
告
で
す
。
こ
の
２
年
間
で
最
も
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
は
平
成
21
年
４
月
16
、
17
日
に
堀
内
行
雄
会
長
（
52
回
）
の

下
で
第
52
回
日
本
手
の
外
科
学
会
を
上
肢
班
全
員
一
丸
と
な
っ
て

主
催
し
た
こ
と
で
す
。
交
通
至
便
な
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
会
場

と
し
た
こ
と
か
ら
１
７
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。
堀
内
会
長
の
細
や
か
な
配
慮
に
よ
り
心
配
し
て
い
た
初
日
受

付
の
混
乱
も
な
く
、
会
場
の
移
動
も
容
易
で
ス
ム
ー
ズ
に
学
会
を

進
行
、
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
２
年
に
矢
部
名
誉

教
授
が
主
催
し
た
第
33
回
以
降
19
年
ぶ
り
の
日
手
会
で
あ
り
、
そ

の
際
は
、
私
は
大
学
院
１
年
目
で
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
お

手
伝
い
を
し
た
の
で
、
今
回
が
本
格
的
に
中
核
で
動
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
実
上
最
初
の
学
会
で
し
た
。
４
月
15
日
の
評
議
員
会

か
ら
16
日
、
17
日
の
学
会
期
間
中
、
各
部
署
に
配
置
さ
れ
た
上
肢

科
班
員
が
各
自
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
て
く
れ
た
の
は
頼
も
し
く

も
あ
り
、
誇
ら
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
他
の
大
学
の
普
段
は
歯
に

衣
着
せ
な
い
発
言
で
有
名
な
先
生
方
か
ら
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
良
く

配
慮
さ
れ
て
い
て
、
聞
き
た
い
演
題
が
重
な
っ
て
い
な
い
か
ら
す

ご
く
良
い
学
会
だ
っ
た
」
と
ほ
め
ら
れ
、
う
れ
し
か
っ
た
の
を
記

憶
し
て
い
ま
す
。

　
招
待
講
演
の
６
名
の
外
国
人
講
演
者
の
講
演
は
い
ず
れ
も
す
ば

ら
し
い
も
の
で
し
た
。
特
に
私
に
と
っ
て
仲
の
良
い
友
人
で
あ
る

D
r M

arc G
arcia-E

lias

の
講
演
とM

ay
o

留
学
時
のB

oss

で

あ
るD

r B
erger

の
講
演
は
、
奇
し
く
も
Ｓ
Ｌ
靭
帯
の
診
断
と
治

療
と
同
じ
も
の
で
し
た
。
た
ま
た
ま
二
人
か
ら
申
し
込
ま
れ
た
の

が
Ｓ
Ｌ
靭
帯
だ
っ
た
だ
け
で
、
別
に
仕
込
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
二
人
と
も
に
鳥
肌
の
立
つ
よ
う
な
し
び
れ
る
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
最
初
の
講
演
者D

r G
arcia-E

lias

が
、
理
路
整

然
と
Ｓ
Ｌ
靭
帯
損
傷
とcarpal instability

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
中

心
に
解
説
し
て
く
れ
た
の
に
対
し
、D

r B
erg

er

は
実
際
の
治
療

と
そ
の
成
績
に
主
眼
を
お
い
た
す
ば
ら
し
い
講
演
を
し
て
く
れ
た

の
で
す
が
、
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
ま
ず
人
の
講
演
を
聞
き
に
こ

な
いD

r B
erg

er

がD
r G

arcia-E
lias

の
講
演
を
聞
き
に
来
て

い
て
、
30
分
く
ら
い
し
た
時
点
で
「T

oshi, I w
ill go back to 

correct m
y pow

erpoint ’
s file

」
と
い
っ
て
部
屋
に
戻
り
、
そ

の
後
見
事
な
講
演
を
し
た
こ
と
で
し
た
。
世
界
の
ト
ッ
プ
２
で
あ

る
と
自
他
共
に
認
め
る
二
人
が
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
講
演
を
続
け
て

行
な
う
こ
と
は
極
め
て
稀
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
お
そ
ら
く
今

後
２
度
と
な
く
、
会
場
で
聞
け
た
方
は
非
常
に
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
（
彼
ら
に
は
悪
い
こ
と
を
し
ま
し
た
）。

手
の
外
科
班

 

中
　
村
　
俊
　
康
（
67
）
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今
回
の
日
手
会
の
前
に
諸
先
輩
か
ら
最
も
言
わ
れ
た
の
が
、「
慶

應
ら
し
く
」
学
会
を
行
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
実

は
こ
れ
が
一
番
困
り
ま
し
た
。
何
が
慶
應
ら
し
い
の
か
、
良
く
わ

か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
あ
る
先
生
か
ら
は
「
慶
應
ら
し
く
と
は
お

金
を
か
け
る
こ
と
だ
よ
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
昨
今
の
事
情
か

ら
手
の
外
科
班
自
体
に
ふ
ん
だ
ん
な
お
金
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
堀

内
会
長
と
話
し
合
い
、「
目
配
り
気
配
り
の
よ
く
利
い
た
、
ト
ラ

ブ
ル
の
な
い
」
学
会
に
し
よ
う
と
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
各
部
署
の

担
当
の
上
肢
班
員
も
実
に
細
や
か
な
気
配
り
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
先
生
方
が
並
ん
で
待
っ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

受
付
で
手
の
外
科
の
重
鎮
の
先
生
が
い
ら
い
ら
し
た
そ
ぶ
り
で
待

っ
て
い
ら
し
た
の
で
、
待
ち
時
間
に
話
し
相
手
を
し
た
こ
と
も
良

か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
多
く
の
他
大
学
の
先
生
方
、
慶
大

手
の
外
科
の
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
か
ら
「
今
回
の
学
会
は
本
当
に
慶
應

ら
し
く
て
良
か
っ
た
」
と
お
褒
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
ご
意
見
を
総
合
す
る
と
「
気
配
り
が
利
い
て
い
て
、
細
や
か
な

配
慮
が
あ
り
、
対
応
が
早
く
、
円
滑
に
運
営
さ
れ
、
ゆ
っ
た
り
と

余
裕
が
あ
り
、
リ
ッ
チ
な
感
じ
が
あ
り
、
洗
練
さ
れ
て
い
て
、
無

駄
が
な
く
、
そ
つ
が
な
い
」
の
が
慶
應
ら
し
い
よ
う
で
す
。
自
分

た
ち
と
し
て
は
裏
で
バ
タ
バ
タ
と
走
り
回
っ
て
い
た
の
で
、
ま
さ

に
「
白
鳥
」
が
水
中
で
は
も
の
す
ご
く
足
を
ば
た
つ
か
せ
て
い
る

の
に
、
水
面
を
す
ー
っ
と
移
動
し
て
い
く
様
の
よ
う
だ
と
納
得
し

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
大
学
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
、
池
上
博
泰
専
任
講
師

（
64
回
）、
私
中
村
俊
康
（
67
回
）、
佐
藤
和
毅
専
任
講
師
（
68
回
）、

岡
崎
真
人
助
教
（
74
回
）
の
体
制
が
続
い
て
い
ま
す
。
チ
ー
フ
レ

ジ
デ
ン
ト
は
80
回
か
ら
82
回
が
大
学
に
帰
室
し
、
月
曜
朝
の
回
診
、

木
曜
19
時
か
ら
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
中
心
に
勉
強
し
て
い
ま

す
。
他
の
班
よ
り
も
大
学
に
帰
室
す
る
の
が
若
干
遅
れ
る
傾
向
が

あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
、
多
く
の
先
生
に
帰
室
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
手
術
日
は
月
曜
全
日
に
２
枠
３
件
、

水
曜
午
前
中
１
枠
１
～
２
件
、
金
曜
午
後
に
１
枠
１
～
２
件
の
５

─
７
件
程
度
の
全
麻
手
術
と
月
曜
と
水
曜
に
４
─
10
件
程
度
の
外

来
局
麻
手
術
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
患
者
さ
ん
を
送
っ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
位
は
西
脇
正
夫
君

（
74
回
）、
森
田
晃
造
君
（
74
回
）、
太
田
憲
和
君
（
76
回
）、
山
部

英
行
君
（
77
回
）、
川
北
敦
夫
君
（
78
回
）、
岩
本
卓
士
君
（
79
回
）、

田
島
康
介
君
（
80
回
）、
松
村 

昇
君
（
80
回
）
が
取
得
し
ま
し
た
。

大
学
院
を
修
了
し
た
高
木
岳
彦
君
（
79
回
）
も
学
位
を
取
得
し
、

手
の
外
科
班
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
手
の
外
科
班
の
研
究
は

私
の
指
導
す
る
バ
イ
オ
メ
カ
お
よ
びM

R
I

の
仕
事
と
佐
藤
先
生

の
指
導
す
る
軟
骨
・
骨
折
の
仕
事
が
主
で
す
が
、
か
つ
て
の
中
心

で
あ
っ
た
神
経
・
腱
の
研
究
の
立
て
直
し
を
図
る
べ
く
、
俊
英
た

ち
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
学
位
は
終
着
点
で
は
な
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く
、
研
究
の
出
発
点
で
す
。
手
の
外
科
班
の
新
人
は
昨
年
度
４
名
、

今
年
度
は
５
名
で
し
た
。
着
実
に
班
に
加
わ
る
人
が
増
え
て
い
る

の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
来
年
も
４
名
が
加
わ
る
予
定
で
す
。

内
西
兼
一
郎
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
手
の
外
科
班
を
作
り
育
て
ら

れ
た
先
生
方
か
ら
の
バ
ト
ン
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
、
今
後
も
走

り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

股
関
節
班

藤
　
田
　
貴
　
也
（
74
）

　
平
成
21
年
１
月
、
柳
本
繁
講
師
（
59
回
）
が
東
京
都
済
生
会
中

央
病
院
に
整
形
外
科
部
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
の
に
伴
っ
て
股
関

節
班
チ
ー
フ
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
股
関
節
班
の
チ

ー
フ
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
た
こ
と
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
先
輩
方
が
培
っ
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
損
な
わ

な
い
よ
う
精
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
股
関
節
班
の
現
況
と
こ
の
２
年
間
の

動
き
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
股
関
節
班
と
し
て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
に
Ｈ
22
年
４
月

１
日
付
に
て
臼
井
宏
先
生
（
51
回
）
が
国
立
病
院
機
構
東
京
医
療

セ
ン
タ
ー
副
院
長
か
ら
国
立
病
院
機
構
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
Ｈ
22
年
６
月
24
日
に
院
長
就
任
パ
ー
テ
ィ

ー
を
都
内
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
股
関
節
班
主
催
で
執
り
行
い
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
臨
床
面
で
は
現
在
、
藤
田
貴
也
（
74
回
）
船
山
敦
（
76
回
）
２

人
の
ス
タ
ッ
フ
と
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
大
久
保
匡
（
82
回
）、
藤

中
太
郎
（
82
回
）
と
後
期
研
修
医
（
卒
後
３
年
）
２
人
に
て
臨
床
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業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
外
来
は
藤
田
が
水
曜
日
午
前
中
（
２

診
）、
船
山
先
生
が
金
曜
日
午
前
中
（
６
診
）、
さ
ら
に
小
児
・
股

関
節
外
来
を
第
１
・
３
木
曜
日
午
後
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
手
術

枠
は
週
に
３
回
（
火
曜
日
２
件
、
水
曜
日
１
件
）
割
り
当
て
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
枠
外
の
手
術
を
行
い
週
３
〜
５

件
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
手
術
実
績
は
Ｈ
20
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
１
９
１
例
（
う
ち
人

工
股
関
節
置
換
術
１
２
８
例
、
人
工
股
関
節
再
置
換
術
15
例
、

R
A

O

４
例
、
キ
ア
リ
骨
盤
骨
切
り
術
１
例
、
人
工
骨
頭
置
換
術

14
例
、
ガ
ン
マ
ー
ネ
イ
ル
６
例
、C

H
S 

４
例
、
ハ
ン
ソ
ン
ピ
ン

４
例
）
で
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｈ
21
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
２
０
８

例
（
う
ち
人
工
股
関
節
置
換
術
１
２
８
例
、
人
工
股
関
節
再
置
換

術
30
例
、R

A
O

５
例
、
人
工
骨
頭
置
換
術
16
例
、
ガ
ン
マ
ー
ネ

イ
ル
11
例
、
ハ
ン
ソ
ン
ピ
ン
５
例
）
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
も
Ｈ

22
年
１
月
か
ら
７
月
ま
で
に
１
０
２
例
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
手

術
件
数
は
大
学
病
院
と
い
う
特
性
か
ら
件
数
を
増
や
す
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
枠
外
で
も
手
術
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
週

刊
朝
日
「
手
術
数
で
わ
か
る
い
い
病
院
２
０
１
０
」
の
人
工
股
関

節
置
換
術
の
件
数
の
全
国
デ
ー
タ
で
は
27
位
で
東
京
都
内
で
は
日

産
玉
川
病
院
、
Ｊ
Ｒ
東
京
総
合
病
院
に
次
い
で
３
位
に
ラ
ン
ク
し

て
お
り
ま
し
た
。

　
人
工
股
関
節
置
換
術
は
主
に
、
側
臥
位
で
中
殿
筋
と
大
腿
筋
膜

張
筋
の
筋
間
か
ら
進
入
す
るM

od
ified W

atson
-Jon

es 

A
p
p
roach

に
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
術
後
の
疼
痛
の
軽
減
、
筋

腱
切
離
し
な
い
こ
と
に
よ
る
外
転
筋
力
の
早
期
回
復
、
股
関
節
の

後
方
軟
部
組
織
の
温
存
に
よ
る
低
い
脱
臼
率
に
よ
り
高
い
患
者
満

足
度
が
得
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
主
に
セ
メ
ン
ト
レ
ス
ス
テ
ム
を
使

用
し
て
お
り
ま
す
が
、
術
後
２
日
目
か
ら
全
荷
重
歩
行
を
開
始
し

て
お
り
、
大
部
分
の
人
が
リ
ハ
ビ
リ
病
院
に
転
院
す
る
こ
と
な
く

２
～
３
週
で
自
宅
に
退
院
し
て
お
り
ま
す
。

　
人
工
股
関
節
再
置
換
術
に
関
し
て
は
、
従
来
セ
メ
ン
ト
レ
ス

K
K

S

ス
テ
ム
を
用
い
た
人
工
骨
頭
置
換
術
が
変
形
性
股
関
節
症
に

対
し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
約
15
年
経
過
し
た
例
で
ア
ウ

タ
ー
ヘ
ッ
ド
の
中
心
性
移
動
あ
る
い
はsm

ooth su
rface stem

の
沈
下
が
原
因
と
な
っ
て
再
置
換
術
を
施
行
し
て
い
る
例
が
再
置

換
術
例
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　
骨
切
り
に
関
し
ま
し
て
は
、
人
工
股
関
節
の
長
期
成
績
の
向
上

に
よ
り
そ
の
適
応
が
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、
関
節
温
存
手
術
の

適
応
と
な
る
症
例
が
少
な
く
、
年
間
４
〜
５
例
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
外
来
に
て
キ
ア
リ
骨
盤
骨
切
り
術
、
ソ
ル
タ
ー
骨
盤
骨

切
り
術
、T

rip
le O

steotom
y

の
長
期
経
過
例
を
経
過
観
察
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
長
期
成
績
が
良
好
な
症
例
が
多

数
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
適
応
を
厳
選
し
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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小
児
整
形
外
科
に
関
し
ま
し
て
は
、
慶
應
病
院
に
お
け
る
症
例

は
少
な
い
た
め
、国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
の
高
山
先
生
（
57
回
）、

関
先
生
（
65
回
）、
日
下
部
先
生
（
70
回
）、
東
京
都
立
小
児
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
（
清
瀬
小
児
病
院
と
他
２
病
院
を
統
合
し
平
成
22

年
３
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
）
の
下
村
先
生
（
64
回
）
と
の
連
携
を

深
め
、
後
期
研
修
医
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
基
礎
研
究
に
関
し
て
は
、
大
久
保
匡
先
生
（
82
回
）
が
Ｈ
20
年

４
月
か
ら
Ｈ
22
年
３
月
末
ま
で
慶
應
義
塾
大
学
病
理
学
教
室
（
岡

田
保
典
教
授
）
へ
国
内
留
学
し
、
変
形
性
関
節
軟
骨
に
お
け
る
血

管
新
生
因
子
（V

E
G

F

）
と
神
経
反
発
因
子
セ
マ
フ
ォ
リ
ン
３
Ａ

の
軟
骨
細
胞
に
対
す
る
作
用
に
関
し
て
研
究
さ
れ
現
在
、
追
加
実

験
と
論
文
作
成
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

　
臨
床
研
究
に
関
し
ま
し
て
は
、
藤
田
（
74
回
）
は
、
特
別
研
究

准
教
授
の
宮
本
健
史
先
生
（
73
回
特
）
と
の
共
同
研
究
で
臼
蓋
形

成
不
全
症
患
者
の
遺
伝
子
解
析
を
行
い
、
疾
患
関
連
遺
伝
子
の
探

索
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
船
山
敦
先
生
（
76
回
）
は
、
人
工
股
関

節
置
換
時
の
臼
蓋
ソ
ケ
ッ
ト
設
置
ガ
イ
ド
（
Ｆ
ガ
イ
ド
）
の
作
成

お
よ
び
臨
床
応
用
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
留
学
は
西
脇
徹
先
生
（
77
回
）
が
平
成
21
年
10
月
よ
り
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア

　
ア
デ
レ
ー
ド
のS

P
O

R
T

S
M

E
D

-S
A

に
留
学
し
、

ス
プ
リ
ギ
ン
ス
医
師
の
も
と
、
表
面
置
換T

H
A

、
股
関
節
鏡
手

術
を
学
ん
だ
後
、
Ｈ
22
年
７
月
よ
り
カ
ナ
ダ

　
オ
タ
ワ
大
学
で

P
au

l B
eau

le

医
師
の
も
と
で
、
仰
臥
位
筋
間
進
入
に
よ
る
表
面

置
換T

H
A

お
よ
び
股
関
節
鏡
手
術
を
学
で
お
り
ま
す
。
Ｈ
23
年

１
月
か
ら
日
仏
整
形
外
科
学
会
交
換
留
学
に
て
３
ヶ
月
間
フ
ラ
ン

ス
に
滞
在
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
５
月
に
戸
山
教
授
が
学
会
長
を
務
め
ら
れ
る
第
84

回
日
本
整
形
外
科
学
会
で
は
股
関
節
班
か
ら
海
外
演
者
を
２
人
招

待
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
お
一
人
目
は
、
西
脇
徹
先

生
（
77
回
）
の
留
学
先
で
あ
る
オ
タ
ワ
大
学
か
らP

au
l B

eau
le

先
生
で
メ
タ
ル
オ
ン
メ
タ
ル
人
工
股
関
節
置
換
術
と
そ
の
合
併
症

と
し
て
のp

seu
d
otu

m
or

に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

も
う
一
人
は
日
仏
整
形
外
科
学
会
の
関
連
で
坂
巻
先
生
か
ら
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
パ
リ
・
コ
シ
ャ
ン
病
院
教
授
のM

ou
ssa 

H
am

ad
ou

ch
e

先
生
で
セ
メ
ン
ト
ス
テ
ム
の
長
期
成
績
に
お
け
る

セ
メ
ン
ト
マ
ン
ト
ル
の
厚
み
に
関
す
るF

ren
ch P

arad
ox

に
つ

い
て
御
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
柳
本
繁
先
生
（
59
回
）
に
は
「
股

関
節
手
術
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
外
科
の
有
用
性
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
教
育
研
修
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

小
児
領
域
で
は
「
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
小
児
整
形
外
科
の

現
状
」、「
四
肢
延
長
術
後
の
中
長
期
成
績
」「
大
腿
骨
頭
す
べ
り

症
の
最
近
の
問
題
点
」、
股
関
節
領
域
で
は
「
人
工
股
関
節
の
摺
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動
面
の
現
状
と
問
題
点
」「
変
形
性
股
関
節
症
に
対
す
る
骨
切
り

術
の
原
点
と
挑
戦
」「
セ
メ
ン
ト
レ
スT

H
A

　v
s 

セ
メ
ン
ト

T
H

A
」「
各
種M

IS-T
H

A

の
臨
床
成
績
」「F

em
oroacetabular 

Im
pingem

ent
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
股
関
節
班
の
さ
ら
な
る
発
展
に
尽
力
い
た
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
御
指
導
・
御
鞭
撻
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
膝
関
節
班
は
下
肢
班
（
チ
ー
フ
須
田
康
文
（
65
）
講
師
）
の
下

に
組
織
さ
れ
、
二
木
康
夫
講
師
（
72
）
と
担
当
し
て
い
ま
す
。
偉

大
な
先
輩
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
松
本
秀
男
教

授
と
看
護
医
療
学
部
の
大
谷
俊
郎
教
授
か
ら
引
き
継
ぎ
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
約
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
初
は
ま
さ
に
荒
波
中
で

た
だ
藻
掻
い
て
い
る
状
態
で
し
た
が
、
漸
く
今
後
に
進
む
べ
き
方

向
性
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
外
来
は
月
曜
日
（
榎
本
）、
金
曜
日
（
二
木
）、
第
２
／
４
金
曜

日
午
後
（
日
整
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
外
来

：

榎
本
）、
お
よ
び
ス
ポ
ー

ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
火
曜
（
二
木
）、
木
曜
（
榎
本
）
を
担
当
し
て

お
り
ま
す
。
常
日
頃
、
同
窓
の
先
生
か
ら
貴
重
な
症
例
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
主
な
手
術
枠
は
水
曜
午

後
と
金
曜
午
前
で
す
が
、
枠
数
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
に
患
者

と
戸
山
教
授
の
許
可
を
得
て
、
外
勤
先
で
手
術
す
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
ジ
デ
ン
ト
、
チ
ー
フ
、
理
学
療
法
士
を
含
め

た
膝
グ
ル
ー
プ
の
病
棟
回
診
を
、
週
２
回
火
曜
と
金
曜
日
の
朝
７

時
30
分
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
の
専
門
と
し
て
下
肢
班
に
所

各
臨
床
班
の
現
況
　—

膝
関
節
班—

榎
　
本
　
宏
　
之
（
70
）
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属
す
る
場
合
、
チ
ー
フ
と
し
て
帰
室
時
に
股
関
節
、
膝
関
節
、
足

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
研
修
し
ま
す
が
、
す
で
にsubspecialty

を

決
め
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
希
望
す
る
専
門
分
野
を
重
点
的
に

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
膝
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
（
司
会
、
二
木
）
は
原
則
月
２
回
、
学
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
、
学
内
で
開
催
さ
れ
る
先
進
リ
ウ
マ
チ
研
究
会
、
教
室
内
の
軟

骨
代
謝
研
究
会
や
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
会
な
ど
他
の
研
究
会
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
考
慮
し
て
日
程
が
決
定
さ
れ
、
整
形
外
科
外
来
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
症
例
検
討
と
学
会
の
予
演
会
が
中
心
に
な

り
ま
す
。
大
谷
俊
郎
教
授
や
防
衛
医
科
大
学
校
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
の
小
林
龍
生
准
教
授
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
貴
重
な

ご
進
言
、
ご
意
見
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
膝
グ
ル
ー

プ
の
医
師
は
も
ち
ろ
ん
、
膝
関
節
外
科
に
興
味
を
も
つ
専
修
医
の

ご
出
席
を
歓
迎
し
ま
す
。
他
大
学
と
の
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
（
膝
と
歩
む
会
、
名
誉
顧
問

：

松
本
教

授
、
世
話
人

：

榎
本
）、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
（T

okyo K
nee 

F
rontier

、
世
話
人

：
松
本
教
授
、
連
絡
先

：

二
木
）
と
は
年
１

回
共
同
研
究
会
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
都
心
６
大
学
（
慶

應
、
東
大
、
医
科
歯
科
大
、
日
大
、
日
医
大
、
順
大
）
で
構
成
さ

れ
る
お
茶
の
水
膝
ス
ポ
ー
ツ
懇
話
会
（
世
話
人

：

榎
本
）
を
年
２

回
、
さ
ら
に
関
東
の
大
学
と
一
般
病
院
で
構
成
さ
れ
る
関
東
膝
を

語
る
会
（
世
話
人

：

榎
本
）
に
年
１
回
参
加
し
て
い
ま
す
。
他
施

設
と
の
情
報
交
換
以
外
に
、
チ
ー
フ
や
レ
ジ
デ
ン
ト
の
発
表
の
場

と
し
て
、
ま
た
次
世
代
を
担
う
膝
班
の
若
手
医
師
が
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
討
論
を
鍛
錬
す
る
場
と
し
て
活
用
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
研
究
会
へ
も
膝
関
節
班
メ
ン
バ
ー
の
ご
出
席
を
歓
迎
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
７
月
に
は
膝
班
納
涼
会
を
、
12
月
に
は
忘
年
会
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
大
勢
の
同
窓
の
先
生
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
膝
グ
ル
ー
プ
各
メ
ン
バ
ー
間
の
交
流
を
深
め
る
温
か
い
会
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
12
月
14
日
（
火
）
に
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
我
々
に
与
え
ら
れ
た
手
術
枠
は
週
２
枠
で
あ
り
、
予
定
手
術
は

今
後
に
進
む
べ
き
臨
床
の
方
向
性
を
反
映
し
た
内
容
に
す
る
よ
う

努
力
し
て
お
り
ま
す
。
実
際
に
は
他
科
と
の
連
携
や
合
併
症
を
考

慮
し
て
、
人
工
膝
関
節
置
換
術
（T

K
A

）
が
約
60
％
、
複
合
靱

帯
損
傷
、
前
十
字
靱
帯
再
再
建
術
（revision

）
な
ど
靱
帯
再
建

術
が
約
30
％
、
残
り
の
10
％
が
膝
蓋
骨
不
安
定
症
、
円
板
状
半
月

板
や
離
断
性
骨
軟
骨
炎
な
ど
の
小
児
疾
患
、
色
素
性
絨
毛
性
滑
膜

炎
な
ど
、
そ
の
他
の
膝
疾
患
を
含
み
ま
す
。
当
然
な
が
ら
手
術
枠

が
圧
倒
的
に
不
足
し
ま
す
の
で
、
大
久
保
病
院
や
至
誠
会
第
２
病

院
な
ど
ス
タ
ッ
フ
の
外
勤
先
で
前
十
字
靱
帯
再
建
術
や
半
月
板
手

術
な
ど
を
施
行
し
ま
す
。
大
久
保
病
院
整
形
外
科
部
長
の
吉
峰
先

生
、
至
誠
会
第
２
病
院
部
長
の
宇
佐
見
先
生
に
は
温
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
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臨
床
の
大
き
い
テ
ー
マ
と
し
て
、T

K
A

で
は
低
侵
襲
か
つ
早

期
社
会
を
め
ざ
す
目
的
で
大
腿
四
頭
筋
を
温
存
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

に
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
外
反
膝
に
対

す
る
外
側
ア
プ
ロ
ー
チ
法
の
有
用
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

モ
バ
イ
ル
ベ
ア
リ
ン
グT

K
A

の
有
用
性
と
克
服
す
べ
き
課
題
の

検
討
、C

T

デ
ー
タ
を
使
用
し
た
３
次
元
術
前
計
画
、
術
中
の
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
、
術
後
動
作
解
析
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
研
究

も
行
っ
て
い
ま
す
。A

C
L

再
建
で
は
前
内
側
線
維
束
と
後
外
側

線
維
束
そ
れ
ぞ
れ
を
再
建
す
る
二
重
束
再
建
術
を
行
い
、
そ
の
有

用
性
と
限
界
に
関
す
る
検
討
、
と
く
に
グ
ラ
フ
ト
の
術
後
変
化
に

関
す
る
検
討
や
、
二
重
束
再
建
に
お
け
る
人
工
靱
帯
併
用
の
可
能

性
追
求
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
慶
大
膝
班
に
は
偉
大
な
先
輩
方
が
多
大
な
情
熱
を
注
い
で
確
立

し
た
創
造
性
高
い
手
術
法
が
多
く
、
国
内
外
の
膝
関
節
外
科
学
会

の
ト
レ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
で
し
た
。
近
年
、
膝
関
節
外
科
に
特
化
し

た
よ
う
な
整
形
外
科
学
教
室
が
増
加
し
、
相
対
的
に
学
会
で
の
発

言
権
が
低
下
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
幸
か
不
幸
か
当

教
室
は
脊
椎
外
科
が
中
心
で
あ
り
、
下
肢
班
ス
タ
ッ
フ
が
他
班
に

比
し
て
若
い
た
め
に
、
教
室
内
で
の
発
言
権
が
低
下
し
て
い
る
の

も
事
実
で
す
。
必
然
的
に
様
々
な
資
源
も
他
班
に
集
中
し
が
ち
で

す
が
、
戸
山
教
授
か
ら
は
我
が
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に
た
め
に
叱
咤

激
励
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
逆
境
に
負
け
ず
に
努
力
を
続

け
る
所
存
で
す
。

　
膝
班
の
先
輩
方
が
血
の
に
じ
む
努
力
で
構
築
し
た
治
療
体
系
を

尊
重
し
な
が
ら
日
々
の
臨
床
業
務
に
励
み
、
臨
床
成
績
の
さ
ら
な

る
向
上
の
た
め
に
克
服
す
べ
き
課
題
を
臨
床
研
究
で
ま
ず
明
確
に

す
る
こ
と
。
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
基
礎
研
究
デ
ザ
イ
ン
を
立
案

し
、
期
待
通
り
の
結
果
を
得
た
後
に
倫
理
審
査
を
通
し
て
臨
床
試

験
で
実
証
す
る
。
そ
れ
を
粛
々
と
継
続
す
れ
ば
、
結
果
と
し
て
国

内
外
の
膝
関
節
外
科
学
会
に
お
け
る
発
言
権
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
要
は
先
を
見
据
え
た
研
究
な
の
で
す
が
、
地

味
で
あ
り
、
成
果
を
得
る
た
め
に
多
大
な
労
力
と
時
間
を
要
す
る

過
程
で
す
。
こ
こ
に
勇
気
を
持
っ
て
取
り
組
む
熱
意
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
我
々
が
取
り
組
ん
で
い
る
基
礎
研
究
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。
関
節
炎
の
病
態
解
明
と
制
御
に
関
し
て
、
遺
伝
子
改
変
マ
ウ

ス
を
用
い
た
基
礎
的
な
研
究
が
大
学
院
博
士
課
程
の
課
題
と
し
て

骨
代
謝
研
究
グ
ル
ー
プ
の
宮
本
健
史
准
教
授
（
73
）
と
共
同
で
進

行
中
で
す
。
具
体
的
に
は
リ
ウ
マ
チ
関
節
炎
モ
デ
ル
を
用
い
て
、

Ｉ
Ｌ
‐
32
や
Ｉ
Ｌ
‐
１
を
介
し
た
関
節
炎
発
症
機
序
の
解
明
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
将
来
、
画
期
的
な
治
療
法
の
開
発
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
靱
帯
に
関
し
て
は
、
自
家
組
織
を
用
い
たA

C
L

再
建
術
の
克

服
す
る
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
再
建
術
後
の
生
物
学
的
修
復
機
転
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過
程
で
グ
ラ
フ
ト
の
力
学
的
強
度
が
劣
化
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
に
ア
ス
リ
ー
ト
の
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
は
術
後
９
ヵ

月
前
後
で
あ
り
、
人
工
靱
帯
を
使
用
し
て
い
た
時
期
よ
り
実
際
に

は
遅
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
を
克
服
す
る
た
め
に
、
明
治
大
学
農

学
部
発
生
工
学
研
究
室
（
長
嶋
比
呂
志
教
授
）
か
ら
遺
伝
子
改
変

ブ
タ
を
供
与
い
た
だ
き
、
京
都
大
学
再
生
医
科
学
研
究
所
（
田
畑

泰
彦
教
授
）
の
ゼ
ラ
チ
ン
ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
に
よ
る
薬
物
除
法
性
シ

ス
テ
ム
を
用
い
て
、A

C
L

の
修
復
機
転
の
修
飾
に
つ
い
て
共
同

研
究
中
で
す
。
将
来
的
に
は
本
実
験
系
を
用
い
て
再
生
医
学
的

手
法
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
人
工
靱
帯
に
よ
る
再
建
術
に
関
す
る

研
究
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、A

C
L

損
傷
の
予
防
あ
る
い

は
再
建
術
後
の
至
適
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の
確

立
の
た
め
に
、
当
教
室
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
室
の
名
倉
武
雄
講
師

（
71
）
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
日
常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

様
々
な
動
作
、
さ
ら
に
は
膝
関
節
外
科
術
後
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
３
次
元
動
作
解
析
を
行
い
、
病
態
解
析

や
後
療
法
の
調
整
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
慶
應
膝
班
の
王
道
は

バ
イ
オ
メ
カ
で
し
た
の
で
、
今
後
も
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
室
と
の
連

携
を
大
切
に
し
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
継
続
し
て
発

信
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　
一
方
、T

K
A

に
関
す
る
克
服
す
べ
き
課
題
と
し
て
、T

H
A

に

比
し
て
患
者
の
自
覚
症
状
改
善
に
関
す
る
満
足
度
が
低
い
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
背
景
は
い
ま
だ
に
詳
細
不
明
で
あ
り
ま
す

が
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
や
至
適
設
置
位
置
に
関
し
て
い

ま
だ
未
解
決
の
問
題
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
現

在
、C
T

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
でT

K
A

を
行
う
患
者
の
骨
盤
以
下

の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
使
用
し
、
３
次
元
座
標
系
を
導
入
し
て
各
種

骨
形
態
を
解
析
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、T

K
A

後
の
生
体
内
に
お

け
る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
３
次
元
解
析
を
独
自
に
行
う
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
変
形
性
膝
関
節
症
患
者
の
歩
行
な
ど
各
種
動

作
の
３
次
元
解
析
を
ポ
イ
ン
ト
ク
ラ
ス
タ
ー
法
で
行
い
、
病
態
の

検
討
やT

K
A

の
評
価
法
と
し
て
研
究
中
で
す
。

　
将
来
の
膝
グ
ル
ー
プ
を
担
う
若
手
医
師
が
精
力
的
に
学
位
研
究

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
前
回
の
ふ
る
さ
と
発
刊
後
８
月
３１
日
現
在

で
以
下
の
メ
ン
バ
ー
の
方
が
学
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

谷
田
部
拓
先
生
（
７５
）｢

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
は
変
形
性
関
節
症
の
軟

骨
細
胞
に
お
い
てA

D
A

M
T

S4

の
発
現
を
抑
制
す
る｣

小
林
秀
先
生
（
８０
）｢

関
節
リ
ウ
マ
チ
に
お
け
るaryl 

hydrocarbon receptor

と
ダ
イ
オ
キ
シ
ンT

C
D

D

の
役
割｣

金
子
大
毅
先
生
（
７７
）｢

培
養
下
に
お
け
る
周
期
的
伸
張
負
荷
が

靱
帯
由
来
線
維
芽
細
胞
の
イ
ン
テ
グ
リ
ン
、
細
胞
骨
格
の
分
布
と

遺
伝
子
発
現
に
与
え
る
経
時
的
影
響｣
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川
崎
俊
樹
先
生
（
８０
）｢

肝
細
胞
増
殖
因
子
の
投
与
時
期
が
骨
形

成
因
子
誘
導
性
骨
芽
細
胞
分
化
に
与
え
る
効
果｣

箱
崎
彰
裕
先
生
（
７９
）｢

破
骨
細
胞
前
駆
細
胞
株R

A
W

264.7

細

胞
に
お
い
てR

A
N

K
L

刺
激
に
よ
りR

A
N

K

の
シ
ェ
デ
イ
ン
グ

が
誘
導
さ
れ
る｣

山
口
徹
先
生
（
７８
）｢F

ra-1/A
P
-1

は
骨
折
治
癒
過
程
に
お
け
る

炎
症
反
応
と
軟
骨
形
成
を
抑
制
す
る｣

今
後
も
後
輩
の
研
究
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
自
身
の
研
究
成
果
を

臨
床
へ
結
び
つ
け
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
次
世
代
の
膝
班
を
担
う
人

材
に
大
き
く
飛
躍
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
膝
班

の
発
展
に
ご
貢
献
く
だ
さ
い
。

　
人
事
で
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
で
松
本
秀
男
教
授

（
57
）
誕
生
が
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
別
棟
に
移
動
さ
れ
、
お

会
い
す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
慶
大
膝
班
の

象
徴
と
し
て
我
々
を
正
し
い
道
へ
お
導
き
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
稲

城
市
立
病
院
副
院
長
の
磯
田
功
司
先
生
（
47
）
が
平
成
21
年
３
月

31
日
付
で
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご
勤
務
お
疲
れ
様
で

し
た
。
関
連
病
院
の
部
長
人
事
で
は
野
村
栄
貴
先
生
（
61
）
が
平

成
21
年
４
月
１
日
に
国
際
親
善
病
院
整
形
外
科
部
長
に
、
大
熊

一
成
先
生
（
63
）
が
平
成
21
年
４
月
１
日
に
さ
い
た
ま
市
立
病

院
整
形
外
科
部
長
に
、
原
藤
健
吾
先
生
（
78
）
が
平
成
21
年
４
月

１
日
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
講
師
に
、
井
上
元
保
先

生
（
67
）
が
平
成
22
年
４
月
１
日
に
伊
勢
原
協
同
病
院
診
療
統
括

部
長
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
で
は
小
生
と
二
木
康
夫
先
生

（
72
）
が
平
成
21
年
10
月
１
日
に
学
部
内
講
師
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　
関
連
大
学
、
関
連
病
院
の
先
生
に
は
、
膝
グ
ル
ー
プ
の
若
手
や

専
修
医
の
ご
指
導
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
膝
グ
ル
ー
プ
が
確
固
な
組
織
と

し
て
維
持
さ
れ
さ
ら
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
い
っ
そ
う
の
密
接

な
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
ぜ
ひ
今
後
も
ご
指
導
い
た
だ
き
、
我
々

に
至
ら
ぬ
点
が
あ
れ
ば
ご
遠
慮
な
く
ご
指
摘
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

　
来
春
に
は
慶
應
主
催
の
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会

を
控
え
て
お
り
ま
す
。
当
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
二
木
講
師
は
教
育

研
修
講
演
と
し
て
ド
イ
ツ
か
ら
元
国
際C

A
O

S

会
長
でT

K
A

の

大
家
で
あ
るM

iehlke R
olf

教
授
を
招
聘
し
近
年
のT

K
A

の

進
歩
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
生
は

教
育
研
修
講
演
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
研
究
部
門
教
授
で
今
年
の

世
界
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
会
会
長
を
務
め
たJam

es G
oh 

教

授
に
筋
骨
格
系
の
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
に
よ
る
再
生
医
学
に
つ
い

て
、
ス
ポ
ン
サ
ー
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
米
国K

nee Society

元

会
長
のD

ouglas A
. D

ennis

先
生
に
モ
バ
イ
ル
ベ
ア
リ
ン
グ

T
K

A

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
ま
た
初
来
日
に
な
るM

ayo C
linic
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のM
ark W

. P
agnano

教
授
に
は
カ
ス
タ
ム
メ
ー
ド
イ
ン
ス
ト

ル
メ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
講
演
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
活
発
な
ご
討
論
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
慶
應
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
ら
ず
、
オ
ー
ル
慶
應
膝
班
で
力
を
結

集
し
て
、
膝
班
が
今
後
も
発
展
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
我
々
も

努
力
を
続
け
ま
す
が
、
未
熟
ゆ
え
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
仰
が
ね
ば

な
ら
な
い
立
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。
膝
班
各
先
生
の
温
か
い
ご
支
援

を
頂
戴
し
、
一
方
で
沢
山
の
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
拝
聴
さ
せ
て
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
慶
大
足
の
外
科
班
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
２
年
間
で
最
も
大

き
な
出
来
事
は
、
平
成
21
年
７
月
に
、
早
稲
田
明
生
先
生
（
70
）

が
慶
大
整
形
に
帰
室
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
早
稲
田
先
生
が

大
学
の
臨
床
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
足
の
外
科
領
域
で

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
ま
た
、
手
技
の
習
得
に
熟
練
を
要
す

る
『
関
節
鏡
視
下
手
術
』、
変
形
性
足
関
節
症
に
対
す
る
『
脛
骨

矯
正
骨
切
り
術
』、
足
部
壊
疽
に
対
す
る
Ｖ
Ａ
Ｃ
（
持
続
陰
圧
吸

引
）
療
法
が
可
能
と
な
り
、
大
学
で
対
応
で
き
る
治
療
法
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
が
大
幅
に
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
早
稲
田
先
生

の
熱
血
指
導
に
よ
り
、
足
の
外
科
臨
床
の
基
本
が
、
チ
ー
フ
レ

ジ
デ
ン
ト
、
レ
ジ
デ
ン
ト
に
伝
授
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
慶
大

整
形
足
の
外
科
外
来
は
、
毎
週
月
曜
日
午
前
（
担
当

：

早
稲
田
）、

木
曜
日
午
前
（
担
当

：

須
田
）、金
曜
日
午
後
専
門
外
来
（
担
当

：

須
田
、
早
稲
田
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
員
の
先
生
方
に

は
い
つ
も
患
者
様
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

う
し
た
同
門
の
先
生
方
か
ら
の
紹
介
患
者
様
に
加
え
、
局
所
麻

酔
で
も
施
行
可
能
な
低
侵
襲
外
反
母
趾
手
術
（D

L
M

O

法
）
を

足
の
外
科
班
の
現
況

須
　
田
　
康
　
文
（
65
）
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広
く
認
知
い
た
だ
き
、
全
国
よ
り
多
数
の
患
者
様
が
慶
大
整
形

を
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、手
術
は
毎
週
火
曜
日
午
後
、

水
曜
日
午
前
の
全
麻
枠
内
で
各
１
～
２
例
、
金
曜
日
午
前
の
外

来
手
術
枠
で
局
麻
下D

L
M

O

法
を
中
心
に
３
～
４
例
と
、
担

当
医
（
須
田
、
早
稲
田
）
が
馬
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
手
術
件
数

を
増
や
す
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
で
も
手
術
を

待
機
さ
れ
る
患
者
様
の
数
は
一
向
に
減
る
気
配
が
な
く
、
現
在
、

手
術
ま
で
１
年
以
上
お
待
ち
い
た
だ
く
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
待
機
さ
れ
る
患
者
様
、
ま
た
ご
紹
介
い
た
だ
く
諸
先
生
に

は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
至
誠
会
第

二
病
院
・
足
と
靴
の
医
療
セ
ン
タ
ー
（
担
当

：

宇
佐
見
則
夫
部

長
（
58
）、
池
澤
裕
子
先
生
（
76
））、
永
寿
総
合
病
院
（
平
石
英

一
部
長
（
62
））、
慶
大
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
橋
本
健
史
准
教
授
（
63
））、
公
務
員
共
済
組
合
立
川
病
院
（
担

当

：

小
久
保
哲
郎
先
生
（
75
））、
済
生
会
横
浜
市
南
部
病
院
（
担

当

：

水
谷
憲
生
先
生
（
71
））
や
、
国
立
病
院
機
構
東
京
医
療
セ

ン
タ
ー
（
担
当

：
松
崎
健
一
郎
先
生
（
72
））、稲
城
市
立
病
院
（
担

当

：

畔
柳
裕
二
先
生
（
78
））
も
大
学
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
症
例
で
お
困
り
の
先
生
は
、
大
学
を
含
む
上
記

病
院
、
な
ら
び
に
地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
星
野
達
先
生

（
61
）、
桜
田
卓
也
先
生
（
65
）、
片
岡
公
一
先
生
（
67
）、
冨
上

雅
好
先
生
（
68
）、
若
松
次
郎
先
生
（
69
）、
吉
野
匠
先
生
（
71
）、

宮
崎
祐
先
生
（
72
）、
谷
島
浩
先
生
（
73
）、
島
村
知
里
先
生

（
73
）
等
、
慶
大
足
の
外
科
班
の
メ
ン
バ
ー
に
ど
う
ぞ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
さ
て
、
慶
大
足
の
外
科
班
で
は
、
若
手
へ
の
教
育
に

重
点
を
置
い
た
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
４
月
か

ら
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
班
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
内
容

を
一
部
変
更
し
、
至
誠
会
第
２
病
院
・
足
と
靴
の
医
療
セ
ン
タ
ー

（
原
則
第
二
月
曜
日
）
で
は
主
に
症
例
検
討
を
、
慶
大
整
形
外
来

（
原
則
第
四
木
曜
日
）
で
は
症
例
検
討
に
加
え
て
若
手
医
師
を
対

象
と
し
た
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
会
で
は
、
毎
回
テ
ー

マ
を
決
め
、
足
の
外
科
班
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
下
肢
班
チ
ー

フ
レ
ジ
デ
ン
ト
、新
入
局
レ
ジ
デ
ン
ト
全
員
に
、各
疾
患
の
診
断
、

治
療
の
概
要
に
つ
い
て
、
よ
り
現
場
に
即
し
た
内
容
で
講
義
を

行
っ
て
い
ま
す
。
足
の
外
科
で
扱
う
疾
患
は
き
わ
め
て
多
彩
で

あ
り
、
手
術
法
も
多
数
存
在
し
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
体
系
化
し
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
足
の
外
科
班
以
外
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生
で
も
、
今
一
度
疾
患
の
整
理
を
し
た
い

と
お
思
い
の
方
は
、
遠
慮
な
く
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
く
だ

さ
い
。
開
催
日
内
容
に
つ
い
て
は
早
稲
田
先
生
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、『
若
手
へ
の
教
育
』
は
、
慶
大
足
の
外
科
班
ば
か
り
で

な
く
、
日
本
の
足
の
外
科
に
携
わ
る
医
師
の
多
く
が
近
年
特
に
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重
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
20
年
１
月
に
関
東
足
の
外

科
研
究
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
以
前
よ
り
、
宇
佐
見
先
生
、
井

口
傑
先
生
（
49
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
東
京
近
郊
の
足
の
外
科

に
興
味
の
あ
る
先
生
が
、
大
学
の
垣
根
を
越
え
集
ま
る
症
例
検

討
会
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
関
東
足
の
外
科
研
究
会
は
、

そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
形
で
、
２
年
前
新
た
に
立
ち
上
が
っ
た
会

で
す
。
井
口
先
生
に
は
顧
問
と
し
て
、
会
へ
の
ご
意
見
番
的
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
『
喝
』
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
（
残

念
な
が
ら
ま
だ
『
ア
ッ
パ
レ
』
と
の
評
価
に
は
至
っ
て
い
な
い

よ
う
で
す
が
）。
宇
佐
見
先
生
、
須
田
は
代
表
世
話
人
と
し
て
会

の
運
営
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
年
２
回
、
１
月
下
旬
～
２
月

上
旬
、
７
月
下
旬
～
８
月
上
旬
の
土
曜
日
午
後
３
時
よ
り
、
新

宿
住
友
ス
カ
イ
ル
ー
ム
（
新
宿
住
友
ビ
ル
47
階
、
場
所
は
変
更

あ
り
）
で
行
い
、
こ
れ
ま
で
５
回
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
毎

回
初
め
の
２
時
間
は
、
珍
し
い
症
例
や
治
療
に
難
渋
し
た
症
例

約
10
題
に
つ
い
て
、
参
加
者
で
討
論
す
る
場
と
し
、
そ
の
後
１

時
間
、
足
の
外
科
領
域
の
著
明
な
先
生
に
足
の
外
科
に
関
わ
る

レ
ク
チ
ャ
ー
（
日
整
会
教
育
研
修
講
演
１
単
位
認
定
）
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
若
手
の
先
生
方
へ
の
教
育
を
主
な
目
的
と
し

た
会
で
す
の
で
、
素
朴
な
疑
問
、
相
談
、
何
で
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
返
答
す
る
側
も
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す

く
解
説
す
る
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
参
加
い

た
だ
い
た
若
手
の
先
生
方
に
は
た
い
へ
ん
好
評
で
す
。
平
成
22

年
１
月
、
第
４
回
当
番
世
話
人
を
宇
佐
見
先
生
が
担
当
さ
れ
、

第
６
回
を
平
成
23
年
１
月
22
日
、
須
田
が
担
当
い
た
し
ま
す
。

足
の
外
科
を
勉
強
さ
れ
た
い
先
生
、
診
断
や
治
療
に
難
渋
す
る

症
例
を
お
持
ち
の
先
生
は
、
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
（
詳
細
は
須
田
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。
ま
た

研
究
会
で
は
、
若
手
が
（
上
級
医
師
の
顔
色
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
）
本
音
で
症
例
に
つ
い
て
語
り
合
う
、
若
手
が
開
催
す
る

若
手
の
た
め
の
勉
強
会
も
不
定
期
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
足

の
外
科
班
か
ら
は
、
池
澤
裕
子
先
生
が
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ

て
い
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
先
生
は
池
澤
先
生
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
日
本
足
の
外
科
学
会
で
も
、
宇
佐
見
先
生
が
会
長
を

担
当
さ
れ
た
第
33
回
学
術
集
会
に
続
い
て
、
第
１
回
教
育
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
も
、
こ
の
会
は
毎
年
１
回
、

学
術
集
会
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
（
来
年
度
は
日
程
が
異
な
る

予
定
で
す
）、
足
の
外
科
疾
患
の
診
断
、
治
療
の
基
本
を
、
１
日

半
に
及
ぶ
レ
ク
チ
ャ
ー
で
会
得
で
き
る
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成
22
年
秋
か
ら
は
、
日
本
足
の
外
科
学
会
会
員
の
少
な

い
地
方
で
の
講
演
会
が
学
会
主
導
で
始
ま
り
ま
し
た
。
足
の
外

科
を
一
般
整
形
外
科
医
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
始
め
ら
れ
た
会
で
す
。
日
本
足
の
外
科
学
会
会
員
数
の
増
加

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
学
会
が
力
を
込
め
て
立
ち
上
げ
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た
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
足
の
外
科
領
域

で
は
最
近
、『
教
育
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
会
、
研
修
会
が
続

け
て
発
足
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
先
生
に
足
の
外

科
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
研
究
会
、
研
修
会

に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
位
テ
ー
マ
と
し
て
、
早
稲
田
先

生
が
『
小
児
１
万
名
の
足
部
形
態
計
測
』
に
つ
い
て
、
小
久
保

先
生
が
『
足
ア
ー
チ
に
お
け
る
後
脛
骨
筋
腱
、
腓
骨
筋
腱
の
役

割
解
明
』
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
は
日
本
整
形
外

科
学
会
基
礎
学
術
集
会
、日
本
足
の
外
科
学
会
、日
本
靴
医
学
会
、

日
本
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
小
久
保

先
生
の
英
文
論
文
は
掲
載
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
お
り

ま
す
し
、
早
稲
田
先
生
は
現
在
論
文
執
筆
中
で
、
近
い
将
来
２

名
の
学
位
取
得
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21
年
12
月
末

海
外
留
学
よ
り
帰
国
し
た
畔
柳
先
生
は
、
留
学
中
フ
ロ
リ
ダ
大

学
で
会
得
し
た
、
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
チ
ン
グ
法
を
用
い
て
、『
後
足

部
の
動
的
形
状
変
化
』
を
定
量
的
に
捉
え
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。
そ
の
成
果
は
、
Ｏ
Ｒ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
外
の
学

会
で
発
表
さ
れ
、
高
く
評
価
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
研
究

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
解
析
の
難
し
か
っ
た
足
根
骨
の
動
き
を
客

観
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
発
展
が

大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。
教
室
か
ら
離
れ
る
形
と
は
な
り
ま
し

た
が
、
平
成
22
年
４
月
よ
り
ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
中
の
家
田
友
樹

先
生
（
80
）
か
ら
は
、
元
気
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
足
の
外
科
と
結
び
付
き
の
強
い
学
会
に
関
す
る
情
報

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
日
本
足
の
外
科
学
会
は
平
成
21
年
６
月

よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
幹
事
制
か
ら
理
事
制
に
移
行
し
ま
し
た
。

初
代
理
事
長
は
、
平
成
21
年
３
月
で
奈
良
県
立
医
科
大
学
を
退

官
さ
れ
た
高
倉
義
典
先
生
で
す
。
現
在
、
慶
大
整
形
関
連
で
は
、

学
会
役
員
と
し
て
理
事
に
は
、
井
口
傑
先
生
（
広
報
・
渉
外
委

員
会
担
当
）、
宇
佐
見
則
夫
先
生
（
社
会
保
険
審
査
委
員
会
担
当
）

が
、
評
議
員
に
は
星
野
達
先
生
、
平
石
英
一
先
生
、
桃
原
茂
樹

先
生
（
63

：

東
京
女
子
医
科
大
学
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン

タ
ー
教
授
）、
橋
本
健
史
先
生
、
早
稲
田
明
生
先
生
、
片
岡
公
一

先
生
、
池
澤
裕
子
先
生
、
須
田
が
就
い
て
お
り
ま
す
。
名
誉
会

員
に
は
、
榊
田
喜
三
郎
先
生
（
31
）、
加
藤
哲
也
先
生
（
40
）
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
日
本
靴
医
学
会
で
は
こ
れ
ま
で
同

様
、
井
口
傑
先
生
が
理
事
長
を
、
宇
佐
見
則
夫
先
生
が
理
事
を

担
当
さ
れ
、
評
議
員
に
は
星
野
達
先
生
、
平
石
英
一
先
生
、
橋

本
健
史
先
生
、
須
田
が
名
を
連
ね
、
平
成
22
年
９
月
に
は
小
久

保
哲
郎
先
生
が
新
た
に
評
議
員
に
加
わ
り
ま
し
た
。
な
お
、
平

成
25
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
第
27
回
日
本
靴
医
学
会
学
術
集
会
会

長
を
須
田
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同

門
の
先
生
方
で
は
、
歴
代
会
長
を
加
藤
哲
也
先
生
（
第
11
回
）、
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井
口
傑
先
生
（
第
13
回
）、
宇
佐
見
則
夫
先
生
（
第
19
回
）
が
担

当
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
靴
医
学
会
は
、
医
師
、
看
護
師
、

義
肢
装
具
士
、
靴
メ
ー
カ
ー
が
参
加
す
る
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な

学
会
で
す
。
産
学
共
同
の
学
会
で
あ
る
こ
と
を
利
点
と
し
て
、

広
く
社
会
に
情
報
を
発
信
で
き
る
会
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。
ご
指
導
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
平
成
23
年
９
月
に
は
、
３
年

に
一
度
の
国
際
足
の
外
科
学
会
（IF

F
A

S

、
会
長

：
大
阪
医
科

大
学
教
授
木
下
光
雄
先
生
）
が
奈
良
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

直
前
に
、
第
25
回
日
本
靴
医
学
会
学
術
集
会
、
第
36
回
日
本
足

の
外
科
学
会
学
術
集
会
も
同
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
内
外
の

足
の
外
科
領
域
の
重
鎮
が
一
同
に
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
で

す
。
慶
大
足
の
外
科
班
メ
ン
バ
ー
を
含
め
日
本
か
ら
多
数
の
参

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
皆
様
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
慶
大
足
の
外
科
班
が
、
同
門
の
先
生
方
、
他
大
学
、
他
施
設

の
先
生
方
か
ら
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
け
る
よ
う
メ
ン
バ
ー
一

同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
慶
大
足
の
外
科
班
の
発
展
に
貢
献
い
た
だ
い
た
宮

永
将
毅
先
生
（
65
）
が
、
平
成
21
年
６
月
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
腫
瘍
班
の
チ
ー
フ
を
拝
命
し
た
の
で
、

矢
部
啓
夫
先
生
（
53
回
）
よ
り
本
稿
の
執
筆
も
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
。
と
は
い
え
、
矢
部
（
啓
）
先
生
は
、
我
々
腫
瘍
グ
ル
ー

プ
を
こ
こ
ま
で
育
て
上
げ
た
腫
瘍
班
の
偉
人
で
あ
り
、
私
が
腫
瘍

班
に
入
っ
た
頃
は
、
近
づ
く
こ
と
も
恐
れ
多
い
存
在
で
あ
っ
た
。

カ
バ
ン
持
ち
の
よ
う
に
矢
部
（
啓
）
先
生
の
出
張
手
術
ま
で
つ
い

て
行
き
、
様
々
な
病
院
で
手
術
の
助
手
に
入
り
、
技
の
習
得
に
励

ん
で
い
た
頃
が
実
に
懐
か
し
い
。
そ
し
て
、
慶
應
で
も
手
術
中
に

雷
を
落
と
さ
れ
た
腫
瘍
班
諸
氏
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
手
術
室
で
、

矢
部
（
啓
）
先
生
の
サ
ン
ダ
ル
の
音
が
聞
こ
え
る
と
、
心
拍
数
が

上
が
る
の
は
私
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
？

　
ま
た
矢
部
（
啓
）
先
生

の
人
気
は
、
女
性
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
内
外
を
通
し
て

非
常
に
高
く
、
全
国
の
骨
・
軟
部
腫
瘍
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
在
籍

す
る
骨
軟
部
肉
腫
治
療
研
究
会
（Jap

an
ese M

u
scu

losk
eletal 

O
n
colog

y G
rou

p
: JM

O
G

）
の
代
表
幹
事
を
平
成
15
年
か
ら
７

年
間
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
間
、
私
は
そ
の
事
務

局
と
し
て
研
究
会
の
事
務
的
な
業
務
に
ひ
た
す
ら
あ
た
っ
た
。
研

腫
瘍
班

森
　
岡
　
秀
　
夫
（
67
特
）
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究
会
の
開
催
直
前
に
発
表
原
稿
を
矢
部
（
啓
）
先
生
に
お
渡
し
し

て
、
そ
れ
を
も
と
に
矢
部
（
啓
）
先
生
が
教
授
ク
ラ
ス
の
先
生
方

も
出
席
し
て
い
る
会
を
仕
切
る
と
い
う
形
が
実
に
う
ま
く
機
能
し

た
。
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
若
手
諸
氏
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
二
人
？

は
努
力
？
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
臨
床
で
忙
し
い
中
、
こ
の
よ

う
な
研
究
会
を
引
き
受
け
る
の
は
確
か
に
気
が
重
か
っ
た
が
、
こ

れ
に
よ
り
慶
應
の
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
は
、
名
実
と
も
に
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
駆
け
上
が
り
、
最
近
で
は
海
外
へ
の
進
出
も
著
し
い
。

海
外
の
骨
・
軟
部
腫
瘍
学
会
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
が
、
矢
部
（
啓
）

先
生
つ
ま
り
日
本
の
骨
・
軟
部
腫
瘍
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
会
っ
て

握
手
を
交
わ
し
、
喜
ぶ
場
面
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
骨
軟
部
肉
腫
治
療
研
究
会
の
事
務
局
を
慶
應
に
置
く
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
美
と
品
性
を
兼
ね
備
え
た
秘
書
の
根
本
恵
里
さ
ん

が
我
々
の
仲
間
入
り
を
し
、
研
究
会
や
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の
発
展
の

み
な
ら
ず
、
若
手
医
師
の
社
会
的
教
育
を
担
っ
て
く
れ
た
こ
と
は

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
お
時
間
の
あ
る
と
き
に
、
慶
應
の
腫
瘍
グ

ル
ー
プ
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
の
骨
軟
部
肉
腫
治
療
研
究

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.jm
og

.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
研
究
会
の
代
表
幹
事
は
平
成
23
年
か

ら
、
大
阪
大
学
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の
上
田
孝
文
先
生
に
代
わ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
本
論
に
入
り
、
最
近
の
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
は
極
め
て

少
な
い
人
員
な
が
ら

（1）
臨
床
、

（2）
臨
床
研
究
、

（3）
基
礎
研
究
、

（4）
国

外
留
学
の
質
的
人
的
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
極

め
て
魅
力
的
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。
本
稿
執
筆

時
の
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
指
導
医
と
し
て
矢
部
（
啓
）、
私
、

チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
保
坂
（
81
回
特
）、
浅
野
（
83
回
特
）、

研
究
部
門
の
統
括
者
と
し
て
堀
内
（
73
回
）、
大
学
院
生
の
森

（
84
回
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
米
国
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
か
ら
帰
国

す
る
須
佐
（
77
回
）
が
指
導
医
と
し
て
加
わ
る
。

（
臨
床
に
つ
い
て
）

　
大
学
の
外
来
診
療
は
毎
週
（
金
）
午
前
が
私
、
第
一
と
第
三
を

除
く
（
土
）
午
前
が
矢
部
（
啓
）、
保
坂
が
担
当
、
さ
ら
に
平
成

22
年
10
月
か
ら
須
佐
が
加
わ
る
。
ま
さ
に
（
土
）
は
腫
瘍
の

specialty day

で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
と
第
三
（
金
）
午
後
は
腫

瘍
外
来
（
矢
部
（
啓
））
が
あ
り
、
初
診
患
者
の
ほ
と
ん
ど
が
紹

介
で
あ
る
。
関
連
病
院
か
ら
の
紹
介
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
東

近
県
の
他
大
学
か
ら
の
紹
介
患
者
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
同
門
の

先
生
方
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
手

術
に
つ
い
て
は
、
例
年
悪
性
骨
腫
瘍
が
30
例
、
悪
性
軟
部
腫
瘍
が

60
例
、
良
性
骨
腫
瘍
が
50
例
、
良
性
軟
部
腫
瘍
が
１
２
０
例
、
転
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移
性
骨
腫
瘍
が
20
例
前
後
で
あ
り
、
都
内
のD

P
C

導
入
病
院
の

中
で
は
国
立
が
ん
研
究
所
中
央
病
院
（
旧
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中

央
病
院
）
よ
り
も
多
い
最
多
の
手
術
件
数
を
誇
る
。
悪
性
腫
瘍
の

手
術
に
お
い
て
は
、
再
建
や
臓
器
の
合
併
切
除
な
ど
、
形
成
外
科

や
呼
吸
器
外
科
、
時
に
一
般
消
化
器
外
科
、
泌
尿
器
科
と
の
合
同

手
術
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
も
慶
應
病
院
の
技

術
力
の
高
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
感

謝
し
た
い
。
現
在
２
人
い
る
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
保
坂
と
浅
野

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
日
々
縦
横
無
尽
の
活
躍
を
し
て

い
る
。
彼
ら
は
、
全
て
の
手
術
症
例
に
関
わ
り
、
術
前
検
査
か
ら

術
後
管
理
ま
で
を
こ
な
し
、
矢
部
（
啓
）
先
生
の
要
求
を
巧
み
に

の
み
こ
み
、
さ
ら
に
は
が
ん
患
者
の
終
末
期
医
療
へ
の
対
応
な
ど
、

頭
の
下
が
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
彼
ら
の
今
後
の
活
躍
を

大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

（
臨
床
研
究
に
つ
い
て
）

　
先
に
も
述
べ
たJM
O

G

は
単
施
設
で
は
十
分
で
な
い
症
例
数

を
、
多
施
設
共
同
研
究
を
行
う
こ
と
で
、
国
際
的
に
通
用
す
る
症

例
数
に
し
、
海
外
に
日
本
の
治
療
成
績
を
発
表
す
る
研
究
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
。
こ
の
事
務
局
が
慶
應
に
あ
る
こ
と
は
、
日
本
の
骨
・

軟
部
腫
瘍
領
域
の
臨
床
研
究
の
基
盤
整
備
に
我
々
が
尽
力
し
た
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
日
本
臨
床
腫
瘍
グ
ル
ー
プ

（Japanese C
linical O

ncology G
roup: JC

O
G

）
が
行
う
厚
生

労
働
省
の
い
わ
ゆ
る
班
研
究
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の

存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
現
在JC

O
G

で
行
っ
て
い
る
研
究

は
「
骨
肉
腫
術
後
補
助
化
学
療
法
に
お
け
るIfosfam

ide 

併
用
の

効
果
に
関
す
る
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
第
Ⅲ
相
臨
床
試
験
」
で
あ
る
。

ま
た
、
国
際
共
同
治
験
と
し
て
、
万
有
製
薬
を
窓
口
と
す
る
「M

K

‐8669

の
第
Ⅱ
相
臨
床
試
験

　
転
移
を
有
し
た
骨
軟
部
腫
瘍
の
患

者
様
を
対
象
と
し
た
維
持
療
法
」
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
臨
床
研
究
に
は
、
昨
今
避
け
て
は
通
れ
な
い
倫
理
委
員

会
と
い
う
も
の
が
全
て
か
か
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー
ワ
ー

ク
を
こ
な
す
こ
と
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
り
、
今
後
慶
應
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
含
め
た
臨
床
研

究
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
々
の
臨
床
結
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
院
内
が
ん

登
録
、
日
本
整
形
外
科
学
会
骨
・
軟
部
腫
瘍
登
録
、
我
々
の
グ
ル

ー
プ
独
自
の
デ
ー
タ
構
築
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
シ
ス

テ
ム
作
り
の
基
礎
を
構
築
さ
れ
た
矢
部
（
啓
）
先
生
、
鈴
木
（
69

回
、
現
立
川
病
院
整
形
外
科
部
長
）、
西
本
（
73
回
、
現
テ
キ
サ

ス
大
学
・
Ｍ
Ｄ
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
癌
セ
ン
タ
ー
）、
中
山
（
80
回
、

現
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
骨
軟
部
腫
瘍
科
）、
保
坂
、
浅
野
の

労
に
感
謝
し
た
い
。
以
上
の
よ
う
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に
、

例
年
、
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
、
日
本
整
形
外
科
学
会
骨
・
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軟
部
腫
瘍
学
術
集
会
の
国
内
学
会
を
は
じ
め
、
国
際
患
肢
温
存
学

会
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
骨
・
軟
部
腫
瘍
学
会
な
ど
の
国
際
学
会
で
も

数
多
く
の
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

（
基
礎
研
究
に
つ
い
て
）

　
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の
基
礎
研
究
に
つ
い
て
は
堀
内
が
そ
の
統
括
者

と
し
て
、
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
９
Ｓ
５
に
そ
の
基
盤
を
構
築
し
つ
つ

あ
る
。
彼
は
実
に
ス
マ
ー
ト
で
（
も
ち
ろ
ん
体
型
を
意
味
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
ロ
ー
ン
ケ
タ
リ
ン
グ
癌

セ
ン
タ
ー
の
留
学
歴
を
存
分
に
生
か
し
、
我
々
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の

基
礎
研
究
の
推
進
に
日
夜
努
力
し
て
い
る
。
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
は
、

若
手
の
ほ
と
ん
ど
が
大
学
院
に
進
み
関
連
施
設
と
な
り
つ
つ
あ
る

国
立
が
ん
研
究
所
（
旧
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
）
内
の
腫
瘍
ゲ
ノ
ム

解
析
・
情
報
研
究
部
（
指
導
者

：
吉
田
輝
彦
先
生
62
回
）
に
中
山

が
、
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
指
導
者

：

近
藤

　
格
先
生
）
に
菊
田
（
81
回
）
が
、
化
学

療
法
部
（
指
導
者

：
山
田
哲
司
先
生
）
に
小
林
（
英
）（
80
回
）

が
国
内
留
学
し
、
網
羅
的
解
析
や
新
規
治
療
標
的
因
子
に
関
す
る

研
究
を
臨
床
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
行
い
、
そ
の
成
果
を
一
流
の

英
文
誌
に
報
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
、
国
立
が
ん
研
究
所
で

得
た
新
規
遺
伝
子
や
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
解
析
を
堀
内
の
ラ
ボ
が

遺
伝
子
組
み
換
え
動
物
な
ど
を
用
い
て
行
う
と
い
う
理
想
的
な
研

究
形
態
を
築
き
つ
つ
あ
る
。
平
成
23
年
度
か
ら
浅
野
が
国
立
が
ん

研
究
所
中
央
病
院
整
形
外
科
に
出
張
し
、
翌
年
に
は
研
究
部
門
に

移
籍
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
成
果
に
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
大

学
院
生
の
森
は
臨
床
研
究
棟
整
形
外
科
研
究
室
内
で
宮
本
健
史
先

生
（
73
回
特
）
の
ご
指
導
の
も
と
骨
代
謝
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
骨
代
謝
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
骨
肉
腫
や
骨
転
移
研
究
へ

の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
最
後
に
、
新
人
と
し
て
岩
井
（
85
回
特
）

が
平
成
23
年
度
か
ら
大
学
院
生
と
し
て
腫
瘍
に
関
す
る
研
究
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
一
人
で
も
多

く
の
若
手
が
癌
研
究
を
志
し
て
く
れ
る
こ
と
が
我
々
の
望
み
で
あ

る
。
本
稿
を
お
読
み
に
な
っ
た
同
門
若
手
諸
氏
の
中
で
腫
瘍
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
堀
内
ま
た
は
私
ま
で
ぜ
ひ
連
絡
を
い
た
だ
き
た

い
。

（
国
外
留
学
に
つ
い
て
）

　
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の
留
学
状
況
に
つ
い
て
は
、
若
手
の
海
外
志
向

が
強
く
、
常
に
複
数
の
者
が
米
国
を
中
心
と
し
た
海
外
の
一
流
施

設
に
留
学
し
て
い
る
。
本
稿
執
筆
時
に
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総

合
病
院
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
（
須
佐
、
小
林
（
英
））、
テ

キ
サ
ス
大
学
・
Ｍ
Ｄ
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
癌
セ
ン
タ
ー
（
西
本
）、
手

術
研
修
目
的
で
フ
ラ
ン
ス
の
骨
・
軟
部
腫
瘍
施
設
（
菊
田
）
で
あ

る
。
私
自
身
は
、
約
10
年
前
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
・
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ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
に
自
分
で
交
渉
し
て
留
学
し
、
そ
の
後
、

森
井
（
70
回
、
現
杏
林
大
学
准
教
授
）
が
続
い
て
慶
應
の
腫
瘍
グ

ル
ー
プ
と
の
間
に
礎
を
築
き
、
現
在
さ
ら
に
両
施
設
の
臨
床
・
研

究
に
関
す
る
交
流
が
深
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｍ
Ｄ
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
癌
セ
ン
タ
ー
に
は
佐
谷
秀
行
教
授

（
60
回
特
、
先
端
医
科
学
研
究
所

　
遺
伝
子
制
御
研
究
部
門
）、
宮

本
健
史
先
生
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
西
本
が
留
学
で
き
た
こ
と
を
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
そ
の
他
、
存
分
に
臨

床
経
験
を
積
み
た
い
方
は
、
私
と
須
佐
が
留
学
し
て
い
た
ウ
イ
ー

ン
大
学
も
留
学
先
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

（
関
連
大
学
・
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
）

　
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の
関
連
施
設
に
つ
い
て
は
、
戸
山
教
授
な
ら
び

に
須
田
医
局
長
の
お
力
添
え
で
、
実
に
充
実
し
て
き
て
い
る
。

①
東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院

：

穴
澤
（
69
回
特
、
准
教
授
）

が
千
葉
県
西
部
と
東
京
東
部
地
域
を
中
心
に
悪
性
を
含
む
多
く
の

症
例
を
担
当
し
て
お
り
、
慶
應
と
共
同
研
究
も
多
く
国
際
学
会
を

含
む
学
会
発
表
も
行
い
色
々
な
意
味
で
（
時
に
国
際
紛
争
を
起
こ

し
そ
う
に
な
る
が
）
全
国
的
な
知
名
度
を
持
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。

頼
も
し
い
限
り
で
あ
る
。

②
国
家
公
務
員
共
済
組
合
立
川
病
院

：

鈴
木
（
69
回
、
部
長
）
が

良
性
腫
瘍
を
中
心
に
診
療
を
担
当
し
て
い
る
。
彼
は
、
化
学
療
法

後
の
支
持
療
法
を
中
心
に
診
療
連
携
に
積
極
的
で
あ
り
、
こ
の
分

野
の
臨
床
研
究
で
は
第
一
人
者
で
あ
る
。
学
会
に
お
い
て
も
他
大

学
に
骨
・
軟
部
腫
瘍
の
診
療
効
率
向
上
を
発
信
し
て
い
る
。

③
杏
林
大
学

：

森
井
が
臨
床
・
研
究
の
両
面
で
活
躍
し
て
い
る
。

ハーバード大学医学部・マサチューセッツ総合病院整形外科で Henry J 
Mankin 教授とともに（左から筆者、Mankin 教授、穴澤、鈴木、浅野）。

（平成 21 年 9 月 23 日）
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彼
は
、
私
の
後
任
と
し
て
留
学
し
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病

院
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
か
ら
帰
国
し
、
杏
林
大
学
に
出
張

し
た
。
最
近
、
准
教
授
に
昇
進
し
私
と
し
て
も
喜
ば
し
い
限
り
で

あ
る
。
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
若
手
の
英
文
論
文
作
成
の
指
導
に
も
積
極

的
で
あ
り
、
彼
の
緻
密
な
考
察
能
力
と
デ
ー
タ
解
析
能
力
の
高
さ

に
は
感
服
す
る
。

④
国
立
病
院
機
構
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

：

吉
山
（
80
回
特
）
が
良

性
腫
瘍
の
治
療
と
、
が
ん
の
准
拠
点
病
院
で
あ
る
医
療
セ
ン
タ
ー

の
悪
性
疾
患
の
受
け
皿
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
慶
應
と
強
く
連

携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
症
例
の
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

⑤
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

：

竹
内
（
77
回
、
医
長
）
と
中
山
が

骨
軟
部
腫
瘍
科
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
慶
應
の
北

関
東
に
あ
る
関
連
病
院
か
ら
、
骨
肉
腫
を
含
む
多
く
の
悪
性
疾
患

が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
診
療
実
績
は
上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

患
肢
温
存
手
術
や
骨
盤
腫
瘍
の
手
術
に
際
し
て
は
慶
應
か
ら
矢
部

（
啓
）
先
生
が
手
術
指
導
に
赴
い
て
お
り
、
そ
の
診
療
レ
ベ
ル
は

大
学
と
同
等
で
あ
る
。
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
が
ん
診
療
の
専

門
施
設
を
関
連
と
し
て
持
つ
こ
と
は
悲
願
で
あ
っ
た
た
め
、
快
く

赴
任
し
て
く
れ
た
竹
内
と
中
山
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
戸
山
教

授
と
須
田
医
局
長
に
感
謝
し
た
い
。

⑥
国
立
が
ん
研
究
所
中
央
病
院

：

本
稿
執
筆
時
は
菊
田
が
レ
ジ
デ

ン
ト
と
し
て
籍
を
置
き
、
フ
ラ
ン
ス
で
手
術
研
修
に
行
っ
て
い
る
。

本
院
は
、
中
山
が
研
究
所
に
国
内
留
学
し
て
以
来
、
小
林
（
英
）、

菊
田
と
出
張
し
て
お
り
、
臨
床
面
で
も
慶
應
と
連
携
し
た
診
療
を

行
う
場
合
も
あ
る
。
今
後
も
重
要
な
関
連
施
設
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
平
成
23
年
度
か
ら
は
浅
野
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
他
、
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の
優
秀
な
人
材
と
し
て

加
藤
（
72
回
）、
渡
部
（
76
回
）
が
一
般
病
院
で
腫
瘍
患
者
診
療

の
窓
口
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
地
域
で
治
療
法
に
困
る
症
例
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
彼
ら
に
も
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

　
最
後
に
、
同
門
の
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
で
地
域
医
療
に
当
た
ら
れ
て

い
る
先
生
方
に
は
、
日
々
我
々
に
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
矢
部
（
寛
）

（
72
回
）
先
生
は
、
ユ
ー
イ
ン
グ
肉
腫
や
手
の
悪
性
腫
瘍
の
研
究

を
中
心
に
、
国
際
的
に
も
多
く
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
。
現
在
、

他
分
野
で
研
鑽
を
つ
ま
れ
て
い
る
が
、
我
々
の
仲
間
と
し
て
彼
の

さ
ら
な
る
発
展
を
祈
り
た
い
と
思
う
。

　
以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム

作
り
は
ほ
ぼ
整
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
有
力
他
大
学
と
比
較
す

る
と
、
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
は
人
数
的
に
は
少
な
く
、
金
色
に
輝
く
優

秀
な
歯
車
が
全
て
フ
ル
回
転
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
昨
今
、
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小
児
科
や
産
婦
人
科
、
外
科
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
メ
ジ
ャ
ー
の
不
人

気
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
骨
・
軟
部
腫
瘍
は
人
生
を
か
け
て
取
り

組
む
や
り
が
い
の
あ
る
分
野
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え

て
い
る
。
同
門
の
若
手
諸
氏
の
中
で
、
研
究
で
も
臨
床
で
も
興
味

を
抱
い
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の
門
を
た
た

い
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

ボストン Hampshire House にて。（平成 21 年 9 月 26 日）
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１

：

ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
と
は

　
平
成
３
年
７
月
９
日
に
当
時
の
矢
部
裕
病
院
長
に
よ
っ
て
慶
應

義
塾
大
学
病
院
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
」
と
い
う
新
し
い
医
学
領
域
に
対
し
て
、
従
来

縦
割
り
で
あ
っ
た
各
診
療
科
が
協
力
し
て
、「
集
学
的
な
医
療
を

行
う
」
こ
と
を
試
み
た
「
診
療
ク
ラ
ス
タ
ー
」
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

で
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
平
成
３
年
10
月
１
日
か
ら

竹
田
毅
先
生
（
47
回
）
が
担
当
し
、
臨
床
面
で
は
整
形
外
科
を
中

心
に
内
科
、
小
児
科
、
脳
外
科
、
精
神
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
な
ど
関
連
各
科
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
①
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に

対
す
る
障
害
、
外
傷
、
疾
病
の
診
療
、
②
骨
粗
鬆
症
、
変
形
性
脊

椎
症
や
変
形
性
関
節
症
な
ど
の
変
性
疾
患
に
対
す
る
運
動
療
法
の

処
方
や
実
施
、
更
に
は
、
③
心
肺
機
能
障
害
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
、
小
児
科
疾
患
等
の
内
科
的
疾
患
や
小
児
科
疾
患
、
精
神
科

疾
患
に
対
す
る
心
肺
機
能
や
運
動
機
能
の
評
価
と
運
動
療
法
処
方

な
ど
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
３
月
31
日
、
竹
田
毅
先
生
が
定
年
退
職
さ
れ
、
私
が

平
成
19
年
４
月
１
日
付
け
で
部
長
代
行
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
20
年
６
月
１
日
か
ら
整
形
外
科
学
教
室

を
辞
し
、
竹
田
毅
先
生
の
後
任
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

移
籍
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
21
年
２
月
１
日
に
ス
ポ
ー
ツ
ク

リ
ニ
ッ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
と
改
名
し
、
臨
床
ば

か
り
で
な
く
、
研
究
や
教
育
機
能
を
含
め
、「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を

充
実
せ
よ
」
と
の
指
令
を
受
け
ま
し
た
。

２

：

ス
ポ
ー
ツ
医
学
と
は

　
さ
て
、
い
ざ
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
充
実
せ
よ
」
と
言
わ
れ
て
も
、

ま
ず
、「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
と
は
何
か
」
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
ど
こ
ま
で
を
ス
ポ
ー
ツ
医
学
で
扱
う
の
か
、
こ
の
線
引

き
が
、
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
。
そ
こ
が
分
か
ら
な
い
と
「
ス

ポ
ー
ツ
医
学
の
充
実
」
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
２３
歳
男
子
、
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
で
日
本
代
表
候
補
、
試
合
中
に
前
十

字
靱
帯
を
損
傷
し
た
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の

領
域
で
す
。
一
方
、
全
く
同
じ
前
十
字
靱
帯
損
傷
で
も
「
８２
歳
女

性
、
玄
関
で
三
味
線
を
持
っ
た
ま
ま
転
倒
し
て
受
傷
し
た
。」
は

ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
領
域
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
問
題
は
そ

の
中
間
の
人
た
ち
で
す
。「
４２
歳
女
性
、
月
に
１
度
の
ゴ
ル
フ
中

に
転
倒
し
て
前
十
字
靱
帯
損
傷
を
受
傷
し
た
。」
で
す
と
、
ス
ポ

ー
ツ
医
学
で
扱
う
べ
き
か
ど
う
か
、
迷
い
ま
す
。
結
論
か
ら
言
う

ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー

 

松
　
本
　
秀
　
男
　（
57
）
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と
、「
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
を
目
指
し
た
治
療
が
必
要
か
ど
う
か
」
が

ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
で
受
傷
し
た
か
ど
う
か
は
問
題

で
な
く
、
そ
の
人
が
今
後
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
を
目
指
す
か
ど
う
か
が

重
要
な
要
素
で
、
そ
こ
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
役
割
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
と
は
何
か
」、
こ
の
概
念
の
普
及

を
目
指
す
こ
と
が
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
最
初
の
仕

事
で
し
た
し
、
現
在
で
も
こ
れ
と
闘
っ
て
い
ま
す
。

３

：

ス
ポ
ー
ツ
完
全
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
次
の
仕
事
と
し
て
、現
在
「
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
完
全
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
い
う
の
を
製
作
中
で
す
。
例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
前
十
字

靱
帯
を
損
傷
し
た
と
し
ま
す
。
一
般
の
診
療
で
は
、
膝
関
節
の
状

態
だ
け
を
評
価
し
、
手
術
、
後
療
法
を
行
っ
てA

D
L

、
そ
し
て

ス
ポ
ー
ツ
復
帰
を
目
指
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
医
療
側
の
役
割
は

損
傷
し
た
膝
関
節
を
治
療
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
一
流
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
は
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
入
院
し
て
手
術
し

て
い
る
間
に
上
肢
の
筋
力
は
落
ち
る
、
心
肺
機
能
は
落
ち
る
、
更

に
試
合
カ
ン
は
な
く
な
る
、
他
の
選
手
と
の
連
携
は
出
来
な
く
な

る
…
…
。
し
か
も
、
治
療
期
間
中
に
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
も
下
が
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
全
身
の
機

能
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
全
く
落
と
す
こ
と
な
く
、
完
全
な
ス
ポ

ー
ツ
復
帰
を
目
標
と
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
前
十
字
靱
帯
損
傷
を

受
傷
し
た
ら
、
ま
ず
、
膝
関
節
だ
け
で
は
な
く
、
上
肢
を
含
む
他

の
筋
力
や
柔
軟
性
、
心
肺
機
能
な
ど
全
身
の
機
能
評
価
を
行
い
ま

す
。
更
に
そ
の
競
技
に
特
化
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
能
力
の
評
価

も
行
い
ま
す
。
同
時
に
そ
の
選
手
の
現
在
の
役
割
、
将
来
の
目
標

や
希
望
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
監
督
や
コ
ー
チ
、
そ
し

て
ト
レ
ー
ナ
ー
を
交
え
て
相
談
し
て
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
ま
で
の
治
療

計
画
を
立
て
ま
す
。
こ
の
治
療
計
画
は
「
最
低
限
怪
我
す
る
前
の

状
態
に
戻
す
こ
と
」、
更
に
可
能
で
あ
れ
ば
「
怪
我
す
る
前
以
上

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
獲
得
す
る
こ
と
」
が
目
標
で
す
。

　
前
十
字
靱
帯
損
傷
な
ど
で
手
術
が
必
要
な
場
合
で
も
、
術
前
、

術
後
に
上
肢
な
ど
他
の
筋
力
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
心
肺

機
能
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
膝
関
節
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ば
か
り
で

な
く
、
全
身
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
ま
す
。
特
に
、

競
技
復
帰
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
ら
な
い
様
に
す
る
た
め

に
は
、
入
院
中
も
常
に
そ
の
競
技
に
接
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
、

手
術
前
も
手
術
後
も
ベ
ッ
ド
の
上
に
競
技
用
具
（
球
技
選
手
で
あ

れ
ば
ボ
ー
ル
、
陸
上
競
技
選
手
で
あ
れ
ば
ス
パ
イ
ク
な
ど
）
を
置

い
て
お
き
ま
す
。
こ
う
し
て
、
最
後
に
そ
の
競
技
の
特
異
性
を
加

味
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
Ｐ
Ｔ
や
ト
レ
ー
ナ
ー
と
協
力
し
な
が
ら

行
い
、
術
前
に
計
画
し
た
時
期
に
、
こ
れ
も
計
画
し
た
レ
ベ
ル
へ

の
競
技
復
帰
を
目
指
し
ま
す
。



− 91 −

　
現
在
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
部
の
競
技
団
体
で
ト
ラ
イ
ア
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
プ
ロ
チ
ー
ム
や
慶
應
義
塾
大
学

の
体
育
会
な
ど
、
広
い
範
囲
を
対
象
に
普
及
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

４

：

そ
の
他
の
臨
床
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
そ
の
他
、
臨
床
面
で
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で

す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
対
す
る
臨
床
と
し
て
、
通
常
の
診
療
の
ほ
か
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
プ
ロ
野
球
の
某
Ｙ
Ｇ
球
団
と
某
Ｙ
Ｓ
球
団
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ

ェ
ッ
ク
は
毎
年
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
２
つ
の
球
団
が
重
な
ら
な
い
様

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
幸
い
こ
の
２
チ
ー
ム
は
一
方
が
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
に
出
れ
ば
も
う
一
方
は
出
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
、
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
う
ま
く
重
な
ら
ず
に
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
で
き
ま
す
。
日
吉
の
体
育
会
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
吉
）
と
協
力
し
て
野
球

部
と
蹴
球
部
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
の

部
か
ら
の
依
頼
も
あ
る
の
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
手
が
回
り
ま
せ

ん
。

　
一
方
、
一
般
の
方
々
に
対
す
る
臨
床
で
も
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
め
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
、
循
環
器
疾
患
、
呼
吸
器
疾

患
、
小
児
疾
患
、
精
神
疾
患
な
ど
に
対
す
る
運
動
療
法
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
内
科
の
先
生
が
「
１
日
１
万
歩
、
歩
き
ま
し
ょ
う
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
疾
患
を
有
す
る
方
々

は
変
形
性
脊
椎
症
や
変
形
性
膝
関
節
症
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
こ
れ
ら
運
動
器
疾
患
の
た
め
に
１
日
１
万
歩
な
ど
、
と
て
も

歩
け
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
内
科
の
先
生
と
協

力
し
て
、
こ
の
様
な
運
動
療
法
が
必
要
な
方
に
は
、
ま
ず
整
形
外

科
医
に
相
談
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
ず
運
動
機
能
を
評
価

し
、
更
に
心
肺
機
能
の
評
価
を
行
っ
た
後
、
患
者
さ
ん
の
意
欲
を

含
め
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

個
別
化
し
た
運
動
療
法
メ
ニ
ュ
ー
を
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
は
内
科
系
と
整
形

外
科
系
の
両
方
の
医
師
が
お
り
、
こ
の
様
な
集
学
的
な
治
療
を
行

う
の
に
最
も
適
し
た
施
設
で
す
。

５

：

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
領
域
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
前
に
は
ア
イ
シ

ン
グ
、
終
わ
っ
た
後
は
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
明
ら
か
な
エ
ビ
デ
ン

ス
の
な
い
ま
ま
経
験
主
義
が
優
先
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
学
会
を
見

て
も
「
私
は
こ
ん
な
有
名
選
手
の
治
療
を
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
、

ま
る
で
学
問
と
は
程
遠
い
発
表
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

慶
應
義
塾
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ク
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
「
ス
ポ
ー

ツ
医
学
を
学
問
に
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
様
々
な
研
究
活
動
も
行

っ
て
い
ま
す
。
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岩
本
潤
先
生
が
相
変
わ
ら
ず
骨
代
謝
、
運
動
療
法
関
連
の
研
究

を
精
力
的
に
進
め
て
お
り
、
超
人
的
な
ペ
ー
ス
で
論
文
を
書
き
続

け
て
い
ま
す
。
あ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　
多
分
、
誰
一
人
と
し
て
ま
ね
出
来
な
い
で
し
ょ
う
！

　
ま
た
、
動
作
解
析
装
置
を
用
い
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
動
作
の
キ
ネ

テ
ィ
ク
ス
や
キ
ネ
マ
テ
ィ
ク
ス
を
分
析
し
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
障

害
や
外
傷
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
たov

eru
se

症
候
群
の
機
序
解
明
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
マ
ン
パ
ワ
ー
の
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ

ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
こ
の
動
作
解
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
医
学
部
学

生
（
４
年
生
）
の
自
主
学
習
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
募
集
し
て

い
ま
す
が
、
運
動
部
を
中
心
と
し
た
学
生
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ

り
、
同
じ
運
動
部
の
友
達
を
連
れ
て
き
て
は
、
我
々
の
約
１
０
倍

の
ス
ピ
ー
ド
で
デ
ー
タ
を
出
し
て
い
き
ま
す
。
彼
ら
は
一
晩
中
、

寝
ず
に
計
測
を
続
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
臨
床
の
合
間
に
研
究

を
や
っ
て
い
る
我
々
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

に
は
感
動
し
ま
す
。
更
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
吉
）

や
内
科
（
腎
内
代
）
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
対
す
る
運
動
療
法
の
有
効
性
の
研

究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

６

：
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
外
来
体
制

　
外
来
診
療
は
主
に
午
前
中
に
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
対
象
と
し
た
ア

ス
リ
ー
ト
外
来
を
、
午
後
に
一
般
の
運
動
療
法
を
目
的
と
し
た
運

動
療
法
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
関
連
の
ア
ス
リ
ー
ト

外
来
の
詳
細
は
下
記
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

月
曜
日

：
一
般
・
膝
関
節

：

松
本
秀
男

　
　
　
　
肩
・
肘
関
節
（
隔
週
）

：

池
上
博
泰
（
64
回
）

　
　
　
　
手
の
外
科
（
隔
週
）

：

佐
藤
和
毅
（
68
回
）

　
　
　
　
足
・
足
関
節
（
Ｐ
Ｍ
）

：

宇
佐
見
則
夫
（
58
回
）

火
曜
日

：

一
般
・
膝
関
節

：

二
木
康
夫
（
72
回
）

　
　
　
　4:00pm

体
育
会
特
診

：

松
本
秀
男

水
曜
日

：

一
般
・
脊
椎
脊
髄

：

岩
本
潤
（
69
回
）

木
曜
日

：

一
般
・
膝
関
節

：

榎
本
宏
之
（
70
回
）

　
　
　
　4:00pm

体
育
会
特
診

： 

大
谷
俊
郎
（
59
回
）

金
曜
日

：

一
般
・
膝
関
節

：

大
谷
俊
郎
（
59
回
）

　
　
　
　
股
関
節
・
骨
盤
（
Ｐ
Ｍ
）

：

船
山
敦
（
76
回
）

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
や
障
害
な
ど
は
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

７

：

教
育

　「
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
に
な
り
た
い
」
と
い
う
医
学
生
や
研
修

医
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
医
学
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り

し
た
目
標
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
と

は
何
か
」
す
ら
考
え
ず
、
な
ん
と
な
く
憧
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

彼
ら
に
真
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
も
大
切
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
昨
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
医
学
専
修
医
整
形
外
科
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コ
ー
ス
、
今
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
医
学
専
修
医
内
科
コ
ー
ス
の
募
集

を
始
め
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
医

学
研
究
セ
ン
タ
ー(

日
吉)

で
の
研
修
に
加
え
て
、
関
連
各
科
等

に
ご
協
力
頂
き
、
教
育
関
連
施
設
で
の
研
修
を
含
め
、
ス
ポ
ー
ツ

外
傷
や
疾
患
の
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
、
臨
床
に
即
し
た
研
修
を

行
う
予
定
で
す
。
更
に
、
運
動
生
理
学
、
運
動
心
理
学
、
メ
デ
ィ

カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
法
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
と
し
て
不
可
欠
な

領
域
の
研
修
も
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
の
ぞ
い
て
下

さ
い
。〈http

://sportsm
edicine/jp

〉
で
す
。

終
わ
り
に

　
ス
ポ
ー
ツ
医
学
は
今
後
必
ず
発
展
す
る
新
し
い
医
学
分
野
で

す
。
こ
の
分
野
を
目
指
す
医
学
生
や
研
修
医
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
ま
す
。
矢
部
裕
先
生
、
竹
田
毅
先
生
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
更
に
発
展
さ
せ
、
臨
床
、
研
究
、
教
育
と

も
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
目
指
す
の
が
我
々
の
務
め
だ
と
思
い
ま
す
。
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２
０
０
２
年
４
月
に
医
学
部
総
合
医
科
学
研
究
棟
（
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
）
に
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
室
が
新
設
さ
れ
、
８
年
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
の
『
ふ
る
さ
と
』
に
、
研
究
室
が
１

階
の
１
Ｓ
５
か
ら
６
階
６
Ｎ
６
に
引
越
し
を
し
た
と
こ
ろ
ま
で
を

記
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
後
の
２
年
を
中
心
に
記
し
ま
す
。

１
、
大
学
と
再
契
約

　
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
に
て
行
わ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
原
則
公
募

で
あ
り
、
一
定
の
審
査
を
通
過
し
た
上
で
入
居
す
る
形
を
と
っ
て

い
る
た
め
、
３
〜
５
年
ご
と
に
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
大
学
と

契
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
（
２
０
１
０
年
）
３
月
、
研

究
室
は
大
学
と
２
０
０
５
─
２
０
０
９
年
ま
で
の
５
年
契
約
を
終

了
し
、
４
月
よ
り
新
た
な
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
現
在
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
企
業
と
の
共
同
研
究
＝
研
究
代
表
者
は
企
業
側
）
と
い
う
形
の

契
約
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
研
究
室
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

か
ら
単
一
企
業
と
の
共
同
研
究
と
い
う
形
は
難
し
い
た
め
、
３
月

に
行
わ
れ
た
審
査
に
お
い
て
そ
の
辺
り
を
説
明
し
た
結
果
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
研
究
代
表
者
は
医
学
部
ス
タ
ッ
フ
）

と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
代
表
者
は
須
田
康
文
先
生
に
お

願
い
し
、
研
究
計
画
責
任
者
は
私
名
倉
が
担
当
で
契
約
を
い
た
し

ま
し
た
。
Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
た
た
め
、
年
間
施
設
使
用
料

も
通
常
の
９
０
０
万
円
で
は
な
く
８
４
０
万
円
と
少
し
安
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
審
査
の
前
段
階
に
お
い
て
、〝
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
る
費
用
は
教
室
よ
り
支
出
し
、

寄
付
講
座
か
ら
は
支
出
不
可
〟
と
い
う
慶
應
独
自
の
ル
ー
ル
に
切

り
込
む
た
め
、
松
尾
先
生
（
65
回
・
セ
ン
タ
ー
長
）
と
何
度
も
折

衝
を
重
ね
、
最
終
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
寄
付
講
座
の
活
動

を
お
り
こ
む
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
少
々
分
か
り
に
く
い
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
施
設
使
用
料
（
要

は
家
賃
）
に
光
熱
費
を
加
え
る
と
研
究
室
の
維
持
だ
け
で
年
間

１
０
０
０
万
円
以
上
の
資
金
が
必
要
で
す
。
バ
イ
オ
メ
カ
で
は
複

数
の
中
小
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
運
営
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
維
持
費
を
毎
年
捻
出
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
で
す
（
事
実
、

光
熱
費
は
教
室
に
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
）。
今
後
研
究
室

を
よ
り
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
に
は
、
後
述
す
る
寄
付
講
座
の
資

バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
研
究
室
の
現
況

名
　
倉
　
武
　
雄
（
71
）

各
研
究
部
門
の
現
況
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金
を
研
究
室
の
維
持
費
（
の
一
部
）
と
し
て
使
え
る
の
が
理
想
的

で
あ
り
、
そ
れ
に
は
上
述
の
〝
慶
應
ル
ー
ル
〟
を
何
と
か
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
交
渉
に
あ
た
り
千
葉
先
生
、
池
上
先
生
、

須
田
先
生
に
は
何
度
も
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
終

的
に
は
、
戸
山
教
授
に
ご
助
言
・
ご
提
言
い
た
だ
け
た
こ
と
が
大

き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
諸
先
生
方
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
、
久
光
寄
付
講
座

　
２
０
０
８
年
10
月
に
久
光
製
薬
よ
り
当
教
室
に
寄
付
の
申
し
出

を
い
た
だ
き
、
こ
の
資
金
を
も
と
に
寄
付
講
座
を
開
設
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
教
室
と
し
て
は
５
つ
め
の
寄
付
講
座
と
な
り
ま

す
が
、
本
講
座
設
立
に
あ
た
り
戸
山
教
授
よ
り
お
声
を
お
か
け
い

た
だ
き
〝
是
非
バ
イ
オ
メ
カ
中
心
で
や
る
よ
う
に
〟
と
の
ご
指
示

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
述
の
よ
う
に
研
究
室
の
維
持
・
運
営
だ

け
で
も
相
当
な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
研
究
室
に
と
っ
て
願
っ
て

も
な
い
大
変
あ
り
が
た
い
お
話
で
あ
り
、
即
座
に
受
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
早
速
、
千
葉
教
室
主
任
と
協
議
し
講
座
名
を
〝
運

動
器
生
体
工
学
寄
付
講
座
〟（
英
語
名
称

：D
ep

artm
en

t of 

C
lin

ical B
iom

ech
an

ics

）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
座

主
任
を
戸
山
芳
昭
教
授
に
お
願
い
し
、
運
営
担
当
を
名
倉
が
勤
め

る
形
で
２
０
０
９
年
４
月
よ
り
活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
寄

付
講
座
の
資
金
に
よ
り
、
医
学
部
自
主
学
習
や
専
修
医
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た

２
０
０
９
年
３
月
よ
り
研
究
室
秘
書
（
竹
村
真
奈
さ
ん
）
を
採
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
内
外
の
事
務
処
理
や
デ
ー
タ
処
理
の
お
手
伝

い
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
当
寄
付
講
座
の
設
立
ま
で
は
、
バ
イ

オ
メ
カ
研
究
室
の
資
金
繰
り
は
正
に
〝
自
転
車
操
業
〟
的
で
あ
り
、

か
な
り
苦
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
戸
山
教

授
の
ご
尽
力
（
寄
付
の
申
し
出
ま
で
に
相
当
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た

か
と
想
像
し
ま
す
）
そ
し
て
ご
高
配
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
大
変

恵
ま
れ
た
研
究
環
境
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
我
々
研
究
室
一
同

そ
の
苦
労
と
配
慮
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
貴
重
な
資
金
を
無

駄
に
せ
ぬ
よ
う
日
々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
、
研
究
室
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
現
在
研
究
室
で
は
２０
余
り
（
う
ち
学
位
関
連
13
）
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

現
在
進
行
中
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
、
担
当
者
お
よ
び
学
年
、
指
導
者
）

　
動
作
解
析
装
置
を
用
い
た
歩
行
障
害
・A

D
L

障
害
の
解
明
に

　
関
す
る
研
究
（
厚
生
労
働
省
長
寿
科
学
研
究
、
研
究
代
表
者

：
　

松
本
秀
男

　
分
担
研
究
者

：

名
倉
武
雄

　
研
究
協
力
者

：

岩
本
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航
）

　
日
本
人
に
適
し
た
次
世
代
人
工
膝
関
節
の
開
発
（
ジ
ン
マ
ー
、

　
名
倉
武
雄
・
二
木
康
夫
）

　
人
工
肘
関
節
の
開
発
お
よ
び
臨
床
使
用
（
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
、

　
池
上
博
泰
）

　
人
工
手
関
節
の
開
発
（
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
、
中
村
俊
康
）

　
縫
合
糸
の
張
力
計
測
（
エ
チ
コ
ン
、
松
本
秀
男
、
桐
山
善
守
）

　
橈
骨
変
形
治
癒
がD

R
U

J
の
安
定
性
に
与
え
る
影
響
（
学
位
、

　
斉
藤
毅
─
79
、
中
村
俊
康
）

　
膝
関
節
の
３
次
元
動
態
解
析
に
よ
る
靭
帯
損
傷
発
生
メ
カ
ニ
ズ

　
ム
の
解
明
（
学
位
、
武
田
健
太
郎
─
79
、
名
倉
武
雄
）

　
３
次
元
動
作
解
析
に
よ
るA

C
L

再
建
術
の
機
能
的
評
価
（
学

　
位
、
長
谷
川
貴
之
─
80
、
大
谷
敏
郎
）

　M
P

F
L

の
機
能
に
関
す
る
生
体
力
学
的
検
討
（
学
位
、
松
本
浩

　
明
─
80
、
野
村
栄
貴
）

　R
A

手
関
節
に
対
す
る
各
種
手
術
法
の
生
体
工
学
的
検
討
（
学

　
位
、
福
岡
昌
利
─
80
、
中
村
俊
康
）

　
人
工
橈
骨
頭
の
開
発
（
学
位
、
別
所
祐
貴
─
80
、
中
村
俊
康
）

　
ス
ポ
ー
ツ
動
作
の
下
肢
挙
動
解
析
（
学
位
、
谷
川
英
徳
─
81
、

　
名
倉
武
雄
）

　
内
在
筋
麻
痺
指
の
運
動
解
析
と
３
次
元
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ

　
レ
ー
シ
ョ
ン
（
学
位
、
鎌
田
雄
策
─
81
、
中
村
俊
康
・
名
倉
武

　
雄
）

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
腰
椎
疾
患
に
対
す

　
る
外
科
的
治
療
法
の
評
価
（
学
位
、
伊
藤
薫
─
81
、
名
倉
武
雄
）

　
母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
Ｓ
Ｔ
Ｔ
関
節
の
運
動
解
析
に
よ
る
母
指
対
立
機

　
能
再
建
術
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
学
位
、
宮
崎
馨
─
82
、
中
村
俊
康
）

　
新
た
な
Ａ
Ｃ
Ｌ
再
建
術
を
目
指
し
た
戦
略
的
基
礎
研
究
（
学
位
、

　
竹
内
弘
毅
─
83
、
榎
本
宏
之
）

　
自
主
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
医
学
部
４
年
生
、
名
倉
武
雄
）

　
前
回
の
『
ふ
る
さ
と
』
以
降
こ
の
２
年
間
に
、
原
藤
健
吾
（
78

回
、
日
本
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る
下
肢
動
作
解
析
、
指
導

：

須

田
康
文
）、
松
村
昇
（
81
回
、
鎖
骨
骨
折
が
肩
甲
胸
郭
関
節
に
及

ぼ
す
影
響
、
指
導

：

池
上
博
泰
）
の
２
名
の
先
生
が
無
事
学
位
を

取
得
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
足
ア
ー

チ
の
機
能
解
剖
（
小
久
保
哲
郎
─
75
、
橋
本
健
史
）、
日
本
人
の

上
腕
骨
形
態
計
測
（
丹
治
敦
─
77
、
池
上
博
泰
）、
変
形
性
膝
関

節
症
の
動
作
解
析
（
畔
柳
裕
二
─
78
、
名
倉
武
雄
）、
に
つ
い
て
は
、

英
文
投
稿
中
も
し
く
は
ア
ク
セ
プ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

学
位
審
査
に
ま
で
あ
と
少
し
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
お
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
本
年
４
月
よ
り
84
回
の
大
木
聡
君
が
、
大
学
院
生
と
し

て
研
究
室
に
加
わ
り
ま
し
た
。
彼
は
理
工
学
部
に
在
籍
す
る
な
ど
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工
学
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
た
こ
と
か
らB

iolog
y

よ

り
も
バ
イ
オ
メ
カ
の
よ
う
なE

ngineering 

に
興
味
が
あ
る
、
と

の
こ
と
で
当
研
究
室
を
志
願
し
て
く
れ
ま
し
た
。
卒
業
時
の
成
績

も
優
秀
、
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
Ｅ
（
ア
メ
リ
カ
医
師
国
家
試
験
）
に
も
合
格
、

な
ど
大
変
優
秀
な
人
材
で
す
（
バ
イ
オ
メ
カ
に
は
も
っ
た
い
な

い
？
？
）。
と
も
か
く
久
々
の
バ
イ
オ
メ
カ
大
学
院
生
（
＝
名
倉

以
来
）
で
す
の
で
、
指
導
教
官
で
あ
る
戸
山
教
授
と
相
談
の
上
、

ま
ず
１
年
目
は
じ
っ
く
り
基
礎
を
勉
強
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

で
、
本
塾
理
工
学
部
の
荻
原
直
道
講
師
の
も
と
に
学
内
留
学
を
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
大
き
く
育
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
０
９
年
12
月
に
フ
ロ
リ
ダ
大
学
か
ら
畔
柳
裕
二
君

が
、
２
０
１
０
年
８
月
に
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
工
学
部
か
ら

桐
山
善
守
君
が
、
そ
れ
ぞ
れ
２
年
の
留
学
を
終
え
帰
国
し
ま
し
た
。

畔
柳
君
（
２
０
１
０
年
１
月
よ
り
稲
城
市
立
病
院
勤
務
）
は
、
膝

関
節
の
動
態
解
析
で
現
在
世
界
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
レ
ン
ト
ゲ

ン
透
視
画
像
のim
ag

e m
atch

in
g

法
を
第
１
人
者
で
あ
る

B
an

k
s

教
授
に
学
び
、
そ
の
方
法
論
を
取
得
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
桐
山
君
（
２
０
１
０
年
８
月
よ
り
久
光
寄
付
講
座
・
特
別
研
究

講
師
）
は
歩
行
解
析
の
第
１
人
者
で
あ
るA

n
d
riacch

i

教
授
に

学
び
、
マ
ー
カ
ー
を
使
わ
な
い
動
作
解
析
手
法
（m

ark
erless 

m
otion cap

tu
re

）
や
新
た
な
力
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎

手
法
を
持
ち
帰
っ
て
お
り
ま
す
。
彼
ら
が
持
ち
帰
っ
た
手
法
は
、

研
究
室
に
お
け
る
新
た
な
研
究
手
法
の
開
発
に
結
び
付
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
自
主
学
習
の
学
生
も
相
変
わ
ら
ず
元
気
で
す
。
２
０
０
９
年
度

は
世
良
泰
君
、
笹
山
亜
沙
子
君
（
初
の
女
子
学
生
）
を
採
用
し
、

歩
行
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
に
関
す
る
研
究
を
行

い
、
国
内
学
会
３
題
、
国
際
学
会
（
Ｏ
Ｒ
Ｓ
）
１
題
の
演
題
を
発

表
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
二
人
は
〝
四
股
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
〟

を
や
り
た
い
と
の
こ
と
で
、
大
谷
俊
郎
先
生
の
ご
助
力
を
い
た
だ

き
実
際
に
荒
汐
部
屋
の
力
士
を
研
究
室
に
呼
ん
で
動
作
解
析
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
内
容
を
来
年
度
Ｏ
Ｒ
Ｓ
に
抄
録
を
提
出
す
る
な

ど
、
現
在
も
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
２
０
１
０
年
度
は

合
計
５
名
の
医
学
部
４
年
生
を
採
用
し
、
野
球
肘
・
投
球
動
作
・

サ
イ
ド
ラ
ン
の
バ
イ
オ
メ
カ
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
す
で
に
国
内
学
会
に
４
題
、
国
際
学
会
（
Ｏ
Ｒ
Ｓ
）
に
２

題
の
抄
録
を
提
出
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
わ
ず
か
４
〜
５
ヶ
月
で
あ
る
程
度
の
結
果

を
出
し
て
し
ま
う
学
生
の
パ
ワ
ー
に
は
敬
服
さ
せ
ら
れ
ま
す
し
、

学
位
研
究
の
専
修
医
た
ち
も
相
当
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
整
形
外
科
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
会

（
隔
月
の
火
曜
日
19
時
）
お
よ
び
バ
イ
オ
メ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
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ー
テ
イ
ン
グ
（
隔
月
の
土
曜
午
後
）
に
て
進
捗
状
況
や
成
果
の
発

表
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
整
形
外
科
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
会
は
中
村

俊
康
先
生
に
世
話
人
を
ご
担
当
い
た
だ
き
、
平
成
10
年
10
月
に
第

１
回
が
開
催
以
来
、
現
在
（
２
０
１
０
年
８
月
）
ま
で
に
65
回
を

数
え
、
理
工
学
部
山
崎
信
寿
教
授
ほ
か
バ
イ
オ
メ
カ
の
関
係
研
究

者
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
ー

テ
イ
ン
グ
で
は
、
松
本
秀
男
先
生
、
大
谷
俊
郎
先
生
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
研
究
者
お
よ
び
指
導
者
が
現

時
点
で
の
問
題
点
や
今
後
の
進
め
方
な
ど
実
践
的
な
話
し
会
い
を

も
つ
場
と
し
て
お
り
ま
す
。

４
、
お
わ
り
に

　
今
回
記
し
た
よ
う
に
、
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
室
は
こ
こ
数
年
で
資

金
・
人
材
も
非
常
に
充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
戸
山
教
授
以
下

の
ご
尽
力
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
大
変
充
実
し
た
環
境
を
整
備
い
た

だ
い
た
以
上
は
、
結
果
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
り
多

く
の
業
績
（
英
文
）、
研
究
費
の
獲
得
そ
し
て
慶
應
独
自
の
新
た

な
研
究
手
法
の
開
発
を
命
題
に
、
研
究
室
一
同
引
き
続
き
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
運
動
器
科
学
研
究
室
は
平
成
２０
年
に
整
形
外
科
教
室
の
医
局
が

別
館
か
ら
臨
床
研
究
棟
に
移
設
さ
れ
る
の
に
伴
い
敷
設
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
医
局
に
あ
る
教
室
固
有
の
研
究
室
で
す
。
戸
山
教
授
の

号
令
の
も
と
、
千
葉
准
教
授
を
責
任
者
、
森
岡
講
師
を
副
責
任
者
、

宮
本
特
別
研
究
准
教
授
を
室
長
に
研
究
室
の
整
備
、
運
用
に
あ
た

っ
て
お
り
、
北
里
柴
三
郎
初
代
医
学
部
長
が
目
指
し
た
臨
床
と
基

礎
の
連
携
を
整
形
外
科
教
室
と
し
て
も
踏
襲
す
べ
く
、
運
動
器
に

関
す
る
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
学
際
の
府
と
し
て

運
動
器
科
学
研
究
室
（D

iO
R

: D
iv

ision of O
rth

op
ed

ic 

R
esearch

）
と
命
名
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
研
究
室
で
は
、
別
館
で
は
い
く
つ
か
の
部
屋
に
分
か
れ
て
い

た
研
究
室
の
壁
を
取
り
払
い
、
１
つ
の
部
屋
と
し
て
設
計
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
研
究
者
間
の
垣
根
を
な
く
し
、
研

究
に
参
加
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
交
流
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
専
用
の
動
物
室
を
備
え
、
動
物
飼
育
専
用
施
設
と
同

等
の
微
生
物
環
境
（S

P
F

）
を
実
現
し
、
他
施
設
か
ら
の
動
物
の

運
動
器
科
学
研
究
室
（D

iO
R

: D
ivision of 

O
rthopedic R

esearch

）
の
現
況
に
つ
い
て

 

宮
　
本
　
健
　
史
（
73
特
）
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受
け
入
れ
や
、
逆
に
他
施
設
へ
の
動
物
の
搬
出
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
骨
や
関
節
な
ど
、
個
体

レ
ベ
ル
で
の
観
察
が
必
要
な
研
究
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
動
物
飼
育
レ
ベ
ル
も
国
際
雑
誌
投
稿
基
準
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
医
局
に
研
究
室
を
構
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
動

器
に
関
し
て
教
室
員
が
取
り
組
む
幅
広
い
領
域
の
研
究
に
対
応
す

る
使
命
を
負
っ
て
お
り
、
事
実
、
様
々
な
臨
床
班
の
臨
床
検
体
や

持
ち
込
み
の
テ
ー
マ
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
研
究
室
を
活
発
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
他
大
学
の
整
形
外
科
臨
床
教
室
は
も
と
よ
り
、

基
礎
の
教
室
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
研
究
成
果
を
目
指
し
、
ま
た
、

基
礎
か
ら
臨
床
応
用
を
目
指
し
た
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
２
ヶ
月
に
１
度
、
研
究
室
で
の
研
究
に
携
わ
る
全
て
の
研
究

者
が
一
同
に
介
し
、
進
捗
報
告
会
（D
R

E
A

M
: D

iO
R

 R
esearch 

M
eetin

g

）
を
催
し
、
意
見
交
換
や
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
個
々
の
研
究
者
が
そ
の
間
に
得
た
デ
ー
タ
を
整
理

し
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
す
る
場
と
し
て

機
能
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
当
研
究
室
は
医
局
付
属
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
期
限
付
き

の
研
究
施
設
室
と
は
異
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
医
局
と
と
も
に
長
く

使
っ
て
い
く
教
室
の
大
切
な
財
産
で
す
。
そ
の
た
め
、
年
に
１
回

は
業
者
を
入
れ
て
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、
研
究
室
を
大
切
に
使
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
教
室
か
ら
の
援
助
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
基

本
的
に
は
利
用
者
負
担
の
原
則
で
、
研
究
費
の
面
で
も
研
究
設
備

の
面
で
も
長
く
使
っ
て
い
く
た
め
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
し
っ

か
り
と
し
た
研
究
目
標
が
あ
る
か
、
そ
の
実
現
性
は
ど
う
か
、
そ

の
た
め
の
研
究
費
を
ち
ゃ
ん
と
用
意
で
き
る
か
、
研
究
を
始
め
る

前
に
審
査
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
資

金
計
画
や
研
究
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
無
計
画
な
研
究
が
開
始
さ

れ
、
結
果
と
し
て
教
室
の
負
担
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
事
前
に

計
画
の
見
直
し
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
も
、
研
究
室
が
長
く
、

ま
た
活
動
性
を
落
と
す
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
出
来
て
２
年
あ
ま
り
の
若
い
研
究
室
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

修
正
を
入
れ
つ
つ
、
新
し
い
変
化
や
人
材
を
受
け
入
れ
、
今
に
至

り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
些
少
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
２
年
間
に

研
究
室
で
研
究
を
行
っ
た
研
究
者
か
ら
発
表
さ
れ
た
英
文
論
文
を

以
下
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
大
学
院
生
と
し
て
、
あ
る
い
は
研

究
員
と
し
て
研
究
を
行
い
た
い
方
、
研
究
に
興
味
の
あ
る
方
、
面

白
い
検
体
を
お
持
ち
の
方
、
研
究
を
し
た
い
け
ど
や
り
方
が
分
か

ら
な
い
、
ま
た
は
症
例
を
持
っ
て
い
る
け
ど
ど
の
よ
う
に
リ
サ
ー

チ
を
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
方
な
ど
、
遠
慮
な
く
お
尋
ね
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
研
究
活
動
を
が
ん
ば
っ
て
参

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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総
合
医
科
学
研
究
棟
９
Ｓ
５
研
究
室
は
，
中
外
製
薬
株
式
会
社

と
の
共
同
研
究
を
基
盤
と
し
て
平
成
16
年
10
月
に
開
室
さ
れ
ま
し

た
．
今
日
に
至
る
ま
で
，
様
々
な
変
遷
が
あ
り
ま
し
た
が
、
５
年

目
を
迎
え
た
平
成
21
年
10
月
の
契
約
更
新
に
合
わ
せ
，
研
究
室
の

運
営
・
人
員
を
一
新
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
．
研
究
室
の
主
任

に
は
千
葉
一
裕
准
教
授
が
就
任
さ
れ
，
研
究
室
の
運
営
に
関
し
微

力
な
が
ら
不
肖
堀
内
が
参
画
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
た
め
、
９
Ｓ
５
研
究
室
は
本
教
室
の
最
も
若

い
研
究
室
と
し
て
本
年
度
よ
り
再
出
発
致
し
ま
し
た
．

　
研
究
室
運
営
の
再
興
に
当
た
り
，
ま
ず
本
研
究
室
の
〝
原
点
〟

は
如
何
様
で
あ
っ
た
か
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
．
私
事
で
甚
だ

恐
縮
で
す
が
，
小
生
は
平
成
８
年
に
大
学
院
に
入
学
致
し
ま
し
た
．

本
教
室
で
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
を
主
催
し
た
年
で
あ
り

ま
す
．
当
時
は
矢
部
裕
前
教
授
の
任
期
が
残
す
と
こ
ろ
２
年
で
し

た
の
で
，
学
位
は
次
期
教
授
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
，
と
い
う
よ

う
な
説
明
を
さ
れ
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
．
顧
み
ま
す
と
，
学

位
も
危
ぶ
ま
れ
る
当
時
の
大
学
院
に
入
学
し
た
の
は
向
こ
う
見
ず

な
判
断
だ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
．
入
学
当
時
は
大
津
寄
雄

志
先
生
（
病
理
学
教
室
へ
御
留
学
，
70
回
），
古
谷
晋
先
生
（
病

理
学
教
室
，
70
回
），
名
倉
武
雄
先
生
（
理
工
学
部
，
現
運
動
器

生
体
工
学
講
座
責
任
者
，
71
回
），
松
崎
健
一
郎
先
生
（
昭
和
大

学
歯
学
部
，
72
回
），
矢
部
寛
樹
先
生
（
病
理
学
教
室
，
72
回
）

が
在
籍
さ
れ
，
そ
れ
ぞ
れ
医
局
を
離
れ
研
究
に
従
事
さ
れ
て
い
ま

し
た
，
同
期
（
73
回
）
で
は
金
子
博
徳
先
生
が
明
海
大
学
歯
学
部
，

小
生
が
東
京
工
業
大
学
生
命
理
工
学
部
の
研
究
室
に
大
学
院
２
年

目
よ
り
参
加
致
し
ま
し
た
．

　
斯
く
の
如
く
，
小
生
の
入
学
し
た
時
期
を
境
に
し
た
数
年
間
は
，

自
ら
他
施
設
に
研
究
室
を
見
出
し
，
留
学
す
る
と
い
う
の
が
大
学

院
生
の
主
流
で
あ
り
ま
し
た
．
大
学
院
に
入
学
さ
れ
た
諸
先
生
方

は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
で
研
鑽
を
重
ね
ら
れ
，
刮
目
に
値
す
る
目

覚
ま
し
い
研
究
成
果
を
上
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
，
帰
室
後
に
そ

の
知
識
，
経
験
を
還
元
す
る
土
壌
は
な
く
，
遺
憾
な
が
ら
そ
の
点

に
関
し
て
は
時
期
尚
早
で
あ
っ
た
と
の
感
が
否
め
ま
せ
ん
．
こ
れ

は
本
教
室
に
限
ら
ず
，
恐
ら
く
総
合
医
科
学
研
究
棟
開
設
ま
で
，

ど
の
臨
床
教
室
で
も
同
様
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
ま
す
．
し
か
し
な
が
ら
，
総
合
医
科
学
研
究
棟
の
開

設
後
，
医
局
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
幅
に
変
わ
り
，
生
理
学
教
室

岡
野
栄
之
教
授
（
中
村
雅
也
先
生
，
５
Ｓ
７
脊
髄
再
生
研
究
グ
ル

総
合
医
科
学
研
究
棟
９
Ｓ
５
研
究
室
の
省
察

お
よ
び
展
望
に
関
し
て

堀
　
内
　
圭
　
輔
（
73
）
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ー
プ
），
発
生
・
分
化
生
物
学
須
田
年
生
教
授
な
ど
医
学
部
学
内

の
研
究
室
に
大
学
院
生
が
参
加
さ
れ
，
数
々
の
素
晴
ら
し
い
業
績

を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
．
今
日
の
教
室
に
於
け
る
基
礎
研
究
領
域
の

確
立
は
，
諸
先
生
方
の
刻
苦
勉
励
は
無
論
の
こ
と
，
学
内
の
新
進

気
鋭
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
を
計
画
さ
れ
た
戸
山
芳
昭
教
授
の

御
明
察
が
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
拝
察
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
．

　
そ
れ
で
は
，
こ
う
し
た
状
況
の
中
，
５
年
前
に
９
Ｓ
５
研
究
室

開
室
に
至
っ
たin

cen
tiv

e

は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
．
た
だ

単
に
論
文
を
出
す
だ
け
で
あ
れ
ば
，
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
学
内
外

の
確
立
し
た
研
究
室
，
研
究
者
に
人
材
を
投
ず
れ
ば
充
分
に
そ
の

目
的
は
叶
え
ら
れ
た
筈
で
あ
り
ま
す
．
こ
こ
に
敢
え
て
，
教
室
主

導
と
な
る
基
礎
研
究
室
開
室
に
至
っ
た
の
は
，
慶
應
整
形
外
科
学

教
室
内
に
お
い
て
も
独
自
の
研
究
室
を
立
ち
上
げ
，
運
営
す
る
に

足
る
だ
け
の
人
材
と
実
績
が
蓄
積
さ
れ
た
と
の
，
戸
山
芳
昭
教
授

の
御
判
断
が
あ
っ
た
も
の
と
，
忖
度
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
．
敢

え
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
，
独
自
の
研
究
を
一
つ
の
仕
事
と

し
て
完
成
さ
せ
る
の
は
並
々
為
ら
ぬ
努
力
と
忍
耐
を
求
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
．
９
Ｓ
５
研
究
室
開
室
は
本
教
室
に
と
っ
て
，

独
立
自
尊
の
研
究
の
場
を
確
立
す
る
に
あ
た
っ
て
踏
み
出
し
た
重

要
な
一
歩
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
．
本
研
究
室
で
は
骨
代

謝
学
や
骨
軟
部
腫
瘍
学
を
含
め
，
広
く
整
形
外
科
学
・
運
動
器
学

領
域
を
対
象
に
，
細
胞
生
物
学
・
分
子
生
物
学
を
基
盤
と
し
た
方

法
論
を
用
い
研
究
を
行
い
，
何
ら
か
の
形
で
臨
床
の
場
に
還
元
し

う
る
知
見
を
見
出
す
こ
と
を
一
義
と
し
て
い
ま
す
．
ま
た
同
時
に
，

日
々
臨
床
に
携
わ
る
諸
先
生
方
の
御
研
究
を
微
力
な
が
ら
も
支
援

さ
せ
て
頂
け
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
．
し
か
し
な
が
ら
，
研
究
室
と
し
て
の
〝
挑
戦
〟
は
こ
れ
か

ら
で
あ
り
ま
す
．
尸
位
素
餐
だ
と
評
さ
れ
る
こ
と
無
き
よ
う
，
身

を
粉
に
し
て
精
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
，
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
諸
先
生
方
，
学
兄
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
改
め
て

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
御
座
い
ま
す
．

　
さ
て
，
最
後
に
９
Ｓ
５
研
究
室
開
室
の
近
況
を
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
．
本
年
４
月
以
降
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

大
学
院
生
１
名
（
内
川
伸
一
先
生
，
80
回
），
研
究
員
３
名
（
瀧

戸
次
郎
さ
ん
，
依
田
昌
樹
さ
ん
，
東
門
田
誠
一
さ
ん
），
実
験
助

手
２
名
（
富
田
静
枝
さ
ん
，
須
恵
香
里
さ
ん
）
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
．
そ
の
他
に
斎
藤
憲
太
先
生
（
81
回
），
菊
田
一
貴
先
生

（
81
回
），
保
坂
聖
一
先
生
（
81
回
特
）
が
研
究
室
に
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
．
ま
た
事
務
処
理
は
，
腫
瘍
班
・
手
の
外
科
秘
書
の
根
本

恵
里
さ
ん
に
お
手
伝
い
頂
い
て
い
ま
す
．
大
学
院
生
・
研
究
員
と

は
週
１
回
の
面
談
，
ま
た
月
に
２
回
の
割
合
で
研
究
室
内
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
．
そ
の
他
，
千
葉
准
教
授
を
交
え
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
３
ヵ
月
ご
と
に
開
催
し
て
い
ま
す
．
飲
み
会
も
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度
々
行
い
，
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
，
炎
症
・
腫
瘍
・
免

疫
・
骨
代
謝
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
運
動
器
学
関
連
の
研
究

に
従
事
し
て
い
ま
す
．

　
私
見
で
恐
縮
で
す
が
，〝
研
究
〟
の
手
技
・
手
法
を
学
ぶ
こ
と

は
語
学
を
学
ぶ
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
．
例
え
ば
，
医
師

が
英
語
を
学
ぶ
の
は
英
会
話
を
す
る
の
が
主
た
る
目
的
で
は
な

く
，
あ
く
ま
で
論
文
執
筆
や
学
会
発
表
の
手
段
で
あ
る
の
と
同
様

に
，
研
究
も
〝
研
究
す
る
〟
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
，
あ
る
目
的

の
た
め
の
手
段
で
あ
り
ま
す
．
研
究
室
に
参
加
し
て
頂
け
る
先
生

に
は
，
論
文
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
，
研
究
の
楽
し
み
（
と
苦
し
み
）

を
経
験
し
，
そ
の
過
程
を
経
た
う
え
で
研
究
の
方
法
論
が
習
得
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
築
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．
さ
ら
に
，
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
言
え
る
仕
事
と
の
出
会
い
の
場
を
御
提
供
で
き

れ
ば
望
外
の
喜
び
で
す
．
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
か
と
は
存
じ

ま
す
が
，
基
礎
研
究
を
通
し
て
臨
床
の
疑
問
を
解
い
て
み
た
い
，

と
い
う
よ
う
な
意
欲
的
な
若
手
医
局
員
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
．

　
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
が
開
設
さ
れ
た
２
０
０
１
年
か
ら
脊
髄
再
生

の
研
究
が
本
格
的
に
始
動
し
、
は
や
10
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。

私
が
〝
ふ
る
さ
と
〟
に
脊
髄
再
生
研
究
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
も
今
回
で
４
回
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
十
年
間
に
数
多
く

の
研
究
成
果
を
世
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
ま

だ
ど
の
研
究
も
臨
床
応
用
に
は
届
い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
確
実
に

一
歩
一
歩
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
本
稿

で
は
２
０
０
８
年
以
降
の
私
た
ち
の
研
究
成
果
と
今
後
の
展
望
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
言
で
〝
脊
髄
損
傷
を
治
す
〟
と
言
っ
て
も
、
そ
の
病
態
は
極

め
て
多
様
で
す
。
つ
ま
り
、損
傷
の
高
位
（
頚
髄
、胸
髄
、胸
腰
髄
）

と
そ
の
程
度
（
完
全
、
不
全
損
傷
）、
損
傷
か
ら
の
時
期
（
急
性
期
、

亜
急
性
期
、
慢
性
期
）
が
、
個
々
の
患
者
さ
ん
に
お
い
て
異
な
る

た
め
、
画
一
的
な
治
療
で
全
て
の
患
者
さ
ん
を
治
す
こ
と
は
困
難

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
い
く
つ
か
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同
時
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

基
礎
研
究

：

脊
髄
損
傷
に
対
す
る
再
生
医
療

の
現
況

中
　
村
　
雅
　
也
（
66
）
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先
ず
、
急
性
期
脊
髄
損
傷
に
対
し
て
は
肝
細
胞
増
殖
因
子

（H
G

F
）、
抗
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
６
受
容
体
抗
体
を
用
い
た
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。H

G
F

に
関
し
て
は
北
村
和
也
君
（
81
回
）

が
精
力
的
に
研
究
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
は
ラ
ッ
ト
脊
髄
損

傷
に
対
す
るH

G
F

遺
伝
子
導
入
・H

G
F

蛋
白
持
続
く
も
膜
下
投

与
の
有
効
性
、
さ
ら
に
サ
ル
脊
髄
損
傷
に
対
す
るh

u
m

an 

recom
b
in

an
t H

G
F

蛋
白
の
く
も
膜
下
腔
持
続
投
与
の
有
効
性

を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
生
理
学
の
岡
野
教
授

と
現
在
推
し
進
め
て
い
る
再
生
医
療
実
現
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
先

端
医
療
開
発
特
区
（
ス
ー
パ
ー
特
区
）
に
お
い
て
も
、H

G
F

は

最
も
臨
床
応
用
に
近
い
薬
剤
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

秋
よ
り
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
を
用
い
た
安
全
性
試
験
を
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
で
あ
る
ク
リ
ン
グ
ル
フ
ァ
ー
マ
社
と
共
同
で
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
大
き
な
問
題
も
生
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら

く
２
年
以
内
に
は
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
臨
床
治
験
を
開
始
で
き
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
急
性
期
脊
髄
損
傷
治
療
薬
と
し
て

期
待
し
て
い
る
の
が
、
抗
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
６
受
容
体
抗
体
で

す
。
そ
の
有
効
性
は
九
州
大
学
整
形
外
科
か
ら
参
加
し
て
く
れ
た

岡
田
誠
司
君
が
既
に
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
の
大
学
院
生
で
あ
る
向
野
雅
彦
君
（
81
）
が
、
そ
の
作

用
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
、
急
性
期
損
傷
脊
髄
内

の
炎
症
反
応
を
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
６
受
容
体
抗
体
が
単
に
沈
静

化
す
る
の
で
は
な
く
、
内
在
性
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ア
を
活
性
化
し
損

傷
部
へ
と
動
員
す
る
と
同
時
に
、
骨
髄
由
来
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

の
流
入
を
抑
制
し
、
そ
の
結
果
損
傷
部
に
存
在
す
る
ミ
エ
リ
ン
残

骸
の
除
去
が
促
進
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
薬
剤
は
既
に
キ
ャ
ス
ル
マ
ン
病
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る
治

療
薬
と
し
て
臨
床
で
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
脊
髄
損
傷
に
対
す

る
臨
床
治
験
の
開
始
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
述
し
た
薬
剤
に
よ
る
急
性
期
治
療
で
機
能
回
復
が
得
ら
れ
れ

ば
、
そ
の
後
さ
ら
な
る
治
療
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
損
傷
の
程
度
が
強
く
亜
急
性
期
〜
慢
性
期
に
至
っ
て
も
完

全
麻
痺
の
ま
ま
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
細
胞
移
植
治
療
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
損
傷
脊
髄
に
対
す

る
神
経
幹
細
胞
移
植
の
臨
床
応
用
を
目
指
し
て
、
数
多
く
の
基
礎

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
使
用
し
た
神
経
幹
細
胞
が

中
絶
胎
児
由
来
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
倫
理
的
問
題
の
た
め
、
い

ま
だ
臨
床
応
用
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
２
０
０
６
年
に
厚
生
労

働
省
か
ら
出
さ
れ
た
ヒ
ト
幹
細
胞
を
用
い
た
臨
床
治
験
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
、
ヒ
ト
胎
児
由
来
組
織
に
関
し
て
は
継
続
審

議
を
要
す
る
と
の
結
論
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
追
い
打
ち
を
か
け
ま

し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
こ
の
倫
理
的
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、

患
者
さ
ん
自
身
の
体
の
組
織
か
ら
幹
細
胞
を
作
製
し
て
、
そ
れ
を

体
外
で
増
殖
さ
せ
て
損
傷
脊
髄
に
移
植
す
る
と
い
う
〝
自
家
細
胞
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移
植
〟
へ
と
方
向
転
換
し
て
、
基
礎
研
究
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、
京
都
大
学
の
山
中
伸
弥
教
授
が
作
製
し
た
人
工

多
能
性
幹
細
胞
（iP

S

細
胞
）
で
す
。iP

S

細
胞
は
繊
維
芽
細
胞

に
人
工
的
に
４
つ
の
遺
伝
子
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
細
胞
を
リ

プ
ロ
グ
ラ
ム
し
た
幹
細
胞
で
す
。
こ
の
細
胞
を
用
い
れ
ば
脊
髄
損

傷
患
者
さ
ん
自
身
の
皮
膚
か
らiP

S

細
胞
を
樹
立
し
、
神
経
幹
細

胞
へ
と
分
化
誘
導
し
て
患
者
さ
ん
自
身
に
移
植
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
先
ず
、
マ
ウ
スiP

S

細
胞
を
私
た
ち
独
自

の
方
法
で
神
経
幹
細
胞
に
誘
導
し
た
の
ち
に
マ
ウ
ス
損
傷
脊
髄
に

移
植
し
て
運
動
機
能
回
復
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
、
辻
収
彦
君

（
82
）
が
世
界
に
先
駆
け
て
明
ら
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
こ
の
研
究
に
よ
り
、
移
植
細
胞
中
に
混
在
す
る
分
化
抵
抗
性
で

あ
る
未
分
化
細
胞
の
混
入
を
０
０
・
１
％
以
下
に
す
る
こ
と
が
、

移
植
細
胞
由
来
の
腫
瘍
形
成
（
奇
形
種
）
を
防
止
す
る
上
で
非
常

に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果

は
、
今
年
７
月
にP

roc N
atl A

cad S
ci U

S
A

に
掲
載
さ
れ
、

多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
海
苔
聡
君
（
82
）
は
ヒ
トiP

S

細
胞

由
来
神
経
幹
細
胞
を
免
疫
不
全
マ
ウ
ス
の
損
傷
脊
髄
に
移
植
し
、

そ
の
有
効
性
と
安
全
性
を
検
討
し
て
く
れ
ま
し
た
。
マ
ウ
スiP

S

細
胞
と
同
様
に
ヒ
トiP

S

細
胞
由
来
神
経
幹
細
胞
移
植
で
も
、
脊

髄
損
傷
後
に
運
動
機
能
の
回
復
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
部
のiP

S

細
胞
株
か
ら
誘
導
し
た
神

経
幹
細
胞
を
移
植
す
る
と
腫
瘍
形
成
が
起
こ
り
、
こ
の
腫
瘍
は
マ

ウ
スiP

S

細
胞
で
み
ら
れ
た
奇
形
種
と
は
異
な
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
腫
瘍
を
詳
細
に
解
析
中
で
あ
り
、

ヒ
トiP

S

細
胞
を
用
い
た
脊
髄
再
生
医
療
が
実
現
す
る
か
否
か
を

左
右
す
る
重
要
な
研
究
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
林

喜
臣
君
（
83
）
は
山
中
研
で
樹
立
さ
れ
た
ヒ
トiP

S

細
胞
の
中
で

最
も
安
全
と
考
え
ら
れ
る
細
胞
株
か
ら
誘
導
し
た
神
経
幹
細
胞
を

サ
ル
損
傷
脊
髄
に
移
植
し
、
現
在
組
織
学
的
評
価
と
行
動
機
能
評

価
を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
彼
はiP

S

細
胞
の
安
全
性

を
高
め
る
た
め
に
、
遺
伝
子
に
傷
を
つ
け
な
い
、
い
わ
ゆ
る

insertion free

のiP
S

細
胞
を
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
を
用
い
て
樹

立
し
、
そ
の
安
全
性
と
有
効
性
を
現
在
検
討
中
で
す
。
さ
ら
に
高

野
盛
登
君
（
84
）
は
、iP

S

細
胞
の
臨
床
応
用
に
向
け
た
も
う
一

つ
の
問
題
点
で
あ
る
樹
立
か
ら
分
化
誘
導
ま
で
の
時
間
を
短
縮
す

る
た
め
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
技
術
で
は
患
者
さ
ん

か
らiP

S

細
胞
を
樹
立
し
、
そ
れ
を
神
経
幹
細
胞
へ
と
分
化
誘
導

す
る
と
少
な
く
と
も
約
３
ヶ
月
間
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

私
た
ち
が
最
も
細
胞
移
植
に
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
損
傷
後

９
日
に
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
彼
は
体

細
胞
をiP

S
細
胞
ま
で
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
せ
ず
、
直
接
神
経
幹
細

胞
へ
と
分
化
誘
導
す
る
方
法
を
現
在
検
討
中
で
す
。
こ
の
方
法
が
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成
功
す
れ
ば
、
理
論
的
に
は
約
２
週
間
で
患
者
さ
ん
自
身
の
神
経

幹
細
胞
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
移
植
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

逃
さ
ず
に
自
家
細
胞
移
植
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
らiP

S

細

胞
を
用
い
た
研
究
は
全
世
界
で
激
し
い
競
争
の
中
で
行
わ
れ
て
お

り
、
日
本
で
開
発
さ
れ
たiP

S

細
胞
を
用
い
た
再
生
医
療
が
日
本

で
確
立
で
き
る
か
否
か
の
正
念
場
に
き
て
お
り
ま
す
。
日
本
政
府

も
ス
ー
パ
ー
特
区
に
よ
る
特
定
機
関
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
て

お
り
、
い
ま
最
も
期
待
さ
れ
て
い
る
研
究
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、iPS
細
胞
は
胎
生
幹
細
胞
（E

S

細
胞
）

に
似
せ
た
細
胞
で
あ
る
こ
と
か
ら
、E

S
細
胞
の
研
究
がiP

S

細

胞
研
究
に
先
ん
じ
て
行
わ
れ
、
そ
の
牽
引
役
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
私
た
ち
は
考
え
て
お
り
、E

S

細
胞
の
研
究
に
も
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
大
学
院
４
年
生
の
高
橋
勇
一
郎
君
（
80
）
は

ヒ
トE

S

細
胞
を
神
経
幹
細
胞
へ
と
分
化
誘
導
し
て
免
疫
不
全
マ

ウ
ス
損
傷
脊
髄
へ
と
移
植
。
さ
ら
に
、
高
橋
君
は
神
経
幹
細
胞
の

移
植
方
法
に
関
す
る
検
討
も
同
時
に
行
い
、
く
も
膜
下
腔
投
与
、

静
脈
内
投
与
で
は
ほ
と
ん
ど
細
胞
は
生
着
せ
ず
、
損
傷
部
へ
の
直

接
投
与
が
最
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
後

も
幹
細
胞
移
植
療
法
の
樹
立
に
向
け
て
、
山
積
す
る
問
題
を
一
つ

ず
つ
解
決
す
る
た
め
に
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　iP
S

細
胞
と
は
別
に
、
私
た
ち
は
自
家
移
植
の
細
胞
供
給
源
と

し
て
神
経
堤
幹
細
胞
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
神
経
堤
幹
細
胞
は

n
eu

ron

やg
lia

に
な
る
多
分
化
能
と
自
己
複
製
能
を
持
っ
た
細

胞
で
、
成
体
内
で
も
皮
膚
、
後
根
神
経
節
、
さ
ら
に
骨
髄
に
も
存

在
す
る
こ
と
を
名
越
慈
人
君
（
81
）
が
明
ら
か
に
し
、2008

年

C
ell S

tem
 C

ell

に
掲
載
さ
れ
、
多
く
の
学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
安
田
明
正
君
（
82
）
が
神
経
堤
幹
細

胞
を
用
い
た
損
傷
脊
髄
に
対
す
る
移
植
実
験
を
行
い
、
そ
の
有
効

性
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
彼
は
損
傷
脊
髄
に
対

す
る
神
経
幹
細
胞
移
植
に
よ
る
運
動
機
能
回
復
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
特

に
オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
に
よ
る
再
髄
鞘
化
の
重
要
性
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
髄
鞘
形
成
不
全
マ
ウ
ス
由
来
の
神
経
幹
細
胞

を
マ
ウ
ス
損
傷
脊
髄
に
移
植
し
、
十
分
な
機
能
回
復
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
神

経
幹
細
胞
移
植
後
の
機
能
回
復
に
は
移
植
細
胞
由
来
オ
リ
ゴ
デ
ン

ド
ロ
サ
イ
ト
に
よ
る
軸
索
の
再
髄
鞘
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
大
学
院
生
と
し
て
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
て

く
れ
た
岩
井
宏
樹
君
（
84
）
と
西
村
空
也
君
（
84
）
に
は
、
神
経

幹
細
胞
移
植
の
臨
床
応
用
に
向
け
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
、
１
）
霊
長
類
脊
髄
損
傷
を
用
い
た
細

胞
移
植
の
至
適
時
期
の
再
検
討
、
２
）
細
胞
移
植
の
時
期
（
慢
性

期
、
亜
急
性
期
）・
移
植
部
位
の
違
い
（
損
傷
中
心
部
、
損
傷
頭
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尾
側
）
が
細
胞
の
生
存
率
と
機
能
回
復
に
与
え
る
影
響
を
検
討
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
臨
床
応
用
の
実
現
に
は
不
可

欠
な
研
究
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
細
胞
移
植
に
よ
る
脊
髄
再
生
研
究
が
損
傷

後
急
性
〜
亜
急
性
期
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
最
終

目
標
は
慢
性
期
脊
髄
損
傷
患
者
さ
ん
を
治
す
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
損
傷
脊
髄
内
に
存
在
す
る
軸
索
進
展
阻
害
因
子
の
問
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
既
に
、
池
上
健
君
（
78
）
が
ラ

ッ
ト
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ナ
ー
ゼA

B
C

（C
-A

B
C

）
と
細
胞
移
植
の
併
用
療
法
を
検
討
し
、
軸
索
再
生
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
報
告
し
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
う
け
て
、

東
京
大
学
脳
神
経
外
科
か
ら
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
て
く

れ
た
篠
崎
宗
久
君
が
、
ラ
ッ
ト
慢
性
期
脊
髄
損
傷
に
対
す
る

C
-A

B
C

と
神
経
幹
細
胞
移
植
に
加
え
て
、
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
下
肢

機
能
訓
練
を
併
用
し
て
、
そ
の
治
療
効
果
を
現
在
検
討
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
大
学
院
生
の
張
亮
君
は
、
大
学
院
を
卒
業
し
現
在
村
山
医
療

セ
ン
タ
ー
に
い
る
金
子
慎
二
郎
君
（
77
）
の
指
導
の
も
と
で
ラ
ッ

ト
脊
髄
完
全
損
傷
に
対
す
る
セ
マ
フ
ォ
リ
ン
３
Ａ
抑
制
剤
と
リ
ハ

ビ
リ
の
併
用
療
法
の
効
果
を
詳
細
に
検
討
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
二
つ
の
研
究
は
、
ま
さ
に
慢
性
期
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
再

生
医
療
の
実
現
を
目
指
し
た
重
要
な
研
究
で
あ
り
、
今
後
の
研
究

成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
最
後
に
脊
髄
の
再
生
医
療
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
評
価

系
を
確
立
す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。
従
来
のM

R
I

で
は
損
傷
部

の
状
態
は
把
握
で
き
て
も
軸
索
や
髄
鞘
の
評
価
は
全
く
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
藤
吉
兼
浩
君
（
80
）
は
こ
の
問
題
に
果
敢
に
取
り
組

み
、M

R
I

の
撮
像
法
の
一
つ
で
あ
る
拡
散
テ
ン
ソ
ル
投
射
路
撮

影
を
駆
使
し
て
、
世
界
で
初
め
て
霊
長
類
の
錐
体
交
叉
を
可
視
化

す
る
こ
と
に
成
功
し
、
さ
ら
に
サ
ル
脊
髄
半
切
モ
デ
ル
を
用
い
て

生
き
た
ま
ま
の
状
態
で
損
傷
軸
索
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
も
成
功

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
脊
髄
損
傷
の
み
な
ら
ず
脊
椎
脊
髄
疾
患

の
手
術
適
応
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
予
後
予
測
に
も
応
用
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
、
既
に
私
た
ち
は
こ
れ
ら
脊
椎
脊
髄
疾
患
の
拡
散
テ
ン

ソ
ル
投
射
路
撮
影
の
臨
床
研
究
を
始
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
藤
吉

君
は
、M

R
I

の
最
新
の
撮
像
法
で
あ
るq-space im

aging

を
駆

使
し
て
、
損
傷
脊
髄
内
の
髄
鞘
を
可
視
化
す
る
方
法
を
確
立
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
受
け
て
、
現
在
許
斐
恒
彦
君

（
82
）
は
サ
ル
脊
髄
圧
挫
損
傷
後
の
拡
散
テ
ン
ソ
ル
投
射
路
撮
影

に
よ
る
損
傷
及
び
残
存
軸
索
の
定
量
的
解
析
、q-space im

aging
を
用
い
た
脊
髄
損
傷
の
予
後
予
測
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
最
新
のM

R
I

撮
像
法
に
よ
り
、
脊
髄
損
傷

の
み
な
ら
ず
脊
髄
変
性
疾
患
や
多
発
性
硬
化
症
を
は
じ
め
と
す
る

脱
髄
性
疾
患
に
も
応
用
が
可
能
で
あ
り
、
他
科
と
の
連
携
を
取
り
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な
が
ら
臨
床
応
用
に
向
け
て
現
在
準
備
中
で
す
。

　
脊
髄
再
生
の
研
究
に
関
し
て
、
多
く
の
諸
先
輩
先
生
方
か
ら
応

援
の
お
言
葉
を
頂
く
と
同
時
に
、
時
に
辛
辣
な
意
見
も
頂
き
ま
す
。

〝
先
生
は
、
本
気
で
慢
性
期
の
脊
髄
損
傷
の
患
者
さ
ん
を
治
せ
る

と
思
っ
て
い
る
の
？
〟
と
か
〝
い
つ
ま
で
研
究
を
続
け
る
つ
も
り

な
の
？

　
結
局
、
臨
床
に
は
い
け
な
い
で
し
ょ
〟
な
ど
と
直
接
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
答
え
は
、
私
は
慢
性
期
脊
髄
損
傷
患

者
さ
ん
を
本
気
で
治
せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
日
が
来
る

ま
で
研
究
は
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
９
６
０
年
代
に
ジ

ョ
ン
Ｆ
ケ
ネ
デ
ィ
が
ア
ポ
ロ
計
画
を
発
表
し
た
と
き
、
こ
の
世
の

中
の
ど
れ
だ
け
の
人
が
、
月
面
に
人
類
が
立
て
る
と
考
え
た
で
し

ょ
う
か
？

　
こ
れ
ま
で
不
可
能
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
、
信

じ
続
け
て
こ
つ
こ
つ
と
努
力
す
れ
ば
、〝
必
ず
そ
の
日
が
来
る
〟

と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
た
と
え
、
一
歩
一
歩
の
歩
み
は
小
さ
く

て
も
確
実
に
前
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
脊
髄

損
傷
に
よ
り
ベ
ッ
ト
や
車
椅
子
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
た
ち
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
た
め
に
最
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
脊
髄
損
傷
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
た
ち
の
願

い
は
切
実
で
す
。
私
た
ち
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、

実
に
多
く
の
患
者
さ
ん
た
ち
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
受
け
ま
す
。
中

に
は
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
遠
方
か
ら
直
接
私
の
外
来
を

受
診
さ
れ
、〝
も
う
一
度
自
分
の
足
で
歩
き
た
い
ん
で
す
。
実
験

材
料
で
も
い
い
か
ら
、
私
に
移
植
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
〟
と
お
っ

し
ゃ
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
心
の
叫
び
に
も
近
い
切
実

な
願
い
を
裏
切
ら
な
い
た
め
に
も
、
研
究
の
た
め
の
研
究
で
は
な

く
、〝F

rom
 b

en
ch to b

ed sid
e

〟
を
合
い
言
葉
に
、
今
後
も

み
ん
な
と
一
緒
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
こ
こ
ま
で
研
究
が
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
も

一
重
に
戸
山
芳
昭
教
授
を
始
め
、
諸
先
輩
先
生
方
の
ご
指
導
と
ご

支
援
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
を
か
り
て
深
謝
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
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前
回
の
「
ふ
る
さ
と
」
発
刊
か
ら
約
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

杏
林
大
学
整
形
外
科
学
教
室
で
は
，
新
入
局
医
師
が
平
成
21
年
４

月
に
２
名
、
平
成
22
年
４
月
に
１
名
と
大
変
苦
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
大
学
病
院
で
も
慶
應
大
学
の
よ
う
な
勝
ち
組
と
杏
林

や
地
方
の
国
立
大
学
の
よ
う
な
負
け
組
が
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
制
度
の
せ
い
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
杏
林
が

整
形
外
科
を
志
す
医
師
に
と
っ
て
魅
力
的
で
な
い
こ
と
の
現
れ
と

反
省
す
る
こ
と
し
き
り
で
す
。
教
室
員
が
増
加
し
な
い
こ
と
は
、

研
究
活
動
の
低
迷
、
関
連
病
院
か
ら
の
派
遣
医
師
の
引
き
上
げ
な

ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
大
学
病
院
で
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
影
響
か
手
術
症
例
の
増

加
を
来
し
、
主
治
医
は
多
忙
を
極
め
て
い
ま
す
。
脊
椎
の
手
術
例

も
年
間
２
５
０
例
に
達
し
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
は
内
視
鏡
下
手

術
が
基
本
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
骨
軟
部
腫
瘍
、
肩
・
股
・
膝
関

節
関
係
も
多
摩
地
区
の
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
多
く
の
手
術
を
行

っ
て
い
ま
す
。
骨
折
手
術
は
、
入
院
患
者
あ
る
い
は
他
科
通
院
患

者
の
大
腿
骨
頚
部
骨
折
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

点
は
、
小
生
が
18
年
前
に
赴
任
し
た
頃
と
は
様
変
わ
り
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
杏
林
大
学
病
院
の
手
術
件
数
は
２
年
前
か
ら
年
間

１
０,
０
０
０
例
を
超
え
て
い
ま
す
（
小
生
、
手
術
部
長
を
兼
務

し
て
い
ま
す
）。

　
人
事
面
で
は
、
平
成
21
年
10
月
付
け
で
市
村
正
一
先
生
（
58
回

生
）
が
准
教
授
か
ら
臨
床
教
授
に
昇
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
森
井

健
司
先
生
（
70
回
生
）
は
平
成
22
年
４
月
付
け
で
講
師
か
ら
准
教

授
に
昇
任
し
ま
し
た
。
森
井
先
生
は
、
当
大
学
赴
任
以
来
積
極
的

に
英
文
論
文
を
執
筆
し
て
い
て
医
局
員
の
手
本
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
後
に
続
く
人
は
中
々
現
れ
ま
せ
ん
。

　
学
会
活
動
は
、
年
間
１
０
０
例
を
超
え
る
発
表
を
行
っ
て
い
ま

す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
演
者

に
も
少
し
ず
つ
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
村
教
授
を

中
心
と
し
た
骨
粗
鬆
症
関
連
の
臨
床
的
発
表
が
比
較
的
評
価
を
得

て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
論
文
執
筆
は
恥
ず
か
し
い
く
ら
い

寂
し
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
中
、
昨
年
の
東
日
本
整
災
学
会
で
学

会
賞
を
１
医
局
員
が
受
賞
し
ま
し
た
。
基
礎
研
究
は
前
述
の
よ
う

杏
林
大
学
の
現
状
と
御
礼

里
　
見
　
和
　
彦
（
49
）

大
学
便
り
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に
教
室
員
が
少
な
く
、
細
々
と
一
部
の
分
野
が
行
っ
て
い
る
の
み

で
す
。

　
杏
林
大
学
整
形
外
科
主
催
の
学
会
は
、
平
成
21
年
３
月
に
第
49

回
関
東
整
災
学
会
、
平
成
22
年
６
月
に
第
33
回
日
本
骨
関
節
感
染

症
学
会
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
文
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　
最
後
に
、
小
生
は
平
成
23
年
３
月
末
で
定
年
退
職
の
予
定
で
す
。

こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
は
、
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
の
出

身
者
で
あ
る
こ
と
で
多
く
の
関
係
者
の
御
支
援
を
い
た
だ
け
た
た

め
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
後
任
を
初
め
次
年
度
の
杏
林
大

学
整
形
外
科
学
教
室
の
体
制
は
現
時
点
で
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
と
も
母
校
の
か
わ
ら
な
い
御
支
援
を
お
願
い
す
る
所
存

で
す
。

　
開
講
以
来
35
年
を
経
過
し
た
東
海
大
学
医
学
部
に
は
本
院
の
伊

勢
原
病
院
の
ほ
か
に
、
大
磯
、
八
王
子
、
東
京
を
含
め
て
４
附
属

病
院
が
あ
り
、
整
形
外
科
学
で
は
東
京
病
院
を
除
く
３
病
院
に
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
他
の
関
連
病
院
、
関
連

施
設
へ
の
出
向
者
を
含
め
る
と
現
有
の
領
域
員
（
医
局
員
）
は
64

名
で
す
。
多
数
が
入
局
す
る
信
濃
町
と
は
異
な
り
、
毎
年
１
か
ら

５
名
の
新
人
が
３
年
目
か
ら
仲
間
入
り
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

１
９
８
３
年
以
来
、
新
人
ゼ
ロ
の
年
は
未
だ
な
く
、
学
内
で
学
年

が
継
続
し
て
い
る
唯
一
の
臨
床
科
で
す
。
教
授
２
名
、
准
教
授
４

名
、
講
師
11
名
の
布
陣
で
、
信
濃
町
の
同
窓
と
し
て
伊
勢
原
に
は

私
、
持
田
（
54
回
、
教
授
）
と
、
渡
辺
雅
彦
先
生
（
66
回
、
准
教

授
）、
大
磯
に
は
岡
義
範
先
生
（
50
回
、
教
授
、
病
院
長
）
の
３

名
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
２
年
に
旧
来
型
の
医
局
が
廃
止

さ
れ
、
外
科
学
系
（
教
育
領
域

：

整
形
外
科
学
）
と
な
り
ま
し
た

が
、
研
究
、
教
育
、
臨
床
の
活
動
は
実
質
的
に
は
な
ん
ら
変
化
は

な
く
、
活
発
に
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
６
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
伊
勢
原
本
院
は
、
旧
病

東
海
大
学
医
学
部
外
科
学
系
整
形
外
科
学

持
　
田
　
讓
　
治
（
54
）
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院
の
１
１
０
０
床
を
８
０
３
床
に
減
ら
し
、
急
性
期
型
医
療
に
ほ

ぼ
特
化
し
た
運
営
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
均
在
院
日
数
は
12

日
を
割
り
、
整
形
外
科
病
棟
で
も
10
時
に
退
院
、
11
時
半
に
は
次

の
患
者
が
入
院
す
る
と
い
う
形
が
通
常
で
す
。
短
い
入
院
期
間
の

設
定
に
は
当
初
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
整
形
外
科
で
も
入
院

待
ち
が
２
ヵ
月
間
以
上
短
縮
化
し
、
結
果
的
に
、
患
者
に
優
し
く

質
の
良
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
２
０
０
９

年
度
の
大
学
付
属
病
院
・
市
中
病
院
ラ
ン
キ
ン
グ
（
日
本
ダ
イ
ア

モ
ン
ド
社
発
行
の
週
間
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
特
集
号
）
に
お
い
て
、
順

天
堂
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
と
な
ら
び

全
国
１
位
の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
病
院
機
能
評
価
に
準
じ
た
項

目
を
多
面
的
に
評
価
し
た
報
告
で
す
が
、
新
病
院
建
設
時
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
間
違
え
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
結
果
と
考
え
て
い
ま

す
。
整
形
外
科
の
２
０
０
９
年
度
の
年
間
手
術
件
数
は
１
３
０
０

件
を
超
え
過
去
最
多
と
な
り
、
本
年
度
は
そ
れ
を
上
回
る
予
想
で

す
。
疾
患
が
60
％
強
、
外
傷
が
40
％
弱
の
割
合
で
、
脊
椎
脊
髄
の

手
術
も
４
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
大
磯
病
院
は
岡
院
長
の
ご

指
導
の
も
と
、
整
形
外
科
が
主
力
と
な
り
地
域
密
着
型
の
良
好
な

運
営
を
続
け
、
八
王
子
病
院
は
卒
業
生
の
池
田
准
教
授
を
中
心
と

し
て
多
摩
地
区
の
整
形
外
科
活
動
の
中
核
に
な
る
よ
う
に
努
力
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
研
究
は
、
持
田
が
現
職
に
つ
い
た
２
０
０
１
年
以
来
、
運
動
器

の
再
生
研
究
に
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
効
率
の
高
い
研
究
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
椎
間
板
再
生
（
持
田
と
東
海
大
卒
の
酒
井

講
師
）
は
、
厚
生
労
働
省
の
ヒ
ト
幹
細
胞
臨
床
研
究
に
関
す
る
指

針
に
基
づ
き
、
ヒ
ト
幹
細
胞
臨
床
研
究
に
関
す
る
審
査
委
員
会
に

臨
床
応
用
を
申
請
し
、
２
０
０
８
年
１
月
に
す
べ
て
の
医
学
領
域

を
含
め
て
５
番
目
（
私
立
大
学
医
学
部
と
し
て
は
１
番
目
）
の
案

件
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
実
施
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
自
家
骨
髄
間
葉
系
幹
細
胞
で
活
性
化
さ
れ
た
自
家

椎
間
板
髄
核
細
胞
の
移
植
研
究
は
２
０
０
９
年
２
月
よ
り
臨
床
応

用
が
開
始
さ
れ
、
２
０
１
０
年
８
月
現
在
で
９
症
例
が
終
了
し
、

経
過
観
察
中
で
す
。
有
害
事
象
は
一
切
な
く
、
画
像
上
、
臨
床
上

の
経
過
も
良
好
で
す
。
こ
の
臨
床
研
究
は
10
例
で
終
了
予
定
で
あ

り
、
厚
生
労
働
省
へ
の
報
告
な
ら
び
にpeer review

ed journal

へ
の
投
稿
準
備
中
で
す
。
世
界
で
初
め
て
の
こ
の
椎
間
板
再
生
の

臨
床
研
究
は
、
椎
間
板
変
性
に
対
す
る
常
識
に
疑
問
を
抱
い
た
持

田
が
、
16
年
間
に
わ
た
り
基
礎
研
究
、
橋
渡
し
研
究
を
継
続
す
る

恵
ま
れ
た
研
究
環
境
と
、
素
朴
で
粘
り
の
あ
る
優
秀
な
若
い
研
究

者
達
（
東
海
大
卒
、
整
形
外
科
医
）
を
得
て
初
め
て
実
現
し
た
こ

と
で
あ
り
、
大
学
研
究
指
導
者
と
し
て
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
研
究
内
容
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
大

学
全
体
の
柔
軟
な
姿
勢
と
と
も
に
、
元
医
学
部
長
の
黒
川
清
、
堀

田
知
光
両
先
生
か
ら
の
多
大
な
ご
支
援
を
頂
い
た
こ
と
も
、
そ
の
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継
続
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
」
の
誌
面

で
は
あ
り
ま
す
が
、
心
よ
り
感
謝
の
言
葉
を
記
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
脊
髄
再
生
研
究
は
渡
辺
准
教
授
が
牽
引
し
て
い
ま
す
。
こ
の
難

し
い
テ
ー
マ
を
地
道
に
継
続
し
、
整
形
外
科
の
大
学
院
生
だ
け
で

は
な
く
脳
神
経
外
科
か
ら
依
頼
さ
れ
た
大
学
院
生
達
も
指
導
し
、

新
し
い
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
関
節
軟
骨
再
生
は
佐
藤
准
教

授
（
防
衛
医
科
大
学
校
卒
）
が
指
導
し
、scaffold free 

の
各
種

軟
骨
培
養
法
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
再
生
軟
骨
の
非
侵
襲
的
診

断
法
の
開
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。
椎
間
板
に
続
い
て
厚
生
労
働
省

へ
の
臨
床
研
究
の
申
請
を
準
備
中
で
す
。
こ
の
他
、
生
理
学
と
共

同
し
、
筋
肉
内
の
多
分
化
未
分
化
細
胞
の
同
定
、
応
用
研
究
も
進

捗
し
て
い
ま
す
（
内
山
講
師

：

東
海
大
卒
）。

　
東
海
大
学
の
卒
前
教
育
の
特
徴
は
、
米
国
型
の
ク
リ
ニ
カ
ル
ク

ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を
早
期
に
導
入
し
た
こ
と
と
、
大
学
３
年
生
以
上

に
受
験
資
格
の
あ
る
一
般
編
入
入
試
（
定
員
40
人
）
に
あ
り
ま
す
。

先
駆
的
な
試
み
は
時
に
は
大
き
な
痛
み
を
伴
う
も
の
で
す
が
、
過

去
数
年
間
続
い
た
医
師
国
家
試
験
の
合
格
率
低
下
も
そ
れ
ら
が
一

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
総
括
的
分
析
も
続
い
て
お
り
、

２
年
後
の
こ
の
「
ふ
る
さ
と
」
で
は
、
そ
の
詳
細
を
ご
報
告
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
卒
後
教
育
の
中
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
大

学
院
医
学
研
究
科
の
改
編
で
す
。
２
０
０
９
年
度
か
ら
従
来
の
大

学
院
に
加
え
、
東
海
大
学
病
院
で
臨
床
助
手
（
後
期
研
修
医
）
を

務
め
な
が
ら
大
学
院
生
と
し
て
教
育
を
受
け
、
研
究
を
行
う
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
の
シ
ス
テ
ム
を
開
始
し
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
夜
間
の

授
業
実
施
も
必
要
で
あ
り
、
時
間
的
に
学
生
、
教
員
と
も
に
負
担

増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
臨
床
助
手
の
給
与
の
70
％
が
支
給
さ
れ

る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
も
、
家
庭
人

と
し
て
も
収
入
を
得
な
く
て
は
な
ら
な
い
年
代
で
あ
る
こ
と
を
考

え
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
が
、
大
学
本
部
と
し
て

は
な
か
な
か
の
英
断
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

持
田
が
こ
の
大
学
院
医
学
研
究
科
の
研
究
科
長
を
兼
務
し
て
い
ま

す
が
、
臨
床
医
学
を
支
え
る
基
礎
研
究
の
シ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と

作
り
上
げ
、
診
断
法
や
治
療
技
術
と
い
う
よ
う
なart

偏
重
に
な

り
が
ち
な
臨
床
医
学
の
中
、
臨
床
を
し
っ
か
り
さ
さ
え
る
土
台
と

し
て
のscience

作
り
に
少
し
汗
を
か
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
10
月
14
日
（
木
）、
15
日
（
金
）
の
両
日
、

国
立
京
都
国
際
会
館
に
お
い
て
第
25
回
日
本
整
形
外
科
学
会
基
礎

学
術
集
会
を
主
催
い
た
し
ま
し
た
。
東
海
大
学
に
と
っ
て
日
整
会

の
３
学
会
の
一
つ
を
運
営
す
る
こ
と
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。
詳

細
は
本
稿
で
別
途
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
臨
床
に
役
立

つ
基
礎
研
究
を
考
え
実
践
す
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
し
た
学
会
の

内
容
と
い
た
し
ま
し
た
。
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防
衛
医
科
大
学
校
整
形
外
科
学
講
座
を
冨
士
川
恭
輔
前
教
授
か

ら
引
き
継
い
で
６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
初
代
下
村
裕
教
授
、
第

２
代
新
名
正
由
教
授
、
第
３
代
冨
士
川
恭
輔
教
授
と
受
け
継
が
れ

た
伝
統
と
実
績
を
毀
損
し
な
い
よ
う
に
と
努
め
て
来
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
行
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
防
衛
医
大
の
特
色
は
一
般
医
学
の
他
に
防
衛
医
学
の
教
育
研
究

臨
床
を
行
う
こ
と
で
す
。
防
衛
医
学
と
は
安
全
保
障
に
関
す
る
医

学
で
す
が
、
国
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
の
医
学
と
言
っ
て
も
良

い
と
思
い
ま
す
。
一
時
、
防
衛
医
大
を
独
法
化
す
る
と
い
う
議
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
、
独
法
化
は
取
り
止
め
に
な
り
ま
し
た
。

常
識
的
に
考
え
て
も
、
防
衛
省
の
教
育
機
関
が
独
立
行
政
法
人
と

い
う
の
は
お
か
し
な
話
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
事
象
に
も
光
と

影
が
あ
り
ま
す
。
国
立
医
大
と
し
て
や
っ
て
行
く
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
の
で
、
そ
の
条
件
の
中
で
如
何
に
う
ま
く
発
展
さ
せ
る
が
問

題
で
す
。
良
い
意
味
で
の
公
務
員
的
発
想
と
手
腕
が
必
要
で
す
。

　
新
病
棟
建
設
は
順
調
に
進
み
、
本
年
４
月
に
落
成
し
ま
し
た
。

整
形
外
科
は
外
来
を
新
病
棟
１
階
に
、
病
棟
を
新
病
棟
７
階
に
42

床
を
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
旧
病
棟
も
全
面
改
修
工
事
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
本
年
か
ら
基
本
設
計
が
始
ま
り
平
成
28
年
に
完
成

予
定
で
す
。
全
工
事
の
完
了
後
に
病
棟
の
再
編
成
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
電
子
カ
ル
テ
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
初
の
大
混
乱
が
漸
く
収
拾
に
向
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
教
官
定
員
は
10
名
で
す
が
、
現
在
、
慶
應
卒
業
生
が
８
名
、
防

衛
医
大
卒
業
生
が
２
名
で
す
。
慶
應
同
窓
会
員
は
、
根
本
の
他
に
、

朝
妻
孝
仁
准
教
授
（
57
回
）、
有
野
浩
司
講
師
・
医
局
長
（
66
回
）、

谷
戸
祥
之
講
師
（
68
回
）、
三
尾
健
介
指
定
講
師
（
74
回
）、
今
林

英
明
指
定
講
師
（
74
回
）、
金
子
大
毅
助
教
（
77
回
）、
城
本
雄
一

郎
助
教
（
78
回
）
の
計
８
名
で
す
。
防
衛
医
大
卒
業
生
は
、
吉
原

愛
雄
講
師
（
67
回
相
当
）、
尼
子
雅
敏
指
定
講
師
（
69
回
相
当
）

の
２
名
で
す
。
な
お
、
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
部
長
は
小

林
龍
生
准
教
授
（
60
回
）
で
す
。

　
臨
床
は
脊
椎
・
脊
髄
班
（
朝
妻
、
谷
戸
、
今
林
）、
手
・
上
肢

班
（
根
本
、
有
野
、
尼
子
）、
股
関
節
班
（
吉
原
、
城
本
）、
膝
関

節
班
（
三
尾
、
金
子
）
の
４
個
の
診
療
班
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

脊
椎
・
脊
髄
班
で
はinstrum

entation
, navigation surgery,

手
・
上
肢
班
は
末
梢
神
経
、m

u
sician ’

s h
an

d
,

肩
・
肘
関
節

鏡
視
下
手
術
、
股
関
節
班
で
は
人
工
関
節
、
骨
切
術
、
膝
関
節
班

で
は
靭
帯
再
建
、
人
工
関
節
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
現
在
、
骨

軟
部
悪
性
腫
瘍
の
み
は
部
外
の
専
門
病
院
に
依
頼
し
て
お
り
ま
す

防
衛
医
科
大
学
校
整
形
外
科
学
講
座

根
　
本
　
孝
　
一
（
55
）
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が
、
こ
れ
以
外
は
全
て
の
領
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
教
育
で
は
、
当
講
座
の
教
官
が
中
心
に
な
っ
て
運
動
器
系

の
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
の
他
、
生
理
学
、
病
理
学
、

放
射
線
医
学
、
小
児
科
学
、
神
経
内
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
学
等
の
教
官
に
参
加
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。B

S
L

で
は
学
生
が

３
週
間
配
属
さ
れ
ま
す
。
教
官
全
員
が
ク
ル
ズ
ス
を
担
当
し
ま
す
。

学
生
を
２
人
ず
つ
ペ
ア
に
し
て
ギ
プ
ス
実
習
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
互
い
に
ギ
プ
ス
を
巻
い
て
電
動
カ
ッ
タ
ー
で
切
る
実
習
は
患

者
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
の
に
大
変
効
果
的
で
す
。

　
防
衛
医
大
で
は
臨
床
研
修
制
度
の
改
悪
の
前
か
ら
研
修
医
の
ロ

ー
テ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
整
形
外
科
は
必
修
診
療
科
目
で
す
。

い
わ
ゆ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
と
は
無
関
係
で
す
。
整
形
外
科
の
人
気
は

高
く
、
毎
年
４
〜
６
名
の
入
局
者
が
い
ま
す
。
卒
業
生
は
皆
自
衛

官
で
す
か
ら
、
防
衛
省
の
人
事
で
移
動
し
ま
す
。
折
角
、
整
形
外

科
専
門
医
に
育
て
上
げ
て
も
医
局
に
は
原
則
と
し
て
残
せ
な
い
の

が
残
念
で
す
。
自
衛
隊
は
元
来
健
康
な
青
壮
年
の
集
団
な
の
で
疾

病
は
少
な
い
の
で
す
が
、
外
傷
・
障
害
は
多
い
の
で
す
。
自
衛
隊

医
官
と
し
て
現
場
に
出
て
最
も
必
要
と
さ
れ
る
診
療
科
が
整
形
外

科
で
す
。
ち
な
み
に
米
軍
で
は
戦
傷
が
あ
る
の
で
更
に
整
形
外
科

の
必
要
性
が
高
く
、
特
に
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
方
面
で
は

対
象
患
者
の
70
％
以
上
が
整
形
外
科
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
行
っ
て
い
る
基
礎
研
究
の
テ
ー
マ
は
、
末
梢
神
経
損
傷
、

微
小
重
力
環
境
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
、
高
圧
酸
素
療
法
、
骨
代
謝
な

ど
で
す
。
基
礎
医
学
講
座
や
防
衛
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
各
部
門
と

の
連
携
の
下
で
、
研
究
科
学
生
及
び
若
手
教
官
が
熱
心
に
実
験
的

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
３
名
の
研
究
科
学
生
が
お
り
ま

す
が
、
１
名
は
米
国
に
留
学
中
で
す
。
臨
床
研
究
は
各
教
官
が
専

門
分
野
に
つ
い
て
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
費
の
面
で
は
、

防
衛
医
大
は
充
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
他
大
学
に
比
し
て
恵
ま

れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。
外
国
留
学
中
は
、
教
官
、

研
究
科
学
生
と
も
に
身
分
と
給
与
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
教
官
10
名

中
７
名
、
研
究
科
学
生
３
名
中
３
名
に
外
国
留
学
の
経
験
が
あ
り

ま
す
。

　
日
整
会
学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
（
平
成
21
〜
23
年
の
３
年
間
）

と
し
て
、「
大
規
模
集
団
に
お
け
る
運
動
器
外
傷
・
障
害
の
疫
学

的
研
究
」
が
採
択
さ
れ
、
現
在
進
行
中
で
す
。
運
動
器
外
傷
・
障

害
の
疫
学
デ
ー
タ
は
厚
労
省
も
日
整
会
も
把
握
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
疫
学
デ
ー
タ
は
医
療
政
策
や
医
学
教
育
に
お
け
る
優
先
度
を

決
定
す
る
上
で
重
要
で
す
。
整
形
外
科
に
限
ら
ず
疫
学
の
重
要
性

は
増
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
疫
学
研
究
を
行
う
上
で
、
自
衛
隊

は
母
集
団
が
大
き
く
し
か
も
脱
落
が
な
い
と
い
う
大
き
な
利
点
が

あ
り
ま
す
。

　
当
講
座
で
は
、
こ
の
２
年
間
に
３
つ
の
学
会
・
研
究
会
を
担
当

し
ま
し
た
。
第
20
回
日
本
末
梢
神
経
学
会
（
平
成
21
年
９
月
４
〜
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５
日
、
さ
い
た
ま
市
、
根
本
会
長
）、
第
18
回
日
本
脊
椎
イ
ン
ス

ト
ゥ
ル
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
（
平
成
21
年
11
月
13
〜
14
日
、
東

京
都
、
朝
妻
会
長
）、
第
24
回
東
日
本
手
の
外
科
研
究
会
（
平
成

22
年
２
月
12
日
、
さ
い
た
ま
市
、
根
本
会
長
）
で
す
。
お
陰
様
で

３
学
会
と
も
盛
況
で
し
た
。
詳
細
は
本
誌
の
別
頁
で
報
告
し
ま
す
。

　
母
校
整
形
外
科
学
教
室
に
は
日
頃
よ
り
多
大
な
御
支
援
を
頂
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
諸
先
生
の
益
々
の
御
発
展
を
祈
念

す
る
と
と
も
に
、
防
衛
医
大
整
形
外
科
へ
の
一
層
の
御
指
導
御
鞭

撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院
は
名
古
屋
市
の
東
に
位
置
す
る
豊
明

市
に
立
地
し
、
約
１,
５
０
０
床
の
病
床
を
有
す
る
特
定
機
能
病

院
で
す
。
整
形
外
科
は
約
１
０
０
床
を
担
当
し
、
運
動
器
の
慢
性

疾
患
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
１
次
、
２
次
、
３

次
の
救
急
患
者
ま
で
を
広
く
診
療
し
て
お
り
ま
す
。
愛
知
県
に
は

名
古
屋
大
学
、
名
古
屋
市
立
大
学
、
愛
知
医
科
大
学
と
藤
田
保
健

衛
生
大
学
の
４
つ
の
医
学
部
が
存
在
し
ま
す
が
、
互
い
に
特
色
を

出
し
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
お
り
ま
す
。
本
学
の
建
学
理
念
は「
独

創
一
理
」
で
す
。
文
化
大
革
命
の
際
に
紅
衛
兵
の
唱
え
た
「
造
反

有
理
」
を
連
想
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
創
造
力

で
自
分
自
身
に
よ
り
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
行
く
と
い
う
創

設
者
で
あ
る
藤
田
啓
介
先
生
の
提
唱
し
た
言
葉
で
す
。
こ
の
理
念

の
も
と
、
時
代
の
要
請
に
合
致
し
た
ハ
ー
ト
の
あ
る
臨
床
医
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
臨
床
】

　
本
学
整
形
外
科
学
教
室
は
、
慶
應
整
形
を
な
ら
っ
て
股
関
節
・

藤
田
保
健
衛
生
大
学
整
形
外
科
学
教
室

山
　
田
　
治
　
基
（
58
）
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小
児
班
、
脊
椎
・
脊
髄
班
、
膝
・
リ
ウ
マ
チ
班
、
上
肢
・
手
の
外

科
班
、
骨
・
軟
部
腫
瘍
班
、
外
傷
班
の
６
診
療
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
慶
應
か
ら
は
山
田
治
基
（
股
関
節
・
リ
ウ
マ
チ
、

５８
回
）、
中
井
定
明
（
脊
椎
・
脊
髄
、
５２
回
）
の
２
教
授
、
安
藤

謙
一
（
小
児
・
股
関
節
、
５２
回
）、
鈴
木
克
侍
（
上
肢
・
手
の
外
科
、

５９
回
）、
寺
田
信
樹
（
上
肢
・
手
の
外
科
、
坂
文
種
報
徳
会
病
院
、

６５
回
）
の
３
助
教
授
、
金
治
有
彦
（
小
児
・
股
関
節
、
７３
回
）
講
師
、

小
宮
浩
一
郎
（
膝
・
リ
ウ
マ
チ
、
坂
文
種
報
徳
会
病
院
、
７４
回
特
）

講
師
の
７
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
第
１
教
育
病
院

（
豊
明
）
の
主
な
手
術
実
績
は
、
股
関
節
・
小
児
班
が
２
２
７
件
、

脊
椎
・
脊
髄
班
が
２
２
８
件
、
膝
・
リ
ウ
マ
チ
班
が
１
５
７
件
、

上
肢
・
手
の
外
科
班
が
９
６
件
、
骨
・
軟
部
腫
瘍
班
が
６
２
件
、

外
傷
班
が
１
４
９
件
の
計
９
１
９
件
で
す
。
特
定
機
能
病
院
で
あ

る
大
学
病
院
で
は
あ
り
ま
す
が
、
外
傷
の
手
術
件
数
が
多
い
の
が

特
徴
で
、
緊
急
手
術
の
手
術
枠
確
保
に
大
変
、
苦
労
し
て
お
り
ま

す
。

　
私
の
専
門
と
す
る
股
関
節
領
域
で
は
、
最
も
多
い
変
形
性
股
関

節
症
に
対
す
る
手
術
と
し
て
は
、
寛
骨
臼
回
転
骨
き
り
術
、
キ
ア

リ
骨
盤
骨
き
り
術
な
ど
の
骨
切
り
術
は
減
少
傾
向
が
著
し
い
一

方
、
侵
襲
の
少
な
い
小
皮
切
に
よ
る
人
工
股
関
節
置
換
術

(M
in

im
ally In

cision S
u
rg

ery

：M
IS

-T
H

R

法)

が
増
加
し

て
お
り
ま
す
。T

H
R

の
術
後
成
績
が
大
変
、
一
定
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
、
ニ
ク
ラ
ウ
ス
も
受
け
て
プ
レ
ー
し
て
い
た
こ
と
な
ど

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
患
者
さ
ん
に
広
ま
り
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
長
時
間
を
要
し
、
手
術
成
績
に
ば
ら
つ
き
の
出

る
骨
切
り
術
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
骨
切
り
術
の
技
術
の
伝
承
は
大
学
病
院
の
役
目
の

一
つ
と
考
え
、
適
応
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
は
じ
っ
く
り
と
時
間
を

か
け
て
説
明
し
、
納
得
を
得
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
当
院

で
は
、
人
工
股
関
節
再
置
換
術
に
際
し
て
は
同
門
で
あ
る
、
は
ち

や
整
形
外
科
病
院
が
運
営
し
て
い
る
東
海
骨
バ
ン
ク
か
ら
供
給
さ

れ
る
同
種
骨
を
使
用
し
た
再
建
術
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
骨
銀
行
は
現
時
点
で
は
、
神
奈
川
（
北
里
大
学
が
運
営
）
と

愛
知
に
し
か
な
く
、
大
腿
骨
近
位
部
を
そ
っ
く
り
同
種
骨
を
利
用

し
て
置
換
す
る
よ
う
な
他
の
地
域
で
は
ま
ね
の
で
き
な
い
よ
う
な

術
式
も
症
例
を
選
ん
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
人
工
股
関
節

置
換
術
に
関
し
て
は
、
前
述
のM

IS
-T

H
R

を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
科
（
才
藤
栄
一
教
授
、
５９
回
）
と
協
力
の
上
、
術
前
リ
ハ
ビ

リ
と
し
て
の
筋
力
測
定
や
歩
行
分
析
を
実
施
し
て
、
担
当
の
Ｐ
Ｔ

に
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
組
み
立
て
て
も
ら
う

手
法
を
と
り
、
効
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院
は
平
成
２１
年
２
月
に
星
長
清
隆
（
５４

回
、
泌
尿
器
科
）
が
新
院
長
と
な
り
ま
し
た
。
星
長
院
長
は
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
病
院
運
営
を
改
善
さ
せ
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る
べ
く
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
新
体

制
下
で
、
安
全
管
理
担
当
の
副
院
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
毎
日
、
何
十

枚
も
の
事
故
レ
ポ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
り
ま
す
。
１
５
０
０

床
の
大
学
病
院
で
は
や
は
り
、
医
療
事
故
は
普
通
の
大
学
病
院
の

２
倍
お
こ
り
ま
す
。
幸
い
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
重
大
な
医
療

過
誤
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
記
者
会
見
用
に
黒
い
背
広
と

白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
は
常
に
ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。

【
研
究
】

　
現
在
の
教
室
の
研
究
は
軟
骨
代
謝
、
変
形
性
関
節
症
（
Ｏ
Ａ
）、

運
動
器
の
再
生
医
療
に
関
し
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
基

礎
研
究
に
つ
い
て
は
、
金
治
有
彦
講
師
（
７３
回
）
が
中
心
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
て
く
れ
ま
す
。
自
然
発
症
Ｏ
Ａ
マ
ウ
ス
お
よ
び

ヒ
ト
に
お
け
る
Ｏ
Ａ
関
連
遺
伝
子
の
研
究
、
成
長
因
子
を
併
用
し

た
同
種
骨
移
植
生
着
率
向
上
に
関
す
る
研
究
、
滑
膜
細
胞
か
ら
神

経
様
細
胞
へ
の
分
化
促
進
、
脂
肪
細
胞
か
ら
軟
骨
組
織
の
誘
導
、

人
工
関
節
の
緩
み
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
か

ら
厚
生
労
働
科
学
研
究
（
長
寿
科
学
研
究
）
と
し
て
「
膝
痛
の
診

断
・
治
療
に
関
す
る
調
査
研
究

　
─
関
節
マ
ー
カ
ー
を
用
い
た
早

期
診
断
と
予
後
予
測
の
確
立
に
関
す
る
研
究
─
」
を
主
任
研
究
者

と
し
て
組
織
し
て
お
り
ま
す
。
本
研
究
は
戸
山
芳
昭
教
授
の
働
き

か
け
で
実
現
し
た
日
整
会
主
導
の
研
究
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
藤

田
、
東
大
、
名
大
、
医
科
歯
科
大
、
北
大
、
国
立
相
模
原
の
６
施

設
で
計
３
年
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
２２
年
度
は
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ａ
の
診
断
、
病
態
把
握
の
み
な
ら
ず
、

将
来
の
Ｏ
Ａ
進
行
、
発
症
を
予
知
可
能
な
マ
ー
カ
ー
の
開
発
、
臨

床
的
応
用
が
視
野
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
本
邦
で
は
人
口
動
態
の

急
速
な
老
齢
化
に
よ
っ
て
Ｏ
Ａ
の
有
病
率
が
高
ま
っ
て
お
り
、
医

療
経
済
上
の
重
要
性
は
極
め
て
大
き
い
と
い
え
ま
す
。
従
来
か
ら

施
行
さ
れ
て
き
た
Ｘ
線
、M

R
I

な
ど
の
画
像
診
断
は
長
年
の
関

節
変
化
の
結
果
を
見
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
軟
骨
や
滑
膜
な
ど

の
関
節
構
成
体
の
代
謝
に
関
連
す
る
分
子
、
す
な
わ
ち
関
節
マ
ー

カ
ー
が
Ｏ
Ａ
の
診
断
、
評
価
に
果
た
す
役
割
は
既
に
国
際
学
会
な

ど
で
も
確
立
さ
れ
た
分
野
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
マ
ー

カ
ー
の
分
野
で
本
邦
発
の
情
報
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
２４
年
３
月
に
は
恩
師
で
あ
る
故

新
名
正
由
先
生
が
創
設
に
関
与
し
た
日
本
軟
骨
代
謝
学
会
を
主
催

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
マ
ー
カ
ー
も
主
題
に
加
え
て
特

色
の
あ
る
学
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
教
育
】

　
平
成
２２
年
度
は
４
人
の
入
局
者
が
あ
り
ま
し
た
。
全
員
、
本
学

の
出
身
者
で
す
が
、
一
人
は
名
古
屋
大
学
の
関
連
病
院
に
出
て
初
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期
研
修
を
終
了
し
て
か
ら
、
も
う
一
人
は
卒
業
後
、
関
西
の
日
赤

病
院
で
初
期
研
修
を
終
了
し
て
か
ら
本
学
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

い
っ
た
ん
、
外
に
出
て
外
の
飯
を
食
っ
た
者
が
、
帰
っ
て
き
て
く

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
大
学
の
中
で
も
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
臨
床
研
修
制
度
は
平
成
２２
年
度
か
ら
、
必
修
科
目
な
ど
に
大
き

な
変
更
が
あ
り
、
整
形
外
科
に
も
少
し
フ
ォ
ロ
ー
の
風
が
吹
い
て

参
り
ま
し
た
。
希
望
す
れ
ば
研
修
１
年
目
か
ら
も
整
形
外
科
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
か
ら
最
初
に
目
線
の

あ
っ
た
も
の
を
親
と
思
う
の
は
動
物
の
本
性
で
す
。
多
く
の
経
験

を
経
て
か
ら
最
後
に
整
形
外
科
を
選
択
す
る
医
師
よ
り
は
、
単
純

な
動
機
で
診
療
科
を
選
択
し
た
医
師
の
方
が
一
緒
に
働
く
相
手
と

し
て
は
や
り
や
す
い
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
大
学
病
院
整
形
外
科
の
最
大
の
使
命
は
言
う
ま
で
も
な
く
次
の

世
代
の
人
材
の
育
成
に
あ
り
ま
す
。
医
学
生
は
大
学
で
し
か
育
て

ら
れ
ま
せ
ん
。
卒
後
教
育
に
関
し
て
は
有
力
病
院
も
自
前
で
行
お

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
学
生
か
ら
の
一
貫
教
育
は
大
学
病
院
の
み

が
担
え
る
機
能
で
す
。
若
い
医
師
も
初
期
臨
床
研
修
制
度
の
施
行

か
ら
年
月
を
経
た
現
在
、
比
較
的
、
冷
静
に
な
っ
て
地
方
の
私
学

の
大
学
病
院
を
選
択
す
る
姿
勢
に
戻
っ
て
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
で
き
る
独
立
心
の
あ
る
運
動
器

の
プ
ロ
と
い
え
る
整
形
外
科
医
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
２
０
０
６
年
４
月
か
ら
看
護
医
療
学
部
に
異
動
し
て
４
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
４
月
か
ら
は
大
学
院
健
康
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
究
科
の
教
授
も
兼
務
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
は
整
形
外
科

学
教
室
が
、
少
し
離
れ
た
「
ふ
る
さ
と
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感

じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

看
護
医
療
学
部
の
近
況

　
２
０
０
１
年
に
４
年
制
の
学
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
看
護
医

療
学
部
も
今
年
で
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。
慶
應
義
塾
全
体
に
と
っ

て
も
看
護
医
療
学
部
に
と
っ
て
も
、
２
０
０
８
年
４
月
１
日
に
共

立
薬
科
大
学
と
合
併
し
て
慶
應
義
塾
大
学
薬
学
部
・
大
学
院
薬
学

研
究
科
が
出
来
た
こ
と
は
、
こ
の
２
年
間
で
起
き
た
大
き
な
出
来

事
で
し
た
。
現
在
戸
山
常
任
理
事
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
で
医
学
部
、
看
護
医
療
学
部
、
薬
学
部
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
見
直
し
が
進
ん
で
お
り
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
は
３
学

部
合
同
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
新
１
年
生
だ
け
で
も
３
学
部
合
わ
せ
て
３
５
０
名
を

看
護
医
療
学
部
・
大
学
院
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
科

大
　
谷
　
俊
　
郎
（
59
）
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超
す
学
生
数
に
な
る
た
め
、
合
同
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
少
な
く
と
も

一
部
は
日
吉
で
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。
将
来
３
学
部

の
学
生
が
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
べ
る
時
代
が
来
た
ら
、
医
療
系

の
３
学
部
が
揃
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
も
っ
と
活
か
せ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
看
護
医
療
学
部
の
近
況
と
し
て
は
、
近
い
将
来
の
大
幅
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
変
更
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
４
年
で

看
護
師
、
保
健
師
、
助
産
師
（
別
コ
ー
ス
履
修
が
条
件
）
の
３
つ

の
国
家
資
格
が
取
れ
る
現
行
の
シ
ス
テ
ム
を
改
め
る
べ
き
か
否
か

が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
は
、
看
護
師
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
に
よ
り
高
度
な
教
育
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
で

す
。
学
部
教
育
は
看
護
師
の
育
成
に
特
化
し
、
保
健
師
、
助
産
師

は
大
学
院
で
の
履
修
に
変
更
す
る
案
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
総
・
環
２
学
部

で
検
討
さ
れ
て
い
る
3.5
年
で
学
士
を
取
ら
せ
て
そ
の
後
1.5
年
の
修

士
課
程
を
作
る
案
、
学
部
教
育
は
看
護
師
・
保
健
師
に
特
化
し
、

助
産
課
程
だ
け
を
大
学
院
で
の
履
修
に
変
更
す
る
案
、
４
年
で
３

つ
の
国
家
資
格
を
取
れ
る
コ
ー
ス
を
全
て
現
行
通
り
続
け
る
案
な

ど
な
ど
、
ど
の
大
学
も
検
討
し
な
が
ら
様
子
を
見
て
い
る
と
い
う

状
況
で
す
。
各
大
学
は
、
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
タ
イ
ト
な
現
行

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
卒
業
に
必
要
な
単
位
数

：

必
修
１
０
６
単

位
＋
選
択
18
単
位
以
上
の
履
修
）
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
保
健
師

と
助
産
師
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
を
選
択
制
に
す
る
方
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
３
つ
の

資
格
が
４
年
で
取
れ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
入
学
し
て
く
る
学

生
が
多
い
現
実
か
ら
、
優
秀
な
学
生
が
現
行
制
度
を
維
持
す
る
他

の
大
学
に
流
れ
る
の
は
困
る
、
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
こ
こ
１
〜
２
年
で
何
ら
か
の
動
き
が
出
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

大
学
院
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
の
近
況

　
お
そ
ら
く
大
学
院
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
（
通
称
健
マ
ネ
）

と
い
っ
て
も
ピ
ン
と
く
る
方
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
医
学
部
に

連
な
る
医
学
研
究
科
な
ど
と
異
な
り
、
独
立
大
学
院
と
し
て
出
来

た
研
究
科
で
、
看
護
学
専
修
、
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
修
（
通
称

医
マ
ネ
）、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
（
通
称
ス
ポ
マ
ネ
）
の

３
専
修
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
専
修
ご
と
の
定
員
は
設
け
ず
、
３

専
修
合
わ
せ
て
１
学
年
40
名
を
学
年
定
員
と
し
て
い
ま
す
。

　
看
護
学
専
修
は
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
看
護
師
育
成
を
目
指
し

て
研
究
を
行
う
専
修
で
、
が
ん
の
専
門
看
護
師
に
な
る
要
件
で
あ

る
ガ
ン
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
コ
ー
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
医
マ
ネ
、
ス
ポ
マ
ネ
は
そ
れ
ぞ
れ
医
療
や
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
様
々
な
事
象
に
対
し
て
、
科
学
的
な
視

点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
研
究
の
た
め
の
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研
究
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と

し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
研
究
科
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
新
卒
よ
り

社
会
人
経
験
者
が
や
や
多
く
、
ま
た
医
療
系
の
出
身
者
は
ご
く
少

数
で
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
だ
分
か
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
も
う
少
し
説
明
し
て
み
ま
す
。

医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
修

　
例
え
ば
医
療
の
現
場
は
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
放
射
線

技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
な
ど
、
極
め
て
多
く
の

独
立
し
た
専
門
職
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
各
職
種
が
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら
チ
ー
ム
医
療
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
医
師
は
疾
患
の
病
態
解
明
や
治
療
に
は
情
熱
を
燃
や
し
ま

す
が
、
例
え
ば
健
全
な
病
院
経
営
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

医
療
の
経
済
学
的
な
側
面
に
は
知
識
も
情
熱
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
点
看
護
師
は
よ
り
広
い
視
野
と
守
備
範
囲
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
上
手
に
行
う
た
め
の
分

析
手
法
を
専
門
的
に
研
究
す
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般

に
、
医
療
に
携
わ
る
多
く
の
専
門
職
の
間
で
は
、
他
の
専
門
領
域

の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
が
多
く
、
医
療
全
体
を
広
く
見

渡
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
専
門
職
の
養
成
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
実
は
こ
ん
な
こ
と
は
他
業
種
な
ら
ど
こ
で
も
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
が
、
医
療
の
世
界
だ
け
は
そ
の
特
殊
性
か
ら
職
種
間
の
壁

が
あ
ま
り
に
高
く
、
今
ま
で
取
り
残
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
と
思

い
ま
す
。
病
棟
で
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
改
訂
す
る
た
め
に
議
論
し

て
も
、
職
種
間
の
軋
轢
が
生
じ
て
中
々
先
に
進
ま
な
い
と
い
っ
た

経
験
を
持
つ
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
壁
を
作
り
た

が
る
専
門
職
の
間
に
入
っ
て
説
得
力
を
持
っ
て
議
論
し
、
最
も
大

き
な
成
果
を
生
む
解
を
見
つ
け
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
を
科
学
的
な
視
点
で
行
お
う
と
い
う
方
向
性
を
持
っ

て
い
る
の
が
医
マ
ネ
で
す
。
昨
年
高
く
評
価
さ
れ
た
研
究
の
１
つ

は
「
救
急
医
療
の
即
応
性
に
関
す
る
分
析
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
研

究
で
し
た
。
要
旨
は
、
あ
る
基
幹
病
院
の
Ｅ
Ｒ
に
搬
入
さ
れ
た
患

者
の
中
で
脳
卒
中
患
者
が
最
初
に
Ｃ
Ｔ
を
取
る
ま
で
の
時
間
、
肺

炎
患
者
が
入
院
病
棟
に
落
ち
着
く
ま
で
の
時
間
、
そ
の
時
間
に
勤

務
し
て
い
た
医
療
者
の
中
で
そ
の
事
例
に
関
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

っ
た
医
師
、
看
護
師
、
放
射
線
技
師
の
人
数
と
実
際
に
か
か
わ
っ

た
人
数
の
割
合
、
な
ど
の
数
値
化
で
き
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
統
計

学
的
に
分
析
し
て
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
の
た
め
の
提
言

を
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
修

　
ス
ポ
マ
ネ
は
、上
述
の
「
医
療
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
」
に
置
き
換
え
、

ス
ポ
ー
ツ
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
分
野
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
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健
康
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
分
野
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
と
考
え

れ
ば
大
体
合
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の
研
究
例
に
は
「
学
生
ス
ポ
ー

ツ
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
展
望
―
慶
應
義
塾
体

育
会
セ
ル
フ
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
事
例
と
し
て
―
」「
中
学
生
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
ン
グ
分
析
―
コ
ー
チ
の
声
か

け
が
選
手
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
―
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
慶
應
義
塾
に
はS

F
C

に
本
拠
を
置
く
ス
ポ
マ
ネ
以
外
に
も
ス

ポ
ー
ツ
関
連
の
部
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
信
濃
町
に
は
松
本
秀
男

先
生
が
ト
ッ
プ
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
（
通
称
ス
ポ
総
）

が
あ
り
、
臨
床
と
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
吉
に
は
体
育
研
究

所
や
、
大
西
先
生
の
急
逝
に
よ
り
戸
山
先
生
が
ト
ッ
プ
を
代
行
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
通
称
ス
ポ
研
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
少
障

害
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
か
ら
こ
れ
ら
の
連
携
を
さ
ら
に
深

め
る
た
め
の
慶
應
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
体
育
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
何
と
か
強
化
し
た
い
と
い
う

強
い
思
い
か
ら
、
日
吉
の
協
生
館
に
出
来
た
日
吉
メ
デ
ィ
カ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
な
ど
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
行
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

大
谷
の
近
況

　
今
で
も
「
た
ま
に
は
信
濃
町
に
も
来
る
の
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
。

確
か
に
医
学
部
時
代
よ
り
は
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
く
機
会
が
増

え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
移
動
が
多
く
な
り
ま
し
た
。SF

C

に
は
看

護
医
療
学
部
の
運
営
会
議
、
学
習
指
導
会
議
、
全
体
会
議
（
教
授

会
）
な
ど
、
ま
た
健
マ
ネ
の
研
究
科
運
営
会
議
、
研
究
科
委
員
会

な
ど
で
週
に
１
回
は
通
っ
て
い
ま
す
。
秋
学
期
に
はS

F
C

で
講

義
も
あ
る
の
で
も
う
少
し
増
え
ま
す
。
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

主
に
ス
ポ
マ
ネ
の
勉
強
会
や
発
表
会
が
ス
ポ
研
や
来
往
舎
で
あ
る

関
係
で
、
や
は
り
月
１
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
入
試
関
連
や
国
際
セ
ン
タ
ー
の
実
務
者
会
議

な
ど
、
主
に
全
塾
的
な
会
議
で
時
々
う
か
が
い
ま
す
。
先
日
も
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
あ
る
会
議
で
「
常
任
理
事
」
の
戸
山

先
生
と
お
会
い
し
、
塾
監
局
の
部
屋
で
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
馳

走
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
拠
は
信
濃
町
で
す
。
孝
養
舎
（
旧
看
護
短
大
校
舎
）

の
１
階
に
あ
る
研
究
室
４
と
い
う
部
屋
を
頂
い
て
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
使
っ
て
い
ま
す
。
春
学
期
（
４
か
ら
７
月
）
は
月
、
火
、
木
曜

日
の
１
時
限
に
信
濃
町
孝
養
舎
で
、
担
当
科
目
で
あ
る
急
性
期
病

態
学
の
講
義
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
週
に
３
コ
マ
×
１３
週
で
39
コ

マ
の
講
義
枠
を
、
医
学
部
と
外
部
か
ら
の
講
師
22
名
と
大
谷
で
埋

め
て
お
り
ま
す
。
私
の
担
当
す
る
講
義
は
、
２
０
０
６
年
当
時
は

年
間
15
コ
マ
ほ
ど
で
し
た
が
、
頼
ま
れ
る
ま
ま
に
受
け
て
い
た
ら

徐
々
に
増
え
、
気
が
付
い
た
ら
年
間
３７
コ
マ
ほ
ど
や
る
は
め
に
な
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っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
講
義
は
全
く
苦
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、

非
常
に
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　
慶
應
義
塾
で
は
医
学
部
を
除
く
全
学
部
で
「
追
試

：

W
ied

erk
om

m
en

」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
自
体
が
存
在
し
な
い
こ
と

を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
看
護
医
療
学
部
で
は

出
席
を
取
ら
な
く
て
も
臨
床
系
の
講
義
に
は
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が

出
席
し
ま
す
。
各
授
業
が
終
わ
る
と
次
の
授
業
の
始
ま
り
の
振
鈴

ま
で
質
問
者
の
列
が
途
切
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
落
と
す
と
即
留

年
が
決
ま
る
厳
し
い
条
件
で
試
験
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の

真
剣
さ
は
医
学
部
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
中

で
講
義
を
行
う
の
は
楽
し
み
で
も
あ
り
、
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。

　
実
は
２
０
０
９
年
３
月
か
ら
、
全
塾
体
育
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
部
長
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。
15
年
ほ
ど
医
学
部
体
育
会
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
監
督
を
続
け
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
も
重

任
し
て
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ン
チ
ャ
ン
の
部
長
と
は
想
像
す

ら
し
な
い
事
態
で
し
た
。
部
長
は
男
子
も
女
子
も
共
通
で
一
人
な

の
で
、
医
学
部
と
合
わ
せ
る
と
公
式
戦
だ
け
で
も
年
間
45
〜
50
試

合
に
な
り
ま
す
。
今
全
塾
の
男
子
は
強
い
の
で
試
合
数
も
多
く
、

海
外
遠
征
な
ど
も
あ
っ
て
大
変
で
す
。

　
２
０
０
８
年
度
は
関
東
大
学
リ
ー
グ
２
部
で
し
た
が
、
そ
こ
か

ら
勝
ち
上
が
っ
て
60
回
記
念
大
会
と
な
っ
た
イ
ン
カ
レ
で
史
上
初

の
２
部
か
ら
の
参
加
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
年
度
は
春
の
関
東
大
学
選
手
権
で
40
年
ぶ
り
５
回
目

の
優
勝
、
た
だ
し
そ
の
直
後
に
行
わ
れ
た
第
67
回
慶
早
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
定
期
戦
（
両
校
33
勝
33
敗
で
並
ん
で
い
ま
し
た
）
で
は
、

直
前
の
大
学
選
手
権
で
は
24
点
差
で
勝
っ
て
い
る
早
稲
田
に
２
点

差
の
逆
転
負
け
を
喫
し
ま
し
た
。
夏
は
１
５
０
年
記
念
事
業
と
し

て
始
ま
っ
た
韓
国
延
世
大
学
と
の
定
期
戦
で
ソ
ウ
ル
に
遠
征
、
秋

の
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
で
は
最
終
週
に
番
狂
わ
せ
で
負
け
て
準
優

勝
、
そ
の
後
の
大
阪
イ
ン
カ
レ
は
決
勝
で
日
大
に
負
け
て
準
優
勝

で
し
た
。
今
年
に
入
っ
て
春
の
関
東
大
学
選
手
権
で
は
決
勝
で
青

学
と
死
闘
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
が
負
け
て
準
優
勝
で
し
た
。
要

す
る
に
、
常
に
学
生
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
争
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
６
日
に
は
耐
震
改
装
が
終
わ
っ
た
日
吉
記
念
館
に
早
稲
田

を
迎
え
て
第
68
回
慶
早
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
定
期
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
記
念
館
に
は
幼
稚
舎
生
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
両
校

合
わ
せ
て
２
５
０
０
人
を
超
え
る
観
客
、
関
係
者
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

が
集
ま
り
、
両
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
応
援
指
導
部
、
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
が
参
加
し
て
異
様
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
今
年
は
わ
れ
わ

れ
が
実
力
通
り
優
勝
し
、
昨
年
の
雪
辱
を
晴
ら
し
て
勝
率
を
34
勝

34
敗
の
５
分
に
戻
し
、
私
も
記
念
館
の
真
ん
中
で
３
回
宙
に
舞
う

と
い
う
幸
せ
な
目
に
あ
っ
て
き
ま
し
た
（
図
１
、２
）。

　
こ
の
大
学
便
り
は
７
月
に
書
い
て
い
ま
す
。
８
月
の
始
め
に
は

医
学
部
の
東
医
体
が
行
わ
れ
ま
す
。
各
競
技
で
医
学
部
な
ら
で
は
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の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
は
教
育
の
た
め
の
最
も
強
力
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
」
と
い
う
基
本

的
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
全
塾
体
育
会
も
医
学
部
体
育
会
も
、

競
技
レ
ベ
ル
は
違
い
ま
す
が
こ
の
点
は
共
通
で
す
。
部
員
が
社
会

に
出
た
後
に
、
し
っ
か
り
し
た
考
え
で
仕
事
に
臨
め
る
よ
う
に
、

そ
の
基
盤
と
な
る
考
え
方
を
教
え
て
ゆ
く
こ
と
が
私
の
仕
事
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
る
課
題
（
患
者
）
に
ど
う
向
き
合
い
、

自
分
た
ち
の
チ
ー
ム
力
を
ど
う
高
め
て
試
合
（
例
え
ば
手
術
）
で

ど
ん
な
結
果
を
出
す
か
と
い
う
こ
と
は
、
企
業
で
も
行
政
で
も
医

療
で
も
共
通
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
学
生
は
命
懸
け
で
や
り
ま
す

か
ら
、
ま
た
と
な
い
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
、
看
護
医
療
学
部
に
転
出
し
、
大
学
院
も
加
わ

っ
た
時
点
で
も
大
き
な
人
生
の
改
ペ
イ
ジ
で
し
た
が
、
こ
の
２
年

で
ま
た
体
育
会
の
部
長
と
い
う
新
た
な
ペ
イ
ジ
が
加
わ
り
、
こ
ん

な
に
ハ
ピ
ー
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
く
ら
い
楽
し
く
前
向
き

に
生
き
て
お
り
ま
す
。
臨
床
は
、
慶
應
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ

ン
タ
ー
（
旧
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
で
毎
週
金
曜
日
午
前
に
外

来
を
や
っ
て
お
り
、
幾
つ
か
の
関
連
病
院
で
膝
の
手
術
も
続
け
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
色
々
な
判
断
を
迫
ら
れ
る
と
き
に
医
局
長

時
代
の
５
年
間
の
経
験
が
大
い
に
役
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。
や
は

り
何
ペ
イ
ジ
め
く
ら
れ
て
も
人
生
の
「
ふ
る
さ
と
」
は
整
形
外
科

の
医
局
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

図１　第 68 回慶早バスケットボール定期戦　優勝記念写真（日吉記念館）

図２　記念館中央で胴上げ
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東
京
女
子
医
科
大
学
附
属
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
は

１
９
８
２
年
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
を
中
心
に

関
節
リ
ウ
マ
チ
（R

A

）
や
膠
原
病
、
痛
風
、
変
形
性
関
節
症
な

ど
を
対
象
に
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
外
来
は
河
田
町
の
膠
原
病

リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
本
部
と
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
に
あ
る
分
室
で

行
っ
て
お
り
、
病
棟
は
本
年
度
よ
り
新
宿
区
河
田
町
に
あ
る
大
学

内
中
央
病
棟
10
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
と
リ
ウ
マ
チ
関
節

外
科
（
整
形
外
科
）
の
２
科
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
長

は
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
の
山
中
寿
教
授
が
務
め
ら
れ
、
私
が
副

所
長
の
立
場
と
し
て
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
仕
事
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
現
在
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
様
が
約
６,
０
０
０
名

通
院
さ
れ
て
お
り
、
単
独
施
設
で
は
世
界
最
大
級
の
リ
ウ
マ
チ
性

疾
患
診
療
施
設
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
病
棟
移
転
を
機
会
に
、

東
京
女
子
医
科
大
学
整
形
外
科
学
教
室
の
加
藤
義
治
教
授
と
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
密
接
な
関
係
で
臨
床
研
究
等
を
予
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
同
窓
で
は
齊
藤
聖
二
先
生
（
54
回
）、
岩
本
卓
士
先
生
（
79
回
）、

鈴
木
拓
先
生
（
83
回
）
が
在
籍
さ
れ
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

先
生
方
は
臨
床
と
研
究
と
多
方
面
で
非
常
に
成
果
を
上
げ
ら
れ
、

当
施
設
に
は
多
大
な
貢
献
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
最
近
は
、
他
大

学
か
ら
当
施
設
整
形
外
科
で
の
研
修
希
望
者
も
増
え
て
き
て
お

り
、
是
非
と
も
同
門
の
若
い
先
生
方
で
こ
の
分
野
に
興
味
が
あ
る

先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
一
度
施
設
を
見
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
数
年
のR

A

治
療
はT

N
F

やIL
-6

と
い
っ
た
サ

イ
ト
カ
イ
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
も
の
、
Ｔ
細
胞
の
不
活
化
を

狙
っ
た
も
の
な
ど
様
々
な
生
物
学
的
製
剤
の
登
場
に
よ
り
、
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
に
従
来
の
薬
剤
で
は
治
療
困

難
で
あ
っ
た
症
例
で
も
か
な
り
病
勢
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
関
節
破
壊
が
進
行

し
た
部
位
に
対
し
て
は
ど
う
し
て
も
外
科
的
治
療
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
最
近
のR

A

治
療
に
お
け
る
外
科
的
治
療
は
、
従
来
の
滑

膜
切
除
術
の
適
応
は
減
っ
て
、
機
能
再
建
を
目
指
し
た
手
術
が
主

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
人
工
膝
関
節
や
人
工
股
関
節
の
み
な
ら

ず
、
人
工
肘
関
節
置
換
術
、
人
工
肩
関
節
置
換
術
、
人
工
指
節
関

節
置
換
術
な
ど
上
肢
で
の
新
し
い
手
術
も
岩
本
先
生
を
中
心
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。R

A

は
全
身
性
の
疾
患
で
す
の
で
、

東
京
女
子
医
科
大
学
附
属
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ

痛
風
セ
ン
タ
ー

桃
　
原
　
茂
　
樹
（
63
）
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全
身
状
態
を
把
握
し
た
上
で
薬
物
療
法
と
外
科
的
治
療
を
組
み
合

わ
せ
た
併
用
療
法
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
エ
ビ
デ

ン
ス
を
世
の
中
に
伝
え
る
の
も
我
々
の
仕
事
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
本
邦
で
はR

A

症
例
の
半
数
の
主
治
医
は
整
形
外
科
医
で
あ

り
、
海
外
の
医
療
体
制
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
整
形
外
科

医
が
生
物
学
的
製
剤
や
今
後
さ
ら
に
認
可
さ
れ
る
様
々
な
分
子
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
薬
剤
を
躊
躇
せ
ず
に
使
用
で
き
る
よ
う
、
関

連
す
る
情
報
発
信
や
そ
の
共
有
化
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

根
ざ
し
た
環
境
整
備
に
我
々
も
一
役
買
う
必
要
が
あ
る
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
当
施
設
で
は
２
０
０
０
年
に
開
始
さ
れ
たR

A

症
例
に
対
す
る
前
向
き
観
察
研
究
で
あ
るIO

R
R

A

コ
ホ
ー
ト
に

よ
り
研
究
活
動
が
よ
り
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

D
N

A

もR
A

に
関
し
て
は
世
界
最
大
規
模
に
収
集
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
類
ま
れ
な
る
臨
床
デ
ー
タ
が
付
随
し
た
価
値
の
あ
る
も

の
で
す
。
そ
の
結
果
をN
ew

 E
ngland Journal of M

edicine, 

N
ature genetics, A

rthritis and R
heum

atism
, A

nnals of 

the R
heum

atic D
iseases, R

heum
atology

な
ど
の
ト
ッ
プ
ジ

ャ
ー
ナ
ル
に
論
文
を
送
り
出
し
続
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

世
界
最
大
級
の
患
者
数
を
誇
る
施
設
に
は
そ
の
結
果
を
報
告
す
る

義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
幸

福
に
繋
が
る
研
究
を
日
々
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
同
窓
の
先
生
方
に
は
宜
し
く
ご
指
導
、
ご
教
示
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
０
１
０
年
４
月
か
ら
、
前
院
長
山
岸
正
明
先
生
の
後
任
と
し

て
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
院
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
か
つ
て
岩
原
先
生
が
在
籍
さ
れ
、
か
つ

大
谷
清
先
生(

現
在
教
室
同
窓
会
長)

を
は
じ
め
、
錚
々
た
る
脊

椎
外
科
医
が
骨
関
節
結
核
、
重
度
な
脊
椎
変
形
な
ど
の
治
療
で
全

国
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
こ
の
病
院
の
責
任
者
と
な
っ
た
こ
と
は
、

光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
変
重
い
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
は
１
９
４
１
年
に
陸
軍
病
院
と
し
て
、
当

時
は
田
園
地
帯
だ
っ
た
当
地
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
間
も
な

く
厚
生
省
の
所
管
と
な
り
、
最
初
は
国
立
村
山
病
院
で
し
た
が
、

当
時
の
「
国
民
病
」
で
あ
っ
た
結
核
の
医
療
需
要
に
応
え
る
た
め
、

１
９
４
７
年
に
は
国
立
療
養
所
村
山
病
院
、
１
９
５
４
年
に
は
国

立
村
山
療
養
所
と
改
称
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
１
９
７
４
年
に
は
、

再
び
国
立
療
養
所
村
山
病
院
と
改
称
し
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
こ

ろ
か
ら
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
骨
関
節
結
核
の
診
療
が
行
わ
れ
は

じ
め
ま
し
た
。
１
９
５
９
年
か
ら
１
９
７
３
年
ま
で
は
、
学
齢
期

の
主
と
し
て
脊
椎
カ
リ
エ
ス
患
者
の
た
め
に
町
立
（
の
ち
に
市
立
）

小
学
校
の
分
室
と
し
て
、「
山
鳩
学
級
」
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
１
９
７
６
年
に
は
、
岩
原
寅
猪
先
生
が
所
長
に
就
任
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
年
に
は
、
特
別
整
備
療
養
所
に
指
定
さ
れ
、
慢
性
運
動

器
疾
患
の
専
門
施
設
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
対
象
と

な
る
疾
患
と
し
て
は
、
骨
関
節
結
核
以
外
に
、
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
、

脊
髄
麻
痺
、
片
麻
痺
、
脊
柱
側
彎
症
な
ど
が
主
な
も
の
で
し
た
。

当
院
の
創
立
30
周
年
記
念
誌(

１
９
７
５
年
発
行)

に
、
岩
原
先

生
は
、『
転
換
し
た
村
山
療
養
所
』
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。『
そ
し
て
、
慢
性
疾
患
の
対
策
施
設
へ
の
転
換
と

い
う
基
本
方
針
が
う
ち
立
て
ら
れ
た
。
村
山
療
養
所
は
こ
の
基
本

方
針
に
沿
っ
て
慢
性
運
動
器
疾
患
の
診
療
施
設
に
転
換
し
た
。
こ

の
転
換
の
方
向
の
撰
定
に
は
当
時
医
務
課
長
で
あ
ら
れ
た
小
坂
久

夫
前
院
長
（
17
回
内
科
…
筆
者
注
）、
整
形
外
科
医
長
で
あ
ら
れ

た
久
保
義
信
現
箱
根
療
養
所
長
さ
ん
（
20
回
…
筆
者
注
）
ら
の
善

処
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
他
の
多
く
の
結
核
療
養
所
が
競

っ
て
胸
部
疾
患
の
診
療
施
設
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
中
に
あ
っ

て
、
異
色
の
慢
性
運
動
器
疾
患
を
選
ん
だ
の
は
英
断
で
あ
っ
た
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
村
山
療
養
所
は
早
く
か
ら
整
形
外
科

を
有
ち
、
骨
関
節
結
核
を
多
数
と
り
扱
っ
て
い
た
と
い
う
実
績
が

関
連
病
院
便
り

病
院
長
に
就
任
し
て
～
国
立
病
院
機
構
村
山

医
療
セ
ン
タ
ー

臼
　
井
　
　
宏
（
51
）
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始
動
力
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。』
ま
さ
に
当
院
の
そ
の
後
の
性

格
が
認
め
ら
れ
、
確
立
し
た
時
代
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
岩
原
先
生
以
後
の
院
長
は
、
小
坂
久
夫
先
生
、
野
町
昭
三
郎
先

生
（
22
回
）、
中
山
昇
二
先
生
（
35
回
内
科
）、
大
谷
清
先
生
（
37

回
・
現
同
窓
会
会
長
）、
柴
崎
啓
一
先
生
（
44
回
）、
山
岸
正
明
先

生
（
49
回
）
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
自
身
は
１
９
７
２
年
卒
で
、

当
院
が
骨
関
節
、
と
く
に
脊
椎
外
科
の
手
術
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
に
な
っ
た
時
期
に
卒
業
・
入
局
し
ま
し
た
。
脊
椎
を
専
門

に
す
る
な
ら
村
山
に
出
張
す
る
の
が
最
も
勉
強
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
聞
い
て
い
ま
し
た
し
、
私
の
よ
う
に
脊
椎
が
専
門
で
な
い
者

も
、
大
谷
先
生
の
書
か
れ
た
論
文
で
手
術
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

大
田
原
日
赤
に
出
張
中
に
、
大
谷
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て
脊
椎

カ
リ
エ
ス
の
手
術
を
し
て
い
た
だ
き
、
私
は
当
時
２
年
生
で
し
た

が
、
そ
の
手
術
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
嘆
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
後
も
、
当
院
は
整
形
外
科
を
中
心
に
運
動
器
疾
患
の
専
門
施

設
と
し
て
、
国
立
病
院
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
、
国
立
病

院
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
つ
で
あ
る
「
骨
・
運
動
器
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
中
核
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
当
院
は
２
０
０
４
年
に
国
立
病
院
の
大
部
分
と
と
も
に

国
立
病
院
機
構
に
移
行
し
、
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
と
改
称
し
ま
し

た
。
そ
の
移
行
期
に
は
、
柴
崎
元
院
長
を
は
じ
め
、
当
時
の
先
輩

た
ち
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
病
院

の
存
続
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
臨
床
研
究
部
が
臨
床

研
究
セ
ン
タ
ー
に
組
織
変
更
さ
れ
、「
骨
・
運
動
器
」
の
政
策
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
幹
施
設
と
し
て
、
国
立
病
院
機
構
の
共
同

研
究
施
設
と
と
も
に
臨
床
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
現
在
、
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
形
外
科
は
小
生
を
含
め
て
16

名
が
勤
務
し
、
う
ち
、
教
室
か
ら
は
脊
椎
班
と
し
て
、
塩
田
手
術

部
長
（
61
回
）、
福
田
（
健
）
医
長
（
75
回
相
当
）、
金
子
（
慎
）

医
長
（
77
回
相
当
）、
池
上
（
健
）
医
師
（
78
回
）、
加
藤
（
裕
）

医
師
（
78
回
）、飯
塚
医
師
（
81
回
）、名
越
医
師
（
81
回
）
の
７
名
、

関
節
班
（
下
肢
班
）
と
し
て
、
臼
井
院
長
（
51
回
）、
笹
崎
室
長

（
68
回
）、
磐
田
医
長
（
75
回
）、
手
の
外
科
・
上
肢
班
と
し
て
斎

藤
（
治
）
医
長
（
72
回
）
の
11
名
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
、
町
田
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
は
じ
め
５
名
の
教
室
所
属

以
外
の
整
形
外
科
医
が
お
り
ま
す
。

　
整
形
外
科
の
手
術
件
数
は
平
成
21
年
度
８
６
７
件
で
、
う
ち
脊

椎
・
脊
髄
関
係
が
５
１
５
件
と
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
当
然
脊

椎
関
連
の
症
例
は
豊
富
で
、
夏
休
み
は
特
発
性
側
彎
症
の
手
術
が

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
お
家
芸
と
も
言
え
る
結
核
性
脊
椎
炎
の
患

者
さ
ん
は
、
東
京
都
全
域
は
も
と
よ
り
遠
方
か
ら
も
紹
介
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
手
術
は
脊
椎
外
科
に
習
熟
し
た
術
者
が
ほ
と
ん
ど
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で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
短
時
間
で
手
際
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

脊
椎
班
の
若
い
先
生
方
が
、
臨
床
修
練
の
場
と
し
て
当
院
で
の
勤

務
を
希
望
す
る
の
も
頷
け
ま
す
。
下
肢
班
に
つ
い
て
も
昨
年
度
は

人
工
膝
関
節
置
換
術
86
件
、
人
工
股
関
節
置
換
術
55
件
を
数
え
ま

し
た
し
、
手
・
上
肢
の
外
科
は
医
師
１
名
で
す
が
、
神
経
・
腱
の

手
術
を
中
心
に
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
立
病
院
機

構
の
職
員
（
年
に
よ
り
、
医
師
、
看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
療
法
士
）
を
対
象
と
し
て
、
当
院
主
催
の
３
日
間
の
骨
・
運

動
器
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
、
現
在
、
慶
応
の
教
室
か
ら
植
村

医
長
を
は
じ
め
４
名
の
医
師
に
勤
務
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
平
成

20
年
に
稼
働
を
開
始
し
た
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

を
、
こ
の
地
域
の
病
院
お
よ
び
開
業
の
先
生
方
と
連
携
を
取
っ
て

運
営
し
て
い
る
ほ
か
、
脳
卒
中
を
は
じ
め
多
く
の
患
者
さ
ん
の
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
京
都
北
多
摩
西
部
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
て
、
相
談
、
研
修
会
・

講
習
会
の
開
催
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
麻
酔
科
は
慶
応
か
ら
常
勤
で
来
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
内
科
と

外
科
は
そ
れ
ぞ
れ
医
師
が
１
名
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
ぞ
れ
苦

労
さ
れ
て
い
る
の
み
で
な
く
、
高
齢
者
の
手
術
が
多
く
な
っ
た
整

形
外
科
に
と
っ
て
も
、
合
併
症
の
管
理
の
面
で
非
常
に
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
立
病
院
機
構
の
分
野
別
の
臨
床
研
究
は
、
臨
床
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
改
組
さ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
病
院
は
、

論
文
、
学
会
発
表
、
獲
得
し
た
競
争
的
研
究
費
、
治
験
や
そ
の
他

の
臨
床
研
究
の
症
例
数
な
ど
を
総
合
し
た
ポ
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
急
性
期
総
合
病
院
を
含

む
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
ポ
イ
ン
ト
で
ト
ッ
プ
に
な
る
の
は
非
常
に

大
変
な
こ
と
で
す
が
、
山
岸
前
院
長
、
町
田
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー

長
の
ご
努
力
で
、
骨
・
運
動
器
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
基
礎
的
な
研
究
に
つ
い
て
も
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、

生
化
学
な
ど
の
分
野
の
専
門
研
究
者
と
臨
床
医
の
協
力
に
よ
っ
て

成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
病
院
の
現
況
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。
病
院
の
周
辺
は
、
住
宅
が
大
幅
に
増
加
し
、
か
つ
て
の
田

園
地
帯
と
は
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
と
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
分
野
で
は
充
実
し
た
態
勢
を
と
っ
て
い
る
当
院
で
す

が
、
内
科
、
外
科
の
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名
で
あ
り
、
地
域
の
医

療
需
要
の
変
化
に
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
先
輩
の
先
生
方
が
築

い
て
来
ら
れ
た
脊
椎
を
中
心
と
す
る
整
形
外
科
の
伝
統
は
今
も
生

き
て
い
て
、
遠
方
か
ら
も
患
者
さ
ん
が
集
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
将
来
も
維
持
し
、
さ
ら
に
伸
ば
す
の
は
当
然
の
責
務
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
当
院
が
今
後
も
発
展
し
て
行

く
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
内
科
・
外
科
の
患
者
数
が
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以
前
よ
り
減
っ
て
い
る
の
は
医
師
数
の
減
少
か
ら
も
当
然
と
い
え

ま
す
が
、
整
形
外
科
も
長
期
的
に
は
減
少
の
傾
向
で
す
。
と
く
に
、

外
来
患
者
の
住
所
を
調
査
す
る
と
、
武
蔵
村
山
市
を
は
じ
め
近
隣

の
地
域
か
ら
の
患
者
数
減
少
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
経
営
状
況
で

は
、
昨
年
度
の
経
常
収
支
率
は
98
％
程
度
で
、
赤
字
で
は
あ
り
ま

す
が
改
善
傾
向
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
患
者
数

が
昨
年
を
下
回
っ
て
、
収
支
の
悪
化
が
見
込
ま
れ
る
状
態
で
す
。

　
ま
た
、
建
物
の
多
く
が
昭
和
30
〜
40
年
代
の
建
築
で
あ
り
、
老

朽
化
が
著
し
く
、
姑
息
的
な
手
当
で
は
却
っ
て
毎
年
大
き
な
支
出

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
職
員
が
や
り
が
い
を
感
じ
る
活
気
の
あ

る
病
院
と
す
る
た
め
に
も
、
建
て
替
え
、
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
を
視
野
に

入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
少
な
く
と
も
黒
字
転
換
を
目
指
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
内
科
・
外
科
と
い
う
基
本
的

な
科
の
医
師
確
保

　
②
整
形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の

更
な
る
充
実
。
と
く
に
、
脊
椎
外
科
や
人
工
関
節
手
術
に
つ
い
て
、

十
分
な
広
報
活
動
（W

eb

な
ど
で
の
宣
伝
の
み
で
な
く
、
学
会

活
動
を
含
む
）
を
行
っ
て
患
者
数
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と

　
③
今

ま
で
や
や
不
十
分
で
あ
っ
た
、
紹
介
患
者
や
急
患
を
大
事
に
し
、

地
域
の
先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
す
る
こ
と

で
、
こ
の
地
域
の
医
療
に
も
っ
と
密
接
に
関
わ
っ
て
行
く
こ
と
が

重
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
揃
わ
な
け
れ
ば
、

当
院
の
存
続
す
ら
危
う
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
非
力
な
私
も
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
室
各
位
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
、
川
崎
市
立
川
崎
病
院
の
病
院
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

　
早
い
も
の
で
平
成
11
年
４
月
に
当
院
に
整
形
外
科
部
長
と
し
て

赴
任
し
て
11
年
半
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
４

月
か
ら
副
院
長
を
拝
命
し
、
21
年
４
月
に
理
事
、
22
年
４
月
に
院

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
副
院
長
と
理
事
の
期
間
が

６
年
間
あ
っ
た
の
で
、
当
病
院
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
や
仕
組
み

等
は
あ
る
程
度
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
院
長
と
な

る
と
ま
た
違
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
川
崎
市
立
川
崎
病
院
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
小
児

急
病
セ
ン
タ
ー
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
災
害
時
防

災
医
療
セ
ン
タ
ー
、
感
染
症
病
棟
な
ど
を
抱
え
る
７
３
３
床
の
病

院
で
あ
り
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
検
査
技
師
、
放
射
線
技
師
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
事
務
員
な
ど
の
総
勢
１
０
０
０
名
を
越
え

る
職
員
が
従
事
し
て
い
ま
す
。
そ
の
巨
大
な
病
院
の
舵
取
り
を
任

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
責
任
の
重
大
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
お
り
ま
す
。
私
が
こ
の
度
、
病
院
長
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
、
今
ま
で
に
川
崎
市
立
川
崎
病
院
に
勤
務
さ
れ
、

輝
か
し
い
足
跡
を
残
さ
れ
た
多
く
の
整
形
外
科
の
同
窓
の
諸
先
生

方
の
お
陰
で
あ
る
と
深
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
の
川
崎
市
立
川
崎
病
院
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
上
で
、
少
し
説
明
し
ま
す
。
川
崎
市
は
、
平
成
17
年

４
月
に
病
院
局
を
設
置
し
、
川
崎
市
立
病
院
を
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
病
院
事
業
は
巨
大
な

健
康
福
祉
局
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
市
長
の
発
案
で
、
病
院
が
生

じ
る
赤
字
を
解
消
す
べ
く
、
初
代
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
有
名

な
故 

武 

弘
道
先
生
を
迎
え
ま
し
た
。
武
管
理
者
は
、
鹿
児
島
市

立
病
院
で
実
績
を
上
げ
、
埼
玉
４
県
立
病
院
の
病
院
事
業
管
理
者

と
し
て
さ
ら
に
実
績
を
上
げ
、
川
崎
市
長
に
乞
わ
れ
て
川
崎
市
に

赴
任
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
16
年
か
ら
看
護
部
部
長
が
副
院

長
を
兼
任
し
て
い
ま
し
た
し
、
内
部
の
職
員
は
以
前
よ
り
よ
く
働

い
て
い
ま
し
た
の
で
、
武
病
院
事
業
管
理
者
就
任
後
、
病
院
内
に

は
ほ
と
ん
ど
目
に
見
え
た
変
革
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
川
崎

市
立
川
崎
病
院
は
黒
字
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
18
年
３
月
か

ら
は
公
設
民
営
の
病
院
で
あ
る
川
崎
市
立
多
摩
病
院
（
指
定
管
理

者
制

　
医
師
は
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
大
か
ら
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

従
っ
て
こ
の
時
か
ら
、
川
崎
市
立
川
崎
病
院
、
川
崎
市
立
井
田
病

院
、
川
崎
市
立
多
摩
病
院
の
３
つ
の
病
院
が
川
崎
市
病
院
局
に
所

属
し
、
前
者
２
つ
が
直
営
病
院
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現

病
院
長
に
就
任
し
て
～
川
崎
市
立
川
崎
病
院

堀
　
内
　
行
　
雄
（
52
）
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在
は
循
環
器
内
科
の
秋
月
哲
史
先
生
（
49
回
）
が
２
代
目
病
院
事

業
管
理
者
に
な
り
、
ご
活
躍
中
で
す
。
ま
た
、
阿
部
孝
夫
川
崎
市

長
は
昨
年
11
月
の
市
長
選
挙
で
３
度
目
の
当
選
を
さ
れ
ま
し
た

が
、
病
院
経
営
に
は
極
め
て
好
意
的
な
立
場
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
病
院
局
長
は
、
市
の
慣
わ
し
で
、
ほ
ぼ
２
年
で
交
代

し
ま
す
が
、
平
成
22
年
４
月
に
は
三
浦
局
長
（
慶
大
卒
）
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
良
質
の
医
療
を
続
け
る
に
は
人
員
や
資
金
が
か
か

り
ま
す
が
、
理
解
の
あ
る
上
層
部
な
の
で
、
質
の
高
い
安
全
安
心

な
医
療
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
条
件
は
整
っ
て
い
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　
当
院
は
川
崎
南
部
地
区
の
中
核
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
に
貢

献
す
る
こ
と
を
理
念
に
も
掲
げ
て
い
ま
す
。
応
需
し
た
救
急
車
数

も
年
間
で
７
０
０
０
台
を
超
え
、
手
術
件
数
は
年
間
で
５
０
０
０

件
を
超
え
（
整
形
外
科
の
手
術
数
が
１
番
多
い
）、
内
視
鏡
件
数

な
ど
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
は
実
現
で
き
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
平
成
22
年
４
月
１
日
の
院
長
就
任
の
挨
拶
で
、

職
員
に
夢
を
与
え
、
是
非
と
も
現
実
化
し
た
い
目
標
を
い
く
つ
か

お
話
し
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
に
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
内
視
鏡

セ
ン
タ
ー
を
含
む
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
、
手
術
室
10
室
程
度
を
有

す
る
別
棟
の
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
構
想
で
す
。
救
急
救
命
セ
ン
タ

ー
は
平
成
18
年
４
月
か
ら
開
設
し
ま
し
た
が
、
既
存
の
救
急
セ
ン

タ
ー
を
改
造
し
た
た
め
狭
く
機
能
的
に
十
分
で
な
い
こ
と
、
急
増

す
る
手
術
数
に
応
じ
る
た
め
の
手
術
室
（
現
行
９
室
）
の
数
と
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
内
視
鏡
件
数
も
年
々
増
加
す
る
た
め
こ
の
必
要

性
に
対
応
す
る
設
備
と
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
を
行
い
、
跡
地
利

用
で
手
狭
に
な
っ
た
外
来
ス
ペ
ー
ス
、
外
来
治
療
セ
ン
タ
ー
な
ど

も
充
実
さ
せ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
目
指
し
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
安
全
で

安
心
の
医
療
は
患
者
側
に
も
医
療
者
側
に
も
い
え
る
こ
と
で
、
医

療
側
の
安
全
の
た
め
の
警
察
官
Ｏ
Ｂ
の
24
時
間
配
置
は
既
に
実
現

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
臨
床
研
究
が
可
能
な
病
院
と
す
る
た
め
、

臨
床
研
究
支
援
室
が
本
年
４
月
か
ら
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大

師
橋
の
近
く
の
殿
町
に
実
験
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
て
く

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
当
院
勤
務
の
医
師
も
勤
務
時
間
外

で
動
物
実
験
が
出
来
る
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
慶

應
義
塾
大
学
と
も
十
分
に
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
悲
し
い
お
知
ら
せ
で
す
が
、
平
成
22
年
１
月
28
日
に
当
院
整
形

外
科
部
長
木
原
未
知
也
先
生
（
55
回
）
が
２
年
半
の
闘
病
生
活
も

む
な
し
く
胆
管
癌
の
た
め
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
半

年
間
は
当
院
の
整
形
外
科
部
長
が
不
在
で
し
た
が
、
小
柳
貴
裕
整

形
外
科
部
長
（
59
）
が
川
崎
市
立
井
田
病
院
か
ら
平
成
22
年
７
月

１
日
に
当
院
整
形
外
科
部
長
と
し
て
就
任
し
て
く
れ
ま
し
た
。
有

力
な
部
長
を
得
て
、
大
い
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
22
年
10
月
現
在
当
院
整
形
外
科
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
整

形
外
科
学
教
室
か
ら
、
堀
内
（
上
肢
）、
小
柳
貴
裕
部
長
（
59
回

脊
髄
・
脊
椎
）
の
他
に
は
、
中
道
憲
明
（
73
回
、
肩
）、
森
田
晃

造
（
74
回
、
上
肢
）、
森
末 

光
（
74
回
、
脊
髄
・
脊
椎
）、
越
智

健
介
（
77
回
、
上
肢
）、
武
田
健
太
郎
（
79
回
、
下
肢
）、
二
宮

　

研
（
79
回
、
脊
髄
・
脊
椎
）、
金
子
康
仁
（
80
回
、
脊
髄
・
脊
椎
）、

谷
川
英
徳
（
81
回
、
下
肢
）、
金
子
陽
介
（
87
回
）
の
計
11
名
の

整
形
外
科
医
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
外
来
は
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま

で
午
前
に
一
般
外
来
、
午
後
に
は
特
殊
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
の
慶
應
義
塾
大
学
関
連
病
院
と
同
様
、
当
病
院
も
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
多
く
の
外
来
患
者

が
来
院
し
て
い
ま
す
。
近
隣
で
開
業
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
も
多
く

の
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
い
つ
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
手
術
日
は
、
火
曜
（
午
前
・
午
後
）、
木
曜
（
午
前
・

午
後
）、
金
曜
（
午
前
）
で
、
年
間
約
１
４
０
０
件
強
の
手
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手
術
件
数
は
、
今
年
は
さ
ら
に
増
え
て
い
ま
す

が
、
全
員
が
本
当
に
良
く
働
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
全
体
と
し
て
は
、
経
営
の
健
全
化
に
向
け
て
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
、
ど
う
に
か
経
常
黒
字
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
（
平
成
21
年
度
川
崎
病
院
は
辛
う
じ
て
黒
字
）。
ま
た
、
今
年

度
は
、
卒
後
臨
床
研
修
評
価
機
構
の
機
能
評
価
を
う
け
、
さ
ら
に

日
本
病
院
機
能
評
価
機
構
の
Ｖ
６
で
の
更
新
を
受
審
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
多
く
の
改
善
す
る
余
地
が
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
に
向
け
て
努
力
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
の
方
針
で
、
国
立
病
院
が
統
廃
合
や
独
法
化
し
ま
し
た
。
公

立
病
院
も
同
様
に
統
廃
合
や
合
理
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

院
は
公
務
員
で
あ
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
職
員
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
上
回
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
少
な
く
と
も
私
が
院
長
で
い
る
間
は
当
院
を
川
崎
市
の
直

営
病
院
と
し
て
存
続
す
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
同
窓
の

先
生
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　「
走
っ
て
る
だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ん
な
い
だ
ろ
…
…
サ
ッ
カ
ー
や
ら

な
い
？
」

　
高
校
時
代
、
部
活
が
終
わ
っ
て
夕
陽
の
グ
ラ
ン
ド
に
い
る
時
、

サ
ッ
カ
ー
部
の
カ
ッ
コ
イ
イ
お
兄
さ
ん
に
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し

た
。
剣
道
部
か
ら
競
走
部
（
陸
上
競
技
部
）
に
転
向
し
た
ば
か
り

で
あ
っ
た
し
、
曖
昧
な
返
事
を
し
て
、
結
局
、
高
校
か
ら
大
学
の

９
年
間
、
競
走
部
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
サ
ッ

カ
ー
部
の
カ
ッ
コ
イ
イ
お
兄
さ
ん
と
は
現
慶
応
義
塾
常
任
理
事
の

戸
山
教
授
で
す
。
高
畑
に
と
っ
て
後
に
整
形
外
科
医
局
員
と
し
て

知
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
最
初
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
整
形
医
局
、
ふ
る
さ
と
」…
…
と
想
い
を
巡
ら
す
と
、
な
ぜ
か
決

ま
っ
て
脳
裏
に
浮
か
ぶ
の
が
あ
の
夕
陽
の
グ
ラ
ン
ド
風
景
で
す
。

　
入
局
後
、
今
の
伊
勢
原
協
同
病
院
に
赴
任
す
る
ま
で
の
１５
年
間

に
勤
務
地
は
１３
ヶ
所
も
変
わ
り
ま
し
た
。
短
期
移
動
型
の
１５
年
間

で
し
た
。
利
根
川
、
渡
良
瀬
川
、
天
竜
川
、
神
通
川
、
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
川
、
多
摩
川
、
冨
士
川
な
ど
何
度
渡
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
蔭
様
で
行
く
先
々
の
土
地
柄
と
人
々
か
ら
そ
こ
の
文
化
に
触
れ

院
長
に
就
任
し
て

　
〜
神
奈
川
県
厚
生
連
伊
勢
原
協
同
病
院
〜

 

高
　
畑
　
武
　
司
（
56
）
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る
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
人
生
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。
未
知
の
土

地
に
自
分
を
投
じ
て
人
間
と
し
て
、
医
師
と
し
て
成
長
し
な
が
ら

変
身
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
…
…
少
な
く
て
も
そ
の
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
東
京
生
ま
れ
の

東
京
育
ち
が
実
に
「
東
京
の
田
舎
者
」
で
あ
っ
た
か
思
い
知
る
こ

と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
伊
勢
原
に
赴
任
し
て
１８
年
に
な
り
ま
す
。
池
田
彬
先
生
、
増
田

隆
一
郎
先
生
が
輝
か
し
い
業
績
を
残
さ
れ
た
後
、
三
代
目
の
部
長

と
し
て
の
赴
任
で
し
た
。
１０
年
間
昇
格
も
降
格
も
な
く
過
ご
し
、

副
院
長
を
８
年
務
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
伊
勢
原
に
来
る
前
の

短
期
移
動
型
１５
年
間
の
こ
と
を
思
う
と
考
え
ら
れ
な
い
長
期
固
定

型
と
な
り
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
変
化
の
な
い
１８
年
間
で
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
今
度
は
自
分
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
ま

し
た
か
ら
、
そ
れ
に
応
じ
て
自
分
も
脱
皮
し
な
が
ら
成
長
（
？
）

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
整
形
外
科
学
そ
の
も
の
が
発
展
的
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
大
学
医
局
か
ら
派

遣
さ
れ
て
く
る
先
生
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
、
才
能
に
接
し
な
が

ら
整
形
外
科
を
運
営
で
き
た
こ
と
は
自
分
を
変
え
る
貴
重
な
体
験

で
し
た
。
ま
た
患
者
を
「
患
者
様
」
と
呼
ん
だ
り
「
患
者
さ
ん
」

へ
変
更
し
た
り
と
医
師
と
患
者
の
関
係
も
変
化
の
中
に
あ
り
ま

す
。

　
そ
し
て
今
回
、
伊
勢
原
協
同
病
院
の
院
長
に
就
任
し
た
こ
と
は

最
も
大
き
な
変
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
院
長
！
」
と
呼
ば
れ
て
、
誰
の
こ
と
か
と
思
わ
ず
振
り
返
っ

て
し
ま
い
、
職
員
は
「
高
畑
、
早
く
院
長
た
れ
！
」
と
言
っ
て
い

る
の
だ
な
と
認
識
を
新
た
に
し
た
り
…
…
新
米
院
長
と
し
て
は
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
時
代
「
先
生
！
」
と
呼
ば
れ
て
く
す
ぐ
っ
た
い
気

持
ち
を
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
院
長
の
名
詞
を
百
枚
以
上
も
渡
し
て
廻
る
う
ち
に
病

院
の
「
表
看
板
」
を
背
負
い
、「
矢
お
も
て
」
に
立
た
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
実
感
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
院
長
は
「
夢
と
希
望
」、「
ビ
ジ
ョ
ン
と
プ
ラ
ン
」
を
職
員
に
示

し
な
が
ら
「
寛
大
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

よ
ほ
ど
の
聖
人
君
子
、
才
能
の
あ
る
人
、
あ
る
い
は
名
役
者
で
な

け
れ
ば
務
ま
ら
な
い
の
で
は
…
…
、
高
畑
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

「
普
通
の
人
」
で
す
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を

栄
養
に
し
て
逞
し
く
成
長
で
き
れ
ば
と
も
思
い
ま
す
が
、
や
は
り

ス
ト
レ
ス
は
ス
ト
レ
ス
で
す
。

　
腰
椎
椎
間
板
の
力
学
的
解
析
の
研
究
で
ス
ト
レ
ス
の
分
布
を
研

究
し
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
ー
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
椎
間
板
で
す
が
髄
核
内
で
生
じ
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
線
維
輪
の
最
外
層
は
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
出
さ
ぬ

よ
う
に
と
必
死
に
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
て
い
ま
す
。
な
ん
だ
か
妙
に



− 136 −

線
維
輪
の
最
外
層
に
同
情
的
親
近
感
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
入
院
中
の
総
入
れ
歯
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
下
顎
部
の
入
れ
歯
だ

け
紛
失
し
た
け
ど
「
病
院
が
弁
償
し
ろ
！
」
と
家
族
が
言
っ
て
き

ま
し
た
、「
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
！
」。
総
務
の
事
務
机
の
奥
か
ら

ク
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
な
っ
て
破
れ
た
医
師
免
許
の
原
本
が
出
て
き
た

け
ど
、「
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
！
」。
認
知
症
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

手
の
届
か
ぬ
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
た
電
動
ベ
ッ
ド
の
ス
イ
ッ
チ
を

見
つ
け
て
ベ
ッ
ド
を
動
か
し
、
腕
を
ベ
ッ
ド
柵
に
挟
み
上
腕
骨
骨

折
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
「
ど
う
し
て
く
れ
る
」
と
今
ま
で
会

っ
た
こ
と
の
な
い
家
族
が
来
た
け
ど
、「
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
！
」。

病
気
が
悪
く
て
、
治
療
成
績
が
悪
い
の
を
医
者
が
悪
い
か
ら
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
、「
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
！
」。
医
師
が
「
待
遇
が

悪
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
、「
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
！
」。
医
師
が

足
り
な
い
、「
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
！
」。
病
院
が
赤
字
だ
、「
ど

う
し
ま
し
ょ
う
か
！
」。
…
さ
ま
ざ
ま
な「
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
！
」

が
開
け
放
し
て
い
る
院
長
室
の
ド
ア
か
ら
入
っ
て
来
ま
す
。

線
維
輪
の
最
外
層
の
ス
ト
レ
ス
は
大
変
で
す
。
ス
ト
レ
ス
の
集
中

は
で
き
る
だ
け
ど
こ
に
も
生
じ
な
い
よ
う
に
、
均
一
な
分
布
に
な

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
最
外
層
の
す
ぐ
内
側
、
ま
た
そ
の
内
側
へ

と
分
散
し
て
「
輪
の
和
」
の
力
を
も
っ
て
解
決
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
幸
い
有
能
な
整
形
の
仲
間
達
が
い
ま
す
。
井
上
部
長
以
下
と
て

も
良
い
チ
ー
ム
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

院
長
室
か
ら
時
々
、
整
形
医
局
部
屋
に
行
く
と
「
ホ
ッ
ト
」
し
ま

す
。「
ふ
る
さ
と
」
に
帰
っ
た
感
じ
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
当
院
に
は
新
築
移
転
の
計
画
が
あ
り
ま

す
。
１０
何
年
来
の
希
望
が
や
っ
と
叶
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
２５
年
の
秋
に
完
成
予
定
で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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戸
山
教
授
、
第
８４
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
会
長
就
任

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
入
局
し
て
２６
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

今
回
の
戸
山
教
授
で
慶
応
が
主
催
す
る
日
本
整
形
外
科
学
会
を
３

度
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
日
本
整
形
外
科
学

会
に
お
け
る
慶
応
の
伝
統
と
パ
ワ
ー
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身

も
、
テ
ー
マ
【
整
形
外
科
―
原
点
と
挑
戦
―
】
で
は
な
い
で
す
が
、

此
の
機
会
に
整
形
外
科
医
と
し
て
の
２５
年
間
を
振
り
返
り
、
新
た

な
目
標
（
超
音
波
診
断
装
置
購
入
、
手
技
習
得
）
に
向
か
い
挑
戦

し
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
現
役
医
局
員
の
古
株
と
し
て
、
伝
統
の

重
み
を
感
じ
な
が
ら
、
慶
応
か
ら
派
遣
さ
れ
て
く
る
後
輩
達
を
一

人
前
の
整
形
外
科
医
に
育
て
る
こ
と
を
使
命
と
思
い
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
『
ふ
る
さ
と
─
関
連
病
院
便
り
ー
』
に
寄
稿
す
る

の
も
５
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
過
去
３
回
は
、
静
岡
市
立
清
水
病

院
で
の
病
院
便
り
で
し
た
。
今
回
は
、
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
異

動
（
平
成
１９
年
４
月
）
し
て
か
ら
の
２
回
目
に
な
り
ま
す
。
医
局

員
に
私
の
存
在
を
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
自
分
史
の
つ

も
り
で
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

前
回
は
、『
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
驚
い
た
こ
と
…
…

以
前
の
国
立
東
京
第
二
病
院
と
全
く
異
な
る
病
院
に
変
貌
し
て
い

た
こ
と
で
す
。』
の
文
面
で
し
た
。
ま
さ
に
、
浦
島
太
郎
状
態
で

し
た
が
、
現
在
は
す
っ
か
り
病
院
に
慣
れ
同
化
し
て
い
ま
す
。
幸

運
な
こ
と
に
、
研
修
医
に
人
気
が
高
く
毎
年
選
抜
試
験
で
１
学
年

２８
人
の
初
期
研
修
医
が
入
っ
て
き
ま
す
。
整
形
外
科
研
修
（
４
週

間
）
が
必
須
で
、
将
来
の
整
形
外
科
医
を
発
掘
す
る
た
め
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
日
夜
臨
床
だ
け
で
な
く
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

【
忙
し
い
整
形
外
科
（
臨
床
）
―
こ
こ
最
近
の
緊
急
手
術
―
】

昔
の
国
立
東
京
第
二
病
院
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
先
生
達
は

き
っ
と
驚
き
ま
す
。
手
術
は
、(

月)

か
ら
（
金
）
ま
で
毎
日
朝

か
ら
あ
り
ま
す
。

◎
６
月
末
か
ら
の
２
週
間
で
緊
急
手
術
が
６
件
あ
り
ま
し
た
。

１
．
頚
椎
化
膿
性
椎
間
板
炎
か
ら
硬
膜
外
腔
に
膿
が
流
出
し
麻
痺
。

２
．
下
腿
開
放
粉
砕
骨
折
（G

ustilo type

Ⅲ
Ｂ
）。

３
．
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
？
（
当
院
研
修
医
）。

４
．
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
症
候
群
の
た
め
減
張
切
開
。

５
．
小
児
上
腕
骨
顆
上
骨
折
。

６
．
頚
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
よ
る
麻
痺
（B

row
n-Sequard 

　
　type

）。

国
立
病
院
機
構
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科

　
高
　
橋
　
正
　
明
（
63
）
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【
平
成

２２
年
学
会
活
動
（
教
育
）
―
気
合
を
入
れ
て
い
ま
す
―
】

１
．
徒
手
整
復
不
能
で
あ
っ
た
上
腕
骨
近
位
骨
端
線
損
傷
の
３
例

　
　（
第
２０
回
関
東
小
児
整
形
外
科
研
究
会
、
２
月
）

２
．
腰
仙
髄
損
傷
後
対
麻
痺
患
者
の
脊
髄
空
洞
症
に
合
併
し
た

　
　C

h
arcot

肩
関
節
の
１
例
（
第
５０
回
関
東
整
形
外
科
学
会
、

　
　
３
月
）

３
．
術
後
感
染
予
防
の
た
め
の
抗
菌
薬

：

適
切
な
時
期
に
投
与
さ

　
　
れ
て
い
る
か
―
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
導
入
後
の
結
果
―
。
（
第

　
　
３３
回
日
本
骨
・
感
染
症
学
会
、
６
月
）

４
．
鎖
骨
遠
位
端
骨
折
に
対
す
るS

C
O

R
P
IO

N
Ⓡ

の
術
後
成
績

　
　
と
問
題
点
。（
第
３６
回
骨
折
治
療
学
会
、
７
月
）

５
．
鎖
骨
遠
位
端
骨
折
に
（
烏
口
鎖
骨
靭
帯
付
着
部
）
烏
口
突
起

　
　
剥
離
骨
折
を
合
併
し
た
１
例
（
第
５９
回
東
日
本
整
形
災
害
外

　
　
科
学
会
、
９
月
）…
…（
演
題
採
用
）

６
．
ガ
レ
ア
ッ
チ
骨
折
に
肘
関
節
後
方
脱
臼
骨
折
を
伴
っ
た
１
例

　
　（
第
６４
回
国
立
病
院
総
合
医
学
会
、
１１
月
）…
…
演
題
提
出
中

　
　（
採
用
未
）

【
平
成

２２
年
７
月
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
紹
介
】

◆ 

横
井
整
形
外
科
医
長
（
５１
回
生
）

膝
関
節
専
門
、
勤
務
２０
年
以
上
。
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
の
主
で
あ

り
整
形
外
科
の
支
柱
で
す
。
仕
事
の
中
に
生
活
の
リ
ズ
ム
が
あ
る

の
か
、
平
日
は
夜
遅
く
ま
で
、
そ
し
て
休
日
も
病
院
で
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
緊
急
の
時
に
は
、
い
つ
で
も
連
絡
が
取
れ
る
の
で
安

心
で
す
。

◆ 

高
橋
整
形
外
科
医
長
（
６３
回
生
）

　
肩
関
節
専
門
、
勤
務
４
年
目
。
相
変
わ
ら
ず
、
脊
椎
専
門
と

し
て
年
間
１
０
０
件
を
越
え
る
手
術
の
助
手
を
し
て
い
ま
す
。

肩
関
節
の
手
術
も
増
加
傾
向
で
す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
脊
椎
・

肩
の
手
術
件
数
を
毎
月
更
新
し
て
い
ま
す
）。
生
活
は
規
則
正

し
く
、（
平
日
）
午
前
６
時
か
ら
午
後
６
時
こ
ろ
ま
で
病
院
で

働
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
は
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
遅
く
な
る

た
め
医
長
室
（
個
室
）
に
泊
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
６
月
頃

か
ら
、
手
洗
い
が
原
因
か
？

　
手
湿
疹
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
の
た
め
、
後
輩
の
た
め
、
手
術
に
入
ら
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

◆ 

松
崎
医
師
（
７２
回
生
）

　
膝
関
節
・
足
専
門
、勤
務
５
年
目
。
人
工
膝
関
節
術（
Ｔ
Ｋ
Ａ
）、

膝
Ａ
Ｃ
Ｌ
再
建
術
、
特
に
外
反
拇
趾
手
術
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
臨
床
は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
・
学
会
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

大
学
で
も
骨
粗
鬆
症
外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
当
院
で
も

骨
粗
鬆
症
に
関
す
る
研
究
に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
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◆ 
矢
吹
医
師
（
７３
回
生
）

　
股
関
節
専
門
、
勤
務
６
年
目
。
臼
井
副
院
長
が
村
山
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
院
長
と
し
て
異
動
し
た
現
在
、
当
院
整
形
外
科
で
の

ド
ル
箱
手
術
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
）
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
当

直
明
け
の
疲
れ
た
姿
を
見
る
の
は
辛
い
で
す
が
、
臨
床
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
か
ら
研
修
医
教
育
を
含
め
学
会
活
動
に
力
を
入
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

◆ 

吉
山
医
師
（
８０
回
生
）

　
腫
瘍
専
門
、
勤
務
２
年
目
。
腫
瘍
班
の
先
輩
（
矢
部
、
鈴
木

医
師
な
ど
）
の
力
を
借
り
て
、
難
易
度
の
高
い
手
術
を
こ
な
し

て
い
ま
す
。
腫
瘍
は
全
身
い
た
る
と
こ
ろ
に
で
き
ま
す
。
親
分

の
矢
部
啓
夫
先
生
の
よ
う
に
、
班
に
こ
だ
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
手

術
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

◆
森
岡
医
師
（
８５
回
生
、
卒
後
８
年
目
）

　
上
肢
班
（
肩
関
節
専
門
）、
今
年
４
月
転
勤
。
３
ヵ
月
間
、

箱
根
病
院
に
週
１
回
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
派
遣
。
救
急
外
傷
が
大

好
き
で
、
当
院
で
の
救
急
班
長
で
あ
り
夜
の
医
長
で
す
。
外
見

に
違
わ
ず
熱
い
男
で
、
レ
ジ
デ
ン
ト
を
引
き
連
れ
夜
の
仕
事
に

精
を
出
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
緊
急
手
術
の
こ
と
で
す
。

◆
武
田
医
師
（
８３
回
生
、
卒
後
７
年
目
）

　
下
肢
班
（
膝
関
節
専
門
）、
勤
務
１
年
。
森
岡
先
生
同
様
、

救
急
班
で
す
が
、
子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
生
活
が
守
り
に
入
り
、

往
年
の
切
れ
味
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
整
形
の
手
術
枠

を
確
保
す
る
重
要
な
仕
事
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

◆
そ
の
他
、
慶
応
医
局
員
以
外
の
整
形
外
科
医
（
５
名
）

橋
本
医
師
（
レ
ジ
デ
ン
ト
、
卒
後
９
年
目
、
内
科
認
定
医
、
東

京
医
歯
大
）、
岡
医
師
（
レ
ジ
デ
ン
ト
４
年
、
宮
崎
大
）、
大
西

医
師
（
レ
ジ
デ
ン
ト
３
年
、
北
大
）、
佐
々
木
医
師
（
レ
ジ
デ

ン
ト
３
年
、
広
島
大
）、
川
上
医
師
（
レ
ジ
デ
ン
ト
２
年
、
佐

賀
大
）

レ
ジ
デ
ン
ト
の
パ
ワ
ー
の
お
か
げ
で
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る

医
療
が
何
と
か
行
え
て
い
ま
す
。
救
急
整
形
外
科
を
目
指
す
医

師
、
北
大
整
形
の
医
局
に
入
る
医
師
、
ま
だ
将
来
が
決
ま
っ
て

い
な
い
医
師
と
い
ろ
い
ろ
い
ま
す
が
、
慶
応
整
形
外
科
入
局
も

選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し
て
勧
誘
し
て
い
ま
す
。
入
局
の
際
は
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
を
支
え
て
い
る
慶
応
医
局
出
身
開
業
医
】

河
野
先
生
（
３９
回
生
）、
加
藤
先
生
（
４６
回
生
）、
岡
田
先
生

（
４６
回
生
）、
芦
田
先
生
（
４７
回
生
）、
大
田
先
生
（
５３
回
生
）、

松
本
先
生
（
５５
回
生
）、
塚
原
先
生
（
５６
回
生
）、
飛
弾
先
生

（
５９
回
生
）、
近
藤
先
生
（
６２
回
生
）、
和
田
先
生
（
６３
回
生
）、

丸
岩
先
生
（
６５
回
生
）、
馬
場
先
生
（
６５
回
生
）、
徳
永
先
生
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（
６６
回
生
）、
長
田
先
生
（
７２
回
生
）、
宮
崎
先
生
（
７２
回
生
）、

伊
藤
先
生
（
７４
回
生
）

日
ご
ろ
の
病
診
連
携
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

平成 22 年７月現在の東京医療センター整形外科チーム
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当
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
都
立
の
清
瀬
小
児
、
八
王
子
小
児
、
梅

ヶ
丘
の
３
小
児
病
院
と
府
中
病
院
の
小
児
科
を
統
合
し
て
、
旧
府

中
病
院
の
あ
っ
た
東
京
都
府
中
市
武
蔵
台
に
、
２
０
１
０
年
３
月

１
日
に
新
た
に
開
設
さ
れ
た
小
児
専
門
の
病
院
で
す
。
旧
都
立
３

小
児
病
院
で
整
形
外
科
を
開
設
し
て
い
た
の
が
清
瀬
小
児
病
院
だ

け
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
整
形
外
科
は
、
我
々
慶

応
整
形
外
科
の
グ
ル
ー
プ
が
診
療
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
統
廃
合
に
よ
り
閉
院
い
た
し
ま
し
た
清
瀬
小
児
病
院

は
、
昭
和
23
年
11
月
１
日
、
当
時
の
東
京
の
小
児
結
核
患
者
を
治

療
す
る
た
め
、「
東
京
都
立
清
瀬
小
児
結
核
保
養
所
」
と
し
て
誕

生
し
、
昭
和
33
年
に
小
児
外
科
が
開
設
さ
れ
た
の
を
期
に
「
東
京

都
立
清
瀬
小
児
病
院
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
結
核
治

療
の
進
歩
で
小
児
結
核
患
者
が
減
少
し
た
こ
と
を
受
け
、
昭
和
38

年
に
一
般
の
小
児
医
療
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
整
形
外
科
は
、

昭
和
45
年
４
月
小
野
里
一
郎
先
生
の
も
と
で
開
設
さ
れ
、
慶
応
整

形
外
科
の
関
連
病
院
と
し
て
臨
床
お
よ
び
研
究
に
多
く
の
業
績
を

残
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
医
長
は
、
小
野
里
一
郎
先
生
の
後
、
山

口
雅
成
先
生
、
沖
永
明
先
生
、
西
山
和
男
先
生
と
引
き
継
が
れ
た

後
、
平
成
17
年
１
月
か
ら
私
が
担
当
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
西
東

京
の
小
児
診
療
の
要
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
清
瀬

小
児
病
院
で
す
が
、
都
立
小
児
病
院
の
セ
ン
タ
ー
化
構
想
に
よ
り
、

今
回
清
瀬
小
児
病
院
60
年
、
同
病
院
整
形
外
科
40
年
の
歴
史
に
幕

を
降
ろ
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
開
設
さ
れ
た
都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
少
し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
と
も
と
清
瀬
小
児

病
院
の
ほ
と
ん
ど
の
科
が
慶
応
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
も
院
長
の
林
奐
先
生
（
外
科
48
回
）、
副
院

長
の
本
田
雅
敬
先
生
（
小
児
科
55
回
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
慶
応

出
身
者
が
多
く
、
他
科
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
や
す

い
環
境
で
す
。
最
寄
り
駅
は
Ｊ
Ｒ
西
国
分
寺
駅
で
、
旧
梅
ヶ
丘
病

院
の
あ
っ
た
世
田
谷
や
中
野
、
杉
並
、
お
よ
び
旧
八
王
子
小
児
の

あ
っ
た
八
王
子
や
立
川
か
ら
は
中
央
線
で
、
清
瀬
お
よ
び
所
沢
な

ど
の
埼
玉
方
面
か
ら
は
武
蔵
野
線
で
、
ま
た
川
崎
方
面
か
ら
は
南

部
線
で
と
、
多
方
面
か
ら
比
較
的
容
易
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。

　
新
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
府
中
病
院
が
全
面
改
築
移
転
し
た
多
摩
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
共
通
の
建
物
内
に
併
設
さ
れ
て
お
り
、
医
局

等
は
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
同
一
の
フ
ロ
ア
ー
で
、
お
互
い

に
自
由
に
行
き
来
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
成
人
の
医
療
を
担
当
し
、
小
児
総
合

東
京
都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

下
　
村
　
哲
　
史
（
64
）
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医
療
セ
ン
タ
ー
と
は
年
齢
で
対
象
患
者
を
分
け
て
お
り
ま
す
。
病

床
規
模
は
、
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
５
６
１
症
で
、
多
摩
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
７
８
９
症
と
併
せ
る
と
１
３
５
０
症
も
の
ベ

ッ
ド
数
が
あ
り
ま
す
。
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
回
新

た
に
小
児
の
脳
神
経
外
科
、
耳
鼻
科
、
眼
科
、
皮
膚
科
な
ど
が
新

設
さ
れ
、
小
児
を
総
合
的
に
診
る
環
境
が
整
の
い
ま
し
た
。

　
整
形
外
科
の
診
療
に
関
し
ま
し
て
は
、
都
立
の
小
児
病
院
と
し

て
内
反
足
、
先
天
股
脱
、
ペ
ル
テ
ス
病
と
い
っ
た
小
児
の
運
動
器

疾
患
の
治
療
を
主
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
外
傷
後
や
そ
の
他
の

疾
患
に
よ
る
上
下
肢
の
短
縮
、
変
形
に
対
し
て
の
矯
正
骨
切
り
や

骨
延
長
と
い
っ
た
手
術
も
多
数
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
常
勤

で
す
が
慶
応
大
学
か
ら
渡
辺
航
太
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
清

瀬
小
児
病
院
時
代
か
ら
引
き
続
い
て
側
彎
症
外
来
を
開
設
し
て
お

り
ま
す
。

　
小
児
の
外
傷
に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
「
東
京
Ｅ
Ｒ
・
府
中
」

と
し
て
救
急
診
療
を
行
っ
て
い
た
府
中
病
院
の
機
能
を
、
今
回
の

セ
ン
タ
ー
化
に
際
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
年
齢
に
よ
っ
て
区
分

け
し
て
、
15
歳
以
下
の
救
急
患
者
は
当
小
児
セ
ン
タ
ー
で
診
療
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
東
京
Ｅ
Ｒ
」
と
は
、
な
じ
み
の
な
い
先

生
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
東
京
都
が
、
い
つ
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
急
患
患
者
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
、
墨
東
病

院
、
広
尾
病
院
、
旧
府
中
病
院
の
３
病
院
に
救
急
総
合
診
療
科
を

設
置
し
て
開
い
た
外
来
で
す
。
い
つ
で
も
、
何
で
も
、
を
謳
っ
て

い
る
た
め
、
土
日
、
夜
間
を
含
め
て
多
数
の
患
者
さ
ん
が
来
院
い

た
し
ま
す
。
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
も
、
総
合
小
児
科
の
先

生
が
こ
の
Ｅ
Ｒ
外
来
を
担
当
し
て
お
り
、
小
外
傷
も
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
が
、
骨
折
の
整
復
や
手
術
に
関
し
て
は
整
形
外
科
医
が
コ

ー
ル
さ
れ
ま
す
。
土
日
夜
間
を
問
わ
ず
、
交
代
制
で
外
来
を
担
当

し
て
い
る
総
合
小
児
科
の
先
生
か
ら
の
コ
ー
ル
が
あ
る
た
め
、

我
々
整
形
外
科
も
、
従
来
の
小
児
整
形
外
科
の
専
門
診
療
に
加
え
、

急
増
し
た
救
急
患
者
に
対
す
る
対
処
が
加
わ
り
、
ベ
ッ
ド
や
手
術

の
や
り
く
り
に
毎
日
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
セ
ン
タ
ー
化

に
際
し
て
は
、
戸
山
教
授
、
須
田
医
局
長
を
始
め
と
し
て
教
室
に

全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
た
だ
き
、
ス
タ
ッ
フ
も
１
人

増
員
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
24
時
間
い
つ
で
も
患
者
を
受
け

入
れ
て
い
る
病
院
で
の
整
形
外
科
医
３
人
の
体
制
は
、
ま
だ
ま
だ

実
情
に
即
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
幸
い
、
２
０
１
０
年
６

月
で
移
動
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
市
川
理
一
郎
（
81
回
）、
現
ス
タ

ッ
フ
の
太
田
憲
和
（
76
回
）、斉
藤
憲
太
（
81
回
）
の
各
先
生
方
が
、

小
児
整
形
の
み
な
ら
ず
外
傷
に
も
秀
で
た
能
力
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
連
日
の
オ
ン
コ
ー
ル
や
緊
急
手
術
も
な
ん
と
か
こ
な
す
こ
と

が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　
東
京
都
の
小
児
医
療
を
に
な
う
中
核
病
院
と
し
て
や
っ
と
歩
き

出
し
た
当
院
で
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ
問
題
が
山
積
み
で
す
が
、
数
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少
な
い
小
児
の
専
門
施
設
と
し
て
、
小
児
整
形
外
科
の
診
療
に
、

ま
た
若
手
医
師
の
教
育
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と

も
慶
応
整
形
外
科
学
教
室
を
始
め
、
同
門
の
先
生
方
の
ご
協
力
な

ら
び
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
19
年
４
月
に
教
室
幹
事
（
医
局
長
）
を
仰
せ
つ
か
っ
て
か

ら
、
は
や
３
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま

お
引
き
受
け
し
た
当
初
よ
り
時
間
が
経
過
し
た
こ
と
で
、
お
か
げ

さ
ま
で
コ
ツ
も
つ
か
み
、
以
前
よ
り
は
楽
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
、
と
お
伝
え
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
人
事
を
中

心
と
し
た
教
室
総
務
に
加
え
、
第
84
回
日
整
会
学
術
総
会
事
務
局
、

下
肢
班
チ
ー
フ
も
兼
任
し
、
同
時
多
発
的
に
発
生
す
る
事
象
を
、

い
か
に
関
連
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
教
室
員
、
そ
し
て
同
窓
会

員
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
で
こ
な
し
て
行
く
か
、

日
々
悪
戦
苦
闘
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
を
、
戸
山
芳
昭
教

授
（
54
）、
千
葉
一
裕
教
室
主
任
（
62
）、
松
本
守
雄
准
教
授
（
65
）、

池
上
博
泰
前
医
局
長
（
64
）
に
察
知
い
た
だ
き
、
今
年
８
月
よ
り

佐
藤
和
毅
講
師
（
68
）
に
医
局
長
補
佐
を
担
当
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
佐
藤
先
生
に
は
精
力
的
に
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
私
の
至
ら
な
い
点
、
十
分
補
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。
佐
藤
先
生
と
も
ど
も
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
関
連
病
院
の
責
任
医
長
の
先
生
方
に
は
、
い
つ
も
所
属

の
教
室
員
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
病
院
内
で
の
整
形
外
科
の
業

績
が
ア
ッ
プ
さ
れ
、
病
院
よ
り
増
員
可
と
の
嬉
し
い
申
し
出
を
頂

戴
し
な
が
ら
、
な
か
な
か
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
な
い
点
、
甚
だ

申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
増
員
希
望
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、
慶
大
整

形
の
臨
床
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
す
の
で
、
教

室
と
し
て
は
、
で
き
る
限
り
ご
要
望
に
お
応
え
す
べ
く
、
人
事
の

や
り
く
り
を
さ
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

例
年
、
ご
定
年
、
ご
開
業
、
留
学
（
帰
国
と
の
差
し
引
き
に
な
り

ま
す
が
）、
大
学
院
入
学
（
卒
業
さ
れ
る
分
は
プ
ラ
ス
要
因
で
す
）

等
で
教
室
人
事
か
ら
少
な
か
ら
ず
離
れ
ら
れ
る
先
生
方
が
お
ら
れ

ま
す
関
係
で
、
新
入
局
員
15
名
と
い
う
の
が
、
教
室
人
事
を
維
持

す
る
最
低
ラ
イ
ン
の
人
数
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
つ
ま

り
16
名
以
上
の
入
局
が
あ
り
ま
せ
ん
と
、
増
員
に
結
び
付
か
な
い

の
が
実
情
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
教
室
の
専
修
医
担
当
主
任
中
村

俊
康
講
師
（
67
）、
同
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
森
岡
秀
夫
講
師
（
67
）、
研

修
医
担
当
主
任
榎
本
宏
之
学
部
内
講
師
（
70
）
を
中
心
と
す
る
教

室
ス
タ
ッ
フ
、
な
ら
び
に
初
期
研
修
医
を
指
導
い
た
だ
く
関
連
病

教
室
幹
事
よ
り

須
　
田
　
康
　
文
（
65
）

教
室
便
り
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院
の
諸
先
生
方
、
そ
し
て
ご
子
息
へ
の
入
局
を
す
す
め
て
い
た
だ

く
同
窓
会
員
の
先
生
方
等
、
多
数
の
先
生
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

昨
年
で
16
名
、
今
年
で
20
名
（
当
初
21
名
も
１
名
退
室
）
の
新
入

局
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
い
た
だ
い
た
先
生
方

に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
に
し
ま
し
て
も
、
こ
れ

だ
け
の
新
入
局
員
が
あ
り
な
が
ら
、
慢
性
の
人
手
不
足
に
陥
っ
て

い
る
教
室
の
所
帯
の
大
き
さ
（
約
３
０
０
名
の
関
連
病
院
人
事
）

に
は
、
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
全
国
の
医
学
部
整
形

外
科
学
教
室
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
は
間
違
い
な
く
、
何
を
贅
沢
な
、

と
の
お
叱
り
を
頂
戴
し
そ
う
で
す
が
。
増
員
の
ご
希
望
に
な
か
な

か
お
答
え
で
き
な
い
た
め
、
関
連
病
院
で
独
自
に
有
給
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
ま
し
て
は
、
原
則
現
地
の
ご
判
断
に

お
任
せ
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
室
員
を
責
任
も
っ

て
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
立
場
上
、
ま
た
現
地
有
給
者
数

な
ら
び
に
専
門
分
野
の
把
握
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
く
べ
く
、
現
地

採
用
の
折
は
、
採
用
前
の
段
階
で
医
局
長
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
先

に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
現
地
の
ご
判
断
が
優
先
さ
れ
ま
す
が
、
の

ち
に
述
べ
ま
す
教
室
協
議
会
で
、
現
地
採
用
に
つ
い
て
報
告
、
承

認
を
得
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
連
絡
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
大
学
内
の
人
事
に
つ
い
て
、
こ
の
２
年
で
も
っ
と
も
大
き
な
出

来
事
は
、
当
然
な
が
ら
、
戸
山
教
授
が
平
成
21
年
５
月
に
慶
應
義

塾
常
任
理
事
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
た
と
え
て
言
え
ば
、
関
連

会
社
（
教
室
）
の
社
長
が
、
本
社
の
副
社
長
に
な
ら
れ
た
わ
け
で

す
か
ら
、
関
連
会
社
の
社
員
と
し
て
は
、
今
回
の
人
事
、
こ
の
上

な
い
名
誉
で
あ
り
喜
び
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
関
連
会
社
の
所
帯
も
先
程
お
話
し
た
よ
う
な
実
情
で
、

半
端
で
な
い
大
き
さ
で
す
。
そ
こ
で
、
社
長
不
在
を
補
う
べ
く
社

員
が
結
束
を
強
め
て
い
か
な
く
て
は
、
と
常
日
頃
思
っ
て
お
り
ま

す
。
が
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
戸
山
教
授
は
、
常
任
理
事
ご
就
任

以
前
よ
り
毎
週
火
曜
日
早
朝
に
、
教
授
、
准
教
授
、
医
局
長
の
４

名
で
行
っ
て
い
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
私
が
医
局
長
と
な
り
ま
し
て

か
ら
９
月
末
で
１
６
０
回
）
に
現
在
も
欠
か
さ
ず
出
席
さ
れ
、
ま

た
か
な
り
の
時
間
、
教
授
室
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
の
議
案
を
、
月
２
回
水
曜
日
に
行
っ
て
い
る
教
室
運

営
会
議
（
教
授
、
准
教
授
、
医
局
長
に
加
え
、
専
修
医
担
当
主
任

（
卒
訓
）、
会
計
、
学
生
教
育
担
当
、
手
術
部
担
当
、
各
臨
床
班
チ

ー
フ
（
脊
椎
、
上
肢
、
下
肢
、
腫
瘍
）、
教
室
内
各
種
委
員
会
委

員
長
（
診
療
、
教
育
、
研
究
）
で
構
成
）
で
報
告
、
協
議
し
、
最

終
的
に
、
２
ヵ
月
に
一
度
月
曜
日
に
開
催
す
る
教
室
協
議
会
（
教

授
、
准
教
授
、
医
局
長
、
卒
訓
、
関
連
病
院
院
長
・
副
院
長
・
責

任
医
長
代
表
（
４
名
）、
関
連
病
院
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
代
表
（
２

名
）、
慶
大
整
形
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
代
表
（
１
名
）、
レ
ジ
デ
ン
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ト
代
表
（
２
名
）
よ
り
構
成
）
で
協
議
、
議
決
す
る
と
い
う
体
制

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
戸
山
教

授
の
不
在
の
折
は
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
千
葉
教
室
主
任
、
松
本
守

雄
准
教
授
と
話
す
機
会
を
増
や
し
、
教
室
運
営
を
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
前
回
の
ふ
る
さ
と
で
戸
山
教
授
が
慶

應
義
塾
大
学
病
院
病
院
長
に
就
任
さ
れ
た
際
に
も
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
そ
れ
以
上
の
出
来
事
（
教
室
に
と
っ
て
は

有
事
で
す
）
が
生
じ
た
た
め
、
さ
ら
に
強
い
責
任
感
を
も
っ
て
、

教
室
ス
タ
ッ
フ
一
同
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
至
ら
な
い
点
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
お
気
付
き
の
際

は
、
何
な
り
と
医
局
長
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
新
研
修
医
制
度
は
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
教
員
の
給
与
体
制

に
も
変
化
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
前
回
の
ふ
る
さ
と
で
お
伝
え

し
ま
し
た
。
末
松
誠
医
学
部
長
（
62
）
を
中
心
と
す
る
医
学
部
執

行
部
よ
り
、
平
成
21
年
度
か
ら
、
卒
後
７
年
目
か
ら
10
年
目
ま
で

の
医
師
の
全
員
有
給
化
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
助
教
（
教
育
）（
乙
、

丙
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
そ
れ
で
す
。
卒
後
の
経
過
年
数
に
よ
り
、

給
与
、
大
学
専
従
日
数
が
異
な
る
な
ど
、
内
容
に
差
は
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
長
ら
く
無
休
医
を
有
し
て
い
た
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
に
よ
っ
て
画
期
的
な
出
来
事
で
す
。
こ
の
制
度
は
平
成
22
年

度
も
継
続
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
ま
で
残
り
半
年
余
り
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
準
備
、
学
術
総
会
終
了
後
の
人
事
構
成
、
女

性
医
師
の
職
場
環
境
整
備
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
教
室
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
多
数
ご
ざ
い
ま
す
。
関
連
病
院
、
慶
大
整
形
で

勤
務
さ
れ
て
い
る
教
室
員
が
働
き
や
す
い
、
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
（
教
室
）
の
環
境
作
り
が
、
医
局
長
の
も
っ
と
も
重
要
な
仕
事

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
責
務
と
し
、
ま
た
戸
山
教
授
、

千
葉
教
室
主
任
、
松
本
准
教
授
の
指
導
の
下
、
教
室
、
関
連
病
院
、

同
窓
会
相
互
の
橋
渡
し
役
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

関
連
病
院
の
諸
先
生
、
同
門
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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前
回
の
ふ
る
さ
と
で
、
学
生
教
育
に
関
し
て
書
く
の
は
最
初
で

最
後
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
制
度
に
関
し
て
、
お
よ
び
建
前
は
す
べ

て
書
き
つ
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
人
部
署
ゆ
え
、
人
事
に
つ

い
て
も
書
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
６
年
生
が
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
実
習
病
院
の
先
生
方
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
も
足

り
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
字
数
を
満
た
す
に
は
至
り
ま
せ

ん
．
今
回
想
定
外
の
再
度
の
原
稿
依
頼
に
頭
を
悩
ま
せ
、
医
師
に

な
っ
て
か
ら
ほ
と
ん
ど
締
切
り
を
破
っ
た
こ
と
の
な
い
わ
た
く
し

が
１
カ
月
も
締
切
り
を
過
ぎ
て
何
と
か
書
い
た
原
稿
で
す
。
職
務

の
雑
感
を
書
き
つ
く
り
ま
し
た
が
、
正
直
に
過
ぎ
て
、
内
容
に
不

適
切
な
点
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
容
赦
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
19
年
４
月
か
ら
本
職
を
担
当
し
、
早
や
３
年
以
上
が
た
ち

ま
し
た
。
そ
の
間
、
直
属
の
上
司
で
あ
る
学
務
委
員
は
前
任
の
引

き
継
ぎ
も
含
め
て
松
本
秀
男
准
教
授
、
千
葉
准
教
授
が
歴
任
さ
れ
、

現
在
は
松
本
守
雄
准
教
授
が
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

案
件
は
教
室
教
育
委
員
会
（
８
名
）、教
室
運
営
会
議
で
ご
報
告
し
、

討
議
、
決
済
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
実
働
部
隊
は
相
変
わ
ら
ず

１
名
で
す
。

　
こ
の
職
は
、
年
中
行
事
の
繰
り
返
し
な
の
で
３
年
も
経
験
す
れ

ば
実
務
や
仕
組
み
に
も
慣
れ
、
詳
し
く
な
る
の
で
、
学
務
委
員
の

変
わ
る
た
び
に
新
大
臣
着
任
時
の
官
僚
の
よ
う
に
〝
御
進
講
〟
申

し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
上
司
を
操
ろ
う
と
企
ん
で
は
お
り

ま
せ
ん
が
、
自
然
、
自
分
の
考
え
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
こ
と
は

否
定
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
わ
た
く
し
に
は
決
定
権
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
「
学
務
委
員
の
決
定
事
項
な
の
で
」
と
い
う
説
明
は
、

便
利
な
言
葉
と
し
て
頻
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。（
職

位
が
上
の
人
の
決
定
事
項
な
ら
学
生
に
も
効
果
絶
大
な
の
に
は
驚

き
ま
す
）
自
分
で
責
任
の
矢
面
に
た
た
ず
、
実
務
を
し
き
る
と
い

う
点
で
は
、
官
僚
的
な
仕
事
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
仕
事
の
実
態
は
、
学
生
の
お
姉
さ
ん
（
お
母

さ
ん
？
）
兼
、
秘
書
、
兼
、
教
育
者
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
要
は

こ
の
教
室
に
か
か
わ
る
学
生
に
関
す
る
事
項
の
便
利
屋
で
す
。
学

生
が
学
業
に
使
用
す
る
既
定
の
時
間
は
、
１
限
９
時
か
ら
６
限
終

了
19
時
40
分
ま
で
で
す
。
臨
床
実
習
に
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
こ
の
あ
た
り
が
コ
ア
タ
イ
ム
と
な
り
ま
す
。
夜
間
緊
急
で

学
生
が
飛
び
込
む
こ
と
は
な
く
、
週
末
に
飲
み
会
に
呼
び
出
さ
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
休
日
に
学
習
の
相
談
を
す
る
よ
う
な
奇
特

学
生
教
育
担
当
よ
り

奥
　
山
　
訓
　
子
（
73
）
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な
学
生
は
い
ま
だ
お
目
に
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
通
常
の
病
院
で

あ
れ
ば
や
っ
と
病
棟
業
務
に
入
れ
る
か
、
と
い
う
19
時
以
降
な
ど

は
学
生
も
部
活
に
い
そ
し
ん
で
お
り
、
そ
の
時
間
帯
や
学
生
の
長

期
休
暇
は
主
に
、
事
務
仕
事
に
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
夏
休

み
で
あ
れ
ば
、
使
用
す
る
教
材
のb

ru
sh u

p

作
業
や
、
な
ぜ
か

８
月
末
に
ま
と
め
て
行
わ
れ
る
各
種
再
試
験
の
問
題
準
備
や
採

点
、
成
績
評
価
な
ど
、
春
休
み
で
あ
れ
ば
、
次
年
度
４
学
年
分
の

シ
ラ
バ
ス
作
成
、
次
年
度
の
実
習
担
当
予
定
の
割
り
振
り
な
ど
の

作
業
が
あ
り
ま
す
。
臨
床
で
は
〝
田
植
え
の
時
期
の
怪
我
〟
な
ど

で
季
節
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
が
、
本
職
も
四
季
の
趣
を
実
感
で

き
ま
す
。
本
職
の
労
働
時
間
は
学
生
の
コ
ア
タ
イ
ム
に
合
わ
せ
れ

ば
よ
く
、
自
分
の
裁
量
も
比
較
的
き
く
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
と
や
ら
の
よ
い
職
と
い
え
ま
す
。

 

　
さ
て
、
前
述
の
シ
ラ
バ
ス
と
い
う
も
の
を
ご
存
じ
な
い
世
代
の

方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
説
明
を
し
よ
う
とW

ik
ip

ed
ia

を
開
い
た
と
こ
ろ
、
下
記
の
よ
う
な
身
も
ふ
た
も
な
い
記
述
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

『
日
本
で
は
講
義
・
授
業
の
大
ま
か
な
学
習
計
画
の
こ
と
。
米
国

で
は
、
各
回
講
義
内
容
か
ら
教
員
連
絡
方
法
ま
で
、
個
別
講
義
の

受
講
に
関
し
て
必
要
な
情
報
を
す
べ
て
盛
り
込
ん
だ
メ
モ
の
こ

と
。
こ
の
言
葉
は
、
米
国
の
学
校
で
慣
用
さ
れ
、
近
年
、
日
本
の

学
校
で
も
流
行
し
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
校
で
は
あ
ま
り

用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
米
国
の
学
校
に
お
い
て
は
、
個
々
の
講
座

の
独
立
性
が
強
く
、
教
員
も
外
部
か
ら
の
人
材
が
多
い
た
め
に
、

シ
ラ
バ
ス
は
講
座
の
教
育
方
針
や
教
員
の
連
絡
方
法
そ
の
他
の
情

報
を
含
ん
で
お
り
、
学
生
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
教

員
の
多
く
が
学
校
に
所
属
し
、
学
校
と
し
て
の
統
一
的
な
教
育
方

針
が
求
め
ら
れ
る
日
本
で
は
、
シ
ラ
バ
ス
は
、
も
っ
ぱ
ら
単
な
る

授
業
計
画
の
同
義
語
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
奇
妙
な
似

非
ラ
テ
ン
語
は
、
一
時
の
流
行
に
す
ぎ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。』

…
…
毎
年
か
な
り
の
労
力
を
費
や
し
て
作
成
す
る
の
で
す
が
、
そ

の
よ
う
な
評
価
を
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
一
面
も
あ
り
ま
す
。
現
場

の
実
感
と
し
て
は
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
よ
う
に
、
提
示
す
る

側
も
有
権
者
も
、
達
成
率
な
ど
あ
ま
り
気
に
と
め
て
い
な
い
よ
う

に
思
え
る
面
も
多
々
あ
り
…
…

　
こ
の
よ
う
に
、
本
職
は
当
教
室
に
お
い
て
は
比
較
的
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
や
す
い
仕
事
と
い
え
、
熾
烈
な
競
争
も

な
い
の
で
争
い
ご
と
の
苦
手
な
方
に
も
お
勧
め
で
す
。
し
か
し
、

ど
ん
な
恵
ま
れ
た
職
種
に
も
例
外
事
項
は
あ
り
ま
す
。
各
種
委
員

会
の
会
議
で
す
。
わ
た
く
し
が
職
務
上
担
当
す
る
医
学
部
の
委
員

会
委
員
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ

ッ
プ
検
討
作
業
部
会
、
Ｆ
Ｄ
委
員
会
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
委
員
会
、
Ｃ
Ｂ
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Ｔ
委
員
会
、
の
５
種
類
が
あ
り
ま
す
。
各
委
員
会
は
月
１
回
か
ら

隔
月
で
主
に
夕
方
18
時
以
降
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
数
年
来
、
同
じ

こ
と
を
繰
り
返
し
討
議
し
、
委
員
の
一
部
が
変
わ
る
た
び
に
同
じ

こ
と
を
蒸
し
返
し
て
討
議
し
、
と
い
う
生
産
性
の
な
い
会
議
も
あ

り
ま
す
。
と
い
う
の
も
出
席
率
が
非
常
に
悪
く
、
し
か
も
前
任
者

か
ら
の
申
し
送
り
が
な
い
教
室
も
多
い
か
ら
で
す
。
21
時
を
超
え

る
ま
で
話
し
合
っ
て
も
何
一
つ
決
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

三
田
か
ら
異
動
し
て
き
た
あ
る
学
生
課
職
員
が
『（
頭
は
い
い
は

ず
の
）
医
学
部
教
員
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
欠
如
』
と
い
う

素
朴
な
疑
問
を
呈
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
内
緒
話
で

で
す
）。
あ
ま
つ
さ
え
、
前
任
者
の
時
代
か
ら
数
年
間
に
わ
た
り
、

二
転
三
転
を
繰
り
返
し
た
揚
句
に
医
学
部
上
層
部
の
鶴
の
一
声
で

白
紙
と
な
っ
た
新
々
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
な
ど
と
い
っ
た
案
件
も
あ

り
ま
し
た
。
学
生
に
何
を
教
育
す
る
の
か
、
い
か
に
教
育
す
る
の

か
、
よ
り
も
教
室
の
利
益
誘
導
や
メ
ン
ツ
の
ほ
う
が
大
事
な
の
だ

ろ
う
か
と
思
わ
さ
れ
る
会
議
も
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

慶
應
の
教
育
に
関
す
る
体
制
は
石
器
時
代
ど
こ
ろ
か
、
恐
竜
が
跋

扈
す
る
時
代
に
近
い
と
す
ら
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
非
力
な
が

ら
も
慶
應
ザ
ウ
ル
ス
に
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
戦
わ
ね
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
大
概
、
凹
む
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
…

…
こ
の
よ
う
な
会
議
に
、
議
長
を
『
○
○
（
自
粛
）』
と
の
の
し

っ
て
机
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
退
出
す
る
…
…
と
い
う
妄
想
で
自
分

を
な
だ
め
な
が
ら
出
席
し
て
い
た
と
し
て
も
、
わ
た
く
し
は
責
め

ら
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
は
い
っ
て
も
、
本
職
は
楽
し
い
仕
事
で
す
。
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
、
し
か
も
、
今
の
と
こ
ろ
はonly one

の
仕

事
で
す
。
常
に
「
こ
こ
で
は
な
い
、
ど
こ
か
」
へ
行
き
た
い
わ
た

く
し
で
も
、
３
年
間
頑
張
れ
ま
し
た
。
本
職
に
ご
興
味
の
お
あ
り

の
方
、
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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２
０
０
９
年
７
月
に
帰
室
し
て
参
り
ま
し
た
70
回
の
早
稲
田
明

生
で
す
。
前
回
チ
ー
フ
と
し
て
慶
應
で
働
い
て
い
た
と
き
は
矢
部

教
授
の
時
で
す
か
ら
本
当
に
久
し
ぶ
り
で
す
。
あ
の
時
以
来
、
私

は
足
の
外
科
を
専
門
と
し
て
ず
っ
と
出
張
病
院
で
働
い
て
お
り
ま

し
た
が
、
大
学
と
な
る
と
ま
た
違
っ
た
環
境
と
な
り
ま
す
か
ら
自

分
な
り
に
そ
れ
な
り
の
緊
張
感
と
意
気
込
み
を
も
っ
て
帰
っ
て
き

た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
気
が
つ
け
ば
早
１
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
お
り
、
日
々
の
業
務
を
こ
な
す
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
足
の
外
科
を
専
門
に
し
て
い
た
と
申
し
ま
し
て
も
出
張
病
院
で

は
自
分
の
領
域
の
患
者
ば
か
り
に
専
念
し
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う

ほ
ど
足
の
患
者
が
多
い
わ
け
で
も
な
く
、
む
し
ろ
外
傷
を
中
心
と

し
た
専
門
以
外
の
領
域
の
患
者
を
治
療
す
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
須
田
医
局
長
か
ら
慶
應
へ
の
帰
室
の
ご

相
談
を
受
け
、
私
に
そ
の
任
務
が
務
ま
る
の
か
と
い
う
不
安
が
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
専
門
領
域
の
患
者
を
多
く
み
る
こ
と
が

出
来
る
い
い
機
会
だ
と
思
い
帰
室
を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

　
慶
應
で
は
井
口
先
生
、
須
田
先
生
の
ご
尽
力
の
お
陰
で
外
反
母

趾
の
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
す
が
、
他
に
も
変
形
性
足
関
節
症
や

扁
平
足
、
足
部
変
形
に
加
え
靭
帯
損
傷
や
距
骨
の
骨
軟
骨
障
害
を

は
じ
め
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
も
含
め
、
帰
室
後
に
多
く
の
症
例

を
経
験
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
今
ま
で
あ
ま
り

遭
遇
し
な
か
っ
た
よ
う
な
疾
患
ま
で
慶
應
と
い
う
こ
と
で
受
診
さ

れ
る
患
者
さ
ん
も
多
く
、
自
分
が
経
験
し
て
き
た
知
識
を
総
動
員

し
て
さ
ら
に
文
献
を
引
っ
張
り
出
し
て
格
闘
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
日
々
が
し
ば
ら
く
続
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
歳
に
な
っ
て
こ

の
よ
う
な
経
験
を
す
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
ま
た
新
鮮
な
気
持

ち
で
臨
床
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
若

い
レ
ジ
デ
ン
ト
の
先
生
達
に
接
し
、
彼
ら
か
ら
刺
激
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
の
は
本
当
に
幸
せ
と
感
じ
ら
れ
、
帰
室
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
戸
山
教
授
と
須
田
医
局
長
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
慶
應
在
職
中
に
こ
の
私
が
す
べ
き
こ
と
は
日
常
の
臨
床
に
加
え

業
績
を
積
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
若
い
先
生
達
に

足
の
外
科
の
面
白
さ
を
少
し
で
も
伝
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
疾
患
の
多
様
性
は
骨
の
数
で
決
ま
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
足
の
外
科
の
扱
う
領
域
は
多
種
多
様
で

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
足
の
外
科
は
日
本
の
整
形
外
科
に
お
い
て

マ
イ
ナ
ー
な
領
域
で
す
。
し
か
し
裏
を
返
せ
ば
ま
だ
ま
だ
開
拓
す

新
ス
タ
ッ
フ
紹
介

早
　
稲
　
田
　
明
　
生
（
70
特
）
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べ
き
領
域
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
専
門
を
決
め
よ
う
と
し
て
い
る
レ
ジ
デ
ン
ト
の
先
生

達
が
少
し
で
も
足
に
興
味
を
持
っ
て
頂
き
、
さ
ら
に
足
を
専
門
と

し
て
頂
け
る
よ
う
微
力
な
が
ら
も
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
２
０
１
０
年
４
月
よ
り
新
し
く
脊
椎
班
の
一
員
と
し
て
帰
室
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
細
金
直
文
と
申
し
ま
す
。
簡
単
に
自
己
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
平
成
９
年
度
に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
整
形
外
科

に
入
局
し
１
年
間
大
学
で
研
修
医
を
行
っ
た
後
、
済
生
会
神
奈
川

県
病
院
常
勤
研
修
医
と
し
て
外
傷
を
中
心
に
研
修
を
積
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
３
年
目
か
ら
大
学
院
に
進
学
し
、
骨
代

謝
の
研
究
に
従
事
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
学
内
に
骨
代
謝

の
研
究
を
行
う
ラ
ボ
が
な
か
っ
た
た
め
、
昭
和
大
学
歯
学
部
生
化

学
教
室
・
須
田
立
雄
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
骨

代
謝
と
い
う
テ
ー
マ
で
３
年
間
、
基
礎
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
残
り
の
１
年
３
か
月
間
を
慶
應
義
塾
大
学
に
新
設
さ
れ
た

発
生
分
化
生
物
学
教
室
で
須
田
年
生
教
授
、
宮
本
健
史
先
生
の
も

と
で
骨
軟
骨
・
椎
間
板
研
究
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
学
院
生
活
で
の
４
年
３
か
月
間
の
ブ
ラ
ン
ク
の
後
、
晴
れ
て

脊
椎
班
と
し
て
川
崎
市
立
川
崎
病
院
で
臨
床
に
復
帰
致
し
ま
し

た
。
脊
椎
班
と
は
名
ば
か
り
で
何
も
経
験
の
な
い
私
を
熱
心
に
ご

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
故
木
原
未
知
也
部
長
で
し
た
。
約
３

新
ス
タ
ッ
フ
紹
介

細
　
金
　
直
　
文
（
76
）
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年
間
、
一
か
ら
脊
椎
外
科
を
教
え
て
頂
き
大
変
お
世
話
に
な
り
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
川
崎
市
立
川
崎
病
院
の
後
、
か
ね
て
よ
り
希
望
し
て
お
り
ま
し

た
海
外
留
学
に
行
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
以

前
、
ふ
る
さ
と
で
も
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、N

ew
 

Y
ork

に
あ
り
ま
すH

ospital for Special Surgery

の
側
彎
症

専
門
で
あ
るO

heneba B
oachie-A

djei

先
生
の
も
と
、
１
年
間

臨
床
研
究
とbone biology
の
基
礎
研
究
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
帰
国
後
は
も
う
少
し
臨
床
の
研
鑽
を
積
み
た
い
と
考

え
、
館
林
の
慶
友
整
形
外
科
病
院
に
着
任
し
朝
か
ら
晩
ま
で
手
術

に
外
来
に
没
頭
し
た
２
年
半
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
度

４
月
か
ら
大
学
に
帰
室
致
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
臨
床
で
は
松
本
守
雄
先
生
の
も
と
、
同
級
生
の
渡
辺
航

太
先
生
と
と
も
に
脊
柱
変
形
チ
ー
ム
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
最
近
、
症
例
も
増
加
し
て
お
り
し
ば
し
ば
治
療
に
難
渋

す
る
成
人
脊
柱
変
形
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
過
去
の
症
例
に
学

び
な
が
ら
今
後
ど
の
よ
う
なstrateg

y

で
治
療
方
針
を
立
て
る

べ
き
か
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
脊
柱
変
形
の
治
療
経

験
は
浅
く
、
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
皆
様

の
お
力
を
お
借
り
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
基
礎
研
究
で
は
ま
だ
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
骨
軟
骨
、
椎
間
板
代
謝
の
研
究

に
従
事
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
帰
室
し
て
か
ら
早
４
か
月
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
業
務
内
容
や
生
活
環
境
が
大
幅
に
変
化
し
て
い
る
と
感
じ
る

と
同
時
に
、
大
学
で
勤
務
す
る
こ
と
の
様
々
な
意
味
で
の
責
任
を

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
多
く
の
素
晴
ら
し
い

ス
タ
ッ
フ
に
囲
ま
れ
、
と
も
に
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
大
変
誇
り

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
大
学
院
進
学
や
留
学
な
ど
の
重

要
な
選
択
に
際
し
よ
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ご
指
導
下
さ
っ
た
戸

山
教
授
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
教
室
の
発
展
、
ひ
い
て

は
医
学
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
20
年
12
月
11
日
（
木
）、
12
日
（
金
）
の
２
日
間
、
ホ
テ

ル
ラ
フ
ォ
ー
レ
東
京
（
品
川
）
に
お
い
て
第
19
回
日
本
小
児
整
形

外
科
学
会
学
術
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
５
５
７
名

と
こ
れ
ま
で
の
本
学
会
の
う
ち
で
最
も
多
く
、
教
室
員
・
同
窓
会

の
諸
先
生
方
の
大
き
な
協
力
の
中
で
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
学
会
は
日
大
鳥
山
教
授
に
よ
り
弟
１
回
が
始
ま
り
、
小
児
整

形
外
科
を
扱
う
者
同
士
が
一
同
に
集
ま
ろ
う
と
い
う
も
の
で
し

た
。
同
窓
で
は
第
５
回
の
村
上
寶
久
先
生（
国
立
小
児
病
院
医
長
）、

第
10
回
の
石
井
良
章
教
授
（
杏
林
大
教
授
）、
第
14
回
の
斉
藤

　

進
教
授
（
昭
和
大
藤
が
丘
病
院
教
授
）
に
続
く
も
の
で
す
。

　
さ
て
学
会
の
準
備
は
約
３
年
前
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
慶
大
講

師
で
あ
る
柳
本
先
生
は
じ
め
慶
大
整
形
外
科
の
多
く
の
先
生
方
の

尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
私
は
終
世
忘
れ
ま
せ
ん
。
最

初
の
仕
事
は
会
場
・
会
期
を
決
め
る
こ
と
で
し
た
。
学
会
を
行
う

３
会
場
が
丁
度
良
い
大
き
さ
で
あ
り
配
置
が
良
い
点
と
か
、
場
所

が
新
幹
線
で
も
空
の
便
で
も
便
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
品
川

（
ホ
テ
ル
ラ
フ
ォ
ー
レ
東
京
）
に
決
め
ま
し
た
。

学
会
の
テ
ー
マ
は
「
小
児
整
形
外
科
の
現
在
・
未
来
」
と
し
て
（
図

１
）、
こ
れ
か
ら
先
に
希
望
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
意
味
合
い
を
持

た
せ
ま
し
た
。
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
歩
行
開
始
後
の
先
天
股

脱
の
治
療
」
と
し
ま
し
た
。
学
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
先
天
股
脱
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
す
る
以
外
は
な
る

べ
く
多
く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
万
遍
な
く
多
く
の

人
た
ち
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
基
本
的
な
考
え
と
し
ま
し
た
。

第
19
回
日
本
小
児
整
形
外
科
学
会

　
坂
　
巻
　
豊
　
教
（
50
）

学
会
開
催
報
告

図１
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先
天
股
脱
と
し
て
はP

rof.P
erry S

ch
oen

eck
er

（
米
国
）、

P
rof.C

olin
e M

oseley

（
米
国
）、P

rof.K
en K

u
o

（
台
湾
）
を

特
別
講
演
者
と
し
て
、
済
生
会
中
央
病
院
の
鈴
木
先
生
に
お
願
い

し
てP

rof. M
cC

aphy

に
乳
幼
児
側
彎
症
に
関
し
て
お
願
い
し
ま

し
た
。

　
次
の
大
き
な
課
題
は
何
と
言
っ
て
も
経
費
の
こ
と
で
し
た
。
ま

ず
最
初
に
出
来
る
だ
け
総
経
費
を
抑
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
参
会
費
だ
け
で
は
と
て
も
足
り
な
い
こ
と
は
ど
こ
の
学

会
を
み
て
も
わ
か
る
こ
と
で
し
た
。
資
金
に
関
し
て
は
皆
の
力
が

大
き
く
私
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。
企
業
の
寄
付
に
つ
い
て

は
私
が
国
家
公
務
員
の
た
め
直
接
扱
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
慶
大
の
方
で
柳
本
Dr
、
藤
田
Dr
、
そ
の
他
の
先
生
た
ち
が

率
先
し
て
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
教
室
員
・
同
窓
会
員
か
ら
の
寄

付
も
多
く
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
ど
の
会
よ
り
も
多
か
っ
た
演
題
の
募
集
・
採
択
、

座
長
の
決
定
も
予
定
通
り
に
進
み
ま
し
た
（
こ
の
こ
の
頃
が
一
番

忙
し
か
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
）。
抄
録
集
も
完
成
し
、
つ
い
に

12
月
10
日
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
編
集
委
員
会
、
教
育
研

修
委
員
会
、
理
事
会
、
評
議
員
会
の
後
に
会
長
招
宴
を
開
崔
し
ま

し
た
。
こ
の
会
長
招
宴
は
〝
慶
應
ら
し
い
学
会
を
〟
と
い
う
私
の

思
い
を
通
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
し
た
。
国
分
日
本
整
形
外

科
学
会
理
事
長
、
山
室
京
大
名
誉
教
授
、
戸
山
慶
大
教
授
、
石
井

杏
林
大
名
誉
教
授
、
の
挨
拶
が
続
き
（
図
３
）、
そ
し
て
私
が
第

19
回
本
学
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
慶
應
の
ワ
グ
ネ

ル
に
よ
る
慶
應
讃
歌
な
ど
が
演
奏
さ
れ
る
中
を
宴
会
に
移
り
ま
し

た
。
司
会
は
柳
本
先
生
が
見
事
に
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
学
術
集
会
は
予
定
通
り
に
進
み
、
熱
心
な
発
表
・
討
議
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
（
図
２
）。
口
演
会
場
、
ポ
ス
タ
ー
会
場
と
も
そ
れ

ぞ
れ
が
近
接
し
て
お
り
、
か
つ
十
分
な
広
さ
と
収
容
人
員
を
確
保

し
た
せ
い
か
ゆ
っ
た
り
と
し
た
感
じ
で
し
た
。
会
場
の
周
囲
も
ゆ

っ
た
り
と
し
て
い
て
、
あ
ち
こ
ち
で
会
員
が
談
笑
し
合
う
風
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
２
日
目
の
夜
に
は
全
員
懇
親
会
が
開
か
れ
、
海

外
か
ら
来
日
し
た
20
数
名
に
対
す
る
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
学
術
集
会
を
振
り
返
っ
て
、
皆
の
協
力
を
こ
れ
ま
で
以
上

図２
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に
強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。
写
真
は
こ
の
学
会
を
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
で
す
（
図
４
）。

教
室
員
、
同
窓
の
先
生
方
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図３

図４
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私
が
今
回
開
催
い
た
し
ま
し
た
第
20
回
日
本
整
形
外
科
学
会
骨

系
統
疾
患
研
究
会
は
、
平
成
20
年
12
月
12
日
に
品
川
区
の
御
殿
山

ガ
ー
デ
ン

　
ホ
テ
ル
ラ
フ
ォ
ー
レ
東
京
に
て
、
予
想
以
上
の
盛
会

で
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
会
の
準
備
・
運
営
に
は
、
戸
山
芳

昭
教
授
を
初
め
、
慶
大
整
形
外
科
の
皆
様
の
多
大
な
ご
支
援
お
よ

び
ご
協
力
を
賜
り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
回
の
研
究
会
に
つ
い
て
で
す
が
、
第
18
回
の
研
究
会

か
ら
日
本
小
児
整
形
外
科
学
会
の
学
術
集
会
と
同
時
開
催
さ
れ
て

い
る
た
め
、
国
立
病
院
機
構
箱
根
病
院
副
院
長
坂
巻
豊
教
先
生
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
第
19
回
小
児
整
形
外
科
学
会
の
会
場
の
一
部
を

お
借
り
し
て
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
坂
巻
先
生
に
も
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
演
題
数
は
16
題
と
、
や
や
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
骨
系
統
疾
患
の
中
で
も
比
較
的
目
に
す
る
こ
と
の
多
い
多

発
性
外
骨
腫
や
線
維
性
骨
異
形
成
症
、
く
る
病
と
い
っ
た
疾
患
の

臨
床
に
お
い
て
直
接
役
に
立
つ
報
告
が
多
く
、
そ
れ
以
外
の
報
告

も
含
め
て
い
ず
れ
も
有
意
義
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
教
育
研
修

講
演
は
、慶
應
小
児
科
学
教
室
准
教
授
の
小
崎
健
次
郎
先
生
に
「
橈

骨
奇
形
の
臨
床
遺
伝
学
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
臨
床
遺
伝
学
に

つ
い
て
非
常
に
解
り
や
す
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

大
変
好
評
で
し
た
。

　
骨
系
統
疾
患
は
、
症
例
数
が
比
較
的
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

疾
患
分
類
が
複
雑
で
あ
り
、
ま
た
、
治
療
に
際
し
て
病
態
の
原
因

を
考
慮
す
べ
き
こ
と
も
あ
っ
て
、
通
常
の
方
法
で
は
な
か
な
か
う

ま
く
治
療
で
き
な
い
こ
と
の
多
い
疾
患
群
で
、
運
動
器
治
療
に
精

通
し
て
い
る
我
々
整
形
外
科
医
に
と
っ
て
も
、
診
断
、
治
療
に
難

渋
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
元
年
に
日
本

整
形
外
科
学
会
内
に
、
骨
系
統
疾
患
の
分
類
・
整
理
、
全
国
登
録
制

度
の
検
討
、
研
究
会
の
開
催
な
ど
を
目
的
と
し
た
骨
系
統
疾
患
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
整
会
骨
系
統
疾
患
委
員
会
の

活
動
と
し
て
、
平
成
元
年
か
ら
年
１
回
本
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
９
年
度
か
ら
は
、
日
本
整
形
外
科
学
会

の
主
催
と
な
り
、
抄
録
集
も
日
整
会
誌
と
し
て
配
布
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
日
本
の
全
整
形
外
科
医
が
そ
の
内
容
を
目
に
し
、

知
る
こ
と
が
で
き
る
研
究
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
日
整
会

の
な
か
で
骨
系
統
疾
患
委
員
会
が
小
児
整
形
外
科
委
員
会
に
変
更

さ
れ
、
本
研
究
会
の
今
後
に
関
し
て
も
、
見
通
し
の
立
ち
難
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
同
門
の
先
生
方
に
骨
系
統
疾
患

お
よ
び
本
研
究
会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

第
20
回
日
本
整
形
外
科
学
会

骨
系
統
疾
患
研
究
会

下
　
村
　
哲
　
史
（
64
）
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［
Ⅰ
］  

第
21
回
日
本
肘
関
節
学
会
学
術
集
会
　

　
平
成
17
年
の
理
事
会
に
て
平
成
20
年
度
の
日
本
肘
関
節
学
会
会

長
に
指
名
さ
れ
、
去
る
平
成
21
年
２
月
14
日
（
土
）、
東
京
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
第
21
回
日
本
肘
関
節
学
会
学
術

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
日
本
肘
関
節
学
会
は
平
成
の
世
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

即
ち
、
平
成
元
年
に
第
１
回
日
本
肘
関
節
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、

15
回
の
研
究
会
を
経
る
う
ち
に
会
も
大
き
く
な
っ
て
ゆ
き
、
平
成

16
年
の
第
16
回
よ
り
日
本
肘
関
節
学
会
と
な
り
、
理
事
長
制
が
取

り
入
れ
ら
れ
、
一
層
の
発
展
が
図
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
平
成
20
年

の
学
会
で
研
究
会
と
併
せ
て
通
算
20
回
の
学
術
集
会
が
開
催
さ

れ
、
成
人
に
達
し
た
と
言
え
ま
す
。
今
回
の
第
21
回
の
学
会
は
、

成
人
と
し
て
新
た
な
飛
躍
・
発
展
を
図
る
転
換
期
で
あ
ろ
う
と
の

認
識
の
元
に
、
学
会
参
加
お
よ
び
学
会
会
員
に
満
足
し
て
貰
え
る

よ
う
な
学
術
集
会
に
す
べ
く
、
当
大
学
の
教
室
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

鋭
意
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
学
術
集
会
の
場
所
は
利
便
性
を
考
え
、
東
京
駅
に
隣
接
し
た
新

築
の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
選
び
、
会
期
は
通

例
の
如
く
２
月
第
２
週
目
の
平
成
21
年
２
月
14
日
（
土
）
と
し
ま

し
た
。
理
事
会
、
評
議
員
会
に
お
い
て
、
学
会
会
期
２
日
案
も
論

じ
ら
れ
て
来
ま
し
た
が
、
今
回
は
１
日
の
会
期
と
す
る
事
、
又
、

近
年
の
本
学
会
で
は
会
場
数
が
増
え
て
行
く
傾
向
に
あ
る
中
で
、

肘
関
節
と
い
う
限
ら
れ
た
部
位
の
学
会
で
あ
る
事
か
ら
、
原
点
に

立
ち
戻
っ
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
演
題
を
聞
き
、
討
論
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
口
演
会
場
数
は
２
会
場
と
し
、
ポ
ス
タ
ー
展
示
発
表

を
多
く
取
り
入
れ
る
事
に
し
ま
し
た
。

　
応
募
演
題
数
が
１
５
０
題
と
多
数
に
の
ぼ
り
、
１
日
の
会
期
内

で
済
ま
せ
る
配
分
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
朝
８

：

30
か
ら
18

：

30

ま
で
の
時
間
内
で
な
ん
と
か
収
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
口
演
・

討
論
の
時
間
が
充
分
で
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
発
表
者
・

参
加
者
の
協
力
を
得
て
、
比
較
的
ス
ム
ー
ス
な
運
営
が
出
来
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
会
内
容
は
、
教
育
研
修
講
演
と
し
て
、
海
外
か
ら
は
ド
イ
ツ
、

M
urnau T

raum
a C

enter

のD
r. O

liver T
rapp

を
招
聘
し
、

〝C
u
rren

t  T
reatm

en
t C

on
cep

ts: D
istal H

u
m

eru
s an

d 

O
lecran

on F
ractu

res

〟
の
タ
イ
ト
ル
で
講
演
し
て
頂
き
ま
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
ド
イ
ツ
最
大
の
外
傷
セ
ン
タ
ー
で
、
年
間
手

術
件
数
約
２
万
例
を
誇
る
施
設
で
あ
り
、
演
者
は
豊
富
な
外
傷
治

第
21
回
日
本
肘
関
節
学
会
学
術
集
会

 

　
　
岡
　
　
義
　
範
　（
50
）
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療
の
経
験
を
持
つ
気
鋭
の
医
師
で
、
聴
衆
に
益
す
る
と
こ
ろ
極
め

て
大
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
２
題
選
び
、
１
つ
は
琉
球
大
・
金
谷

文
則
教
授
に
〝
血
管
柄
付
き
筋
膜
脂
肪
弁
移
植
と
橈
骨
骨
切
り
術

を
用
い
た
先
天
性
橈
尺
骨
癒
合
症
の
授
動
術
〟
に
つ
い
て
講
演
し

て
頂
き
ま
し
た
。
内
容
が
や
や
特
殊
で
あ
っ
た
事
も
あ
り
、
玄
人

の
聴
衆
者
が
多
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
が
、
そ
の
分
深
い
内
容
の

質
疑
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
も
う
１
つ
は 

近
年
急
速
に
多
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
［
肘
関
節
鏡
視
下
手
術
］
を
テ
ー
マ
に

取
り
上
げ
、

（1）
〝
上
腕
骨
外
側
上
顆
炎
難
治
例
に
対
す
る
関
節
鏡

視
下
手
術
〟
に
つ
い
て
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
の
新
井 

猛
講
師
に
、

（2）
〝
肘
関
節
鏡
視
下
手
術
―
Ｏ
Ａ
肘
お
よ
び
Ｒ
Ａ
肘
に
対
す
る
鏡

視
下
形
成
術
〟
を
大
阪
厚
生
年
金
病
院
の
島
田
幸
造
部
長
に
、
30

分
ず
つ
の
２
題
構
成
と
し
て
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
約
３
０
０
名

ほ
ど
収
容
の
第
２
会
場
で
の
講
演
で
し
た
が
、
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク

の
テ
ー
マ
で
、
ビ
デ
オ
を
用
い
た
実
技
を
含
め
た
講
演
で
も
あ
り
、

若
手
を
中
心
に
会
場
溢
れ
ん
ば
か
り
の
参
加
と
な
り
、
立
っ
た
ま

ま
で
の
食
事
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、
椅
子
を
端
々
に
追
加
で

用
意
す
る
事
大
慌
て
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　
主
題
は
８
テ
ー
マ
に
つ
い
て
応
募
し
ま
し
た
が
、
応
募
演
題
か

ら
、 

１.

肘
関
節
周
辺
骨
折
、
２.

関
節
鏡
視
下
手
術
、
３.

離
断
性

骨
軟
骨
炎
、
４.

解
剖
・
基
礎
、
５.

新
し
い
工
夫
と
し
、
集
中
的

な
討
論
を
行
な
っ
て
貰
い
ま
し
た
。

　
学
術
集
会
参
加
者
数
は
有
料
・
招
待
者
含
め
て
約
５
８
０
名
余

の
参
加
を
得
、
本
学
会
と
し
て
は
最
多
と
い
え
る
参
会
者
で
あ
り

ま
し
た
。
口
演
会
場
数
を
２
会
場
に
絞
っ
た
事
が
影
響
し
て
か
、

討
論
も
多
く
白
熱
し
、
多
く
の
方
々
か
ら
御
世
辞
で
も
学
術
集
会

大
成
功
の
賛
辞
を
頂
き
、
主
催
者
と
し
て
誠
に
嬉
し
く
、
実
り
あ

る
学
会
に
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
企
業
か
ら
の
寄
付
も
厳
し
く
な
り
、
当
初
収
支
に
関
し
て

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
若
干
の
黒
字
で
乗
り
切
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

　
以
上
、
関
係
の
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
、
学
会
の
報
告
と
致
し

ま
す
。

［
Ⅱ
］ 

日
本
肘
関
節
学
会
理
事
長
就
任
報
告

 

　
こ
の
度
、
平
成
22
年
２
月
の
日
本
肘
関
節
学
会
理
事
会
に
お
い

て
、
当
学
会
新
理
事
長
に
推
挙
・
選
任
さ
れ
、
理
事
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
日
本
肘
関
節
学
会
は
平
成
元
年
に
日
本
肘
関

節
研
究
会
と
し
て
始
ま
り
、
平
成
16
年
の
第
16
回
よ
り
理
事
長
制

が
取
り
入
れ
ら
れ
日
本
肘
関
節
学
会
と
な
り
、
一
層
の
発
展
を
遂

げ
て
来
ま
し
た
。
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初
代
の
阿
部
宗
昭
・
大
阪
私
大
教
授
、
２
代
目
の
長
野
昭
・
浜
松

医
大
教
授
に
続
く
第
３
代
目
理
事
長
と
な
り
ま
す
。
た
ま
た
ま
の

巡
り
あ
わ
せ
と
は
言
え
、
責
任
あ
る
本
職
に
就
任
し
た
事
は
極
め

て
重
大
な
事
と
認
識
し
て
お
り
、
不
肖
な
自
分
如
き
に
務
ま
る
だ

ろ
う
か
と
の
不
安
が
有
り
ま
す
が
、
選
ば
れ
お
受
け
し
た
以
上
は

こ
れ
ら
を
払
拭
し
て
、
最
大
限
の
努
力
で
職
務
に
専
念
し
、
日
本

肘
関
節
学
会
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
全

力
を
尽
く
し
邁
進
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
肘
関
節
学
会
が
独
立
し
て
存
在
す
る
の
は
日
本
だ
け
で
あ
り
ま

す
。
肘
関
節
の
領
域
は
肩
と
手
に
挟
ま
れ
、
そ
の
両
方
に
関
連
の

多
い
分
野
で
、
欧
米
で
は
肩
肘
学
会
と
し
て
研
究
が
行
な
わ
れ
て

き
て
お
り
、
学
会
機
関
誌
もJ. of S

h
ou

ld
er an

d E
lb

ow
 

S
u
rg

ery

と
し
て
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
で
は
手
外

科
の
分
野
の
人
が
多
数
を
占
め
、
手
外
科
と
は
縁
の
切
れ
な
い
領

域
で
す
。
現
在
私
が
在
籍
す
る
東
海
大
学
整
形
外
科
手
肘
グ
ル
ー

プ
の
全
員
が
、
ま
た
慶
應
整
形
外
科
関
連
で
は
多
数
の
手
外
科
医

が
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
が
日
本
肘
関
節
学
会
に
も
同

時
に
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
数
の
同
胞
の
支
援
を
得

な
が
ら
理
事
長
職
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

幸
い
、
12
人
の
理
事
の
中
に
は
慶
應
関
連
の
田
崎
憲
一
・
根
本
孝

一
先
生
が
お
り
、
心
強
い
限
り
で
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
４
月
に
日
本
手
外
科
学
会
の
新
理
事
長
に
同
門

52
回
の
佐
々
木
孝
先
生
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
御
座

い
ま
す
。
こ
れ
で
手
肘
の
分
野
の
理
事
長
を
慶
應
関
係
で
占
め
る

事
に
な
り
、
極
め
て
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
だ
と
思
い
ま
す
。

勿
論
私
の
領
域
の
肘
部
門
で
は
独
立
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
よ
う
模

索
・
努
力
す
る
事
は
当
然
で
す
が
、
手
外
科
学
会
と
良
好
な
協
力

関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
互
い
の
向
上
・
発
展
に
努
め
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
門
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
理
事
長
就
任
の
報
告
と
致
し
ま
す
。
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２
０
０
９
年
３
月
20
日
お
よ
び
21
日
、
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ

ボ
ー
（
砂
防
会
館
別
館
、
東
京
）
に
て
、
杏
林
大
学
整
形
外
科
里

見
和
彦
主
任
教
授
を
会
長
と
し
て
、
関
東
整
形
災
害
外
科
学
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
脊
椎
、
股
関
節
な
ど
専
門
分
野
に
も
と
づ

い
た
学
会
は
、
参
加
者
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

関
東
や
東
日
本
な
ど
地
区
ご
と
の
学
会
は
、
何
か
と
地
味
目
な
印

象
が
あ
る
の
か
、
近
年
参
加
者
の
減
少
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
少

し
で
も
参
加
人
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
里
見
教
授
の
ご
指
導
の

も
と
、（
１
）「
整
形
外
科
手
術
と
医
療
安
全
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
を
設
け
る
、（
２
）
日
本
整
形
外
科
学
会
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
に
か
か
わ
っ
た
先
生
が
た
に
よ
る
「
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
活
用
と
問
題
点
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
設
け
る
、（
３
）

参
加
し
や
す
い
祭
日
と
土
曜
日
の
開
催
と
す
る
、
な
ど
企
画
段
階

で
の
工
夫
を
行
う
と
と
も
に
、
慶
應
教
室
関
連
の
先
生
方
に
も
ご

参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
演
題
数
は
１
８
７
題
（
こ
こ
数
年
関
東
整
形
災
害
外
科
学
会
の

演
題
数
は
１
４
０
前
後
で
し
た
）、
参
加
者
数
は
５
５
４
名
と
近

年
に
な
い
盛
況
の
な
か
、
と
く
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
会
を

終
了
で
き
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
決
断
力
と

企
画
力
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
い
た
里
見

教
授
、
ま
た
ご
多
忙
な
な
か
、
演
題
を
い
た
だ
き
、
座
長
を
お
勤

め
い
た
だ
き
、
ま
た
参
加
い
た
だ
い
た
慶
應
教
室
関
連
の
先
生
が

た
の
お
か
げ
と
、
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
や
パ
ネ
ル
の
企
画
と
人
選
、
教
育
研
修
講
演
の
講
師
や

座
長
の
先
生
が
た
と
の
連
絡
、
学
会
担
当
業
者
や
印
刷
業
者
と
の

打
ち
合
わ
せ
、
学
会
場
や
ホ
テ
ル
の
手
配
、
演
題
の
分
類
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
、
前
日
の
会
長
晩
餐
会
か
ら
始
ま
る
３
日
間
の
人

の
動
き
と
会
場
の
状
況
の
把
握
な
ど
、
と
く
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

初
動
期
に
あ
っ
て
は
、
大
量
の
情
報
の
処
理
が
滞
り
が
ち
で
、
周

囲
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
押
し
寄
せ
る
大
量

の
情
報
の
中
で
、
無
駄
な
く
時
間
を
使
い
、
迅
速
に
情
報
を
処
理

し
て
ゆ
く
方
法
を
常
に
考
え
る
習
慣
が
つ
き
ま
し
た
。
個
人
的
な

こ
と
で
す
が
、
一
つ
の
成
果
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

第
４９
回
関
東
整
形
災
害
外
科
学
会

森
　
井
　
健
　
司
（
70
）
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平
成
21
年
４
月
16
日
（
木
）、
17
日
（
金
）
の
２
日
間
、
新
宿

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
52
回
日
本
手
の
外
科
学
会
学
術

集
会
を
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
上
肢
班
の
代
表

と
し
て
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
慶
大
整
形
外
科
の
日
手

会
学
術
集
会
開
催
は
４
回
目
で
あ
り
、
３
回
目
の
第
33
回
会
長
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
恩
師
矢
部
裕
名
誉
教
授
か
ら
「
慶
應
ら
し
い
学

術
集
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
」
と
の
命
題
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
慶
大
整
形
外
科
上
肢
班
の
全

員
の
協
力
を
得
て
、
十
分
に
準
備
を
進
め
て
本
学
術
集
会
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
学
術

集
会
を
成
功
裡
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
の
は
、
多
く
の

日
手
会
会
員
の
協
力

も
さ
る
こ
と
な
が
ら

慶
大
上
肢
班
を
中
心

に
同
窓
の
皆
様
の
絶

大
な
御
支
援
と
御
協
力
の
賜
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
今
も
な
お
、

深
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
加
え
て
、「
慶
應
ら
し
い
」

ス
ム
ー
ス
な
会
の
運
営
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
慶
大
上
肢
班
の

並
々
な
ら
ぬ
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
と
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
の
参
加
者
は
１
７
３
３
名
で
し
た
。
１
８
６
名
の
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
。
一
般
演
題
の
応
募
者
数

は
過
去
最
多
の
５
１
２
演
題
で
し
た
。
75
名
の
査
読
委
員
に
厳
正

な
審
査
を
し
て
い
た
だ
き
、
応
募
演
題
５
１
２
演
題
の
中
か
ら
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
５
演
題
、
パ
ネ
ル
６
演
題
、
口
演
２
５
７
演
題
、

e-p
oster

１
６
３
演
題
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
４
３
１
演
題
を

採
用
し
ま
し
た
（
採
用
率
８
４.

２
％
）。
学
術
集
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
「
専
門
医
制
度
の
確
立
―
更
な
る
技
術
の
修
得
に
向
け
て
」

と
し
て
、
専
門
医
制
度
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
結
果
を
含
ん
だ
会
長
講
演
、
専
門
医
の
た
め
の
12
題
の
特
別

講
座
な
ど
の
企
画
を
組
み
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
６
人
の
海
外

招
待
講
演
、
５
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
３
つ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
橈
骨
遠
位
端
骨
折
の
治
療
に
関
す
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
１

つ
組
み
ま
し
た
。
学
術
集
会
は
す
べ
て
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
内
で

行
い
、
７
つ
の
発
表
用
会
場
と
展
示
会
場
の
８
会
場
を
使
用
し
ま

し
た
。
ま
た
、
紙
の
展
示
ポ
ス
タ
ー
は
や
め
て
す
べ
てe-p

oster

と
し
96
台
の
閲
覧
用
の
Ｐ
Ｃ
を
配
置
し
企
業
展
示
会
場
を
挟
ん
で

第
52
回
日
本
手
の
外
科
学
会
学
術
集
会

堀
　
内
　
行
　
雄
（
52
）
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両
脇
に
６
、７
会
場
を
設
置
し
、e-p

oster

の
演
者
に3

分
間
の

口
演
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
初
日
の
朝
の
窓
口
の

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
事
前
参
加
登
録
な
ら
び
に
事
前
に
単
位
申

請
講
演
受
講
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
加
え
、
開
会

の
辞
の
直
後
に
他
の
講
演
会
場
に
先
立
ち
会
長
講
演
を
行
い
、
今

回
の
学
術
集
会
の
趣
旨
と
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
企
画
は
す
べ
て
好
評
で
あ
っ
た
よ
う
で
主
催
者

と
し
て
と
て
も
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形
の
会
長
講

演
に
つ
い
て
も
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
も
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
海
外
招
待
講
演
と
し
ま
し
て
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
のG

 

L
u
n
d
b
org

教
授
（
手
と
脳
と
心
）、
ス
ペ
イ
ン
のM

 G
arcia-

E
lias

教
授
（
バ
イ
オ
メ
カ
二
ク
ス
）、
米
国
のR

A
 B

erg
er

教

授
（D

R
U

J

）
とC

A
 P

eim
er

先
生
（
手
内
筋
拘
縮
）、
韓
国

G
H

 B
aek

教
授
（
母
指
先
天
異
常
）、
フ
ラ
ン
スC

 D
um

ontier

先
生
（
骨
間
膜
）
の
６
人
の
先
生
に
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
分
野
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
は
「
末
梢

神
経
再
生
の
基
礎
と
臨
床
応
用
」、「
日
手
会
専
門
医
制
度
の
現
状

と
将
来
展
望
」、「
手
関
節
尺
側
部
痛
に
対
す
る
診
断
と
治
療
」「
手

の
先
天
異
常

：

母
指
の
機
能
障
害
と
そ
の
再
建
」
と
「
手
根
管
症

候
群
重
症
例
に
対
す
る
母
指
対
立
機
能
再
建
術
の
必
要
性
と
そ
の

工
夫
」
の
５
テ
ー
マ
を
企
画
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
は
「
手
の
外
科
領
域
の
骨
軟
骨
欠
損
に
対
す
る
対
策
」、「
Ｃ

Ｒ
Ｐ
Ｓ
の
病
態
と
治
療
」、「
末
梢
神
経
砂
時
計
様
く
び
れ
の
病
態

と
治
療
」
と
「
橈
骨
遠
位
端
骨
折
─
各
種
プ
レ
ー
ト
の
適
応
と
限

界
─
」
の
４
テ
ー
マ
を
企
画
し
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
座
長
、
演

者
の
先
生
方
の
ご
努
力
と
参
加
者
を
含
め
た
活
発
な
討
論
に
よ

り
、
実
り
あ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
独
自
で
画
期
的
な
手
術
法
や
治
療
法
を
考
案
し

た
12
名
の
日
手
会
会
員
の
先
生
方
に
お
願
い
し
た
特
別
講
座
も
好

評
で
し
た
。
さ
ら
に
、
橈
骨
遠
位
端
骨
折
治
療
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
も

十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
２

口
演
も
一
般
演
題
の
中
で
口
演
し
て
も
ら
い
、
例
年
よ
り
良
か
っ

た
と
の
評
価
を
得
ま
し
た
。e-p

oster

演
題
の
中
に
査
読
で
満
点

を
取
っ
た
２
演
題
が
含
ま
れ
て
お
り
、
会
長
賞
と
し
て
閉
会
式
で

表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
期
中
に
行
い
ま
し
た
第
48
回

手
の
先
天
異
常
懇
話
会
、
直
後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
32
回
末
梢

神
経
を
語
る
会
も
盛
況
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
も
多
く
の
関
係
者
な

ら
び
に
参
加
者
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
取
り
組
み
を
交
え
て
多
く
の
企
画
を
実
践
い
た
し
ま
し

た
が
、
平
行
で
進
行
す
る
演
題
も
多
く
、
す
べ
て
の
演
題
を
聞
い

て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。
招
待
講
演
、
シ
ン
ポ
、

パ
ネ
ル
、
特
別
講
座
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
各
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、
口

演
、e-p

oster
と
も
ほ
ぼ
満
席
に
近
い
状
態
に
な
り
、
活
発
に
討
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論
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
は
会
長
と
し
て
あ
り
が
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
の
名
に
恥
じ
な
い
実
り
あ
る

学
術
集
会
を
開
催
す
る
た
め
の
計
画
と
運
営
に
関
す
る
準
備
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
小
生
が
公
立
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
関
係
上
、

学
会
運
営
と
し
て
重
要
な
一
翼
を
担
う
財
務
面
の
こ
と
を
慶
大
上

肢
班
の
池
上
博
泰
専
任
講
師
（
64
回
）
に
主
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

教
室
内
の
実
行
委
員
と
し
て
、
池
上
君
の
ほ
か
に
中
村
俊
康
専
任

講
師
（
67
回
）、
佐
藤
和
毅
専
任
講
師
（
68
回
）、
奥
山
訓
子
講
師

（
73
回
）、
岡
崎
真
人
助
教
（
74
回
）
の
各
先
生
方
に
学
術
集
会
に

関
連
し
た
多
く
の
仕
事
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
教
室
外
の
実
行
委

員
に
は
、
高
山
真
一
郎
先
生
（
57
回
）
に
も
お
願
い
し
、
い
ろ
い

ろ
な
難
題
を
解
決
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
旧
慶
大
手

の
外
科
班
の
多
く
の
先
生
方
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
ご
協
力
や

温
か
い
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
公
立
病
院
の
副
院
長
と
い
う
立
場
上
、
財
務
面
の
問
題
で
他
の

学
会
や
研
究
会
の
会
長
は
ほ
と
ん
ど
辞
退
し
て
き
ま
し
た
。
思
え

ば
今
か
ら
５
年
前
の
平
成
18
年
１
月
に
、
い
ろ
い
ろ
と
迷
っ
た
あ

げ
く
に
日
本
手
の
外
科
学
会
学
術
集
会
の
会
長
に
立
候
補
す
る
こ

と
を
、
矢
部 

裕
名
誉
教
授
、
戸
山
芳
昭
教
授
な
ら
び
に
大
谷 

清

同
窓
会
長
に
ご
相
談
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
背
中
を
押
さ
れ

る
か
た
ち
で
、
慶
大
整
形
外
科
上
肢
班
を
代
表
し
て
多
く
の
不
安

を
抱
え
な
が
ら
、
日
本
手
の
外
科
学
会
学
術
集
会
会
長
選
に
立
候

補
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
52
回
日
本
手
の
外
科
学
会
学
術
集

会
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
た
こ
と
を

今
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
前
述
の
実
行
委
員
と

と
も
に
、
会
場
の
選
定
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
会
社
の
選
定
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
決
定
、
海
外
招
待
講
演
者
の
決
定
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

パ
ネ
ル
、
特
別
企
画
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
・
モ
ー
ニ
ン

グ
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
人
選
な
ど
多
く
の
こ
と
を
決
め
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
の
選
定
、
演
題
募
集
、
演
題
募
集
時
の
ア
ン
ケ

ー
ト
、
採
用
演
題
の
決
定
、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
、
企
業
展
示
の
小

間
割
、
学
会
当
日
の
人
の
配
置
等
々
、
多
く
の
こ
と
を
次
々
と
決

め
て
実
行
し
て
い
っ
た
こ
と
を
今
は
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
前
回
の
ふ
る
さ
と
に
も
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
慶
大

整
形
外
科
と
し
て
は
４
回
目
の
日
本
手
の
外
科
学
会
学
術
集
会
の

開
催
で
し
た
。
昭
和
34
年
に
第
３
回
を
故
岩
原
寅
猪
名
誉
教
授
が

な
さ
れ
、
17
年
後
の
昭
和
52
年
に
は
第
20
回
を
故
池
田
亀
夫
名
誉

教
授
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
13
年
後
の
平
成
２
年
に
は
第
33
回

を
矢
部 
裕
名
誉
教
授
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
実
り
多

い
学
術
集
会
を
開
催
さ
れ
、
日
本
手
の
外
科
学
会
の
発
展
に
大
い

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
矢
部
名
誉
教
授
が
平
成
２
年
に
国
立
教
育

会
館
で
開
催
さ
れ
た
学
術
集
会
が
す
ば
ら
し
い
会
で
あ
っ
た
の
で
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慶
應
の
名
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
一
番
考
え
ま
し

た
。

　
こ
の
学
術
集
会
の
中
で
同
窓
の
先
生
方
に
は
、
演
者
や
座
長
と

し
て
大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
い
上
肢
班
の
先
生

方
が
早
朝
か
ら
受
付
や
進
行
係
な
ど
の
雑
用
を
快
く
引
き
受
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
〝
慶
應
ら

し
い
〟
学
術
集
会
の
重
要
な
一
端
を
担
っ
て
く
れ
ま
し
た
。〝
慶

應
ら
し
い
〟
と
い
う
こ
と
は
、
未
だ
に
は
っ
き
り
と
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
学
術
集
会
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
人
達
が
、
学
問

的
な
面
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
が
良
い
こ
と
は
当
然
な
こ
と
と
し

て
、〝
参
加
し
て
よ
か
っ
た
〟
と
満
足
し
て
く
れ
る
よ
う
な
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、〝
慶
應
ら
し
い
〟
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
と
今
は
思
っ
て
い
ま
す
。
会
の
終
了
後
に
他
大
学
の
多
く

の
高
名
な
教
授
の
先
生
方
か
ら
、
お
褒
め
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、

矢
部
名
誉
教
授
の
笑
顔
と
〝
慶
應
ら
し
い
〟
会
で
あ
っ
た
と
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
き
、
慶
大
上
肢
班
を
代
表
し
て
学
会

を
開
催
し
て
よ
か
っ
た
と
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
と
共
に
、
漸

く
肩
の
荷
が
お
り
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
慶
大
整
形
外
科
上
肢
班
に
は
手
の
外
科
関
係
の
各
分
野
を
専
門

に
し
て
い
る
夢
を
持
っ
た
多
く
の
優
秀
な
手
の
外
科
医
が
お
り
ま

す
。
今
回
、
こ
の
学
術
集
会
に
協
力
し
て
く
れ
た
多
く
の
後
輩
た

ち
が
、
肌
で
学
会
運
営
を
感
じ
て
も
ら
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。
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そ
れ
ら
の
こ
と
は
、
実
り
多
い
学
術
集
会
が
で
き
た
こ
と
と
同
様

に
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
を
担
う
先
生
方
が
大
い
に
活
躍
し
て
い
た

だ
け
る
礎
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
が
苦
労
し
た
甲
斐
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
の
先
生
方
に
は
、
今
回
の
第
52
回

日
本
手
の
外
科
学
会
学
術
集
会
の
た
め
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
惜
し
み
な
い
御
支
援
と
御
協
力
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
紙
面
を
借
り
て
し
て
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
第
20
回
日
本
末
梢
神
経
学
会
学
術
集
会
を
２
０
０
９
年
９
月
４

日
、
５
日
の
２
日
間
に
渡
り
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
本
学
会
は
、
整
形
外
科
、
神
経
内
科
、
産
業
医
学
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
、
基
礎
医
学
な
ど
各
分
野
の
専
門
家

が
一
同
に
会
し
て
、
末
梢
神
経
に
関
わ
る
基
礎
的
・
臨
床
的
問
題

を
学
際
的
に
討
論
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
学
会
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
第

５
回
会
長
を
矢
部
裕
先
生
が
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
、
特
別
講
演
と
し
て
、
高
坂
新
一
先
生
（
国
立
精
神
・
神

経
セ
ン
タ
ー
神
経
研
究
所
所
長
、
三
四
会
会
員
）
に
「
末
梢
神
経

の
再
生
と
ミ
ク
ロ
グ
リ
ア
」
の
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
外
国

人
招
待
講
演
（
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
）
と
し
て
、D

r. Jam
es 

R
. B

ain
 (P

rofessor of P
lastic S

u
rg

ery
, M

cM
aster 

U
niversity, C

anada)

に
「Surgical strategies and biologic 

processes to im
prove denervated m

uscle recovery

」
の

講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
産
業
医
学
講
座
と
し
て
、
小
野
雄
一

郎
先
生
（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
長
・
公
衆
衛
生
学
教
授
）

第
20
回
日
本
末
梢
神
経
学
会
学
術
集
会

お
よ
び
第
24
回
東
日
本
手
の
外
科
研
究
会

根
　
本
　
孝
　
一
（
55
）
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に
「
作
業
関
連
性
運
動
器
障
害
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
教
育
研
修
講
演
と
し
て
、
梶
龍
兒
先
生
（
徳
島
大
学
神
経
内
科

教
授
）
に
「
職
業
性
ジ
ス
ト
ニ
ア
─
上
肢
末
梢
神
経
障
害
と
の
鑑

別
を
含
め
て
」
の
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
職
業
性
ジ
ス
ト
ニ

ア
と
し
て
、
歴
史
的
に
は
書
痙
が
有
名
で
す
が
、
音
楽
家
に
発
生

す
るfocal d

y
ston

ia
は
今
後
注
目
さ
れ
る
疾
患
と
思
い
ま
す
。

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
堀
内
行
雄
先
生
（
川
崎
市
立
川

崎
病
院
院
長
、
同
窓
会
会
員
）
に
「C

R
P

S

の
診
断
と
治
療-

特

に
後
遺
障
害
の
判
定
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
最
新
の
知
見
に
つ
い
て
の
貴
重
な
講
演
で
あ
り
、
今
後
の

末
梢
神
経
疾
患
の
診
療
と
研
究
に
重
要
な
示
唆
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、日
本
手
の
外
科
学
会
と
の
合
同
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
肘

部
管
症
候
群
」
を
開
催
し
ま
し
た
。「
疫
学
」「
電
気
診
断
」「
鑑

別
診
断
」「
手
術
に
必
要
な
局
所
解
剖
」「O

sb
orn

e

法
とK

in
g

変
法
」「
機
能
再
建
手
術
」
の
６
題
の
講
演
の
あ
と
合
同
討
議
を

行
い
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　
一
般
演
題
は
各
分
野
合
わ
せ
て
65
題
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
２
２
０
名
で
あ
り
ま
し
た
。
各
会
場
と
も
盛
況
で
あ
り

活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
夜
の
会
員
懇
親
会
で
は
陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
の
演
奏

支
援
を
得
て
懇
親
の
実
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第20回日本末梢神経学会学術集会のポスター。
写真は防衛医大正門から医大本部に向かう道。
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第
24
回
東
日
本
手
の
外
科
研
究
会
を
２
０
１
０
年
２
月
12
日
、

ラ
フ
レ
さ
い
た
ま
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
第
２

回
会
長
を
矢
部
裕
先
生
、
第
17
回
会
長
を
岡
義
範
先
生
が
務
め
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
、
特
別
講
演
と
し
て
、D

r. L
ars B

. D
ahlin (P

rofessor 

of H
an

d
 S

u
rg

ery
, M

alm
o U

n
iv

ersity
 H

osp
ital, L

u
n
d 

U
n
iv

ersity
, S

w
ed

en
)

に
「C

arp
al tu

n
n
el sy

n
d
rom

e in 

diabetes

」
の
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
糖
尿
病
患
者
の
絞
扼

性
神
経
障
害
に
関
す
る
病
態
生
理
学
と
治
療
に
つ
い
て
最
新
の
知

見
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。L

und

大
学
に
は
堀
内
行

雄
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
同
窓
会
員
が
留
学
に
訪
れ
て
お
り
、
旧

交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
「
音
楽
家
の
手
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

酒
井
直
隆
先
生
（
宇
都
宮
大
学
工
学
部
・
横
浜
市
大
医
学
部
教
授
）

と
根
本
が
座
長
を
務
め
、「
音
楽
家
に
発
生
す
る
医
学
的
問
題
」「
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
障
害
」「
管
楽
器
奏
者
の
手
の
障
害
に
対
す
る
治
療
」

「
音
楽
家
の
手
（
弦
楽
器
）」「
手
の
外
科
を
専
門
と
す
る
医
師
へ

の
提
言

：

演
奏
家
を
代
表
し
て
」
の
５
題
の
講
演
の
あ
と
、
合
同

討
議
を
行
い
、
大
変
好
評
で
し
た
。
講
演
の
途
中
に
は
プ
ロ
の
演

奏
家
に
よ
る
チ
ェ
ロ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
実
演
が
あ
り
、
聴
衆
か

ら
新
し
い
企
画
と
し
て
驚
き
と
好
感
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
ま

し
た
。
陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
か
ら
演
者
お
よ
び
奏
者
と
し
て

２
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
主
題
は
、
本
研
究
会
の
恒
例
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
新
し
い
試
み
」

の
ほ
か
、「
疼
痛
性
疾
患
」「
橈
骨
遠
位
端
骨
折
」
と
し
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
金
谷
文
則
先
生
（
琉
球
大
学
整

形
外
科
教
授
）
に
「
橈
骨
遠
位
端
骨
折
に
お
け
る
角
度
可
変
式
掌

側locking plate

の
有
用
性
に
つ
い
て
」
を
、
菅
又
章
先
生
（
東

京
医
科
大
学
八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
形
成
外
科
教
授
）
に
「
人
工

真
皮
とbF

G
F

を
用
い
た
指
尖
損
傷
の
再
建
」
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　
応
募
演
題
は
原
則
と
し
て
全
て
採
用
し
、
演
題
総
数
は
１
０
０

題
で
し
た
。
参
加
者
は
東
日
本
に
限
ら
ず
、
西
日
本
か
ら
も
多
く
、

参
加
人
数
は
合
計
３
５
０
人
で
し
た
。
各
会
場
と
も
盛
況
で
あ
り

活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
２
学
会
の
開
催
に
際
し
て
、
矢
部
裕
先
生
、
戸
山
芳
昭

先
生
、
内
西
兼
一
郎
先
生
、
冨
士
川
恭
輔
先
生
、
宇
沢
充
圭
先
生
、

伊
藤
恵
康
先
生
、
堀
内
行
雄
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
先
生
の
御
支

援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
学

会
事
務
局
は
有
野
浩
司
講
師
、
尼
子
雅
敏
指
定
講
師
が
担
当
し
ま

し
た
。
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第24回東日本手の外科研究会のポスター。
写真は防衛医大本部の建物。
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２
０
０
９
年
11
月
13
日
（
金
）〜
14
日
（
土
）
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
第
18
回
日
本
脊
椎
イ

ン
ス
ト
ウ
ル
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
は
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
第
17
回
本
学
会
を
中
井
定
明

先
生
（
52
回

：

保
健
衛
生
大
学
）
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
連

続
し
て
慶
應
関
連
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
第

44
回
日
本
脊
髄
障
害
医
学
会
と
同
一
会
場
で
日
程
を
１
日
重
複
さ

せ
る
形
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
秋
に
脊
椎
・
脊
髄
関
係
の
学

会
が
集
中
し
、
時
間
的
、
経
済
的
な
負
担
が
大
き
い
た
め
、
こ
れ

を
軽
減
す
る
た
に
こ
の
よ
う
な
日
程
に
な
り
ま
し
た
。
本
学
会
の

み
の
参
加
者
数
は
３
３
８
名
に
の
ぼ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
脊
椎
班
を
は
じ

め
同
窓
の
先
生
方
の
御
協
力
の
賜
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
今
回
の
学
会
の
テ
ー
マ
は
〝
離
婁
明
視
麻
姑
手
（
り
ろ
う

の
め
い
し
と
ま
こ
の
て
と
）〟
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
福
沢
諭
吉

先
生
が
〝
贈
医
〟（
医
に
贈
る
）
と
題
す
る
七
言
絶
句
の
中
に
記

し
た
も
の
で
す
。
─
医
学
と
い
う
も
の
は
自
然
と
人
間
と
の
限
り

な
い
知
恵
く
ら
べ
の
記
録
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
医
師
よ
、
自

分
た
ち
は
自
然
の
家
来
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
て
く
れ
る
な
。
離
婁

（
古
代
中
国
に
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
視
力
確
か
な
人
物
）
の
よ
う

な
す
ば
ら
し
い
眼
力
と
麻
姑
（
古
代
中
国
の
仙
女
）
の
よ
う
な
行

き
と
ど
い
た
手
を
も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
し
て
こ
そ
初

め
て
そ
こ
に
医
業
の
真
諦
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
─
（
富
田
正
夫
、

三
田
評
論
８
７
１
号
よ
り
）
と
い
う
意
味
で
す
。
最
近
の
脊
椎
外

科
、
と
り
わ
け
脊
椎
イ
ン
ス
ト
ウ
ル
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
進
歩
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
診
断
・
治
療
が

困
難
な
病
態
、
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
脊
椎
外
科
医
も
医

学
の
限
界
に
挑
戦
し
、
診
断
・
治
療
のsk

ill u
p

の
た
め
日
々
研

鑽
を
積
ん
で
い
く
使
命
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
特
別
招
待
講
演
と
し
てD

r. M
ich

ael J. Y
aszem

sk
i 

(P
rofessor of O

rth
op

aed
ics an

d B
ioen

g
in

eerin
g
, M

ay
o 

C
lin

ic, U
.S

.A
.)

に
〝R

econ
stru

ction F
ollow

in
g L

u
m

b
o-

sacro-pelvic R
esection

〟
を
、
ま
た
恒
例
のK

um
u C

low
ard 

L
ectu

re 

に
はD

r. S
tu

art L
. W

ein
stein

( Ig
n
acio V

. 

P
onseti C

hair and P
rofessor of O

rthopaedic Surgery,

　

U
n
iv

ersity of Iow
a H

osp
itals, U

.S
.A

.) 

に
〝H

ealth an
d 

F
u
n
ctio

n
 o

f P
a
tie

n
ts w

ith
 U

n
tre

a
te

d
 Id

io
p
a
th

ic 

第
18
回
日
本
脊
椎
イ
ン
ス
ト
ウ
ル

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

朝
　
妻
　
孝
　
仁
　（
57
）
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Scoliosis; F
oundation for D

ecision M
aking

〟
の
講
演
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
講
演
も
豊
富
な
臨
床
経
験
に
基
づ
い

た
も
の
で
あ
り
、
明
日
か
ら
の
臨
床
に
役
立
つ
も
の
で
し
た
。

　
今
回
は
日
本
脊
髄
障
害
医
学
会
の
第
２
日
目
、
本
学
会
の
初
日

の
午
前
中
に
、
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
〝
脊
椎
・
脊
髄
損
傷

に
対
す
る
脊
椎
イ
ン
ス
ト
ウ
ル
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
手
術
〟
を
企
画

し
ま
し
た
。
７
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
る
講
演
の
後
、
合
同
討

議
を
行
い
ま
し
た
。
頚
椎
、
胸
椎
、
腰
椎
外
傷
に
加
え
、
最
近
問

題
と
な
っ
て
い
る
骨
粗
鬆
症
性
椎
体
骨
折
に
対
す
る
イ
ン
ス
ト
ウ

ル
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
手
術
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
イ
ン
ス
ト
ウ

ル
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
手
術
手
術
の
す
べ
て
が
お
分
か
り
い
た
だ
け

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
同
窓
か
ら
は
、
塩
田
匡
宣
先
生
（
61
回

：

村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
）
と
今
林
英
明
先
生
（
74
回

：

防
衛
医
科
大

学
校
）
に
も
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
活
発

な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
会
の
主
題
と
し
て
は
、
１. 

小
児
に
お
け
る
イ
ン
ス
ト
ウ
ル

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
手
術
（
側
彎
症
を
含
む
）
２.N

av
ig

ation 

S
y
stem

を
用
い
た
脊
椎
手
術

　
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
小
児
の
脊
椎
イ
ン
ス
ト
ウ
ル
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
手
術
で

は
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
のsize

や
骨
成
長
の
問
題
な
ど
、
解
決
す
べ

き
点
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
骨
成
熟
以
前
の
小
児
に
対
す
る

g
row

in
g rod

法
は
合
併
症
も
多
く
、
今
後
の
発
展
が
望
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
近
年N
avigation System

を
導
入
す
る
施
設
が
増

加
し
、
そ
の
使
用
も 

徐
々
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
機
器

が
高
額
で
あ
り
、
操
作
の
煩
雑
さ
や
誤
差
な
ど
の
問
題
点
も
あ
り

ま
す
。
さ
ら
な
るh

ig
h tech

n
olog

y

の
進
歩
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
は
１
１
６
題
と
い
う
多
く
の
演
題
を
ご
応
募
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
本
学
会
は
１
会
場
で
行
う
と
い
う
基
本
原
則
が
あ
る
た

め
、
35
題
を
ポ
ス
タ
ー
発
表
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
１

日

目

の

夕

方
、w

in
e an

d ch
eese

の

会

場

でsh
ort 

p
resen

tation

の
後
、
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
も
入
り
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

　
な
お
、
従
来
、
学
会
翌
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
看
護
師
・

若
手
医
師
セ
ミ
ナ
ー
は
本
学
会
２
日
目
に
第
２
会
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
１
３
０
名
の
受
講
者
を
迎
え
、
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
る
整
形
外
科
医
、
麻
酔
科
医
に
よ
る
４
題
の
講
演
に
続
き
、
各

テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
のh

an
d
-on session

を
行
い
ま
し
た
。

同
窓
か
ら
は
渡
辺
雅
彦
先
生
（
66
回

：

東
海
大
学
）、
辻

　
崇
先

生
（
74
回

：

慶
應
義
塾
大
学
）
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
基
礎
か
ら
最
新
の
知
見
ま
で
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た

だ
き
、
参
加
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
器
械
メ
ー

カ
ー
の
手
術
立
ち
会
い
の
制
限
な
ど
、
イ
ン
ス
ト
ウ
ル
メ
ン
テ
ー
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シ
ョ
ン
手
術
を
取
り
巻
く
状
況
が
変
化
し
て
い
る
昨
今
、
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
本
学
会
も
会
員
数
が
５
０
０
名
を
超
え
、
日
本
で
も
有
数
の
脊

椎
関
連
学
会
に
成
長
し
ま
し
た
。
理
事
の
ひ
と
り
と
し
て
、
本
学

会
に
対
し
て
今
後
と
も
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

   Kumu Cloward Lecture の感謝状贈呈にて。左が Dr. Stuart L. Weinstein、中央が筆者。
   右は当講座の専門研修医　橘　安津子先生。
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２
０
０
９
年
11
月
27
日
、
28
日
の
両
日
、
東
京
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー･

品
川
に
お
い
て
第
43
回
日
本
側
彎
症
学
会
を
主
催

し
ま
し
た
。
信
濃
町
同
門
で
は
、
大
谷
清
先
生
、
土
方
貞
久
先
生
、

鈴
木
信
正
先
生
、
中
井
定
明
先
生
が
本
学
会
の
会
長
を
歴
任
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
伝
統
あ
る
学
会
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
大
変
光
栄

に
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
は
椎
間
板
再
生
の
研
究
に
主
軸
を
置
い

て
い
る
持
田
で
す
が
、
慶
應
大
学
で
の
博
士
号
の
研
究
テ
ー
マ
は

「
側
彎
の
成
因
に
関
す
る
基
礎
的
実
験
（
土
方
貞
久
先
生
が
直
接

の
指
導
医
）」
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
23
年
前
に
鈴
木
信
正
先
生

の
ご
紹
介
で
留
学
し
たU

n
iv

ersity of C
aliforn

ia, D
av

is 

(D
aniel R

. B
enson

教
授
の
指
導)

で
の
研
究
テ
ー
マ
も
「
側
彎

症
の
成
因
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
今

回
の
会
長
職
に
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
生
の
1.2
か
ら
1.4
％
に
側
彎
症
が
み
ら
れ
、
小
児
科
領
域

に
お
け
る
疾
患
と
し
て
も
そ
の
罹
病
率
は
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
変
形
の
大
き
さ
、
保
存
的
治
療
の
継
続
の
難
し
さ
、

特
発
性
側
彎
症
（
原
因
不
明
）
が
未
だ
に
70
％
弱
を
占
め
、
治
療

を
計
画
す
る
上
で
最
も
大
切
な
疾
患
病
態
が
不
明
な
部
分
が
多
い

な
ど
の
点
か
ら
、
脊
椎
脊
髄
外
科
の
領
域
に
お
い
て
も
大
き
な
研

究
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
り
、
ま
た
脊
柱
変
形
の
外
科
治
療
の
対
象
と

し
て
も
大
き
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
持
つ
疾
患
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一

方
、
過
去
10
年
間
を
眺
め
ま
す
と
、
こ
の
側
彎
症
に
対
す
る
研
究

活
動
は
必
ず
し
も
活
発
で
は
な
く
、
ま
た
い
わ
ゆ
るscoliosis 

m
an

に
な
ろ
う
と
す
る
若
手
人
材
が
減
少
し
て
き
た
こ
と
も
大
き

な
問
題
で
し
た
。
本
学
会
へ
の
参
加
者
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、

特
に
若
手
の
参
加
者
数
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
時
期
に
第
43
回
の
会
長
職
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　
色
々
と
考
え
た
末
、
学
会
運
営
の
標
語
と
し
て
「S

cien
ce

と

art

そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
目
指
し
て
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

側
彎
症
治
療
の
現
場
で
は
「
変
形
を
矯
正
し
て
固
定
す
る
方
法
を

磨
く
」
す
な
わ
ち
技
術
（art

）
を
高
め
る
こ
と
が
偏
重
さ
れ
す

ぎ
る
傾
向
に
あ
り
、
疾
患
の
病
態
（science

）
を
熟
考
す
る
こ
と

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
た
め
で
す
。
若
い
医
師
た
ち
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
僭
越
な
が
ら
掲
げ
ま
し
た
。
も
う
ひ
と
つ

の
学
会
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
側
彎
症
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
あ

て
る
学
会
運
営
で
は
な
く
、
脊
椎
、
脊
柱
に
変
形
を
き
た
す
色
々

な
疾
患
、
外
傷
と
と
も
に
、
こ
の
側
彎
症
を
議
論
す
る
場
を
作
っ

た
こ
と
で
す
。
米
国
のS

coliosis R
esearch S

ociety

で
も
す

で
に
同
様
な
観
点
か
ら
学
会
の
運
営
・
企
画
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
43
回
日
本
側
彎
症
学
会

持
　
田
　
讓
　
治
（
54
）



− 173 −

　
す
な
わ
ち
、
今
回
は
側
彎
症
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
脊
椎

脊
髄
の
疾
患
、
外
傷
に
因
る
二
次
的
変
形
も
主
題
と
し
て
取
り
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
例
年
平
均
の
1.5
倍
に
あ
た
る
１
２
７
演

題
と
い
う
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
数
も

有
料
入
場
者
が
３
２
９
人
と
な
り
、
こ
ち
ら
も
例
年
の
1.5
倍
を
数

え
、
こ
こ
数
年
間
や
や
元
気
の
な
か
っ
た
本
学
会
の
活
性
化
に
対

す
る
責
任
を
果
た
せ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。O

v
erseas g

u
ests

と
し
て
２
名
の
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。N

ation
al 

U
n
iv

ersity of S
in

g
ap

ore
のH

ee-K
it W

on
g

教
授
と
米
国

A
lfred I. duP

ont C
hildren H

ospital
のSuken A

. Shah

先

生
に
、
会
長
招
待
講
演
と
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
各
々
２
つ
ず

つ
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
内
容
の
素
晴
ら
し
さ
と
と
も

に
、
聴
衆
を
引
き
付
け
る
話
の
巧
さ
が
際
立
っ
て
お
り
、
今
後
国

際
的
な
舞
台
で
お
お
い
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
日
本
のsp

in
e m

an

に
と
っ
て
も
、
大
変
に
勉
強
に
な
る
機
会
で
し
た
。
ま
た
山
田
・

井
上
メ
モ
リ
ア
ル
レ
ク
チ
ャ
ー
を
鈴
木
信
正
先
生
に
お
願
い
し
、

脊
柱
変
形
、
特
に
側
彎
症
の
治
療
に
関
す
る
長
年
に
わ
た
る
膨
大

な
ご
経
験
と
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
脊
椎
脊
髄
の
領
域
に
お
い
て
も
学
会
、
研
究
会
が
や
や
乱
立
気

味
で
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
統
廃
合
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
案

で
す
が
、
日
整
会
の
も
と
に
日
本
脊
椎
脊
髄
病
学
会
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
脊
椎
脊
髄
病
学
会
と
日
本
側
彎
症
学
会
（
持
田
の
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
は
日
本
脊
柱
変
形
学
会
が
適
当
？
）
と
日
本
腰
痛
学

会
が
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
形
成
す
る
よ
う
な
形
が
理
想
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
た
第
43
回
日
本

側
彎
症
学
会
の
運
営
で
あ
り
ま
し
た
。

　
学
会
運
営
に
あ
た
り
、
種
々
ご
教
示
、
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
信
濃
町
の
同
門
の
皆
様
方
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
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第
33
回
日
本
骨
・
関
節
感
染
症
学
会
を
杏
林
大
学
整
形
外
科
学

教
室
主
催
で
平
成
22
年
６
月
19
日
（
土
）
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
開
催
致
し
ま
し
た
。
同
学
会
は
、
感
染
症
と
い
う
医
学
に

お
い
て
は
最
も
歴
史
が
古
く
、
か
つ
現
在
で
も
な
お
未
解
決
の
問

題
が
多
い
小
さ
い
な
が
ら
も
重
要
な
学
会
で
す
。
杏
林
大
学
整
形

外
科
学
教
室
は
先
代
の
石
井
良
章
教
授
時
代
の
１
９
９
８
年
に
学

会
事
務
局
が
筑
波
大
学
整
形
外
科
か
ら
移
転
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
今
回
は
お
か
げ
さ
ま
で
応
募
演
題
数

は
過
去
最
高
の
92
題
に
及
び
ま
し
た
。
慶
應
大
学
整
形
外
科
の
関

連
施
設
か
ら
も
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
こ
こ
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
会
で
は
、
学
会
テ
ー
マ
を
「
手
術
部
位
感
染
症
の
撲
滅
に

向
け
て
」
と
し
、
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
「
抗
菌
薬

の
使
用
法
に
つ
い
て
」
を
組
み
ま
し
た
。
主
題
は
、
応
募
演
題
の

中
か
ら
関
連
が
多
か
っ
た
、
１.

　SSI

の
根
絶

：

術
前
術
後
管
理
、

２.

　
脊
椎
手
術
後
の
感
染
と
対
策
、
３.

　
抗
菌
薬
含
有
骨
セ
メ

ン
ト
の
３
項
目
と
し
ま
し
た
が
、
一
般
演
題
と
し
て
は
、
基
礎
か

ら
腫
瘍
関
連
、
ガ
ス
壊
疽
な
ど
ま
で
広
汎
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
各

セ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
愛
知
医
科
大
学
感
染
制
御
部
教

授
の
三
鴨
廣
繁
先
生
に
「
感
染
症
診
療
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
会
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
記
録
集
か
ら
今
回
の
発
表

分
か
ら
掲
載
応
募
演
題
に
対
し
英
文
抄
録
を
付
け
、
さ
ら
に
査
読

シ
ス
テ
ム
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
雑
誌
の
価
値
が
上
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
学
術
奨
励
賞
（
大
正
富
山

A
w

ard

）
も
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
論
文
が
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
は
学
会
終
了
後
、IC

D
 

（In
fection C

on
trol 

D
octor

：

イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
ク
タ
ー
）
講

習
会
を
同
じ
会
場
で
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、IC

D

制
度
で
の
資

格
継
続
や
資
格
獲
得
の
た
め
のIC

D

制
度
協
議
会
公
認
の
講
習

会
で
す
。
講
演
１
は
、N

T
T

東
日
本
関
東
病
院
手
術
部
長
・
外

科
主
任
医
長
の
針
原

　
康
先
生
に
「S

S
I

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
周

術
期
感
染
対
策
」
と
題
し
、
講
演
２
は
、
杏
林
大
学
医
学
部
感
染

症
学
教
授
の
神
谷

　
茂
先
生
に
「
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
感
染
症
─
病

第
33
回
日
本
骨
・
関
節
感
染
症
学
会

里
　
見
　
和
　
彦
（
49
）
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態
発
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
新
た
な
る
治
療
法
の
開
発
」
の
演
題
名
で

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
だ
け
に
２
０
０
名
を
超
え
る
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
の
先
生
も
全
分
野
に
及
ぶ

こ
の
学
会
の
存
在
を
認
識
に
、
今
後
と
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
も
い
ま
す
。
ま
た
、資
格
と
し
てIC

D
 

（Infection 

C
on

trol D
octor

：

イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
ク
タ

ー
を
取
得
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
第
25
回
日
本
整
形
外
科
学
会
基
礎
学
術
集
会
を
主
催
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
選
任
に
あ
た
り
戸
山
芳
昭
教
授
は
じ
め
信
濃
町
の
同
門
の

先
生
方
に
大
き
な
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
信
濃
町
で
は
歴
代
の
教
授
が
日
整
会
学
術
総
会
を
主

催
さ
れ
る
た
め
、
基
礎
学
術
集
会
に
関
し
て
は
、
同
門
と
し
て
榊

田
喜
三
郎
先
生
（
京
都
府
立
医
大
卒
、
京
都
府
立
医
大
名
誉
教
授
）

の
お
一
人
だ
け
が
１
９
８
７
年
の
第
２
回
本
学
術
集
会
を
主
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
東
海
大
学
医
学
部
で
は
日
整
会
の
３
学
会
の
担
当

は
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
会
の
準
備
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
の
大

き
さ
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ
も
痛
感
し
て
き
ま
し

た
。
幸
い
、
渡
辺
雅
彦
准
教
授
（
66
回
生
）
を
運
営
事
務
部
長
と

し
た
基
礎
学
術
集
会core m

eetin
g

の
先
生
方
の
素
晴
ら
し
い

企
画
力
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
作
業
に
よ
っ
て
、
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

大
学
の
領
域
員
（
東
海
大
で
は
こ
の
よ
う
に
呼
び
ま
す
）
の
中
に
、

第
25
回
日
本
整
形
外
科
学
会
基
礎
学
術
集
会

持
　
田
　
讓
　
治
（
54
）
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こ
の
会
の
開
催
、
運
営
に
対
す
る
「
思
い
」
が
次
第
に
熟
成
さ
れ
、

開
業
の
た
め
に
退
職
す
る
時
期
を
学
会
終
了
後
ま
で
延
期
し
て
く

れ
た
メ
ン
バ
ー
も
多
数
お
り
ま
し
た
。
整
形
外
科
部
門
の
責
任
者

と
し
て
も
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
さ
て
、
本
学
術
集
会
の
標
語
を
『
思
索
の
糸
を
つ
む
い
で
・
臨

床
を
科
学
す
る
基
礎
の
チ
カ
ラ
』
と
し
ま
し
た
。
慶
應
の
医
局
で

ス
タ
ー
ト
し
、
整
形
外
科
医
師
と
し
て
臨
床
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き

た
35
年
の
間
、scien

ce
（
科
学
）
とart

（
技
術
）
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
次
第
に
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
標
語
に
は
、art

と
し
て
の
運
動
器
臨
床
医
学
の
発
展

に
は
、scien

ce

と
し
て
の
基
礎
研
究
の
質
、
量
の
向
上
、
増
大

に
よ
る
支
え
が
重
要
で
あ
る
こ
と
と
、
ま
た
そ
の
実
現
に
は
、
忙

し
い
日
常
臨
床
の
中
で
『
二
の
次
』
に
な
り
が
ち
な
思
索
す
る
姿

勢
（
糸
を
つ
む
ぐ
よ
う
に
物
事
の
筋
道
を
立
て
て
深
く
考
え
進
む

こ
と
）
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
す
る
気
持
ち
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
信
濃
町
の
同
門
を
含
め
た
若
い
整
形
外
科
医
の
方
達
へ
の
会

長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
で
は
『
臨
床
を
意
識
し
た
基
礎
研
究
』
を
多

数
と
り
あ
げ
、
二
日
間
に
亘
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
15
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
企

画
し
ま
し
た
。
臨
床
へ
の
橋
渡
し
研
究
の
現
況
（
関
節
軟
骨
・
骨
・

椎
間
板

：

ヒ
ト
幹
細
胞
指
針
以
前
と
以
後
、
脊
髄
、
腱
・
靱
帯
・

筋
肉
、
生
体
材
料
の
新
し
い
流
れ
、
同
種
移
植
の
利
点
と
限
界
）、

治
療
効
果
の
判
定
・
異
分
野 (

工
学
技
術
な
ど)

と
の
融
合
、
臨

床
に
つ
な
が
る
基
礎
研
究
の
策
定
と
そ
の
実
践
指
導
、
基
礎
研
究

を
も
と
に
し
た
骨
折
治
療
の
新
し
い
流
れ
、
軟
部
組
織
の
バ
イ
オ

メ
カ
ニ
ク
ス
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良
い
運
動
器
基
礎
研
究
立
案

へ
の
官
産
学
か
ら
の
提
言
、
神
経
因
性
疼
痛
に
関
す
る
薬
物
療
法

の
基
礎
研
究
、
組
織
再
生
の
た
め
の
未
分
化
多
分
化
能
細
胞
の
応

用
（iP

S

細
胞
含
む
）、
運
動
器
細
胞
代
謝
に
お
け
る
メ
カ
ニ
カ
ル

ス
ト
レ
ス
の
利
点
と
欠
点
、
基
礎
研
究
四
方
山
話
な
ど
で
す
。
過

去
10
年
間
の
基
礎
研
究
の
進
捗
、
変
遷
の
大
き
な
流
れ
を
、
あ
る

特
定
な
部
分
に
偏
ら
ず
に
ご
紹
介
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
15
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
６
つ
は
基
礎
か
ら
臨
床
へ
の
橋
渡
し
研
究

に
関
し
て
の
ご
発
表
で
あ
り
、
本
学
術
集
会
の
中
心
的
テ
ー
マ
で

す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
い
た
だ
き
ご
理
解
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
が
、
本
来
は
教
育
研
修
講
演
を
お
願
い
す
る
よ
う
な

基
礎
分
野
、
産
業
界
、
行
政
の
専
門
家
の
方
達
（
19
名
）
に
も
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
整
形
外
科
医
師
と
の
熱
い
議
論
の
場
を
設

定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
臨
床
に
つ
な
が
る
基

礎
研
究
の
策
定
と
そ
の
実
践
指
導
』
に
は
『
五
黄
の
寅
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
』
と
い
う
副
題
を
付
け
ま
し
た
。
昭
和
25
年
生
ま
れ
（
寅
年
）

で
今
年
還
暦
を
迎
え
る
日
整
会
の
主
任
教
授
の
中
か
ら
５
名
に
登
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壇
い
た
だ
き
、
基
礎
研
究
を
絡
ま
せ
な
が
ら
教
室
運
営
に
つ
い
て

も
論
じ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
戸
山
教
授
と

共
に
持
田
も
登
壇
い
た
し
ま
し
た
。
基
礎
学
術
集
会
で
は
会
長
講

演
は
行
わ
な
い
た
め
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、
継
続
し
て

き
た
基
礎
研
究
の
概
要
と
い
わ
ゆ
る
教
室
づ
く
り
の
思
い
の
一
端

を
お
話
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
は
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社
最
高
顧
問
、

社
団
法
人
経
済
同
友
会
終
身
幹
事
の
北
城
恪
太
郎
氏
に
、『
日
本

社
会
の
課
題
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』
と
い
う
お
話
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
混
乱
を
極
め
る
我
が
国
の
政
治
、
行
政
の
現

状
の
中
で
、
経
済
界
の
重
鎮
に
経
済
、
政
治
に
関
す
る
分
析
を
い

た
だ
き
、
同
時
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
別
講
演
を
依
頼
す
る
過
程
で
わ
か
っ
た

こ
と
で
す
が
、
北
城
氏
は
私
の
中
学
の
６
年
先
輩
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
ご
縁
の
お
か
げ
で
、
通
常
は
な
か
な
か
お
願
い
で
き
な
い

学
会
で
の
講
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
会
長
招
待
講
演
者
は
、
米
国O

R
S

元
会
長
のC

h
ristop

h
er 

H
. E

v
an

s

教
授
（
整
形
外
科
の
遺
伝
子
治
療
）、
今
年
の

SIC
O

T
/SIR

O
T

会
長
のB

jorn R
ydevik

教
授
（
変
性
脊
椎
に

お
け
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
役
割
）、Irving M

. Shapiro

教
授
（
椎

間
板
の
微
小
環
境
の
制
御
）
の
３
名
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
海
外
ゲ
ス
ト
に
よ
る
教
育
研
修
講
演
と
し
て
さ
ら
に
６
名
に
お

願
い
し
ま
し
た
。
内
３
名
は
女
性
の
演
者
で
す
。Joh

n
n
y 

H
u
ard

教
授
（
筋
衛
星
細
胞
に
よ
る
組
織
再
生
）、 C

h
arles W

. 

A
rch

er

教
授
（
骨
格
の
発
達
と
疾
患
に
お
け
る
ノ
ッ
チ
シ
グ
ナ

リ
ン
グ
）、D

an
n
y C

h
an

先
生
（
骨
格
発
生
）、D

aw
n M

. 

E
lliott

先
生
（
線
維
輪
の
組
織
工
学
）、D

ana M
. M

cT
igue

先

生
（
オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
の
修
復
不
全
の
機
序
）、

S
h
arm

ila M
aju

m
d
ar

教
授
（
筋
骨
格
系
の
画
像
定
量
評
価
）

で
し
た
。

　
教
育
研
修
講
演
の
邦
人
演
者
は
、
越
智
光
夫
、
久
保
俊
一
、
高

岸
憲
二
、
高
橋
和
久
、
戸
口
田
淳
也
、
平
山
令
明
、
安
井
夏
生
、

吉
川
秀
樹
の
８
名
の
教
授
の
方
達
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
基
礎
か

ら
臨
床
に
つ
な
が
る
研
究
を
長
年
継
続
さ
れ
て
い
る
先
生
方
で

す
。
こ
の
内
７
名
が
整
形
外
科
医
で
す
。
基
礎
学
術
集
会
の
講
演

は
専
門
的
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
ご
意
見
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
こ
の
た
め
今
回
は
臨
床
の
土
台
と
な
る
基
礎
研
究
を
馴
染
み

の
あ
る
講
演
者
か
ら
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
様
が
参
加
し
や
す

い
教
育
研
修
講
演
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
こ
の
他

に
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
12
セ
ッ
シ
ョ
ン
14
演
題
、
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
を
１
演
題
企
画
し
ま
し
た
。

　
一
般
演
題
と
し
て
６
５
７
題
と
い
う
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
場
と
時
間
の
許
す
限
り
で
き
る
だ
け
多
数
を
採
用
す

る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
整
形
外
科
学
基
礎
研
究
発
表
の
本
邦
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の
中
心
で
あ
る
本
学
術
集
会
で
は
、
査
読
委
員
に
よ
るp

eer 

rev
iew

の
結
果
を
順
守
し
、
例
年
並
み
の
採
用
率
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
判
断
し
、
採
用
は
５
０
６
題
と
し
ま
し
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
に
移
行
し
た
一
般
演
題
を
含
め
て
採
用
率

は
78
％
で
す
。
一
般
口
演
２
２
５
題
、
ポ
ス
タ
ー
＋
短
い
口
演
発

表
が
２
８
１
題
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
＋
短
い
口
演
発
表
は
初
日
の
夕

方
と
２
日
目
の
午
前
中
に
分
け
て
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
62

題
と
講
演
33
題
を
加
え
て
総
演
題
数
は
６
０
１
題
と
な
り
ま
し

た
。
８
つ
の
口
演
会
場
、
ポ
ス
タ
ー
＋
短
い
口
演
発
表
お
よ
び
企

業
展
示
が
１
会
場
で
す
が
、
こ
の
９
つ
の
会
場
を
３
つ
の
ゾ
ー
ン

に
分
け
て
運
営
し
、
展
示
会
場
に
多
く
の
先
生
方
が
来
ら
れ
る
よ

う
に
工
夫
し
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
か
？

　
贅
沢
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
活
気
の
あ
る
実
質
的
な
学
会
が
運
営
で
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
礎
学
術
集
会
で
発
表
さ
れ
議
論
さ
れ
た
研
究
内
容
が
、

臨
床
に
つ
な
が
る
基
礎
研
究
、
橋
渡
し
研
究
の
発
展
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
22
年
11
月
13
日
、
14
日
の
二
日
間
に
わ
た
り

横
浜
で
開
催
さ
れ
る
第
16
回
日
本
最
小
侵
襲
整
形
外
科
学
会
会
長

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
大
変
光
栄

に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
学
会
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
前
に
、
こ
の
学

会
の
設
立
し
た
経
緯
と
、
そ
の
後
の
発
展
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
最
小
侵
襲
手
術
（m

in
im

ally in
v
asiv

e su
rg

ery

）
と
い
う

言
葉
が
普
及
す
る
以
前
か
ら
、
整
形
外
科
領
域
に
お
い
て
は
、
い

か
に
し
て
小
さ
な
侵
襲
で
最
良
の
結
果
を
得
る
か
と
い
う
命
題
に

関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
術
法
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
骨
折
治
療
に
お
け
る
髄
内
釘
や
創
外
固
定
、
経
皮
的
骨
接

合
術
、
関
節
外
科
領
域
に
お
け
る
関
節
鏡
視
下
手
術
、
経
皮
的
髄

核
摘
出
術
、
鏡
視
下
手
根
管
開
放
術
や
皮
下
腱
鞘
切
開
術
な
ど
で

す
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
多
方
面
に
発
展
し
た
た
め
、
最
小
侵
襲

手
術
と
し
て
横
断
的
に
連
絡
す
る
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
整
形
外
科
最
小
侵
襲
手
術
手
技
に
つ
い
て

第
16
回
日
本
最
小
侵
襲
整
形
外
科
学
会

山
　
中
　
一
　
良
（
61
）
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の
共
通
の
話
題
や
問
題
点
を
も
ち
よ
っ
て
討
議
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
創
意
や
共
同
作
業
を
得
る
た
め
の
会
を
も

つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
北
里
大
学
名
誉

教
授
山
本
真
先
生
を
発
起
人
代
表
と
し
て
、
ほ
か
５
人
の
発
起
人

（
土
井
一
輝
先
生
、
中
井
定
明
先
生
（
52
回
）、
西
島
雄
一
郎
先
生
、

佐
々
木
孝
先
生
（
52
回
）、
藤
哲
先
生
）
に
よ
っ
て
、「
日
本
整
形

外
科
最
小
侵
襲
手
術
手
技
研
究
会
」
と
い
う
名
称
で
発
足
し
ま
し

た
。

　
第
１
回
研
究
会
は
佐
々
木
孝
会
長
の
も
と
に
１
９
９
５
年
10
月

21
、
22
日
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
「
手
術
手
技
研

究
会
」
の
名
前
が
示
す
よ
う
に
、
発
足
当
時
は
手
術
手
技
に
関
す

る
演
題
が
中
心
で
、
当
時
ま
だ
発
表
形
式
と
し
て
は
普
及
し
て
い

な
か
っ
た
動
画
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
い
れ
、
ま

た
他
分
野
の
手
術
手
技
も
検
討
す
る
目
的
で
１
会
場
の
み
で
発
表

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
多
か
っ
た
演
題
は
、
骨
折
に
対

す
る
最
小
侵
襲
手
術
、
鏡
視
下
手
根
管
開
放
術
、
脊
椎
レ
ー
ザ
ー

手
術
な
ど
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
脊
椎
鏡
視
下
手
術
、M

IP
O

、

超
音
波
併
用
手
術
、
採
骨
を
用
い
な
い
脊
椎
手
術
な
ど
新
し
い
手

術
し
い
手
技
が
開
発
さ
れ
、
議
論
の
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、

侵
襲
を
小
さ
く
す
る
た
め
の
検
査
法
や
自
己
血
輸
血
、
ク
リ
ニ
カ

ル
パ
ス
な
ど
、
本
学
会
で
扱
う
範
囲
を
技
術
的
な
も
の
に
と
ど
め

ず
整
形
外
科
診
療
全
般
を
対
象
と
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

学
会
の
名
称
を
２
０
０
３
年
か
ら
「
日
本
最
小
侵
襲
整
形
外
科
学

会
」
と
改
称
し
ま
し
た
。「
最
小
侵
襲
整
形
外
科
」
と
い
う
、
発

足
当
時
耳
慣
れ
な
か
っ
た
言
葉
も
、
１
９
９
８
年
の
日
整
会
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
し
て
普
及
す
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
は
会
員
数
約
３
０
０
名
で
、
医
師
の
み
な
ら

ず
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
か
ら
の
発
表
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
さ
て
、
第
16
回
日
本
最
小
侵
襲
整
形
外
科
学
会
の
テ
ー
マ
を

「
革
新
と
洗
練
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
１
回
か
ら
現

在
ま
で
の
学
会
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
最
小
侵
襲
と
い
う
目

的
に
対
し
て
様
々
な
手
法
が
考
案
さ
れ
、
討
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

急
速
に
発
展
し
一
般
的
な
手
法
と
し
て
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
も
あ
れ
ば
、
一
時
注
目
を
浴
び
た
も
の
の
顧
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
も
の
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
技
術
改
良
に
よ
り
さ
ら
に
有
用
な

手
段
と
し
て
確
立
し
た
も
の
な
ど
様
々
で
す
。
本
学
会
に
お
い
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
革
新
的
な
診
断
治
療
技
法
は
、
臨
床
の
場
で
応

用
し
洗
練
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
学
会
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
が
、
新
技
術
普
及
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と

い
え
ま
す
。
今
回
の
学
会
で
ど
の
よ
う
な
新
手
法
が
発
表
さ
れ
る

か
、
期
待
が
も
た
れ
ま
す
。
今
回
の
主
題
と
し
て
は
、「
骨
折
・
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外
傷
に
対
す
る
最
小
侵
襲
手
術
」、「M

IO
S

に
お
け
る
超
音
波
の

利
用
」、「
最
小
侵
襲
人
工
関
節
置
換
術
の
も
た
ら
し
た
も
の
」、「
頚

椎M
IS

」、「
腰
椎M

IS

」、「
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
・
障
害
に
対
す
る

最
小
侵
襲
治
療
」、「
橈
骨
遠
位
端
骨
折
に
対
す
る
最
小
侵
襲
手

術
」、「
新
し
い
手
技
と
工
夫
」、「M

IO
S

の
限
界
と
ピ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ル
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
研
修
講
演
は
慶
應
大
学

整
形
外
科
松
本
守
雄
先
生
（
65
回
）
に
よ
る
「
腰
椎
疾
患
に
対
す

る
低
侵
襲
後
方
手
術
の
歴
史
と
現
状
」
と
岡
山
済
生
会
総
合
病
院

整
形
外
科
今
谷
潤
也
先
生
の
「
上
肢
骨
折
に
対
す
る
最
小
侵
襲
手

術
に
つ
い
て

　
─
そ
の
適
応
と
コ
ツ
─
」、
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ

ー
はSingapor G

eneral H
ospital

のY
ue W

aim
un 

先
生
に

よ
る
「M

in
im

ally 
in

v
asiv

e 
tran

sforam
in

al 
lu

m
b
ar 

interbody fusion (M
IS T

L
IF

) : Surgical technique and 

clin
ical   ou

tcom
es

」
と
、
済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院
リ
ウ
マ

チ
科
野
本 

聡
先
生
（
61
回
）
の
「
最
小
侵
襲
人
工
膝
関
節
置
換

術
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
小
規
模
の
学
会
の
例
に
も
れ
ず
、
本
学
会
も
資
金
的
に

は
恵
ま
れ
た
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
業
界
は
経
済
的
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
関
連
す
る
企
業
も
器
械
展
示
や
抄
録
集
の
広

告
掲
載
に
な
か
な
か
色
よ
い
返
事
を
出
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
な
る
べ
く
経
費
の
か
か
ら
な
い
運
営
を
行
う
た
め
の

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
、
封
筒
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
は
自
分
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
作
成
し
ま
し

た
。
東
部
病
院
の
整
形
外
科
・
リ
ウ
マ
チ
科
医
師
に
は
学
会
の
準

備
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
病
院
の
一

般
職
員
に
も
多
く
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

収
支
的
に
は
収
入
不
足
に
な
る
た
め
、
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
寄

付
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
先
生

方
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。「
ふ
る
さ
と
」
が
お

手
元
に
届
く
頃
に
は
皆
様
の
お
か
げ
で
無
事
会
長
の
大
役
を
終
え

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
会
は
、
専
門
分
野
に
限
定
さ
れ
な
い
数
少
な
い
整
形
外
科

の
学
会
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
先
生
は
ぜ
ひ
入
会
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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こ
の
た
び
第
13
回
日
本
内
視
鏡
低
侵
襲
脊
椎
外
科
学
会

（
２
０
１
０
年
11
月
27
日
土
曜
日
、
ニ
チ
イ
学
館
神
戸
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー; h

ttp
://w

w
w

.d
oc-jap

an
.com

/

jesm
iss/

）
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同

学
会
は
１
９
９
８
年
、
帝
京
大
学
溝
口
病
院
出
沢
明
教
授
ら
が
中

心
と
な
り
、
日
本
脊
椎
内
視
鏡
外
科
研
究
会
と
し
て
発
足
し
、
以

後
、
順
調
に
発
展
を
遂
げ
２
０
０
３
年
第
５
回
目
か
ら
現
在
の
日

本
内
視
鏡
低
侵
襲
外
科
学
会
と
名
を
変
え
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
学
会
翌
日
豚
を
用
い
た
脊
椎
内
視
鏡
下
手
術
技
術
講
習
会（
日

本
整
形
外
科
学
会
主
催
）
が
神
戸
医
療
機
器
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
学
会
は
例
年
神
戸
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
、
低
侵
襲
脊
椎
手
術
が
め
ざ
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
、
患
者

の
方
々
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま

せ
ん
。
低
侵
襲
脊
椎
手
術
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
筋
肉
や
骨
な
ど

の
脊
椎
支
持
組
織
を
極
力
温
存
し
つ
つ
従
来
法
と
同
等
以
上
の
効

果
を
上
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

手
段
は
多
様
で
あ
り
、
新
た
な
術
式
の
開
発
、
内
視
鏡
や
顕
微
鏡

な
ど
の
光
学
機
器
、
鉗
子
、
レ
ト
ラ
ク
タ
ー
、
エ
ア
ト
ー
ム
な
ど

の
周
辺
手
術
機
器
の
開
発
・
改
良
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
本
学
術
集
会
で
は
『
脊
椎
低
侵
襲
手
術
の
創
意
と
先
導
』
と
い

う
テ
ー
マ
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
創
意
と
は
本
来
手

術
の
低
侵
襲
化
を
目
指
す
た
め
に
深
く
思
料
し
た
結
果
生
ま
れ
た

独
創
的
な
考
え
で
あ
り
ま
す
が
、
術
中
に
困
っ
た
末
に
行
っ
た
ち

ょ
っ
と
し
た
工
夫
やseren

d
ip

ity

が
創
意
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
数
々
の
創
意
の
う
ち
の
い

く
つ
か
が
先
導
と
な
っ
て
、
後
に
広
く
普
及
す
る
優
れ
た
術
式
に

育
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
内

視
鏡
、
顕
微
鏡
、
小
切
開
、
経
皮
法
な
ど
の
種
々
のaccess

法

を
用
い
た
低
侵
襲
脊
椎
手
術
を
広
く
と
り
あ
げ
、
手
術
手
技
や
器

具
、
手
術
計
画
や
術
中
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
合
併
症
予
防
策
、
後

療
法
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
脊
椎
脊
髄
外
科
医
が
創
意
を
凝
ら
し
て
い

る
こ
と
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
他
に
先
駆
け
て
開
発

あ
る
い
は
導
入
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
表
・
議
論
い
た
だ
き
、

会
全
体
を
通
じ
て
低
侵
襲
脊
椎
手
術
の
将
来
へ
の
展
望
を
洞
察
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
当
日
は
国
内
か
ら
は
土
方
貞

久
先
生
（
東
京
電
力
病
院
顧
問
）
お
よ
び
白
石

　
建
先
生
（
東
京

歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院
整
形
外
科
教
授
）
の
二
人
の
同
門
の
先

生
に
ご
講
演
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
両
先
生
は
ご
存
じ
の
よ

第
13
回
日
本
内
視
鏡
低
侵
襲
脊
椎
外
科
学
会

松
　
本
　
守
　
雄
（
65
）
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う
に
創
意
と
先
導
を
ま
さ
に
体
現
さ
れ
て
お
り
、
独
創
性
の
あ
る

治
療
法
を
開
発
す
る
に
至
っ
た
過
程
も
ふ
ま
え
大
変
参
考
に
な
る

お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
是
非
教
室
、
同
門
か
ら
も
多
く
の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
本
学
術
集
会
が
患
者
の

方
々
に
役
立
つ
低
侵
襲
脊
椎
手
術
の
さ
ら
な
る
進
歩
に
貢
献
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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兼
ね
て
よ
り
Ｃ
型
肝
炎
に
よ
る
肝
癌
の
た
め
に
闘
病
中
で
あ
っ

た
福
田
先
生
が
平
成
20
年
９
月
30
日
遂
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
３

週
前
の
９
月
８
日
付
け
の
手
紙
で
は
、〝
先
程
、
平
塚
の
済
生
会

の
午
前
中
の
外
来
を
終
え
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
鎮
痛
剤
を

使
っ
て
お
り
ま
す
が
、
な
お
除
痛
が
完
全
と
い
う
訳
に
い
か
ず
、

至
適
用
量
を
決
め
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
全
体
的
に
は
ゆ
っ

く
り
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
で
す
が
、
９
／
30
／
08
の
家
の
売
買
契
約
、
10

／
４
／
08
の
引
越
し
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
張
り
切
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。〟
と
あ
り
、
こ
ん
な
に
早
く
急
変
す
る
と
は

思
え
な
か
っ
た
。
前
年
秋
に
肺
や
肋
骨
に
転
移
が
見
つ
か
り
、
入

院
の
上
、
化
学
療
法
を
受
け
て
い
る
と
い
う
葉
書
を
貰
い
、
２
月

に
は
腰
椎
に
も
転
移
し
て
リ
ニ
ア
ッ
ク
照
射
を
受
け
た
と
知
ら
さ

れ
、
何
時
何
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
は
思
っ
て
は
い
た

が
、
こ
う
し
て
惜
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
誠
に
残
念
、

且
つ
、
悲
し
い
。
福
田
君
（
以
後
、
君
呼
び
に
さ
せ
て
貰
う
）、

君
に
最
早
会
う
こ
と
も
出
来
ず
、
君
の
明
る
く
、
歯
切
れ
の
良
い

声
を
聞
け
な
い
こ
と
は
本
当
に
寂
し
い
。
私
は
申
年
な
の
で
断
腸

の
思
い
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
か
も
知
れ
な
い
。
最
後
の
手
紙

の
後
半
に
は
〝
済
生
会
に
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

頼
ま
れ
て
（
私
自
身
も
望
ん
で
）
以
前
に
患
者
さ
ん
を
対
象
に
話

し
た
（
健
康
講
座
）「
一
病
息
災
」
と
い
う
話
（
自
験
例
）
を
職

員
の
方
々
に
す
る
こ
と
で
挨
拶
に
代
え
る
つ
も
り
で
す
（
９
／
24

／
08
）。〟
と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、［
講
座
］
は
ど
う
さ
れ
た
の

か
な
と
案
じ
た
が
、
通
夜
の
折
に
渡
さ
れ
た
会
葬
御
礼
の
し
お
り

の
中
の
略
歴
に
〝
最
終
外
来
日
２
０
０
８
年
９
月
24
日
〟
と
書
い

て
あ
っ
た
の
で｢

講
座｣

は
や
り
遂
げ
ら
れ
た
と
思
っ
た
。
葬
儀

の
10
日
後
電
話
で
奥
様
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら｢

講
座｣

を
や
り
遂
げ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
福
田
君
の
意
志
の
強
さ
に
感

心
し
た
。
ま
た
、
生
前
に
福
田
君
自
身
で
書
い
て
用
意
し
て
あ
っ

た
左
記
の
会
葬
御
礼
に
も
恐
ら
く
す
べ
て
の
会
葬
者
が
驚
き
つ
つ

感
心
し
た
と
思
う
。

　〝
こ
の
世
を
去
る
時
が
き
ま
し
た
。

　 

わ
た
し
は
良
き
戦
い
を
戦
い

　 

走
る
べ
き
道
程
を
走
り
終
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
Ⅱ

　
テ
モ
テ
へ
の
手
紙

　
４
・
７
）　

福
田
宏
明
先
生
を
偲
ぶ

 

花
　
岡
　
英
　
彌
（
37
）

一
般
寄
稿
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本
日
は
お
忙
し
い
中
ご
参
列
い
た
だ
き

　
　
誠
に
恐
れ
入
り
ま
し
た
。

　
　
私
は
「
愉
快
・
満
足
・
感
謝
」
を
信
条
に

　
　
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
で
き
る
こ
と
な
ら

　
　
同
じ
人
生
を
繰
り
返
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　
　「
生
涯
現
役
」
の
夢
を
叶
え
て
下
さ
っ
た

　
　
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
残
さ
れ
た
者
共
を
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
カ

　
福
田
宏
明
〟

							










							










　
福
田
君
は
東
海
大
教
授
と
し
て
、
ま
た
肩
関
節
外
科
の
権
威
と

し
て
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
国
際
的
に
も
大
活
躍
し
、
内
外
に
多

く
の
知
人
・
友
人･

後
輩･

弟
子
が
い
た
。
今
井
教
授
の
右
腕
と

し
て
東
海
大
整
形
外
科
教
室
開
設
以
来
、
教
室
の
発
展
に
尽
く
し
、

教
授
と
共
に
す
べ
て
の
若
い
教
室
員
を
育
て
た
。
福
田
君
は
文
武

両
道
の
人
で
も
あ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
・
テ

ニ
ス
を
通
し
た
知
人
も
多
か
っ
た
。
福
田
君
は
年
上
の
人
か
ら
も

気
に
入
ら
れ
、
多
く
の
後
輩
か
ら
も
慕
わ
れ
た
稀
有
な
人
で
あ
っ

た
。
そ
の
証
し
が
通
夜
の
折
に
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
の
主
聖
堂
を

ほ
ぼ
埋
め
尽
く
し
た
会
葬
者
の
多
さ(

恐
ら
く
６
５
０
名
前
後)

で
あ
る
。

　
文
に
お
い
て
は
優
れ
た
大
学
人
で
あ
っ
た
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
有
す
る
人
で
あ
る
と
共
に
良
き
家
庭
人
で
も
あ
っ
た
。
英
語

は
話
す
こ
と
も
書
く
こ
と
も
達
人
で
、
賢
夫
人
の
担
子
夫
人
と

カ
ッ
プ
ル
で
の
真
の
国
際
人
で
あ
っ
た
（
真
の
国
際
人
で
あ
る
に

は
カ
ッ
プ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
夫
人
の
内
助
の
功
は
大
で

あ
っ
た
）。

　
私
は
整
形
外
科
学
と
い
う
専
門
分
野
と
そ
れ
に
伴
っ
た
家
族
的

な
交
際
と
い
う
面
で
の
み
の
交
流
で
あ
っ
た
。
人
と
の
付
き
合
い

の
下
手
な
私
に
と
っ
て
は
福
田
君
と
の
交
流
は
最
も
親
密
な
交
流

で
あ
っ
た
。

　
福
田
君
た
ち
の
40
回
生
と
は
出
張
病
院
の
回
り
具
合
で
、
始
め

の
９
年
間
、
医
局
で
一
緒
に
な
る
こ
と
が
殆
ど
な
か
っ
た
。
福
田

君
た
ち
が
入
局
し
た
年
に
は
私
は
足
利
日
赤
病
院
に
出
張
中
で
、

翌
年
夏
に
医
局
に
戻
っ
た
時
に
は
40
回
生
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
出

張
を
し
た
後
で
誰
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
福
田
君
は
こ
の
時
、

ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
い
た
と
後
で
知
っ
た
。
私
は
２
年
５
ヶ
月

医
局
に
い
た
後
、
神
奈
川
県
済
生
会
病
院
に
１
年
半
出
張
し
、
再

度
米
国
留
学
に
旅
立
っ
た
。
そ
の
間
、
留
学
か
ら
帰
国
し
て
い
た

筈
の
福
田
君
と
は
チ
ャ
ン
と
会
っ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　
昭
和
46
年
６
月
、
私
は
二
度
目
の
留
学
（
４
年
間
）
を
終
え
て

帰
国
し
た
が
、
直
ぐ
に
学
外
の
病
院
（
千
葉
市
）
へ
２
年
間
で
て
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い
た
の
で
、
更
に
そ
の
間
、
福
田
君
と
直
接
話
す
こ
と
は
殆
ど
な

か
っ
た
。
学
外
に
い
た
２
年
間
、
時
折
、
教
室
連
絡
会
の
後
の
カ

ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
に
出
席
し
て
い
た
折
に
、
教
室
員
の
一
人
と
し
て

福
田
君
が
出
席
し
て
い
る
の
は
気
が
つ
い
て
い
た
。
唯
一
度
、
私

が
上
腕
骨
近
位
骨
端
線
離
開
（S

alter-H
arris

Ⅱ
型
）
の
症
例
を

持
参
し
た
時
に
福
田
君
の
学
識
の
高
さ
と
存
在
を
深
く
知
る
機
会

が
あ
っ
た
。

　
昭
和
47
年
７
月
、
長
野
県
岡
谷
市
に
住
む
私
の
従
妹
か
ら
中
学

２
年
の
息
子
が
転
倒
し
て
右
肩
の
付
け
根
の
骨
折
を
し
て
近
医
で

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
て
整
復
を
試
み
た
が
、
戻
ら
な
い
と
電
話
が

あ
っ
た
。
電
話
で
聞
い
た
Ｘ
線
所
見
か
ら
私
はS

alter-H
arris

Ⅱ
型
の
上
腕
骨
近
位
骨
端
線
離
開
と
診
断
し
、
直
ぐ
に
第
１
回
の

留
学
の
折
に
買
っ
た B

lou
n
t

の
教
科
書
〝F

ractu
res in 

C
h
ild

ren

〟
の
中
の
こ
の
外
傷
に
関
す
る
項
の
敬
礼
位
（
ゼ
ロ
・

ポ
ジ
シ
ョ
ン
）
で
ギ
プ
ス
を
巻
か
れ
た
男
の
子
の
白
黒
写
真
を
思

い
浮
か
べ
た
。
翌
日
、
千
葉
ま
で
来
て
も
ら
い
、
局
麻･

透
視
下

に
過
外
転
を
強
制
し
な
が
ら
整
復
を
試
み
る
と
カ
ク
ッ
と
小
さ
な

音
が
し
て
整
復
で
き
、
次
い
で
教
科
書
通
り
敬
礼
位
（
ゼ
ロ
・
ポ

ジ
シ
ョ
ン
）
で
ギ
プ
ス
固
定
し
た
。
珍
し
い
治
療
法
（
こ
の
治
療

法
に
よ
る
本
邦
初
例
だ
っ
た
）
な
の
で
、
若
い
教
室
員
の
勉
強
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
教
室
の
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
で
受
傷
時
の
Ｘ

線
フ
イ
ル
ム
を
示
し
、
治
療
法
を
尋
ね
た
。
若
い
教
室
員
は
誰
も

答
え
ら
れ
ず
、
最
後
に
福
田
君
が
〝
外
転
過
強
制
で
整
復
し
、
ゼ

ロ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
ギ
プ
ス
固
定
す
る
〟
と
答
え
た
。
そ
こ
で
、

私
が
治
療
し
た
敬
礼
位
で
の
ギ
プ
ス
固
定
姿
の
男
の
子
の
ス
ラ
イ

ド
と
整
復
後
の
Ｘ
線
フ
イ
ル
ム
を
見
せ
、 B

lou
n
t

の
教
科
書
を
紹

介
し
た
。
こ
の
時
、
福
田
君
と
私
が
学
問
的
に
互
い
の
実
力
を
認

め
あ
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
こ
れ
で
終
わ
っ
た
が
、
後
日

談
と
し
て
は
、
や
が
て
福
田
君
か
ら
こ
の
症
例
を
慶
応
と
し
て
発

表
し
た
い
と
の
話
が
あ
り
、
難
波
君
の
所
（
茨
城
県
立
ひ
ば
り
学

園
）
の
新
生
児
の
同
外
傷
の
徒
手
整
復
不
能
例
と
私
の
症
例
と
を

合
わ
せ
て
、
昭
和
48
年
８
月
水
口
外
茂
次
君
に
東
日
本
整
形
外
科

学
会
で
発
表
さ
せ
（
私
と
福
田
君
、
難
波
君
は
共
同
演
者
）、
更

に
そ
の
後
に
福
田
君
が
関
連
病
院
か
ら
同
外
傷
の
相
談
を
受
け
る

度
に
こ
の
治
療
法
を
行
う
よ
う
に
指
導
し
た
症
例
も
含
め
た
６
例

を
加
え
て
昭
和
50
年
に
福
田
君
自
身
が
日
本
災
害
外
科
医
学
会
で

「
外
傷
性
上
腕
骨
近
位
骨
端
線
離
開
に
た
い
す
る
挙
上
位
整
復
法

（S
ah

a

）
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
発
表
し
た
（
私
ほ
か
共
同
演

者
４
名
）。

　
後
日
談
よ
り
前
の
昭
和
48
年
６
月
、
私
は
教
室
へ
戻
っ
た
。
福

田
君
は
教
育
主
任
の
池
田
教
授
の
下
の
教
育
員
の
一
人
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
46
年
10
月
か
ら
改
革
時
代
の
３
人
副
学
長
の
１
人
を
兼

任
し
て
い
た
。
私
も
教
育
員
の
一
人
と
な
っ
た
の
で
、
初
め
て
学
内

で
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。久
し
ぶ
り
に
大
学
に
戻
っ
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て
今
浦
島
的
な
所
が
あ
っ
た
私
に
対
し
て
福
田
君
は
親
切
で
、
東

京
医
科
歯
科
大
学
で
毎
月
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
て
い
た｢

東
京
地

区
骨
軟
部
腫
瘍
研
究
会｣

に
一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
と
誘
っ
て
く

れ
た
。
ま
た
、
関
恒
夫
君
が
症
例
報
告
し
た
「
悪
性
化
し
た
骨
芽

細
胞
腫
」
を
福
田
君
が
英
文
に
翻
訳
し
、
ま
ず
は
標
本
をM

ay
o 

C
linic 

の
病
理
のD

r.D
ahlin

へ
送
っ
て
診
断
を
確
定
し
て
も
ら
っ

た
後
、J.B

.J.S.

にSeki,T
. et al. M

alignant transform
ation 

of osteob
lastom

a 

で
発
表
し
た
時
（
昭
和
50
年
）、
こ
の
症
例

に
は
殆
ど
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
私
ま
で
共
著
者
の
一
人
に
加
え

て
く
れ
た
。

　
私
は
当
時
、
東
大
津
山
教
授
の
推
薦
で
雑
誌｢

整
形
外
科｣

に

ア
メ
リ
カ
の
整
形
外
科
レ
ジ
デ
ン
ト
と
対
象
と
し
た
「
研
修
中
間

試
験
」（In

-train
in

g E
x
am

in
ation

）
か
ら
問
題
を
選
び
、
答

と
解
説
を
付
け
て｢

整
形
外
科
Ｑ
＆
Ａ
─
私
た
ち
の
知
識
を
試
そ

う｣

を
連
載
中
で
あ
り
、
研
究
面
で
は
「
胞
状
軟
骨
細
胞
の
運
命

―
電
顕
的
研
究
」
を
「
骨
・
関
節
の
基
礎
を
語
る
会
」
で
発
表
し
、

J.B
.J.S

.

に
投
稿
中
で
あ
っ
た
。
Ｑ
＆
Ａ
の
肩
の
問
題
で
は
福
田
君

に
解
説
を
助
け
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、J.B

.J.S
.

に
投
稿
中
の
論
文

に
つ
い
て
はC

oh
en

編
集
長
に
頁
数
の
事
で
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
た

事
は
前
々
回
の
「
ふ
る
さ
と
」
の
中
の
私
の
小
文｢

北
里
賞
を
め

ぐ
る
私
の
研
究｣

中
に
詳
し
く
述
べ
た
が
、
私
は
当
時
こ
の
い
き

さ
つ
を
悲
憤
慷
慨
し
な
が
ら
福
田
君
に
訴
え
た
。
福
田
君
は
私
が

C
oh

en

編
集
長
に
ク
レ
ー
ム
と
つ
け
た
態
度
に
大
い
に
感
心
し
た

よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
後
日
談
で
あ
る
が
、
私
が
昭
和
56
年
に

北
里
賞
を
受
賞
し
た
後
の
「
ふ
る
さ
と
」（
昭
和
58
年
）
に
こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
引
用
し
な
が
ら
、｢

お
め
で
と
う

　
北
里
賞
受
賞

　
花
岡
英
弥
君｣

と
言
う
題
で
お
祝
い
文
を
書
い
て
く
れ
た
。

　
こ
ん
な
事
が
あ
っ
て
次
第
に
親
し
く
な
っ
た
。
そ
の
間
（
昭
和

４９
年
１２
月
）
に
福
田
君
は
東
海
大
整
形
外
科
助
教
授
と
し
て
東
海

大
へ
赴
任
し
た
。

　
更
に
、
日
整
会
で
私
が
雑
誌｢

整
形
外
科｣

に
連
載
し
て
い
た

「
整
形
外
科
Ｑ
＆
Ａ
」
が
刺
激
と
な
っ
て
、　
日
本
独
自
の
Ｑ
＆
Ａ

を
作
ろ
う
と
昭
和
52
年
に
順
天
堂
大
の
山
内
助
教
授
を
委
員
長
と

し
た
Ｑ
＆
Ａ
委
員
会
が
で
き
、
東
大(

林
班)

と
順
天
堂
大(

山

内
班)

の
２
班
に
分
か
れ
て
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
問
題
を
検
討

し
た
。
福
田
君
と
私
は
山
内
班
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
８
年
間
、

年
８
～
９
回
集
ま
っ
た
。

　
殆
ど
同
じ
頃
、
福
田
君
か
ら｢

東
海
大
整
形
外
科
教
室
に
広
川

書
店
か
ら
翻
訳
の
依
頼
が
き
て
い
る
け
れ
ど
何
か
翻
訳
す
べ
き
本

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？｣

と
相
談
を
受
け
た
。
そ
こ
で
「
千
葉
大

整
形
外
科
教
室
で
は
ソ
ル
タ
ー
の
整
形
外
科
教
科
書
の
読
書
会
を

し
て
い
る
と
聞
い
た
け
れ
ど
、
今
井
教
授
と
検
討
さ
れ
て
は
ど
う

で
す
か
？
」
と
答
え
た
。
そ
の
結
果
、
ソ
ル
タ
ー
の
翻
訳
が
今
井

教
授
を
総
監
督
に
福
田
君
と
私
が
中
心
と
な
り
、
東
海
大
整
形
の
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ス
タ
ッ
フ
全
員
で
の
翻
訳
が
始
ま
っ
た
。
英
文
科
出
身
の
私
の
妻

も
訳
文
の
チ
ェ
ッ
ク
を
大
い
に
手
助
け
し
た
。
数
年
が
か
り
で
翻

訳
で
き
た
こ
の
本
は
疾
患
を
病
因
論
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
ソ

ル
タ
ー
教
授
の
思
想
に
溢
れ
た
本
で
整
形
外
科
医
に
な
っ
た
者
に

は
大
変
有
益
な
本
で
あ
っ
た
が
、
学
生
向
き
で
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
っ
た
。
昭
和
62
年
、
ソ
ル
タ
ー
教
授
が
日
本
整
形
外
科
学
会
に

招
待
さ
れ
て
来
日
し
た
折
に
福
田
君
が
撮
っ
て
額
に
入
れ
て
送
っ

て
く
れ
た
ソ
ル
タ
ー
教
授
、
今
井
教
授
、
福
田
君
、
私
の
４
人
一

緒
の
写
真
と
は
そ
れ
以
来
、
本
箱
の
ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
日
に
何
回

か
対
面
し
て
い
る
。
Ｑ
＆
Ａ
や
ソ
ル
タ
ー
教
科
書
の
翻
訳
で
の
共

同
作
業
は
大
変
楽
し
か
っ
た
し
、
一
層
互
い
に
親
密
に
な
っ
た
。

　
家
族
的
な
交
流
と
し
て
は
、
大
学
に
戻
っ
た
翌
年
の
昭
和
49
年

春
に
千
葉
大
講
堂
で
行
わ
れ
た
東
京
地
区
集
談
会
の
帰
り
に
同
じ

市
内
に
あ
る
私
の
狭
い
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に
福
田
君
を
誘
っ
た
。

福
田
君
は
細
谷
君
と
一
緒
に
来
て
く
れ
る
と
の
事
で
会
場
か
ら
私

が
タ
ク
シ
ー
で
自
宅
ま
で
案
内
し
た
。
妻
が
ア
メ
リ
カ
で
や
っ
て

い
た
よ
う
に
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
を
焼
き
、
私
が
ア
メ
リ
カ
の
亭
主

が
よ
く
や
る
よ
う
に
電
動
肉
切
り
包
丁
で
切
り
分
け
た
。
そ
こ
ま

で
は
格
好
よ
か
っ
た
が
、
高
い
肉
を
買
っ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、

ロ
ー
ス
ト
が
硬
く
、
二
人
の
客
人
に
対
し
て
申
し
訳
な
い
思
い
を

し
た
。
そ
れ
か
ら
暫
く
し
て
、今
度
は
福
田
君
が
中
野
の
マ
ン
シ
ョ

ン
に
私
ど
も
夫
婦
を
招
待
し
て
く
れ
、
さ
ら
に
数
年
後
に
転
居
し

た
成
城
の
借
家
に
私
の
一
家
を
招
待
し
て
く
れ
た
。
小
学
生
で

あ
っ
た
二
人
の
息
子
は
習
っ
て
い
た
バ
イ
オ
リ
ン
を
抱
え
て
伺
っ

た
。
そ
の
後
、
や
っ
と
自
宅
を
新
築
し
た
私
の
家
に
福
田
君
が
一

家
で
訪
れ
て
く
れ
、
さ
ら
に
私
達
一
家
が
再
度
、
福
田
君
の
成
城

の
家
に
招
待
さ
れ
た
。
茅
ヶ
崎
に
自
宅
を
新
築
さ
れ
た
後
、
一
度

だ
け
妻
と
わ
た
く
し
の
二
人
、
茅
ヶ
崎
の
お
宅
へ
招
待
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
に
よ
っ
て
奥
様
の
担
子
夫
人
や
お
子
様
方
（
小

学
生
の
明
子
ち
ゃ
ん
、
知
子
ち
ゃ
ん
、
幼
稚
園
児
の
宏
之
君
）
と

家
族
ぐ
る
み
で
親
し
く
な
っ
た
。
ご
家
族
全
員
で
書
い
て
発
行
さ

れ
たT

h
e F

u
k
u
d
as 

を
何
年
に
も
わ
た
っ
て
送
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
つ
ど
、Fukuda fam

ily

を
見
習
わ
な
く
っ
ち
ゃ
あ
、
と
思
っ

た
（
で
も
、
思
う
だ
け
で
見
習
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
）。

　
東
海
大
へ
赴
任
後
間
も
な
い
頃
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
ド
ク
タ
ー

を
招
待
し
て
大
学
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
さ
れ
た
折
、
私
も
家
内

共
々
、
大
学
の
み
な
ら
ず
、
箱
根
ま
で
招
待
さ
れ
た
。

　
東
海
大
に
移
っ
た
福
田
君
は
肩
に
関
す
る
研
究
を
積
極
的
に
進

め
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
（
１
９
９
０
）
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

（
１
９
９
６
）
のS

IC
O

T

で
特
別
講
演
者
に
選
ば
れ
た
。
特
に
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
講
演
（plenary  lecture

）
は
す
ば
ら
し

か
っ
た
。
福
田
君
は
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
の
肩
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
と
そ
れ
に
裏
付
け
ら
れ
た
臨
床
的
研
究
を
歯
切
れ
の
よ
い
流
暢

な
、
し
か
し
早
過
ぎ
な
い
口
調
の
英
語
で
堂
々
と
講
演
し
、
日
本
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の
整
形
外
科
医
の
代
表
と
し
て
誠
に
立
派
で
あ
っ
た
。
日
頃
敬
愛

す
る
君
の
晴
れ
姿
は
美
し
く
、
同
じ
日
本
人
と
し
て
、
同
窓
生
と

し
て
、
親
し
い
友
人
の
一
人
と
し
て
誇
ら
し
く
感
じ
た
。
６
年
前

の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
の
講
演
（cu

rren
t tren

d lectu
re

）
も

充
分
立
派
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
立
派
で
あ
っ
た
。
大
ホ
ー
ル
一

杯
の
学
会
参
加
者
（
大
半
が
外
国
人
）
も
大
い
に
感
銘
を
受
け
、

講
演
が
終
わ
る
と
大
き
な
拍
手
が
ホ
ー
ル
一
杯
に
鳴
り
響
い
た
。

そ
の
日
の
夕
方
の
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
イ
に
東
海
大
の
教
室
員
ば
か

り
の
中
に
私
ど
も
夫
婦
と
千
葉
大
整
形
外
科
研
修
医
に
な
っ
て
い

た
次
男
を
招
待
し
て
く
れ
た
。

　
そ
の
翌
年
（
平
成
９
年
）
９
月
、
既
に
65
歳
を
過
ぎ
て
慶
応
を

完
全
に
Ｏ.

Ｂ.

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
私
に
、
県
央
整
形
外

科
研
究
会
に
お
い
て
「
骨
腫
瘍
の
画
像
診
断
」
と
い
う
講
演
の
機

会
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
当
日
午
後
、
福
田
君
と

担
子
夫
人
揃
っ
て
、
私
と
家
内
を
、
大
磯
の
旧
吉
田
茂
邸
に
案
内

し
て
く
れ
た
。

　
千
葉
に
引
っ
込
ん
で
学
会
に
も
あ
ま
り
参
加
し
な
く
な
っ
た
私

は
福
田
君
と
会
う
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
。
平
成
13
年
千
葉
大
守

屋
教
授
が
会
長
で
開
催
さ
れ
た
日
本
整
形
外
科
学
会
で
私
が
学
会

功
労
賞
を
貰
っ
た
時
、
福
田
君
は
最
高
の
賞
で
あ
る
学
会
賞
を
受

賞
し
た
。
息
子
が
会
場
係
を
し
て
い
た
の
で
、
後
で
、「
福
田
先

生
に
お
会
い
で
き
、
会
場
へ
案
内
し
た
。」
と
嬉
し
そ
う
に
報
告

し
て
き
た
。
そ
の
息
子
が
平
成
15
年
11
月
に
結
婚
し
た
際
、
披
露

宴
に
福
田
君
夫
妻
は
主
賓
と
し
て
出
席
し
て
く
れ
た
。 

平
成
16

年
暮
に
、
暫
く
会
わ
な
い
の
で
福
田
君
夫
妻
を
新
年
に
食
事
に
誘

お
う
と
電
話
を
掛
け
た
ら
、「
肝
癌
の
た
め
新
年
早
々
東
大
病
院

へ
入
院
し
、
手
術
を
受
け
る
予
定
。
で
も
、
入
院
前
日
の
平
成
17

年
１
月
９
日
な
ら
Ｏ
Ｋ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
全
日

空
ホ
テ
ル
の
「
雲
海
」
で
和
食
の
正
月
料
理
を
共
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
福
田
君
が
東
海
大
へ
赴
任
し
て
数
年
後
に
肝
炎
で
入
院

し
て
、
夕
方
７
時
半
す
ぎ
に
東
海
大
病
院
ま
で
見
舞
い
に
い
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
の
後
もG

O
T

. G
P

T

の
デ
ー
タ
が
高

く
な
っ
た
と
い
う
話
は
た
ま
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
癌
化

し
て
手
術
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

秋
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
し
、
以
来
毎
日
曜
日
に
聖
イ
グ
ナ
チ
オ

教
会
に
通
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
も
教
会
の
帰

り
で
あ
っ
た
。
翌
日
入
院
し
た
福
田
君
を
月
末
に
見
舞
い
に
行
っ

た
ら
、
入
院
し
て
直
に
風
邪
を
引
い
た
た
め
手
術
が
延
期
に
な
っ

て
手
術
待
ち
の
状
態
で
あ
っ
た
。
福
田
君
は
淡
々
と
主
治
医
が
図

示
し
て
説
明
し
て
く
れ
た
手
術
予
定
の
内
容
を
私
に
説
明
し
て
く

れ
た
。
病
室
で
は
、
担
子
夫
人
の
ほ
か
に
、
知
的
で
美
人
の
キ
ャ

リ
ア
・
ウ
ー
マ
ン
に
成
人
し
た
二
人
の
お
嬢
さ
ん
と
も
再
会
し
た
。

見
舞
い
と
し
て
持
参
し
た
横
浜
の
聘
珍
楼
の
焼
き
栗
を
勝
ち
栗
だ

と
言
っ
て
差
し
出
す
と
大
い
に
喜
ん
で
く
れ
た
。
術
後
し
ば
ら
く



− 189 −

順
調
で
あ
っ
た
が
、
10
月
７
日
夕
、
福
田
君
か
ら
電
話
で
「
12
日

入
院
、
14
日
再
手
術
と
な
っ
た
」
と
残
念
な
知
ら
せ
を
告
げ
て
き

た
。
12
日
午
後
、
勝
ち
栗
持
参
で
見
舞
い
に
行
っ
た
。
い
つ
も
の

明
る
い
声
で
、
今
度
の
手
術
予
定
図
を
示
し
な
が
ら
説
明
し
て
く

れ
た
。
術
後
は
保
存
療
法
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、

元
気
そ
う
で
、
翌
年
の
１
月
27
日
付
け
の
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の
花

の
絵
葉
書
を
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
か
ら
貰
っ
た
。「
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
生

誕
２
５
０
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
て
、
３
時
間
半
に
亘
り
、
ハ

フ
ナ
ー
交
響
曲
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
（K

.503,

　
内
田
光
子
）
な
ど

…
を
楽
し
み
ま
し
た
。
生
き
て
い
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
明
日
は
ウ
イ
ー
ン
へ
出
発
し
、
フ
ィ
ガ
ロ
、
魔
笛
を
聞
く
予

定
。」
と
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ま
で
行
か
れ
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
と
思
っ
た
。
そ
の
夏
、
暮
に
発
行
予
定
の
「
ふ
る
さ
と
」

に
投
稿
し
よ
う
と
し
て
い
た
私
の
「
北
里
賞
を
め
ぐ
る
私
の
研
究
」

に
付
記
を
書
い
て
ほ
し
い
と
福
田
君
に
依
頼
し
た
所
、
あ
っ
と
い

う
間
に
格
調
の
高
い
す
ば
ら
し
い
付
記
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ

で
、「
ふ
る
さ
と
」
発
行
後
の
12
月
９
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
フ
ラ

ン
ス
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
レ
・
セ
ソ
ン
」
に
福
田
君
夫
妻
を
招
待
し

て
、
ま
だ
日
本
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
「
ジ

ビ
エ
料
理
」
を
賞
味
し
た
。
福
田
君
は
大
変
喜
ん
で
、挨
拶
に
テ
ー

ブ
ル
に
来
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
シ
ェ
フ
に
〝
セ
・
デ
リ
シ
ュ
ウ
〟
と

賛
辞
を
述
べ
た
。
こ
の
時
、
１
月
19
日
に
済
生
会
平
塚
病
院
で
一

般
市
民
に
対
す
る
健
康
講
座
と
し
て
自
験
例
を
基
に
〝
一
病
息
災
〟

と
言
う
題
で
講
演
を
し
た
こ
と
、
茅
ヶ
崎
の
自
宅
を
売
っ
て
都
内

の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
移
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
茅
ヶ
崎
の
自
宅
の
庭

に
引
き
取
っ
て
い
た
母
方
の
曽
祖
父 

山
川
健
次
郎
（
東
大
第
６

代
及
び
９
代
総
長
）
の
胸
像
（
退
官
時
に
弟
子
た
ち
が
贈
呈
し
て

く
れ
た
も
の
）
を
東
大
に
引
き
取
っ
て
貰
う
よ
う
に
段
取
り
を
し

た
こ
と
、
更
に
、
驚
い
た
こ
と
は
、
父
方
の
祖
父
福
田
俊
が
私
の

父
が
社
長
を
し
て
い
た
電
気
化
学
工
業
（
株
）
と
関
係
の
あ
る
黒

部
川
電
力
（
株
）
の
役
員
を
長
年
し
、
最
後
は
社
長
（
昭
和
23
─

26
年
）
を
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
を
話
し
て
く
れ
た
（
後
日
調
べ

た
所
に
よ
る
と
、
私
の
父
は
昭
和
34
─
58
年
黒
部
川
電
力
の
役
員

を
兼
務
し
て
い
た
）。
最
後
に
、
私
ど
も
そ
れ
そ
れ
に
ド
イ
ツ
の

ア
ド
ラ
ー
製
の
よ
く
切
れ
る
鋏
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。
以

来
愛
用
中
で
あ
る
。
数
日
後
に
礼
状
と
共
に
講
演
の
ス
ラ
イ
ド
・

レ
ジ
ュ
メ
の
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
く
れ
た
。

以
下
に
福
田
君
か
ら
の
手
紙
と
ス
ラ
イ
ド
・
レ
ジ
ュ
メ
を
引
用
す

る
。

12
／
12
／
06

　
花
岡
英
弥
先
生
、
則
子
様

　
先
週
の
土
曜
日
に
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
レ
・
セ
ゾ
ン
で
ご
馳
走
様

に
な
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
お
料
理
を
頂

き
乍
ら
お
二
方
と
ゆ
っ
く
り
久
し
振
り
に
お
話
が
出
来
、
実
に
愉
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快
で
し
た
。
先
生
の
大
論
文
のap

p
en

d
ix

に
対
し
て
過
分
な
お

持
て
成
し
と
恐
縮
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
お
出
掛
け
に
く

い
と
こ
ろ
を
遠
路
ご
上
京
頂
き
ま
し
た
が
、
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
美
味
し
い
焼
き
栗
と
き
め
細
か
い
お
心
配

り
を
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
節
話
題
に
供
し
ま
し
た
私
の
講
演
「
一
病
息
災
」
の
ス
ラ

イ
ド
・
レ
ジ
ュ
メ
を
同
封
い
た
し
ま
す
。
一
般
向
き
（
ご
老
人
が

大
部
分
）
の
話
で
す
が
、
自
分
の
経
験
に
基
づ
く
こ
と
で
お
笑
い

種
ま
で
に
。

　
重
ね
て
ご
好
意
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
担
子
か
ら

も
よ
ろ
し
く
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
福
田
宏
明

スライド・レジュメ

一病息災　
福田　宏明　

済生会平塚病院健康講座　
平成 18 年 1 月 19 日

息災の引用

　栄華（花）物語（平安中期）には

　｢ 皇太后宮並びに一品宮の御息災

　を祈り奉り」とあり、

　徒然草（鎌倉末期）には

　「息災なる人も、目の前に大事

　の病者となりて」などとみえる。

息災とは

 健康であること、無事であること。

 本来は仏教語で、「息」はとどめるの意。

 すなわち、神仏の力で衆生の災いをとど

 めることの意。罪、苦、災難を除き、安定

 を得させる事をいう。

一病息災と無病息災

 一病息災は無病息災をもじったもの。

 一つの慢性疾患をもっていると、常に 

 自分の身体の状態に気をつけて節制す 

 るので、長生きする。
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一病息災　自己体験から

昭和 49 年（1974）

新設の東海大学医学部に就職（39 歳）

診療、教育、研究に専心、夜討ち朝駆け

東京から通勤 ､ 週 2 日病院泊まり

酒は飲めず、付き合い程度、喫煙歴なし。

その後の経過

昭和 51 年（1976）41 歳　“男の前厄

同僚が肝炎で入院→私も肝機能障害を

指摘され→入院精査→慢性肝炎（非 A

非 B 型肝炎）→特別の治療をせずに経

過を見た。

その後の経過

昭和55 年（1980）45 歳

米国コロンビア大学に 6 ヵ月間単身留学

昭和59年（1984）

東海大学医学部付属大磯病院長に就任

と同時に茅ヶ崎に転居（49 歳）

忙しいが充実した生活を送る。

その後の経過
平成 4 年（1992）57 歳
8年間勤めた大磯病院から伊勢原へ転勤
平成 7 年〔1995〕60 歳
初めて C 型肝炎と判明
手術時の針刺し事故が原因か？
その間 GOT,GPT は常に三桁なるも、 
さしたる自覚症状なし（もの言わぬ臓器、 
肝臓）

その後の経過　

平成8 〜 9年（1996 〜97） 61 〜62 歳

肝生検で C 型慢性活動性肝炎と診断

インターフェロン治療開始→著効

（C 型肝炎ウイルスの陰性化）

その後の経過
平成 10 年（1998）　63 歳
腹部エコーで肝臓に腫瘤発見→アルコ
−ル注入療法を受ける。肝臓癌の診断
平成13 年（2001）　65 歳
東海大学を退職後、済生会平塚病院就職
平成15 年（2003）　68 歳
新たな腫瘍に対して経動脈塞栓術（2 回）
とラジオ波による焼灼術（2 回）受ける。

その後の経過と今後
平成 17 年（2005）　69 〜70 歳
肝部分切除（2 回、1月と10 月）を受ける。　
現在術後３ヵ月  職場復帰  自覚症状なく、血
液検査正常  ３ヵ月に１度画像検査を受けて
経過を観察中

今後再発した場合、手術（切除可能なら）や
抗癌剤など（切除不可能なら）から選択する。

全経過 30 年のまとめ (1)
第 1 期

昭和50 年（1975）、肝機能障害が指摘され
てから平成9年（1997）インターフェロン
療法が奏功するまで

第 2 期
平成10 年（1998）、肝臓癌の診断後、
各種の内科的治療を受けた時期
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全経過 30 年のまとめ（２）

第３期

平成 16 年（2004）、内科的治療の限界

に達し外科に転科　平成 17 年（2005）

に 2 回の肝部分切除を受け、現在に至

る時期

私の場合は一病息災に相当するか？
第 1 期の23 年間、肝機能を気にしながら
も職責、自分に課した目標をほぼ果たす事
が出来る活動力があった。その意味では
一病息災に相当しよう（自己満足？）。
第２，３期の 7 年間は常識的に言えば
相当しないかも知れない。しかし個人的
には、この時期も一病息災と考えて
やって来た。その理由は……

「一病」と「息災」の解釈

「一病」は一般に軽い病気とされている　

が、軽重の定義も境界も不定　

「息災」も「災」の内容や程度の解釈は

さまざま。身体的苦痛のみならず、精神

的悩みも当然含まれる。要は個人が何を

「災」とするかによる。

私の災いに対する本音
第１期

痛みや不快がないのであまり気にしていな
かった。

第 2 期
これは困った。しかし逃げようがない。
もっとも力付けられた言葉：治療しながら
共生して行けば、寿命まで生きられるで
しょう。

私の災いに対する本音　

第 3 期（続き）

　医学の知識として、C 型肝炎→肝硬変

→肝癌への伸展は承知していたが、

いよいよ、ここまで来たか。　

残された時間は？残務整理の手順は？

煩悩→不眠→活動性↓（悪循環）

私の災いに対する本音
悪循環を切るためには心のストレス

（煩悩）を何とかせねばならない→
入信（後述）
思い切って手術を受けてよかった。しかも
１年に 2 回！今後のことは神様におまかせ。
今まで十分この世の中を楽しんだ。今後は
一日一日大切に生きよう。

無病息災の人はいるのか？

近代の高齢化社会において真の無病息災の

人は稀に違いない。むしろ一病、

二病を抱えて悩む人が大多数であろう。に

も拘わらず生きているのである。とすれば、

前向きな一病息災を生活指針とするのがよ

り有意義ではないか。

一病息災と生き甲斐の両立
医療スタッフとの付き合い方
東海大病院から東大病院へ転院
基本方針：プロの見識と腕を信頼する。
説明を聞いて納得したら全て任せる。
ルールを守る（わがまま厳禁）。
希望事項：情報はガラス張りに（手術記録
と病理組織診断書のコピーが欲しい）。
なるべく痛くなく
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一病息災と生き甲斐の両立
個人情報開示　
自分の病気を触れ回ることはないが、職場
を休む理由を曖昧に出来ない。職員にはあ
りのままを、それ以外には多少ぼやかして
公示した。勿論、家族間はガラス張り。
情報公開することで腹の探り合いが避けら
れ、余計な気を使うことが少なくなった。

一病息災と生き甲斐の両立
職業意識
第 2 回目の手術（平成17 年10 月14 日）の
1 年前に講演（平成17 年11 月26 日、仙台市）
を約束していた。ドタキャンを恐れながら
準備し、手術後の経過良好にて実現出来た。
長い間やって来た慣れた仕事をする事は、
精神集中、気分転換（不安解消）に有効

一病息災と生き甲斐の両立
交友関係
昨年11月（術後 1ヵ月）、台北から同学の
弟分、ジンジャー・ウー君が見舞いに来て
くれた。その他多くの友人、職員から激励
を受けた。後顧の憂いなく専心療養が可能
となった。
心のこもった友情は病人を癒す最高の良薬

一病息災と生き甲斐の両立
宗教
第 1 回の手術を前にローマンカトリックの
信者になる。神に祈る→全ておませ→心
が癒される→救われる（人事を尽くして天
命を待つ）。眠れぬ夜が減少人生の最後ま
で一日一日を生かされて生きていることを
再確認

一病息災と生き甲斐の両立

園芸

裏庭に甘藷（金時）などを栽培今年も豊作、

剪定、芝刈り ､ 散水もかかせない庭仕事

園芸も気分転換と適度な熱量消費法

手をかけただけ応える生命を実感

一病息災と生き甲斐の両立

読書

この１年藤沢周平作品を愛読「蝉しぐれ」

は映画も鑑賞作者の人生に対するわきま

え、諦観、武士の生き方の潔さに共感

人生と挫折、生と死について教えられる。

一病息災と生き甲斐の両立　
古典音楽　病床で聴いた曲目

グノー：アヴェ・マリア（チェロ： 
フルニエ）
メンデルスゾーン：詩篇 42 
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲第 5 番

（ピアノ：シュナーベル）
チェロソナタ（全曲）（カザルス）

一病息災と生き甲斐の両立

落語

この数年落語のCD をかけて就眠。文楽 ､

志ん生 ､ 円生、小さん、金馬、可楽、彦六

などを愛聴　しばしばオチを聞かずに入眠

古典落語の名人が誘う義理人情と笑いの世

界は格好の癒しと気分転換
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全ての悩みは解決されたか

まだまだ不十分かつ不安定“悟りの境地”

からはほど遠い。

痛みなく働けるのが有難い。

なお多くの先人、同時代人の事例から謙虚

に学ぶ必要あり。

病気や障害を克服した方々

小柴昌俊（物理学）ポリオ　ノーベル賞

多田富雄（免疫学）脳梗塞 能の脚本作家

星野富弘（教員）脊髄損傷　画家　詩人

丸田明彦（料理家）多発性硬化症 教育

まとめ（１）
・ 高齢者では無病息災者より一病を荷なっ   
   て歩んでいる一病息災者が多い。　
･ 一病には軽重があり、境界は不定である。
   「災」にも軽重が存在するほか、身体的、  
   心理的障害も多様である。
･ 一病の究明と治療は自宣を得て十分に行  
   ない、無病化、‘軽病化’を図るべき。
   特に痛みは何とか早くとりたい。

まとめ（2）
・一病と共生せざるを得ないことも多い。
しかし、共生によりそれまで気付かなか
った事、ひとの心身の痛みなどに考えが
及ぶ副産物もある。
・一病息災で過ごすには、各々の生き甲
斐との両立を図り、にも拘わらず笑って
生きることで新しい世界が展開する。

まとめ（３）　

・個人的な経験を通じて ｢ 一病息災 ｣

の意味を述べ、積極的な生き方を提案

した。皆様方のご参考になれば幸いで

ある。

心の平安の祈り
ラインホルト　ニーバー（1892 − 1971）
神よ
変えられないことを受け容れる心の 
平安を
変えるべきことを変える勇気を
そしてその両者を見極める英知を
我らに与え給え
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福
田
君
、
君
以
外
に
誰
が
自
己
の
病
気
を
素
材
に｢

一
病
息
災｣

の
よ
う
な
事
が
書
け
よ
う
か
。
冷
静
に
、
且
つ
、
客
観
的
に
分
析

し
て
、
病
状
経
過
を
記
述
し
、
心
の
動
揺
、
不
安
な
ど
も
述
べ
、

最
後
に
、
生
き
甲
斐
と
の
共
存
を
図
る
と
い
う
積
極
的
な
生
き
方

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。	

　
年
が
明
け
る
と
直
ぐ
に
、
２
０
０
６.
12.
30
付
け
の
ク
リ
ス

マ
ス
・
カ
ー
ド
が
フ
ラ
ン
ス
の
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
か
ら
届
い
た
。

　
ゆ
っ
く
り
〝
命
の
洗
濯
〟
の
旅
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
明
日
パ

リ
へ
で
ま
す
。
違
い
を
違
い
と
し
て
認
め
る
と
い
ろ
い
ろ
見
え
て

来
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
２
回
に
わ
た
る
退
職
時
の
感
想
、〝
愉

快
、
満
足
、
感
謝
〟
を
忘
れ
ず
に
行
き
た
い
も
の
で
す
。
来
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
大
事
に
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田

　
宏
明

こ
の
カ
ー
ド
に
坦
子
夫
人
の
長
文
の
添
え
書
き
も
あ
り
、
良
き
お

し
ど
り
振
り
を
思
わ
せ
た
。

こ
の
年
（
平
成
19
年
）
は
あ
ま
り
文
通
し
な
か
っ
た
。
秋
に
私
の

手
紙
に
対
し
て
東
大
病
院
か
ら
返
事
を
貰
い
少
々
心
配
に
な
っ

た
。

10
／
22
／
07

　
東
大
病
院
に
て

　
　
　
　
　
福
田
宏
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
便
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
去
る
十
月
十
五
日
よ
り
当
院
で

化
学
療
法
を
受
け
て
お
り
、
幸
い
副
作
用
も
少
な
く
、
効
果
が
あ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
実
は
十
月
初
め
に
空
咳
、
右
側

胸
部
痛
で
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
肺
転
移
、
右
第
十
一
肋
骨
転
移

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
来
る
べ
き
も
の
が
来
た
感
じ
で
す
が
、
術

後
二
年
間
通
常
の
生
活
が
で
き
た
こ
と
は
感
謝
で
す
。

出
来
る
だ
け
心
身
の
平
安
を
保
ち
、
神
様
に
お
任
せ
し
て
行
く
つ

も
り
で
す
。
出
来
れ
ば
「
生
涯
現
役
」
で
消
え
て
行
き
た
い
の
で

す
が
、
ど
う
な
り
ま
す
か
。
先
生
お
疲
れ
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
年
一
杯
で
外
来
を
閉
じ
ら
れ
る
由
、
ど
う
ぞ
少
し
ゆ
っ
く
り
さ

れ
ん
事
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
私
共
九
月
か
ら
Ｎ
響
の
会
員
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
一
寸
お
休
み
で
す
。
則
子
様
ど
う
ぞ
お

大
事
に
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ご
利
益
は
も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す

か
？
（
十
月
二
十
三
日
（
火
）
退
院
い
た
し
ま
す
）
草
々

君
の
病
状
も
遂
に
第
４
期
に
入
っ
て
し
ま
い
残
念
且
つ
心
配
、
そ

れ
な
の
に
私
や
家
内
に
対
す
る
ね
ぎ
ら
い
を
し
て
貰
い
恐
縮
至
極

で
あ
る
。

年
も
改
ま
っ
た
平
成
20
年
正
月
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ー
ド
と
年
賀

状
を
兼
ね
て
海
外
の
知
人
宛
に
送
ら
れ
て
い
る
長
文
の
英
語
の
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が
私
ど
も
に
も
送
ら

れ
て
き
た
。
内
容
は
、
１
．
茅
ヶ
崎
の
家
を
売
却
し
て
東
京
に
マ

ン
シ
ョ
ン
（
英
文
で
はcon

d
om

in
iu

m

と
書
か
れ
て
い
た
）
を
購

入
す
る
こ
と
に
し
た
。
２
．
３
ヵ
月
前
に
肺
転
移
や
右
11
肋
骨
転

移
が
見
つ
か
っ
た
。
食
思
不
振･

体
重
減
少
も
あ
り
、
９
月
の
ブ

ラ
ジ
ル
で
の
第
10
回
国
際
肩
肘
学
会
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
３
．

化
学
療
法
の
た
め
10
月
15
～
23
日
東
大
病
院
に
入
院
、
幸
い
副
作

用
は
思
っ
た
ほ
ど
ひ
ど
く
な
か
っ
た
。
４
．
11
月
か
ら
週
２
回
外

来
患
者
の
診
察
を
再
開
し
て
い
る
。
５
．
神
の
手
に
お
ま
か
せ
し

よ
う
。
な
ど
で
あ
っ
た
。
最
後
に
添
え
書
き
で
、〝
い
つ
も
お
心

に
か
け
て
お
祈
り
く
だ
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
生
小
康
を

た
も
っ
て
お
り
、
共
生
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
が

花
岡
家
に
と
っ
て
佳
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　
福
田

　
宏
明
〟

　と
あ
り
、
ま
た
、
坦
子
夫
人
の
添
え
書
き
に
も
〝
…
主
人
は
食
欲

が
な
く
、
ホ
ト
ホ
ト
閉
口
し
て
お
り
ま
す
。
41
年
間
の
付
き
合
い

の
中
で
初
め
て
の
体
験
で
ご
ざ
い
ま
す
。
20
キ
ロ
や
せ
ま
し
た
の

で
私
は
そ
の
う
ち
追
い
越
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
…
…
〟
と
あ

り
、
体
力
減
退
が
窺
わ
れ
た
。	

東
京
歯
科
大
市
川
病
院
の
穴
沢
君
か
ら
１
月
19
日
に
同
病
院
で
の

市
民
公
開
講
座
で
福
田
先
生
が
特
別
講
演
を
す
る
と
知
ら
せ
て
き

た
の
で
、
次
に
何
時
会
え
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
是
非
会
い
に
行

こ
う
と
、
家
内
と
共
々
講
演
を
聞
き
に
い
っ
た
。
君
は
講
演
の
最

初
に
Ｃ
型
肝
炎
か
ら
肝
癌
に
な
り
、
２
年
前
に
手
術
を
受
け
た
が
、

昨
年
秋
に
肺
転
移
し
て
胸
水
が
溜
ま
り
、
穿
刺
を
受
け
、
ま
た
、

抗
が
ん
剤
に
よ
る
治
療
も
受
け
て
い
る
た
め
座
っ
て
講
演
を
し
た

い
と
、
ま
た
、
時
に
咳
込
む
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を

ご
了
承
戴
き
た
い
と
の
前
置
き
で｢

五
十
肩｣

に
関
す
る
講
演
を

立
派
に
行
い
、
聴
衆
の
み
ん
な
に
感
銘
を
与
え
た
。
結
果
的
に
こ

の
時
に
会
っ
た
の
が
最
後
と
な
っ
た
。

平
成
20
年
２
月
８
日

未
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
そ
の
後
お
元
気
に
お
す
ご
し

で
す
か
。

私
も
ま
ず
ま
ず
の
生
活
で
小
康
を
得
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

済
生
会
平
塚
病
院
の
外
来
診
察
（
週
２
回
）
と
自
分
の
病
院
通
い

を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

去
る
１
月
19
日
に
は
休
日
に
も
拘
わ
ら
ず
私
の
講
演
を
聞
き
に
来

て
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

則
子
様
に
は
腰
痛
を
お
し
て
の
ご
参
加
で
恐
縮
致
し
ま
し
た
。
元

気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
応
無
事
に
終
了
し
ホ
ッ
と
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
の
写
真
を
同
封
い
た
し
ま
す
。

私
は
１
月
26
日
か
ら
民
間
療
法
で
す
が
薦
め
ら
れ
て
自
宅
で
温
熱

療
法
を
始
め
ま
し
た
。
工
場
で
作
っ
た
ベ
ッ
ト
で
、
床
面
に
電
気
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で
温
水
を
循
環
さ
せ
、
そ
の
上
に
水
を
染
ま
せ
た
大
理
石
を
細
粒

に
し
た
「
さ
ざ
れ
石
」
を
５
㎜
の
厚
さ
に
敷
き
、そ
の
上
に
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
と
シ
ー
ツ
を
お
き
臥
床
す
る
の
で
す
。

温
度
は
ゲ
ー
ジ
で
可
変
性
で
す
が
、
45
度
か
ら
50
数
度
で
す
。
大

量
の
水
を
飲
み
、
１
～
14
時
間
す
る
と
大
量
の
発
汗
が
あ
り
終
了

で
す
。
実
に
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。
癌
細
胞
に
対
す
る
効
果

は
不
明
で
す
が
、
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
学
会
で
は
自
己
免
疫
が
上

昇
し
癌
細
胞
に
も
有
効
の
よ
う
で
す
。
２
週
間
連
用
し
て
み
て
食

欲
回
復
、体
重
増
加
（+

１
㎏
→
62
㎏
）
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

気
分
が
良
く
な
っ
た
の
で
、
も
う
少
し
続
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。

再
度
過
日
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
元
気
に
ご
活
躍

下
さ
い
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田

　
宏
明

福
田
君
も
遂
に
民
間
療
法
の
温
熱
療
法
を
も
頼
る
よ
う
に
な
っ
て

大
変
気
の
毒
。
で
も
、
効
果
が
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
写
真
の
礼

状
を
書
き
、
そ
れ
に
１
月
27
日
早
朝
家
内
が
ト
イ
レ
に
起
き
た
際
、

ベ
ッ
ト
脇
で
滑
っ
て
尻
餅
を
着
き
、
脊
椎
圧
迫
骨
折
（T

H
12, 

L
2

）
を
生
じ
、
ベ
ツ
ト
上
安
静
中
と
書
き
添
え
た
。
そ
れ
に
対
し

て
東
大
病
院
入
院
中
の
福
田
君
か
ら
下
記
の
返
事
が
来
た
。

寒
暖
の
差
が
激
し
い
日
が
あ
り
、
春
近
し
を
思
わ
せ
ま
す
。
そ
の

後
、
則
子
様
の
お
具
合
如
何
で
す
か
。
先
生
も
大
変
な
毎
日
と
拝

察
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
ご
勤
務
は
午
後
の
み
に
さ
れ
た
と
か
伺

い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
大
事
に
。

小
生
の
入
院
は
２
月
15
日
か
ら
で
、
第
五
腰
椎
に
対
す
る
リ
ナ
ッ

ク
照
射
（
計
30
グ
レ
イ
）
が
は
じ
ま
り
、
１
日
３
グ
レ
イ
な
の
で

数
分
で
終
了
し
、
自
覚
的
に
は
さ
し
た
る
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

幸
い
ど
こ
が
痛
い
、
苦
し
い
と
い
う
こ
と
が
な
く
有
難
い
こ
と
で

す
。
お
か
げ
様
で
食
欲
も
回
復
し
、
最
低
の
61
㎏
か
ら
63
㎏
に
戻

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
体
力
を
つ
け
る
べ
く
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。	

こ
の
入
院
は
あ
と
十
日
程
で
す
が
、
そ
の
後
二
、三
週
あ
け
て
も

う
一
度
新
化
学
療
法
（
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
等
）
導
入
の
た
め
入
院
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
応
や
る
だ
け
の
こ
と
を
や
る
つ
も
り
で

す
。
勿
論
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
と
の
合
性
に
も
よ
り
ま
す
が
。
中
間
報

告
ま
で
申
し
上
げ
ま
す
。
い
つ
も
お
心
に
か
け
て
頂
き
恐
縮
で
す
。

ど
う
ぞ
則
子
様
お
大
事
に
。
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

　
二
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田

　
宏
明

こ
の
手
紙
に
担
子
夫
人
か
ら
家
内
あ
て
の
お
見
舞
い
状
も
同
封
さ

れ
て
い
た
。
何
度
も
の
入
院
は
大
変
だ
が
、
痛
み
が
無
く
、
副
作

用
も
な
い
の
が
何
よ
り
の
救
い
と
思
っ
た
。
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更
に
10
日
後
の
３
／
４
／
08
付
け
で
下
記
の
葉
書
が
届
い
た
。

ご
無
沙
汰
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
そ
の
後
則
子
様
の
腰
痛
は
如
何

で
す
か
？

　
時
間
の
経
過
で
軽
快
す
る
と
は
思
い
ま
す
が
ご
自
由

で
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
お
大
事
に
。

私
の
方
は
２
／
15
の
入
院
以
来
Ｌ
５
の
メ
タ
に
対
し
て
リ
ナ
ッ
ク

30g
ray

の
照
射
が
今
日
で
終
了
。
明
日
退
院
い
た
し
ま
す
。
日

常
的
に
も
照
射
も
苦
痛
が
な
く
明
ら
か
な
副
作
用
も
今
の
と
こ
ろ

な
く
、
有
難
い
こ
と
で
す
。
食
欲
も
回
復
し
、
最
低
の
体
重
61
㎏

か
ら
64
㎏
に
増
し
ま
し
た
。
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
で
す
。

今
の
う
ち
に
体
力
を
つ
け
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

２
／
21
に
は
理
学
部
１
号
館
小
柴
ホ
ー
ル
で
私
の
曽
祖
父
の
山
川

健
次
郎
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
車
椅
子
で
参
加
し
ま

し
た
。
東
大
の
創
立
１
３
０
周
年
と
、
私
の
庭
に
あ
っ
た
山
川
の

銅
像
を
東
大
に
寄
贈
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
か
く
の
如

き
次
第
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
簡
単
に
近
況
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
二
方
共

お
大
事
に
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
大
病
院
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田

　
宏
明

更
に
入
院
治
療
の
報
告
が
続
く
。

拝
啓

　
す
っ
か
り
春
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
則
子
様
の
ご
様
子
は
如
何
で
す
か
。
小
生
新
し
い
化
学

療
法
の
導
入
で
去
る
三
月
二
十
一
日
よ
り
四
月
一
日
ま
で
入
院
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
に
は
一
抹
の
不
安
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
幸
い
さ
し
た
る
副
作
用
な
く
（
今
の
と
こ
ろ
）
推
移

し
、
有
難
い
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
で
効
果
が
挙
が
れ
ば
よ
い
の
で

す
が
。

帰
っ
て
み
る
と
拙
宅
の
桜
（
二
本
）
は
満
開
で
、
木
蓮
も
花
が
咲

き
始
め
ま
し
た
。
風
の
な
い
温
か
い
日
に
は
庭
で
日
光
浴
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
平
安
に
感
謝
で
す
。
簡
単
乍
ら
ご
報
告
ま
で
申
し

上
げ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
大
事
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
　
二
０
０
八
年
四
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
福
田
宏
明

シ
ス
プ
ラ
チ
ン
の
療
法
は
尚
続
く
。

６
／
15
／
08

拝
復

　
お
葉
書
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
則
子
様
リ
ハ
ビ
リ
中
と

の
こ
と

　
ど
う
ぞ
ご
無
理
な
く
お
続
け
け
下
さ
い
。
小
生
の
方
は

シ
ス
プ
ラ
チ
ン
の
４
ク
ー
ル
目
で
す
。
目
だ
っ
た
縮
小
傾
向
は
な

い
の
で
す
が
〝
安
定
化
〟
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
少
し
頑
張
っ
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て
み
る
つ
も
り
で
す
。
食
欲
は
や
や
落
ち
て
い
ま
す
が
体
重
は
64

㎏
程
で
維
持
し
て
い
ま
す
。

例
のH

en
ri P

oin
care ’

の
言
葉
（
仮
説
…
）
の
原
典
・
出
典
を

調
べ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
行
き
当
た
り
ま
せ
ん
。
彼
の
「
科
学
仮

説
」
の
中
に
も
先
生
が
引
用
さ
れ
た
そ
の
も
の
の
言
葉
は
見
つ
か

り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
お
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々

　
　
福
田
宏
明

半
年
余
り
の
間
に
頂
戴
し
た
手
紙
や
葉
書
を
列
記
し
て
み
る
と
、

福
田
君
の
闘
病
生
活
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
苦
し
い
闘
病
生
活

に
も
拘
わ
ら
ず
、
私
ど
も
を
気
遣
い
、
ま
た
ポ
ア
ン
カ
レ
の
こ
と

ば
を
調
査
す
る
な
ど
学
問
的
探
究
心
は
無
く
な
っ
て
い
な
い
の
に

は
驚
か
さ
れ
た
。
こ
の
葉
書
の
あ
と
、
３
ヵ
月
近
く
、
便
り
が
な

く
、
次
に
貰
っ
た
手
紙
が
こ
の
「
…
偲
ぶ
」
の
記
の
冒
頭
に
引
用

し
た
九
月
八
日
の
手
紙
で
あ
る
。「
生
涯
現
役
」
を
希
望
通
り
達

成
し
て
逝
っ
て
し
ま
っ
た
君
の
生
き
方(

逝
き
方
も)

は
実
に
見

事
で
、
常
人
の
真
似
の
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葬
儀
後
の
担
子
夫
人
か
ら
の
手
紙
に
闘
病
末
期
の
家
庭
人
と
し
て

の
君
が
良
く
描
か
れ
て
い
る
の
で
以
下
に
始
め
の
３
／
４
を
引
用

す
る
。

前
略

　
先
日
の
主
人
の
通
夜
に
は
お
揃
い
で
雨
の
中
御
出
ま
し
い

た
だ
き
誠
に
恐
れ
入
り
ま
し
た
。
又
、
美
し
い
お
花
を
賜
り
ま
だ

変
ら
ず
私
共
の
心
を
慰
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
友
情

（
失
礼
な
申
し
上
げ
方
で
申
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）
と
ご
指
導
に
厚

く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。
今
度
は
リ
タ
ー
ン
・
バ
ン
ケ
ッ
ト
を
と

主
人
と
話
合
っ
て
居
り
ま
し
た
の
に
実
現
出
来
ず
残
念
と
ず
っ
と

申
し
て
居
り
ま
し
た
。
医
師
の
最
期
は
辛
い
も
の
だ
と
多
く
の

方
々
か
ら
伺
っ
て
居
り
ま
し
た
。
亡
く
な
る
二
日
前
、
岐
阜
に
転

勤
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
息
子
も
病
院
に
参
り
ま
し
て
、
娘
共
と
一

緒
に
感
動
的
な
別
れ
が
出
来
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
に
旅
立
ち
ま
し

た
の
で
、
私
共
は
長
い
闘
病
生
活
に
一
回
も
不
平
を
申
し
ま
せ
ん

で
し
た
主
人
を
こ
れ
以
上
長
く
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
は
申
し
ま
せ

ん
。
二
女
の
知
子
に
一
週
間
前
（
？
）〝
お
父
様
も
よ
く
頑
張
っ

た
と
思
う
。
自
分
を
誉
め
た
い
と
思
う
ぐ
ら
い
だ
よ
〟
と
申
し
ま

し
た
由
。「
心
の
痛
み
は
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
一
抹
の
心

配
が
ま
だ
あ
る
。」
と
家
族
が
揃
っ
た
と
き
申
し
ま
し
た
。
ど
の

よ
う
に
逝
く
の
か
や
っ
ぱ
り
心
配
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
去
年
の

今
頃
転
移
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
常
に
脈
が
１
３
０
あ

り
ま
し
た
。
私
は
５６
～
５９
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
二
倍
以
上
で
、
心

臓
に
負
担
が
あ
り
ま
し
た
。
す
っ
と
逝
く
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
お



− 200 −

り
ま
し
た
の
で
、
家
族
に
苦
し
い
様
を
見
せ
た
く
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
主
人
ら
し
い
最
期
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
常
日
頃
、
臨
終

に
間
に
合
わ
な
く
て
良
い
か
ら
元
気
な
時
に
優
し
く
し
て
く
れ
と

申
し
て
居
り
ま
し
た
。
主
人
は
一
途
な
人
で
い
つ
ま
で
も
少
年
の

よ
う
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
ま
し
た
。（
後
略
）

　
　
２
０
０
８
．
10
．
10
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
福
田

　
担
子

昭
和
47
年
以
来
、君
と
深
い
友
情
を
持
ち
得
て
有
難
う
。
君
が
逝
っ

て
し
ま
っ
て
互
い
に
話
す
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
も

　｢

…
偲

ぶ｣

を
書
く
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
そ
れ
を
読
み
返
す
こ
と
に
よ
り
、

君
を
思
い
、
君
と
対
話
し
て
い
る
気
分
に
な
れ
る
こ
と
は
大
変
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
素
晴
ら
し
い
人
生
の
生
き
方
（
逝
き
方

も
含
め
）
を
示
し
た
君
を
真
似
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、

少
し
で
も
真
似
し
た
い
。
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新
し
い
医
局
前
の
廊
下
の
壁
に
、
小
生
の
経
験
か
ら
は
信
じ
ら

れ
な
い
ほ
ど
の
多
数
の
英
文
論
文
な
ど
教
室
員
の
最
近
の
業
績
一

覧
と
と
も
に
、
来
年
度
の
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会

の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
学
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
原
点
と
挑
戦
」
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。C

h
allen

g
e 

based on O
riginal

か
ら
の
和
訳
と
の
こ
と
で
し
た
。
直
々
に
そ

の
趣
旨
を
解
説
し
て
く
れ
た
戸
山
会
長
の
意
を
覗
っ
て
い
る
中

に
、
小
生
に
と
っ
て
の
座
右
の
銘
で
あ
り
、
口
癖
と
し
て
き
た
「
温

故
知
新
」（
古
き
を
た
ず
ね
新
し
き
を
知
る
）
に
通
じ
る
同
義
、

ま
た
は
類
義
語
と
理
解
で
き
、
大
い
に
賛
意
と
敬
意
を
表
し
た
次

第
で
す
。

　
先
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
質
素
に
、
し
か
も
大
盛
況
裡
に
催
さ
れ

た
今
年
の
学
会
同
門
会
の
席
上
で
は
、
会
長
は
学
会
の
運
営
方
針

と
し
て
「
慶
應
ら
し
さ
」
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
泉
田
会
長

の
時
に
も
、
矢
部
会
長
の
時
に
も
、
教
室
の
中
で
「
慶
應
ら
し
さ

と
は
何
か
？
」
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
さ
れ
、
結
果
と
し
て
主
宰

し
た
学
会
は
「
さ
す
がK

E
IO

」
と
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
周

知
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
実
績
に
基
づ
い
た
歴
史
と
伝
統
の

賜
物
に
対
す
る
評
価
で
あ
ろ
う
と
当
時
か
ら
感
じ
て
い
ま
し
た
の

で
、
来
年
の
学
会
も
そ
の
方
針
を
踏
襲
、
堅
持
さ
れ
て
運
営
さ
れ

る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
但
し
、
当
時
と
は
異
な
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
成
に
は
学
会
執

行
部
の
主
導
性
と
連
続
性
が
尊
重
さ
れ
、
主
宰
校
の
自
主
性
や
独

自
性
を
発
揮
す
る
余
地
は
縮
小
さ
れ
、
限
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
参
加
会
員
の
増
加
や
応
募
演
題
の
多
様
化
・
深
化
と

と
も
に
、「
基
礎
と
臨
床
」、「
進
歩
と
普
及
」、「
分
化
と
統
合
」

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
、「
慶
應
ら
し
さ
」
を
前
面
に
出
し
て

学
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
の
難
し
さ
は
増
し
て
い
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　「
ふ
る
さ
と
」
が
手
許
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
教
室
の
総
力
を
あ

げ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
も
山
場
を
越
え
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
慶

応
義
塾
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
「
自
我
作
古
」（
我
よ
り

古
を
な
す
）
の
気
概
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。「
原
点
と
挑
戦
」
こ
そ
が
「
慶
應S

p
irit

そ
の
も
の
」
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

「
学
術
総
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
慶
應
ス
ピ
リ
ッ
ト
」

平
　
林
　
　
洌
（
39
）
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清
水
　
健
太
郎
（
70
）
作

整
形
外
科
の
日
々
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平
成
22
年
２
月
22
日
、
さ
い
た
ま
市
立
病
院
で
医
局
長
の
須
田

先
生
か
ら
「
脊
椎
班
の
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
４
月
か
ら
よ

ろ
し
く
」
と
い
う
電
話
を
受
け
て
、
即
答
で
承
諾
し
た
の
は
良
い

も
の
の
、
そ
の
直
後
に
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ん
だ
言
葉
で
す
。
謙

遜
と
か
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
く
、
手
術
も
、
診
療
も
、
学
術
的

に
も
…
何
一
つ
「
ま
と
も
に
で
き
や
し
な
い
」
状
態
だ
っ
た
と
い

う
の
が
率
直
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
カ
月
、「
新
人
に

馬
鹿
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
…
」「
先
輩
に
見
放
さ
れ
な
い
よ
う
に

…
」
と
い
う
念
に
駆
ら
れ
な
が
ら
、
基
本
的
な
事
か
ら
勉
強
し
た

り
す
る
も
の
の
、
出
て
く
る
の
は
一
に
も
二
に
も
先
の
事
に
対
す

る
不
安
ば
か
り
で
、
集
中
力
の
低
下
な
ど
態
度
に
出
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
指
導
医
の
先
生
に
迷
惑
を
か
け
た
も
の
で
す
（
特
に
大

熊
先
生
と
市
原
先
生
、
ご
め
ん
な
さ
い
）。

　
入
局
は
３
年
目
で
す
が
、
一
応
は
「
83
回
生
で
整
形
外
科
５
年

目
」
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
慮
し
て
く
れ
て

「
抜
擢
」
し
て
く
れ
た
…
と
書
い
て
み
る
と
物
凄
く
名
誉
な
こ
と

な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
自
分
を
縛
り
つ
け
る
こ
と
に
気
が
つ
く
ま

で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
が
入
局
し
た
時
の

大
学
、
あ
る
い
は
入
局
前
後
に
伊
勢
原
・
国
立
栃
木
・
月
が
瀬
・

さ
い
た
ま
市
立
病
院
で
お
世
話
に
な
っ
た
チ
ー
フ
や
ら
オ
ー
ベ
ン

に
相
当
す
る
先
輩
が
本
当
に
頼
も
し
か
っ
た
事
を
思
う
と
、
今
の

自
分
の
力
量
で
そ
ん
な
立
場
に
な
ん
て
な
れ
る
わ
け
な
い
！
と
悲

観
し
て
ば
か
り
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
会
合
な
ど
で
千
葉
先
生
・
松
本
先
生
・
中
村
先
生

を
は
じ
め
と
し
た
脊
椎
班
の
先
輩
達
と
顔
を
合
わ
せ
る
た
び
に
言

わ
れ
た
言
葉
が
「
と
に
か
く
頑
張
れ
よ
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
医

師
に
な
っ
て
以
来
、「
頑
張
る
」
と
い
う
事
が
頭
か
ら
離
れ
た
事

は
な
い
…
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
チ
ー
フ

と
し
て
「
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
と

思
い
、
覚
悟
を
決
め
て
４
月
１
日
に
信
濃
町
に
戻
っ
て
参
り
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
半
年
が
経
過
。

　
仕
事
で
も
、
学
術
的
な
事
で
も
、
臨
床
の
面
で
も
…
振
り
返
る

ほ
ど
出
て
く
る
の
は
反
省
と
痛
恨
、
そ
し
て
周
囲
の
冷
た
い
視
線

（
正
確
に
言
う
と
、
み
ん
な
優
し
い
の
に
そ
う
見
ら
れ
て
い
る
と

勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
る
自
分
の
頭
の
中
に
問
題
が
あ
る
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
）
で
あ
り
、
本
当
に
自
分
は
や
っ
て
い
け
る
の
だ

ろ
う
か
？
と
い
う
不
安
が
朝
起
き
た
時
か
ら
夜
に
眠
る
時
ま
で
つ

「
何
も
で
き
や
し
な
い
の
に
…
」

吉
　
岡
　
研
　
之
（
83
）
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き
ま
と
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
未
熟
な
自
分
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ

る
ス
タ
ッ
フ
や
チ
ー
フ
の
先
輩
方
と
、
優
秀
な
レ
ジ
デ
ン
ト
の
お

か
げ
で
大
き
な
事
故
は
な
く
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
勝
手
に
「
誰

も
知
り
得
な
い
未
来
」
に
対
し
て
「
や
り
場
の
な
い
不
安
」
を
抱

く
と
い
う
事
は
完
全
に
は
ぬ
ぐ
え
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
前
向
き
に
頑
張
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ら
ば
、
今
の
自

分
に
で
き
る
事
「
だ
け
」
で
も
精
一
杯
や
ろ
う
…
と
思
っ
て
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

後
輩
に
教
え
ら
れ
る
事
や
言
え
る
事
は
、
と
い
う
と
…

　「
時
間
厳
守
」

　「
一
行
為
一
手
洗
い
」

　「
連
絡
を
密
に
と
る
こ
と
」

　「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」

　「
患
者
に
は
礼
儀
正
し
く
愛
護
的
に
」

　「
体
位
を
と
れ
る
か
ど
う
か
で
手
術
や
検
査
の
成
否
が
決
ま
る
」

　「
時
間
が
あ
れ
ば
自
習
し
ろ
」

　
…
な
ど
、
な
ん
だ
か
口
う
る
さ
い
小
姑
の
よ
う
で
す
が
、
言
っ

て
い
る
の
は
そ
の
よ
う
な
事
ば
か
り
で
す
。
学
問
的
な
事
や
手
技

に
関
し
て
は
？
と
言
う
と
、
自
分
で
も
結
構
怪
し
く
、
後
に
な
っ

て
焦
っ
て
文
献
や
ら
教
科
書
を
読
み
返
す
毎
日
で
す
。

　
そ
の
中
で
特
に
思
う
事
と
し
て
は
、

「『
教
え
る
』
と
書
い
て
『
ま
な
ぶ
』
と
読
む
こ
と
」
で
は
な
い
か

と
い
う
事
で
す
。
整
形
外
科
と
い
う
の
は
あ
る
種
の
「
職
人
」
の

世
界
で
あ
り
、
先
輩
の
技
術
を
習
う
、
あ
る
い
は
盗
む
？
も
の
で

す
が
、
先
輩
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
目
が
行
き
が
ち
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
モ
ー
ニ
ン
グ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
ら
何
や
ら
後
輩
に
色
々

な
文
献
を
提
示
し
た
り
、
一
緒
に
発
表
内
容
を
考
え
た
り
…
と
い

う
作
業
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
自
分
が
間
違
っ
た
事
を
言
っ
て

い
た
り
、
後
輩
の
ほ
う
が
鋭
い
読
み
を
し
て
い
た
り
豊
富
な
知
識

を
持
っ
て
い
た
り
…
そ
ん
な
場
面
が
し
ば
し
ば（
ば
か
り?

）で
す
。

他
の
チ
ー
フ
が
堂
々
と
後
輩
を
指
導
し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、

こ
の
ま
ま
じ
ゃ
ま
ず
い
、
威
厳
も
へ
っ
た
く
れ
も
な
い
、
と
凹
ん

で
ば
か
り
で
す
。
た
だ
、
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
事
を
素
直
に
学

び
直
す
、
あ
る
い
は
知
っ
た
か
ぶ
っ
て
い
た
事
を
修
正
し
て
正
し

い
方
向
に
走
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
「
学
ぶ
」

機
会
を
チ
ー
フ
と
い
う
も
の
は
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
、
と
解
釈

し
、
開
き
直
っ
て
後
輩
と
一
緒
に
「
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も

な
い
」
と
議
論
し
な
が
ら
、
一
人
で
後
か
ら
こ
っ
そ
り
調
べ
物
を

し
て
い
る
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
「
自
戒
を
込
め
て
」
と
「
こ
れ

は
自
分
に
も
言
っ
て
い
る
」
が
口
癖
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
自
分
が
整
形
外
科
医
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
不
安
だ

っ
た
頃
、
あ
る
い
は
忙
し
さ
の
あ
ま
り
目
の
前
の
仕
事
を
捌
く
こ

と
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
頃
、
も
し
く
は
そ
の
逆
で
余
計
な
こ
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と
ま
で
考
え
て
し
ま
っ
て
い
た
頃
な
ど
、
様
々
な
局
面
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
は
そ
の
時
で
一
生
懸
命
や
っ
た
（
つ
も
り
）
の
で

そ
れ
が
悪
か
っ
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
自
分
で
思
考
し
て
、
あ

る
い
は
自
分
が
指
導
す
る
立
場
に
な
っ
た
時
に
後
輩
を
指
導
で
き

る
の
か
？
常
に
そ
の
よ
う
な
場
面
を
想
定
し
て
い
た
か
？
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
、
不
十
分
な
面
が
山
ほ
ど
あ
る
と
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　「
人
の
脊
椎
を
見
る
と
い
う
事
は
、
そ
の
人
の
人
生
を
見
る
こ

と
」「
整
形
外
科
と
は
、
手
術
で
も
保
存
で
も
リ
ハ
ビ
リ
で
も
人

を
治
す
事
が
出
来
る
し
、
研
究
の
事
か
ら
社
会
的
な
事
ま
で
全
人

的
に
人
を
見
る
事
が
で
き
る
唯
一
の
科
で
あ
る
」

前
者
は
冬
の
脊
椎
班
の
忘
年
会
で
先
輩
方
の
前
で
の
言
葉
、
後
者

は
夏
の
勧
誘
会
で
後
輩
た
ち
の
前
で
言
っ
た
言
葉
で
す
。
小
児
か

ら
老
人
ま
で
、
難
し
い
手
術
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
、
話
術
か
ら
研

究
ま
で
…
様
々
な
シ
ー
ン
が
あ
る
と
い
う
事
が
整
形
外
科
の
最
大

の
魅
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
の
シ
ー
ン
に
お
い
て
も
自
分
の

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
べ
く
、
一
日
た
り
と
も
研
鑽
を
怠
る

事
は
許
さ
れ
ず
、
そ
し
て
一
人
の
患
者
た
り
と
も
適
当
に
扱
う
事

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
い
う
立
場
は
、
先
達
の
教
え
を
守
り
、

自
分
の
頭
で
考
え
、
そ
し
て
後
輩
と
と
も
に
学
ぶ
期
間
で
あ
る
と

い
う
事
を
肝
に
銘
じ
て
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
未
熟
者
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
と
、
カ
ッ
コ
い
い
事
を
書
い
て
み
た
も
の
の
、

　「
お
前
な
あ
」

　
と
い
う
呆
れ
ら
れ
た
口
調
が
本
日
も
飛
ん
で
く
る
有
様
で
す
。

戸
山
教
授
か
ら
賜
っ
た
「
自
信
を
持
ち
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が

い
つ
に
な
っ
た
ら
具
現
化
で
き
る
の
か
…
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い

日
々
は
当
分
続
き
そ
う
で
す
。
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平
成
20
年
４
月
よ
り
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
か
ら
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
シ
ド
ニ
ー
に
臨
床
留
学
に
来
て
お
り
ま
す
、
76
回

生
の
前
野 

晋
一
で
す
。
こ
の
留
学
に
際
し
、
同
窓
会
よ
り
多
大

な
ご
援
助
を
賜
り
誠
に
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
ご
報
告
と
近
況

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
）
シ
ド
ニ
ー

　
ま
ず
は
シ
ド
ニ
ー
と
い
え
ば
、
で
す
が
、
観
光
的
に
は
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
に
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
マ
ス
コ
ッ
ト
的
に
は
コ
ア
ラ
に

カ
ン
ガ
ル
ー
、
食
事
的
に
は
ラ
ム
肉
に
牡
蠣
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
ラ

グ
ビ
ー
に
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
マ
ニ
ア
的
に
は
テ
ィ
ム
タ
ム
に
ベ
ジ
マ

イ
ト
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
良
い
点
を
述
べ
ま
す
と
、
や
は
り
ま
ず
は
エ
ア
コ
ン
の
必
要
の

な
い
快
適
な
気
候
で
し
ょ
う
。
夏
は
40
度
に
な
る
日
が
数
日
あ
り

ま
す
が
、
不
快
感
の
な
い
40
度
、
冬
は
吐
く
息
は
白
く
は
な
り
ま

す
が
雪
は
降
ら
な
い
程
度
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
杉
花
粉
症
が
な

い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
加
え
て
、
少
な
く
と
も
私
は
東
京
よ
り
過

ご
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
ビ
ー
チ
。
息
を
の
む
美
し
い
ビ

ー
チ
が
だ
い
た
い
ど
こ
か
ら
で
も
車
で
30
分
圏
内
に
あ
り
、
綺
麗

な
公
園
も
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
夏
は
日
も
長
い
の

で
、
５
時
に
仕
事
が
終
わ
れ
ば
そ
れ
か
ら
ビ
ー
チ
、
も
十
分
可
能

な
環
境
で
す
。

　
悪
い
点
は
と
い
い
ま
す
と
、
私
的
に
は
交
通
含
め
た
不
便
さ
、

高
い
税
、
で
し
ょ
う
か
。
バ
ス
は
遅
れ
る
ど
こ
ろ
か
来
ま
せ
ん
。

人
口
６
分
の
１
、
面
積
20
倍
で
は
当
然
全
て
が
疎
に
な
る
か
と
、

致
し
方
の
な
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
バ
ス
は
乗
客
が
自
分

し
か
い
な
い
と
、
間
の
駅
を
全
て
飛
ば
し
て
近
道
し
、
自
分
の
駅

に
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
国
民
性
も
手
伝
っ
て
、
肉
屋
に
肉
が
な
く

な
れ
ば
３
時
で
も
店
は
閉
ま
り
、
深
夜
で
も
何
か
困
れ
ば
徒
歩
圏

内
の
コ
ン
ビ
ニ
、
と
い
う
日
本
と
は
便
利
さ
が
か
な
り
異
な
る
よ

う
で
す
。

２
）
留
学
先

：N
o

rth S
yd

ney O
rtho

p
aed

ic and
 S

p
o

rts 

　

　
　
　
　
　
　M

ed
icine C

entre

　
留
学
先
は
、
シ
ド
ニ
ー
と
い
っ
て
も
有
名
なH

arbour B
ridge

を
渡
り
北
側
に
あ
る
、private

な
病
院
に
あ
る
組
織
で
す
。

　
専
門
家
が
集
ま
っ
て
い
る
病
院
で
、
人
工
関
節
は
年
間
１
６
０
０

N
orth Sydney O

rthopaedic 

　
　and Sports M

edicine C
enter 

よ
り

前
　
野
　
晋
　
一
（
76
）

留
学
便
り
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件
く
ら
い
（
う
ち
の
ボ
ス
は
３
５
０
件
程
度
の
よ
う
で
す
が
）、

南
半
球
で
は
最
も
整
形
外
科
手
術
が
さ
れ
て
い
る
病
院
の
よ
う
で

す
。
国
民
平
均
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
急
上
昇
中
で
世
界
で
５
本
の
指
に
入
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
人
工
関
節
手
術
が
多
い
の
は
勿
論
、
一
方

で
運
動
意
欲
は
大
変
高
く
、
冬
で
も
裸
足
の
ラ
ン
ナ
ー
が
道
路
を

走
り
、
特
に
ラ
グ
ビ
ー
と
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
盛
ん
な
こ
と
も
あ
り

ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
数
も
相
当
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

３
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
整
形
外
科

　
少
々
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
臨
床
背
景
も
述
べ
ま
す
と
、
ア
メ
リ

カ
と
同
じ
く
、
Ｇ
Ｐ
（G

eneral P
ractitioner

）
の
シ
ス
テ
ム
で

す
の
で
、
患
者
は
専
門
家
を
受
診
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
担
当
の

Ｇ
Ｐ
を
受
診
し
、
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
医
学
的
に
はP

hysio

（
理
学
療
法
士
）
が
大
変
充
実
し

て
お
り
、
だ
い
た
い
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
患
者
は
ま
ずP

h
y
sio

の

開
業
施
設
を
受
診
し
、
そ
の
後
に
Ｇ
Ｐ
を
介
し
て
専
門
家
に
紹
介

さ
れ
ま
す
。
日
本
の
よ
う
に
怪
我
し
た
患
者
が
い
き
な
り
病
院
も

し
く
は
整
形
外
科
（
開
業
医
）
を
受
診
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
は
異

な
り
ま
す
。
病
院
シ
ス
テ
ム
は
、P

u
b
lic

とP
riv

ate

に
分
か
れ

ま
す
。
誰
で
も
受
診
で
き
て
コ
ス
ト
も
低
額
で
安
い
か
わ
り
に
術

者
も
選
べ
ず
待
ち
期
間
も
長
いP

u
b
lic

の
シ
ス
テ
ム
に
対
し
、

P
riv

ate

の
シ
ス
テ
ム
で
は
外
来
受
診
料
も
手
術
コ
ス
ト
も
術
者

が
自
由
に
決
め
て
よ
い
た
め
高
額
で
す
が
、
患
者
が
術
者
を
選
べ

待
ち
も
少
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
整
形
外
科
専

門
医
の
平
均
年
収
は
約
45
万
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル
（
約

４
０
０
０
万
円
）（
た
だ
し
約
10
万
ド
ル
が
保
険
料
、
約
10
万
ド

ル
が
病
院
の
宿
借
り
賃
な
ど
諸
経
費
に
か
か
る
よ
う
で
す
が
）
と
、

い
わ
ゆ
る
「
専
門
家
」
が
優
遇
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

４
）
ボ
ス
：
ピ
ン
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
先
生
と
そ
の
臨
床

　
私
の
上
司
のP

in
czew

sk
i

先
生
は
、
そ
のp

riv
ate

な
シ
ス

テ
ム
で
働
く
専
門
家
の
一
人
で
、
膝
・
ス
ポ
ー
ツ
医
学
が
専
門
で

す
（
写
真
①
）。
50
代
後
半
の
先
生
で
す
が
、
昨
年
９
月
に
膝
前

十
字
損
傷
の
手
術
件
数
延
べ
１
０,
０
０
０
件
を
数
え
ま
し
て
、

私
た
ち
も
祝
賀
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
ら
し
い
ケ
ー
キ
で
（
写
真
②
）、「
ケ
ー
キ
入
刀
」
で
は

な
く
、「
加
刀
」
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
25
年
間
臨
床
を
や
っ
て

こ
ら
れ
た
と
し
て
、
１
日
１
件
強
毎
日
こ
な
し
て
い
け
ば
ほ
ぼ

１
０,
０
０
０
件
に
到
達
す
る
訳
で
す
が
、
さ
ぞ
か
し
詰
め
て
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
き
や
そ
う
で
も
な
い
の
で
す
。
土
日

は
ほ
ぼ
全
て
完
璧
に
休
み
、
夏
休
み
は
長
い
年
は
６
週
間
と
り
、

４
日
間
の
学
会
も
前
後
で
２
週
間
の
休
暇
を
と
っ
た
り
し
ま
す
。

半
年
休
ん
で
シ
ド
ニ
ー
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
西
の
端
の
パ
ー
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ス
ま
で
自
転
車
で
行
っ
て
み
た
り
と
い
っ
た
こ
と
も
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
つ
ま
り
私
た
ち
よ
り
、
よ
り
休
み
、
よ
り
仕
事
を
し
、
よ

り
稼
い
で
い
る
訳
で
す
。
こ
の
秘
訣
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
い

ま
す
と
、
私
的
に
は
一
言
、「
究
極
の
完
全
分
業
制
」
に
尽
き
る

か
と
思
い
ま
す
。
各
人
が
、
よ
り
限
ら
れ
た
仕
事
を
、
よ
り
プ
ロ

化
し
て
こ
な
し
て
い
る
と
い
う
背
景
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
申
し
ま
す
と
、
ま
ず
外
来
は
完
全
予
約
制
、
秘
書
が

患
者
を
選
定
し
、
膝
以
外
の
患
者
は
廻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
だ
と
医
者
が
予
診
表
を
見
て
患
者
を
選
ぶ
と
聞
き
ま
し
た
が
、

秘
書
が
優
秀
な
の
で
そ
れ
も
必
要
な
い
よ
う
で
す
。
従
っ
て
１
回

の
外
来
が
20
人
の
新
患
者
外
来
だ
っ
た
と
す
る
と
、
10
人
が
手
術

に
な
る
状
態
で
す
。
そ
れ
で
も
10
人
の
手
術
説
明
を
し
つ
つ
20
人

の
新
患
を
み
る
の
は
大
変
と
思
い
き
や
、
ま
ず
数
人
の
フ
ェ
ロ
ー

が
全
て
ボ
ス
が
来
る
前
の
い
わ
ゆ
る
前
診
察
か
ら
説
明
ま
で
終
わ

ら
せ
ま
す
。
カ
ル
テ
の
記
載
は
な
く
、
全
てd

ictation

、
す
な
わ

ち
患
者
一
人
診
る
た
び
に
録
音
機
に
向
か
い
、
紹
介
元
へ
の
返
事

の
形
で
レ
ポ
ー
ト
し
、
こ
れ
を
秘
書
が
後
で
タ
イ
プ
に
向
か
い
記

載
プ
リ
ン
ト
カ
ル
テ
化
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
同
じ
く
紙
ベ
ー
ス

の
記
載
部
分
も
全
て
秘
書
の
手
に
よ
り
電
子
化
さ
れ
ま
す
。
手
術

に
な
ら
な
い
ほ
と
ん
ど
の
患
者
が
診
察
は
１
回
も
し
く
はM

R
I

の
結
果
を
聞
く
２
回
で
終
了
、
紹
介
元
の
Ｇ
Ｐ
も
し
く
はP

hysio

に
返
さ
れ
ま
す
。
手
術
の
患
者
に
関
し
て
は
、
ボ
ス
は
医
学
的
に

手
術
が
必
要
か
ど
う
か
、
を
告
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
が
仕
事
で
、
そ

の
後
「
手
術
の
コ
ス
ト
は
？
」「
職
場
へ
の
診
断
書
は
？
」
と
聞

か
れ
て
も
、「
分
か
り
ま
せ
ん
。
秘
書
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と

な
り
ま
す
。
術
前
チ
ェ
ッ
ク
は
麻
酔
科
外
来
を
患
者
自
身
が
受
診

し
、
他
科
依
頼
も
全
て
秘
書
の
手
で
手
配
さ
れ
ま
す
。
手
術
の
説

明
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
施
設
の
サ
イ
ト
に
情
報
化
さ
れ
て
お

り
、
患
者
に
は
こ
の
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
形

が
と
ら
れ
ま
す
。

　
手
術
室
で
は
、
２
部
屋
が
同
時
に
廻
さ
れ
、
麻
酔
は
全
て
前
室

で
か
け
ら
れ
、
麻
酔
後
処
理
は
抜
管
含
め
リ
カ
バ
リ
ー
室
で
さ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
２
部
屋
の
手
術
室
は
、
加
刀
か
ら
縫
合
す
る
の

み
で
す
。
手
術
準
備
の
専
門
家
（
の
医
者
）
が
お
り
、
体
位
か
ら

タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
、
書
類
仕
事
ま
で
完
璧
に
こ
な
し
、
フ
ェ
ロ
ー
が

加
刀
ま
で
と
創
縫
合
か
ら
を
担
当
し
て
分
業
し
ま
す
。
手
術
中
は

10
年
以
上
一
緒
に
手
術
し
て
い
る
と
い
う
看
護
師
が
つ
き
、
従
っ

て
ほ
と
ん
ど
術
者
の
細
か
い
指
示
は
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
７
時
半
か

ら
始
ま
り
手
術
時
間
も
大
変
早
い
の
で
、
午
前
中
に
５
〜
６
件
く

ら
い
、
と
い
っ
た
ペ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。
骨
切
り
術
と
人
工
関
節

手
術
以
外
は
ほ
ぼ
全
て
外
来
手
術
で
す
。

　
手
術
後
病
棟
で
は
、
今
度
は
病
棟
管
理
の
専
門
家
（
病
院
所
属
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の
レ
ジ
デ
ン
ト
）
が
つ
き
ま
す
。
人
工
関
節
で
も
５
日
く
ら
い
の

入
院
な
の
で
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
手
術
を
し
て
い
て
も
入
院
患
者
は

10
人
を
超
え
ま
せ
ん
。
患
者
の
退
院
後
は
、
担
当
の
リ
サ
ー
チ
フ

ィ
ジ
オ
が
術
後
数
日
で
患
者
に
電
話
を
入
れ
、
様
子
を
伺
い
ま
す
。

抜
糸
や
術
後
の
抗
凝
固
薬
（
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
）
の
管
理
は
、
全
て

担
当
Ｇ
Ｐ
の
管
理
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
例
え
ば
人
工
関
節
術
後

の
術
後
通
院
は
、
術
後
６
週
、
次
が
１
年
後
、
そ
の
先
は
10
年
後

と
な
り
ま
す
。

　
研
究
は
、
全
て
専
属
の
リ
サ
ー
チ
フ
ィ
ジ
オ
、
お
よ
び
フ
ェ
ロ

ー
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
原
則
全
て
単
一
術
者
、
膨
大
な
件

数
、
全
て
同
じ
手
技
、
評
価
は
術
者
以
外
、
で
す
か
ら
理
想
的
な

臨
床
研
究
環
境
で
す
。
私
滞
在
中
の
ア
メ
リ
カ
整
形
外
科
学
会

（A
A

O
S

）
に
は
口
演
５
題
＋
ポ
ス
タ
ー
２
題
がaccep

t

さ
れ
、

そ
の
ポ
ス
タ
ー
も
ポ
ス
タ
ー
賞
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
う
ち

い
く
つ
か
の
共
同
演
者
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
）
近
況

　
さ
て
、
堅
苦
し
い
話
よ
り
も
近
況
を
。

　
留
学
直
前
に
４
人
目
の
子
供
を
授
か
る
と
い
う
大
試
練
を
与
え

ら
れ
た
前
野
家
は
、
ま
ず
空
港
に
降
り
立
っ
た
瞬
間
か
ら
、
５
人

分
の
手
荷
物
と
新
生
児
含
む
寝
て
い
る
３
人
の
子
供
を
前
に
し

て
、
飛
行
機
を
降
り
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
見
か
ね
た
客
室
乗
務

員
に
そ
れ
ぞ
れ
お
ん
ぶ
さ
れ
て
な
ん
と
か
降
り
た
と
こ
ろ
に
、
空

港
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
待
っ
て
い
て
下
さ
り
、
な
ん
と
か
入
国
審

査
ま
で
行
っ
た
も
の
の
、
荷
物
１
１
５
㎏
分
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
泣

き
叫
ぶ
４
人
の
子
供
を
抱
え
放
り
出
さ
れ
茫
然
と
し
た
シ
ド
ニ
ー

空
港
で
の
ス
タ
ー
ト
は
、
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
家
探
し
中
の
ホ
テ
ル
で
は
鍵
を
夜
中
の
２
時
に
イ
ン
キ
ー
し
、

車
で
一
晩
明
か
し
ま
し
た
。
借
り
た
家
は
築
50
年
は
経
と
う
か
と

い
う
、
ま
と
も
に
閉
ま
る
ド
ア
も
な
い
よ
う
な
家
で
し
た
が
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ら
し
く
愛
着
が
わ
き
ま
し
た
。
家
の
裏
の
道
に
は

馬
が
通
り
、
朝
家
を
出
る
と
ま
ず
ウ
サ
ギ
が
目
の
前
を
走
り
去
り

ま
し
た
。
ト
ヨ
タ
の
日
本
車
以
外
は
家
具
は
大
変
よ
く
壊
れ
、
新

た
に
買
っ
た
２
人
乗
り
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
も
、
１
ヵ
月
お
き
に
ど
こ

か
故
障
し
、
そ
の
度
に
ネ
ジ
や
ハ
ン
ダ
を
買
っ
て
き
て
は
治
し
ま

し
た
が
、
半
年
で
車
輪
が
飛
ん
で
諦
め
ま
し
た
。
中
古
の
掃
除
機

は
２
ヵ
月
で
煙
を
噴
き
、
買
い
な
お
し
た
新
し
い
掃
除
機
も
３
ヵ

月
で
車
輪
が
と
れ
ま
し
た
。

　　「
家
族
」
を
大
事
に
す
る
こ
の
国
で
、
お
蔭
様
で
家
族
の
中
に

も
新
し
い
風
を
吹
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
齢
的
に
も
き

っ
と
も
う
人
生
の
半
分
、
こ
の
留
学
を
自
分
の
中
でp

ositiv
e

な

意
味
で
の
転
機
に
で
き
た
ら
と
存
じ
ま
す
。
大
き
な
後
ろ
盾
を
い

た
だ
い
た
国
際
医
療
福
祉
大
学
高
木
理
事
長
、
留
学
の
全
て
の
手
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配
を
し
て
下
さ
っ
た
三
田
病
院
福
井
先
生
、
そ
し
て
常
に
自
分
の

存
在
の
う
し
ろ
に
あ
っ
た
戸
山
教
授
、
松
本
教
授
は
じ
め
整
形
外

科
学
教
室
に
心
よ
り
感
謝
し
つ
つ
、
今
度
は
こ
の
経
験
を
日
本
で

の
臨
床
で
還
元
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
謝
辞

　
本
留
学
は
、
慶
大
整
形
同
窓
会
海
外
留
学
支
援
基
金
よ
り
御
援

助
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

写真①

写真②
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２
０
０
８
年
10
月
１
日
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
あ
り
ま
す

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（U

C
L

A

）
の
病
理
学

教
室
に
研
究
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

私
の
所
属
す
るM

isch
el L

ab
は
脳
腫
瘍
と
く
に
悪
性
度
の
高
い

G
liob

lastom
a 

（G
B

M

）
に
対
す
る
分
子
標
的
療
法
の
開
発
を
主

な
研
究
対
象
と
し
、D

epartm
ent of N

euro-oncology

と
密
接

なcollaboration

の
も
と
、
多
数
の
臨
床
サ
ン
プ
ル
を
用
い
た
解

析
を
行
っ
て
い
る
研
究
室
で
あ
り
ま
す
。
一
見
整
形
外
科
と
は
無

関
係
の
研
究
室
に
な
ぜ
留
学
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
か
、
ま
ず

は
正
直
に
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
大
学
院
時
代
は
、「
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
再
生
医
療
」

を
テ
ー
マ
に
４
年
間
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
戸
山
芳
昭

教
授
の
ご
高
配
に
よ
り
、
本
塾
生
理
学
の
岡
野
研
究
室
に
出
向
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
サ
ル
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
ヒ
ト
神
経
幹
細
胞
移

植
の
有
効
性
を
研
究
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
神
経
幹

細
胞
の
持
つ
自
己
複
製
能
と
多
分
化
能
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

様
々
な
因
子
と
そ
の
作
用
の
解
明
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
一
方
大
学
院
卒
業
後
、
私
は
脊
椎
班
と
し
て
半
年
間
慶
應
義
塾

大
学
病
院
で
、
ま
た
３
年
間
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
で
臨
床
に
従
事

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
脊
髄
損
傷
の
患
者
さ
ん
を
多
く
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
ま
で
研
究
し
て
き
た
成
果
と
現
時
点
で
行

え
る
医
療
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
正
直
痛
感
し
ま
し
た
。
同
時
に
脊
髄
腫

瘍
や
特
発
性
側
彎
症
な
ど
、
手
術
の
他
に
も
新
た
な
治
療
法
の
開

発
が
待
た
れ
る
疾
患
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
以
前
よ
り
、「
留
学
し
た
い
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
気
持
ち
が

あ
り
ま
し
た
も
の
の
、
自
分
が
留
学
す
る
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
な

形
で
す
る
の
が
よ
い
の
か
、
真
剣
に
悩
み
ま
し
た
。
ま
ず
慶
應
整

形
外
科
の
た
め
に
何
ら
か
の
形
で
貢
献
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
や
は
り
、
自
分
が
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
を
生
か
し
つ
つ
、
新
た
な
分
野
の
開
拓
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
、

神
経
幹
細
胞
と
関
連
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
腫
瘍
幹
細
胞
の
同
定

と
、
脳
ひ
い
て
は
脊
髄
腫
瘍
に
対
す
る
分
子
標
的
療
法
の
開
発
を

目
指
し
てM

isch
el L

ab

に
研
究
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
研
究
内
容
で
す
が
、
お
も
にG

B
M

の
薬
剤
治
療
抵
抗
性
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
てE

G
F

/P
I3K

/A
k
t/m

T
O

R

シ
グ
ナ
ル
伝
達

系
を
中
心
に
研
究
し
て
い
ま
す
。G

B
M

は
も
っ
と
も
悪
性
度
の

高
い
脳
腫
瘍
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
と
し
て
腫
瘍
内
の
細
胞
の

U
C

L
A

留
学
記

岩
　
波
　
明
　
生
（
77
）
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population

が
ヘ
テ
ロ
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

各
患
者
ご
と
に
腫
瘍
を
構
成
す
る
細
胞
集
団
の
性
質
や
割
合
が
異

な
る
た
め
、
治
療
法
を
そ
のsu

b
ty

p
e

ご
と
に
区
別
し
て
行
う
こ

と
が
近
年
よ
い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
グ
ル
ー
プ
で
は
、G

B
M

患
者
の
中
でE

G
F

R
 

のconstitutive active m
utant

で
あ
る

E
G

F
R

v
III

を
持
つ
患
者
で
か
つ
、
腫
瘍
抑
制
因
子P

T
E

N
 

が

in
tact

で
あ
る
患
者
に
お
い
てE

G
F

R
 in

h
ib

itor

で
あ
る

E
lrotin

ib

が
有
効
で
あ
る
、
と
い
う
分
子
標
的
治
療
の
先
進
的
報

告
を
し
て
い
ま
す
（N

ew
 E

n
g
lan

d Jou
rn

al of M
ed

icin
e 

2005

）。
そ
の
後
もm

T
O

R
 in

h
ib

itor
で
あ
るR

ap
am

y
cin

を

用
い
たG

B
M

に
対
す
るclin

ical trial
を
、D
ep

artm
en

t of 

N
eu

ro-on
colog

y

と
共
同
で
行
い
報
告
し
て
お
り
ま
す 

（P
los 

M
ed

icin
e 2008

）。
し
か
し
な
が
ら
、G

B
M

の
根
治
は
未
だ
に

困
難
で
あ
り
、
一
つ
の
シ
グ
ナ
ル
を
押
さ
え
る
こ
と
でfeedback

が
働
き
む
し
ろ
薬
剤
効
果
に
拮
抗
し
た
り
、
別
の
シ
グ
ナ
ル
系
が

活
性
化
しrecu

rren
ce

を
起
こ
す
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
分
子
標
的
療
法
と
シ
グ
ナ
ル
伝
達
系
の
関
わ
り
合
い

に
つ
い
て
現
在
研
究
を
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
も
う
一
つ
は
、G

B
M

由
来
の
腫
瘍
幹
細
胞
に
つ
い
て
の

研
究
で
す
。
神
経
幹
細
胞
と
同
様
に
脳
腫
瘍
に
も
腫
瘍
幹
細
胞
の

存
在
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
同
定
は
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
脳
腫
瘍
幹
細
胞
の
マ
ー
カ
ー
と
し
て
、C

D
133

抗
原
が
よ

い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
そ
の
信
頼
性
は
議
論

の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
当
ラ
ボ
で
は
、G

B
M

の

腫
瘍
組
織
か
ら
細
胞
を
取
り
出
し
、
幹
細
胞
培
養
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
細
胞
株
を
利
用
し
多
数
の
脳
腫
瘍
患
者
由
来
の

細
胞
に
発
現
す
る
複
数
の
細
胞
表
面
抗
原
の
同
時
検
出
・
分
析
を

試
み
る
と
共
に
、
各
細
胞
の
性
質
や
薬
剤
感
受
性
・
抵
抗
性
な
ど

を
調
べ
て
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
現
在
半
ば
の
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
興
味
深

く
臨
床
に
応
用
で
き
る
課
題
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
臨

床
サ
ン
プ
ル
を
用
い
た
本
塾
岡
野
研
究
室
お
よ
び
中
村
雅
也
先
生

率
い
る
脊
髄
損
傷
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研
究
も
お
か
げ
さ
ま
で
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
是
非
と
も
こ
れ
ら
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
形
に
し
て
、
取
得
し
た
技
術
と
考
え
方
を
さ
ら
に
慶

應
に
還
元
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
研
究
室
に
は
、
ボ
ス
のP

au
l M

isch
el

教
授
以
下
、
私

を
含
め
て
ポ
ス
ド
ク
が
６
人
、
技
官
が
３
人
、
大
学
院
生
が
２
人
、

大
学
生
が
３
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
１
人
い
ま
す
。
人
種
は
様
々

で
ア
メ
リ
カ
人
（
と
は
い
え
皆orig

in

は
ペ
ル
シ
ャ
系
、
メ
キ
シ

コ
系
、
イ
タ
リ
ア
系
、
ド
イ
ツ
系
な
ど
）、
中
国
人
、
イ
タ
リ
ア
人
、

カ
ナ
ダ
人
、
日
本
人
、
イ
ラ
ン
人
と
多
彩
で
す
。
様
々
な
言
語
や

ス
ラ
ン
グ
が
飛
び
交
い
な
か
な
か
面
白
い
環
境
で
す
（
写
真
１
）。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
い
う
土
地
柄
も
あ
り
、
ラ
ボ
の
皆
も
日
本
に
興
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味
を
持
っ
て
く
れ
て
お
り
「Sushi

（
寿
司
）」、 「Sensei

（
先
生
）」、

「O
n
ee-san

, O
ch

a-sh
in

ai? 

（
お
姉
さ
ん
お
茶
し
な
い
？
…
…
）」

な
ど
と
話
し
か
け
て
き
ま
す
。

　
大
学
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
皆
医
学
部
入
学
を
目
指
し
て

い
て
、
医
学
部
入
学
試
験
の
際
の
推
薦
状
取
得
と
研
究
経
歴
を
求

め
て
無
給
で
大
学
の
授
業
の
傍
ら
実
験
を
手
伝
い
に
来
ま
す
。
夏

休
み
に
は
、
高
校
生
な
ど
も
「G

liob
lastom

a

に
興
味
が
あ
る
」

と
言
っ
て
実
験
を
手
伝
い
に
来
た
り
す
る
の
で
（
も
ち
ろ
ん
医
学

部
入
学
を
目
指
し
て
い
る
）、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
医
師
に
な
る
こ

と
も
な
か
な
か
大
変
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
す
。

　
ボ
ス
のP

au
l

は
実
に
偉
大
な
人
で
あ
り
ま
す
。
現
在G

B
M

の

研
究
分
野
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
５
本
の
指
に
入
る
人
で
す
。G

B
M

以
外
の
研
究
界
で
も
、Jou

rn
al of C

lin
ical In

v
estig

ation 

(JC
I)

の
発
行
元
で
あ
るA

m
erican S

ociety for C
lin

ical 

In
v
estig

ation

のP
resid

en
t

に
な
る
な
ど
、
何
か
と
忙
し
い
方

で
す
。
非
常
に
聡
明
で
知
識
も
幅
広
く
、
尊
敬
で
き
ま
す
。
何
よ

り
、
最
初
新
し
い
分
野
に
飛
び
込
ん
だ
私
に
、
あ
れ
こ
れ
指
示
を

せ
ず
、
た
だ
自
分
を
信
じ
て
考
え
な
さ
い
、
と
微
笑
み
続
け
て
下

さ
い
ま
し
た
（
今
振
り
返
る
と
半
ば
宗
教
的
な
感
じ
で
あ
り
ま
し

た
）。
思
い
切
り
体
育
会
系
の
私
に
と
っ
て
、
指
示
な
く
一
人
で

考
え
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
経
験
が
な
く
、
最
初
か
な
り
辛

か
っ
た
の
で
す
が
、
お
か
げ
で
科
学
的
に
考
え
る
能
力
が
少
し
は

身
に
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
非
常
に
英

知
に
長
け
る
と
共
に
性
格
的
に
もg

en
tlem

an

で
あ
り
、
決
し
て

人
を
怒
ら
す
よ
う
な
こ
と
の
な
い
人
な
の
で
、
私
自
身
と
比
較
し

て
い
つ
も
身
に
つ
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
生
活
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
私
た
ち
家
族

に
と
っ
て
想
像
以
上
に
大
変
な
こ
と
で
し
た
。
最
初
右
も
左
も
分

か
ら
ず
、
生
活
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
家
族
連
れ
で
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
非
常
に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
水
口
外
茂
次

先
生
（
43
回
）
を
は
じ
め
、
実
に
沢
山
の
日
本
人
の
先
生
方
・
慶

應
出
身
の
先
生
方
（
私
が
渡
米
時
に
は
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
に
偶

然
に
も
私
の
同
級
生
が
15
人
留
学
し
て
い
ま
し
た
！

　
も
ち
ろ
ん

そ
れ
以
外
に
も
先
輩
や
後
輩
な
ど
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
）
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

は
日
本
人
の
人
口
も
多
く
生
活
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
は
楽
な
方
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
最
初
は
本
当
に
手
続
き
一
つ
取
っ
て

も
思
う
と
お
り
に
行
か
ず
、
文
句
も
言
え
ず
、
ま
と
も
に
相
手
に

し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
に
泣
き
た
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
何
度
も

あ
り
ま
し
た
。
１
年
半
以
上
経
過
し
た
今
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、

こ
ん
な
も
の
か
と
慣
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
お
か
げ
で

家
族
の
結
束
は
高
ま
り
、
愛
国
心
が
芽
生
え
ま
し
た
。
日
本
が
大

好
き
で
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
思
い
ま
す
。W

orld 

B
aseball C

lassic
の
シ
リ
ー
ズ
は
決
勝
戦
をD

odger Stadium
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に
応
援
に
行
き
ま
し
た
。

　
妻
や
子
供
（
と
く
に
長
男
）
も
苦
労
し
た
と
思
い
ま
す
。
と
く

に
、
い
き
な
り
現
地
の
小
学
校
１
年
に
編
入
し
た
長
男
の
大
（
だ

い

；

ア
メ
リ
カ
で
は
発
音
す
る
と
縁
起
が
悪
い
の
で
意
味
を
と
っ

て 

〝M
ax

〟
のF

irst n
am

e

で
通
っ
て
い
ま
す
）
は
苦
労
し
ま

し
た
。

最
初
の
頃
は
、
毎
朝
６
時
に
起
き
て
１
時
間
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を

た
た
き
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
供
の
能
力
は
本
当
に

素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
今
で
は
全
く
英
語
に
不
自
由
な
く
、
現

地
の
ア
メ
リ
カ
人
と
遊
ん
で
い
ま
す
。
ｂ
と
ｄ
の
区
別
が
つ
か
な

い
長
男
に
「
お
前
は
こ
こ
で
生
き
て
く
し
か
な
い
ん
だ
」
と
厳
し

く
迫
っ
た
父
親
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
逆
に
現
在
息
子
に
発
音
を

直
さ
れ
る
始
末
で
す
。
妻
や
と
く
に
子
供
は
、
私
よ
り
ア
メ
リ
カ

の
文
化
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。M

ax

は
現
在
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
熱
中
し
、Y

M
C

A

の
チ
ー
ム
に

所
属
し
黒
人
の
子
供
た
ち
と
共
に
練
習
し
、
毎
週
試
合
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
夢
はN

B
A

 p
lay

er

で
す
（
写

真
２
）。
次
男
の
立
（
り
つ

：R
ick

y

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
も

プ
レ
ス
ク
ー
ル
に
通
う
年
齢
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
兄
の
ま
ね
を

し
て
一
所
懸
命
英
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
昨
年
の
９

月
に
長
女
菜
々
（N

ana

）
が
生
ま
れ
、５
人
家
族
に
な
り
ま
し
た
。

R
onald R

eagan U
C

L
A

 m
edical center

（
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

の
寄
付
に
よ
り
２
年
前
に
建
て
ら
れ
、
現
在
全
米
ラ
ン
キ
ン
グ
３

位
の
病
院

；
奇
し
く
もM

ich
ael Jack

son

が
搬
送
さ
れ
た
病
院

で
す
）
で
の
妻
の
出
産
経
験
を
機
に
ア
メ
リ
カ
の
医
療
制
度
に
も

触
れ
、
日
本
と
の
違
い
を
実
感
し
ま
し
た
。
出
産
に
は
子
供
を
含

め
家
族
全
員
が
立
ち
会
い
ま
し
た
。
毎
日
が
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
す

が
、
て
ん
や
わ
ん
や
で
あ
り
ま
す
（
写
真
３
）。

　
私
た
ち
が
留
学
し
た
頃
か
ら
本
当
に
ア
メ
リ
カ
は
景
気
が
悪
く

な
り
ま
し
た
。
経
済
状
況
の
悪
化
と
共
に
我
々
の
住
ん
で
い
る

W
estw

ood

の
あ
た
り
で
も
浮
浪
者
が
月
ご
と
に
増
加
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
一
方
でB

ev
erly H

ills

な
ど
に
近
い
た
め
か
、

お
金
持
ち
の
人
た
ち
は
相
変
わ
ら
ず
フ
ェ
ラ
ー
リ
、
ベ
ン
ト
レ
ー

の
オ
ー
プ
ン
カ
ー
に
乗
っ
て
街
を
颯
爽
と
走
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

差
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
の
実
態
の
一
面
を
表
し
て
い
る
と
思
っ
た
り

も
し
ま
す
。
オ
バ
マ
が
〝C

H
A

N
G

E

〟
を
唱
え
て
大
統
領
に
な

っ
て
か
ら
、
状
況
が
変
わ
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
の
と

こ
ろ
は
ま
だ
苦
し
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
毎
月
の

よ
う
に
連
邦
ビ
ル
の
前
で
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
言
い
分
を
声
高
に
デ
モ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
は
、

日
本
の
よ
う
な
均
一
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
感
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。

人
種
も
多
様
で
あ
る
分
、
価
値
観
も
多
様
で
す
。
こ
の
よ
う
に
研

究
面
だ
け
で
な
く
、
生
活
や
文
化
の
面
で
も
、
そ
し
て
時
代
の
移

り
変
わ
り
と
い
う
意
味
で
も
非
常
に
意
義
深
い
時
期
に
留
学
し
て
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い
る
と
痛
感
し
ま
す
。
こ
の
経
験
を
胸
に
、
い
か
に
自
分
が
こ
の

世
界
の
中
で
生
き
て
い
く
べ
き
か
を
常
に
自
問
し
て
い
ま
す
（
写

真
４
）。

　
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
ま
し
た

戸
山
芳
昭
教
授
、
留
学
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
共
に
い
つ
も
私
を
励
ま

し
て
下
さ
る
千
葉
一
裕
准
教
授
・
教
室
主
任
を
は
じ
め
、
人
事
を

滞
り
な
く
ご
高
配
下
さ
り
ま
し
た
須
田
康
文
医
局
長
、
留
学
を
後

押
し
し
て
下
さ
り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
ら
び
に
、
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外

科
同
窓
会
の
諸
先
生
方
よ
り
、
本
留
学
に
際
し
て
ご
助
成
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
を
重
ね
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
家
族
共
々
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
私
自
身
ま
だ
留
学
中
途
の
身
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の

経
験
を
元
に
日
本
人
と
し
て
、
そ
し
て
慶
應
整
形
外
科
の
人
間
と

し
て
日
本
の
た
め
に
、
ひ
い
て
は
世
界
の
患
者
の
た
め
に
還
元
で

き
る
よ
う
、
な
お
い
っ
そ
う
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

写真１：Mischel Lab のメンバー。写真中央が Paul Mischel 教授。左端が筆者。
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写真３：家族写真。San Francisco の　
　　　　Golden Gate Bridge にて。

写
真
２

：

長
男M

ax Iw
anam

i

。
バ
ス
ケ
ッ

　
　
　
　
ト
ボ
ー
ル
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

写
真
４

：

人
生
や
は
り
バ
ラ
ン
ス
か
？

　
　
　
　A

rches N
ational P

ark

の

　
　
　
　
バ
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ク
の
前
で
考

　
　
　
　
え
る
筆
者
。
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平
成
20
年
10
月
よ
り
、
マ
サ
チ
ュ
セ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
に
あ
る

M
assach

u
setts G

en
eral H

osp
ital 

（M
G

H

）
に
研
究
留
学
す

る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。M

G
H

整
形
外
科
はU

S 

N
ew

s

誌
の
全
米B

est H
ospital

の
３
位
、
癌
領
域
でM

G
H

癌

セ
ン
タ
ー
は
全
米
７
位
と
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
国
内
外
か

ら
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
て
多
数
の
患
者
が
受
診
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
私
は
、
整
形
外
科
名
誉
教
授H

enry J. M
ankin

先

生
、
整
形
外
科
准
教
授F

rancis J. H
ornicek

先
生
、Z

henfeng 

D
uan

先
生
の
下
、Sarcom
a M

olecular B
iology L

aboratory

に
お
い
て
日
夜
（
？
）
基
礎
研
究
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
当
研
究

室
は
総
勢
８
名
と
規
模
は
小
さ
く
財
政
も
限
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
皆
が
切
磋
琢
磨
し
て
、
少
し
づ
つ
で
す
が
成
果
も
あ
げ
て
来

て
お
り
ま
す
。
多
く
の
同
窓
の
先
輩
方
の
功
績
の
お
か
げ
で
、
日

本
人
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、
非
常
に
仕
事
の
し
や
す
い
環
境
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
研
究
環
境
に
か
ぎ
ら
ず
、
手
術
見

学
、
臨
床
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
、
自
由
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
状
況
で
す
。
日
本
と
の
医
療
現
場
の
違
い
に
感
心
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
医
療
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
機
会

も
多
々
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
訴
訟
社
会
で
あ
り
、

な
る
べ
く
仕
事
を
多
方
面
に
分
散
し
、
責
任
の
所
在
を
あ
い
ま
い

に
し
て
い
く
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
骨
軟
部
腫
瘍
の
領
域
で

は
更
に
一
層
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
の
整
形
外
科
腫
瘍
専
門
医
は
画
像
の
読
影
力
、
化
学
療
法
の
知

識
等
が
、
日
本
に
い
る
先
輩
方
に
比
べ
て
低
い
の
で
は
な
い
か
と

疑
問
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
本
も
徐
々
に
ア
メ
リ
カ
的

訴
訟
社
会
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
帰
国
後
も
消
極
的
に
な
ら

ず
、
困
難
な
症
例
に
も
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
再
認
識
さ
せ
ら

れ
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
ボ
ス
ト
ン
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
史
の
中
で
は
独
立
戦
争
の

舞
台
と
し
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を
し
め
て
お
り
、
世
界
有
数
の

大
学
が
ひ
し
め
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
町
で
も
あ
り
、
今
年
のN

B
A

 F
in

al

で
は

B
oston C

eltics 

が
出
場
し
、
残
念
な
が
ら
負
け
は
し
ま
し
た
が
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
熱
狂
的
な
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
フ
ァ

ン
は
差
し
詰
め
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
で
し
ょ
う
か
。
特
に

N
Y

 Y
an

k
ees

に
は
敵
対
心
を
あ
ら
わ
に
し
、〝Y

an
k
ees 

○

u
ck

〟
の
チ
ャ
ン
ト
が
絶
え
ま
せ
ん
。
ま
た
ボ
ス
ト
ン
に
は
多
く

の
慶
應
義
塾
関
係
者
が
住
ん
で
お
り
、
１
９
６
３
年
卒
土
方
允
久

M
assachusetts G

eneral H
ospital

留
学
記

須
　
佐
　
美
　
知
　
郎
（
77
）
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先
生
（
泌
）
を
会
長
に
ボ
ス
ト
ン
三
田
会
に
は
現
在
１
３
７
名
が

登
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先

生
方
に
感
銘
を
受
け
、
色
々
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
週
末
は

き
っ
ち
り
休
み
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
た
た
め
、
毎
週
あ
ち
こ
ち

出
か
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
敢
え
て
中
古
ア
メ
車
を
購
入
し
、

南
は
フ
ロ
リ
ダ
、
北
は
ケ
ベ
ッ
ク
（
カ
ナ
ダ
）
ま
で
随
分
長
い
距

離
を
運
転
し
ま
し
た
（
途
中
車
が
故
障
し
て
レ
ッ
カ
ー
車
の
お
世

話
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
）。
財
政
的
に
は
困
難
を
極
め

た
た
め
、
安
く
利
用
出
来
る
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
テ
ン
ト
生
活
が
う

ま
く
な
っ
た
こ
と
も
留
学
の
成
果
で
し
ょ
う
か
。
留
学
を
通
し
て

自
分
の
世
界
観
が
変
わ
り
、
価
値
観
や
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
っ

た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

留
学
生
活
も
残
り
少
な
い
で
す
が
、
世
界
中
か
ら
留
学
さ
れ
て
い

る
他
の
研
究
者
に
負
け
な
い
よ
う
今
後
も
鎬
を
け
ず
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
慶
應

整
形
外
科
学
教
室
、
留
学
支
援
基
金
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
同
窓
会
先
生
方
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　　　　　2009 年 9 月、
　　　　　International Society for Limb Salvage (Boston) 腫瘍班集合写真
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戸
山
芳
昭
教
授
を
は
じ
め
と
し
た
諸
先
生
の
ご
高
配
に
よ
り
ま

し
て
、
２
０
０
９
年
１０
月
よ
り
９
ヶ
月
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
ア

デ
レ
ー
ド
の
私
立
病
院S

P
O

R
T

S
M

E
D

-S
A

、
２
０
１
０
年
７

月
よ
り
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
大
学
に
留
学
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

坂
巻
豊
教
先
生
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
２
０
１
１
年
11
月

か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、Ju

d
et

式
人
工
股
関
節
置
換
術
や

骨
盤
骨
折
手
術
を
中
心
に
学
ぶ
予
定
で
す
。

　
ア
デ
レ
ー
ド
は
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
州
都
で
、
道
路
が
整

然
と
交
差
し
て
走
り
、
四
方
を
公
園
に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
綺
麗

な
都
市
で
す
。
中
心
部
に
は
ト
レ
ン
ス
川
が
横
切
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
中
で
も
っ
と
も
乾
燥
し
た
州
で
あ
る
南
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
州
で
拠
点
を
築
く
に
は
飲
水
の
確
保
が
重
要
で
、
こ

の
ト
レ
ン
ス
川
の
存
在
が
こ
の
場
所
に
州
都
を
決
定
し
た
要
因
の

１
つ
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
歴
史
が
浅
い
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
な
歴
史
的
建
造
物
な
ど
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　SP

O
R

T
SM

E
D

-SA

　
　
　 

お
よ
び
カ
ナ
ダ
　
オ
タ
ワ
大
学
よ
り

西
　
脇
　
　
徹
（
77
）

下段右下：Duan 先生、上段右上より筆者、Mankin 先生
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あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の
野
生
動
物
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ト
レ
ン
ス
川
沿
い
に
は
ペ
リ
カ
ン
、
黒
鳥
な
ど
た
く
さ
ん

の
水
鳥
が
い
ま
す
。
週
末
に
は
川
沿
い
の
公
園
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を

し
て
野
鳥
に
エ
サ
を
や
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
少
し
郊
外
ま
で
足

を
の
ば
せ
ば
野
生
の
コ
ア
ラ
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、
エ
ミ
ュ
ー
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
海
で
は
イ
ル
カ
、
ペ
ン
ギ
ン
、
ク
ジ
ラ
、
ア

シ
カ
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
で
は
な
じ
み
深
い
動
物
で

も
野
生
の
状
態
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
違
っ
た
感
動
が
あ

り
ま
す
。
海
で
は
貝
や
20
㎝
大
の
カ
ニ
な
ど
を
捕
っ
て
食
べ
る
こ

と
も
で
き
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
に
は
最
高
の
環
境
で
す
。

　
私
が
留
学
し
て
い
たS

P
O

R
T

S
M

E
D

-S
A
は
ア
デ
レ
ー
ド
の

東
郊
外
に
あ
る
整
形
外
科
専
門
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

す
。
南
半
球
最
大
級
の
施
設
で
、
入
院
４２
床
、
手
術
室
５
室
で
年

間
７
５
０
０
件
程
度
の
手
術
を
こ
な
し
ま
す
。
私
が
お
世
話
に
な

っ
たT

ony Spriggins

医
師
はSP

O
R

T
SM

E
D

-SA

の
共
同
経

営
者
で
あ
り
主
に
膝
・
股
関
節
の
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
術

は
朝
７
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
股
関
節
領
域
で
は
、
通
常
の
人
工

股
関
節
置
換
術
に
加
え
、
表
面
置
換
人
工
股
関
節
置
換
術
、
股
関

節
鏡
な
ど
を
多
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。
膝
関
節
領
域
で
は
半
月
板

移
植
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
手
術
自
体
は
と
て
も
慣
れ
て
い

て
早
く
、
関
節
鏡
手
術
で
あ
れ
ば
午
前
中
だ
け
で
１０
件
以
上
、
人

工
関
節
で
あ
れ
ば
、
手
術
室
を
縦
に
使
用
し
て
６
〜
７
件
程
度
と

１
日
に
こ
な
す
手
術
数
が
日
本
の
倍
以
上
あ
り
ま
す
。

　T
on

y

は
ス
タ
ッ
フ
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
て
、
手
術
日
の

朝
に
は
コ
ー
ヒ
ー
を
差
し
入
れ
、
昼
食
は
手
洗
い
や
外
回
り
の
看

護
師
、
麻
酔
科
医
の
分
ま
でT

on
y

持
ち
で
し
た
。
時
に
は
ト
レ

ン
ス
川
沿
い
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
会
を
企
画
し
た
り
、
庭
に
プ

ー
ル
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
あ
るT

on
y

の
豪
邸
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を

し
た
り
し
ま
す
。
病
院
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
医
療
メ
ー
カ
ー
の

担
当
者
も
招
待
し
て
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
は
ワ
イ
ン
の
産
地
と
し
て
も
世
界
的
に

知
ら
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ワ
イ
ン
の
約
６０
％
が
こ
こ
で
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
ア
デ
レ
ー
ド
の
郊
外
に
多
数
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
存
在

し
、
３０
分
程
度
車
を
走
ら
せ
れ
ば
見
渡
す
限
り
の
ブ
ド
ウ
畑
が
広

が
り
ま
す
。
大
小
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
存
在
し
個
性
豊
か
な
ワ
イ
ン

の
テ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
ワ
イ
ン

通
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
何
度
か
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
れ
色
々
な
ワ
イ

ン
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
好
き
な
か
た
に
は
た
ま
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、T

on
y

の
家
に
は
立
派
な
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
が
あ

る
上
に
、
驚
く
こ
と
に
ア
デ
レ
ー
ド
の
南
に
あ
る
マ
ク
ラ
ー
レ
ン

ベ
ー
ル
と
い
う
所
で
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

　
ア
デ
レ
ー
ド
で
の
家
族
の
生
活
は
と
い
う
と
、
８
歳
の
息
子
は
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地
元
の
小
学
校
に
、
４
歳
の
長
女
は
地
元
の
幼
稚
園
に
通
わ
せ
ま

し
た
。
息
子
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
ろ
く
に
書
け
な
い
状
態
で
の

入
学
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
現
地
の
子
に
溶
け
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

長
女
は
い
ろ
い
ろ
な
人
種
が
い
る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
よ

う
で
し
た
。
多
民
族
国
家
な
ら
で
は
の
良
い
刺
激
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
他
の
家
族
と
の
交
流
は
主
に
子
ど
も
を

介
し
て
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
オ
ー
ジ
ー
は
も
ち
ろ
ん
英
国
人
、

中
国
人
、
韓
国
人
と
家
族
ぐ
る
み
で
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画

し
ま
す
。
相
手
の
家
に
招
待
さ
れ
た
り
、
こ
ち
ら
の
家
に
招
待
し

た
り
、
近
く
の
公
園
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り

し
ま
す
。
英
会
話
の
試
練
の
場
で
も
あ
る
た
め
パ
ー
テ
ィ
ー
の
後

に
は
ど
っ
と
疲
れ
が
で
る
の
で
す
が
そ
れ
で
も
色
々
な
国
の
文
化

や
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
妻
は
１
歳
の
次
女
と
と
も
に
近

所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
教
会
で
の
無
料
の
英
会
話
教
室
に
参
加

し
た
り
、
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
東
大
、
防
衛
医
大
、
阪
大
、
九
大
な
ど
か
ら
留
学
に
来
て
い
る

同
世
代
の
子
ど
も
を
も
つ
日
本
人
医
師
家
族
と
も
仲
良
く
な
り
ま

し
た
。
彼
ら
は
プ
ー
ル
付
き
の
家
を
賃
貸
し
て
い
た
り
、
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
を
持
っ
て
い
た
り
し
て
ア
デ
レ
ー
ド
で
の
生
活
を
満

喫
し
て
い
ま
す
。
我
が
家
も
真
夏
に
は
毎
週
の
よ
う
に
プ
ー
ル
で

遊
ば
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
て
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
に
泊
ま
ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
彼
ら
の
楽
し
み
を
少

し
だ
け
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
住
環
境
、
子
育
て
環
境

を
考
え
れ
ば
ア
デ
レ
ー
ド
は
魅
力
あ
る
都
市
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ア
デ
レ
ー
ド
に
到
着
し
た
昨
年
２
０
０
９
年
１０
月
は
連
日
４０
度

を
超
す
猛
暑
で
し
た
が
、
例
年
は
こ
れ
ほ
ど
暑
く
な
ら
な
い
そ
う

で
す
。
ア
デ
レ
ー
ド
の
大
通
り
沿
い
に
は
ジ
ャ
カ
ラ
ン
タ
ン
と
い

う
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
花
が
咲
き
紫
色
に
街

を
染
め
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
タ
ン
を
見
る
た
め
に

ア
デ
レ
ー
ド
を
訪
れ
る
観
光
客
も
い
る
そ
う
で
す
。
１２
月
か
ら
２

月
ま
で
の
夏
の
間
は
殆
ど
雨
が
降
ら
ず
と
て
も
乾
燥
し
て
い
ま

す
。
３
月
か
ら
は
一
転
、
夜
は
冷
え
込
み
、
明
け
方
に
雨
が
降
り

じ
め
じ
め
し
て
き
ま
す
。
郊
外
の
牧
草
地
帯
は
日
本
と
は
逆
に
冬

間
近
の
こ
の
時
期
か
ら
徐
々
に
芽
吹
い
て
き
ま
す
。
カ
ナ
ダ
に
移

動
す
る
６
月
末
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
冬
に
な
り
ま
す
が
、
ま

る
で
日
本
の
初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
青
々
と
し
た
景
色
に
変
わ

り
ま
し
た
。
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
０
年
６
月
末
に
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
に
移
動
し
ま
し
た
。

オ
タ
ワ
は
英
語
圏
と
仏
語
圏
の
境
界
に
あ
る
都
市
で
全
て
の
標
式

や
公
共
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
英
語
と
仏
語
で
な
さ
れ
ま
す
。
仏
語
圏



− 222 −

で
あ
る
ケ
ベ
ッ
ク
州
と
英
語
圏
で
あ
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
境
に
は

オ
タ
ワ
川
が
流
れ
て
お
り
、
周
囲
に
は
緑
が
あ
ふ
れ
、
あ
ち
こ
ち

で
リ
ス
や
野
ウ
サ
ギ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
オ
タ
ワ
川
と
つ

な
が
る
リ
ド
ー
運
河
は
冬
に
な
る
と
凍
り
世
界
最
長
の
天
然
ス
ケ

ー
ト
場
に
な
る
そ
う
で
す
。
ス
ケ
ー
ト
靴
を
履
い
て
通
勤
す
る
人

も
居
る
そ
う
で
す
（
冗
談
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。
オ
タ
ワ
の
中
心

地
は
近
代
的
な
建
物
と
東
京
の
下
町
に
あ
る
よ
う
な
建
物
が
入
り

交
じ
っ
て
い
る
な
か
に
、
明
ら
か
に
周
囲
と
は
雰
囲
気
が
異
な
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
歴
史
的
建
物
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
街
並
み
に

統
一
感
が
無
く
無
秩
序
な
印
象
を
受
け
る
反
面
、
少
し
歩
く
だ
け

で
色
々
な
時
代
の
建
物
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
オ
タ
ワ
大
学
で
はP

au
l B

eau
le

医
師
の
も
と
股
関
節
手
術
を

学
ん
で
い
ま
す
。Paul

の
股
関
節
の
手
術
日
は
週
２
〜
３
日
あ
り
、

約
半
数
の
症
例
をP

au
l

指
導
の
も
と
術
者
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
月
に
４
〜
６
日
あ
る
オ
ン
コ
ー
ル
で
は
レ
ジ
デ
ン
ト
と

と
も
に
外
傷
の
手
術
を
行
い
ま
す
。
英
仏
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
が
多

い
た
め
手
術
中
や
外
来
中
の
会
話
が
英
語
か
ら
突
然
仏
語
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
挨
拶
も
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
り
ハ
ロ
ー
だ
っ
た

り
…
…
。
ま
た
、
麻
酔
科
医
が
術
後
に
患
者
を
覚
醒
さ
せ
る
際
に

も
英
語
と
仏
語
を
交
互
に
叫
ん
で
起
こ
し
て
い
ま
す
。
皆
、
普
通

に
二
カ
国
語
を
使
い
分
け
て
い
る
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

た
だ
カ
ナ
ダ
全
体
が
こ
の
よ
う
な
訳
で
は
な
く
や
は
り
オ
タ
ワ
地

区
だ
け
の
よ
う
で
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
手
術
適
応
が
明
ら
か
に
日
本
の
そ
れ
と

違
う
、
す
く
な
く
と
も
私
の
手
術
適
応
と
は
全
く
違
う
印
象
を
受

け
ま
し
た
が
、
カ
ナ
ダ
で
は
か
な
り
日
本
と
近
い
印
象
を
受
け
ま

す
。
若
年
者
に
は
骨
温
存
を
計
り
、
初
期
の
変
股
症
で
は
骨
盤
骨

切
り
術
や
股
関
節
鏡
併
用
下
で
イ
ン
ピ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
削
っ
た
り

関
節
唇
を
修
復
し
た
り
し
て
い
ま
す
。P

aul

は
、私
の
知
る
限
り
、

表
面
置
換
人
工
股
関
節
や
股
関
節
イ
ン
ピ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
股
関
節

鏡
の
分
野
で
世
界
的
に
最
も
先
進
的
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
医
師

の
一
人
で
、
表
面
置
換
人
工
股
関
節
を
前
方
筋
間
進
入
（
骨
頭
を

残
し
た
ま
ま
な
の
でT

H
A

よ
り
難
し
い
）
で
施
行
し
て
い
た
り
、

股
関
節
鏡
併
用
下
で
関
節
唇
を
修
復
し
て
い
た
り
、
か
な
り
高
い

技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
を
し
つ
つ
彼
の

技
術
を
少
し
で
も
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
原
稿

を
書
い
て
い
る
８
月
始
旬
時
点
は
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
が
始
ま
っ
て

１
ヶ
月
が
過
ぎ
た
ば
か
り
で
す
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
は
ま
た
違

っ
た
こ
と
が
学
べ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
英
語
は
思
っ
た
よ
り
も
上
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
自

分
の
言
い
た
い
こ
と
を
自
由
に
伝
え
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
は
本

当
に
ス
ト
レ
ス
で
す
。
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
詳
し
い
思
考
の
過
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　〝A
k
w

aab
a G

h
an

a

（
よ
う
こ
そ
ガ
ー
ナ
へ
）〟D

r.B
oach

ie

の
一
言
で
僕
は
我
に
返
っ
た
。
こ
こ
は
気
温
35
度
灼
熱
の
大
地
ア

フ
リ
カ
、
ガ
ー
ナ
の
手
術
室
だ
。
流
れ
落
ち
る
汗
が
止
ま
ら
な
い
。

う
つ
伏
せ
に
横
た
わ
る
患
者
は
わ
ず
か
４
歳
の
結
核
後
進
行
性
後

弯
の
患
者
だ
。
後
弯
角
は
１
６
５
度
に
達
し
、
背
中
に
は
大
き
な

こ
ぶ
が
あ
る
。
す
で
に
進
行
性
の
神
経
症
状
が
あ
り
、
手
術
以
外

の
治
療
法
は
な
い
。
向
か
い
に
立
つ
の
はD

r.B
oach

ie

、
第
２
助

手
は
ス
ペ
イ
ン
人
だ
。

　D
r.B

oach
ie

は
私
の
留
学
先
の
ボ
ス
で
、
ガ
ー
ナ
に
生
ま
れ
、

わ
ず
か
２
０
０
ド
ル
の
全
財
産
を
握
り
し
め
20
歳
で
ア
メ
リ
カ
に

来
て
、
い
ま
は
脊
柱
変
形
の
世
界
で
は
ト
ッ
プ
に
立
つ
。D

r.

B
oach

ie

は
毎
年
春
と
秋
に
自
費
で
設
立
し
た
財
団
で
集
め
た
寄

付
と
多
額
の
収
入
を
使
っ
て
、
ガ
ー
ナ
で
ガ
ー
ナ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
重
度
脊
柱
変
形
の
小
児
の
患
者
の
治
療
を
行
っ

て
い
る
。
年
間
に
ガ
ー
ナ
で
行
う
手
術
は
１
０
０
件
以
上
に
の
ぼ

る
。
今
回
の
ト
リ
ッ
プ
で
も
53
件
の
脊
椎
の
手
術
と
25
件
の
関
節

の
手
術
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
多
く
は
先
進
国
で
は
あ
ま
り
見
か

赤
土
の
大
地
よ
り
愛
を
こ
め
て
。

八
　
木
　
　
満
（
78
）

程
を
自
由
に
英
語
で
表
現
で
き
な
い
た
め
、
基
本
的
な
こ
と
し
か

伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
同
士
の
会
話
は
何
を
言
っ
て
い

る
の
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
良
か
っ
た
点
は
、
英
語

を
勉
強
し
て
言
い
た
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
た
い
と
い
う
意

識
は
確
実
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　
計
約
１
年
半
と
い
う
短
い
期
間
で
す
が
、
こ
の
１
年
半
は
色
々

な
も
の
が
凝
縮
し
て
い
て
私
や
家
族
の
人
生
に
お
い
て
本
当
に
貴

重
な
時
間
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
悔
い
が
残
ら
ぬ
よ
う
精
一

杯
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
貴
重
な
留
学
の
機
会
を
与
え

て
下
さ
り
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
戸
山
芳
昭
教
授
、
留
学
中

い
ろ
い
ろ
励
ま
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
坂
巻
豊
教
先
生
、
留
学
に

際
し
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
柳
本
繁
先
生
、
相
談
に

の
っ
て
く
だ
さ
っ
た
高
山
真
一
郎
先
生
、
様
々
な
点
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
頂
き
ま
し
た
須
田
医
局
長
な
ら
び
に
諸
先
生
方
に
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
謝
辞

　
本
留
学
は
、
慶
大
整
形
同
窓
会
海
外
留
学
支
援
基
金
よ
り
御
援

助
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

　

げ
ま
す
。
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け
な
い
よ
う
な
重
度
の
進
行
例
だ
。
手
術
は
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で

行
わ
れ
、
今
回
の
ト
リ
ッ
プ
で
もV

erteb
ral C

olu
m

n 

R
esection

（V
C

R

）
と
い
わ
れ
る
後
方
か
ら
椎
体
を
摘
出
す
る

難
易
度
の
非
常
に
高
い
手
術
が
４
〜
７
歳
の
子
供
に
18
例
予
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
ト
リ
ッ
プ
は
１
９
９
８
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
い

ま
で
は
世
界
中
か
ら
多
く
の
医
師
が
参
加
し
て
い
る
。
今
回
も
、

複
数
の
施
設
か
ら
参
加
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
、
２
人
の
楽

天
的
で
気
の
い
い
ス
ペ
イ
ン
人
、
ト
ル
コ
一
の
腕
を
持
つ
と
い
う

口
数
の
少
な
い
ト
ル
コ
人
、
ハ
イ
エ
ナ
の
よ
う
に
症
例
を
ね
ら
う

ギ
リ
シ
ャ
人
、
や
た
ら
と
話
し
ま
く
る
フ
ラ
ン
ス
人
、
そ
し
て
私

と
い
う
構
成
だ
。
そ
こ
は
ま
さ
に
国
際
社
会
の
縮
図
だ
。
み
な
自

我
が
強
く
、
こ
ち
ら
が
自
己
主
張
し
な
け
れ
ば
、
た
だ
閉
創
し
、

雑
用
を
す
る
だ
け
で
、
１
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
私
は
初
め
て

の
参
加
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
雑
用
を
す
る
だ

け
の
こ
と
が
多
か
っ
た
。
途
中
見
か
ね
たD

r.B
oach

ie
が
私
と

二
人
で
手
術
を
何
件
か
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
く
れ
た
。
彼
は
本
当

に
や
さ
し
く
、
い
つ
で
も
私
に
気
を
使
っ
て
く
れ
る
。
彼
は

N
ew

 Y
ork

で
研
修
医
と
し
て
訓
練
を
受
け
た
が
、
当
時
は
彼
の

過
ご
し
たH
ospital for Special Surgery 

（H
SS

）
で
は
彼
が

研
修
医
を
し
た
前
後
５
年
間
一
人
も
黒
人
は
お
ら
ず
、
ま
し
て
や

ア
フ
リ
カ
人
な
ど
い
な
い
環
境
で
あ
っ
た
。
現
在
彼
と
私
の
所
属

す
る
こ
の
病
院
は
全
米
１
位
の
評
価
を
受
け
て
い
る
整
形
外
科
病

院
で
、
患
者
の
多
く
は
裕
福
な
白
人
た
ち
だ
。
こ
の
た
め
、
彼
は

言
葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
差
別
に
苦
し
ん
だ
よ
う
だ
。
本
人
は
口

数
の
多
い
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
多
く
は
語
ら
な
い
が
、
オ
フ
ィ
ス

に
あ
る
多
く
の
症
状
や
学
位
記
の
な
か
に
、
ボ
ク
サ
ー
の
モ
ハ
メ

ド
ア
リ
が
相
手
選
手
を
Ｋ
Ｏ
し
て
鬼
の
形
相
で
睨
み
つ
け
て
い
る

古
ぼ
け
た
写
真
が
飾
っ
て
あ
る
。〝
と
き
ど
き
こ
の
写
真
を
見
る

ん
だ
よ
。〟
と
彼
は
さ
ら
り
と
言
っ
て
い
た
。
彼
の
特
別
の
許
可

が
あ
り
、
留
学
先
で
も
私
は
メ
ス
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

H
S
S

で
は
私
はD

r.B
oach

ie

と
と
も
に
多
く
の
時
間
を
過
ご
し

て
い
る
。
外
来
日
に
は
一
緒
に
外
来
を
し
、
回
診
、
手
術
も
一
緒

に
行
う
。D

r.B
oach

ie

はH
S
S

で
はA

d
u
lt an

d P
ed

iatric 

Spine and Scoliosis Service

のC
hief

で
あ
り
、C

ornell

大

学
の
主
任
教
授
な
ど
も
兼
任
す
る
。
こ
のS

erv
ice

はS
p
in

e 

S
erv

ice

と
は
別
で
、
９
人
の
ス
タ
ッ
フ
ド
ク
タ
ー
が
お
り
、
毎

週
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
最
新
の
知
見
に
基
づ
い
て
、
か
な
り

遠
慮
の
な
い
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。D

r.B
oach

ie

の
手
術
が

批
判
さ
れ
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。D

r.B
oach

ie

はN
ew

 

Y
ork

だ
け
で
も
年
間
２
０
０
例
前
後
の
脊
柱
変
形
の
手
術
を
行

う
。
そ
の
う
ち
半
分
以
上
は
他
の
医
師
や
前
任
者
が
行
っ
た
手
術

の
再
手
術
が
し
め
る
。
こ
の
ほ
か
に
彼
は
ガ
ー
ナ
、
ス
ペ
イ
ン
、

全
米
の
各
地
で
週
末
な
ど
を
利
用
し
て
手
術
を
行
っ
て
い
る
。

H
S
S

で
は
裕
福
な
患
者
か
ら
は
か
な
り
の
手
術
費
用
を
と
る
が
、
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貧
し
い
患
者
の
手
術
や
ガ
ー
ナ
の
患
者
か
ら
は
費
用
は
と
ら
な

い
。
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
医
師
は
高
額
の
所
得
を
自
分
の
た
め
に

使
っ
て
い
る
が
、
彼
の
よ
う
に
裕
福
な
患
者
か
ら
手
術
費
用
を
と

り
、
貧
し
い
人
や
母
国
ガ
ー
ナ
に
還
元
す
る
精
神
は
感
服
す
る
も

の
が
あ
る
。
生
活
は
質
素
で
、
食
事
な
ど
も
あ
ま
り
と
ら
な
い
。

D
r.B

oach
ie

は
あ
た
り
ま
え
で
は
あ
る
が
大
変
な
努
力
家
で
あ

る
。
ひ
た
す
ら
勉
強
し
、
手
術
し
、
患
者
を
診
て
い
る
。
当
然
私

に
対
す
る
要
求
も
高
い
。
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
難
題
を
出
さ
れ

る
こ
と
も
ま
ま
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
を
や
り
き
れ
ば
、
彼
は
か

な
ら
ず
そ
の
分
以
上
に
、
私
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
く
れ
る
。

H
S
S

で
の
ラ
イ
セ
ン
ス
や
多
く
の
学
会
で
の
発
表
、
学
会
の
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
の
推
薦
状
な
ど
が
そ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
い
づ

れ
も
た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
私
か
ら
要
求
し
た

も
の
で
は
な
い
。H

S
S

で
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
関
し
て
は
２
月
に
書

類
を
い
く
つ
か
準
備
し
て
ほ
し
い
とD

r.B
oach

ie

か
ら
話
が
あ

っ
た
が
、
冗
談
半
分
に
し
か
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た
。
３
月
の

あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
手
術
室
に
い
る
と
〝M

itsu ! W
h
y 

d
on ’

t y
ou start in

cision
?

〟
と
い
わ
れ
、
冗
談
か
と
思
っ
て

D
r.B

oach
ie

の
顔
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
ら
、〝H

S
S

で
の
特
別
ラ
イ

セ
ン
ス
は
前
例
が
な
く
、
こ
れ
は
結
構
大
変
だ
っ
た
ん
だ
よ
。〟

と
い
わ
れ
、
私
は
感
動
で
涙
が
出
そ
う
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
大

変
恵
ま
れ
た
環
境
で
私
は
留
学
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
総
仕

上
げ
が
こ
の
５
月
の
ガ
ー
ナ
ト
リ
ッ
プ
だ
。
こ
の
３
週
間
の
ト
リ

ッ
プ
で
私
は
多
く
の
外
国
人
た
ち
と
と
も
に
手
術
を
し
た
。
そ
こ

で
感
じ
た
こ
と
は
、
外
国
人
た
ち
は
中
に
は
手
術
が
う
ま
い
医
師

も
い
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
医
師
が
多
い
。
や
は
り
日
本
人

の
ほ
う
が
手
先
が
器
用
で
、
概
し
て
手
術
が
う
ま
い
。
し
か
し
、

日
本
人
の
医
師
の
国
際
的
地
位
は
圧
倒
的
に
低
く
、
彼
ら
の
中
で

も
日
本
人
と
い
う
存
在
は
悔
し
い
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
人
は
多
く
が
真
面
目
で
勤
勉
で
、
手
先
も

器
用
で
、
多
く
の
優
秀
な
医
師
が
い
る
。
一
方
で
多
く
の
日
本
人

の
若
者
が
自
国
に
こ
も
っ
て
小
さ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
と
同
じ

で
、
多
く
の
若
い
医
師
も
自
国
に
こ
も
っ
て
小
さ
く
ま
と
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
世
界
で
は
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
ア

メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
世
界
は
自
己
主
張
の
強
い
人
が
多
く
、
他

人
に
も
冷
た
く
、
厳
し
い
。
一
方
で
日
本
人
に
と
っ
て
日
本
は
住

み
や
す
い
。
患
者
さ
ん
を
治
療
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
世

界
に
出
て
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し

も
重
要
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
世
界
に
お

い
て
、
自
国
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
で
失
わ
れ
る
機
会
の
損

失
は
計
り
知
れ
な
い
。
私
は
こ
の
赤
土
の
大
地
ガ
ー
ナ
で
無
邪
気

に
笑
う
ガ
ー
ナ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
子
供
の
患
者

た
ち
を
見
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

　D
r.B

aoch
ie

の
声
で
我
に
返
っ
た
私
は
手
術
を
開
始
し
た
。
４
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歳
の
小
さ
な
背
中
を
展
開
し
、
両
側
にP

ed
icle screw

を
挿
入

し
、V

C
R

を
開
始
す
る
。D

r.B
oach

ie

のV
C

R

を
こ
れ
ま
で
何

度
か
見
た
こ
と
は
あ
る
が
も
ち
ろ
ん
自
分
で
や
っ
た
こ
と
は
な

い
。
指
導
に
あ
た
るD

r.B
oach

ie

の
支
持
通
り
に
両
側
か
ら4

椎
体
を
摘
出
す
る
。neurom

onitoring

の
波
形
の
変
化
は
な
い
。

前
方
に
大
き
め
のcag

e

を
挿
入
し
、
徐
々
に
後
弯
の
少
な
い

R
od

に
入
れ
替
え
、
後
弯
変
形
を
慎
重
に
矯
正
し
て
い
く
、
そ
の

と
きn

eu
rolog

ist

か
ら
〝W

e lost all sig
n
al!

〟
と
叫
び
声
が

聞
こ
え
た
。
す
ぐ
矯
正
操
作
を
や
め
、
麻
酔
科
に
血
圧
を
聞
く
と
、

血
圧
が
低
い
。
我
々
は
血
圧
を
上
げ
、
手
術
の
手
を
止
め
た
。15

分
経
過
。
波
形
は
戻
ら
な
い
。
外
来
で
見
た
患
者
の
無
邪
気
な
笑

顔
が
脳
裏
を
よ
ぎ
る
。
４
歳
の
エ
チ
オ
ピ
ア
人
の
こ
の
患
者
は
英

語
が
通
じ
ず
、
若
す
ぎ
てw

ak
e u

p test

も
行
え
な
い
。
私
は

D
r.B

oach
ie

と
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
手
術
を
再
開
し
た
。

V
C

R

で
あ
る
た
め
、
途
中
で
手
術
を
終
了
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
矯
正
を
終
了
し
、
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
閉
創
し
、
麻
酔
が

覚
醒
す
る
の
を
待
つ
。
日
本
に
い
た
時
か
ら
脊
髄
を
触
る
手
術
の

時
は
い
つ
も
患
者
の
足
が
動
く
ま
で
祈
る
よ
う
な
思
い
で
あ
っ
た

が
、
今
回
は
程
度
が
違
う
。
こ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
波
形
が
な
く

な
っ
た
こ
と
は
な
い
か
ら
だ
。
麻
酔
科
が
挿
管
し
た
ま
ま
意
識
レ

ベ
ル
を
上
げ
る
。
５
分
、
ま
だ
覚
醒
し
な
い
。
患
者
の
母
親
が

〝
私
た
ち
は
神
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
の
子
は
き
っ
と
大
丈
夫

で
す
。〟
と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
だ
す
。
10
分
。
両
足
が
力
強

く
動
い
た
。
こ
の
小
さ
な
命
は
神
に
祝
福
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
謝
辞

　

　
本
留
学
は
、
慶
大
整
形
同
窓
会
海
外
留
学
支
援
基
金
よ
り
御
援

助
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
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こ
の
度
，
２
０
０
８
年
８
月
か
ら
２
０
１
０
年
７
月
ま
で
の
２

年
間
，
米
国S

tan
ford

大
学
に
留
学
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
．

S
tan

ford

大
学
は
，
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
あ

り
，
い
わ
ゆ
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
中
心
に
位
置
し
て
い
ま
す
．

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
い
う
名
称
は
，
半
導
体
研
究
所
か
ら
分
化
し

た
半
導
体
企
業
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
が
，
現
在

で
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
企
業
な
ど

IT

企
業
の
あ
つ
ま
る
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
．
こ
う
し
た

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
一
流
企
業
の
多
く
は
，S

tan
ford

大
学
の
卒

業
生
が
設
立
し
，
現
在
で
は
在
学
時
に
企
業
す
る
学
生
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
．
卑
近
な
例
を
挙
げ
れ
ば
，
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
有
名

なG
oog

le

は
，
二
人
のS

tan
ford

大
学
院
生
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
す
．
こ
う
し
た
優
秀
な
学
生
を

排
出
し
続
け
た
結
果
，S

tan
ford

大
は
社
会
的
に
成
功
し
た
卒
業

生
か
ら
の
多
額
の
寄
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
，
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
は
企
業
名
を
関
す
る
建
物
や
医
療
施
設
が
数
多
く
あ
り
ま
す
．

　
今
回
の
留
学
期
間
中
，
私
はA

n
d
riacch

i

教
授
が
主
宰
す

B
io

m
o
tio

n

研

究

室
（M

e
c
h

a
n

ic
a
l E

n
g

in
e
e
rin

g 

D
ep

artm
en

t

）
に
所
属
し
ま
し
た
．A

n
d
riacch

i

教
授
は
歩
行

解
析
の
世
界
的
な
権
威
で
あ
り
，
世
界
に
先
駆
け
て
光
学
式
の
動

作
解
析
装
置
や
関
節
モ
ー
メ
ン
ト
を
身
体
負
荷
の
指
標
の
一
つ
と

し
て
臨
床
に
導
入
し
た
こ
と
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
．
膝
に
作
用

す
る
内
反
モ
ー
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
，
人
工
膝
関
節
置
換
術
後
の
治

療
効
果
が
２
群
に
分
類
で
き
る
こ
と
に
気
が
付
き
，
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
下
肢
，
特
に
膝
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
の
研
究
を
集
中
的

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
．
こ
の
結
果
，
歩
行
解
析

に
基
づ
く
人
工
関
節
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
，
そ
の
特
許
に
関
係
す

る
収
入
だ
け
で
も
優
良
企
業
に
勤
務
す
る
日
本
人
の
年
間
所
得
の

１
０
０
倍
近
く
の
所
得
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
，
世
界
的
に
最
も

成
功
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
と
言
え
ま
す
．

　
さ
て
私
の
在
籍
中
に
は
，
研
究
室
内
で
は
主
に
①
Ｏ
Ａ
の
発
症

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
治
療
法
の
開
発
，
②A

C
L

の
治
療
と
運

動
機
能
評
価
，
③
次
世
代
計
測
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
が
行
わ

れ
て
お
り
，
各
学
生
が
自
分
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
．
①
に
つ
い
て
は
，
健
常
者
や
Ｏ
Ａ
予
備
軍
と

さ
れ
る
肥
満
体
質
の
方
の
歩
行
解
析
，
医
用
画
像
，
血
液
検
査
な

ど
を
長
期
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
．
も
ち
ろ
ん
，
こ
う
し
た
研
究

は
，
医
学
部
だ
け
で
な
く
近
接
す
るV

eteran
s A

ffairs 

h
osp

ital

の
協
力
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．
ま
た
治
療
法

留
学
報
告

桐
　
山
　
善
　
守
（
84
特
）
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の
開
発
と
し
て
製
薬
会
社
に
よ
る
治
験
や
人
工
関
節
の
評
価
だ
け

で
な
く
，
膝
の
力
学
的
負
荷
を
軽
減
さ
せ
る
シ
ュ
ー
ズ
の
開
発
な

ど
工
学
科
ら
し
い
発
想
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
．
②
に
つ

い
て
は
，
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
受
傷
が
多
い
こ
と
か
ら
，
受
傷
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
や
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
評
価
，
そ
の
後
の
Ｏ

Ａ
発
症
と
の
関
係
な
ど
が
力
学
的
に
解
析
さ
れ
て
い
ま
す
．
通
常

の
一
重
束
再
建
で
あ
っ
て
も
再
建
位
置
や
角
度
が
異
な
る
と
ど
の

程
度
頸
骨
の
内
外
旋
が
変
化
す
る
か
な
ど
，
詳
細
に
計
測
・
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
．
③
の
次
世
代
計
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
つ
い
て

は
，
既
存
の
反
射
マ
ー
カ
を
利
用
し
な
い
新
し
い
計
測
シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．
国
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
，
マ
ー

カ
レ
ス
と
命
名
さ
れ
た
方
法
が
散
見
さ
れ
ま
す
が
，
当
研
究
室
で

開
発
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
そ
れ
ら
と
は
少
し
ば
か
り
原
理
が

異
な
り
ま
す
．
紙
面
上
で
は
詳
細
な
説
明
を
省
略
し
ま
す
が
，
帰

国
に
際
し
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
医
学
部
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
６
Ｎ
６

に
導
入
予
定
で
い
ま
す
．
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
．

　
留
学
中
の
私
の
研
究
は
，
あ
え
て
言
う
と
①
に
属
す
る
も
の
で

す
が
，
研
究
室
が
所
有
す
る
技
術
と
は
少
し
離
れ
た
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
ま
し
た
．
す
な
わ
ち
，
軟
骨
繊
維
と
水
か
ら
成
る
マ
ル
チ

フ
ィ
ジ
ク
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
，
な
ら
び
に
そ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
，
関
節
軟
骨
層
モ
デ
ル
，
三
次
元
膝
有
限
要
素
モ
デ
ル
，

歩
行
解
析
を
組
み
合
わ
せ
た
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
関
す
る
も
の
で
す
．A

n
d
riacch

i

教
授
の
元
々
の
疑
問
と
，

私
の
こ
れ
ま
で
の
経
歴
や
技
術
，
興
味
を
踏
ま
え
て
新
し
く
生
み

出
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
り
，
色
々
な
議
論
を
経
て
こ
の
テ
ー
マ
に

た
ど
り
着
い
た
時
に
は
，
大
変
興
奮
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
．

そ
の
一
方
で
，
私
の
知
ら
な
い
領
域
の
知
識
が
要
求
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
，
留
学
中
の
大
半
を
数
学
科
の
図
書
館
で
過
ご
す
こ
と
に

も
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
．
滞
在
中
の
２
年
間
は
，
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
よ
り
も
イ
ン
プ
ッ
ト
ば
か
り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
，

身
に
つ
け
た
知
識
や
技
術
を
利
用
し
て
，
今
後
は
主
に
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
．
教
室
内
で
の
勉
強
会
や
学

会
，
研
究
誌
な
ど
で
見
か
け
た
際
に
は
，
是
非
ご
意
見
や
ご
指
摘

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
．

　
今
回
の
留
学
に
際
し
て
は
戸
山
教
授
を
始
め
教
室
の
皆
様
，
関

連
病
院
，
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．
整

形
外
科
医
で
も
な
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
同
窓
会
に
所
属
す
る
だ
け
で

な
く
，
留
学
ま
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
，
方
々
に
多
大
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
．
そ
れ
に
も
関
わ

ら
ず
，
名
倉
武
雄
先
生
を
始
め
，
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

の
先
生
方
に
は
快
く
送
り
出
し
て
い
た
だ
き
，
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
．
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
，
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
，

留
学
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．
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スタンフォードキャンパス内．大学設立 50 周年を記念して建築されたフーバータワーから
はシリコンバレーを一望できます．第 31 代大統領のハーバート・フーバーはスタンフォー
ド大の卒業生です．

研究室の合宿のパーティにてAndriacchi教授と．毎年夏頃にLake Tahoeにて研合宿を行い，
今後の研究などについて議論します．
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研究室のある Durand ビルディング．計算力学，航空科学，生体力学などの部門が所属し
ています．私のオフィスは，向かって左側のちょうど木陰の辺り（2F）でした．

数学科のある Math Corner．当時は情報工学の図書も集められており，ここの図書館で，
留学期間の大半を過ごしました．
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ウ
ィ
ー
ン
（W

ien
/V

ien
n
a

）
は
人
口
１
７
０
万
人
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
首
都
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
帝
国
が
敗
北
す
る
ま
で
、
６
４
０
年
間
の
栄
華
を
極
め
た

ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
の
華
や
か
な
貴
族
文
化
の
影
響
が
今
な
お
色
濃

く
残
る
、
世
界
有
数
の
観
光
都
市
と
な
っ
て
い
る
。
公
用
語
は
ド

イ
ツ
語
で
、
歴
史
的
に
も
支
配
民
族
は
ド
イ
ツ
人
で
あ
っ
た
が
、

主
な
宗
教
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
、
街
の
雰
囲
気
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

中
心
の
ド
イ
ツ
と
は
大
き
く
異
な
り
、
華
や
か
な
印
象
を
受
け
る
。

古
く
か
ら
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
帝
国
各
地
か
ら
様
々
な
人
種
が

流
入
し
、
現
在
も
様
々
な
人
種
が
す
む
国
際
都
市
で
も
あ
る
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
東
西
に
分
け
る
ド
ナ
ウ
川
が
街
の
中
心
部
を
流
れ
、

今
も
昔
も
文
字
通
り
東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
が
、

１
９
８
９
年
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
や
、
近
年
の
東
欧
諸
国
の
Ｅ
Ｕ

参
加
に
伴
い
、
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
さ
ら
に
そ
の
存
在
を
強

め
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
映
画
「
第
３
の
男
」
に
も
出
て
く
る
が
、

戦
争
中
、
冷
戦
中
は
東
西
の
ス
パ
イ
が
潜
む
〝
ス
パ
イ
都
市
〟
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
非
常
に
魅
力
的
な
街
で
あ

る
が
、
最
近
で
は
毎
年M

ercer

社
が
行
っ
て
い
る
世
界
のQ

O
L

調
査
に
お
け
るM

ost L
ivable C

ity

（
最
も
住
み
や
す
い
都
市
）

と
し
て
名
高
い
。
実
際
３
ヶ
月
す
ん
で
み
て
も
、
治
安
が
よ
く
、

交
通
網
も
発
達
し
て
お
り
、
非
常
に
暮
ら
し
や
す
か
っ
た
。

　
１
３
６
５
年
創
立
の
ウ
ィ
ー
ン
大
学
は
現
在
の
ド
イ
ツ
語
圏
で

最
古
・
最
大
の
大
学
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
を
輩
出
し
て
い
る
。
今
回
留
学
し
た
ウ
ィ
ー
ン
医
科
大
学

（M
U

V
; M

edical U
niversity of V

ienna

）
も
ウ
ィ
ー
ン
大
学

医
学
部
を
前
身
と
し
て
お
り
、
２
０
０
４
年
に
独
立
し
た
現
在
も

ド
イ
ツ
語
圏
で
最
古
・
最
大
の
医
科
大
学
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ

ア
に
は
全
部
で
医
科
大
学
が
４
校
し
か
存
在
し
な
い
。M

U
V

は

ウ
ィ
ー
ン
に
存
在
す
る
唯
一
の
医
科
大
学
で
あ
り
、
即
ち
必
然
的

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
中
央
～
東
）
の
医
療
の
重
要
な
拠
点
と
な

る
。
各
県
に
１
校
以
上
医
科
大
学
が
存
在
し
、
戦
国
時
代
の
よ
う

に
鎬
を
削
る
こ
と
で
発
展
し
て
き
た
群
雄
割
拠
の
日
本
の
医
学

（
医
療
）
と
は
そ
の
特
徴
が
大
き
く
異
な
る
。

　
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
学
部
（
現M

U
V

）
整
形
外
科
の
歴
史
は

A
dolf L

orenz

教
授
（
１
８
５
４
‐
１
９
４
６
）
に
さ
か
の
ぼ
る
。

L
oren

z
教
授
は
当
時
の
消
毒
薬
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
〝W

et su
rg

eon

〟
を
あ
き
ら
め
〝D

ry su
rg

eon

〟
に
転

向
し
、
内
反
足
、
先
天
性
股
関
節
脱
臼
、
脊
椎
側
彎
症
な
ど
の
変

形
を
矯
正
し
、
35
年
間
（
１
８
８
９
‐
１
９
２
４
）
ウ
ィ
ー
ン
大
学

ウ
ィ
ー
ン
医
科
大
学
に
留
学
し
て

中
　
山
　
ロ
　
バ
　
ー
　
ト
（
80
）
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医
学
部
外
科
の
教
授
職
に
着
い
た
。
そ
の
功
績
か
ら
、
ウ
ィ
ー
ン

大
学
で
は
整
形
外
科
が
外
傷
か
ら
独
立
し
て
進
化
し
、
現
在
も

M
U

V
に
は
そ
の
２
科
が
分
か
れ
て
存
在
す
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ド
イ
ツ
語
圏
で
も
あ
ま
り
例
が
な
い
ら
し

い
。
第
二
次
大
戦
後
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
〝
整
形
外
科
〟
の
流
れ

を
継
い
だ
の
が
、K

arl C
hiari

教
授
（
１
９
１
２
‐
１
９
８
２
）
で

あ
り
、
臼
蓋
形
成
不
全
に
対
す
るC

hiari

骨
き
り
術
は
あ
ま
り
に

有
名
で
あ
る
。

　C
h
iari

教
授
の
死
後
、
２
０
０
９
年
９
月
に
退
官
さ
れ
る
ま
で

25
年
間
、
こ
の
要
職
に
就
い
た
の
が
、
腫
瘍
用
人
工
関
節
の
父
と

も
い
え
るR

ain
er K

otz

教
授
（
１
９
４
１
‐
）
で
あ
っ
た
。
今
で

も
本
邦
で
はS

try
k
er

社
のH

M
R

S

（H
ow

m
ed

ica M
od

u
lar 

R
esection S

y
stem

）
腫
瘍
用
人
工
関
節
は
〝K

otz
式
人
工
関
節

〟
成
長
期
の
患
者
用
の
伸
長
型
腫
瘍
用
人
工
関
節
は
〝G

row
in

g 

K
otz

〟
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
もK

otz

教
授
の
偉
大
さ
を
象
徴

す
る
も
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
で
も
日
本
で
伸
長
型
腫
瘍
用
人

工
関
節
が
〝G

row
in

g K
otz

〟
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、〝K

otz

先
生
が
大
き
く
成
長
し
て
い
る
よ
う
な
〟

呼
ば
れ
方
を
し
て
い
る
こ
と
に
、
誇
ら
し
げ
に
語
ら
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
笑
い
話
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
前
置
き
が
か
な
り
長
く
な
っ
た
が
、
今
回
、
退
官
前
にK

otz

教
授
の
築
き
上
げ
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
（
現M

U
V

）
の
整
形
外
科
、

特
に
整
形
外
科
腫
瘍
学
、
腫
瘍
用
人
工
関
節
を
学
ぶ
機
会
を
頂
く

こ
と
が
で
き
た
。
慶
応
の
腫
瘍
班
で
は
、
森
岡
秀
夫
先
生
、
須
佐

美
知
郎
先
生
が
や
は
り
短
期
で
ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
さ
れ
て
お
り
、

先
輩
方
の
お
力
添
え
と
戸
山
芳
昭
教
授
の
ご
高
配
に
よ
り
、
３
か

月
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、K

otz

教
授
の
在
任
中
の

留
学
が
実
現
し
た
。

　M
U

V

は
ウ
ィ
ー
ン
総
合
病
院
（A

K
H

；A
llg

em
ein

es 

K
ran

k
en

h
au

s d
er S

tad
t W

ien

）
と
併
設
し
て
お
り
、
こ
の

22

階
建
て2000

床
の
病
院
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
大
学
付
属
病

院
と
な
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
の
街
は
寺
院
な
ど
の
建
築
以
外
は
、

中
心
部
、
住
宅
地
も
５
階
建
て
で
統
一
さ
れ
て
い
る
た
め
、

A
K

H

の
22
階
建
て
、
２
棟
の
近
代
的
な
ビ
ル
は
一
際
目
立
つ
。

屋
上
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
発
着
が
可
能
で
、
毎
日
の
よ
う
に
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
飛
ぶ
様
子
が
見
ら
れ
た
。A

K
H

の
裏
に
は
門
前
町

の
よ
う
に
開
業
医
（
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
街
が
広
が
り
、M

U
V

の
教

授
の
多
が
こ
こ
でP

rivate clinic

を
開
業
し
て
い
る
。

　
聳
え
立
つ
２
棟
は
そ
れ
ぞ
れ
内
科
系
の
赤
棟
と
外
科
系
の
緑
棟

で
あ
る
。
病
棟
は
約
25
床
単
位
で
区
切
ら
れ
て
お
り
、
整
形
外
科

は
緑
棟
の
18
階
の
３
病
棟
と
小
児
病
棟
に
約
10
床
ほ
ど
持
っ
て
い

た
の
で
、
約
70
〜
80
床
の
規
模
で
あ
る
。
非
常
に
特
徴
的
な
の
は
、

25
床
単
位
の
各
病
棟
に
術
前
後
の
内
科
管
理
を
す
る
内
科
医
、
リ

ハ
ビ
リ
を
担
当
す
る
Ｐ
Ｔ
が
２
人
ず
つ
配
属
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
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る
。
さ
ら
に
腫
瘍
班
の
管
理
す
る
病
棟
に
は
、
専
属
の
精
神
科
リ

エ
ゾ
ン
チ
ー
ム
（
３
人
）
が
配
属
さ
れ
て
お
り
、
患
者
の
精
神
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
非
常
に
役
割
分
担
が
進
ん
で
お
り
、
整
形

外
科
医
は
手
術
に
集
中
す
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

　
整
形
外
科
は
６
つ
の
サ
ブ
チ
ー
ム
に
分
か
れ
る
。
腫
瘍
、
ス
ポ

ー
ツ
、
脊
椎
、
人
工
関
節
、
リ
ウ
マ
チ
、
小
児
の
６
つ
で
あ
る
が
、

棲
み
分
け
は
比
較
的
緩
や
か
で
あ
る
。
外
傷
は
基
本
的
に
は
扱
わ

な
い
。
腫
瘍
班
の
チ
ー
フ
は
ご
高
名
なM

artin D
om

in
k
u
s

教

授
で
あ
り
、
今
回
の
私
の
短
期
留
学
のcou

n
terp

art

に
な
っ
て

頂
い
た
。
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ベ
ン
が
１
人
、
い
わ
ゆ
る
ネ
ー
ベ
ン
が

３
人
、
計
５
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
の
で
決
し
て
大
き
な
所
帯

で
は
な
い
が
、
先
述
の
役
割
分
担
の
お
か
げ
で
世
界
屈
指
の
腫
瘍

グ
ル
ー
プ
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
入
院
患
者
は
10

〜
15
人
程
度
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
か
ら
、
骨
軟

部
腫
瘍
の
治
療
の
セ
ン
タ
ー
化
が
進
ん
で
お
り
、
患
者
は
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
み
な
ら
ず
、
外
国
、
特
に
東
欧
（
ル
ー
マ
ニ
ア
、
旧
ユ

ー
ゴ
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
な
ど
）
か
ら
来
院
す
る
。
特
に
悪

性
骨
腫
瘍
の
患
者
の
半
数
以
上
は
い
わ
ゆ
る
東
欧
か
ら
の
患
者
で

あ
る
。
こ
う
し
て
東
京
の
１

/

10
程
の
小
さ
な
都
市
の
大
学
付
属

病
院
が
世
界
有
数
の
悪
性
骨
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
保
険
制
度
か
ら
か
、
遠
方
だ
か
ら
か
、
ベ
ッ
ド
の
回
転

も
非
常
に
速
い
。
化
学
療
法
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
。
終
末
期
医

療
も
行
っ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
悪
性
骨
軟
部
腫
瘍
の
外
科
的

治
療
に
特
化
し
た
病
院
な
の
で
あ
る
。

　A
K

H

の
朝
は
早
い
。
各
班
朝
７
時
か
ら
病
棟
回
診
、
７
時
半

か
ら
全
員
集
合
し
、K

otz

教
授
の
前
で
入
院
患
者
、
手
術
患
者

の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。〝G

uten M
orgen! W

underbar! A
lles 

G
ute!

（G
ood m

orning! W
ounderful! G

ood luck!

）〟
最
初

は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
単
語
も
、
３
か
月
い
る
と
耳
に
入
っ
て
く

る
。
手
術
場
へ
の
患
者
の
入
室
も
８
時
過
ぎ
で
、
９
時
前
に
は
加

刀
す
る
。
特
にD

om
in

k
u
s

先
生
は
せ
っ
か
ち
で
、
消
毒
（
術
前

の
消
毒
は
看
護
師
・
技
術
員
の
仕
事
）
前
に
、
覆
布
も
か
け
ず
に

加
刀
せ
ん
ば
か
り
の
勢
い
で
あ
る
。D

om
in

k
u
s

先
生
は
手
術
も

速
い
上
、
帰
り
も
早
い
。
夕
方
３
時
に
は
〝B

is M
orgen!

（See 

you tom
orrow

!

）〟
で
、
金
曜
日
の
午
後
は
お
会
い
し
た
こ
と
が

な
い
。
金
曜
日
は
半
ド
ン
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
困
っ
た
こ
と

に
麻
酔
科
の
先
生
方
も
お
帰
り
が
早
い
。
手
術
日
の
午
後
２
時
─

３
時
に
な
る
と
毎
週
決
ま
っ
て
、
当
日
残
り
の
予
定
手
術
を
行
う
、

行
わ
な
い
で
口
論
が
始
ま
る
が
、
麻
酔
科
の
先
生
が
帰
っ
て
し
ま

え
ば
手
術
は
で
き
な
い
。
手
術
を
受
け
ら
れ
な
い
患
者
は
、
毎
週

途
方
に
暮
れ
て
い
た
。

　
私
の
参
加
し
た
最
初
の
手
術
が
、
左
大
腿
骨
骨
肉
種
に
対
す
る

広
範
切
除
＋
腫
瘍
用
人
工
関
節
置
換
（
膝
関
節
包
外
切
除
、
膝
蓋

骨
・
膝
蓋
靭
帯
の
温
存
、
縫
工
筋
と
人
工
靭
帯
を
用
い
た
膝
伸
展
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機
構
の
再
建
）
で
あ
っ
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
膝
関
節
包
外
切
除

を
み
る
の
は
初
め
て
で
、
膝
伸
展
機
構
再
建
もM

U
V

オ
リ
ジ
ナ

ル
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
有
意
義
な
ス
タ
ー
ト
に
興
奮
し
た
。

残
念
な
が
ら
私
の
滞
在
し
た
３
か
月
間
で
はP

rim
ary

の
腫
瘍
用

人
工
関
節
置
換
の
症
例
は
こ
の
１
例
し
か
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ま

で
の
腫
瘍
用
人
工
関
節
の
症
例
の
蓄
積
に
伴
い
、
伸
長
型
腫
瘍
用

人
工
関
節
の
延
長
やR

ev
ision

の
症
例
を
毎
週
の
よ
う
に
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
感
染
に
伴
う2-stag

e rev
ision

は
３
か
月
で
４
例
、
決
し
て
少
な
く
な
い
。M

U
V

で
は
人
工
関

節
感
染
例
は
緊
急
手
術
を
行
い
、
抗
生
剤
入
り
骨
セ
メ
ン
ト
を
充

填
し
て
６
週
後
の2-stag

e  rev
ision

に
備
え
る
。
複
数
回
手
術

例
も
多
い
が
、
汚
染
し
た
骨
は
徹
底
的
に
掻
爬
、
切
除
す
る
た
め
、

再
置
換
を
行
う
度
に
人
工
関
節
が
巨
大
化
し
て
い
く
の
が
特
徴
で

あ
る
。
近
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
はS

ilv
er-coated

の
腫
瘍
用
人

工
関
節
が
開
発
さ
れ
、A

K
H

で
も
使
用
が
始
ま
っ
て
い
た
。
非

常
に
高
価
な
も
の
ら
し
く
、
保
険
の
都
合
か
、
す
べ
て
の
感
染
例

に
使
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
他
、D

om
inkus

教
授
は
、

臼
蓋
が
大
き
く
欠
損
し
たT

H
A

再
置
換
用
に
考
案
さ
れ
た

P
edestal revision cup

（Z
im

m
er

）
の
第
一
人
者
と
な
っ
て
お

り
、T

H
A

再
置
換
の
み
な
ら
ず
臼
蓋
部
に
発
生
し
た
悪
性
骨
腫

瘍
切
除
後
の
再
建
に
対
し
、
多
く
の
症
例
で
使
用
し
て
い
た
。

K
otz

教
授
の
御
膝
下
で
人
工
関
節
に
よ
る
患
肢
温
存
の
盛
ん
な

施
設
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
症
例
に
応
じ
て
切
断
も
行
っ
て
い

る
し
、
生
物
学
的
再
建
も
行
っ
て
い
る
。
最
終
日
にK

otz

教
授
、

D
om

in
k
u
s

教
授
の
ご
配
慮
でR

otation k
n
ee p

lasty

の
手
術

に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
実
に
多
く
の
症
例
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
中
に
３
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
会
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。A

M
S
O

S

（A
u
strian M

u
scu

losk
eletal O

n
colog

y S
ociety

）

は

D
om

in
k
u
s

教
授
が
主
宰
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
骨
軟
部
腫
瘍
学
会

で
あ
る
。
今
回
はC

ad
av

er

を
用
い
たG

M
R

S

（G
lob

al 

M
od

u
lar R

ep
lacem

en
t S

y
stem

、S
try

k
er

）
とP

ed
estal 

rev
ision cu

p

（Z
im

m
er

）

のW
ork

sh
op

で

あ

っ

た
。

E
M

SO
S

（E
uropean M

usculoskeletal O
ncology Society

）

はK
otz

教
授
と
イ
タ
リ
ア
のC

am
p
an

acci

教
授
が
創
設
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
骨
軟
部
腫
瘍
学
会
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
世
界

の
主
要
な
施
設
が
集
う
非
常
に
権
威
の
あ
る
学
会
で
あ
る
。
各
主

要
施
設
の
治
療
成
績
に
加
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
跨
い
だ
多
施
設
共

同
臨
床
試
験
の
中
間
報
告
と
今
後
の
展
望
が
議
論
さ
れ
る
た
め
、

最
先
端
の
情
報
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。E

F
O

R
T

（E
u
rop

ean
 F

ed
eration

 of N
ation

al A
ssociation

s of 

O
rth

op
aed

ics an
d T

rau
m

atolog
y

）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
整
形
外

科
学
会
総
会
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
非
常
に
大
き
な
学
会
で
骨
軟
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部
腫
瘍
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
ご
く
一
部
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
各

国
主
要
施
設
が
集
っ
た
骨
盤
悪
性
腫
瘍
の
再
建
に
関
す
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
非
常
に
印
象
深
か
っ
た
。

　
美
し
い
初
夏
の
ウ
ィ
ー
ン
の
街
、A

K
H

の
貴
重
な
症
例
の

数
々
、K

otz
教
授
、D

om
in

k
u
s

教
授
を
は
じ
め
と
す
るA

K
H

腫
瘍
班
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
出
会
い
。
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
非
常
に

貴
重
な
経
験
で
濃
密
な
３
か
月
で
あ
り
、
そ
れ
を
私
の
拙
い
文
章

で
表
現
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機

会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
戸
山
教
授
、
森
岡
先
生
に
改
め
て
深
謝

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
謝
辞

　
本
留
学
は
、
慶
大
整
形
同
窓
会
海
外
留
学
支
援
基
金
よ
り
御
援

助
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
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２
０
０
８
年
９
月
に
主
論
文
題
目
「
尺
骨
の
短
縮
が
遠
位
橈
尺

関
節
の
安
定
性
お
よ
び
圧
に
与
え
る
影
響
」
で
学
位
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
．
私
は
１
９
９
８
年
に
矢
部
前
教
授
か
ら
鶏
の
屈

筋
腱
を
用
い
た
研
究
の
テ
ー
マ
を
頂
い
て
い
た
の
で
す
が
，
力
不

足
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
，
２
０
０
２
年
に
戸
山
教
授
よ

り
研
究
テ
ー
マ
を
変
更
す
る
許
可
を
頂
き
，
学
位
取
得
に
至
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
．
研
究
を
や
り
直
す
チ
ャ
ン
ス
を
も
う
一
度
下

さ
っ
た
戸
山
教
授
，
研
究
テ
ー
マ
を
変
え
る
際
に
親
身
に
相
談
に

乗
っ
て
く
だ
さ
っ
た
手
の
外
科
班
の
先
生
方
，
素
晴
ら
し
い
研
究

テ
ー
マ
を
考
え
，
直
接
御
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
中
村
俊
康
先
生
，

新
し
く
な
っ
た
生
体
工
学
教
室
で
常
に
研
究
を
し
や
す
い
環
境
を

整
え
て
く
だ
さ
っ
た
名
倉
先
生
な
ど
多
く
の
先
生
方
に
支
え
ら
れ

て
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
，
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

　
私
の
研
究
で
は
，
新
鮮
屍
体
標
本
上
肢
を
用
い
て
尺
骨
短
縮
前

後
のD

R
U

J

の
安
定
性
お
よ
び
圧
の
変
化
を
生
体
工
学
的
手
法
で

解
析
し
ま
し
た
．
研
究
開
始
時
は
，
尺
骨
短
縮
術
は
主
に
尺
骨
手

根
骨
間
関
節
の
除
圧
目
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
，D

R
U

J

の
不
安

定
性
を
改
善
す
る
作
用
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の

の
，
そ
の
適
応
や
機
序
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
．
私
の

研
究
は
そ
の
疑
問
に
直
接
答
え
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
，
最
初
の

英
文
を
発
表
し
て
か
ら
５
年
経
過
し
た
現
在
，
学
会
に
参
加
す
る

た
び
に
そ
の
結
果
が
世
界
中
の
多
く
の
施
設
で
の
治
療
に
役
立
っ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
．

　
私
の
研
究
の
よ
う
な
新
鮮
屍
体
を
用
い
た
生
体
工
学
的
な
研
究

は
，
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
研
究
と
比
べ
る
と
少
し
古
め
か
し
い
感
じ

が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
，
整
形
外
科
医
で
な
く
て
は
で
き
な

い
仕
事
で
あ
り
，
新
し
い
手
術
法
の
機
序
を
解
明
し
た
り
，
そ
の

効
果
を
検
証
す
る
際
に
は
現
在
で
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
有
用

な
手
法
で
あ
り
，
何
よ
り
も
臨
床
に
直
結
し
，
そ
の
結
果
が
す
ぐ

に
治
療
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
仕
事
で
す
．
こ
の
よ
う
な
研
究
を

さ
せ
て
下
さ
っ
た
戸
山
教
授
，
中
村
俊
康
先
生
に
改
め
て
感
謝
す

る
と
と
も
に
，
今
後
も
こ
の
よ
う
な
研
究
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ

さ
る
先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
頂
き
，
微

力
な
が
ら
力
添
え
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

２
０
０
８
年

西
　
脇
　
正
　
夫
（
74
）

学
位
を
取
得
し
て
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平
成
９
年
に
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
教
室
に
入
局
し
、
３
年

が
す
ぎ
た
平
成
12
年
10
月
に
学
位
テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
位
テ
ー
マ
は
「
傾
斜
型
複
合
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
用
い
た
人
工
培

養
骨
軟
骨
複
合
体
の
開
発
」
で
物
質
材
料
研
究
機
構
・
生
体
材
料

セ
ン
タ
ー
（
茨
城
県
筑
波
）
と
の
共
同
研
究
で
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
私
は
大
学
院
生
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
か
つ
て
の
別
館
4

階
の
旧
医
局
の
研
究
室
で
実
験
を
お
こ
う
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

当
時
は
魚
沼
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
臨
床
生
活
の
傍
ら
、

戸
山
芳
昭
教
授
、
松
本
秀
男
教
授
、
二
木
康
夫
先
生
の
情
熱
に
負

け
な
い
様
に
、
週
に
２
〜
３
回
（
週
末
は
ほ
と
ん
ど
）、
関
越
自

動
車
道
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
慶
應
ま
で
通
っ
て
い
た
。
軟
骨
再
生
研

究
は
世
界
中
で
注
目
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
も
人
工
軟
骨
を
作
成
す
る

と
こ
に
全
力
を
費
や
す
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
初
期
研
究
で
は

人
工
軟
骨
の
鋳
型
は
ス
ポ
ン
ジ
状
の
Ⅱ
型
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
の
複
合
体
で
あ
っ
た
た
め
、
強
度
的
問
題
と
細
胞
侵
入
の

困
難
さ
が
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
し
い
手
法
や
構
想
を
模

索
し
、
ゲ
ル
状
の
鋳
型
を
合
成
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の

ゲ
ル
状
の
鋳
型
は
Ⅱ
型
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
主
成
分
で
あ
り
、
軟
骨
細

胞
を
包
埋
し
、
架
橋
剤
と
の
化
学
的
結
合
に
よ
り
，
生
理
的
条
件

下
で
ゲ
ル
化
す
る
。
こ
の
特
性
を
利
用
し
、
ウ
サ
ギ
の
大
腿
骨
遠

位
（
Ｐ
Ｆ
関
節
）
に
骨
軟
骨
全
層
欠
損
部
を
作
成
し
、
Ⅱ
型
コ
ラ

ー
ゲ
ン
を
欠
損
部
に
注
入
移
植
し
、
肉
眼
的
・
病
理
学
的
に
軟
骨

再
生
評
価
を
お
こ
な
う
実
験
を
お
こ
な
っ
た
（
図
１
、
図
２
）。

優
れ
た
軟
骨
再
生
結
果
が
評
価
さ
れ
、
学
位
論
文
と
な
っ
た

（A
tsu

sh
i F

u
n
ay

am
a, Y

asu
o N

ik
i, H

id
eo M

atsu
m

oto, 

Shinichi M
aeno, T

aku Y
atabe, H

ideo M
orioka, Shigeru 

Y
anagim

oto, T
etsushi T

aguchi, Junzo T
anaka, Y

oshiaki 

T
oy

am
a

：R
ep

air of fu
ll-th

ick
n
ess articu

lar cartilag
e 

defects using injectable type II collagen gel em
bedded 

w
ith

 cu
ltu

red
 ch

on
d
rocy

tes in
 a rab

b
it m

od
el

　J 

O
rth

op S
ci. 13

（3

）:225-232,2008.

）。
実
験
終
了
か
ら
論
文

完
成
ま
で
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
後
悔
し
て

い
る
が
、
最
終
的
に
学
位
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
戸
山
芳
昭
教
授

 

船
　
山
　
　
敦
（
76
）

図 1a　II 型 コラーゲンゲル

図 2　欠損部に注入移植
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を
は
じ
め
松
本
秀
男
教
授
、
二
木
康
夫
先
生
に
絶
大
な
る
感
謝
を

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
と
も
に
実
験
生
活
を
お
こ
な
い
惜
し
げ

も
な
く
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
た
矢
田
部
拓
先
生
、
前
野
晋
一

先
生
、
辻

　
崇
先
生
、
ま
た
慶
應
で
当
直
し
て
い
た
80
回
の
先
生

方
に
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
先
生
が

学
位
を
取
得
し
、
私
も
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

研
究
中
の
先
生
方
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
い
つ
も
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
か
ら
振
り
返
る
こ
と
12
年
前
の
１
９
９
８
年
、
整
形
外
科
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
と
し
て
当
教
室
に
入
室
し
た
際
に
、
15
年
以
内

に
達
成
す
べ
く
３
つ
の
目
標
を
自
分
に
課
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

１
つ
は
医
学
博
士
と
な
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
２
０
０
１
年
よ
り
、
上
肢
班
の
中
村
俊
康
先
生
の
ご
指
導

の
も
と
、「
神
経
損
傷
程
度
に
よ
る
脱
神
経
筋
のM

R
I

描
出
性
に

関
す
る
実
験
的
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ラ
ッ
ト
で
様
々
な
神
経
損
傷
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
脱
神
経

筋
のM

R
I

を
撮
像
し
そ
の
結
果
を
検
討
す
る
と
い
う
、
シ
ン
プ

ル
で
す
が
若
干
時
代
遅
れ
（
？
）
の
感
の
あ
る
テ
ー
マ
で
し
た
。

た
だ
、
分
子
生
物
学
に
全
く
興
味
を
持
て
な
い
自
分
に
と
っ
て
、

自
分
の
目
で
変
化
を
捉
え
ら
れ
る
こ
の
実
験
は
と
て
も
性
に
合
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
時
代
遅
れ
感
を
だ
さ
ず
に
、「
臨
床
に

直
結
す
る
内
容
で
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
論
文
を
い
か
に
書
く

か
」
と
い
う
こ
と
だ
け
に
集
中
し
、
全
精
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
学
位
取
得
ま
で
の
過
程
で
は
種
々
の
苦
労
は
あ
っ
た
も
の
の
、

世
界
で
42
人
し
か
選
ば
れ
な
か
っ
た
２
０
０
６
年
ア
メ
リ
カ
手
の

外
科
学
会
のoral p

resen
tation

に
採
択
さ
れ
、
ま
た
、
２
０
０
８

年
に
は
教
室
の
岩
原
賞
を
受
賞
し
、
身
に
余
る
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
途
中
で
自
分
の
進
む
べ
き
方
向
に
迷
い
、
苦
し
み
、
い
ろ
い
ろ

と
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
２
０
０
８
年
７
月
に

学
位
を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
経

験
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
生
か
し
、
２
０
１
１
年
の
春
よ
り
末

梢
神
経
の
画
像
（M

R
I

）
診
断
の
研
究
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

ア
ー
バ
イ
ン
校
（U

C
 Irvine

）
の
放
射
線
科
に
留
学
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
海
外
に
留
学
す
る
こ
と
、
こ
れ

が
私
の
２
番
目
の
目
標
で
あ
り
ま
す
。
青
写
真
で
描
い
た
予
定
よ

り
も
時
間
的
に
少
し
後
れ
を
と
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
地
に
し

っ
か
り
と
足
を
つ
け
、
あ
せ
ら
ず
に
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
鋭

意
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
ち
な
み
に
３
つ
目
の
目
標
は
…
…
、

甘
く
な
い
現
実
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
今
と
な
っ
て
は
畏
れ
多
く
て

山
　
部
　
英
　
行
（
77
）
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口
に
は
出
せ
ま
せ
ん
が
、
近
い
将
来
、
必
ず
皆
様
に
わ
か
る
形
で

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の
学
位
取
得
に
関
し
て
多
大

な
る
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
戸
山
芳
昭
教
授
、

中
村
俊
康
先
生
、
前
教
室
幹
事
の
池
上
博
泰
先
生
、
佐
藤
和
毅
先

生
、
そ
し
て
上
肢
班
の
先
生
方
、
教
室
員
の
皆
様
に
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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私
の
学
位
研
究
は
，
戸
山
教
授
よ
り
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
研
究

を
し
て
み
な
い
か
」
と
の
お
言
葉
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
．
当
時
ま

だ
研
究
に
対
す
る
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
な
か
っ
た
私
は
，
漠

然
と
神
経
の
研
究
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
は
お
り
ま
し
た
が
，

与
え
て
い
た
だ
い
た
機
会
を
活
か
す
決
意
を
し
，
東
京
女
子
医
科

大
学
附
属
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
の
桃
原
教
授
に
御
指

導
い
た
だ
き
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
病
態
形
成
に
関
与
す
る
ケ
モ
カ
イ

ン
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
．
右
も
左
も
分
か
ら
ぬ
私
に
女
子
医
大

の
先
生
方
は
親
切
に
御
指
導
下
さ
り
，
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
の
中

で
平
成
20
年
１
月
に
学
位
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
し

か
し
私
に
と
っ
て
こ
の
学
位
研
究
テ
ー
マ
は
，
学
位
取
得
ば
か
り

で
な
く
私
の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
し
た
．
関
節
リ
ウ

マ
チ
と
い
う
疾
患
の
奥
深
さ
，
診
療
の
難
し
さ
に
惹
か
れ
た
私
は
，

平
成
21
年
７
月
よ
り
再
度
東
京
女
子
医
科
大
学
附
属
膠
原
病
リ
ウ

マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
，
桃
原
教
授
の
下

で
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
上
肢
機
能
障
害
に
対
す
る
治
療
を
行
っ
て
お

り
ま
す
．
ご
存
じ
の
よ
う
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
薬
物
療
法
は
大
き

な
変
遷
を
遂
げ
極
め
て
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
時
代
を
迎
え
て
お

り
，
そ
れ
に
伴
い
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る
外
科
的
治
療
の
コ
ン

セ
プ
ト
も
大
き
く
変
わ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
．
本
年
よ
り
「
リ
ウ

マ
チ
手
の
外
科
外
来
」
を
開
設
し
，
他
施
設
に
向
け
て
の
ア
ピ
ー

ル
も
行
っ
て
お
り
ま
す
．
５
０
０
０
名
以
上
の
膨
大
な
リ
ウ
マ
チ

患
者
数
を
誇
る
施
設
で
診
療
が
で
き
る
こ
と
は
大
変
な
幸
運
で
あ

り
，
私
の
よ
う
な
若
輩
者
に
リ
ウ
マ
チ
手
の
外
科
を
お
任
せ
下
さ

る
桃
原
教
授
の
懐
の
深
さ
に
日
々
感
謝
し
て
お
り
ま
す
．
東
京
女

子
医
大
を
日
本
一
の
リ
ウ
マ
チ
手
の
外
科
施
設
に
で
き
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
．

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
，
ご
多
忙
な
中
研
究
の
御
指
導
下
さ
い
ま

し
た
桃
原
教
授
を
は
じ
め
と
し
た
東
京
女
子
医
大
の
諸
先
生
，
そ

し
て
私
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
の
出
会
い
と
い
う
人
生
の
転
機
を
与

え
て
下
さ
っ
た
戸
山
教
授
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
．

　
私
は
２
０
０
８
年
に
整
形
外
科
戸
山
教
授
の
御
指
導
の
も
と
に

学
位
を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
二
宮
と
い
う
者
で
す
。
ふ
る
さ

と
で
学
位
取
得
に
つ
い
て
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ

と
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
大
学
入
局
後
４
年
目
に
あ
た
る
２
０
０
４
年
に
大
学
院
に

入
学
し
、
慶
応
義
塾
大
学
病
院
整
形
外
科
で
１
年
間
勤
務
を
し
た

後
２
年
間
関
連
病
院
に
出
張
し
ま
し
た
。
関
連
病
院
で
は
骨
折
を

 

岩
　
本
　
卓
　
士
　（
79
）

二
　
宮
　
　
研
（
79
）
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中
心
と
し
た
外
傷
に
携
わ
る
こ
と
が
多
く
、
偽
関
節
や
骨
折
の
遷

延
治
癒
と
い
っ
た
症
例
を
経
験
す
る
に
つ
れ
て
、
骨
融
合
に
つ
い

て
考
え
（
悩
む
？
）
時
間
が
長
く
な
り
、
自
然
と
骨
代
謝
に
つ
い

て
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
戸
山
教
授
と
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
当
時
骨
代
謝
研
究
を
行
っ
て
い
た
発
生
分
化
生
物
学

教
室
須
田
教
授
、
宮
本
先
生
の
も
と
で
基
礎
研
究
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
究
室
に
入
っ
て
み
て
ま
ず
驚
い
た
こ
と
は
、
周
囲
が
何
の
こ

と
を
話
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
も
と
も
と
学

生
時
代
か
ら
あ
ま
り
勉
強
熱
心
で
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
ゲ
ノ
ム

や
らP

C
R

や
ら
免
疫
染
色
と
い
っ
た
学
生
時
代
に
わ
ず
か
に
聞

い
た
記
憶
の
あ
る
言
葉
か
ら
、
よ
り
専
門
的
な
分
子
生
物
学
的
な

話
を
み
な
普
通
に
し
て
い
て
、
相
槌
を
う
つ
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
で
し
た
。
た
ま
ら
ず
当
時
発
生
分
化
学
教
室
で
研
究
を

さ
れ
て
い
た
藤
田
先
生
（
79
回
生
）
に
そ
の
悩
み
を
打
ち
明
け
た

と
こ
ろ
「
俺
も
最
初
は
そ
う
だ
っ
た
か
ら
大
丈
夫
。
と
り
あ
え
ず

１
年
待
っ
た
ら
だ
い
ぶ
分
か
る
よ
う
に
な
る
よ
。」
と
言
わ
れ
、

ほ
っ
と
し
た
記
憶
が
い
ま
だ
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
状
態
で
し
た
が
、
発
生
分
化
学
教
室
で
は
須
田
教
授
、

宮
本
先
生
に
大
変
熱
心
に
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
骨
芽
細

胞
と
破
骨
細
胞
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
解
明
」
と
い
う
自
分
の
興
味

に
マ
ッ
チ
し
た
大
変
壮
大
な
テ
ー
マ
（
テ
ー
マ
を
い
た
だ
い
た
当

時
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
）
を
い
た
だ
き
４
年
間
研
究

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
骨
は
常
に
一
定
の
環
境
に
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
破
骨
細
胞
が
骨
を
壊
し
、
壊
れ
た
分
を
骨
芽

細
胞
が
骨
を
造
る
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
な
機
構
は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
研
究
を
通
し
て
、
骨
芽
細
胞
が
発
現
す
る
オ
ス
テ
オ
モ
ジ
ュ

リ
ン
と
う
い
う
分
子
が
、
破
骨
細
胞
を
誘
導
し
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が

維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
趣
旨
の
論
文
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
現
在
は
川
崎
市
立
病
院
整
形
外
科
で
臨
床
に
明
け
暮
れ
る
毎
日

で
、
基
礎
研
究
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
現
在
の

環
境
で
戸
山
教
授
、
宮
本
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
で
研
究
が
で
き

る
こ
と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
骨
代
謝
に
興

味
の
あ
る
若
い
先
生
方
は
戸
山
教
授
、
宮
本
先
生
の
も
と
で
ぜ
ひ

基
礎
研
究
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
戸
山
教
授
、
須
田
教
授
、
宮
本
先
生
、
た
く
さ
ん
の
研

究
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
整
形
外
科
お
よ
び
発
生

分
化
生
物
学
教
室
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
０
０
４
年
の
４
月
に
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
に
入
学
し
、
国

内
留
学
と
い
う
形
で
築
地
に
あ
る
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
現
独
立

行
政
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
以
下N

C
C

）
で
骨
軟
部

腫
瘍
の
基
礎
研
究
を
す
る
機
会
を
得
た
。
２
０
０
３
年
に
ヒ
ト
ゲ

ノ
ム
の
塩
基
配
列
解
読
が
終
了
し
、
生
命
科
学
は
〝
ポ
ス
ト
ゲ
ノ

ム
時
代
〟
に
突
入
し
て
間
も
な
か
っ
た
。H

igh through-put

技

術
の
進
歩
に
伴
い
、
多
数
の
遺
伝
子
に
つ
い
て
、
未
知
の
遺
伝
子

も
含
め
、
ゲ
ノ
ム
網
羅
的
に
解
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

た
が
、
そ
の
代
表
的
な
研
究
手
法
がS

N
P

s
（
ス
ニ
ッ
プ
、
一
塩

基
多
型S

in
g
le N

u
cleotid

e P
oly

m
orp

h
ism

s
）
とC

h
ip

（
チ

ッ
プ
、m

icroarray

を
用
い
た
網
羅
的
遺
伝
子
発
現
解
析
）
で

あ
っ
た
。
特
に
が
ん
の
基
礎
研
究
で
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
、

新
薬
開
発
に
向
け
多
く
の
研
究
が
数
多
く
進
行
し
て
い
た
。

　
私
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
も
、
当
時
の
〝
流
行
〟
で
あ
っ
た

S
N

P
s

とC
h
ip 

を
用
い
た
〝
骨
軟
部
腫
瘍
の
ゲ
ノ
ム
解
析
〟
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
稀
少
が
ん
で
あ
る
〝
骨
軟
部
腫
瘍
の
ゲ
ノ
ム

解
析
〟
の
基
礎
研
究
は
他
の
癌
種
と
比
較
し
、
か
な
り
遅
れ
を
と

っ
て
お
り
、N

C
C

で
も
私
達
の
出
向
に
伴
っ
て
よ
う
や
く
研
究

計
画
の
立
ち
上
げ
が
始
ま
る
状
態
で
あ
っ
た
。S

N
P

s

解
析
に
必

要
な
患
者
血
液
、C

h
ip

解
析
に
必
要
な
凍
結
腫
瘍
組
織
の
準
備

が
初
め
の
仕
事
で
あ
り
、
研
究
開
始
の
た
め
にN

C
C

の
先
生
方

の
臨
床
を
横
目
で
見
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
研
究
の
趣

旨
を
説
明
し
、
同
意
を
得
て
、
採
血
を
行
っ
た
り
、F

reezer

に

眠
る
貴
重
な
腫
瘍
検
体
を
漁
っ
た
り
す
る
日
々
が
１
年
間
続
い

た
。
解
析
に
必
要
な
検
体
数
を
確
保
す
る
た
め
、
研
究
計
画
書
を

作
成
し
、
慶
応
病
院
倫
理
委
員
会
の
承
認
を
得
る
の
に
四
苦
八
苦

し
た
こ
と
も
今
と
な
っ
て
は
い
い
経
験
で
あ
っ
た
と
思
え
る
。

　N
C

C

の
先
生
方
、
慶
応
の
先
生
方
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

骨
軟
部
腫
瘍
で
は
過
去
に
な
い
検
体
数
を
用
い
たSN

P
s

とC
hip

の
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
大
学
院
４
年
間
の
間
に
、
一
本

ず
つ
論
文
を
作
成
し
、C

h
ip

の
論
文
で
博
士
号
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
論
文
が
採
用
さ
れ
た
と
き
も
う
れ
し
か
っ
た
が
、

今
、
何
よ
り
も
う
れ
し
い
の
は
、N

C
C

で
自
分
の
研
究
を
引
き

継
い
で
私
以
上
の
成
果
を
出
し
て
く
だ
さ
る
先
生
が
い
る
こ
と

や
、
自
分
の
論
文
が
多
く
の
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
少
し
は
〝
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
時
代
〟
の
骨
軟
部
腫
瘍
研
究
に
貢

献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
大
学
院
４
年
間
、
常
に
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
戸
山
教
授
、
矢
部
先
生
、
森
岡
先
生
、N

C
C

の
吉
田

先
生
、
川
井
先
生
に
深
謝
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

中
　
山
　
ロ
　
バ
　
ー
　
ト
（
80
）
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理
系
の
学
問
が
好
き
で
理
系
に
進
み
、
そ
し
て
医
師
を
志
し
た
。

し
か
し
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
暗
記
能
力
ば
か
り
が
問
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
答
え
が
導
か
れ
る
ま
で
の
考
え
る
過
程
を
楽
し
む
時
間

は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
私
に
と
っ
て
学
位
研
究
は
、
初
心
に
帰

っ
て
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
思
い
出
す
、
と
て
も
良
い
機
会
に
な

っ
た
。

　
私
に
与
え
ら
れ
た
研
究
テ
ー
マ
は
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
患
者
と

健
常
人
のD

N
A

配
列
の
違
い
を
見
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
ケ
ー

ス
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
合
わ
せ
て
１
５
０
０
を
超
す
サ
ン
プ
ル
の
遺

伝
子
を
解
析
す
る
こ
と
は
、
同
じ
作
業
の
繰
り
返
し
で
辛
く
感
じ

る
時
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
全
て
、
患
者
さ
ん
と
関
連
病

院
の
先
生
方
の
ご
厚
意
に
よ
る
非
常
に
有
難
い
も
の
で
あ
る
事
を

肝
に
銘
じ
て
行
っ
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
た
い
と
思
う
。
幸
い
、
比
較
的
早
い
段
階
で
、
ト
ロ
ン
ボ

ス
ポ
ン
ジ
ン
２
（T
H

B
S2

）
と
い
う
遺
伝
子
内
の
１
つ
の
遺
伝

子
多
型
に
、
有
意
な
配
列
の
違
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
以
降
は
、
次
か
ら
次
へ
と
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
が
自
然
に
湧
き
上
が
り
、
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い

っ
た
。
自
分
が
立
て
た
仮
説
に
基
づ
い
て
実
験
を
計
画
し
、
予
測

し
た
結
果
が
得
ら
れ
た
時
の
喜
び
や
興
奮
は
、
臨
床
生
活
で
味
わ

え
る
そ
れ
と
は
一
味
違
っ
た
。
ま
た
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
時
も
、
自
分
で
計
画
し
た
だ
け
に
、
さ
ほ
ど
の
辛
さ

は
感
じ
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
、
こ
の
多
型
の
塩
基
配
列
の
違
い

が
、T
H

B
S2

遺
伝
子
の
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
異
常
を
引
き
起
こ
し
、

そ
の
結
果
、
椎
間
板
の
基
質
分
解
酵
素
で
あ
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
メ

タ
ロ
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
２
／
９
（M

M
P
2/9

）
蛋
白
と
の
結
合
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
将
来
的

に
は
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
な
り
易
さ
を
正
確
に
予
測
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
発
症
前
に
予
防
的
な
治
療
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
２
年
間
の
研
究
生
活
を
通
じ
て
、
大
発
見
の
ヒ
ン
ト
は
日
々
の

臨
床
の
中
に
沢
山
隠
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
感
じ
た
。
そ
の
こ

と
を
念
頭
に
入
れ
、
知
識
を
駆
使
し
て
既
知
の
答
え
に
導
く
だ
け

で
な
く
、
未
知
の
答
え
を
考
え
な
が
ら
診
療
に
あ
た
る
こ
と
で
、

臨
床
も
よ
り
一
層
興
味
深
い
も
の
に
な
っ
た
。

　
私
は
、
２
０
０
８
年
、
３
月
に
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
博
士
課

程
医
学
研
究
科
を
卒
業
し
、
学
位
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

年
４
月
に
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社
に
入
社
し
、
現
在
、

廣
　
瀬
　
裕
　
一
　
郎
（
80
）

鈴
　
木
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（
81
特
）
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オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
開
発
統
括
部
に
て
主
に
抗
が
ん
剤
の
臨
床
開
発
の

業
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
早
い
も
の
で
卒
業
後
、
２
年
半
が

経
ち
ま
し
た
。

　
私
は
、
２
０
０
２
年
に
整
形
外
科
学
教
室
の
初
め
て
の
大
学
院

修
士
課
程
の
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。
大
学
で
は

材
料
工
学
を
学
び
、
生
体
材
料
に
興
味
が
あ
っ
た
当
時
、
大
学
院

受
験
を
考
え
、
松
本
秀
男
先
生
と
お
会
い
し
、
医
学
研
究
へ
導
い

て
頂
き
ま
し
た
。
頂
い
た
テ
ー
マ
は
、
当
時
、
留
学
か
ら
戻
ら
れ

た
ば
か
り
の
豊
田
先
生
指
導
の
も
と
、
力
学
的
刺
激
に
対
す
る
半

月
板
細
胞
の
代
謝
に
関
す
る
研
究
で
、
工
学
部
出
身
だ
っ
た
私
に

と
っ
て
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
２
年
と
い
う
月
日
は

本
当
に
短
く
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
多
く
の
方
々
に
サ
ポ
ー

ト
頂
い
た
本
テ
ー
マ
は
一
つ
の
論
文
と
し
て
ま
と
ま
り
、
投
稿
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
博
士
課
程
で
は
発
生
分
化
生

物
学
教
室
（
須
田
年
生
教
授
）
に
お
世
話
に
な
り
、
宮
本
先
生
の

骨
グ
ル
ー
プ
で
研
究
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
頂
い
た
テ
ー
マ
を

４
年
間
で
論
文
と
し
て
ま
と
め
、A

S
B

M
R

で
は
プ
レ
ナ
リ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
の
発
表
の
際
に
、
著
名
な
研
究
者
と
実
際
に
話
が
で

き
た
こ
と
は
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大

学
院
４
年
目
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ン
ド
大
学
に
６
週
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、
留
学
さ
せ
て
頂
き
、
異
国
で
の
研
究
生
活
を
体
験

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
振
り
返
っ
て
考
え
る
と
、
整
形
外
科
学
教
室
で
過
ご
し
た
６
年

間
は
本
当
に
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
臨
床
の
先
生
方

と
共
に
過
ご
す
こ
と
で
、
沢
山
の
知
識
や
高
い
目
標
を
達
成
し
よ

う
と
す
る
意
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
医
師
で
は

な
い
自
分
を
、
同
じ
整
形
外
科
学
教
室
の
一
員
と
し
て
指
導
し
て

頂
い
た
先
生
方
に
非
常
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
当
時
の
自
分
は

非
常
に
未
熟
で
あ
り
、
多
く
の
先
生
方
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
自
分
を
暖
か
く
受
け
入
れ
、
サ
ポ

ー
ト
し
て
頂
い
た
こ
と
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

戸
山
教
授
に
は
、
修
士
課
程
か
ら
数
え
る
と
、
多
く
の
ご
無
礼
が

幾
つ
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
見
放
さ
ず
御
指
導
頂
い
た
こ
と
、
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
松
本
秀
男
先
生
に
は
常
に
親
身
に

な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
は
先
生
方
と
は
異
な
る
業
種
に
つ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
御
恩
を
何
ら
か
の
形
で
、
先
生
方

に
お
返
し
で
き
る
よ
う
、
日
々
、
努
力
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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私
は
２
０
０
６
年
10
月
か
ら
２
０
０
９
年
３
月
の
間
、
東
京
女

子
医
大
附
属
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
の
桃
原

教
授
の
ご
指
導
の
も
と
、
関
節
リ
ウ
マ
チ(R

A
)

の
遺
伝
子
関
連

の
仕
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
欧
米
で
発
見
さ
れ
たR

A

疾
患

感
受
性
遺
伝
子
座T

R
A

F
1-C

5
が
、
日
本
人
で
もR

A

と
関
連
が

あ
る
こ
と
を
示
し
、
遺
伝
子
多
型
がT

R
A

F
1

の
発
現
量
と
相
関

す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
学
位
取
得
の
機
会
を
与
え
て
下
さ

っ
た
戸
山
教
授
に
陳
謝
い
た
し
ま
す
。

私
が
女
子
医
大
に
赴
任
し
た
頃
は
、
生
物
製
剤
の
登
場
に
よ
り
、

リ
ウ
マ
チ
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
か
つ
て
な
い
大
き
な
転
換
期
に

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
同
セ
ン
タ
ー

の
Ｒ
Ａ
患
者
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（IO

R
R

A

コ
ホ
ー
ト
）
が
成
熟

期
に
入
り
、
臨
床
研
究
の
結
果
が
次
々
に
発
表
さ
れ
て
い
た
の
を

記
憶
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ゲ
ノ
ム
研
究
関
連
で
も
２
０
０
３
年

に
国
際H

ap
M

ap

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
、
２
０
０
５
年
に
は
ゲ

ノ
ム
ワ
イ
ド
関
連
解
析
研
究
の
最
初
の
論
文
が
発
表
さ
れ
、
疾
患

関
連
遺
伝
子
研
究
の
最
盛
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
整
形
外
科
で
も
、
沢
山
の
遺
伝
子
関
係
の
論
文
が
発
表
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
当
初
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
教
室
と
の
印
象

を
受
け
、
ま
た
そ
れ
以
降
、
自
分
が
そ
の
一
員
と
な
っ
て
仕
事
が

で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
返
し

ま
す
。

　
学
位
を
取
得
し
て
み
て
思
う
こ
と
は
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
付

随
し
て
得
る
も
の
が
多
い
こ
と
で
す
。
第
一
に
、
様
々
な
ツ
ー
ル

の
使
用
や
、
科
学
的
も
の
の
考
え
方
、
論
文
の
ま
と
め
方
な
ど
今

後
に
役
立
つ
こ
と
が
収
得
で
き
た
こ
と
。
第
２
に
こ
の
分
野
の
最

前
線
で
研
究
が
で
き
、
沢
山
の
学
会
で
、
色
々
な
方
と
出
会
え
た

こ
と
。
最
後
に
臨
床
に
追
わ
れ
る
生
活
か
ら
少
し
離
れ
て
、
違
う

環
境
に
身
を
置
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
で
す
。
最
近
で
は
学

位
を
希
望
す
る
先
生
が
減
少
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
れ
も
理

解
で
き
る
半
面
、
や
は
り
色
々
な
意
味
で
自
分
を
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
る
絶
好
の
機
会
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
学
位
を

取
ろ
う
か
悩
ん
で
い
る
人
に
は
是
非
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
２
０
０
０
年
よ
り
学
位
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
約
９

年
間
に
わ
た
り
、
戸
山
芳
昭
先
生
、
松
本
秀
男
先
生
そ
し
て
病
理

学
教
室
の
岡
田
保
典
先
生
に
面
倒
を
み
て
い
た
だ
き
、
今
回
学
位

を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
同
窓
会
よ
り
池
田
賞
を
い

２
０
０
９
年
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た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
は
長
ら
く
変
形
性
関
節
症
（
Ｏ
Ａ
）
に
対
し
て
の
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
（
Ｈ
Ａ
）
の
関
節
内
注
射
が
ど
の
よ
う
な
作
用
機
序
で
、
軟

骨
の
細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
構
成
成
分
で
あ
る
ア
グ
リ
カ
ン
の

破
壊
を
抑
制
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｈ
Ａ
は
劇
的
に
消
炎
効
果
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
実
際
の

デ
ー
タ
で
も
な
か
な
か
そ
の
効
果
が
証
明
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
試
行
錯
誤
の
末
、
Ｈ
Ａ
が
ア
グ
リ
カ
ン
を
破
壊
す
る
ア
グ
リ

カ
ナ
ー
ゼ
の
発
現
を
遺
伝
子
お
よ
び
タ
ン
パ
ク
レ
ベ
ル
で
低
下
さ

せ
る
こ
と
を
証
明
で
き
ま
し
た
。
そ
の
機
序
は
Ｏ
Ａ
軟
骨
に
お
い

て
Ｈ
Ａ
がIL

-1

の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
系
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
りIL

-1

誘
導
性
の
ア
グ
リ
カ
ナ
ー
ゼ
発
現
を
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ

と
も
解
り
ま
し
た
。
臨
床
の
場
で
数
多
く
つ
か
わ
れ
る
Ｈ
Ａ
の
効

果
を
こ
の
よ
う
な
形
で
証
明
で
き
た
の
で
非
常
に
感
慨
深
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
私
が
現
在
医
師
と
し
て
生
き
て
ゆ
け
る
の
は
こ
の
研
究
生
活
が

あ
っ
た
か
ら
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
研
究
、
臨
床
と
も
に
共
通
の

態
度
で
臨
む
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
良
い
結
果
を
得

る
た
め
に
は
と
も
に
過
去
の
文
献
に
基
づ
い
た
緻
密
な
準
備
が
必

要
で
あ
り
、
実
験
や
手
術
の
手
技
に
お
い
て
も
使
用
す
る
道
具
お

よ
び
機
械
の
特
性
を
理
解
し
、
わ
ず
か
な
注
意
の
欠
落
で
予
想
に

反
す
る
結
果
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
特
に
厳
し
く
反

省
し
記
録
と
し
て
残
し
、
次
回
に
修
正
し
よ
り
良
い
結
果
を
導
き

出
す
と
い
う
点
に
お
い
て
で
す
。
こ
の
よ
う
な
心
構
え
を
、
若
い

先
生
方
に
伝
え
て
ゆ
き
、
慶
應
義
塾
大
学
の
整
形
外
科
に
お
け
る

研
究
そ
し
て
臨
床
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
私
の
役
割
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
研
究
を
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の

先
生
方
が
良
い
結
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
21
年
５
月
11
日
、
学
位
テ
ー
マ
を
授
与
さ
れ
て
６
年
に
し

て
学
位
を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
研
究
な
ら
脳
薬
理
、

臨
床
な
ら
整
形
外
科
」
と
自
分
な
り
に
割
り
切
っ
て
入
局
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
学
位
研
究
に
携
わ
る
ま
で
に
か
な

り
重
い
腰
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
す
。
入
局
し
て
数
年
間
は
戸
山
芳
昭
教
授
か
ら
「
研
究
や
る
よ

な
」
と
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
も
言
葉
を
濁
す
だ
け
だ
っ
た

こ
と
を
本
当
に
恥
ず
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
テ
ー
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マ
を
い
た
だ
く
数
ヵ
月
前
、
高
山
真
一
郎
先
生
の
「
ま
ぁ
い
い
か

ら
始
め
て
み
な
よ
、
い
つ
辞
め
た
っ
て
い
ん
だ
か
ら
」
と
い
う
一

声
で
研
究
を
始
め
る
決
心
を
つ
け
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
臨
床
と
実
験
の
掛
け
持
ち
で
学
位
研
究
を
開
始
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
臨
床
の
多
忙
を
言
い
訳
に
お
世
話
に
な
っ
た
教
室

の
指
導
医
や
研
究
員
に
甘
え
る
ば
か
り
。
紙
面
に
し
づ
ら
い
ト
ラ

ブ
ル
も
重
な
り
、
実
験
を
開
始
し
て
１
年
ほ
ど
で
当
初
の
テ
ー
マ

を
中
止
し
ま
し
た
。
今
、
思
え
ば
自
ら
の
意
欲
や
勉
強
の
不
足
、

社
会
知
ら
ず
が
招
い
た
結
果
と
真
摯
に
自
省
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
当
時
は
、
反
省
ど
こ
ろ
か
逆
ギ
レ
状
態
で
学
位
研
究
を
投
げ

出
す
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
ん
な
私
に
当
時
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー
ト

が
始
ま
っ
た
人
手
の
少
な
い
中
、
国
内
留
学
の
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
前
医
局
長
の
池
上
博
泰
先
生
と
戸
山
教
授
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
で
は
生
殖
細
胞
医
療
研
究
部
の
お

世
話
に
な
り
、
基
礎
的
な
知
識
、
実
験
手
技
、
研
究
者
な
ど
の
人

脈
、
科
学
論
文
の
書
き
方
、
研
究
費
や
そ
の
取
得
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
梅
澤
明
弘
部
長
に
は
現
在
も

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
、
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
と
て
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
を
下
さ
っ
た
佐

藤
和
毅
先
生
と
検
体
の
提
供
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
ご
助
言
を
い
た

だ
い
た
高
山
先
生
に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
来
、
学
位
の
取
得
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
あ
ら
た
な
基
礎
研

究
、
臨
床
研
究
の
礎
を
な
す
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
（〝
ふ
る
さ
と
〟
で
述
べ
る
の
も
誠
に
お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
）、

学
位
研
究
の
過
程
で
得
た
あ
ら
ゆ
る
経
験
を
次
の
研
究
に
応
用
、

生
か
し
て
こ
そ
学
位
取
得
の
本
当
の
意
義
が
あ
る
こ
と
を
、
遅
ま

き
な
が
ら
今
で
は
や
っ
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
現
時
点
で
個
人

的
に
は
学
位
を
取
得
し
て
前
向
き
方
向
に
語
れ
る
こ
と
が
な
い
の

が
残
念
で
す
が
、
今
回
こ
う
し
て
寄
稿
の
機
会
を
く
だ
さ
り
、
自

分
が
多
く
の
先
生
方
の
指
導
と
助
け
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。
こ
れ
ま
で
臨
床
、
研
究
を
含

め
て
御
指
導
い
た
だ
い
た
大
学
、
関
連
病
院
、
研
究
所
の
先
生
方

や
研
究
員
の
皆
さ
ま
、
お
世
話
に
な
っ
た
事
務
の
方
々
な
ど
、
す

べ
て
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
御
指
導

御
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
由
緒
あ
る
医
局
誌
に
自
分
の
よ
う
な
若

輩
者
が
寄
稿
し
て
よ
い
も
の
か
甚
だ
迷
い
ま
し
た
が
，
折
角
御
依

頼
を
頂
い
た
の
で
自
分
の
言
葉
で
書
き
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
今
で
も
早
く
帰
り
つ
い
た
日
は
自
宅
周
辺
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
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い
ま
す
．
今
日
は
天
気
も
よ
く
星
空
が
綺
麗
で
，
遠
く
に
輝
く
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
を
見
る
と
心
が
和
み
ま
す
．
サ
ッ
カ
ー
ス
タ

イ
ル
に
着
替
え
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
い
る
と
，
今
と
同
じ
よ
う
に

走
り
な
が
ら
「
臨
床
と
研
究
の
間
」
で
悩
ん
で
い
た
４
年
前
の
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
．
何
の
た
め
の
研
究
な
の
か
？
大
久
保
病

院
時
代
の
自
分
は
答
え
を
探
し
て
い
ま
し
た
．「
こ
の
ま
ま
で
は

学
位
に
届
き
そ
う
に
な
い
」
と
進
捗
状
況
報
告
会
で
ご
指
摘
を
頂

き
，
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
答
え
を
探
し
て
文
字
通
り
走
り
ま
し

た
．
政
治
の
世
界
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
，「
自
分
自
身
の
，
自
分

自
身
に
よ
る
，
し
か
し
あ
く
ま
で
患
者
さ
ん
の
た
め
の
研
究
」
と

い
う
自
分
な
り
の
答
え
を
出
す
の
に
時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
．
動
作
解
析
を
主
と
し
た
自
分
の
研
究
は
ま
さ
に
「
臨
床
と
研

究
の
間
」
で
し
た
．
結
局
，
開
き
直
っ
た
自
分
は
，
患
者
さ
ん
主

体
の
研
究
で
英
文
を
４
本
書
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
．
こ
れ
に
よ

り
運
良
く
自
分
は
学
位
を
取
得
で
き
ま
し
た
が
，
医
療
に
対
す
る

謙
虚
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
よ
う
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
．

　
私
の
研
究
を
直
接
指
導
し
て
下
さ
っ
た
，
戸
山
教
授
，
松
本
秀

男
先
生
，
大
谷
先
生
，
須
田
先
生
，
名
倉
先
生
，
桐
山
先
生
に
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
．
ま
た
協
力
し
て
下
さ

っ
た
被
検
者
の
方
々
，
畔
柳
先
生
に
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

　
今
日
は
１
時
間
ほ
ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
自
宅
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
．
家
に
入
る
と
家
族
が
待
っ
て
い
ま
し
た
．「
た
だ
い
ま
」「
お

か
え
り
な
さ
い
」
と
い
う
簡
単
な
や
り
と
り
だ
け
で
す
が
，
今
日

最
も
心
が
和
ん
だ
瞬
間
で
し
た
．
言
葉
に
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
，「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
心
を
今
更
な
が
ら
家
族

に
も
送
っ
て
み
ま
し
た
．
デ
ン
マ
ー
ク
戦
で
本
田
選
手
が
岡
崎
選

手
に
渡
し
た
柔
ら
か
い
ラ
ス
ト
パ
ス
の
よ
う
に
，
家
族
に
届
い
た

か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
．

　
私
は
、
平
成
12
年
に
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
し
て
、
大
学
病

院
、
伊
勢
原
協
同
、
大
田
原
赤
十
字
、
月
ヶ
瀬
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ

ー
、
済
生
会
南
部
病
院
に
出
張
し
、total

で
５
年
間
の
臨
床
生

活
の
後
、
医
師
６
年
目
に
し
て
大
学
院
へ
入
学
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
当
時
は
、
そ
の
学

年
で
大
学
院
に
入
る
よ
う
な
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
と
も
と

研
究
に
興
味
が
あ
り
基
礎
研
究
の
中
で
も
、
特
にbasic science

を
１
か
ら
学
び
た
い
と
思
い
、
大
学
院
に
入
学
す
る
決
心
を
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
大
学
院
１
、２
年
生
の
時
は
、
国
立
成
育

医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
移
植
外
科
研
究
部
の
浅
原
弘
嗣
先
生
の
も

と
で
、
四
肢
発
生
に
お
け
る
新
規
転
写
因
子
の
発
見
と
機
能
解
析

日
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と
い
う
壮
大
な
テ
ー
マ
で
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
自
分
よ
り
も
10

歳
く
ら
い
若
い
学
生
た
ち
と
混
ざ
っ
て
、
基
本
的
な
実
験
手
法
を

１
か
ら
学
び
、
ま
た
、
英
語
論
文
を
片
っ
端
か
ら
読
み
ま
し
た
。

最
初
は
、
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
論
文
内
容
や
学
会
で
の

講
演
も
、
徐
々
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
同
時
に
研

究
の
面
白
さ
に
引
き
込
ま
れ
て
行
き
ま
し
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
、

休
み
の
日
も
関
係
な
く
ラ
ボ
で
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
実
験

に
明
け
暮
れ
た
２
年
間
で
し
た
。
し
か
し
論
文
に
で
き
る
よ
う
な

デ
ー
タ
は
全
く
出
せ
ず
、
周
り
の
同
級
生
た
ち
が
華
々
し
い
研
究

成
果
を
上
げ
て
い
る
中
で
、
一
人
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

自
分
の
研
究
に
対
す
る
土
台
が
形
成
さ
れ
た
非
常
に
貴
重
な
時
間

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
大
学
院
４
年
間
と
い
う
長
い
よ

う
で
短
い
時
間
の
な
か
で
、
半
分
を
経
過
し
て
し
ま
い
、
３
年
生

に
な
っ
た
頃
、
リ
サ
パ
９
Ｓ
５
に
帰
室
し
ま
し
た
。
結
局
、
破
骨

細
胞
の
分
化
に
お
け
るp

ias3

の
機
能
解
析
と
い
う
テ
ー
マ
で
学

位
を
取
得
で
き
た
の
で
す
が
、
論
文
が
出
る
ま
で
も
苦
労
と
挫
折

の
連
続
で
し
た
。
リ
サ
パ
で
の
実
験
が
軌
道
に
乗
り
、in v

itro

で
の
基
礎
的
デ
ー
タ
が
出
始
め
、
な
ん
と
な
く
論
文
の
方
向
性
が

見
え
た
矢
先
に
、
海
外
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
同
様
の
テ
ー
マ
で
先
行

論
文
が
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
だ
め
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
て
諦
め
ず
に
実
験
を
続
け
、
さ
ら
に

い
い
論
文
に
す
る
べ
く
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス
を
作
製
し

in v
iv

o

で
の
機
能
を
証
明
し
、
ま
た
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
発

見
す
る
こ
と
で
、
４
年
生
の
秋
に
何
と
か
論
文
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
４
年
間
で
し
た
が
大
学
院
に
入
っ

て
研
究
を
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
、
１.

世
界
を
感
じ
る
、

２.acad
em

ic

な
思
考
の
習
得
、
３.

刺
激
的
な
人
と
の
出
会
い
で

す
。
研
究
に
興
味
の
あ
る
若
い
先
生
は
、
是
非
、
大
学
院
に
入
学

し
、d

eep

な
世
界
で
自
分
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
度
、
無
事
に
学
位
を
取
得
で
き
た
の
は
、
４
年

間
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
戸
山
教
授
、
高
石
先
生
と
、
実
験
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
大
学
院
生
や
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
の
お
か
げ
で

あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
21
年
２
月
、
研
究
テ
ー
マ
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
お
け
る

A
hR

（aryl hydrocarbon receptor

）
の
役
割
に
つ
い
て
」
に

て
学
位
を
取
得
致
し
ま
し
た
。A

h
R

と
い
う
今
注
目
さ
れ
て
い

る
分
子
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
滑
膜
へ
の
関
与
を
研
究
し
、
こ
の
結

果
、
非
常
に
名
誉
あ
る
泉
田
賞
を
頂
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
研

究
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
戸
山
教
授
、
研
究
を
御
指
導
し
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て
く
だ
さ
っ
た
東
京
女
子
医
大
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー

桃
原
教
授
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
方
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
僕
は
平
成
18
年
７
月
に
79
回
生
の
上
肢
班
の
岩
本
卓
士
先
生
の

研
究
の
後
任
の
形
で
女
子
医
大
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
に
赴
任

し
、
２
年
間
研
究
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
女
子
医
大

リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
は
慶
應
の
よ
う
な
大
き
な
医
局
で

は
な
い
も
の
の
、
人
格
の
素
晴
ら
し
い
戸
松
教
授
の
も
と
に
雰
囲

気
の
良
い
医
局
で
、
桃
原
現
教
授
を
中
心
と
し
た
整
っ
た
研
究
体

制
の
も
と
で
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
時
期

で
あ
り
、
若
い
医
師
達
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
も
高
く
、
僕
自
身
大
変

良
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
研
究
を
２
年
間

で
き
た
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
研
究
生
活
は
あ
っ
と

い
う
間
で
、
苦
労
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
そ
の
分
達
成
し
た
時
は

大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　
若
い
先
生
方
に
と
っ
て
は
手
術
手
技
、
臨
床
を
マ
ス
タ
ー
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
時
期
に
基
礎
研
究
の
た
め
に
時
間
を
割
か
れ
る

こ
と
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
自
分
の
力
で
論
文
を
読
み
、
考
え
、
実
験
し
、
文
章
を
書

く
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ
と
は
臨
床
生
活
に
も
必
ず
役

に
立
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
苦
労
を
乗
り
越
え
て
達
成

し
た
時
の
喜
び
は
非
常
に
大
き
い
も
の
で
す
の
で
、
研
究
を
始
め

る
学
年
の
先
生
方
に
は
是
非
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

僕
自
身
も
学
位
研
究
で
得
た
経
験
を
糧
と
し
て
医
師
と
し
て
の
今

後
に
活
か
し
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
学
位
研
究
の
テ
ー
マ
は
〝M

R
I

に
お
け
る
健
常
者
頚
椎

の
加
齢
性
変
化
に
関
す
る
縦
断
的
研
究
〟
で
し
た
。
そ
の
内
容
は

直
接
の
指
導
者
で
あ
る
松
本
守
雄
先
生
御
自
身
が
藤
村
祥
一
先
生

の
も
と
、
約
５
０
０
名
の
健
常
人
頚
椎M

R
I

の
評
価
を
行
っ
た

研
究
を
10
年
の
時
間
経
過
の
後
に
再
度M

R
I

を
用
い
て
健
常
人

の
頚
椎
加
齢
性
変
化
を
縦
断
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
し
た
。
テ
ー

マ
を
与
え
て
頂
い
て
か
ら
ま
も
な
く
大
学
に
異
動
と
な
り
、
実
際

の
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
各
参
加
施
設
の
倫
理
委
員
会
の
許
可

を
取
る
こ
と
、
評
価
す
る
デ
ー
タ
の
標
準
化
の
後
に
、
前
の
研
究

に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
連
絡
を
取
る
こ
と
を
開
始
し
ま
し

た
。
連
絡
先
が
変
わ
っ
て
い
た
り
、
撮
像
さ
れ
たM

R
I

の
撮
像

条
件
が
違
っ
て
い
た
り
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
何

と
か
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
研
究
は
現
在
ま
で
に

３
つ
の
英
語
論
文
と
な
り
、
こ
の
た
び
私
の
学
位
研
究
を
無
事
終

岡
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え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
研
究
で
私
は
学
位
以
外
に
も
多
く
の
も
の
を
得
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
10
年
前
に
参
加
さ
れ
た
医
局
の
先
輩
方
に
再
度
参
加
を

お
願
い
し
、
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
数
々
の
学
会
発

表
の
機
会
を
得
ま
し
た
。
特
に
６
回
も
国
際
学
会
で
の
発
表
が
で

き
た
こ
と
は
非
常
に
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。C

erv
ical 

S
p
in

e R
esearch S

ociety

、E
u
rop

ean C
erv

ical S
p
in

e 

R
esearch S

ociety

、
日
本
脊
椎
脊
髄
病
学
会
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
学

会
賞
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
光
栄
で
し
た
。

　
私
の
学
位
研
究
は
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
直
接
の
指
導
を
頂
き
ま
し
た
松
本
守
雄
准
教
授
、

千
葉
一
裕
准
教
授
、
戸
山
芳
昭
教
授
、
共
同
研
究
者
と
し
て
様
々

な
助
言
を
頂
き
ま
し
た
市
原
大
輔
先
生
、
撮
像
に
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
橋
本
健
史
先
生
、
渡
辺
雅
彦
先
生
、
統
計
学
的
考
察
に
関
し

ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
西
脇
祐
司
先
生
、M

R
I

研
究
会
の
会
長

に
な
っ
て
頂
き
ま
し
た
高
畑
武
司
先
生
、
そ
し
て
本
研
究
に
快
く

参
加
・
協
力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
医
局
の
先
生
方
に
は
こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
はU

niversity of C
alifornia, San F

rancisco

に

海
外
留
学
中
で
あ
り
脊
柱
変
形
を
中
心
に
多
く
の
脊
椎
症
例
を
経

験
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
貴
重
な
経
験
を
医
局
に
還
元
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　
こ
の
度
は
戸
山
芳
昭
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
２
０
０
９
年
３
月

に
学
位
を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
０
５
年
よ
り
大
学
院
へ
進
学
し
、
生
理
学
岡
野
栄
之
先
生
の

研
究
室
に
て
脊
髄
神
経
再
生
の
研
究
に
従
事
い
た
し
ま
し
た
。
脊

髄
損
傷
に
対
す
る
神
経
幹
細
胞
移
植
の
有
効
性
が
報
告
さ
れ
て
久

し
い
で
す
が
、
移
植
細
胞
は
胎
児
脳
組
織
由
来
で
あ
り
、
倫
理
的

問
題
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
自
家
組
織
由
来

の
細
胞
供
給
源
と
し
て
神
経
堤
幹
細
胞
に
着
目
し
、
研
究
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
神
経
堤
幹
細
胞
が
ア
ク
セ
ス
可
能

な
成
体
の
骨
髄
や
皮
膚
に
存
在
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
そ
の
内

容
を
学
位
論
文
と
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

神
経
堤
幹
細
胞
を
用
い
た
移
植
治
療
の
確
立
を
目
指
し
、
さ
ら
に

研
究
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
学
位
の
取
得
は
、
向
上
心
の
礎
と
考
え
ま
す
。
誰
も
解
明
し
て

い
な
い
事
象
を
自
分
が
明
ら
か
に
し
、
そ
の
内
容
が
認
め
ら
れ
た

事
は
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
学
位
を
契
機
と
し
て
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
研
究
に
挑
戦
し
続
け
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
確

固
た
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
臨
床
の
現
場

で
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
を
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
い
、
と
い
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う
欲
求
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
脊
髄
損
傷
を
ど
う
し
た
ら
治
せ
る
か
、

と
い
う
問
い
も
そ
の
一
つ
で
す
。
自
分
の
場
合
、
大
学
院
の
道
を

選
び
基
礎
研
究
に
４
年
間
浸
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
臨
床
の
側
面
を

基
礎
的
な
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
大
き

な
進
歩
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
、
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
に
て
脊

椎
外
科
医
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
い
つ

も
〝
な
ぜ
？
〟
と
考
え
る
姿
勢
を
大
切
に
、
日
常
の
外
来
や
手
術

に
臨
ん
で
い
ま
す
。
基
礎
と
臨
床
の
間
を
行
き
来
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
、
飽
く
な
き
探
求
心
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

慶
應
義
塾
、
そ
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
た
ら
と
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、「
整
形
外
科
を
科
学
す
る
」
こ
と
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
自
分
の
学
位
研
究
に
対
し
、
四
季
を
問
わ
ず
常
に
熱
く
ご
指

導
い
た
だ
い
た
中
村
雅
也
先
生
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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こ
の
度
、
戸
山
芳
昭
教
授
を
始
め
、
松
本
秀
男
教
授
や
下
肢
班

ス
タ
ッ
フ
の
先
生
方
、
本
研
究
の
環
境
を
与
え
て
頂
い
た
防
衛
医

大
整
形
外
科
根
本
孝
一
教
授
、
そ
し
て
多
大
な
時
間
を
割
い
て
実

験
、
発
表
、
論
文
作
製
な
ど
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
村
山
医
療

セ
ン
タ
ー
の
笹
崎
義
弘
先
生
と
菊
地
寿
幸
先
生
の
お
陰
で
学
位
を

取
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
慶
應
で
の
レ
ジ
デ
ン
ト
（
フ
レ
マ
ン
不
在
の
空
白
の
期
間
）

を
終
え
て
平
成
17
年
１
月
か
ら
防
衛
医
大
整
形
外
科
に
赴
任
い
た

し
ま
し
た
。
レ
ジ
デ
ン
ト
兼
フ
レ
マ
ン
の
生
活
か
ら
、
防
衛
医
大

膝
班
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
、
研
修
医
や
専
修
医
と
の
チ
ー
ム
で

日
々
臨
床
を
こ
な
す
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
自
分
に

と
っ
て
の
第
一
優
先
事
項
は
早
く
〝
膝
が
専
門
と
言
え
る
〟
整
形

外
科
医
に
な
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
症
例
を
つ
か
ま
え
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
レ
ジ
デ
ン
ト
時
代
か
ら
始

め
て
い
た
学
位
研
究
は
な
か
な
か
結
果
が
出
ず
に
く
じ
け
そ
う
に

な
っ
て
い
る
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
、
リ
ー
ズ
大
学
か

ら
帰
国
さ
れ
た
笹
崎
先
生
が
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
研
究
セ

ン
タ
ー
室
長
に
就
任
さ
れ
、
ご
一
緒
に
研
究
さ
せ
て
頂
く
と
い
う

好
機
に
巡
り
あ
え
ま
し
た
。
新
し
い
テ
ー
マ
で
研
究
を
や
り
直
す

と
い
う
の
は
勇
気
を
必
要
と
し
、
一
瞬
の
躊
躇
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
初
の
テ
ー
マ
で
結
果
が
出
ず
に
研
究
進
捗
報
告
会
で

は
悔
し
い
思
い
を
し
て
き
た
の
で
、
こ
こ
は
頑
張
っ
て
挽
回
し
て

や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
の
ほ
う
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
今
現
在
、
あ
の
時
諦
め
な
く
て
よ
か
っ
た
と
い
う
の
が
学
位
を

取
れ
た
こ
と
以
上
に
自
分
の
中
で
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
優
先
事
項

と
し
て
い
た
臨
床
の
ペ
ー
ス
も
落
と
さ
な
い
で
、
な
ん
と
か
結
果

を
出
す
こ
と
が
出
来
た
の
は
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
防
衛
医
大

の
ス
タ
ッ
フ
や
専
修
医
、
研
修
医
の
先
生
方
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
ま
た
臨
床
医
と
し
て
日
々

研
鑽
を
積
ん
で
い
く
所
存
で
す
が
、
研
究
で
学
ん
だ
物
事
の
考
え

方
や
探
究
心
を
治
療
と
向
き
合
う
時
の
思
考
の
基
礎
と
す
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
が
文
章
を
書
く
と
い
う
と
「
ま
た
日
記
か
」
と
同
期
や
一
部

の
先
生
方
に
言
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
な
る
べ
く
日
記
風

に
な
ら
な
い
よ
う
に
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。
私
は
２
０
０
３
年
12

月
に
動
物
実
験
の
研
究
テ
ー
マ
を
頂
き
ま
し
た
。
当
時
大
田
原
赤

２
０
１
０
年

金
　
子
　
大
　
毅
（
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）

 

市
　
原
　
大
　
輔
　（
78
特
）



− 254 −

十
字
病
院
に
い
た
私
は
、
西
東
京
ま
で
通
い
、
あ
ま
り
得
意
で
は

な
い
ね
ず
み
と
格
闘
し
ま
し
た
が
、
良
い
結
果
が
出
ず
、
１
年
後

に
こ
の
研
究
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
戸
山
教

授
の
お
計
ら
い
も
あ
り
、
２
０
０
５
年
２
月
に
松
本
守
雄
先
生
か

ら
臨
床
研
究
の
お
誘
い
を
受
け
、
今
回
の
研
究
に
携
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
研
究
「
む
ち
打
ち
損
傷
患
者
に
対
す
るM

R
I

を
用
い
た
縦
断
的
研
究

　
─
10
年
以
上
の
追
跡
調
査
─
」
は
元
々

藤
村
祥
一
先
生
、
松
本
先
生
が
１
９
９
３
年
か
ら
４
年
間
に
わ
た

り
行
っ
て
い
た
研
究
の
続
編
で
あ
り
、
日
常
よ
く
診
る
身
近
な
疾

患
の
長
期
調
査
と
い
う
こ
と
で
大
変
興
味
を
持
ち
、
挑
戦
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
動
物
は
も
う
怖
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
…
）。
内
容
は
簡
単
に
言
っ
て
し
ま

う
と
、
む
ち
打
ち
損
傷
患
者
の
頚
椎M
R

I

を
10
年
後
に
撮
像
し
、

画
像
お
よ
び
症
状
の
変
化
を
比
較
す
る
と
い
う
研
究
で
す
。
最
も

苦
労
し
た
こ
と
は
症
例
集
め
で
し
た
。
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る

た
め
、
住
所
が
変
わ
っ
て
い
て
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
方
、
事
故
に
あ
っ
た
こ
と
す
ら
忘
れ
て
お
り
こ
ち
ら
の
こ
と
を

不
審
に
思
わ
れ
て
し
ま
う
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
思
う
よ
う
に

症
例
が
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
終
的
に
１
３
３
例
を
追
跡

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
い
年
月
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
学

位
が
取
れ
た
こ
と
は
、
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
し
、
国
際
学
会
へ

の
参
加
な
ど
の
貴
重
な
経
験
も
で
き
、
研
究
を
続
け
て
い
て
良
か
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っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
熱
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
松
本
先
生
、

読
影
に
ご
協
力
頂
い
た
放
射
線
診
断
科
の
百
島
、
藤
原
先
生
、
統

計
解
析
に
お
い
て
た
く
さ
ん
相
談
に
乗
っ
て
頂
い
た
公
衆
衛
生
学

の
西
脇
先
生
、
高
畑
先
生
を
は
じ
め
ご
協
力
頂
い
た
関
連
施
設
の

諸
先
生
方
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
下
さ
っ
た
諸
先
輩
方
、
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
た
同
期
、
そ
し
て
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
心
か
ら
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!

　
２
０
０
６
年
４
月
に
大
学
院
に
入
学
し
、
４
年
間
、
生
理
学
岡

野
研
究
室
や
脊
髄
再
生
グ
ル
ー
プ
の
先
生
方
の
御
指
導
の
も
と
、

末
梢
神
経
を
１
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、
人
工
神

経
、
シ
ュ
ワ
ン
細
胞
生
物
学
関
連
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
実
験
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
大
学
院
を
卒
業
し
早
４
ヵ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

改
め
て
振
り
返
り
、
本
当
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
そ
し
て
本
当

に
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
た
４
年
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
末
梢
神
経
の
研
究
と
い
う
こ
と
で
大
学
院
に
入
り
ま
し
た
が
、

結
果
的
に
岡
野
教
授
や
中
村
雅
也
先
生
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
こ

と
は
幸
運
な
こ
と
で
し
た
。
脊
髄
損
傷
を
治
そ
う
と
い
ろ
い
ろ
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
の
人
が
集
ま
り
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
い
る

ラ
ボ
で
し
た
が
、
分
け
隔
て
な
く
親
身
に
な
っ
て
指
導
す
る
中
村

雅
也
先
生
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
か
っ
た
で
す
。
自
分
自
身

も
、
臨
床
の
み
し
て
い
て
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
仲
間
が
で
き
、
そ

う
い
う
仲
間
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
今
で
も

財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
特
殊
な
疾
患
、
稀
な
疾
患
を
多
く
扱
う
病
院
に
所
属
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
非
常
に
興
味
深
く
、
お
か
げ
で
毎
日
が
か

な
り
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
い
治
療
法
、
手
術
法

が
み
つ
か
ら
な
い
疾
患
を
み
る
機
会
も
あ
り
ま
す
が
、
大
学
院
入

学
前
に
所
属
し
て
い
た
頃
に
比
べ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
疾
患
に
対

し
、
新
し
い
術
式
を
開
発
し
た
方
が
良
い
の
か
、
あ
る
い
は
基
礎

研
究
に
か
え
っ
て
、
損
傷
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
解
明
し
て
い
き
な
が

ら
少
し
ず
つ
で
も
新
し
い
治
療
法
を
考
え
て
い
っ
た
ほ
う
が
良
い

の
か
等
、
一
つ
の
病
気
を
み
て
い
く
上
で
の
幅
は
広
が
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　
今
後
も
手
の
外
科
、
末
梢
神
経
を
中
心
に
臨
床
の
現
場
で
多
く

の
患
者
さ
ん
に
接
し
て
診
療
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
勿
論
、
研
究
の
成
果
を
直
接
臨
床
に
還
元
で
き
れ
ば
そ
れ
に

越
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
大
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
は
是
非
と

も
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
自
分
に

は
至
ら
な
い
点
、
勉
強
す
べ
き
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
引
き

高
　
木
　
岳
　
彦
（
79
）
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続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
新
宿
歌
舞
伎
町
の
大
久
保
病
院
で
慌
た
だ
し
く
働
き
な
が
ら
、

ふ
と
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
大
学
院
生
活
を
懐
か
し
く
思
い

出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
平
成
22
年
３
月
ま
で
信
濃

町
の
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
に
て
骨
代
謝
班
の
大
学
院
生
と
し
て
臨
床

か
ら
離
れ
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間

の
４
年
間
で
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
色
々
な
経
験
を
し
た

こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

　
私
が
大
学
院
を
意
識
し
た
の
は
、
医
師
に
な
っ
て
５
年
目
の
夏

に
新
潟
の
魚
沼
病
院
へ
出
張
が
決
ま
っ
た
と
き
で
し
た
。
そ
の
前

年
に
骨
代
謝
の
学
位
テ
ー
マ
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
次
は

大
学
へ
戻
っ
て
研
究
と
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
業
を
両
立
す
る
べ
く

心
の
準
備
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
突
然
の
異
動
で
し
た
。
経
験
さ

れ
た
先
生
方
は
ご
存
知
の
通
り
、
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
と
進
捗

状
況
報
告
会
で
本
当
に
辛
い
思
い
を
し
ま
す
。「
研
究
ど
う
し
よ

う
」。
心
配
性
の
性
格
も
あ
っ
て
、
研
究
を
し
て
い
る
仲
間
に
相

談
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
大
学
院
で
研
究
を
始
め
た
友
人
が
い
ま

し
た
。「
大
学
院
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
。
研
究
は
素
晴
ら
し
い
。

絶
対
に
後
悔
し
な
い
。
絶
対
に
。」。
彼
の
眼
の
輝
き
と
活
き
活
き

と
し
た
言
葉
か
ら
、
彼
の
研
究
へ
の
情
熱
と
充
実
ぶ
り
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
研
究
を
臨
床
の
重
し
と
し
か
思
っ
て
い
な
か

っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
り
、
研
究
を
前
向
き
に
考
え
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
予
想
通
り
新
潟
で
研
究
は
出
来
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
仲
間
の
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
研
究
を
し
て

み
た
い
と
い
う
欲
求
は
増
す
ば
か
り
で
し
た
。「
迷
っ
た
ら
や
る

ん
だ
」
と
心
に
決
め
、
魚
沼
病
院
の
村
山
先
生
、
指
導
医
の
高
石

先
生
、
戸
山
教
授
の
ご
許
可
を
頂
き
、
翌
年
大
学
院
へ
入
学
し
ま

し
た
。

　
こ
う
し
て
大
学
院
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、
甘
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
私
は
基
礎
研
究
者
と
し
て
何
も

持
っ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。
周
り
は
次
々
と
結
果
を
出
し
て
行

く
中
、
数
ヶ
月
も
結
果
が
出
せ
な
い
事
は
珍
し
く
な
く
、
そ
の
度

に
自
分
は
研
究
に
向
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
と
自
問
自
答
す
る

こ
と
も
度
々
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
幸
せ
だ
っ
た
の
は
、
大
学

院
出
身
の
堀
内
圭
輔
先
生
が
海
外
留
学
か
ら
お
戻
り
に
な
り
、
そ

ん
な
私
を
直
接
の
指
導
医
と
し
て
辛
抱
強
く
ご
指
導
頂
け
た
こ
と

で
す
。
ま
た
、
慶
應
整
形
単
独
の
ラ
ボ
で
あ
っ
た
た
め
、
学
位
研

究
の
た
め
に
集
ま
っ
た
仲
間
と
辛
い
と
き
も
楽
し
い
と
き
も
ラ
ボ

一
丸
と
な
っ
て
前
向
き
に
取
り
組
め
た
こ
と
は
、
学
生
時
代
に
熱

箱
　
崎
　
彰
　
裕
　（
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中
し
た
部
活
動
を
彷
彿
と
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
。
夜

中
ま
で
失
敗
を
繰
り
返
し
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
く
な

り
泣
き
た
い
ぐ
ら
い
辛
い
と
き
に
自
分
が
ど
れ
だ
け
弱
い
人
間
か

を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
当
に
切
羽
詰
ま
っ
て
、
大
学
院
か
ら

逃
げ
出
し
た
い
ぐ
ら
い
追
い
つ
め
ら
れ
た
と
き
に
本
音
で
相
談
で

き
る
仲
間
を
得
る
事
が
で
き
た
こ
と
は
研
究
以
上
に
大
学
院
か
ら

も
ら
っ
た
貴
重
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
大
学
院
を
迷
っ
て
い
る
先

生
方
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
人
生
の
中
で
こ
れ
ほ
ど
自
分
と
向
き

合
い
、
目
標
に
向
か
っ
て
集
中
す
る
時
間
を
持
て
る
機
会
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
さ
て
、
私
の
研
究
は
破
骨
細
胞
前
駆
細
胞
の
細
胞
膜
に
発
現
す

る
破
骨
細
胞
分
化
に
必
須
の
受
容
体R

A
N

K

（R
ecep

tor 

activator of N
F

-

κB

）
の
制
御
に
つ
い
て
で
し
た
。
破
骨
細
胞

は
骨
吸
収
を
行
う
唯
一
の
細
胞
で
あ
り
、
そ
の
制
御
機
構
の
解
明

は
骨
粗
鬆
症
や
炎
症
性
骨
破
壊
の
理
解
・
治
療
に
重
要
で
あ
る
こ

と
は
疑
う
余
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。R

A
N

K

が
破
骨
細
胞
前
駆
細

胞
の
細
胞
膜
に
お
い
てT

A
C

E

（T
N

F

α con
v
ertin

g 

en
zy

m
e

）
と
言
う
タ
ン
パ
ク
分
解
酵
素
に
よ
り
シ
ェ
デ
ィ
ン
グ

と
言
わ
れ
る
切
断
（
可
溶
化
）
を
受
け
る
こ
と
、
お
よ
びR

A
N

K

の
シ
ェ
デ
イ
ン
グ
が
破
骨
細
胞
形
成
を
負
に
制
御
す
る
こ
と
を
証

明
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
、
緊
張
し
な
が
ら
も
自
分
が
や
っ
て

来
た
事
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
信
じ
て
発
表
し
、
骨
代
謝
研
究
の
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先
輩
方
に
少
な
か
ら
ず
興
味
を
持
っ
て
頂
け
た
と
実
感
し
た
で
き

た
と
き
の
喜
び
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
研
究
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
世
界
で
初
め
て
そ
の
現
象
を
証
明
し
、

そ
れ
が
記
録
と
し
て
残
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
学
位
」

は
、
自
分
が
立
て
た
目
標
を
成
し
遂
げ
た
証
と
し
て
今
後
の
自
分

の
支
え
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
永
く
続
く
整
形
外
科
医

と
し
て
の
道
の
り
で
す
が
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学

教
室
の
大
学
院
卒
業
生
と
し
て
粘
り
強
く
行
き
た
い
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　
今
回
、
ふ
る
さ
と
に
寄
稿
す
る
機
会
を
与
え
て
頂
き
、
学
位
研

究
に
費
や
し
た
５
年
半
を
振
り
返
る
と
、
本
当
に
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
、
何
と
か
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
私
の
実
験
の
多
く
は
、
完
成
し
て
間
も
な
い
臨
床
研
究

棟
の
整
形
外
科
研
究
室
で
施
行
し
ま
し
た
。
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
、

良
き
指
導
者
に
出
会
え
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
の
学
位
論
文
の
題
名
は
、［
肝
細
胞
増
殖
因
子
の
投
与
時
期
が

骨
形
成
因
子
誘
導
性
骨
芽
細
胞
分
化
に
与
え
る
効
果
］
で
す
。
肝

細
胞
増
殖
因
子
（H

G
F

）
が
骨
形
成
因
子
（B

M
P

）
の
骨
形
成

能
を
高
め
る
と
期
待
し
て
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
動
物
実
験

で
同
時
投
与
は
逆
に
骨
形
成
を
阻
害
す
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
少
し
視
点
を
変
え
てin v

itro

の
実
験
を
施
行
し
、

併
用
す
る
場
合
は
投
与
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
か
ら
自

転
車
で
六
本
木
の
繁
華
街
を
通
過
し
て
、
信
濃
町
（
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
）
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
て
い
た
１
年
目
、
東
京
電

力
病
院
に
転
勤
に
な
り
実
験
を
開
始
し
た
も
の
の
結
果
が
出
ず
に

テ
ー
マ
変
更
と
な
っ
た
２
年
目
、
東
京
電
力
病
院
の
地
下
で
動
物

実
験
を
施
行
し
な
が
ら
、
将
来
行
う
べ
きin v

itro

の
実
験
計
画

を
机
上
で
ひ
た
す
ら
考
え
続
け
て
い
た
３
、４
年
目
、
大
学
の
新

し
い
実
験
室
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
本
格
的
にin v

itro

実

験
に
取
り
組
ん
だ
５
年
目
と
充
実
し
た
日
々
と
言
い
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
同
時
に
苦
い
日
々
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
結
果
が
出
始

め
る
５
年
目
ま
で
は
、
な
か
な
か
見
通
し
の
暗
い
状
態
で
し
た
が
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
り
が
ち
な
私
に
対
し
て
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
指

導
し
て
下
さ
っ
た
二
木
先
生
、
研
究
当
初
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
相
談

に
の
っ
て
下
さ
っ
た
堀
内
先
生
、
新
し
い
研
究
室
で
指
導
し
て
下

さ
っ
た
宮
本
先
生
に
は
特
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
10
月
か
ら
平
塚
市
民
病
院
で
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
常
に
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
み
続
け
て
い
る
菅
沼
部
長
の
下

川
　
﨑
　
俊
　
樹
（
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）
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で
、
今
後
は
臨
床
研
究
に
も
興
味
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
戸
山
芳
昭
教
授
、
高
石
官
成
先
生
、
堀
内
圭
輔
先

生
の
ご
指
導
の
も
と
、〝In

h
ib

ition of S
T

A
T

1 A
ccelerates 

B
on

e F
ractu

re H
ealin

g

（
骨
折
治
癒
に
お
け
るS
T

A
T

1

の

機
能
解
析
）〟
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
で
、
平
成
22
年
６
月
14
日
付

け
で
無
事
に
学
位
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
根
っ
か
ら
の
臨
床
好
き
で
、
入
局
時
か
ら
外
傷
、
と
り
わ

け
骨
折
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
３
次
救
急
セ
ン
タ
ー
を
有
す
る

各
地
の
関
連
施
設
で
諸
先
生
方
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
は

栃
木
県
の
大
田
原
赤
十
字
病
院
で
外
傷
を
任
さ
れ
、
昼
夜
を
問
わ

ず
緊
急
手
術
に
追
わ
れ
、
心
は
満
た
さ
れ
、
体
は
疲
弊
し
、
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
私
で
す
の
で

当
初
は
基
礎
研
究
に
興
味
は
な

く
、
し
ば
ら
く
学
位
研
究
か
ら

逃
げ
て
回
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
周
囲
の
強
い
勧
め
（≒

プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
）
か
ら
骨
折
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
、
平

成
19
年
10
月
よ
り
２
年
間
、慶
應
の
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
９
Ｓ
５
（
骨

代
謝
班
）
所
属
と
な
り
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
究
開
始
直
後
は
、
基
本
的
な
用
語
が
分
か
ら
ず
、
学
生
時
代

の
教
科
書
を
引
っ
張
り
出
し
て
は
調
べ
、
細
胞
培
養
な
ど
の
基
本

的
な
実
験
手
技
も
一
か
ら
覚
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し

た
。
研
究
室
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
も
、
ま
る
で
外
国
語
を
聞
い

て
い
る
か
の
よ
う
で
、
話
の
内
容
が
理
解
で
き
な
い
日
々
が
続
き

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
数
週
間
に
及
ぶ
実
験
が
失
敗
し
、

や
り
直
し
と
な
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
で
し
た
。
指
導
医
の
先
生

方
、
同
じ
研
究
室
の
大
学
院
生
や
研
究
員
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
の

お
か
げ
で
短
期
間
で
集
中
し
て
研
究
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
基
礎
研
究
に
興
味
の
無
い
レ
ジ
デ
ン
ト
の
先
生
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
基
礎
の
考
え
方
は
、
今
後
臨
床
研
究
を
行
う
上
で
の

研
究
デ
ザ
イ
ン
や
、
統
計
解
析
、
考
察
で
正
し
い
結
論
を
導
く
過

程
な
ど
で
必
ず
役
に
立
ち
、
無
駄
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
臨
床
に
直
結
し
な
い
か
ら
と
敬
遠
さ
れ
る
方
も
多
い
で
す

が
、
臨
床
に
す
ぐ
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
研
究
も
多
く
、
自

身
の
研
究
の
展
開
の
仕
方
次
第
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
と
し
て
は
、
研
究
に
従
事
し
た
２
年
間
は
有
意
義
な
期

間
で
あ
っ
た
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た

田
　
島
　
康
　
介
（
80
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戸
山
教
授
は
じ
め
、
諸
先
生
方
、
大
学
院
生
、
研
究
室
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
，〝E

w
in

g
肉
腫
新
規
予
後
予
測
バ
イ
オ
マ
ー
カ

ー
―
ヌ
ク
レ
オ
フ
ォ
ス
ミ
ン
〟
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
位
を
取
得
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
詳
細
な
研
究
内
容
は
、〝N

u
cleop

h
osm

in 

as a C
an

d
id

ate P
rog

n
ostic B

iom
ark

er of E
w

in
g
's 

S
arcom

a R
ev

ealed b
y P

roteom
ics, K

ik
u
ta, et al. C

lin 

C
ancer R

es 15(8), 2885-2894, 2009

〟
を
御
参
照
頂
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
今
回
，
本
誌
上
に
て
御
報
告
の
機
会
を
頂

き
ま
し
た
の
で
，
誠
に
僭
越
な
が
ら
，
寄
稿
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
本
学
位
研
究
を
施
行
す
る
た
め
、
平
成
18
年
４
月
に
大
学
院
に

入
学
致
し
ま
し
た
。
私
の
臨
床
班
は
腫
瘍
班
で
あ
り
、
悪
性
骨
軟

部
腫
瘍
に
関
す
る
研
究
を
す
る
た
め
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
テ
オ
ー
ム
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
近
藤
格
先
生
の
御
指
導
の
も
と
，

骨
軟
部
肉
腫
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
開
発
を
目
指
し
た
網
羅
的
タ
ン

パ
ク
質
解
析
研
究(

プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
解
析)

を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
現
在
は
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
骨

軟
部
腫
瘍
科
に
て
３
年
目
の
レ
ジ
デ
ン
ト
研
修
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　
学
位
取
得
ま
で
の
多
く
の
経
験
は
、
現
在
の
日
常
臨
床
の
大
き

な
糧
に
な
っ
て
お
り
、
病
気
と
闘
う
た
め
に
研
究
を
努
力
す
る
こ

と
臨
床
を
努
力
す
る
こ
と
に
は
何
の
隔
た
り
も
な
い
こ
と
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
同
世
代
の
骨
軟
部
腫

瘍
を
志
す
多
く
の
先
生
方
と
共
に
働
け
た
こ
と
が
非
常
に
大
き
な

財
産
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
様
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
頂

き
ま
し
た
戸
山
教
授
、
矢
部
先
生
・
森
岡
先
生
・
中
山
先
生
・
小

林
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
腫
瘍
班
の
先
生
方
、
学
内
で
研
究
に
励

ま
れ
て
い
る
大
学
院
の
先
生
方
、
そ
し
て
全
て
の
教
室
員
の
先
生

方
、
さ
ら
に
本
学
位
研
究
は
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
多
く
の

先
生
方
の
御
指
導
・
御
支
援
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
の
場

を
お
借
り
致
し
ま
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
私

事
で
誠
に
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
学
院
生
活
を
支
え
て
く
れ

た
私
の
家
族
に
も
感
謝
の
意
を
述
べ
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
自
身
の
研
鑚
を
積
み
努
力
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
指
導
・
御
鞭
撻
の
程
、

何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

菊
　
田
　
一
　
貴
　（
81
）
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私
が
大
学
院
に
入
学
し
た
の
は
平
成
18
年
で
あ
っ
た
。
始
め
の

半
年
間
は
、
私
の
わ
が
ま
ま
に
て
骨
代
謝
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
松
本

歯
科
大
学
に
国
内
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
研
究
の
事
は
、
右

も
左
も
わ
か
ら
な
い
私
で
あ
っ
た
が
、
高
橋
直
之
教
授
は
快
く
引

き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
そ
し
て
一
か
ら
丁
寧
に
ご
教
授
い
た
だ
い

た
。
水
曜
日
の
朝
の
カ
ン
フ
ァ
は
、
い
つ
も
大
変
感
銘
を
う
け
た
。

こ
の
カ
ン
フ
ァ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
論
文
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い

デ
ー
タ
で
あ
り
、
説
得
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
ま
さ
に
私
の
研
究

の
イ
ロ
ハ
は
、
松
本
歯
科
大
学
に
て
教
わ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
そ
の
後
、
慶
應
大
学
に
戻
り
、
９
Ｓ
５
で
研
究
を
続

け
た
。
残
念
な
が
ら
松
本
歯
科
大
学
か
ら
引
き
続
き
行
っ
て
い
た

研
究
テ
ー
マ
は
日
の
目
を
み
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
研
究
室
に

中
外
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
坂
井
さ
ん
と
の
出
会
い
が
、
私
の
学

位
論
文
の
成
就
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
私
の
テ
ー
マ
は
、〝
破

骨
細
胞
に
対
す
る
新
規
抑
制
薬
の
模
索
〟
で
あ
っ
た
が
、
ヒ
ト
の

骨
髄
を
、
張
り
詰
め
た
手
術
の
際
に
藤
田
先
生
・
船
山
先
生
よ
り

ご
提
供
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

坂
井
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
松
本
歯
科
大
学
の
溝
口
先
生
、
前
田
先

生
に
も
助
言
を
い
た
だ
き
少
し
ず
つ
結
果
が
生
ま
れ
た
。
慶
應
で

研
究
し
て
か
ら
約
一
年
後
、
幸
い
に
も
投
稿
で
き
る
形
に
な
り
論

古
　
川
　
　
満
　（
82
）



− 262 −

文
を
書
き
始
め
た
。
そ
の
頃
、
79
回
生
の
日
方
先
生
が
御
自
分
の

論
文
をJB

C

に
投
稿
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
全
く
同
じ
内
容
の
論

文
がJB

C

に
ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
た
た
め
リ
ジ
ェ
ク
ト
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
時
の
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
は
、
計
り
知
れ
な
か
っ
た

と
思
う
。
日
方
先
生
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
苦
境
で

も
め
げ
ず
に
、
新
た
な
デ
ー
タ
を
加
え
て
、
さ
ら
に
ラ
ン
ク
を
上

げ
てB

lood

に
投
稿
し
た
こ
と
だ
。
本
人
、
研
究
室
の
者
も
正
直
、

ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
る
可
能
性
は
少
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、

見
事
に
マ
イ
ナ
ー
リ
バ
イ
ス
の
後
、
ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
た
。
私
の

論
文
作
成
は
、
高
石
先
生
の
こ
だ
わ
り
も
あ
り
、
な
か
な
か
前
に

進
ま
な
か
っ
た
。
と
に
か
く
早
く
結
果
を
ま
と
め
て
形
に
し
な
い

こ
と
に
は
、
負
け
て
し
ま
う
と
い
う
毎
日
、
不
安
と
の
戦
い
で
あ

っ
た
。
日
方
先
生
の
一
件
か
ら
私
に
も
焦
り
が
生
ま
れ
、
高
石
先

生
と
度
々
、
ぶ
つ
か
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
作
成

の
後
押
し
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
戸
山
教
授
、

千
葉
教
室
主
任
で
あ
る
。
こ
う
し
て
私
の
論
文
は
平
成
21
年
の
７

月
にT

h
e Jou

rn
al of Im

m
u
n
olog

y

に
ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
た
。

そ
の
時
の
安
堵
の
念
は
、
今
の
事
の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。
平
成

21
年
９
月
に
当
研
究
室
に
い
る
、
滝
戸
先
生
に
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

を
み
る
よ
う
に
呼
ば
れ
た
。
何
気
な
く
目
を
向
け
て
み
る
と
私
の

論
文
で
は
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の
論
文
がA

rth
ritis 

an
d R

h
eu

m
atism

に
ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
時
は
、

あ
ま
り
の
驚
き
に
声
が
出
ず
、
ま
た
全
力
で
リ
バ
イ
ス
実
験
を
行

い
、
論
文
を
書
き
な
お
し
て
い
な
け
れ
ば
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
が

と
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
冷
や
汗
が
で
た
。
こ
う
し
て
私
の
大
学
院

生
活
４
年
間
が
終
了
し
た
。
本
当
に
色
々
な
人
間
ド
ラ
マ
が
あ
っ

た
が
、
私
は
、
皆
さ
ま
に
助
け
て
い
た
だ
い
て
無
事
に
学
位
を
取

得
で
き
、
良
い
人
生
経
験
が
で
き
て
幸
せ
で
あ
っ
た
。
今
は
、
尊

敬
す
る
先
輩
の
一
人
で
あ
る
日
方
先
生
の
勧
め
で
、
神
奈
川
県
警

友
会
け
い
ゆ
う
病
院
に
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
脊
椎

外
科
医
の
鎌
田
先
生
に
、
日
々
し
ご
か
れ
て
、
脊
椎
外
科
の
イ
ロ

ハ
を
学
び
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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現
在
、
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
野
球
部
の
主
将
を
務
め
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
金
子
慎
二
郎
（
77
回
）

で
す
。
我
々
の
活
動
は
、
主
に
は
毎
年
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術

集
会
の
際
に
行
わ
れ
る
野
球
大
会
及
び
そ
の
関
東
地
区
予
選
へ
の

参
加
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
準
備
、
或
い
は
全
体
的
な
レ
ベ
ル
・

ア
ッ
プ
を
は
か
る
為
に
、
企
業
の
野
球
部
等
も
参
加
す
る
様
々
な

野
球
大
会
へ
の
参
加
、
練
習
試
合
、
そ
れ
に
備
え
た
練
習
等
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
我
々
が
野
球
部
を
始
め
た
当
初
か
ら
数

年
前
に
か
け
て
は
、
私
の
学
年
前
後
の
先
生
方
を
中
心
メ
ン
バ
ー

と
し
て
長
ら
く
活
動
し
て
き
て
、
比
較
的
若
手
の
参
加
メ
ン
バ
ー

が
少
な
い
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
毎
年
、
新
入
局
者

が
数
名
ず
つ
入
部
し
、
ま
た
、
す
ぐ
に
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し
て

活
動
す
る
様
に
な
り
、
チ
ー
ム
も
大
分
若
返
っ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
学
年
的
に
も
比
較
的
地
方
出
張
中
の
メ
ン
バ
ー
も
多
く
、
各

関
連
病
院
の
上
級
医
の
方
々
に
は
、
当
直
や
オ
ン
コ
ー
ル
、
ま
た

日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
集
会
へ
の
参
加
等
に
関
し
て
様
々
な
御

配
慮
を
頂
い
て
お
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
医
局
か
ら
も
様
々
な
側
面
か
ら
野
球
部
の
活
動

に
関
し
ま
し
て
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
に
関
し
ま

し
て
も
こ
の
場
を
お
借
り
ま
し
て
改
め
て
深
謝
致
し
ま
す
（
都
内
、

或
い
は
東
京
周
辺
の
野
球
場
は
、
使
用
代
金
と
し
て
軒
並
み
２ 

時
間
で
１
万
５
千
円
前
後
か
か
る
等
、
活
動
費
も
そ
れ
な
り
に
か

か
り
ま
す
）。
さ
て
、
我
々
は
目
下
、
来
年
、
戸
山
教
授
が
会
長

と
し
て
催
さ
れ
ま
す
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
集
会
の
際
の
野
球

大
会
に
向
け
て
、
日
々
、
準
備
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
目
標
は
勿

論
、
優
勝
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
向
け
て
必
要
な
事
を
日
々
、

皆
で
議
論
し
、
練
習
し
、
ま
た
練
習
試
合
等
で
い
ろ
い
ろ
な
事
を

試
し
、
例
年
に
も
増
し
て
充
実
し
た
シ
ー
ズ
ン
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。
ふ
る
さ
と
は
隔
年
で
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
最
近
２
年

間
の
新
入
局
者
の
中
で
野
球
部
に
入
部
し
て
く
れ
た
若
手
の
新
入

部
員
を
御
紹
介
し
ま
す
と
、
平
成
21
年
度
入
局
者
で
は
尾
崎
正
大

君
、
有
井
大
典
君
、
平
成
22
年
度
入
局
者
で
は
金
子
陽
介
君
、
白

澤
英
之
君
の
計
４
名
で
、
皆
、
既
に
チ
ー
ム
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
１
つ
上
の
学
年

の
、
我
々
の
チ
ー
ム
の
「
松
坂
世
代
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
平
成
20 

年
度
入
局
の
森
岡
健
君
、
河
野
友
祐
君
、
内
田
勲
君
、
永
井
勝
也

君
、
歌
島
大
輔
君
の
５
名
も
相
変
わ
ら
ず
中
心
的
に
活
躍
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
こ
の
他
に
も
中
途
か
ら
新
た
に
参
加
し
て

下
さ
っ
て
い
る
先
生
方
も
お
ら
れ
ま
す
し
、
野
球
部
は
い
つ
で
も

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
野
球
部
活
動
報
告

金
　
子
　
慎
　
二
　
郎
（
77
特
）
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新
た
な
メ
ン
バ
ー
、
或
い
は
最
近
、
暫
く
参
加
し
て
お
ら
れ
な
い

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
御
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。
太
陽
の
下
で
ま
た

野
球
が
や
り
た
く
な
っ
た
先
生
方
、
是
非
、
一
緒
に
野
球
を
し
ま

し
ょ
う
。
来
年
の
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
集
会
野
球
大
会
で
は

勿
論
の
事
、
そ
れ
に
続
く
大
会
で
も
恒
常
的
に
皆
様
に
良
い
御
報

告
が
出
来
る
様
に
、
部
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
御
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

　
平
成
22
年
６
月
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大

会
で
日
本
代
表
は
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
カ
メ
ル
ー
ン
と
同

組
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
を
２
勝
１
敗
で
勝
ち
上
が
り
、
世
界
ベ
ス

ト
16
を
獲
得
し
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
南
米
の
強
豪

パ
ラ
グ
ア
イ
に
０
―
０
の
末
Ｐ
Ｋ
戦
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
大
会
前

の
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
戦
い
ぶ
り
で
久
し
ぶ
り
に
日
本
中
が

サ
ッ
カ
ー
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
日
本
代
表
が
惜
敗
し
た
約
１

カ
月
前
の
平
成
22
年
５
月
30
日
、第
83
回
日
本
整
形
外
科
学
会
（
以

下
日
整
会
）
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
以
下
本
大
会
）
は
筑
波
大
学

整
形
外
科
の
初
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
１
回
戦
か
ら
決
勝
ま

で
の
４
試
合
を
勝
ち
抜
い
た
筑
波
大
学
チ
ー
ム
が
最
も
苦
戦
を
強

い
ら
れ
た
相
手
と
し
て
名
前
を
挙
げ
た
の
は
、
本
大
会
前
の
予
選

で
対
戦
し
た
わ
れ
わ
れ
慶
應
大
学
整
形
外
科
チ
ー
ム
で
あ
っ
た

と
、
後
に
筑
波
大
学
の
メ
ン
バ
ー
が
口
を
そ
ろ
え
て
語
っ
て
い
た

こ
と
は
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

　
本
大
会
の
約
２
カ
月
前
、
わ
れ
わ
れ
の
チ
ー
ム
は
日
整
形
会
親

善
サ
ッ
カ
ー
大
会
関
東
予
選
（
以
下
関
東
予
選
）
で
筑
波
大
学
チ

慶
應
大
学
整
形
外
科
サ
ッ
カ
ー
部
報
告

野
　
本
　
　
聡
（
61
）
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ー
ム
と
対
戦
し
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
予
選
グ
ル
ー
プ
の
試
合
方

式
は
慶
應
、
筑
波
、
埼
玉
医
大
の
３
チ
ー
ム
で
１
回
戦
総
当
た
り

の
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
１
位
の
チ
ー
ム
が
本
大
会
に
出
場
す
る
と

い
う
規
定
で
し
た
。
第
１
戦
の
埼
玉
医
大
戦
を
10
─
０
で
勝
っ
た

慶
應
は
次
の
筑
波
戦
に
勝
て
ば
本
大
会
出
場
決
定
、
引
き
分
け
以

下
な
ら
筑
波
対
埼
玉
医
大
の
結
果
待
ち
と
い
う
状
況
で
第
２
戦
の

筑
波
戦
に
臨
み
ま
し
た
。
試
合
開
始
１
分
、
小
竹
森
選
手
（
64
回
）

の
ゴ
ー
ル
で
先
制
し
た
慶
應
で
し
た
が
、
サ
イ
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
多

用
し
Ｆ
Ｗ
が
果
敢
に
ド
リ
ブ
ル
で
仕
掛
け
て
く
る
筑
波
に
対
し
一

時
は
防
戦
一
方
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
Ｇ
Ｋ
渡
辺
（
76
回
）

と
西
田
（
86
回
）
ら
を
中
心
と
す
る
Ｄ
Ｆ
陣
の
が
ん
ば
り
で
、
前

半
は
な
ん
と
か
１
─
０
で
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
後

半
開
始
間
も
な
く
筑
波
に
同
点
ゴ
ー
ル
を
許
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
一
進
一
退
が
続
き
ま
し
た
が
、
残
り
時
間
５
分
を

き
っ
た
と
こ
ろ
で
慶
應
は
勝
負
に
出
ま
し
た
。
負
傷
し
て
い
た
た

め
出
場
を
見
合
わ
せ
て
い
た
長
谷
川
（
80
回
）
を
投
入
し
た
の
で

す
。
す
る
と
、
間
も
な
く
長
谷
川
が
起
死
回
生
の
逆
転
ミ
ド
ル
シ

ュ
ー
ト
を
決
め
て
く
れ
て
あ
と
は
ロ
ス
タ
イ
ム
を
残
す
の
み
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
サ
ッ
カ
ー
は
何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
終
了
直
前
に
自
陣
深
く
ま
で
相
手
Ｆ
Ｗ
の
突
破
を
許
し
、
最

後
は
グ
ラ
ウ
ン
ダ
ー
の
ラ
ス
ト
パ
ス
を
通
さ
れ
筑
波
の
同
点
シ
ュ

ー
ト
が
決
ま
り
２
─
２
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
筑
波
は
続
く
埼
玉
医
大
戦
で
、
慶
應
が
埼

玉
医
大
か
ら
奪
っ
た
10
点
よ
り
も
多
く
の
得
点
を
あ
げ
て
勝
利
し

得
失
点
差
で
本
大
会
出
場
権
を
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
翌
年
の

本
大
会
を
主
管
す
る
我
々
と
し
て
は
今
年
の
本
大
会
に
は
是
が
非

で
も
出
場
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
出
場
権

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
慶
應
大
学
整
形
外
科
サ
ッ
カ
ー
部
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
サ
ッ
カ
ー
部
は
初
め
て
日
整
会
親

善
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開
催
が
決
定
し
た
第
78
回
日
整
会
の
開
催
年

で
あ
る
平
成
17
年
冬
に
発
足
し
ま
し
た
。
当
時
は
こ
の
大
会
が
ど

の
よ
う
な
性
格
な
の
か
未
知
数
で
、
サ
ッ
カ
ー
経
験
者
だ
け
で
な

く
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
教
室
員
が
集
ま
り
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
関
東
予

選
に
参
加
し
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
の
予
選
グ
ル
ー
プ
に
は

慶
應
の
ほ
か
に
順
天
堂
大
学
と
東
京
医
科
歯
科
大
学
が
参
加
し
、

そ
の
中
か
ら
１
チ
ー
ム
の
み
が
本
大
会
へ
の
出
場
切
符
を
獲
得
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
慶
應
は
第
１
戦
で
順
天
堂
大
学
に

善
戦
は
し
ま
し
た
が
敗
れ
、
続
く
試
合
で
順
天
堂
大
学
が
東
京
医

科
歯
科
大
学
に
勝
っ
た
た
め
わ
れ
わ
れ
の
予
選
敗
退
が
あ
っ
さ
り

決
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
予
選
を
戦
っ
て
「
順
天
堂

大
学
の
よ
う
な
強
い
チ
ー
ム
を
破
る
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
チ
ー

ム
作
り
を
し
て
関
東
予
選
に
臨
ま
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
本
大
会
出
場
は
夢
に
終
わ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
思
い
が
筆
者
の
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胸
に
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
き
あ
が
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

ち
な
み
に
順
天
堂
大
学
は
そ
の
後
本
大
会
を
勝
ち
進
み
、
初
め
て

の
大
会
で
優
勝
、
さ
ら
に
そ
の
後
３
年
連
続
優
勝
し
本
大
会
４
連

覇
と
い
う
偉
業
を
達
成
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
初
め
て
の
大
会
で
あ
る
第
78
回
大
会
の
関
東
予
選
で
敗
退
を
喫

し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
第
79
回
大
会
で
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
す
べ
く

平
成
18
年
１
月
か
ら
新
た
な
チ
ー
ム
作
り
を
始
め
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
他
大
学
の
整
形
外
科
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
の
練
習
試
合

や
チ
ー
ム
練
習
を
１
カ
月
に
１
か
ら
２
回
の
ペ
ー
ス
で
続
け
ま
し

た
。
そ
し
て
迎
え
た
第
79
回
大
会
の
関
東
予
選
は
、
東
京
医
大
と

東
京
女
子
医
大
と
同
組
に
な
り
ま
し
た
。
第
１
戦
で
女
子
医
大
に

大
勝
し
た
慶
應
は
、
前
年
の
本
大
会
に
出
場
し
た
強
豪
東
京
医
大

と
の
試
合
に
臨
み
ま
し
だ
。
雨
上
が
り
の
ス
リ
ッ
ピ
ー
な
グ
ラ
ウ

ン
ド
状
態
を
巧
み
に
利
用
し
た
塩
野
（
82
回
）
の
地
を
這
う
よ
う

な
先
制
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
っ
た
後
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
の
体

を
張
っ
た
必
死
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
実
り
、
そ
の
後
も
１
点
を
加

え
た
慶
應
は
２
─
０
で
東
京
医
大
に
勝
ち
本
大
会
初
出
場
を
果
た

し
た
の
で
し
た
。
本
大
会
で
は
１
回
戦
で
山
形
大
学
を
破
り
ベ
ス

ト
８
に
進
み
ま
し
た
が
、
続
く
２
回
戦
で
東
京
大
学
に
１
─
２
で

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
試
合
は
１
─
１
で
後
半
ロ
ス
タ
イ

ム
を
迎
え
、
Ｐ
Ｋ
戦
寸
前
に
決
勝
点
を
決
め
ら
れ
る
と
い
う
極
め

て
悔
し
い
敗
戦
で
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
こ
の
時
の
チ
ー
ム

（
写
真
）
が
本
大
会
で
最
も
好
成
績
を
収
め
た
チ
ー
ム
と
な
り
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
整
会
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
試
合
は
正
式
な
サ

ッ
カ
ー
と
は
異
な
る
ル
ー
ル
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
選
手
の
人
数
が

11
人
で
は
な
く
８
人
で
す
。
当
然
コ
ー
ト
の
広
さ
も
通
常
の
サ
ッ

カ
ー
よ
り
も
狭
く
、
ハ
ー
フ
コ
ー
ト
で
行
い
ま
す
。
８
人
の
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
半
数
の
４
人
は
30
歳
以
上
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
人

は
40
歳
以
上
と
い
う
年
齢
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
選
手
交

代
は
年
齢
制
限
さ
え
守
れ
ば
、
い
つ
で
も
何
人
で
も
自
由
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
広
さ
は
半
分
で
も
ゴ
ー
ル
の
大
き
さ
は
通
常
の
サ

ッ
カ
ー
と
同
じ
で
あ
り
、
オ
フ
サ
イ
ド
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
一
方
、

ゴ
ー
ル
キ
ッ
ク
は
ハ
ー
フ
ウ
ェ
イ
ラ
イ
ン
を
越
え
て
は
い
け
な
い

な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
設
け
、
よ
り
多
く
の
得
点
シ
ー
ン
が

生
ま
れ
る
よ
う
に
と
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
40
歳
以
上
の

選
手
に
は
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
タ
ッ
ク
ル
な
ど
の
激
し
い
プ
レ
ー
は

仕
掛
け
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
白
熱
し

た
試
合
で
は
ル
ー
ル
お
構
い
な
し
の
ラ
フ
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
る
こ

と
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
関
東
予
選
に
は
文
字
通
り
「
親
善
目

的
」
で
参
加
す
る
チ
ー
ム
も
稀
に
は
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
本
大

会
出
場
や
全
国
制
覇
を
目
指
す
チ
ー
ム
は
親
善
よ
り
も
勝
利
を
と

い
う
気
迫
で
試
合
に
臨
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
点
を
よ
く
物
語
る
エ
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ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
の
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
慶
應
大
学
が
初
め
て
本
大
会
に
出
場
し
た
第
79
回
本
大
会
で
の

こ
と
で
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
会
議
の
会
場
で
、「
日
整
会
親
善
野
球

大
会
を
み
な
ら
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
も
試
合
前
夜
に
懇
親
会
を

行
な
っ
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
議
題
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
翌
日
の
試
合
が
早
朝
と
い
う
こ
と
と
ほ
と
ん

ど
の
チ
ー
ム
が
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
戦
っ
て
の
勝
利
を
目

指
し
て
い
た
た
め
で
し
ょ
う
か
、
懇
親
会
案
は
全
員
一
致
で
却
下

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
で
に
２
回
目
の
大
会
か
ら
、
日
整
会

親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
真
剣
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

　
再
び
サ
ッ
カ
ー
部
の
歴
史
に
話
を
戻
し
ま
す
。
そ
の
後
の
戦
績

に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
第
80
回
大
会
は
東
京
医
大
に
リ
ベ
ン
ジ
さ

れ
関
東
予
選
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
第
81
回
大
会
は
前
年
の
敗
退

を
肝
に
銘
じ
、
辻
（
74
回
）
キ
ャ
プ
テ
ン
の
厳
し
い
規
律
の
も
と

で
早
く
か
ら
チ
ー
ム
作
り
を
し
た
甲
斐
も
あ
り
、
関
東
予
選
で
群

馬
大
学
と
慈
恵
医
大
に
連
勝
し
て
再
び
本
大
会
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
札
幌
で
行
わ
れ
た
本
大
会
１
回
戦
で
長
崎
大
学

に
２
─
３
で
敗
れ
初
戦
敗
退
と
い
う
残
念
な
結
果
に
終
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
祝
勝
会
の
た
め
に
予
約
し
て
い
た
札
幌
の
イ
タ
リ
ア

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
宴
会
が
寂
し
い
残
念
会
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
続
く
第
82
回

大
会
は
万
全
の
準
備
で
臨
ん
だ
は
ず
だ
っ
た
の
で
す
が
、
前
年
勝

っ
た
慈
恵
医
大
に
リ
ベ
ン
ジ
さ
れ
本
大
会
出
場
を
逃
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
行
な
わ
れ
た
第
83
回
大
会
は
、
冒
頭
で
述

べ
た
と
お
り
筑
波
大
学
に
あ
と
一
歩
と
迫
り
な
が
ら
再
び
関
東
予

選
敗
退
と
い
う
苦
杯
を
な
め
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
述
べ
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、
過
去
わ
れ
わ
れ
は
６
大
会
中
、

２
大
会
し
か
本
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
最
高
成
績
は
本
大
会
ベ
ス
ト
８
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
来

年
は
第
84
回
日
整
会
を
戸
山
教
授
の
も
と
で
慶
應
大
学
整
形
外
科

が
主
催
す
る
の
で
、
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
わ
れ
わ
れ
サ
ッ
カ
ー

部
が
主
管
し
ま
す
。
関
東
予
選
免
除
で
本
大
会
に
出
場
す
る
か
ら

に
は
、
当
然
本
大
会
で
の
優
勝
が
唯
一
の
目
標
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
日
ご
ろ
の
多
忙
な
臨
床
業
務
や
研
究
の
合
間

を
縫
っ
て
、
個
人
の
力
を
高
め
る
よ
う
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
力
と
な
っ
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
の

発
掘
に
も
力
を
注
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
来

年
は
大
き
な
大
会
を
運
営
す
る
と
い
う
役
割
を
担
い
ま
す
。
熱
い

戦
い
の
中
に
も
親
善
を
忘
れ
ぬ
す
ば
ら
し
い
大
会
が
開
催
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
次
回
の
ふ
る
さ
と
に
は
「
慶
應
大
学
整
形
外
科
サ
ッ
カ
ー
部
全

国
初
制
覇
」
の
報
告
が
で
き
る
よ
う
チ
ー
ム
全
員
が
最
善
を
尽
く

す
所
存
で
す
の
で
、
同
窓
の
先
生
方
や
教
室
員
の
先
生
方
の
ご
声
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援
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第 79 回本大会でベスト 8 に勝ち進んだメンバー　前列左から、松本（80 回）　宮本（82 回）
筆者野本（61 回）山根（79 回）武田（83 回）　後列左から、小竹森（64 回） 長谷川（80 回）
三宅（81 回）　菊池（79 回）
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新
入
局
員
紹
介
　
平
成
二
十
一
年
度
入
局
者

生
年
月
日

　
昭
和
57
年
４
月
25
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
こ
の
度
、
入
局
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
86
回
の
尾
崎
正
大
で
す
。

私
は
、
青
森
県
出
身
で
平
成
19
年
に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、

栃
木
県
済
生
会
宇
都
宮
病
院
に
て
２
年
間
の
初
期
臨
床
研
修
を
修
了
後
、

平
成
21
年
４
月
に
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
致
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
平

成
22
年
４
月
よ
り
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　
学
生
時
代
は
野
球
部
に
所
属
し
、
現
在
も
整
形
外
科
野
球
部
に
所
属
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
入
局
し
て
か
ら
現
在
ま
で
約
１
年
半
で
す
が
、
整
形
外
科
学
教
室
は
大

学
の
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
方
を
初
め
と
し
て
、
現
在
私
が
勤
務
し
て
い
る
三

田
病
院
の
先
生
方
も
含
め
、
自
分
の
目
標
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
感
じ
る

先
生
方
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
先
生
方
か
ら
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
非
常

に
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　
整
形
外
科
医
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尾
崎
　
正
大

生
年
月
日

　
昭
和
56
年
７
月
22
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
86
回
生
の
佐
々
朋
生
と
申
し
ま
す
。
出
身
校
は
慶
應
義
塾
大
学

で
、
卒
後
平
塚
市
民
病
院
に
て
初
期
研
修
を
修
め
ま
し
た
。
部
活

動
は
中
高
で
は
硬
式
テ
ニ
ス
部
、
大
学
で
は
弓
道
部
に
所
属
し
て

お
り
ま
し
た
。

　
初
期
研
修
中
の
整
形
外
科
研
修
を
通
し
て
入
局
を
決
心
い
た
し

ま
し
た
が
、
実
際
に
入
局
し
て
み
て
整
形
外
科
は
、
患
者
様
の
活

動
性
・
健
康
寿
命
に
直
接
関
わ
る
と
い
う
と
て
も
や
り
が
い
の
あ

る
科
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
頼

れ
る
先
輩
方
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
と
て
も
魅
力
的
な
科

で
あ
る
と
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　
現
在
私
は
足
利
赤
十
字
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
て
、
魅
力

的
な
先
輩
方
の
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
い
た
ら
な
い
点
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

佐
々
　
朋
生
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生
年
月
日

　
昭
和
56
年
２
月
１
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
86
回
生
の
関
広
幸
と
申
し
ま
す
。
慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業
し
、

伊
勢
原
協
同
病
院
に
て
２
年
間
の
初
期
臨
床
研
修
を
修
了
し
、

２
０
０
９
年
春
、
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
学
生
時
代
に
柔
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
勉
強
ス

ポ
ー
ツ
と
も
に
お
世
辞
に
も
優
秀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
医

師
そ
し
て
整
形
外
科
医
と
な
っ
た
今
で
も
、
要
領
が
悪
か
っ
た
り
、

理
解
が
不
十
分
だ
っ
た
り
、
と
一
人
前
に
は
程
遠
い
存
在
で
す
。

し
か
し
、
私
は
自
分
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
い
と
常
々
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
診
療
や
手
術
の
技

術
、
知
識
、
専
門
性
を
習
得
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
Ｎ
Ｈ
Ｏ
栃
木
病
院
に
出
張
し
、
そ
の
困
難
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
が
、
一
歩
ず
つ
進
歩
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
至

ら
ぬ
点
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

関
　
広
幸

生
年
月
日

　
昭
和
58
年
３
月
２
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
８６
回
生
の
谷
渕
綾
乃
で
す
。
平
成
２
１
年
４
月
に
入
局
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
年
間
大
学
で
研
修
し
た
後
、
現
在
は
練
馬

総
合
病
院
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。
優
秀
な
先
輩
方
か
ら
日
々
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
充
実
し
た
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
整
形
外
科
を
志
し
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
は
、
自
分
が
競

泳
選
手
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
小
学
生
の
頃
か
ら
大
学
生
ま
で
ず
っ

と
競
泳
選
手
と
し
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
速
く
泳

げ
る
の
か
必
死
に
考
え
、
筋
肉
や
骨
の
仕
組
み
に
興
味
を
も
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
違
い
ま
す
が
、
医
師

に
な
っ
た
今
で
も
や
は
り
筋
・
骨
に
対
し
て
興
味
津
々
で
す
。
選

手
生
活
で
培
っ
た
人
一
倍
の
体
力
も
、
し
っ
か
り
発
揮
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
先
輩
方
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
け
る
環
境
に
感
謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
研
修

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

谷
渕
　
綾
乃
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生
年
月
日

　
昭
和
57
年
４
月
22
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
初
め
ま
し
て
、
こ
の
度
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
入

局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
86
回
の
西
田
光
宏
と
申
し
ま
す
。

出
身
は
慶
應
義
塾
大
学
で
、
学
生
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
並
び
に

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
部
活(

チ
ェ
ロ
を
弾
き
ま
す)
に
所
属
し
、
部

活
三
昧
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
大
学
病
院
で
専
門
性
に
特
化
し
た
疾
患
を
、
今
年
度

か
ら
は
北
里
大
学
北
里
研
究
所
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
に
出

向
し
、
外
傷
やcom

m
on disease

を
中
心
に
学
ば
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
日
々
新
し
い
こ
と
の
連
続
で
、
非
常
に
充
実
し
た
臨

床
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
分
で
限
界
を
作
ら
ず
何
事
に
も
常
に
貪
欲
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
御
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

西
田
　
光
宏 

生
年
月
日

　
昭
和
57
年
９
月
９
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
昨
年
４
月
よ
り
慶
應
義
塾
大
学
病
院
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局

致
し
ま
し
た
山
内
俊
之
で
す
。
東
京
都
出
身
で
駒
場
東
邦
中
学
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
、
２
０
０
７
年
慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業
し
ま

し
た
。
卒
業
後
、
国
立
埼
玉
病
院
で
２
年
間
の
初
期
研
修
を
終
え

昨
年
１
年
間
慶
応
義
塾
大
学
病
院
で
後
期
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
群
馬
県
総
合
太
田
病
院
に
出
張
中
で
す
。
現
在
手
術
経
験

が
ほ
ぼ
０
に
近
い
状
態
で
こ
の
太
田
病
院
へ
や
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
太
田
病
院
に
赴
任
し
ま
し
て
か
ら
朝
長
部
長
や
竹
島
先
生
の

御
指
導
の
下
、
日
々
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
整
形
外
科
に
入
局
致
し
ま
し
た
の
は
大
学
時
代
部
活
の
先

輩
で
直
接
指
導
し
て
下
さ
っ
た
大
谷
先
生
、
船
山
先
生
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
慶
応
大
学
の
整
形
外
科
学
教

室
と
い
う
チ
ー
ム
で
多
く
の
偉
大
な
諸
先
生
方
を
見
習
い
、
様
々

な
分
野
で
成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
整
形

外
科
医
と
し
て
非
常
に
未
熟
で
す
が
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

山
内
　
俊
之
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生
年
月
日

　
昭
和
57
年
９
月
３
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
21
年
度
に
入
局
致
し
ま
し
た
、
86
回
生
の
横
山
和
孝
と
申

し
ま
す
。
学
生
時
代
は
三
四
会
硬
式
庭
球
部
に
所
属
し
、
初
期
研

修
は
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
行
い
ま
し
た
。
入
局
後
９
カ
月
間
は

級
長
職
に
就
き
、
最
先
端
の
手
術
や
研
究
に
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
３
カ
月
間
は
済
生
会
中
央
病
院
で
、
手
術
の
基
礎
を
習
得

し
ま
し
た
。

　
現
在
は
国
立
埼
玉
病
院
に
勤
務
し
、
熟
練
し
た
技
術
を
持
つ
先

生
方
に
丁
寧
な
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
外
傷
一

般
か
ら
高
度
な
手
術
に
及
ぶ
ま
で
幅
広
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、

感
謝
し
て
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　
難
易
度
が
高
い
症
例
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
診
療
や
手
術
で

実
践
的
な
知
識
や
技
術
を
着
実
に
磨
き
、
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導
、
御
鞭
鍵
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

横
山
　
和
孝

生
年
月
日

　
昭
和
55
年
７
月
７
日

出
身
大
学

　
弘
前
大
学

　
84
回
特
の
丹
藤
世
身(

た
ん
ど
う
と
し
み)

と
申
し
ま
す
。
青

森
県
弘
前
市
出
身
で
、
２
０
０
５
年
に
弘
前
大
学
医
学
部
を
卒
業

し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
札
幌
病
院
に
て
初
期
研
修
を
行
い
、

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
整
形
外
科
で
２
年
間
後
期
研
修
を
受
け

た
後
、
２
０
０
９
年
４
月
に
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室

に
入
室
い
た
し
ま
し
た
。
半
年
間
大
学
で
研
修
し
た
後
、
２
０
０
９

年
10
月
よ
り
埼
玉
社
会
保
険
病
院
に
赴
任
し
、
２
０
１
０
年
10
月

か
ら
は
国
立
栃
木
病
院
に
赴
任
し
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
入
室
し
て
、
多
く
の
先
生

方
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し

て
い
る
と
と
も
に
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

一
生
懸
命
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
面
倒
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

丹
藤
　
世
身 
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生
年
月
日

　
昭
和
58
年
２
月
17
日

出
身
大
学

　
新
潟
大
学

　
は
じ
め
ま
し
て
、
８６
回
の
有
井
大
典
と
申
し
ま
す
。

出
身
は
群
馬
県
群
馬
郡
群
馬
町
で
、
出
身
大
学
は
新
潟
大
学
で
す
。

新
潟
大
学
卒
業
後
は
新
潟
市
民
病
院
と
い
う
病
院
で
２
年
間
の
初

期
研
修
を
終
え
た
後
、
平
成
21
年
４
月
よ
り
慶
應
義
塾
大
学
整
形

外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

趣
味
は
野
球
と
最
近
始
め
た
ゴ
ル
フ
で
す
。

プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
で
は
広
島
カ
ー
プ
の
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
毎
年
１

回
は
広
島
ま
で
行
っ
て
観
戦
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
最
近
は

優
勝
か
ら
最
も
遠
ざ
か
っ
た
チ
ー
ム
と
な
っ
て
し
ま
い
残
念
で
あ

り
ま
す
が
、
若
手
の
成
長
に
期
待
し
つ
つ
、
今
年
こ
そ
は
と
応
援

し
て
お
り
ま
す
。

整
形
外
科
医
と
し
て
は
本
当
に
ま
だ
未
熟
で
あ
り
、
諸
先
輩
方
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
精

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

有
井
　
大
典

生
年
月
日

　
昭
和
57
年
８
月
13
日

出
身
大
学

　
千
葉
大
学

　
こ
の
た
び
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
磯
貝
宜
広
と
申
し
ま
す
。

現
在
は
栃
木
県
の
佐
野
厚
生
総
合
病
院
で
日
々
診
療
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

初
期
臨
床
研
修
の
二
年
間
荻
窪
病
院
で
過
ご
し
、
そ
こ
で
田
崎
先

生
を
は
じ
め
整
形
外
科
の
先
生
に
大
変
お
世
話
に
な
り
入
局
を
決

意
い
た
し
ま
し
た
。

私
の
考
え
る
整
形
外
科
の
魅
力
は
多
く
の
人
と
同
様
で
し
ょ
う
が

「
患
者
さ
ん
が
元
気
に
な
る
こ
と
」
で
す
。
し
か
し
そ
こ
に
た
ど

り
着
く
た
め
に
は
多
く
の
技
術
知
識
が
欠
か
せ
な
い
と
痛
感
す
る

毎
日
を
お
く
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
こ
と
も
多
く
先
輩
方
に
は
御
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
も
な
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

ね
が
い
し
ま
す
。

磯
貝
　
宜
広
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生
年
月
日

　
昭
和
55
年
８
月
18
日

出
身
大
学

　
横
浜
市
立
大
学

　
86
回
生
の
川
端
走
野
と
申
し
ま
す
。
現
在
は
公
立
福
生
病
院
に

勤
務
し
、
諸
先
輩
方
に
教
育
し
て
頂
き
な
が
ら
、
忙
し
く
も
充
実

し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
麻
布
高
校
か
ら
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
に
進
学
し
、
卒
業

後
も
慶
應
の
医
局
と
は
無
関
係
の
病
院
で
研
修
を
し
ま
し
た
。
研

修
医
２
年
目
の
時
点
で
整
形
外
科
の
道
に
進
む
こ
と
は
決
め
て
い

ま
し
た
が
、
具
体
的
な
進
路
ま
で
は
決
め
て
い
な
か
っ
た
私
は
、

学
生
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
か
ら
横
浜
市
に
あ
る
市
中
病

院
で
の
後
期
研
修
医
に
な
る
こ
と
を
強
く
勧
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
と
、や
は
り
教
育
体
制
が
整
っ

て
い
る
医
局
へ
の
入
局
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
多
方
面
か
ら
良
い

評
判
し
か
聞
か
な
か
っ
た
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
へ
の
入
局
を

決
め
ま
し
た
。
充
実
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
や
高
度
な
臨
床
レ
ベ
ル

で
学
ぶ
こ
と
が
出
来
、
私
の
こ
の
選
択
が
間
違
い
で
な
か
っ
た
と

日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

川
端
　
走
野 

生
年
月
日

　
昭
和
56
年
10
月
23
日

出
身
大
学

　
順
天
堂
大
学

　
初
め
ま
し
て
。
２
０
０
９
年
度
入
局
の
86
回
生
の
栄
利
昌
と
申

し
ま
す
。
入
局
し
て
早
く
も
１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
自
分
の
実
力
不
足
を
実
感
す
る
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

入
局
し
て
か
ら
慶
應
大
学
病
院
で
最
先
端
の
治
療
に
触
れ
、
今

は
栃
木
県
大
田
原
で
外
傷
治
療
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
病
院
に

よ
っ
て
の
症
例
の
違
い
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
医
局
に
属
し
て
い

な
か
っ
た
な
ら
ば
か
な
り
の
偏
り
を
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た

と
少
し
恐
怖
を
覚
え
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
入
局
の
勧
め
を
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
病
院
を
経
験
し
て
い
く
中
で
、
数
多
く

の
先
輩
方
と
一
緒
に
働
く
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際

は
厳
し
く
も
温
か
い
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

栄
　
利
昌
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生
年
月
日

　
昭
和
56
年
11
月
５
日

出
身
大
学

　
千
葉
大
学

　
86
回
特
の
鈴
木
悟
士
と
申
し
ま
す
。
私
は
千
葉
大
学
医
学
部
を

卒
業
後
、
国
立
病
院
機
構
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
で
２
年
間
研
修
を

行
い
、
慶
応
大
学
整
形
外
科
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
は
１
年
間
の
レ
ジ
デ
ン
ト
生
活
を
経
て
、
済
生
会
宇
都
宮
病

院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
母
校
に
入
局
す
る
か
迷
い
ま
し

た
が
、
慶
応
の
整
形
に
入
局
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
大
学
病
院
で
の
レ
ジ
デ
ン
ト
生
活
で

は
一
か
ら
整
形
外
科
医
と
し
て
の
基
本
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
関

連
病
院
へ
出
張
後
は
手
術
の
技
術
を
中
心
と
し
て
多
く
の
事
を
学

ば
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
自
分
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
を

見
つ
け
、
何
ら
か
の
形
で
慶
応
大
学
整
形
外
科
に
貢
献
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

鈴
木
　
悟
士

生
年
月
日

　
昭
和
56
年
12
月
９
日

　
　

出
身
大
学

　
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

　
平
成
21
年
度
に
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
西
山
雄
一
郎
と
申
し
ま
す
．
学
生
時
代
は
硬
式
テ
ニ
ス
部
に

所
属
し
，
初
期
臨
床
研
修
は
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
．

　
私
は
祖
父
，
父
，
姉
が
整
形
外
科
医
で
あ
り
，
と
く
に
整
形
外

科
は
患
者
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
診
療
科
で
あ
る
こ
と
，
医
局

の
諸
先
輩
方
の
雰
囲
気
が
良
く
，
研
究
お
よ
び
臨
床
に
非
常
に
優

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
慶
應
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
現
在
は
，
日
野
市
立
病
院
に
勤
務
し

毎
日
多
く
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
．
少
し
で
も
多

く
の
こ
と
を
学
べ
る
よ
う
日
々
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
今
後
と
も
御
指
導
，
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
．

西
山
　
雄
一
郎
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生
年
月
日

　
昭
和
53
年
５
月
17
日

出
身
大
学

　
東
海
大
学

　
平
成
21
年
度
慶
応
義
塾
大
学
整
形
外
科
教
室
に
入
局
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
増
田
秀
輔
（
ま
す
だ
し
ゅ
う
す
け
）
と
申
し
ま
す
。

　
学
生
時
代
は
水
泳
部
に
所
属
、
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
す
。
神
奈
川

県
伊
勢
原
市
の
東
海
大
学
病
院
で
の
初
期
臨
床
研
修
を
経
て
、
研

修
２
年
目
の
７
月
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
慶
応
手
術
手
技
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
の
興
味
深
い
講
演
の
数
々
と
、
教
室
の
向
上
心
あ
ふ
れ
る

自
由
な
雰
囲
気
に
感
銘
を
う
け
入
局
を
希
望
い
た
し
ま
し
た
。
１

年
間
の
慶
応
大
学
病
院
で
の
研
修
の
後
、
現
在
は
静
岡
赤
十
字
病

院
で
素
晴
ら
し
い
諸
先
輩
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
日
々
の
診
療
や

手
術
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　
慶
応
整
形
外
科
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
ま
た
将
来
少
し
で
も
教

室
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

増
田
　
秀
輔 

生
年
月
日

　
昭
和
47
年
２
月
８
日

出
身
大
学

　
神
戸
大
学

　
２
０
０
９
年
度
入
局
の
松
丸
聡
と
申
し
ま
す
。
神
戸
大
学
を
卒

業
後
、
ふ
る
さ
と
大
阪
を
離
れ
東
京
で
初
期
研
修
を
修
了
。
そ
し

て
、
入
局
。
大
学
病
院
で
の
６
か
月
を
経
て
、
済
生
会
横
浜
市
東

部
病
院
で
１
年
、
こ
の
10
月
か
ら
佐
野
厚
生
総
合
病
院
で
勤
務
し

て
い
ま
す
。

大
学
病
院
で
は
16
人
と
い
う
多
人
数
の
同
期
に
囲
ま
れ
て
、
忙
し

い
な
が
ら
楽
し
く
充
実
し
た
研
修
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
慶
応

義
塾
の
独
特
の
雰
囲
気
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
横
浜
、
栃
木
で
も
、
地
域
や
病
院
の
個
性
を
楽
し
み
つ

つ
、
充
実
し
た
整
形
外
科
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
い

て
も
整
形
外
科
さ
え
あ
れ
ば
生
き
て
い
け
る
と
感
じ
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
経
験
が
で
き
る
の
も
、
関
連
病
院
の
多

い
医
局
で
あ
る
か
ら
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
の
皆
様
に
は

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

松
丸
　
聡
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平
成
二
十
二
年
度
入
局
者

生
年
月
日

　
昭
和
58
年
７
月
９
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
22
年
４
月
よ
り
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
飯
田
剛

と
申
し
ま
す
。
学
生
時
代
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所

属
し
て
お
り
、
初
期
研
修
は
亀
田
総
合
病
院
で
行
い
ま
し
た
。

大
学
５
年
の
ポ
リ
ク
リ
の
時
に
整
形
外
科
の
手
術
を
見
学
し
て
感

銘
を
受
け
て
か
ら
、
整
形
外
科
医
に
な
る
こ
と
を
心
に
決
め
ま
し

た
。

現
在
は
慶
應
病
院
で
、
楽
し
い
同
期
と
切
磋
琢
磨
し
て
お
り
、
刺

激
的
な
手
術
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
て
毎
日
が
非
常
に
充
実
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
ス

タ
ッ
フ
・
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
先
生
方
と
出
会
え
て
と
て
も
幸

せ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
多
く
の
患
者
さ
ん
を
助
け
て
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
な
整
形
外
科
医
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

飯
田
　
剛

生
年
月
日

　
昭
和
58
年
６
月
23
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
22
年
度
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
87
回
生
の
武
田
和
樹

と
申
し
ま
す
。
初
期
臨
床
研
修
は
静
岡
赤
十
字
病
院
で
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
期
臨
床
研
修
１
年
目
の
４
月
に
整
形
外

科
を
ロ
ー
テ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
時
点
で
慶
應
義
塾
大

学
整
形
外
科
に
入
局
す
る
こ
と
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
時
に
は
、
や
は
り
外
傷
に
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
整
形
外
科
は
慢
性
疾
患
か
ら
救
急
の
最
前
線
ま
で
、
ま

た
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
分
野
を
網
羅
し
て
お
り
、
大
変

奥
深
い
学
問
で
あ
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

入
局
し
て
３
カ
月
は
、
大
学
で
ロ
ー
テ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

様
々
な
珍
し
い
整
形
外
科
疾
患
や
、
手
術
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
、
永
寿
総
合
病
院
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

様
々
な
外
傷
や
、com

m
on disease

に
つ
い
て
日
々
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
整
形
外
科
の
分
野
は
非
常
に
幅
広
く
、

学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
熱
心
な
先
生
方

に
ご
指
導
い
た
だ
き
楽
し
く
研
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御

指
導
・
御
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

武
田
　
和
樹
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生
年
月
日

　
昭
和
57
年
11
月
５
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
22
年
度
入
局
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
87
回
生
の
中
島
大
輔
と

申
し
ま
す
。
学
生
時
代
は
ゴ
ル
フ
部
に
所
属
し
、
信
濃
町
と
い
う

よ
り
は
栃
木
や
千
葉
で
キ
ャ
デ
ィ
バ
ッ
グ
を
担
ぎ
、
ひ
た
す
ら
白

球
を
追
う
生
活
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
東
京
都
済
生

会
中
央
病
院
に
て
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
前
は
内
科
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
研
修
中
、
整

形
外
科
的
疾
病
に
よ
る
麻
痺
、
疼
痛
に
て
歩
行
も
危
う
く
な
り
性

格
さ
え
も
暗
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
患
者
さ
ん
が
、
術
後
、
大
地
を

踏
み
し
め
て
歩
き
本
人
家
族
と
も
に
機
能
改
善
を
喜
ぶ
姿
に
、
人

間
ら
し
い
生
き
方
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
運
動
器
の
大
切
さ
を
発

見
し
、
い
つ
の
間
に
か
整
形
外
科
医
と
し
て
の
道
を
歩
き
出
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
大
学
に
て
先
生
方
か
ら
の
温
か
い
御
指
導
を
受

け
、
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
よ
り
一
層
精
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
御
指
導
の
程
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
島
　
大
輔

生
年
月
日

　
昭
和
58
年
９
月
27
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
22
年
度
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
中
村
賢
と
申
し
ま

す
。

　
学
生
時
代
は
硬
式
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
卒
後

は
２
年
間
さ
い
た
ま
市
立
病
院
で
初
期
研
修
を
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
の
研
修
を
通
じ
て
整
形
外
科
の
手
術
の
面
白
さ
や
難
し
さ
、
奥

深
さ
に
触
れ
、
機
能
再
建
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
改
善
の
醍
醐
味
を
知
り
ま
し

た
。
さ
い
た
ま
市
立
病
院
の
先
生
方
が
と
て
も
教
育
的
で
あ
っ
た

こ
と
や
、
も
と
も
と
金
槌
を
始
め
と
し
た
工
具
を
使
う
工
作
や
彫

金
細
工
な
ど
を
趣
味
と
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
入
局
を
決
意
し

ま
し
た
。
現
在
は
大
学
に
お
い
て
最
高
峰
の
手
術
を
見
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
整
形
外
科
の
基
礎
を
学
ぶ
、
非
常
に
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
り
多
く
の
も
の
ご
と
を
吸
収

す
べ
く
努
力
し
て
ゆ
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
村
　
賢
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生
年
月
日

　
昭
和
58
年
９
月
15
日

　

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
こ
の
度
、
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
、
弘
實

　

透
（
ひ
ろ
ざ
ね

　
と
お
る
）
と
申
し
ま
す
。
か
ね
て
よ
り
、
医
局

の
雰
囲
気
の
良
さ
に
惹
か
れ
て
お
り
、
ま
た
学
問
的
に
も
医
学
の

中
で
最
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
所
で
あ
っ
た
の
で
、
整
形
外
科
に

決
め
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
は
筋
骨
格
系
の
解
剖
と
診
察
、
外
傷

の
対
応
を
一
通
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
事
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
留
学
（
出
来
れ
ば
臨
床
で
）
も
し
た
い
で
す
。

あ
と
ま
だ
ど
ん
な
世
界
か
良
く
わ
か
っ
て
ま
せ
ん
が
、
研
究
も
自

分
に
合
う
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
な
、
と
思
っ
て
ま
す
。
未
熟
者
で

勉
強
も
余
り
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
力
は
割
と
自
信
が
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

弘
實
　
透

生
年
月
日

　
昭
和
58
年
９
月
14
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
８７
回
生
の
福
原
悠
介
と
申
し
ま
す
。
初
期
臨
床
研
修
は
済
生
会

横
浜
市
東
部
病
院
に
て
２
年
間
、
山
中
先
生
、
野
本
先
生
、
田
村

先
生
始
め
、
多
く
の
慶
應
の
先
生
方
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
、
臨
床
・
研
究
・
教
育
が
日
本
最
高
峰
で
あ
る

母
校
の
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
頂
け
た
事
を
、
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
入
局
後
の
生
活
は
、
自
分
の
想
像
以
上
に
充
実
し
て
お
り
、
素

晴
ら
し
い
先
生
方
に
囲
ま
れ
て
大
変
幸
せ
な
日
々
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。「
入
局
し
て
か
ら
後
悔
は
一
秒
も
し
て
い
な
い
」
と
、

あ
る
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
言
葉
を
、
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

　
同
期
の
中
で
は
一
足
先
に
、
７
月
か
ら
国
立
箱
根
病
院
に
短
期

出
張
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
大
学
と
は
ま
た
異
な
る
環
境

の
中
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
御
指
導
頂
い
て
お
り
ま
す
。
未
だ
に
オ

ン
ブ
に
ダ
ッ
コ
の
若
輩
者
で
す
が
、
偉
大
な
諸
先
輩
方
に
一
歩
で

も
追
い
つ
け
る
よ
う
に
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

御
指
導
・
御
鞭
撻
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
原
　
悠
介
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生
年
月
日

　
昭
和
57
年
12
月
14
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
こ
の
た
び
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
87
回
生
の
堀
桂
子
と
申
し

ま
す
。
慶
應
卒
業
後
、
見
聞
を
広
め
た
い
と
思
い
、
初
期
研
修
は
千
葉
県

の
総
合
病
院
国
保
旭
中
央
病
院
に
て
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
の
頃
か
ら
、
骨
や
関
節
の
構
造
、
運
動
機
能
な
ど
に
興
味
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
整
形
外
科
が
患
者
さ
ん
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
お
よ
び
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
で
き
る
こ
と
に
感
銘
を
う 

け
、
整
形
外
科
の
先
生
方
の

人
間
的
魅
力
に
も
強
く
惹
か
れ
て
い
ま
し
た
。
入
局
か
ら
は
や
く
も
半
年

が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
診
療
、
手
術
、
研
究
、
勉
強
、
諸
先
生

方
と
の
交
流 

な
ど
、
す
べ
て
が
楽
し
く
、
慶
應
整
形
外
科
に
入
局
で
き

た
有
難
さ
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
か
ら
は
東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院
に
出
向
と
な
り
、
大
学
で

は
目
に
し
な
か
っ
た
様
々
な
疾
患
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
の
至
ら
な
さ
を
実
感
し
つ
つ
、
整
形
外
科
の
奥
深
さ
、
上
の
先
生
方
の

力
量
に
感
銘
を
う
け
、
先
生
方
の
温
か
い
ご
指
導
に
心
か
ら
感
謝
す
る
毎

日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

少
し
で
も
早
く
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
一
人
前
の
診
療
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。
今
後
と
も
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

堀
　
桂
子

生
年
月
日

　
昭
和
52
年
12
月
12
日

出
身
大
学

　
北
海
道
大
学

　
は
じ
め
ま
し
て
、
８７
回
生
の
浅
野
拓
行
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
、
慶
応

義
塾
大
学
病
院
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
１
年
目
は
大
学
病
院
、
２
年
目
は
済

生
会
宇
都
宮
病
院
）
修
了
後
、整
形
外
科
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
専
修
医
と
し
て
大
学
で
ロ
ー
テ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
い
も
の
で

も
う
５
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
元
々
ダ
ン
ス
や
舞
台
が
好

き
で
下
肢
に
ば
か
り
興
味
が
向
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
大
学
で
は
今
ま
で

整
形
外
科
で
の
経
験
の
な
い
分
野
や
見
た
こ
と
の
な
い
手
術
を
数
多
く
目

の
当
た
り
に
し
整
形
外
科
の
奥
深
さ
を
体
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
先
生
方
の
底
な
し
の
体
力
と
温
か
い
人
間
性
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。

若
輩
の
自
分
に
は
雲
の
上
の
存
在
で
は
あ
り
ま
す
が
、
気
さ
く
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
り
、「
よ
く
遊
び
よ
く
学
べ
」
の
基
本
精
神
に
乗
っ
取
り
刺
激

的
な
毎
日
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
整
形
外
科
医
と
し
て
知
識
・
技
術
も
経
験
も
自
信
も
足
り
な

い
の
で
早
く
諸
先
生
方
に
追
い
つ
け
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
同
時
に
医
師
と
し
て
の
社
会
へ
の
関
わ
り
方
を
模
索
し
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導
・
御
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

浅
野
　
拓
行
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生
年
月
日

　
昭
和
57
年
９
月
10
日

出
身
大
学

　
帝
京
大
学

　
は
じ
め
ま
し
て
、
尾
池
崇
嗣
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
、
慶
応
義

塾
大
学
病
院
初
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
１
年
目
は
大
学
病
院
、
２

年
目
は
埼
玉
社
会
保
険
病
院
）
修
了
後
、
慶
應
義
塾
整
形
外
科
学

教
室
に
今
年
度
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
専
修
医
と
し
て
大
学
病
院
に
て
３
カ
月
ロ
ー
テ
ー
ト
後
、

済
生
会
中
央
病
院
に
て
現
在
２
カ
月
目
の
研
修
中
で
ご
ざ
い
ま

す
。
整
形
外
科
で
多
岐
に
渡
り
御
活
躍
さ
れ
て
い
る
諸
先
輩
方
と

好
奇
心
旺
盛
で
仲
間
想
い
の
同
期
に
囲
ま
れ
、
整
形
外
科
医
と
し

て
刺
激
的
で
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
長
い
整
形
外
科
医
と
し
て
の
人
生
の
中
で
、
当
教

室
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
出
会
う
先
生
や
手
術
が
楽

し
み
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

尾
池
　
崇
嗣

生
年
月
日

　
昭
和
56
年
５
月
26
日

出
身
大
学

　
杏
林
大
学

　
平
成
22
年
度
入
局
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
87
回
生
の
大
橋
麻
依

子
と
申
し
ま
す
。

卒
後
初
期
臨
床
研
修
を
荻
窪
病
院
で
２
年
間
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

整
形
外
科
研
修
中
に
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
諸
先
生
方
よ
り
、
温

か
い
ご
指
導
を
頂
き
、
教
室
の
雰
囲
気
と
整
形
外
科
の
面
白
さ
に

魅
力
を
感
じ
入
局
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

入
局
後
は
諸
先
生
方
か
ら
温
か
く
細
や
か
な
御
指
導
を
受
け
、
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　
至
ら
な
い
面
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
今
後
も
精
一
杯

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
橋
　
麻
依
子
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生
年
月
日

　
昭
和
56
年
８
月
18
日

出
身
大
学

　
東
京
医
科
大
学

　
第
87
回
生
金
子
陽
介
で
す
。
長
野
県
松
本
市
生
ま
れ
、
出
身
高

校
は
長
野
県
飯
田
高
校
、
出
身
大
学
は
東
京
医
科
大
学
、
硬
式
野

球
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
静
岡
赤
十
字
病
院
で
初
期
研
修
の

２
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
蔵
本
先
生
に
整
形
外
科
の
魅

力
を
教
え
て
頂
き
、
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
に
入
局
し
よ
う
と

決
意
し
ま
し
た
。
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
先
生
方
の
手
術
を
直
に
見

ら
れ
、
刺
激
の
あ
る
毎
日
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。「
為
せ

ば
成
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
か
け
が
え
の
な
い
同
期
と
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

金
子
　
陽
介

生
年
月
日

　
昭
和
56
年
10
月
27
日

　
　

出
身
大
学

　
山
形
大
学

　
今
年
度
４
月
の
入
局
よ
り
早
く
も
４
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
私
の
場
合
４
月
か
ら
３
ヶ
月
を
大
学
病
院
で
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
現
在
は
７
月
か
ら
平
塚
市
民
病
院
に
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
考
え
れ
ば
、
大
学
で
の
研
修
が
３
ヶ

月
と
非
常
に
短
か
っ
た
で
す
が
、
内
容
は
充
実
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
初
期
研
修
終
了
後
、
２
年
間
川
崎
市
立
川
崎
病
院
で
後
期

研
修
を
行
い
、
そ
の
後
の
入
局
で
あ
っ
た
た
め
、
市
中
病
院
で
は

中
々
遭
遇
す
る
事
の
な
い
疾
患
や
、
最
先
端
の
治
療
を
な
お
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
も
う
少
し

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
大
学
で
の
研
修
期
間
が
長
く
て
も
良
か
っ
た
な

あ
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。
同
期
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
無
く
な

り
、
寂
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
外
傷
漬
け
の
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
後
な
お
い
っ
そ
う
成
長
で
き
る
よ
う
、日
々

精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

叶
内
　
平
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生
年
月
日

　
昭
和
58
年
５
月
15
日

出
身
大
学

　
弘
前
大
学

　
こ
の
度
87
回
生
と
し
て
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
工
藤

加
奈
子
と
申
し
ま
す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
青
森
市
と
都
会
を
知
ら

ず
に
育
ち
ま
し
た
が
、
医
学
部
を
志
し
た
頃
か
ら
整
形
外
科
医
に

な
ろ
う
と
決
め
て
い
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
慶
應
義
塾
大
学
整
形

外
科
の
門
を
叩
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
初
期
研
修
を
慶
應
義
塾
大

学
病
院
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
１
年
目
大
学
病
院
、
２
年
目
川
崎
市
立

川
崎
病
院
で
行
わ
せ
て
頂
き
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
晴
れ
て
初
志
貫
徹
、
慶
應
整
形
外
科
に
入
局
さ
せ
て
頂
い
た
わ

け
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
だ
と
心
得
て
お
り
ま
す
。

幸
い
、
周
り
に
は
素
晴
ら
し
い
諸
先
生
方
が
た
く
さ
ん
お
り
、
先

生
方
の
大
き
な
背
中
を
見
て
私
も
成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
慶
應
整
形
で
学
べ
る
こ
と

に
感
謝
を
忘
れ
ず
、
同
期
と
も
力
を
合
わ
せ
て
日
々
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

工
藤
　
加
奈
子

生
年
月
日

　
昭
和
56
年
５
月
25
日

出
身
大
学

　
北
里
大
学

　
は
じ
め
ま
し
て
、
８７
回
生
の
古
宮
智
貴
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
北
里
大

学
病
院
で
の
初
期
研
修
修
了
後
、
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教

室
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
専
修
医
と
し
て
働
き
始
め
、
５
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
段
々
と
東
京
の

生
活
に
も
慣
れ
、
４
月
の
慌
た
だ
し
い
時
期
が
懐
か
し
く
感
じ
ま
す
。
大

学
で
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で

は
な
く
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
見
た
り
プ
レ
ー
す
る
の
が
幼
少
の
頃
か
ら
と

て
も
好
き
で
、
怪
我
が
絶
え
ず
、
よ
く
近
く
の
整
形
外
科
に
御
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
整
形
外
科
が
一
番
身
近
に
感
じ
た

科
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

研
修
医
時
代
に
数
カ
月
整
形
外
科
を
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
専
修

医
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
て
、
改
め
て
整
形
外
科
の
奥
深
さ
と
楽
し
さ

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
同
期
の
人
数
が
多
く
、
切
磋
琢
磨
で
き

る
環
境
に
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
医
師
と
し
て
、
一
人
の
人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う
に
諸
先

生
方
の
御
指
導
の
元
、
謙
虚
さ
と
誠
実
さ
を
忘
れ
ず
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導
・
御
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

古
宮
　
智
貴
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生
年
月
日

　
昭
和
54
年
７
月
７
日

出
身
大
学

　
杏
林
大
学

　
は
じ
め
ま
し
て
、
平
成
２２
年
度
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
野
村

　
文
彦
と
申
し
ま
す
。
初
期
臨
床
研
修
は
、
国
家
公
務

員
共
済
組
合
連
合
会

　
立
川
病
院
で
２
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

比
較
的
自
由
の
利
く
病
院
で
あ
り
、
選
択
で
い
ろ
い
ろ
な
科
を

回
っ
た
結
果
、
整
形
外
科
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。
現
在
、
慶
応
大
学
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
、
毎
日
の
生

活
は
忙
し
い
で
す
が
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
よ
う
な
ス
タ
ッ
フ
の
先
生

方
に
刺
激
を
受
け
、
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
同
期
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
整
形
外

科
に
は
馴
染
み
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
ほ
そ
ぼ
そ
と
ラ

グ
ビ
ー
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
入
局
後
の
５
月
に
指
を
怪
我

す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
慶
応
大
学
病
院
で
手
術
を

受
け
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
方
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

治
し
て
も
ら
う
立
場
か
ら
人
を
治
せ
る
立
場
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

野
村
　
文
彦

生
年
月
日

　
昭
和
58
年
２
月
25
日

出
身
大
学

　
京
慈
恵
会
医
科
大
学

　
平
成
22
年
度
入
局
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
白
澤
英
之
と
申
し
ま

す
。
学
生
時
代
は
空
手
道
部
に
所
属
し
て
お
り
、
自
分
も
周
り
も

怪
我
の
絶
え
な
い
日
々
で
し
た
。

初
期
臨
床
研
修
は
川
崎
市
立
川
崎
病
院
で
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
最
初
は
他
の
科
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
２
年
目
に
回
っ

た
整
形
外
科
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
て
入
局
を
決
め
ま
し
た
。
現

在
は
微
塵
の
後
悔
も
無
い
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
空
手
で
人
を
怪
我
さ
せ
る
闘
い
で
は
無
く
、
治
す
闘

い
に
全
力
を
尽
く
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

至
ら
な
い
所
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
先
輩
方
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

白
澤 

　
英
之
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生
年
月
日

　
昭
和
53
年
８
月
29
日

出
身
大
学

　
福
岡
大
学

　
平
成
22
年
度
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
87
回
生
の
福
田
慎

介
と
申
し
ま
す
。

大
学
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
初
期

研
修
は
国
立
病
院
機
構
埼
玉
病
院
で
２
年
間
行
い
、
整
形
外
科
研

修
で
は
吉
田
篤
先
生
を
は
じ
め
、
金
子
先
生
、
片
岡
先
生
、
森
澤

先
生
に
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
慶
応
整
形
外
科
に
入
局
を
決

意
致
し
ま
し
た
。

入
局
し
て
５
か
月
、
臨
床
・
研
究
と
も
最
高
水
準
の
諸
先
生
方
、

仲
の
良
い
同
期
に
恵
ま
れ
て
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。

　
よ
り
一
層
精
進
し
て
い
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
田
　
慎
介

生
年
月
日

　
昭
和
57
年
２
月
７
日

出
身
大
学

　
近
畿
大
学

　
平
成
22
年
度
入
局
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
87
回
生
の
福
田
良
嗣
と
申
し
ま

す
。
学
生
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
部
に
所
属
し
、

日
々
体
を
動
か
す
事
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
初
期
研
修
は
東
京
医
科

歯
科
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
１
年
目
大
学
病
院
、
２
年
目
は
日
産
厚
生

会
玉
川
病
院
に
て
行
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
実
際
医
師
と
し
て
働
き
始
め

る
と
、
老
若
男
女
誰
か
れ
問
わ
ず
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
そ
の
人

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
伸
ば
す
可
能
性
を
秘
め
た
整
形
外
科
に
次
第
に
魅
力
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
入
局
先
は
、
整
形
外
科
の
全
分
野
に
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
る
偉
大
な
先

生
方
が
お
ら
れ
る
当
教
室
に
憧
れ
て
門
を
叩
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

教
育
熱
心
・
文
武
両
道
と
い
っ
た
教
室
の
方
針
に
も
魅
力
を
感
じ
、
実
際

働
か
せ
て
頂
い
た
今
、
日
々
そ
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
充
実
し
た
専
門
研

修
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
初
心
忘
れ
ず
、
先
輩
方
に
頂
い
た
沢
山
の
恩
恵
を
忘
れ
ず
、
い

ち
整
形
外
科
医
と
胸
を
張
れ
る
日
を
信
じ
て
、
日
々
努
力
惜
し
ま
ず
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
変
未
熟
者
で
す
が
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

福
田
　
良
嗣
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生
年
月
日

　
昭
和
56
年
９
月
３
日

出
身
大
学

　
埼
玉
医
科
大
学

　
平
成
22
年
度
入
局
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
松
林
紘
平
と
申
し
ま

す
。
学
生
時
代
は
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
所
属
し
、
山
で
自

然
と
戯
れ
る
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。

初
期
臨
床
研
修
は
神
奈
川
県
の
伊
勢
原
協
同
病
院
で
研
修
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
研
修
の
過
程
で
進
路
に
つ
い
て
色
々
と
迷
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
素
晴
ら
し
い
先
輩
先
生
方
、
沢
山

の
同
期
の
仲
間
に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

至
ら
な
い
面
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
々
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

先
輩
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

松
林
　
紘
平

生
年
月
日

　
昭
和
53
年
１
月
８
日

出
身
大
学

　
北
海
道
大
学

　
平
成
22
年
度
入
局
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
三
宅
暁
子
と
申
し
ま
す
。
初
期

臨
床
研
修
は
都
立
府
中
病
院
（
現

：

多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
で
研
修

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
初
期
研
修
を
通
し
て
、
診
断
か
ら
治
療
、
そ
の
後

の
ケ
ア
ま
で
関
わ
れ
る
こ
と
、
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
患
者
さ
ん

を
診
ら
れ
る
こ
と
等
々
、様
々
な
魅
力
を
感
じ
整
形
外
科
を
志
し
ま
し
た
。

　
義
塾
の
理
工
学
部
・
大
学
院
在
籍
時
は
、
有
機
化
学
研
究
室
で
薬
物
動

態
（
Ｄ
Ｄ
Ｓ
）
の
キ
ャ
リ
ア
ー
と
な
る
機
能
性L

ip
osom

es

の
研
究
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
研
究
で
の
ミ
ク
ロ
な
視
点
だ
け
で
な
く
、
臨
床
を
通

し
て
マ
ク
ロ
な
視
点
も
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
医
師
を
志
し
ま
し
た

が
、
臨
床
と
基
礎
研
究
に
携
わ
る
諸
先
生
方
の
姿
を
拝
見
し
、
慶
應
整
形

に
入
局
し
て
目
標
と
し
た
い
多
く
の
諸
先
生
方
と
巡
り
合
え
た
こ
と
に
あ

ら
た
め
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
入
局
し
て
早
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
明
る
く
熱
心
な
先
生
方
と
活
気

あ
る
同
期
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く
研
修
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。〝
感
謝

の
気
持
ち
と
不
屈
の
精
神
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
精
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

三
宅
　
暁
子
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高
橋
道
子

　
医
局
秘
書
を
経
て
、
昨
年
３
月
よ
り
戸
山
教
授
の
秘
書
と
し
て

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
常
任
理
事
と
な
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
日
々
激
務
を
こ
な
し
て
お
ら
れ
る
戸
山
教
授

の
も
と
、
微
力
な
が
ら
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
り
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
局
秘
書

香
取
由
加
里
・
永
原
佳
代
子
・
瀬
在
香
菜

　
医
局
長
の
須
田
先
生
を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
の
ご
指
導
の
下
、

お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
色
々
と
至
ら
ぬ
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
先
生
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
脊
椎
・
脊
髄
班
秘
書

平
野
里
奈
・
伊
藤
千
絵
・
小
高
尚
子
・
佐
藤
綾
子

　
脊
椎
脊
髄
班
は
、
本
年
度
よ
り
秘
書
４
人
体
制
で
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
患
者
様
へ
の
ご
連
絡
、
各
省
庁
と
の
や
り
と
り
、

外
来
や
治
験
の
お
手
伝
い
な
ど
、
仕
事
内
容
が
多
岐
に
渡
り
、
毎

日
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
先
生
や
周
り
の
秘
書
の
方
々
に
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
し
で
も
先
生
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膝
関
節
班
秘
書

草
薙
ル
ミ
子

　
２
月
よ
り
、
膝
関
節
研
究
班
の
秘
書
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
色
々
と
至
ら
ぬ
点
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
忙

し
い
先
生
方
の
業
務
が
円
滑
に
進
む
様
、
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秘
書
紹
介
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骨
軟
部
肉
腫
治
療
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
肢
・
腫
瘍
・
股
関
節
班
秘
書

　

根
本
恵
里

　
３
つ
の
班
と
１
つ
の
研
究
会
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
な
か
な
か
行
き
届
か
ず
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
先
生
方
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
84
回
日
整
会
学
術
総
会
担
当
秘
書

本
江
亜
貞
奈

　
昨
年
８
月
よ
り
、
第
84
回
日
整
会
学
術
総
会
の
準
備
を
お
手
伝

い
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
お
仕
事
に
携

わ
れ
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
微
力
な
が
ら
先
生
方
の
お

力
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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●
教
室
関
連
人
事
（
平
成
20
年
11
月
～
）

　（
１
）
院
長
・
所
長

平
成
21
年	

４
月

　
堀
内

　
行
雄
君	

川
崎
市
立
川
崎
病
院
理
事

　	

		


（
院
長
待
遇
）

	

４
月

　
鈴
木

　
信
正
君	

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
脊

		


椎
側
彎
症
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ

		


ー
長
（
乳
児
院
院
長
兼
任
）

	

11
月

　
宮
坂

　
敏
幸
君	

日
本
相
撲
協
会
診
療
所
所
長

平
成
22
年	

４
月

　
臼
井

　
宏
君	

国
立
病
院
機
構
村
山
医
療
セ

		


ン
タ
ー
院
長

	

４
月

　
堀
内

　
行
雄
君	

川
崎
市
立
川
崎
病
院
院
長

	

４
月

　
崎
原

　
宏
君	

柳
橋
病
院
院
長

	

４
月

　
高
畑

　
武
司
君	

伊
勢
原
協
同
病
院
院
長

　（
２
）
副
院
長

平
成
21
年	

２
月

　
山
田

　
治
基
君	

藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院
副

		


院
長

	

２
月

　
才
藤

　
栄
一
君	

藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院
副

		


院
長

	

４
月

　
鎌
田

　
修
博
君	

け
い
ゆ
う
病
院
副
院
長

	

６
月

　
西
川

　
雄
司
君	

東
京
電
力
病
院
副
院
長

　（
３
）
部
長
・
医
長

平
成
21
年	

１
月

　
柳
本

　
繁
君	

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
整

		


形
外
科
部
長

	

４
月

　
濱
田

　
一
壽
君	

国
立
病
院
機
構
箱
根
病
院
整

		


形
外
科
部
長

	

４
月

　
山
内

　
健
二
君	

稲
城
市
立
病
院
整
形
外
科
部
長

	

４
月

　
野
村

　
栄
貴
君	

国
際
親
善
病
院
整
形
外
科
部
長

	

４
月

　
大
熊

　
一
成
君	

さ
い
た
ま
市
立
病
院
整
形
外

		


科
部
長

	

４
月

　
小
川

　
潤
君	

静
岡
赤
十
字
病
院
整
形
外
科

		


部
長

	

４
月

　
依
光

　
悦
朗
君	

日
野
市
立
病
院
診
療
部
長

	

４
月

　
奥
山

　
邦
昌
君	

静
岡
市
立
清
水
病
院
整
形
外

		


科
部
長

	

７
月

　
鈴
木

　
禎
寿
君	

公
務
員
共
済
組
合
立
川
病
院

		


整
形
外
科
部
長

	

10
月

　
亀
山

　
真
君	

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
整

		


形
外
科
担
当
部
長

平
成
22
年	
３
月

　
下
村

　
哲
史
君	

都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ

		


ー
整
形
外
科
医
長

	

４
月

　
山
内

　
健
二
君	

稲
城
市
立
病
院
診
療
科
部
長

教
室
人
事
・
慶
弔
報
告
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４
月

　
岩
部

　
昌
平
君	

慶
友
整
形
外
科
病
院
整
形
外

		


科
部
長

	
４
月

　
井
上

　
元
保
君	

伊
勢
原
協
同
病
院
診
療
統
括

		


部
長

	

４
月

　
清
水

　
健
太
郎
君

　
佐
野
厚
生
総
合
病
院
整
形

		


　
外
科
主
任
部
長

	

４
月

　
小
林

　
龍
生
君	

防
衛
医
科
大
学
学
校
病
院
リ

		


ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
部
長

	

７
月

　
小
柳

　
貴
裕
君	
川
崎
市
立
川
崎
病
院
整
形
外	

		


科
部
長

	

７
月

　
井
口

　
　
理
君	

練
馬
総
合
病
院
整
形
外
科
部
長

	

７
月

　
小
柳

　
貴
裕
君	

川
崎
市
立
川
崎
病
院
整
形
外
科

		


部
長

	

７
月

　
井
口

　
　
理
君	

練
馬
総
合
病
院
整
形
外
科
部
長

	

８
月

　
稲
見

　
州
治
君	

稲
城
市
立
病
院
整
形
外
科
部
長

	

10
月

　
内
田

　
尚
哉
君	

川
崎
市
立
井
田
病
院
整
形
外
科

		


部
長

　（
４
）
理
事

平
成
21
年	

５
月

　
戸
山

　
芳
昭
君	

慶
應
義
塾
常
任
理
事
（
７
月

		


31
日
ま
で
慶
應
塾
大
学
病
院

		


長
兼
任
）

　（
５
）
教
授

平
成
21
年	

２
月

　
松
本

　
秀
男
君	

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
ス
ポ
ー

		


ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
教
授

	

４
月

　
阿
部

　
均
君	

北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院

		


臨
床
教
授

	

10
月

　
市
村

　
正
一
君	

杏
林
大
学
医
学
部
整
形
外
科

		


学
教
室
臨
床
教
授

　（
６
）
准
教
授

平
成
20
年	

11
月

　
宮
本

　
健
史
君	

Ｊ
Ｓ
Ｔ
特
別
研
究
准
教
授

平
成
21
年	

４
月

　
小
竹
森
一
浩
君	

北
里
大
学
北
里
研
究
所
メ
デ

		


ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
臨
床

		


准
教
授

	

４
月

　
月
村

　
泰
規
君	

北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院

		


臨
床
准
教
授

平
成
22
年	

１
月

　
西
脇

　
祐
司
君	

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
衛
生

		


学
・
公
衆
衛
生
学
准
教
授

	

４
月

　
穴
澤

　
卯
圭
君	

東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病

		


院
准
教
授

	
４
月

　
森
井

　
健
司
君	

杏
林
大
学
整
形
外
科
准
教
授
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　（
７
）
講
師

平
成
20
年	

11
月

　
堀
内

　
圭
輔
君	

Ｊ
Ｓ
Ｔ
特
別
研
究
講
師

平
成
21
年	
４
月

　
阿
部

　
智
行
君	

北
里
大
学
北
里
研
究
所
メ
デ

		


ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
臨
床

		


講
師

	

４
月

　
今
林

　
英
明
君	

防
衛
医
科
大
学
校
整
形
外
科

		


指
定
講
師

	

４
月

　
小
宮

　
浩
一
郎
君	

　
藤
田
保
健
衛
生
大
学
第
二

		


　
教
育
病
院
整
形
外
科
講
師

	

４
月

　
原
藤

　
健
吾
君	
国
際
医
療
福
祉
大
三
田
病
院

		


整
形
外
科
講
師

	

４
月

　
藤
田

　
順
之
君	

国
際
医
療
福
祉
大
学
整
形
外

		


科
講
師

	

10
月

　
佐
藤

　
和
毅
君	

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
専

		


任
講
師

	

10
月

　
高
石

　
官
成
君	

慶
大
整
形
エ
ー
ザ
イ
寄
附
講

		


座
─
抗
加
齢
運
動
器
学
─
特

		


別
研
究
講
師

	

10
月

　
榎
本

　
宏
之
君	

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学

		


部
内
講
師

	

10
月

　
石
井

　
賢
君	

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学

		


部
内
講
師

	

10
月

　
二
木

　
康
夫
君	

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学

		


部
内
講
師

平
成
22
年	

１
月

　
岩
本

　
卓
士
君	

東
京
女
子
医
科
大
学
膠
原
病

		


リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
准

		


講
師

	

８
月

　
桐
山

　
善
守
君	

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
久

		


光
製
薬
寄
附
講
座
（
運
動
器

		


生
体
工
学
）
特
別
研
究
講
師

●
留
学

・
海
外

平
成
21
年
４
月
よ
り	

前
野

　
晋
一
君

	

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア A

ustralian Institute of 

	
M

usculoskeletal R
esearch

平
成
21
年
４
月
よ
り	

中
山

　
ロ
バ
ー
ト
君

	

オ
ー
ス
ト
リ
ア M

edizinische U
niversitat 

	
W

ien
平
成
21
年
７
月
よ
り	

森
末

　
光
君

	

ア
メ
リ
カ C

leveland C
linic F

rorida

平
成
21
年
10
月
よ
り	

西
脇

　
徹
君

	
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア SP

O
R

T
SM

E
D

-SA
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平
成
22
年
６
月
よ
り

	

カ
ナ
ダ

　U
niversity of O

ttaw
a

平
成
21
年
10
月
よ
り	

八
木

　
満
君

	
ア
メ
リ
カ

　H
ospital for Special Surgery

平
成
22
年
４
月
よ
り	

西
本

　
和
正
君

	

ア
メ
リ
カ T

he U
niversity of T

exas

平
成
22
年
４
月
よ
り	

藤
田

　
順
之
君

	

ア
メ
リ
カ Jefferson M

edical C
ollege

平
成
22
年
４
月
よ
り	

岡
田

　
英
次
朗
君

	

ア
メ
リ
カ U

niversity of C
alifornia San 

	
F

rancisco

平
成
22
年
８
月
よ
り	
小
林

　
英
介
君

	

ア
メ
リ
カ

　M
assachusettsG

eneral H
ospital

平
成
22
年
９
月
よ
り	

菊
田

　
一
貴
君

	

フ
ラ
ン
ス

　C
ochin teaching H

ospital

・
国
内

平
成
22
年
１
月
よ
り	

高
橋

　
洋
平
君

	

理
化
学
研
究
所

●
退
室

平
成
20
年	

12
月

　
池
田

　
崇
君
（
開
業
）

平
成
21
年	

３
月

　
宮
坂

　
敏
幸
君

	

３
月

　
關

　
美
世
香
君
（
開
業
）

	

３
月

　
古
谷

　
晋
君

	

３
月

　
照
屋

　
徹
君

	

３
月

　
岡
本

　
重
雄
君
（
開
業
）

	

６
月

　
川
島

　
秀
一
君
（
開
業
）

	

６
月

　
島
村

　
知
里
君

	

６
月

　
大
和

　
俊
彦
君
（
開
業
）

	

９
月

　
梅
本

　
美
咲
君

	

11
月

　
小
𥔎

　
直
人
君
（
開
業
）

	

12
月

　
家
田

　
友
樹
君

平
成
22
年	

２
月

　
辻

　
秀
一
郎
君
（
開
業
）

	

３
月

　
矢
部

　
寛
樹
君

	

３
月

　
谷
野

　
善
彦
君
（
開
業
）

	

３
月

　
三
笠

　
貴
彦
君
（
開
業
）

	

３
月

　
芦
澤

　
裕
子
君

	
６
月

　
高
田

　
直
樹
君
（
開
業
）

	
６
月

　
伊
藤

　
一
志
君
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●
退
職

平
成
21
年	

３
月

　
藤
村

　
祥
一
君

	
３
月

　
磯
田

　
功
司
君

	
３
月

　
倉
林

　
博
敏
君

平
成
22
年	

３
月

　
山
岸

　
正
明
君

★
慶
弔
の
お
知
ら
せ

○
御
結
婚

平
成
20
年	

11
月

　
八
木

　
満
君

平
成
21
年	

２
月

　
山
根

　
淳
一
君

	

３
月

　
永
井

　
勝
也
君

	

６
月

　
矢
部

　
寛
樹
君

	

９
月

　
吉
田

　
進
二
君

	

10
月

　
三
宅

　
敦
君

	

10
月

　
蔵
本

　
哲
也
君

	

12
月

　
清
水

　
健
太
郎
君

平
成
22
年	

２
月

　
尾
崎

　
正
大
君

	

３
月

　
藤
中

　
太
郎
君

	

６
月

　
名
越

　
慈
人
君

	

６
月

　
大
矢

　
昭
仁
君

	

６
月

　
飯
塚

　
慎
吾
君

	

７
月

　
阿
部

　
耕
治
君

	

９
月

　
竹
内

　
弘
毅
君

●
御
逝
去

平
成
20
年	

11
月

　
山
部

　
英
行
君

　
　
御
尊
父

	

11
月

　
出
淵

　
肇
君

　
　
　
御
本
人

	

12
月

　
阿
部

　
恒
夫
君

　
　
御
本
人

	

12
月

　
上
牧

　
恭
一
君

　
　
御
本
人

平
成
21
年	

１
月

　
張
簡

　
俊
添
君

　
　
御
母
堂

	

２
月

　
宮
永

　
将
毅
君

　
　
御
尊
父

	

３
月

　
足
立

　
秀
君

　
　
　
御
母
堂

	

３
月

　
片
田

　
重
彦
君

　
　
御
尊
父

	

３
月

　
柴
崎

　
昌
浩
君

　
　
御
母
堂

	

３
月

　
井
上

　
雅
夫
君

　
　
御
本
人

	

４
月

　
高
橋

　
昭
君

　
　
　
御
本
人

	

６
月

　
三
谷

　
哲
史
君

　
　
御
本
人

	

６
月

　
宮
永

　
将
毅
君

　
　
御
本
人

	

６
月

　
足
立

　
秀
君

　
　
　
御
尊
父

	

６
月

　
春
日

　
秀
彦
君

　
　
御
本
人

	
７
月

　
小
林

　
祥
悟
君

　
　
御
本
人

	
７
月

　
濱
田

　
一
壽
君

　
　
御
母
堂

	

８
月

　
齋
藤

　
彊
君

　
　
　
御
本
人
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９
月

　
佐
々
木

　
敏
江
君

　
御
尊
父

	

９
月

　
湯
澤

　
喜
志
雄
君

　
御
尊
父

	
10
月

　
川
島

　
秀
一
君

　
　
御
尊
父

	
10
月

　
川
久
保

　
幹
彦
君

　
御
本
人

	

10
月

　
野
口

　
朝
生
君

　
　
御
本
人

	

10
月

　
真
崎

　
祐
介
君

　
　
御
母
堂

	

10
月

　
村
田

　
光
君

　
　
　
御
母
堂

	

11
月

　
柴
崎

　
昌
浩
君

　
　
御
令
室

	

11
月

　
大
崎

　
康
正
君

　
　
御
母
堂

	

11
月

　
塚
原

　
健
司
君
・
茂
君

　
御
母
堂

	

11
月

　
王

　
鍾
毓
君

　
　
　
御
本
人

	

11
月

　
小
林

　
録
郎
君

　
　
御
本
人

	

11
月

　
今
井

　
銀
四
郎
君

　
御
本
人

	

12
月

　
鈴
木

　
禎
寿
君

　
　
御
母
堂

平
成
22
年	

１
月

　
植
野

　
満
君

　
　
　
御
尊
父

	

１
月

　
木
原

　
未
知
也
君

　
御
本
人

	

２
月

　
吉
峰

　
公
博
君
・
史
博
君

　
御
尊
父

	

２
月

　
早
稲
田

　
明
生
君

　
御
尊
父

	

３
月

　
山
口

　
健
治
君

　
　
御
尊
父

	

５
月

　
出
江

　
紳
一
君

　
　
御
尊
父

	

６
月

　
塩
田

　
敬
司
君

　
　
御
本
人

	

７
月

　
亀
山

　
真
君

　
　
　
御
尊
父

	

８
月

　
森
田

　
盛
禄
君

　
　
御
本
人

	

８
月

　
鷲
谷

　
澄
夫
君

　
　
御
本
人

	

８
月

　
道
山

　
新
一
君

　
　
御
本
人

	

10
月

　
渡
辺

　
雅
彦
君

　
　
御
母
堂

	

10
月

　
岩
井

　
さ
や
か
君

　
御
尊
父



− 296 −

　
今
回
の
「
ふ
る
さ
と
２
０
１
０
」
編
集
係
と
い
う
大
役
を
仰

せ
つ
か
っ
た
の
は
、
今
年
の
４
月
く
ら
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、
学
術
誌
か
、
メ
ー
ル
の
活
字
し
か
目
を
通
さ
な
い
自
分

に
と
っ
て
不
慣
れ
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
無

事
に
同
窓
会
の
期
日
に
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
嬉
し
い
と
い
う
よ
り
正
直
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
「
ふ
る
さ
と
２
０
１
０
」
は
来
年
の
日
整
会
（
Ｊ
Ｏ
Ａ
）

２
０
１
１
へ
向
け
て
のv

ision

を
語
る
こ
と
が
テ
ー
マ
で
す
の

で
、
ま
ず
は
冒
頭
に
Ｊ
Ｏ
Ａ
２
０
１
１
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
ふ
る
さ
と
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷

新
し
、
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
欄
を
増
や
し
、
Ｊ
Ｏ
Ａ
の
ポ
ス
タ
ー
を

含
め
多
数
の
写
真
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
歴
代
教
授
の
貴
重
な

写
真
や
過
去
の
医
局
の
風
景
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
前
田
和
三

郎
先
生
が
講
師
に
就
任
さ
れ
た
昭
和
１
ケ
タ
の
時
代
か
ら
年
代

順
に
並
べ
て
み
ま
し
た
。
写
真
も
モ
ノ
ク
ロ
か
ら
カ
ラ
ー
へ
と

変
遷
し
、
と
て
も
ア
ト
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
写
真
集
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
実
は
今
回
の
「
ふ
る
さ
と
２
０
１
０
」
の
編
集
作
業
で
す
が
、

波
乱
含
み
の
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
丁
度
２
ヶ
月
前
、
こ
れ
か

ら
架
橋
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
い
う
時
期
に
、
編
集
を
委
託
し
て

い
た
業
者
が
突
然
倒
産
す
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
多
く
の
貴
重
な
原
稿
が
業
者
の
手
に
渡

っ
て
お
り
こ
れ
を
な
ん
と
か
回
収
し
ま
し
た
が
、
新
た
な
業
者

の
選
定
に
時
間
を
費
し
ま
し
た
。
こ
の
事
件
は
偶
然
で
は
な
く
、

今
後
の
ふ
る
さ
と
の
方
向
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
態
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
世
間
一
般
で
は
新
聞
、
雑
誌
、
株
券

　

そ
し
て
昨
今
で
は
書
籍
に
ま
で
電
子
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い

ま
す
。「
ふ
る
さ
と
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
希
望
者
に
の
みon d

em
an

d

に
印
刷
し
て
配

布
す
る
と
い
う
「
ふ
る
さ
と
」
の
ク
ラ
ウ
ド
化
も
そ
う
遠
く
な

い
将
来
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
ふ
る
さ
と
」
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
印

刷
コ
ス
ト
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
カ
ラ
ー
写
真
の
み
な
ら
ず
動

画
の
配
信
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
ふ

る
さ
と
」
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
勿
論
、
賛
否
両
論
が
あ
り
、

実
現
ま
で
の
道
の
り
は
険
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
「
ふ

る
さ
と
」
未
来
形
を
具
現
化
す
る
パ
ワ
フ
ル
な
編
集
長
が
現
れ

る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
こ
こ
で
私
の
任
務
を
終
了
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心

の
こ
も
っ
た
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ま
た
、
貴
重

な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て

編
集
後
記
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心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
辻
先
生
、
岡
崎
先

生
そ
し
て
秘
書
の
本
江
さ
ん
に
は
編
集
作
業
に
多
く
の
時
間
を

さ
い
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回

の
「
ふ
る
さ
と
２
０
１
０
」
が
期
待
通
り
の
も
の
に
仕
上
が
っ

た
の
も
わ
れ
わ
れ
４
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
も
の
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
日
整
会
のv

ision

が
実
現

し
、
来
年
に
は
〝
慶
應
ら
し
い
Ｊ
Ｏ
Ａ
２
０
１
１
〟
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
編
集
後
記
の
結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
平
成
22
年
10
月
25
日

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と

　
編
集
委
員
長

　
　
二
木
康
夫
（
72
）




